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3 凡例 


凡 例 

一、句の排列は成立年代順とし、年代の明らかでないものは、推定時期の下限を以て排列の基準とした。概ね拙著『新 
修芭蕉伝記考説』作品篇の年代考定に準拠したが、その後の私見にょって修正したものもある。 

一、注釈は最初に発句の本文を掲げ、以下、季語、語釈、大意、考の各項にわたって細説した。句形は諸種あるぅち、 
最初に掲げるものを本位句とし、年代の古い最も信頼し得る俳書或いは資料の本文を掲出して、他の同句形のものは 
書名•資料名を挙げるにとどめた。本文の下の括弧内が本文の拠った書名.資料名である。本位句には句頭に番号を 
付した。他の資料にょって本文を改めた場合は、その部分を□で囲んだ。 

一、本位句の次に、順次異形を挙げた。掲出の要領は本位句と同じである。これら凡て濁点を加え、底本にある濁点は 
右傍に(ママ)と注記した。 

一、異形のぅち、年代の降る書に見える小異などは、本文として掲げなかったものもある。 

一、句の前書に関する語釈は、本位句の前書についてのみ記し、他は省略した。異形句の前書も含め、本文として挙げ 
なかったものは、〔考〕の条の初めにまとめて掲げた。 

一、〔考〕の条では、成立年代、推敲過程、解釈鑑賞上の要点等、多岐にわたる問題を扱った。 




1 元禄七年 


元祿七の春 I 真蹟短冊.正月廿九日付曲翠宛書簡•五月十三 

日付浪化宛去来書簡.炭俵.芭蕉翁追善之日 

527 ほうらいにきかばやいせの初便 (真蹟_画賛) 記.卯花山 . i 衞.■集. i . i 衣. 

皮籠摺•梟日記•続別座敷•宇陀法師•去来 
抄.蕉翁句集.十論為弁抄.木葉潰.蕉門録 

蓬萊にとは ゞ や伊勢の初便 S 帆き 
春季(ほうらい)。 

I 〇 ほうらいに 「ほうらい」(蓬萊)は、上方で行われた正月の飾り物。三宝の上に白紙•歯朶•揲葉•昆布を敷き、米. 
榧•搗栗•ほんだわら•串柿•橙•柚子•蜜柑•野老.海老•梅干等を積む。中国で古く東海中にあるといわれた神仙の山^^山 
に擬した祝儀物であるが、江戸ではこれと類似した饗膳用の飾りを「喰積」といった。「に」は、「蓬萊にきく」と続く語法ではな 
く、その場を規定するょうな働きをする。「蓬萊に対して」「蓬萊を前にして」の意。〔考1_|参照。「倭-俗新-年三-方ム nl 置，一海丨老 
熨-斗昆—布榧橙—穂-俵朝？先供こ賀-客，祝こ新-年 — 〇是謂こ蓬-萊台—こ(『日次紀事』)「和国の風俗、歳初に盤上に栗•榧•海藻•昆布 • 
野老•蝦、其外果類品> •米など積かさねて、来客に是を進め、自分も是を賞す。名附て蓬萊と言。これ仙島に准じて齢を延るの 
祝義なるべし。中華に所 〆 謂の春盤の類ひ也。尤この盤上の所有種類は、飾とか祝 ふと かの詞をむすびて春に用べ し」 (『滑稽雑談』) 
「蓬萊の具につかひたし螺の貝圃萡」(『続猿赛』下)。〇き かばや 「聞かばや」。聞きたいものだ、という自己の願望。〇 いせの 
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初便「伊勢の初便」。「いせ」は、ここでは伊勢神宮を指す。「初便」は、年；けて初めての便り。慈鎮の歌に基づく表現である 
ことは、芭蕉自身の解説がある。〔考 l __ J 参照。「ひらりくとゆきのふり出' U 利牛鎌倉の便きかせに走らする野坡」(『炭俵』 
上)。 

HE 3 正月の_飾りを前にして、神々しい伊勢神宮のあたりからの初便りを聞きたいものだ。 

■ E ■「いづれの春にやおぼへず」(『篇突 J 1) 「元禄七甲戌春歳旦」(『木葉潰』)等の前書がある。年代については標掲した 
自画賛の前 If の外、元禄七年の正月廿日付意専宛と同月廿九日付曲翠宛の芭蕉書簡にこの句の事に触れており、同年 
五月十三日付浪化宛去来，^簡に r 翁の当歳旦に」、支考の『芭蕉翁追善之日記』(元禄七年成)にも r 此春の歳旦」とし 
て引いているから、.儿梂七年の歳旦吟であることは疑いない。右にいった意専宛には、「愚句京板に出候而、門人の 
引付ごとに^とられ候叫、いづれにて成共御覧可被成と書不申候」とあり、京の書肆井筒屋板の歳旦集に載った外、 

京や江 P の門人速の歳 II 帳に付録として出たらしい。「とは V や」という異形を収める助叟の『遠帆集』は、元禄七 
年の W 行ながら他門の集なので、誤伝の可能性が高いであろう。 

この句の内容については、正月廿九日付の曲翠宛に芭蕉自ら説くところが委しい。即ち、 

S 勢に知人 IV . 1 'つれてたよりうれしきとよみ侍る慈鎮和尚の哥より、便りの一字をうか V ひ候。其心を加へたるに 
ては無御^、唯、祌風やいせのあたり清浄の心を、初春に打さそひたるまでにて御座候。 

と述べてある。慈鉑の歌「このごろは伊勢に知る人音づれて便りうれしき花柑子かな」(『詞林采葉抄』)から「便り」の 
一字を賞って、：：：出度い初春だから伊勢神宮の神域の清浄な気分を連想させるように仕立てたので、伊勢の知人が訪 
れて来て伊勢便りをもたらしたという歌の内容を句意の上に加えたのではないというのである。慈鎮の歌については 
別の_簡にも「便り.'/-、慈鎮和尚より取伝へ申候」£月廿日付意専宛)「彼いせに知人音信てたより嬉しきとよみ侍る、 
便の一字を取つたへたる迄に候」 (' 月廿五日付許六宛)等と簡略ながら触れてあり、『去来抄』に、 
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先 fill ! 返如に H 、 汝 IJH 処にたがはず、今：：：神のかう敷あたりをおもひ出て、慈鎮和尚の詞にたより、初の一字 
を吟じ侍る斗なりと也。(以下行間)いせに知人音信て便りうれしきと慈鎮和尚のよみ侍る、便りの一字の出処に 
て、聊歌のこ、ろにたよらず、汝が聞く、清浄のうるはし、神祇のかう'^■しきあたりを、蓬萊に対して結した 
る迄也。汝が聞る所珍重卜也。(先師評草稿) 

とあるのも曲翠宛と同じ趣旨であるから、同様の事を去来にも言い送ったのであろう。浪化宛で去来が「蓬萊にまづ 
初の一字、翁の魂寄妙に奉存候」といっているように、慈鎮の詞に「初」と冠したところが色蕉の独創で、俳意の存 
するところでもあった。 

右の『去来抄』に見える芭蕉の解説の前には、やはり句の内容に関連した去来との問答が記されている。 

深川よりの文に、此句さまの評有。汝いか V 聞侍るやと也。去来日、都•古郷の便ともあらず、いせと侍る 
は、元日の式の今様ならぬに神代をおもひ出でて、便聞ばやと、道祖神のはや胸中をさはがし奉るとこそ承り侍 
ると中。(先師評草稿) 

去来は句中に都や古郷の便りとはなくて「いせ」の便りとあるところから、元日の仕来りが古式に則って現代風でな 
いのにつけて神代に思い及んだものと見て、「便聞ばや」には作者の旅に出たい願望が籠められていると考えたので 
ある。これは「汝が聞る所珍重」と褒められた程だから、芭蕉の意に叶った鑑賞と見られる。 

「ほうらいに」の助詞の取り方によって、蓬萊そのものに初便りを聞きたいと解するか、或いは蓬萊を前にして初 
便りを聞きたい とする か、説は二つに分れる。前者の立場は、 

伊勢の初便はき、たけれども、元日なれば聞事成難し。幸蓬萊に有伊勢海考伊せの事は知べし。渠になりとも 
聞ばやと也。(正月堂『師走囊』) 

という説を始め、 
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蓬萊の飾りの中に当時伊勢から産する何等かの物が混つてゐたのであらう、海に関したものが。芭蕉の句の眼ざ 
すところはいつもさう云ふところにある。穂俵或はひじき藻かとも思はれる。その伊勢に関係した物を眼に見て、 
自然に心が伊勢の国へ及んで行つて、「伊勢の初だより」と出たのである。その初便りは神風の伊勢の海上など 
のあけ ゆく 光景であらう。 (『芭蕉俳句研究』幸田 露伴) 

「蓬萊に聞かばや」は、勿論蓬萊に対してさうした希求の念を起したのであるが、語脈からいへぱ蓬萊そのもの 
に聞きたいといふ願ひである。このにを英語の in の意に解する説 (ssIIlf 説 研 参 Is ) もあるが、次にばやと続いて 
居るのだから、どうしても直接蓬萊に聞きたい意とせねばならぬ。のみならず さう したいはばナンセンスな言ひ 
方によつて、始めて作者のひたむきな願望も十分あらはされて居るのである。(潁原博士『色蕉俳句新講 J 0 
等と説かれている。後者としては、 

新年に蓬萊を飾つて年始を祝つてゐる場合には何よりも先づ尊く目出度い伊勢の国の初便が聞きたく思はれる。 
聞きたいものじやといつたのである。蓬萊と神風の伊勢国、何となく調和がよい。 (内 藤 鳴雪 『色蕉 俳句評^!) 

「蓬萊に」のには普通のにとは異つてゐる。之れは英語の in の意味で、後世の俳句にはよく使つてあります。 
「速萊のあるところで」の意と思ふ。蓬萊の飾りのある此の所で、伊勢からでも便りが来れば善いと考へたので 
す。 r 色蕉俳句研究』沼波瓊音) 

等が挙げられる。文脈上「蓬萊に聞く」と取るのが必然だという考え方もさることながら、『去来抄』に「神祇のか 
うしきあたりを、蓬萊に対して結したる迄也」とあるのを思えば、後者のような見方が確かであることは論を俟 
つまい。なお、豳伴説は「に」について特に何れといつているわけではないが、蓬萊飾りの物の中に伊勢から産する 
ものがあつたから「いせの初便」が出たというのは余りに膚浅で、『師走囊』の説と共に従い得ないところである。 
芭蕉が r 此句さまの 評 有」 (『去来抄』) といつて去来の見方を尋ねたのは、蓬萊と伊勢の初便りの組合わせが 一 
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見分りにくかった為に、色々な評があったことを思わせる。慈鎮の歌は当時かなり知られていたらしいけれども、意 
味内容と無関係に「便り」の語を取込んだ点を、芭蕉がしきりに説明しているのも、分りにくさを自覚していた為で 
あろう。句柄は守武の句「元日や神代のことも思はる、」に類した趣で、ただ正月の雅情を掬するに足るというまで 
である。許六宛書簡に自身「愚句は……一等鎮め候而目にた^,せず候」と述べているのによっても、地味な句柄であ 
ることは分る。 

卿 一とせに一度つまる V 菜づなかな t 泊船集} 蕉翁句集草稿 

一とせに一度つまる、若菜哉 i 冊子) I 蕉翁句集 
一年ンに一度つまる V 薺かな拓船集書入) 

春季(菜づな)。 

11 01 とせに一度つまる、 「一年に一度摘まる、 J 。 七種の日の若菜として一年に一度摘まれることをいう。「一年に七日の夜 
のみあふ人の恋も過ぎねば夜は深けゆくも」(『万葉集』巻-!-、人麻呂歌集)「年に一度の月のこよひぞ七夕のあふはあふかは川のは 
た」(『毛吹草』卷七) 「 Ichido .」 (『日葡辞書』)。〇菜づな「薺」の異表記。べんべん草を指し、春の七草の一である。既出？ 27 i 等)。 

ia べんべん草などといわれて普段は問題にされない薺も、正月七日には摘まれて七種粥に炊き込まれ、一年に一 
度だけもてはやされることだ。 

— 『三冊子』には、 

此句、その春文通に聞え侍る。その後直に尋侍れば、師のいはく、其頃は よく 思ひ侍るが、 あまりよ からず。打 
捨しと也。 
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と、句にまつわる直話を披露しており、『蕉翁句集草稿』にも、 

此句、其年対面之上、思ふ所を尋侍れば、一度はよろしきかと思ひ侍れども、さのみの事なく、できざるよし被 
申侍る也。 

と同じ趣旨の記事がある。同じ土芳の『蕉翁句集』では、この句を元禄七年の部に入れてあり、『三冊子』に「その 
春」というのは七年春のことと考えてよい。句の成った時土芳に文通を以て報じ、その後帰郷した夏か秋に直話があ 

ったのであろう。 

板本としては元禄十一年の『泊船集』が最も早く、土芳が『句集草稿』で下五を最初「若な哉」としながら「若 
な」 を見せ消ちして「薺」と改めているのは、『泊船集』を参照した為と思われる。土芳が覚えていた句形が「若菜」 
だったことは、『句集草稿』に先立つ『三冊子』にそうあるのによっても明らかであろう(『句集草稿』で句形を訂し 
ながら、「白船に若な哉とあり」とも細書しているのは事実に反し、矛盾でもある。錯誤と考えざるを得ない)。彼が 
『蕉翁句集』で再び「若菜」に戻していることについて、井本農一博士は『校本芭蕉全集』俳論篇の『三冊子』補注 
で、土芳が一旦『泊船集』に従って句形を訂したものの、あとで自分の手許の芭蕉書簡などを参照し、「若菜」であ 
ることを確認して、『句集』にはその形にした可能性もあると指摘しておられる。そう見れば「若菜哉」の信憑性が 
増して来ることになり、杜撰な点の多い『泊船集』の編纂態度からしても、そのような見方は一理あるものといえよ 
う。ここでは『泊船集』の誤りという確証があるわけではないので、その句形を本位句とし、「若菜哉」にも信憑性 
があることを 言う にとどめたい。許六の『泊船集書入』の句形は根拠が明らかでなく、問題にはならない。 

薺が七種の時だけもてはやされる以外は雑草扱いされるのを哀れに思い遣った句とすると、哀れさ侘しさが主調に 
なるけれども、それでは正月の句として明るさも華やぎもないし、軽みと興を専ら唱道した最晚年の作にも相応しく 
あるまい。 
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……一年にた V 一度もてはやされる薺の手がらが句の眼目であり、而もどこかさぅした薺のわびしさ、寂しさが 
余情となつて流れてゐる。た V 全体があまりに説明的な言ひ方となつて居る為に、そのわびしさ、寂しさが深く 
味ははれない気がする。…… 

これを解して、人も一生に一度得意の時代があるといふ教訓的の句だとしたり ( fisttiMS 集%)、又実社会に貢献 
することなき自身を齊に託したと見たり紙， If 蒸)する説には賛し難い。(潁原博士『新講』) 

という見方が穏当である。「た M ごと」に類した表現は、一面 この 時期の好みでもあったが、 この 句の場合、時が経 
つて見ると然程良くも感ぜられず、結局捨てられたのである。 


腫物に柳のさはるしなへ哉 £月廿丸日付去来宛書簡) 


五月十四日付芭蕉宛去来書簡.芭蕉庵小文庫. 
泊船集•去来抄•蕉翁句集草稿•蕉翁句集 


はれ物にさはる柳のしなへかな(有碌海) 


矢矧堤•宇陀法師 


春季(柳)。 


0〇 腫物 「ハレモノ」。顔などに膿をもって腫れたできもの。 r 峯次郎さんが腫物が出来て十日ほど絶食同様で」(『春色梅美婦 
禰 』二十三回) 「 Faremon ?」 (『日葡辞書』)。〇 柳のさはるしなへ 「柳の触る撓へ」。なよなよとした柳の細枝が腫物に触って撓う 
さま。〔考 U で述べるように、柳の枝のしなやかな体を「腫物に触るようだ」と譬喩にとる説があるが、「柳のさはる」の句形では、 
柳の枝が実際に腫物に触ると解するのが妥当であろう。動詞「しなふ」には四段と下二段の二つの活用があり、連用形が「しな 
へ」となるのは後者である。「折くや雨戸にさはる荻のこ袅雪芝」(『続猿蓑』下)「をのづから草のしなへを野分哉圃燕」(『続 
猿蓑』下) 「 vuogatenisauatta . J (『日葡辞書』)。 

■3 腫物に柳の細枝がさわって撓う感じは、一種名伏し難いものだ。柳の枝のたおやかさよ。 
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Bai 正月廿九日付の去来宛書簡は元禄七年と推定されるもので、句の前に「頃日初発句致候」と あり、この 句が同 
年正月に成ったことは確かである。同年五月十四日付の芭蕉に宛てた去来書簡でも、 

……御発句、去年より被仰下候内、若其元の御集にもれ申候御句も御座候は M 、 此度浪化集に拝領仕度候。 

と希望を述べて「御発句」として列記した最初にこの句が見える。 r 其元の御集」とは、当時編纂が始まっていた 
『続猿蓑』を指すとおぼしく、「浪化集」は『有磯海』(元禄八年刊)のことである。句形に問題はあるが、右の文言は、 
この句が浪化の集に収められるに至った事情を示していると考えられる。 

『有磯海』の「はれ物にさはる柳の」という句形については、その翌年に出た史邦の『芭蕉庵小文庫』に、 

此句、浪化子のありそ海に、さはる柳のしなへかなと去来が書誤りて入集しはべるとて、常に此ことをくやみぬ 
るま、このつゐでとなしぬ。 

と注記が見える。史邦は元禄六年以来江戸に住むようになったが、もとは京の人で去来とも親交があったから、東下 
後も文通することは多かったであろう。その折に去来が自分の失敗を洩らすこともあったと思われるので、この記事 
は信用出来よう。芭蕉自筆の書簡と去来書簡が一致する句形が正しく、『有磯海』の句形は去来の「書誤り」という 
ことになる。これに対して許六はその著『宇陀法師』(元禄十五年刊)で、 

小文庫！4先師の句 

はれ物に柳のさはるしなへ哉此句あやまり覚えて書ミに迷はし侍る。是首きれ連哥也。 

はれ物にさはる柳のしなへ哉とこそはつ i : き侍れ。其上、腫物にきつと柳のさはりては、一句おかしからず。 
はれ物にさはる柳と自筆の短尺に有。 

と論じて、『小文庫』の句形を誤りとした。許六の説は解釈に関する点もあるが、それは後で触れるとして、『有磯 
海』の句形については、『去来抄』同門評にも、左のような去来の説が見える。 
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浪化染に、 さはる 柳と出。是は予が誤り伝 ふる 也。重て史邦が 小 文庫に、柳の さはる と改め出す。……許六日、 

先師の短尺に、さはる柳と有。其上、柳のさはるとは首切也。来日、首切の事は予が聞処に異也。今論に不及。 

先師之文に、柳のさはると健也。六日、先師あとより直し給ふ句おほし。真跡、証となしがたしと也。…… 

来日、いかなるゆへや有けん、此句は汝にわたし置。必人にさたすべからずと江府より書贈り給ふ。其後、 
大切の柳一本、去来に渡し置けりとは支考にも語り給ふ。其比、浪化集•続猿集両集にものぞかれけるに、 
浪化集撰の^ K 先師迀化有しかば、此句の むなしく 残らん事を恨て、その集には まいらせ ける。 

右に去来のいう所は、さきに述べた経過と大体に於いて異なるものではない。『有磯海』の句形が誤りであることを 
去来自身証言しているのは最も重要な点で、『小文庫』に「柳のさはる」の句形を出したのは、去来の意向だったか 
とも思われる。「許六日」以下が『宇陀法師』に関する記事であることは殊更説明を要しない。「来日」以下の付記に、 
芭蕉が「此句は汝にわたし置。必人にさたすべからず」といったとあるのは、正月廿九日付の書簡には見えないが、 
五月十四日付去来書簡に「発句の事被仰下候以後、一句も外へもらし不申候」ともあり、恐らく事実であったろう。 
最初は『有磯海』にも入っていなかったのを、色蕉歿後去来の判断で入れられたことが分るのも貴重である。こうし 
て見ると、「はれ物にさはる柳の」は誤伝と考えざるを得ない。許六が「自筆の短尺」を証拠に「さはる柳」を正し 
いと主張しているのは注意すべく、好意的にとれば初案を彼の許に送ったとも考えられないではないが(後案ならば 
「汝にわたし置」とまで言われた去来が知らない箸はない)、強情な許六のことだから、その証とする「短尺」が果し 
て存在したかどうか疑わしい。 

文献面の考察は以上で終るとして、次は内容.表現の解釈である。『去来抄』同門評には、 さきに 引いた一節の中 
間に、門人達の左の ような 問答が記されている。 

支考日、さはる柳也。いかで改め侍るや。去来日、さはる柳とはいかに。考日、柳のしなへは腫物にさはる如し 





と比論也来日、しからず。柳の直にさはりたる也。さはる柳といへば両様に聞え侍る故、重て予が誤をた ゞ す〇 
考日、吾子の説は行過たり。た ゞ 、さはる柳と聞べし。丈卿日、詞のつ ゞ きはしらず、趣向は考がいへる如くな 
らん。来日、流石の両士爰を聞給はざる、口をし。比論にしては誰//も謂はん。直にさはるとは、いかでか及ば 
ん。格位も又各別也卜論ず。 

「さはる柳」の句形を支持する支考は、全体の内容を「柳のしなへは腫物にさはる如し」と譬喩に解し、「柳のさは 
る」の句形を支持する去来は、譬喩ではなくて実際に、柳が直かに腫物に触ったことを句にしたのだとし、「さはる 
柳」では、譬喩にも実際にも両様に取れるから良くないという。丈草は、詞続きはどうか知らないが、句の趣向は支 
考のいう通りだろうといって、去来に反対した。去来は、譬喩の趣向ならば誰にでも言える。直かに触るということ 
を案ずるのが先師の及び難いところだと、支考•丈草両人の無理解を口惜しがっているのである。 

古注でも、しなやかな柳の枝のさまの譬喩と見る説が多く、 

此句は柳の嬌やかなる体、人間の身に譬ていは ゞ 、腫物などにいとやはらかにさはる心持也。是等のやさしき体 
を云た る 句 也。 (正月堂『師走囊』) 

柳の物にさはる、腫物をいらふがごとしと、その和らかなるを称したる也。腫物を質俗にいひなせる俳諧見つベ 
し。(杜哉『蒙引』) 

等とあるのが代表的である。柳の譬喩と見ながらも、 

. 柳のさはるしなへ哉とつ V ければ、 何やらん腫物に柳のさはるやう也。左にはあらねども、句段、さはる柳 

のとい k たるよりい X 下し過たるやう也。さはると句を切てよめば分別也。柳のさはるしなへかなと有時は、柳 
のさはるやうなるしなへ哉と聞心也。(東海呑吐『句解』) 

と、「さはる柳の」と「柳のさはる」とで句意がちがって来る点に着目した説も、注目に値しよう。「柳のさはる」と 
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いえば、腫物に柳の枝が触る ことと 受取れるのは、 去来もそう 解した ように事実なので ある。 

……唯垂柳の窈窕なる姿を称美の趣意也。誠に万事は腫物を厭が如く、荒>しからず柔和に柳の如く直 こそ善と 
の義なるべし。 (信天翁『笈の底』) 

などと、世渡りの心得についての寓意が あるよう に見る説は問題にならない。 

明治以降も依然として譬喩説が多いけれども、『続色蕉俳句研究』では、 r さはる柳の」の句形を採りながら、諸家 
が去来の見方に賛同し、露伴も、 

腫ものに柳がさはつたので、柳の柔かさを譬喩であらはしたのでは無い。しかし句は「さはる柳」でよい。 

と言っているのが注意される。これと正反対なのが加藤揪邨氏で、句形は「柳のさはる」を採りながら、 

「『腫物にさわる』ということをもののたとえにもいうが、いま垂れた青柳がまさに腫物にでもさわるかのように、 
おずおずとしなやかに風に靡いていることだ」の意。(『芭蕉全句 t 
と解し、 

青柳の枝のたおやかな感触を言いとったものである。「腫物にさわる」という俚言を、実感に支えられた譬喩 
として句中に生かすところに、「軽み」の工夫の存した作であろう。……「腫物にさはる」とある方がことばの 
続き方としては自然であるが、「腫物に柳のさはる」という、許六のいわゆる rg 破」の表現の方が、柳に対す 
る発見のおどろきといったものは鮮明にあらわれてくるのではないかとおもう。…… 

「腫物にさはるやう」という俚語……は『毛吹草』には見えず、文献では『春色辰巳園』四編 ( 一八三五年刊)あ 
たりが初出か。この語の裁入れとして見れば、「柳のさはる」の方が味わい深い。(同右) 

と付説しておられる。「腫物にさわる よう」 という諺が十八世紀末より古くは溯れないことは事実の ようで ある。山 
本健吉氏は、譬喩と しても 実際と しても 格別の面白味はなく、「さはる柳の」 として 譬兪 とした 方が表現と しては自 







然だが、門人達が論じ立てた割にはつまらない句と見ておられ. (『色 蕉全発句』)、最近の井本農一博士の注も、 「さはる 
柳の」 を 本位句として「柳の さはる」を 初案とし、 

春の柳の形容に、腫物のような卑俗な、しかし現実感のあるものを持ち出した ところに 俳諧性があり、 g ' かが 
あるが、必ずしも成功した作品とはいえないであろう。 (『新 編日本 古典文学全集.松尾芭蕉集1』) 

と見ておられる。 

この句は去来が『有磯海』に誤った句形を出しさえしなければ、それ程問題にならなかったのではあるまいか。支 
考.丈草•許六らは、譬喩と見られやすい「さはる柳の」を最初に目にした為に、その方が先入主になってしまった 
のだと思う。両句形に推敲関係があるかどうかも、前述したように、許六のいう真蹟短冊に胡乱な点が感ぜられるの 
で、確言は難しい。こう見て来ると、去来宛芭蕉書簡の作者自身の記した句形と、去来のいう所を信ぜざるを得ない 
のは当然であろう。「柳のさはる」であらわされた、腫物に柳の細枝のさはる一種病的な感覚は、案じた当座の作者 
には、かなりの出来と感ぜられたので、「大切の柳」として漏れないように他言を禁じたりもしたのである。ただ、 
芭蕉の生前には『有磯海』の入集予定句からも除かれていたところから見ると、時が経つにつれて作者自身 この 句に 
対する高い評価が揺いだのではないか。確かに何れの解をとるにせよ、この句がそれ程高く評価出来ないことは事実 
である。前の「一とせに」 (§) と同様の経過を迎って捨てられた句なのであろう。 

■梅が香に昔の一字あはれ也 si 後の旅.泊船集 

春季(梅が香)。 

Ulil 〇梅が香 「 J が#- , 」。既出 (wgo 〇昔の I 字あはれ也〔考：一に引く古歌を背景に、その中の「昔」 という 言葉が、 しみ じ 
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みとあわれに思われる、といった。追悼句なので、「昔」には亡き人の在世' '1 時を傯ぷ意がある。 「n 戎 71: 才の眼 ざしうるはしと、 
戎の一字を摘て嵐戎と名付」(芭蕉「悼松倉嵐蘭1_)「1&:= : 」(『日葡辞書』)。 

BBa 梅花の匂いが漂うにつけ、亡き人が®ばれて、古歌の「昔」という一字が、しみじみとあわれに思われます。 
1 E ■『笈日記』大垣部に、 

文通 

何某新八去年の春みまかりけるを、ち、梅丸子もとへ申つかはし侍る 
梅が香に昔の一字あはれ也 

武陵芭蕉 

一歳の夢のごとくにして、猶俤立さらぬ歎のほどおもひやる斗に候。 

二月十三日 
梅丸老人 

と、書簡中の句として紹介されている。大垣の如行の撰した芭蕉百ヶ日追善集『後の旅』にも、「何某新八身まかり 
ける一周忌に、ち V 梅丸がもとへ文通なり。これを見るに、猶夢のごとくにして哀也」 として同じ 書簡を 収めて いる 
が、これには日付と宛名を欠く。恐らく二月十三日が一周忌だったのであろう。この書簡の年代について今栄蔵氏は、 
『笈日記』に於ける「去年」の語が凡て元禄七年を指すところから、「去年の春」は梅丸宛に書簡を出した時のことと 
見、新八の逝去はその一年前と推定しておられ (『校本芭蕉全集』書翰篇等) 、従うべき説と思われるので、ここに配して 
おく。梅丸は水谷氏、通称十太夫、屋号を楠屋といった商家であるという。俳諧はもと木因門、後に蕉門に帰した。 
元禄十五年歿、享年未詳。 

句意は、 
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梅が香はありし世にかはらぬとも、人は昔となり、今花の香.一入俤をうかべおもひ出し給ふならんと也。(東海吞 
吐『句解』) 

といつたことであるが、梅丸の 気持 もさることながら、中心は故人を追悼する色蕉の情でなければなるまい。「昔の 
一字」といつたのは、古歌を背景にした表現であるが、その出典としては、「ひとはいさ心もしらずふるさとは它ぞ 
昔のかににほひける」(『古今集』巻一、貫之)「きみこひてよをふるやどのむめのはなむかしのかにぞなほこまひけ る」 
(『土佐日記』)「むめがかにむかしをとへば春の月こたへぬかげ'そ袖にうつれる」(『新古今集』卷一、家隆)等の歌が従来引か 
れており、これらが作者の脳裏にあつて「昔の一字」の表現が生まれたことは確かであろう。 業 平の 「月 やあらぬ 春 
や昔のはるならぬわが身ひとつはもとの身にして」(『古今集』卷 十五) も考えてよい。型通りではある、；^、衷情を 酌む ベ 
き句といえる。 

) 真蹟短冊•笈日記.梅桜.泊船集.篇突.今日 

孤むめが ゞ にのつと日の出る山路かな—) の昔•旅寝論•三冊子•蕉翁句集草稿•蕉翁句 

集.芋頭•蕉門録 

春季(むめがと。 

〇むめが"に「梅が香に」。梅花の香りの漂う中で。「むめ」は、発音に忠実な表記法である。既出 ( I 似 等)。 〇のつと日の 
出る山路山路の彼方に突然太陽が顔を出すさまをいつた。「のつ と」 は、突然にあらわれる情況をあらわす俗語の副詞であるが、 
「ぬつと」が不気味な気分を伴なうのに対して、ここでは規模の大きいものの悠揚とした感じがある。 「把る」は 口語。「041 が」は 
既出(1§ 、抓)。 「義理の時常のしまつをのつと出す」(『俳諧すがたなぞ』)「有明高う明はつるそら馬莧柴舟の花の 中より つつ 
と出て沾圃」(『続猿蓑』上) 「 De , suru , eta . J (『日葡辞書』)。 

梅の花の香りが漂う中、山路を迪つていると、突然行く手に太陽がのうつと顔を出したことよ。 
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K 3 I この句は野坡との両吟歌仙の発句と して『炭俵』 (元禄七年六 月刊) に 見える のが最も早い。野坡は 貞享以 来の 蕉 
門ながら、俳諧活動に中断の時期があり、芭蕉の最晚年に再びその身辺に現われる。風律の『小ばな し』によると、 
野坡は元禄五年の冬に芭蕉が素龍と初めて会った席を取持っているが、元禄七年と推定される森川 許六 宛の色蕉書簡 

こ- H 、 

野坡が三つ物は、去秋愚風に移り、いまだうゐ敷て、さぐり足にか、り侍れども、年来の功少増り、器量邪 
風に立越候故、見所多く候。 

とあるので、本格的に俳諧に復帰したのは六年秋からとすべきであろう。軽みの風を最初に世に問うた『炭俵』の卷 
頭に掲げられた歌仙の発句でもあり、成立は七年の早春と推定される。 

この句の内容は、 

北にむかへるかたは雪も解ず、余寒身を通す山路を分登れば、春の気色もなからんに、峰にさしか.，れば 、おも 
ひがけなく朝日か V やき、あたりもことに長閑に、梅花もあやなく薫り、格別に長閑なる気色いふ斗なし。のつ 
と日の出るは、初めて朝日に相対る所也。(東海呑吐『句解』) 

と解してよい。支考の『笈日記』雲水部の記事によると、最後の旅の途次芭蕉が京の去来宅に滞在していた時、支考 
も同座しての話題に、この句が上り、支考が「梅が香の朝日は余寒なるべし。……是を一鉢の趣意と註し候半」と言 
うと、芭蕉も「いとよし」と答えたという。この句は春浅い頃の余寒の気分を背景として鑑賞すべきものなのである。 
それと今一つ、 ここに 描かれたような山路の早春の景は、江戸の街に居ては体験し難いものであろう。 e 蒸は これ ま 
での旅の体験に基づいて、想化によって句をまとめたもので、詠作時の境涯をそのまま句にしたものではあるまい。 

句中に想定される人物は、作者と限定されない「旅人」である。信天翁の『复の底』に「梅^ JS 4 の 山路は歌也。依て 
乃都止と云俗語を以て俳諧を定む。実に滑稽と云べ し」 と あるよう に、この句の俳意は「のつ と」 という俗語の 巧妙 
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な用い方にかかつていることも確かである。更に「むめが X に」. は、 梅花の 匂いを感覚を通して じつと受けと めてい 
る微妙な措辞であるが、同時に、梅が香に誘われて朝日が昇るような印象を伴なう表現であつて、 「旭の梅が V に 誘 
れ出 しごとく作たる所曲折 也」 (曲 斎『七部婆心録』 ) 「梅が香に招かれて 日の出づるが 如くなる、 正に是れ俳諧の極真極 
高のと ころ、一歩を過れば甚だ俗甚だ陋なるに堕つ」 (露伴『評釈炭俵』)等の 見方が至当であろう。 ここに も 聾の 現わ 
れがあるといえる。 

早春の山路の夜明け、梅が香が韻 郁と あたりに漂う中を、太陽が突兀と顔を出す。梅が香の山路だけでは和歌の世 
界であるが、「のつと日の出る」で俳諧になつた。 この 俗な表現は、清爽な全体の気分を破る ことなく、しかも 俳諧 
らしい 新味に満ちており、嘗て 志 田義秀博士が「芭蕉の軽みの代表的な作の一と 云 ひ得るものである。淡泊な 境地 軽 
快な風調の作で而も滋味を 感ぜし めるものがある」 (『芭蕉俳句の解釈と鑑賞』)と言われた ように、 「軽み」 の 傑作と称し 
てよぃ。 

この句の「のつと」の巧みな使いざまを真似て、一類の俗語の副詞を用いることが蕉門の間に流行した。去来の 
『旅寝論』 に、 その事に触れた左のような記事が見える。 

. 其角一日語テ日、今同門の輩、先師の変風をしたふものを見れば、 

梅が香にのつと日の出る山路哉 先師 
と吟じ給へ ば、 或はすつと、きつと-■などいへり。師ののつとは誠ののつとにて、一句の主也。門人のきつと、 
すつとは、きつともすつ共せず。尤見 ぐるし V 。 晋子是 を 学ぶ事な し。 

其角の激しい怒りに対して、去来は「初学のものは、句を似せ言によるも又よ し」 と融和的態度であるが、言葉だけ 
表面的に真似ても無意味なことは言うまでもない。こういう亜流の句が多く出来たことは、一面この句の「のつ と」 
の「一句の主」としての働きと、その影響力の大きさを示すものであろう。この語の表現効果に関する諸注の説を挙 
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げておく。 

のつと出るとは頗る山路の日の出に適した形容でのつと、言つた為めに全面が引立つて景色が目に浮ぶやうに思 
はれる。思ひ切つた言葉を使つたものである。 (内藤鳴雪『評釈』) 

二月頃の山路の景色がよく出てゐる。凡て梅に限らず、花は咲き初めに朝日に匂ふものである。野ばらなど殊に 
さうである。梅の咲いてゐる処へぬつと日が露はれて梅が香の一段と発する趣も思ひやられる。(『色 蕉俳句研究』幸 
田露 伴) 

自分の語感では「のつと」といふ言葉には突然の感じと柔かなとぼけた感じとが結合してゐる。今の言葉に訳す 
れば沼波さんの「ひよこつと」などがいいと思ふ。(同右、阿部次郎) 

なかんずく「のつと」という口語には、一種の量感のある動きが生きている。早春の朝日の、無表情でしかも思 
いがけない出現を言いとめ、かつそのことにゆらめく心情をいきいきと伝えている。対象の中に滲透してそれを 
把握するという色蕉の特質が、「軽み」の実践としてあらわれている姿をここに見ることができよう。(加藤楸邮氏 
『芭蕉全句 fe 

「のつと」の語感についての私の受取り方は、楸邨氏の「一種の量感のある動き」というのに近く、前記のように、 
規模の大きいものの悠揚とした感じを中心にして鑑賞したい。阿部氏のいうような「ひよこつと」では、大きさが感 
ぜられないと思う。 

娜あすの日をいか ゞ 暮さん花の山 (可都里書留) 

春季(花)。 
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tfia 〇 あすの日をいかゾ基さん 「明日の日を如何暮らさん」。花見の済んだ後の明日という日を、どのように過そうか、の意。 

「いか V すべきや。 . 此馬のと V まる所にて馬を返し玉へ」(『おくのほそ a.』)「Icaga ar 6 zuru . J (『日葡辞書』)。〇 花の 山桜の花 

が盛りの山。江戸ならば上野の山などが考えられる。「はなのやまどことらまへて哥よまむ晨風」 (『あら野』巻- 〇 
BSJ 3 花の山で賑やかに一日を過した。歓を尽した後では、明日という日をどのように過そうか。 

■3 ■化政期の甲州俳人可都里の書留に見える元禄七年三月七日付の曾良宛依水書簡(昭和五十六年十月俳文学会全 
国大会で森川昭氏紹介)に載る句である。即ち、 

一、二日に翁同伴に而四五人桜見に登り、山静にして大古のごとし、日長して少年に似たりとは、誠に画中に入 
る如し。例之瓢簞の底をた、き、肴はたんぽ V に而、毛氆之上の腹皸も狸まけぬ酔心、翁の野1呂•熊坂も出 
る程之大繁昌に而、少 - V は紅裏も見へ、甚作意とも近来之義と申、翁も御噂折 A / 被申候。……此日、翁帰りに、 
前書長き事にて忘レ候。 

あすの日をいか V 暮さん花の山 

其外一句づ\御座候得共、いつもかはらぬ言捨にて、書送るにいとまもあらじ。委細は掛御目緩々御語可申謝 
■侯。 

とあり、古俳書には全く見えない逸句であるが、依水は元禄元年の深川八貧句文 ( nl ) に見える人で、書簡の内容 
に疑うべき点はない。元禄七年の三月二日、依水ら数人を伴なって上野の花見を楽しんだ時の作と認められる。 

句の内容は、花見の歓を尽した後の寂しさ、遊びの後の放心したような気持を、「あすの日をいか V 暮さん」と言 
ったものと受取れる。依水書簡によれば長文の前書があったというが、その文章は伝存を聞かず、句も言い捨てに過 
ぎない。 
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卿八九間空で雨降柳かな1 

八九間空は雨降柳かな is 
八九間空に雨降柳哉—衡> 

春季(柳)。 

ii 〇八九間 「ハックヶン」。一間は®?.尺の六尺、約 一•八ニメートルの長さ。「柳ちるかと例の莛道野水軒ながく月こそさ 
はれ五十間同」(『ぁら野』員外) 「 Icqen .」 (『日葡辞書』)。 〇空で雨降柳 「空で雨降る柳」。「空」 は、 虚空•空間の意。緑したた 
るばかりの枝垂柳のあたり、八九間もの空中で雨が降っているといぅのである。「空で」は、口語的な砕けた言い方。「冬ながらそ 
らより花のちりくるはくものあなたははるにやあるらん」(『古今集』巻六、清原深養父) rsora .」 (『日葡辞書』)。 

ESII 降るとも見えず春雨が煙っている。あの枝垂柳の緑のひろがる八九間ほどの空中に雨脚が見えて、地を濡らす 
程ではないことだ。 

■ E ■『続猿蓑』の巻頭には、この句を発句とした沾圃•馬莧.里圃らとの歌仙一巻が収められており、その草稿が 
本位句の底本としたものである。李東の編んだ『八九間雨柳』(文化八年刊)に真蹟が摸刻されている。この句の成立に 
ついては、支考の『梟日記』元禄十一年七月十二日の条に見える記事を是非参照しなければならない。即ち、 

素行日、八九間空で雨降柳哉といふ句は、そのよそほひはしりぬ。落所たしかならず。西華坊日、この句に物語 
あり。去来日、我も有。坊日、吾まづあり。木曾塚の旧草にありて、ある人此句をとふ。日、見難し。この柳は 
白壁の土蔵の間か、檜皮ぶきのそりより片枝ぅたれてさし出たるが八九間もそらにひろごりて、春雨の降ふらぬ 
けしきならんと申たれば、翁は障子のあなたよりこなたを見おこして、さりや。大仏のあたりにてか^!る柳を見 


木枯.続猿啓•浪化：：：記.泊船叱 .％::: /.l liL . 刷 
毛序.蕉翁句集草稿•蕉翁句集•花は さくら. 
八九間雨柳 
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をきたると申されしが、続猿蓑に、春の烏の畠ほる声といふ脇にて、春雨の降ふらぬけしきとは、ましてさだめ 
たる 也。 去来 日、 我はその秌の事なるべし。我別墅におはして、此春柳の句みつあり。いづれかましたらんとあ 
りしを、八九間の柳、さる風情はいづこにか見侍しかと申たれば、そよ、大仏のあたりならずや。げにと申、翁 
もそこなりとてわらひ給へり。 

この記事にあるように、支考(西華坊)が木曾塚の草庵に色蕉と共に居た時としては、元禄七年六、 七月の頃の外に 
元禄四年の秋も考えられるが、壺中•芦角共撰の『木枯』(元禄八年刊)には、 

過ぎし春の吟なりと伝ふ。 

八九間空で雨ふる柳哉 翁 
おなじ夏はしばらく京におはしけ るよ しも、 . 

と あって、 以下に元禄七年の事を記しており、「過ぎし春」は七年春、『梟日記』に書かれている 事 も同年 夏秋の交の 
事と推定されよう。去来がその秋に色蕉が落柿舎に来たようにいっていることについては確証がないけれども、盆会 
の為に伊賀へ帰る前、木曾塚の無名庵から嵯峨へ往復する機会はあった答で、去来の記憶ちがいとは思われない。従 
ってこの句が、京の大仏のあたりの景色の印象を素材として、元禄七年春に成り、歌仙の発句ともなったことは確実 
であろう。後年の『花はさくら』(秋屋撰、寛政十三年刊)には「春興」と題して、 

春の雨いと静に降てやがて晴たる頃、近きあたりなる柳見に行けるに、春光きよらかなる中にも、 した V りいま 
だおやみなければ 

という文が前にあるが、年代の降る もの だけに、色蕉の真作としては疑問のある ものと 言わざるを得ない。また、去 
来の説の中に見える芭蕉の語に「此春柳の句みつあり」とあるのは、当面の句と「腫物に柳のさはるしなへ 哉」 (V 
I )「傘に押わけみたる柳かな」(ふ)等の句を指して いると も思われる。「空は雨降」 (『矢矧堤』) 「空に雨 降」(『陸奥— 
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とした異伝は誤りとおぼしく、真蹟草稿や『続猿蓑』の句形が信頼し得るものである。 

八九間は木高きをいへり。……雨の降るにはあらず。柳のしだれたるが、さながら雨のふるごとく也とかや。 
(東海呑吐『句解』) 

此吟は柳枝を雨と見たる眼前体也。誠に大樹の垂柳の嬌かに打聳へたる風情、和漢共に柳条を春雨に興ふ詩歌多 

し。(信天翁 『 S の底』) 

といった解が江戸時代の注には多いけれども、「八九間」を柳樹の 高さと取る のは良くない。 露伴が「八九間 も 空に 
聳えて、と解しては柳の本性に反き、櫸、杉、檜などの如く、心得がたくなる也」 (『評釈続猿 * 』) と 指摘す る 通りで あ 
る。また、「(柳の)八九間もそらにひろ ごり て、春雨の降ふらぬけしきな らん」 (『梟 日記』)という 支考の鑑賞を芭蕉 
が肯定したのを以て見れば、雨後の景色ではなく、雨中の 景 であることも自明であろう(雨後の景 とする のは、前に 
掲げた『花はさくら』の「春興」の文の影響もあるらしいが、これが信じ難いものである ことは 既述の 通り)。 従っ 
て解釈は、 

た V 是れ柳のいと美しく春に青みあひて、やはらかに空を蔭ひたるに、降る雨も有るが如く無きが如く打煙りて 
静なるを、かくは云へるなり。……柳の煙るか雨の煙るか、眼には定かに及ばねど、降り居れるなるを、空に雨 
降るとはおもしろく調べ奏でたるなり。(『評釈続猿簑』 ) 

という露伴の説が確論と見られる。古注には、陶淵明の詩の一節に「方宅十余畝、草屋八九間、 揄柳蔭こ後簷一桃李 
P 一堂前こ ( 方宅十余畝、草屋八九間、揄柳後簷を 蔭 ひ、桃李堂前に«?なる。 r 帰 園 田 居」其一)と あるのに 拠ったとす 
る説もあるが、陶詩の「八九間」は室数をいったもので、色蕉の俗語としての用い方とは 全く 異なる。単なる 言葉と 
しても、色蕉の頭にあったかどうか疑わしいと言わざるを得ない。 

山本健吉氏は『梟日記』の記事を肯定して、次のように見ておられる。 
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. 「八九間」はもちろん高さでなく、ひろがりであり、八九間ほどの空間に雨脚がきらきらと見えるというこ 

とである。……地を濡らすほどの雨ではない。ただ青々とした柳の葉をバックとして、雨を見とめることができ 
るほどの、銀系のような細雨である。……もちろん春の柳であるから、こんもり茂った柳ではない。(『色蕉その鑑 
賞と批評 fe 

右に述べられた句の内容をなす情景の把握は、露伴の説と共に的確と称してよかろう。更に山本氏は全体の評として、 
八九間の空間を限って雨を認め、その異変に柳の巨木の立姿の真実を捕えたと言うべきか。一本の柳の木がつく 
り出す、ある一定の空間の他とは劃然と区別されるところの美である。さらに、「八九間」と言い「空で」と言 
ったところ、ここに芭蕉の当時の「軽み」への志向を読み取ることができるのである。ややともすれば些末なも 
のに傾きがちな「軽み」の句としては、これは句柄が大きいのである。(同右) 

と見ておられる。「春雨の柳」は抑々和歌連歌の世界のものであるが、その巨木の立つ虚空に春雨の在処を見留めた 
のは新境地であり、それに「八九間」「空で」と俗語によって表現の味付けをして興じた趣を出したところは、正に 
「軽み」の唯中というべきであろう。京での過去の印象をもとに、江戸で句を作るようなことは、芭蕉にあっては異 
とするに当らないことで、其処にも眼前の「写生」に執する近代以降とは異なる態度を看取することが出来る。 

娜傘に押わけみたる柳かな(炭き 矢 SI 堤.陸奥®•泊船* •蕉翁句集•続新百韻 

春季(柳)。 

11〇 傘に押わけみたる f 松に押し把け JI 4 たる」。「傘 J は、油紙を骨に張って轆鑪で開閉するように作った傘。唐風の傘の意で 
「からかさ」という。「に」は手段をあらわす助詞。傘でもって押し分けて見るのである。「傘をた V まで#みる夜哉舟泉」(『は 
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るの n』l ■ US . 人落行勢ノ中ヲ押分押分、峰/堂へゾ上リケル」(『太平記』卷八) 「 opJ - acasa . 」 「 voxivaqe , uru , eta . 」(『日葡辞書』)。 

芽吹きそめた青柳の糸が如何にも美しい。雨上りにふと興じて、すぼめた傘で試みに柳の枝を押し分けてみる 
ことだ。 

■一一■『炭俵』初出の句で、『幽蘭集』や成美の『俳諧録』には、芭蕉と濁子.凉葉•野坡•利牛.宗波.曾良•岱水 
らの連衆による、この句を発句とした歌仙一巻が見える。野坡と利牛が加わつているから、元禄七年春の作であろう。 
「元禄六年酉春」という『幽蘭集』の年記は信じ難い。 

句の内容は、 

雨の日、柳の風なく只しだれたるを、懇に押分て見ると也。外の花木に傘にて押分見べき梢はなし。嬌なる体、 
傘に云わけたる、尤めづらしき趣なり。(東海呑吐『句解』) 

というに尽きる。 

これも柳のゆら^-としてゐる様を叙したので、……春雨の中に柳のたれてゐるのが如何にも美しいので、傘を 
さした儘柳の中へ押わけて這入つて見たといふので、如何にもよく柳の風情が現はれてゐる、他より見たら画に 
も書ける景ぢや。此句も巧を弄した所はあるが、かく迄実地に適切なる事を言ふと巧み乍らも感興が主となり、 

随つて厭みを免れることが出来る。(内藤鳴雪『評釈』) 

柳の枝がバサ^-と傘に擦れる音、露の玉がバラ'^-と傘の上に落つる音まで聴覚に浮ぶやうな面白い句で、か 
ういふ経験は、我々にないことはない。多少興じたやうな点もないではないが、その幼な心を真正面から素直に 
叙へて居るので、毫も厭味に聞えない。(半田良平氏『新釈』) 

等の説は、蓋し名鑑賞であろう。興じた自分の行為を述べながら、おのずから柳の糸に滴り落ちる雨|下が胸に浮んで 
来る。「軽み」というのは斯うした境地を指すといえば、誰しも自得するところがあると思う。雨中の垂と見る説が 
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多く、露伴は傘をひろげていなければ面白味がないというけれども(私は山本健吉氏の『全発句』のように雨上りの 
時と見たい。一寸した心の動きをとらえて成功した句である。 

うへの X 花見にまかり侍しに、人^^幕打さはぎ、もの土音小うたの聲さま 
<^なりにける、かたはらの松かげをたのみて 

(ママ) 

娜四つごきのそろはぬ花見心哉 (炭俵) 陸奥衛.泊船集•蕉翁句集.犬椿集 

春季(花見)。 

H 〇うへの、花見にまかリ侍しに「と 野の花見に罷り：^りしに」。「うへの」 は、 今の 東京都台 東区の花の名所。 (1 705 ) 参照。 
其処の花見に参りましたところ、の意。「まかり」 は、 行くことで、改まった言い方である。「雪見にまかる」 (H 3291 参照。 〇人 
< 幕打 さはぎ「人'^幕打ち騒ぎ」。花見に集まった人々が幕を張り廻して、中で騒いでおり。幕を張り廻すことを「幕を打 
つ」といい、戦場での本陣などの場合にも用いる。「さはぎ」は「さわぎ」と書くのが正しい。「いつちよく咲た所へ幕を打」(『柳 
多留』初編) 「 Macuuovt9u . 」(『日葡辞書』)。 〇もの、音 「物の音」。楽器の音をいう。ここは三味線などであろう。「かやうのをり 
は 御 あそびなどせさせ 給 ひしに、 心 ことなるもののねをかきならし」(『源氏物語』 桐壺) 。〇 小うたの声 「小歌の声」。「小うた」は、 
三味線を伴奏にした俗謡小曲。「小六ついたる竹の杖。ふし多き小歌にすがり」(『貝ぉほひ』序) rcovta .」 (『日葡辞書』)。〇さ 
まぐなリにける 「なりにける」については、従来明解がない。「に」を省いている書もあり、「さまぐなりける」という形容 
動詞に助動詞を続けた形ならば普通の文で、「に」は余計に見える。しかし「に」を省くのも根拠に乏しく、「に」を加えて解する 
とすれば、「鳴りにける」の意であろう。そう解した場合、「ける」で句点を打つことも考えられるが、ここでは一応下へ続けて、 
「さういふ賑やかな傍らの」としておく。「もとより鼓は波の音、……と 'V ろくと鳴る時は」(謡曲「藤栄 J )「 cane , cai nadoga 
naru .」 (『日葡辞書』)。 〇かたはらの松かげをたのみて 「傍らの松蔭を頼みて」。人々が賑やかにしている近くの松の木蔭を自分の 
居場所として、の意。「たのむ」は既出 ( mg )。 「いと! Sr 神さび物しづかなる傍に、住捨し草の戸有」 ( r 幻住庵記 t 「松嶋の松陰に 
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ふたり春死む素堂」(『をのが光 』) 「Michino catauara . 」 「 Matgucague .」 (『日葡辞書』)。〇 四つごきのそろはぬ 「呀つ 5 :" |^の術 
はぬ」。「四つごき」は大小四個の鉢が入れ子になつた食器で、行脚僧などが持ち歩く。「五器」は既出(皿§前書、汊757)。色々な椀 
が揃つていないのである。「御器といふ語は食器の汎称として用ひられたと云ふことを幸田さんから教へられた。仏家のうち禅僧 
は一組になつた食器を持つてあるいた。嘗て名古屋の護国院を訪うた時、この食器を見せて貰つたが、あの托鉢僧の鉢の外に汁椀 
のやうなものや小皿のやうなもの凡て大小五つあつて、それが入れ子になつて、別の大鉢のなかに入れられるやうになつてゐる。 
附属品として箸、匙子、サバ取り、水板と下敷にする添紙とがある。『句選年考』に「今世俗五器と書く。仏家に用ふるところの 
器五つあればなるべし」とある。……それがまた四つで間に合はすやうになつたので、「四つ五器」とも云ふのだが、……僧なら 
ぬ俳諧人は此の略式の四つの方を携へたものと見える」(『続色蕉俳句研究』沼波瓊音) r 四つ s r i ^« での御意」(『本朝桜陰比事』卷五目 
録)。〇 花見 心「ハナミゴ、口」。花を見る気分。 

四つ揃いの五器さえも満足に揃つていない自分の花見気分は、さんざめく人々の気分とは随分ちがうことだ。 

■■「東叡山」(『陸奥衞』)「うへの\花詞がきはすみだはらにあり」(『泊船集』)等の前書がある。『炭俵』初出の句 
なので、元禄七年春の作であろう。元禄五年には「花もいたづらに散果、公辺之花、名利の客のみさはぎの k しりて 
心得ず候故、しか花にも出不申候」(三月廿三日付意専宛)と書簡に書き、翌六年の甥桃印を失つた嘆きを記した書 
簡には「精情草臥、花の盛春の行衛も夢のやうにて暮」(卯月廿九日は 荆口 宛)と見えている。七年の花見については、 
三月七日付曾良宛依水書簡の記事 ( vg ) があり、三月二日に上野の花見に行つたことは確かである。文面では、芭 
蕉一行の席も結構賑やかだつたょうで、芭蕉も「野宮」「熊坂」を謡う程の御機嫌とあり、『炭俵』の句文の持つ気分 
とは聊かちがつた感じもあるが、花の間そう度々上野に出掛けることもなかつたろうから、「四つごきの」の句も三 
月二日の花見を機縁に成つた句と見てょいと思う。但し、当日に「あすの日を」の句があつたとすれば、『炭儀』所 
載の句は後日に成つたのかも知れない。 

前書には主として周囲の花見の賑わいを叙し、句で自らの花見の趣を述べている。実際四五人連れの 花見だつた ら 
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しいが、句の内容は孤独な心境の色合が濃い。 

喧騒の中にあって貧しい行厨を開き、一人花を見る ひとりご ころを詠んだもの。さびしい気持だが、芭蕉はその 
ひとりご ころの中にしっかり栖みつき、深みのある寂寥感を とらえて いる。 (I 蕉全 句』) 

という揪邨氏の見方は的確である。「四つごきのそろはぬ」は単なる譬喩ではなく、実境がそのまま心境の反映とも 
なっているものと見たい。それに入れて携えた食事も質素なものであったろうし、桜の下ならぬ「松かげ」を頼む侘 
しさも、この頃の作者には相応しいことであった。「此こ、ろ推せょ花に五器一具 」 (IV 737 ) の句も思われる。 

S 36 花見に とさす 船おそし柳原 c » 翁句集) 

春季(花見)。 

i 〇花見にと ここは「花見」という一語ではなく、「花を見にと」の略であろう。その方が「さす船」へのかかり方もなだら 
かであり、西 行 歌の「花見にとむれつ、人のくるのみぞあたらさくらのとがには有ける」 (『山家 集』)も連想される。 〇さす船おそ 
し 「さす」は、棹を水に突き立てて船を漕ぐこと。「おそし」は、急ぐこともなく長閑な体である。「川風に一むら柳春見えて 
宗長舟さす音もしるきあけがた宗祇」(「水無瀬三吟」)「遅き日のつもりて遠きむかしかな」(『蕪村句集』) 「 F'uneni sauouo 
sasu .」「 vosoi 」 (『日葡辞書』)。 〇柳原 「ャナギハラ」。筋違橋(万世橋)から浅草橋まで十町余の神田川南岸の土手のあたりをい 
う俗称地名。柳の木が多かったという。明治四年に土手が取り崩されて片側町になった。 

8*3 此処から見える柳原の土手は、緑したたるばかりの佳い眺め。花を見に出掛ける人を乗せた船も、のんびりと 
漕いでいます。 

S 土芳の『蕉翁全伝』に、この句を「もの ゞ ふの大根にがき咄哉」 ( IVS ) の句と並べて引き、「此二句ハ玄虎武江 
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ノ旅舘一 I 会ノ時也。……花ハ戌の春卜也。……花六句ニテ終ル」と見える(竹人の伝も同じ)。「戌」は元禄七年甲戌 
の歳を指し、藤堂玄虎の江戸に於ける旅舎でこれを発句に表六句があったことは、伊賀の所伝として信じ得るであろ 
う。丁度この句に詠まれた柳原土手の北側、和泉橋筋の向柳原に藤堂藩上屋敷があり、玄虎の宿所も其処だったと思 
われる。なお、『芭蕉句選拾遺』頭注に「元七戌春玄虎子武江ノ旅舎に会の時也。 歌仙 六句にて終る」と あるの も参 
考になる。但し、この日の表六句は今伝わらない。 

『一葉集』の前書に「玄虎子の深川の旅舎を訪」とあることから、以前は「柳原」との関係を解するのに苦しんで 
諸説があったが、藤堂藩上屋敷からの神田川の眺めとすれば、問題は解消する。また、「さす船おそし」を、花を早 
く見たいもどかし さと か、玄虎に早く会いたい寓意などを 云々 するのは、挨拶性を取り違えているのではあるまいか。 
上屋敷(玄虎亭)からの眺めを賞することが、そのまま挨拶の意に叶うのであって、「おそし」もじれったがってい 
るのではなく、のんびりと漕いで行く形容と見るべきである。花見時の一般的情趣が表現されているだけであるが、 
「船足も休む時あり浜の桃」 (1257) に似た駘蕩たる季節感が好ましい。 

柳春雨や蓬をのばす卿の道 (卿の道) 蕉翁句集 
春季(春雨)。 

1^1〇春雨既出？ 570 )。「はるのあめ」？例)参照。〇 蓬をのばす艸の道 rsf y 1 :ばす f の M 」。 「蓬」は キク 科の多年草。早 
春に新苗が芽ぶいて香気があり、草餅の材料として摘まれるので、餅草とも呼ばれる。葉裏の白い綿毛を集めて造る。連歌以 
来この草は雑の扱いで、俳諧で「蓬餅」などとしてはじめて春季とされる。 r 艸」は「草」に同じ。 ここは 「蓬のびたる艸の道」 
といっても同じであるが、「のばす」は春雨が伸ばすのであり、色々な草の中で蓬が目立つのを、 このょうに 表現したのである。 
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「蓬 さしもぐさ、させもともい ふ。皆同草也。 もぐさもおなじ 物ながら、ほしたる蓬を もみて ^ f に用時の句鉢ならば、植物にな 
るべからず。……蓬餅……春也。三月三日に世に もてはやす 故也。蓬団子、雑也」(『御傘』) 「よもぎ 根笹軒をかこみ、屋ね もり 壁 
落て狐狸ふしどを得たり」(「幻住庵記」)「野は枯てのばす物なし鶴の首支考 j (『続猿蓑』下) rYomogui .」 「之 obaxi , su , aita .」 
(『日葡辞書』)。 

HEE 3 春雨が草の道をうるおす。殊に蓬を伸ばして際立たせることだ。 

■ S ■『艸の道』(宇鹿•紗柳撰、元禄±一一年刊)の野坡序に「往昔深川の雨の日云捨られし一句」と あり、 野坡が芭蕉に親 
炙す るよう になつた元禄六年秋以降、最晚年の七年春に成つた 句と 思われる。『蕉翁句集』に元禄 二年とする根拠は 
明らかでない。 

草庵近くの径を散策した折の属目であろう。春も漸く深まる頃の空気のしめり、地上の潤い、遠景のうち霞む密な 
どが、おのずから感ぜられる佳句である。春雨が蓬を伸ばすように言つたのは技巧であるが、「春雨 や」 と初五に切 
字を置いた為に表現に ゆとりが 出来て、わざとらしさが消え、種々の草の中で特に蓬の伸びが著しい ことが自然と 了 
解される。成功した表現といえよう。半田良平氏は『芭蕉俳句新釈』で、こうした景情を詠んだ歌などが昔から多く 
ある中で、この句が抜群に清新の感じを与える理由として、蓬という物を捉え来つた ことと、 「卿の 道」 に着眼した 
ことを 挙げ、. 

……田舎に育つた人にはよく分ることだが、一体蓬は他の雑草に比べてかなり早く芽を出すもので、多少祖みを 
帯んだその葉は、特に注意を惹き易い点もある。つぎに、……『草の道』とあるので、その蓬の生えて居る場所 
が広 AZ とした 野原などでなくて、田の中か畑の中をほそと通じて居る道だといふ特殊的な点が窺はれる。従 
つて作者が、雨の降る日に、その道をぼそ< 歩いて居るといふやうな光景迄が暗指される。……景情並び備は 
つた秀句で、色蒸の心持が豊かに打ち出て居る点に、私は限りなき愛著を覚えるのである。 
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と精しく鑑賞しておられる。 


靑柳の泥にしだる>1鹽干かな(炭俵) 


陸奥®•泊船集.俳諧問答•伊達衣.蕉翁句 
集.許野消息 


靑柳の泥にみだる X 鹽干哉(矢 SS 
春季(青柳•塩干)。 

〇青 柳の泥にしだる 、 「lHir fpf の泥に sfe る k 」。 芽吹いた柳の枝が潮の引いた後の川底の泥の上に垂れているさま。「柳」は春 
季である。下二段活用の「しだる」は四段活用から転化したもの。「榷の字をしだり柳共、川柳ともいふ。垂糸柳をしだれやなぎ 
ともよめり。しだりとは、下へたる、の謂なるべし」(『滑稽雑談』)「青柳のしだれや鯉の住所伊賀一啖 J (『猿蓑』巻四)「藺の花や泥 
によごる、宵の雨鈍可」(『あら野』卷三) 「 Asyagui , p . i , Y § agui . J 「 xidare , ruru , eta . 」(『日葡辞書』)。 〇塩干 「シホヒ」。 
「潮干」と同じで、「塩」は宛字。陰暦の三月三日上巳の節の頃は、春の彼岸の大潮で、海水の干満の差が一年中で最も大きく、浜 
辺が遠くまで干上る。大勢の人が潮干狩に出掛ける頃である。 r けふの塩路」 ( 172 ) 参照。「歡|乾今-日海-潮九—乾。泉-州#,—浦 
特—甚。故諸-人競—集拾， 一 蛤-蜊一執 一一 小-魚—〇制—人亦赴/之」(『日次紀事』三月初三日条)「貞徳師云、潮干とばかりは雑也。住吉の潮干 
は春也。△此説によって古俳書に、住吉の潮干と記せり。今日の潮干、住吉に限るべからず。諸国の海上も此日には潮干る事侍り。 
然ども住吉の浦は景色もすぐれて、其上京都近き海浜なれば、京家の貴客或は逸士に至る迄、此地に来りて貝ひろひ藻をかきて遊 
»となせり。依/之此所潮干を眺望する第一の壮観の地なれば、住吉の潮干名高き物歟。又は武州江戸品川の潮干など、江戸にち 
かければ又眺望の 興 おほかめる。……扨けふ殊に潮のかはく事、いかなる故にや。……常に朔後三日は潮勢大なれば、没勢も又大 
なり。ことに又三月は時におゐて春也。陽の中たれば、今日潮の干事すぐれたるならし。潮は汐の満るを云、汐はしほのかはくを 
云。又朝を潮と云、夕を汐と云説も侍る也」(『滑稽雑談』)「帯ほどに川のながる V 塩干哉 沾徳」(『炭俵』上) rxiuofini mairu .」 
(『日葡辞書』)。 

SE 1 三月三日の潮干の今日、青く芽吹いた柳の枝が、干上った川底の泥の上に垂れていることよ。 
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■ E ■『泊船集』には「重三」と前書がある。『炭俵』に収められているから元禄七年春の作と思われ、六年春の可能 
性もないではない。蘭亮の『船はし』(宝暦•明和頃成)所収「許六野坡筆談」に見える野坡の語「此句拙者同座して承 
候」が信じ得るものとすれば、七年春に確定する。『矢矧堤』(睡闇撰、 元禄<年刊) は他派の集であり、その異形は 誤り 
であろう。 

川べりの柳、平生は水多くひぢて有つるに、けふの汐干には、めづらかに泥にたれし と 也。此泥にたる., とい ふ 
所、俳諧のをかしみ也。(素丸『説叢大全 JD 
という 見方が解釈として的確である。夙く許六は この 句について、 

予つくぐと見て、此句景曲第一也。しかれ共新古の事いぶかしくて、数1^7し返し、大きに驚き、初て此風の 
血脉を得たり。是正風鉢たるべし。(『俳諧問答』自得発明弁) 

汐干に青柳のかけ合、これ名人の作也。古しといへば古し。新しきといへば是ょり新しき物はなし。泥はむすび 
にして継め也。舟と成共橋と成共こ、ろにためて、面白き物を継合する也。(『歴代滑稽伝』) 

と論じている。この句の景の傍らに潮干狩の人を考える向きもあるが、私は余り人を点じたくない。要は上巳の節の 
川添いの景であつて、瑞々しい「青柳」と「泥」の対照が、俳諧の眼のつけ所であろう。「軽み」の典型的なあらわ 
れという意味で r 正風鉢」の句なのである。 

卿春雨や蜂の巣つたふ屋ねの漏(炭俵} ゎせの道 
春雨や蟬の巢つたふ屋ねのもり S 船 S 

春雨や蜂の巢ふたつやねの漏 t — 草稿> I 焦 f * 
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#季(春雨•蜂の巣)。 

H 〇 蜂の巣つた ふ「蜂の巣伝ふ」。「蜂の巣」は春季。脚長蜂•雀蜂などの冬を生き残った雌が、春になって出て来て一匹で巣 
を作り、その窩に卵を生みつける。卵がかえって成虫になると協力して窩をふやして大きくして行く。「つたふ」は自動詞。既出 
i €°。 「屋ねの漏」が伝わるのである。「蜂の巣雷斅日、蜂房有， E 件一……二名，一石蜂窠一只在，，人家屋上一大小如/拳、色蒼黒、 
内有 n 青色蜂二十一箇一或只十四箇、其蓋是石垢、其粘処是七姑木汁、其亂是竹蛀也」(『滑稽雑談』)「うで首に蜂の巣かくる 二王 哉 
松芳 J (『あら野』巻八)。〇屋 ねの漏 「屋根の漏り」。朽ちた屋根からの雨漏り。「漏」は名詞法である。「ょもぎ根笹軒をかこみ、 
屋ねもり壁落て、狐狸ふしどを得たり」(「幻住庵記 J ) rMorigacacatta . J (『日葡辞書』〇 

1-春雨が降り続くことょ。屋根の雨漏りが軒下の蜂の巣を伝って滴り落ちている。 

■ ■『炭俵』初出の句で、恐らくは元禄七年春の作、六年春の可能性もあろう。『泊船集』の r ®' の巣」は明らかな 
杜撰である。土芳の『蕉翁句集草稿』に中七を「蜂の巣ふたつ」とし、 

此句炭表也。白船に、蜂の巣つたふと有。 

と注しているのは、両書の内容と全く異なる。二つとも土芳の手許にあった害なのに、どうしてこんな記事を書いた 
のか、不可解な錯誤という外ない。これを承けて『蕉翁句集』も「蜂の巣ふたつ」となっているが、信じ難い句形で 
あって、結局『炭俵』が拠るべきものと考えられる。 

『許野消息』所収の野坡書簡には、この句について、 

春雨の蜂の巣、是はまことに世の人さほどに沙汰をせぬ句なりといへども、奇妙天然の作なりと、翁つねぐ吟 
じ申され候。此蜂の巣は去年の巣の草菴の軒に残たるに、春雨のつたひたる静さ面白くいひとりたる、深川の菴 
の体そのま-一にて、幾度も落涙致候。 

と述べている。この句の解としては、人も住まなくなった荒れ果てた庵の趣とする見方が古くからあるけれども、句 
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の印象からしても人無き庵とは思えない。春雨の降る或る日の色 I 庵の即景と見るべきであろう。人も訪わぬ春雨の 
一日、所在なく机にょる庵主が、ふと軒下の蜂の巣に雨漏りの滴りが伝い落ちているのに眼をとめたのである。「峰 
の巣つたふ屋ねの漏」には、細かい写生的な眼が光つているが、それがそのまま春雨の情趣を生かすものになつてい 
る。秋の雨の蕭条とした寂しさとはちがつた、ぬくもりのあるその風情が、何がなし伝わつて来るところ、「奇妙天 
然」という所以であろう。ただ有りのまま見たままであつて、何の趣向•技巧も施されていない「軽み」の作ともい 
える。古注には、「つくと春のながめのさびしきはしのぶにつたふのきの玉水」(『新古今集』巻一、大僧正行慶)とい 
う歌を引くものがあり、必ずしもこれに拠つたとは認められないが、「しのぶにつたふのきの玉水」が和歌の情趣な 
らば、「蜂の巣つたふ屋ねの漏」が俳諧の新味であることは確かである。 

贈桃鄰新宅自畫自讚 

柳寒からぬ露や牡丹の花の密(別座鋪) 陸奥衛 •泊 船 集•四山集•蕉翁句集 

夏季(牡丹)。 

11〇 贈桃鄰新宅自画自讚 「桃鄰の新宅に贈る自画自讚」。「桃鄰」は「桃隣」と同じ。天野氏。芭蕉と同じ伊賀上野の出身で、 
血縁のつながりがあつたと伝えられる。元禄四年十月東下の芭蕉に随つてはじめて江戸に来て点者となり、太白堂一系の祖となつ 
た。享保四( I 七一九)年十二月九日残。享年は七十余とも、八十一、二ともいう。この人の寓居は、芭蕉が元禄五年五月に第三次芭 
蕉庵に入るに当つて、それまで居た日本橋橘町の借屋に桃隣を残したことが書簡に見え(元禄五年五月七日付去来宛)、当面の「新 
宅」は、その後に転居した所と思われるが、何処にあつたかは不明である。「新宅」の語は既出1纽、瓜|前書)。「自画自讚」は、 
自ら描いた画に自ら賛(褒める意味の詩文)を書くこと。句の内容に徴して、牡丹を芭蕉自ら描いた画に句を賛したのである。 
「自画」 (I 加前書)「賛 J SI 前書等)は既出。「讚」は「賛 J に同じ。「先師在世の時許六亭にて、……自画自讚を汶村が家珍とす」 
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(『宇陀法師』) 「 lisn . Mizzucara fomuru . J (『日葡辞書』)。 ◦牡丹の花の密 「牡丹の花の蜜」。「牡丹 J は夏の季語。「花の富貴なる 
もの」といわれる華麗な花を咲かす。既出( 1 2 5 。「密 J は「蜜」の誤り。蜜は花の||にある甘い液体。『陸奥衞』『泊船集』には 
「蜜」となっている。「蜂密に根はうるほひて老木哉夜半亭蕪村」(『孝婦集』) rMitlou .」 (『日葡辞書』)。 

1この牡丹の花に宿る蜜は、冷い秋の露とはちがって、「寒からぬ露」とでもいったと ころ かな。安住の新宅を 
得て先ずは目出度い。 

■一一■「桃隣新宅自画自賛」 (『陸 奥衡』 ) 「贈新宅自画自賛」 (『蕉 翁 句集』) 等の前書があり、『別座鋪』の 宝 暦 一一 年再刻本に 
は、「芭蕉翁図-1調写之」とした図と共に収められている。『別座鋪』(子珊撰、 元禄七年刊) 初出の句であるから、元禄 
七年夏、西上の旅に出る前の作と見てよい。 

諸注多く祝意が那辺にあるかを知るに苦しんでいるが、自画の牡丹に桃隣の新宅を擬し、其処に安住する趣を「花 
の蜜」や「寒からぬ露」という表現に託したと見られよう。「寒からぬ家居の褒称を調べて主を祝し給ひし」6沙『過 
去 種』) 趣向とおぼしく、「寒からぬ露」に「冷たい露の秋にも安住で きる 新宅を得た との 祝意を こめた」(今栄蔵氏『色 蕉 
句集』) ものであろう。牡丹が富貴草な どと いわれるので、 この 新宅が華美なものだった ように 見る向きもあるが、桃 
隣は江戸に来て生活の為に点者となったのであって、そんな贅沢な家が出来た筈はない。芭蕉自身が、 

是非もなき於泥の中に落入て、名利の点者となり果候半も不便ながら、先我等召つれ候ものとて、其角など連衆 
不残取持、目をかけ候而、……愚眼#は不便に存候へ共、ぬしは本懐之体に悦ぶ気しきにて御座候。 (元禄五年五月 
七日付去来宛書簡) 

と桃隣について書いているのを思うべきである。「名利の点者」になることは、芭蕉の生き方として採る所ではなか 
ったが、是非もない窮迫した事情があった桃隣が世に立って行く為に、芭蕉は俳諧を生活の手段にする ことを 許容し 
たのであった。 
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§ 木隱れて茶つみも聞や時鳥(別座鋪) 

夏季(時鳥)。 

〇 木隠れて 「木隠れて」。木蔭に隠れて。「なげきのみしげきみやまのほと ゞ ぎすこがくれゐてもねをのみぞなく」(『大和物 
語』六十五段) 「 cogacure .」 (『日葡辞書』)。〇茶 つみも聞や 「茶摘みも聞くや」。「茶つみ」は、製茶の為に茶の葉を摘む作業をす 
る人。茶摘みの作業を始める時期は、処によって異なるが、昔から八十八夜(立春から八十八日目)の頃とされる。晚春の季語で 
あるが、この句では「時鳥」が季語として立つ。「や」は、疑問に詠嘆を含む切字。「大和本草日、茶の葉中華より本邦にわたる事、 
中古よりの事也。久し。……茶の種子を日本に栽し始は、何の時か分明ならず。……一説、宇治の茶は、将軍足利義満公大内氏に 
命じてぅへしむるより始る。……私云、当世諸国の産多し。殊に梅尾^ 4之く •宇治を第一、二とす。茶を摘に三月節を以て候と 
す。 宇治の手始と云は、おほくは三月一日、二日、三日 也。 但其節の遅速、其年の寒暖によれり。三月中より以後は煎茶 也。爾雅 
云茗也。所によりて五月以後ふた i び摘者、二番茶とす。……毛吹草日、聞茶、茶つむ、同手始と三月部に侍る。近来の俳書に新 
茶を春にのせたり。甚非なるべし」(『滑稽雑談』)「山畑の茶つみそかざす夕日かな 重 五」(『はるの日』) 「 Hocmi , u , unda . J (『日葡 
辞書』)。〇 時鳥 「ホト、ギス」。 

HE 3 木蔭に隠れて、茶摘み女たちも、 この 声を聞いているだろぅかなあ。 ほととぎすの 声がする。 

■ SI 『別座鋪』所収、素龍斎全故の「贈芭叟餞別辞」に、元禄七年の初夏、芭蕉西上の旅立ち前に素龍が芭蕉庵に 
滞在した間の事として、左の記事中に見える。 

今年猶、後のさつきを郭公知て おこたる 夜比にや、初音聞侍ず とかこちて、 此比の愚詠を、 

むら雨やか X る蓬のまろねにも 
たへて待る X ほと X ぎすかな 


炭俵.矢矧堤•陸奥衛•俳諧問答•泊船集.篇 
突.旅寝論.蕉翁句集 
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と吟じつれば、折のよきにや、めでくつがへりて、 ぬし も今宵句を さぐり 得たり と、 

木隠れて茶つみも聞や時鳥 

これなん佳境に遊びて、奇正の間をあゆめる作とはしられにけり。予も、 

青#や舟ながしやるほと^'ぎす 
かうも在べきやなど、誹諧にくらす日も在けり。 

これによると色蕉庵での吟であって、実境に基づく写生句ではなかったことになる。 

芭蕉が時鳥から茶摘みを案じたのは、やはり嘗て或る時そういう景色を見た体験があったからであろう。許六はこ 
の句を種にして、季と季の取合わせということをやかましく云々するが、茶摘みは春季だから、この場合は単純な配 
合ではない。「時鳥」と配合することによって、この茶摘みは『滑稽雑談』の記事にある二番茶の趣になる。茶の木 
に隠れて姿は見えないが、茶摘み女たちも時鳥の声を聞いているだろうと思い遣ったところが、表現の曲であろう。 
「茶つみも」については、「賤の女すら聞といへる賞翫の意」 (杜哉『蒙 引』)とする説もあるが、「自分たちと同様に茶摘 
みも」(加藤揪邨氏『全句』)と解するのが穏当である。果して茶摘み女が時鳥の音を耳に留めたかどうか、聞いて感動し 
たかどうか分りはしない。そんなことが問題なのではなく、こう表現することによって雅情が酌み取れ、面白味が出 
るのである。 

「木隠れて」は和歌的な表現で、「人しれず大内山の山もりは木がくれてのみ月を見る哉」(『頼政集』)の歌が引かれ 
たりするけれども、歌といえば〔語釈 U に引いた『大和物語』の例など恰好では あるまい か。「なげきのみしげきみ 
やまのほと、ぎすこがくれゐてもねをのみぞなく」の歌を背景にすれば、「木隠れ」の時鳥を「茶つみ」に転じた俳 
諧と見られよう。この歌が芭蕉の脳裏にあったという保証はないが、「木隠れて」と和歌的情趣を 持つ表現で始めな 
がら、 r 茶つみ」という卑近な生活感の ある 素材を「時鳥」に配合した ところに 俳意が確かめられ、また、 この 時明 
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の「軽み」にも叶うことは事実である。初夏の野外の明るい風光が生き生きと描かれた秀吟であった。 

撕卯の花やくらき柳の及ごし(別座鋪) 

夏季(卯の花)。 

Ema 〇卯の花「卯の花」〇ユキノシタ科の瓜木の花。その白い花は初夏の代表的季物の一である。既出 (II 等)〇〇 くらき柳の 
及ごし 「暗き柳の及び腰」。「及ごし」は、腰をやや曲げ爪先立って離れた所の物を 取ろうと 手を伸ばす 時の ような 不安定な姿勢 
をいう。ここは柳枝の形を擬人的に譬えた表現である。「くらき」は、葉が茂って小暗い程の柳の さまを いった。 「柳」 は 春季で あ 
るが、この句では「卯の花」の方が季語として立つ。「及びごしに牡丹をおるや猫せなか吉勝」(『玉海集』卷二) rvoyobigoxi .」 
(『日葡辞書』)。 

HBI 卯の花が白く咲いている。その傍の小暗く茂ったしだれ柳の形は、及び腰で卯の花に触ろうとするかのようだ。 
■一一■前の「木隠れて」の句の条で引いた『別座鋪』所収の「贈色叟餞別辞」(素龍作)の文の続きに、 

……又、 

卯の花やくらき柳の及ごし 

の佳句は、柳暗花明なりといへる碧巌に似かよひ侍を、夏の小雨をいそぐ沢蟹と、卒爾に脇をさへづる折も有つ 
ゞ 、いつか十日もとまり侍けるに、 . 

として見え、元禄七年初夏の頃、素龍が色蕉庵に滞在していた間の作と知られる。付合は脇だけで終ったのであろう。 
句の景については潁原博士が、 

こちらには卯の花が真白く咲いて居る。青く茂つた夏柳が、そこへ手を延ばすやうなさまで枝を垂れて居る。庭 


炭俵•陸奥衞.泊船集•今日の昔.東華集•千 
句塚•土大根.蕉翁句集 
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前などの実景であらうが、卯の花は垣根に明るく浮き出、柳は向ふの方に暗く屈曲して居るさまが見えて面白い。 
(『芭蕉俳句新講』 ) 

とまとめて おられる のが的確で ある。「くらき 柳」は葉の茂った小暗い蔭の形容であることは勿論ながら、おのずか 
ら黄昏か宵の口の、陽光の乏しくなった頃を思わせる。素龍は『碧巌録』の「柳暗花明十万戸、敲 k 門処処有，一人応一」 
の詩句を連想しているが、句は禅意に関する所はなく、普通の詩にも「柳暗百花明、春深五鳳城」 (王 維 「早朝」) 「山重 
水複疑 vi l /'' 路、柳暗花明又一村」(陸游「游=山西村 U ) といった例が見える。 

卯の花の白 さが 印象的で、それにしだれている蔭の濃い柳の さまが 確かに把握されている。柳の さまを「及ごし」 

と擬人的に見立てたところが、景の把握の域外に踏み出した「軽み」らしい興であろう。その辺の気分を山本健吉氏 
i 、 

卯の花と柳を擬人化して、柳が及び腰で卯の花にたわむれかかろう とすると ころに、 ちょっとした HP ティ シズ 
ムが漂うが、句体はややいやらしい。(『色蕉全発句 J 1) 

と見ておられ、蕉句を注した明治の俳人達が皆「及ごし」の語を問題視しているのも、こうした連想を写生以外の余 
計物と感じた為と思われる。それはそれとして尤もではあるが、初夏の黄昏時の幽暗さの持つ艷な気分を伝えている 
のもこの見立あればこそであって、景の把握の的確さと共に、その余情の巧緻極まる表現は驚くべきものがある。私 
には厭らしさよりも、その巧みさを賛嘆したい気持が強い。 

船紫陽草や蔽を小庭の別座鋪 sf - SI .— 

夏季(紫陽草)。 
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I 〇紫陽 草 「アヂサヰ」。普通は「紫陽花」と書く。ユキノシタ科の落葉灌木。根から幹が叢生して高さーメ—トル半ぐらい 
になり、梅雨の頃、球状の花序に花弁状の萼片四、五枚を持つ小さな花が群がり咲く。花は青紫や紫褐色など、土質や開花後の日 
数にょって色々に変る性質がある。「和訓義解云、あぢさいは厚咲の訛言也。和名にあづさいと云。……和に生ずる者はおほく藍 
色也。……愚按に、……其花ちいさき者、名て為- I 雪毽或蔴葉花—〇和の異名四英の花と詠ず」(『滑稽雑談』)「あぢさゐの花や手鞠の 
染かへし北枝 J (『草 S 笛』)。〇 w を小庭の別座鋪「藪を小庭の別座鋪」。「別座鋪」は、母屋とは別に造った離れの部屋。其処の 
小庭が、あたりの藪をそのまま眺めに取込んであるのである。「座鋪」は普通「座敷」と書く。「夏ざしき J SI ) 参照。「小庭な 
どならば御前を遠くなすべし」(『花鏡』時節当_) rconiua . 」(『日葡辞書』)。 

BIS 時節のあじさいが咲いて、藪を眺めに取込んで小庭としたこの離れは、なかなか風情がありますな。 

『別座銷』(元禄七年刊)の子珊序に、 

麻の生平のひとへに衣打かけ、身がるく成行程、翁ちかく旅行思ひ立給へば、別屋に伴ひ、春は帰菴の事を打な 
げき、扨誹談を尋けるに、翁、今思ふ鉢は、浅き砂川を見るごとく、句の形.付心ともに軽きなり。其所に至り 
て意味ありと侍る。いづれも感入て、及ずも此流れをしたふ折節、庭の夏草に発句を乞て、咄ながら歌仙終ぬ。 
是を卷頭として、有合たる巻^-、夏の句の云捨たるをとり集、門人の餞別をむすびて、伊賀の山家のつれぐ 
に送侍る。 

とあり、「1®草や」の発句に始まる巻頭の歌仙は、芭蕉以下子珊•杉風•桃鄰.八桑•執筆らの顔触れである。右 
の文にある通り、元禄七年夏上方へ旅立つ前、その餞別の会が子珊の別墅で催された時の発句であった。子珊の経歴 
はょく分らないが、色蕉最晚年の深川連衆の一人で、杉風と親交のあった人である。恐らくは商家で、深川に別宅が 
あったのであろぅ。元禄十二年正月十日に歿した。 

句の内容については『笼の底』に、 

此吟は眼前体也。藪の端を小庭に取たる離れ坐敷、片田舎などに多き物也。紫陽花は其性湿地を好て日影を不 x 
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善。故に、かやうの藪の木陰などに多し。今案、此句などを以て掛合の趣をエ風すべし。先ブ»;«;浴の生る地は、 
端山の麓雑木の下、或は藪陰の墻根などに多く叢生す。亦庭に植るも、立木の元或は植込垣の小陰などへ寄て植 
る也。庭の正面に栽たる人も無し。……此吟、藪を小庭と云処、誠に^;.団%;の祭べきの処成べし。 

と精しく見ているのが的確である。 

……こ、では、藪そのものが小庭になつて居る訳でなく、小庭の先に藪があつて、それが座敷から眺められる位 
置にあるのである。紫陽花は恐らくこの庭の隅に咲いて居たので あらう。 そして座敷に坐つて庭を眺める 人には、 
その紫陽花がおのづから景情の中心となるのである。 ( re 蕉俳句 新釈』) 

という半田良平氏の説も、同じ見方に発しているが、紫陽花が景情の中心で あることを 言つた ところは 鋭い。 それは 
初五に「紫陽草や」と打ち出した句作りの当然の帰結であつた。 

見たままを無造作に句にしていながら、「紫陽草や」と先ず焦点を定め、「藪を小庭の」と簡潔的確に描写して、そ 
の「別座鋪」のたたずまいを褒めて挨拶としている。見掛けは淡々と飾らないが、全く隙がない。「浅き砂川を見る 
ごと」き軽みの実践といえよう。 

晉の淵明をうらやむ 

柳窓形に晝寐の臺や簟_蓑> 泊船集 
窓なりに晝ねの ござ や竹むしろ£月十四日付 e 蕉宛去来書簡) 

窓形に晝寢のござや章(三冊子} |蕉翁句集草稿.蕉翁句集 
窓なりに晝ねの床やたかむしろ i 諧新々式) 
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夏季(簟)。 

1i 0晋の淵明をうらやむ「晋の淵明を羨む」。「晋」は、三国時代の後を承けて中国を統一した王朝の名。洛陽•長安に都した 
西晋は五十一一年続いたのみで前趙に滅され、その後建康に都した東晋が江南を領して百四年続いた。「淵明」は、詩人陶潜の努咐 
東晋の興寧三(一一一六五)年に生まれ、東晋の次の王朝宋の元嘉四(四113年に歿した。仕官を厭うて隠逸の境涯を愛し、その心境と生 
活を叙した「帰去来辞」は有名で、六朝期の代表的詩人である。ここは淵明の隠逸の生活を羨む意。「倩年月の移こし拙き身の科 
をおもふに、ある時は仕官懸命の地をうらやみ」(「幻住庵記」) 「 vrayami , u , 6 da . 」(『日葡辞書 Jloo 窓形に r 氣形」は、 rs %」 
等の語と同じく、「窓の形の通りに」の意。ここは「窓に添って」ということであろう。「船形-の雲しばらくやほしの影東潮」 
(『続猿蓑』下) 「 zari . J (『日葡辞書』)。〇昼寐の台「昼寐の台」。「台」は広く物を載せるものをいうが、ここは昼寝する時横になる 
中国風の寝台のようなものを考えたのである。淵明へのあしらい。「昼寐」は既出(，=399)。この時代には、まだ夏の季語ではなか 
った。「石台にのせられて竹橡のはしのかたにあるは、上 AZ の仕合なり」(『炭俵』下、野坡発句「石台を」前書)。 〇簾 「タヵムシロ」。 
竹を細く割って筵のように編んだ敷物。暑い夏の間、寝床などに用いる。 r 簞……たかむしろは、たけにてをれる莛也」(『増山 
井』)「健やあふみ表をたかむしろ其角」(『花摘』) 「 Tacamuxiro . i , Taqede cumi auajceta muxiro . J (『日葡辞書』)。 

ia 涼しい窓辺に添って昼寝の台を据え、俯 k が敷いてある。そんなところでのんびり寝そべりたいものだ。 

■ s ■元禄七年筆の五月十四日付芭蕉宛去来書簡に、「御発句去年より被仰下候内」として挙げて ある 句の中に見え 
るのが最も早い。六月の季題たる「簟」からして元禄六年の作たる可能性が高いが、淵明を慕う意味の句なので、七 
年作の可能性も皆無ではなかろう。 

去来書簡と『三冊子』等土芳系の所伝とは、「竹む しろ」 「簟 」 の表記が異なるのみで、同じ句形である。土芳は 
「此句、淵明をうらやむと前書あり。はじめは、昼ねの台やと中の七字有」 (『三 冊子 JI ) 「此自筆の句也。続猿には、昼 
ねの台やと有。後直る歟」 (『蕉 翁句集草稿 t と、「台や」の方が初案であるような書き方をしているが、『続猿蓑』編撰 
前の去来書簡に「ござ」とあるのだから、「ござ」を「台」と推敲して『続猿蓑』に入れたと考えるべきで、「ござ」 
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が日本の庶民風であるのに対して、「台」が中国風の感じを際立たせた表現であるところからも、「台」の方が後案で 
なければならない。土芳は「ござ」とした真蹟を見ていたので、その方に惹かれたのでもあろうか。『俳諧新々式』 
許六自筆本の「床」は誤伝に過ぎない。 

『蒙求』の「陶潜帰去」の条に、 

嘗言、夏月虚間、高，，臥北窻之下一清風颯至、自謂，，羲皇上人—〇 

(嘗て言ふ、夏月虚間、北窻の下に高臥し、清風颯として至らば、自ら羲史-4の人と謂はんと) 

また「帰去来令辞」には、 

倚こ南窗|以寄傲、審，一容 X 膝之易一,安。 

(南窗に倚りて以て寄傲し、膝を容る、の安んじ易きを審らかにす) 

と見え、句の想はこれらに基づくこと明らかである。淵明の高風とその清閑を慕い、これに倣おうとする心持を述べ 
ている。「昼寝のござや」に、くつろいだ俳味を見ょうとする説もあるが、莫產が即ち簟だと聞えるょうな句作りは、 
余り感心出来ない。 

元祿七仲夏のころ江戶を出侍しに、人-^おくりけるに申侍し 
秘麥のほをちからにつかむわかれ哉(真*懐紙 > 陸奥® 

I ホ > 

麥の穗を便につかむわかれかな(芭蕉翁行状記) 一有機海.泊船集•蕉翁句集草稿.蕉翁句集 
夏季(麦のほ)。 

H 〇 元禄七仲夏のころ江戸を出侍しに 「 f 瓜齡找咐數の観尸を肚で傲りしに」。「仲夏」は、陰暦五月をいう。この年芭蕉が江 
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戸を出て上方へ向つたのは、〔考 U で述べるように五月十一日であつた。.「維 C 元禄四稔辛未仲夏」(『猿蓑』丈艸跋) 「 ohilca , i , 
Goguachi . 」(『日葡辞書』) 。〇人 < おくりけるに申侍し 「人^-送りけるに申し m りし」。見送つてくれた人々に留別として作 
つた句、の意。「侍し」の下に「句」が略されている。「申す」は、「いふ」と同じく r 句を作る」ことである。既出 (1 2/5 前書〇 
〇 麦の (5 「麦の穂」。穂を出して赤く熟した麦秋のさまが思われる。「糖麦」( 1 € 9 「麦あからむ」 ( Ivg ) 参照。「麦の穂と共にそ 
よぐ や筑波山千川」(『炭俵』 上)。〇ちからにつかむ 「力に ffi ? む」。倒れようとするのを支える力として麦の穂をつかむ意。「花 
す、きとらへぢからや村す V め野童」(『炭俵』下) rchicara .」 (『日葡辞書』)。 

sail 人々との別れに当つて、倒れそうになる身の支え力として、道傍の麦の穂をつかむ。心細さも-? Ai だ。 

113 ■「人く川さきまで送りて餞別の句を云。其かへし」(『有磯海』『泊船集』)「五月十一日武府を出て古郷に趣。川崎 
迄人 < 送けるに」(『蕉翁句集草稿 t 「五月十一日武府ヲ出て古郷に趣ク。川崎迄人^-送りける」(『蕉翁句集』)等の前 
書があり、『句集草稿』は r 是自筆の趣也」と注して、『有磯海』の前書をも参照している。 

江戸出立の日については、路通の『芭蕉翁行状記』(元禄八年刊)に、 

元禄七年翁の 齢 五十一、……深川の桃梨散過れば、卯の花雲立わたるま V に、かんこ鳥の一声二声そ V ろにもの 
なつかしき方もおほしとて、おもひ立旅心しきりにて、五月十一日江府そこ^-にいとまごひして、乙州がやど 
せし京橋の家に腰かけ、いざとよ、ふる里がへりの道づれせんなど、つねよりむつましくさそひたまへども、一 
日二日さはり有とてやみぬ。名残惜げに見えてたちまどひ給。弟子ども追^-にかけつけて、品川の奶ャにしたひ 
なく。 

麦の穂を便につかむわかれかな 翁 
とあつて五月十一日とするのに対して、桃隣の『陸奥衞』(元禄十年刊)には、 

然ども老たるこのかみを心もとなくや思はれけむ、故郷ゆかしく、又戌{注、元禄七年)五月八日、此度は西国に 
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わたり、長崎にしばし足をとめて、唐土舟の往来を見つ X 、聞馴ぬ人の詞も聞んなど V 、遠き末をちかひ、首途 
せられけるを、各品川まで送り出、二時斗の余波、別る、時は互にうなづきて声をあげぬばかりなりけり。駕籠 
の内ょり離別とて扇を見れば、麦の穂を力につかむ別哉、…… 

とあって五月八日となっている。桃隣は見送りの一人と思われるので、その所伝を一概に無視することは出来ないが、 
後述するょうに、駿河の島田に着いたのが五月十五日であることは動かし難い。すると五月八日江戸発では日数がか 
かり過ぎるのに対して、十一日発ならば島田まで前後五日を要したことになって、日程に不自然がなくなる。前掲の 
前書類が凡て五月十一日であることも併せ考えて、『行状記』の所伝に従うべきであろう。また、前書には「川崎 迄」 
人々が見送ったとあるのに、『行状記』や『陸奥衞』は品川で別れたことになっている。桃隣の記述はかなり具体的 
であるし、見送りとしては品川あたりが普通で、六郷の渡しを越えた所まで行くのは、どうかとも思われるけれども、 
土芳の伝える「自筆」に「川崎迄」とあったとすれば、その方に信憑性があろう。 

『炭俵』にも、 

翁の旅行を川さきまで送りて 
刈こみし麦の匂ひや制の内 利牛 
おなじ時に 

麦畑や出ぬけても猶麦の中 野坡 
おなじこ^!ろを 

浦風やむらがる蠅のはなれぎは 岱水 

とあって、麦畑の眺めが川崎の宿場あたりの実境だったことが知られる。今度の旅には寿貞の子次郎兵衛が随行し、 
見送りの曾良は小田原まで同伴して名残を惜しんだ。 




44 


「ちからに」「便に」の句形の異同は問題のあるところである。前者の真蹟は信ずべきものであり、後者も土芳のい 
う「自筆」があったとすれば、一概に疑えない。「便に」は帰郷後の改案とも考えられ、楸邨氏のように、「真蹟懐紙 
が明らかに後日の染筆を示す前書を付していることからすれば、「力につかむ」の形が再案決定稿である可能性もあ 
る」 (『色 蕉全句』) という 見方もある。ここでは「便に」 とした 真蹟は今伝わらないので、真蹟懐紙の句形を本位句とし 
た。表現としても「ちからに」の方がすぐれている。 

麦畑の眺めが句の発想の動因になったことは疑いないが、麦の穂をつかむ行為は実際の事でなくともよい。五十を 
越して特に身の弱りを感じていた色蕉の心細さが、異様なまでに「麦のほをちからにつかむ」 という 表現に出ており、 
旅の途中で果てることを予感したかと思われる程である。尾形仂氏は、別れの情況を記した『陸奥衛』の記事を引い 
て、 

……この一句が、そこに書かれているような、別れの場に臨んでの、送る者、送られる者、相互に泣かんばかり 
の離別の感情の高まりの中でよまれたものであることは確かだろう。……一句の俳諧性はそうした状況と密接に 
結びついている。……ゆらゆらと揺れて、身体をささえる頼りにはなるべくもない麦の穂を、力草として必死に 
つかんでいると言ったところに、笑いに よる 悲哀の表現としての〃俳諧"がある、 とも 取れる。 (『松 尾®蕉 b 
と述べる一方、門人達の餞別吟が麦という素材を通して別れの場を明るくし、旅の前途の豊かさを ことほぐ 意がある 
のに鑑みて、その返しとしてのこの句には、 

「麦の穂」に托されたあなたがたの心を、私の心のささえとしてしっかりつかむ、ということではないだろうか。 
そこには、連衆心への確かめと、反芻と、共鳴とがあり、感謝と惜別の思いがある。……そこに老いのくずおれ 
を思い描き、もしくは今生の別れの予感を読みとるのも、鑑賞としては含まれていい。だが、離別の場における 
連衆心の交響の中で、色蕉が第一次の読者として想定した見送り門人たちに伝えようとした伝達内容の核心は、 
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右の点にあったはずだと思う。(同右} 

と見ておられる。こうした明るい気持を背景に置けば、『芭蕉俳句研究』で露伴が指摘した、離別に柳の枝を折る漢 
土の習わしを、麦の穂をつかむことにしたのが俳諧という見方も、改めて顧みられよう。 

最後に「ちからに」と「便に」の異同に関する説を挙げる。尾形氏は、 

. 語感としては「力」がやや誇張的に耳立って聞こえるのに対して、「たより」にはそうした力んだ跡もなく、 

より心理的に、「麦」に托された連衆心をたしかめすがろうとする感じが深い。どこまでも心の自然に即こうと 
する〃かるみ"期の色蕉の潔癖さが、この改稿をあえてさせたのである。(『松尾芭蕉』) 

として、「便に」を後案とされ、加藤楸邨氏も、これまでの旅立ちの句境とはちがって、 

何よりもそこには、老いの自覚があったのだとおもう。「たよりに」と「力に」とでは、前者がよりゆとりを残 
した表現であることは疑えない。前者を決定稿と見れば、そこには激情をむしろ寛げる方向での推敲のあとを認 
めることができ、それは「軽み」の性格を示すものであるともいえる。 (『芭蕉 全 句』) 

と同じ見方に立って「軽み」を目途にした改案 として おられる。しかし、さきに触れたように、「ちからに」が 後 案 
である可能性も否定してはおられず、要するに「ちからに」から「便に」への推敲は絶対の論ではない。身の弱りに 
堪えながら、新しい旅に向って気力を振い起そうとする「鬼気」は、寧ろ「ちからに」の方に あると 私は思う。 

箱根の關越て 

腳目にか、る時やことさら五月富士 §蕉翁行 tt 記)泊船集.蕉翁句集 
夏季(五月)。 
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1M 〇箱 根の関越て 「既®* 1 の Mf 越えて」。「箱根の関」は、今の神奈川県足柄下郡箱根町箱根の芦の湖の岸にあった関所。小田原 
藩が監理して、江戸からの「出女」と「入り鉄砲」を取締ったが、特に女性の出入りを厳しく監視したという。 (I/S5 、n 33i ) 参照。 
〇目 にか、る 視野に入って来る意。富士の山容が目につくのである。「さきぬやと越えはゆけども山桜猶めにか、る雲だにもな 
し」 (『亀山殿七百首』藤原為世) 「cacari, u, atta. …… Menipcaru. 」(『日葡辞書』)。〇 ことさら五月富士 「殊更五月富士 J。 五月晴 
れの富士の姿を、特に格別にといって賞めたのである。「五月」は陰暦では梅雨の時期で、晴天は珍しい。「ことさらに唐人屋敷初 
霞」 (菊村『落日菴句集』) 「cotosara. J (『日葡辞書』)。 

1 a 富士の姿がたまたま目に入って来る時しも、殊に珍しい五月晴れの富士は、如何にも美しい。 

1 r 冨士」(『泊船集』)「五月三十日富士先目にか} >. るに」(『蕉翁句集』)等の前書がある。この句が元禄七年五月西上の 
旅での吟であることは、路通の『行状記』の前書によって疑いがないが、五月十一日江戸を発したとすれば、箱根越 
えは十三日だった害で、五月三十日という『蕉翁句集』の前書は信じ難い。「三十日」は或いは「十三日」を転倒さ 
せた結果かも知れぬ。この時の箱根越えの模様は、曾良宛の左の二通の書状に委しく述べられている。 

はこねまで御 felK 4、次良兵へも少学問致候よし申候へ共、漸ミ草臥之鉢みえ申候。はこね雨難義、下りも荷物 
を駕籠に付て乗申候。漸ミ三嶋に泊り候。三嶋新町ぬまづ屋九良兵へと申飛脚宿、能宿とり申候。今迄の一番に 
て御座候。(五月十六日付) 

小田原まで御送り之礼、嶋田,一通頼遣し候。相届申候哉。貴様御帰り之日に御書付、道くも二良兵へと申やま 
ず候。はこね山のぼり、雨しきりに成候而、一里程過候へば少小ぶりになり候間、はたまで参、小あげに荷をも 
たせ候而宿まで歩行致候て、下り三嶋までかごかり、三嶋に泊り候。 

右に見えるように、曾良は「はこねまで」とも「小田原まで」ともあって、何処まで見送ったかはっきりしない。 
『別座鋪』には、 
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箱根迄送りて 

ふつと出て関より帰ル五月雨 曾良 

という句も見えるが、芭蕉が書簡で登りの際の模様を述べ、関の手前の「はた」(畑宿)のことにも触れているとこ 
ろを見ると、関所までは曾良は行かずに小田原をはずれた登り口あたりで別れたのであろう。句の「関より帰 ル」 は、 
いわば興じていったもので、事実と見る必要はあるまいと思う。何れにせよ、関越え当日は雨で天候が悪かったのだ 
から、富土を見ることは不可能だったと思われる。句は三島より後の何処かで成ったものか。たまたま雨の山路で、 
雲の切れ目に富士を仰ぎ見たとも考えられる。この句を散文的に言い直せば、「ことさら五月富士の目にかかる時や」 
となるところで、 

常に見てさへあく事なきに、富士見ばやと難所わけ登りて、雨の晴間に富士をながめたるは、こと更風流となり。 
時やは、晴間珍しきをいふなるべし。(東海呑吐『句解』) 

という解が的確である。古注以来、『伊勢物語』東下りの条に「ふじの山を見れば、さ月のつごもりに雪いとしろう 
ふれり」(九段)とあるのがよく引かれ、『蕉翁句集』の「五月三十日」や、『一葉集』の前書「さつき三十日の不二の 
思ひ出らる\に」等も、或いは其処から出ているかとも思われるが、こうした古典の典拠は、この句の場合無関係で 
あろう。思い掛けぬ晴れ間に富土を仰ぎ得た喜びが、素直に出た句である。芭蕉には駿河路にかけてのこの時の旅路 
が、富土の見納めであった。 

しどけなく道芝にやすらひて 

(ママ) i 

阶どむみりとあふちや雨の花囊 S 蕉翁行状記) 泊船集•蕉翁句* 
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夏季(あふちの花)。 

i 〇 しどけなく だらしなく、しまりのないさま。ここは歩き疲れているのである。「いみじくしどけなく、かたくなしく、な 
ほし.かりぎぬなどゆがめたりとも、たれか見しりてわらひそしりもせん」(『枕草子』六十三段) 「xiCL oqenai.J (『日葡辞書』)。 〇道 
芝にやすらひて 「道芝」は、道傍に生えた芝草の意から、道傍の草地などをいう。其処に腰を下して休むのである。「やすらふ」 
は既出 (II 前書)。「いづくにかねぶりくてたふれ伏さんとおもふかなしきみちしばのつゆ」(『山家集』中) 「 Michixiba . r° J 
(『日葡辞書』)。 〇どむみりと色 合が 暗く 潤んで見えるさまをいう俗語。曇り空などにも用いる。「む」は 「 ん J と同じ。「雀を荷 
ふ籠のぢ V めき二 嘯 うす曇る日はどんみりと霜おれて乙州 J (『ひさご』)。〇あふ ち「棟」。 栴檀(白檀)の古名。ビャ クダ 
ン科の常緑喬木で五、六月頃薄紫色五弁の小花を穂状に開く。端午の節供に菖蒲と同じく軒に葺く習慣もあった。花によって夏の 
季語とする。 「順 和名抄 日、棟 ||阿。△和に生ずる者又説の如し。四五月紫花を開く。俗此木を栴檀と称す。その芬香相似たる所 
侍るにや。又、樗をあふちと称す。 非 也。樗は諸書を考ふるに、椿に似て気臭し。…… 順 和名に、樗は沼天と訓じて、 阿布 智の訓 
なし。異名を雲見草と云。瑞雲おほくは紫なる故に、花を呼て云也」(『滑稽雑談』) r 虹の根をかくす野中の樗哉鈍可」 (『ぁら野』 
巻 三) 「 V 6 chi .」 (『日葡辞書 t 。 〇雨の花曇 「雨の花曇り」。「花曇」は、本来桜の咲く頃の曇り空をいうが、ここでは今にも雨に 
なりそうな曇天を花曇りに見立て、「花」の語によって「あふちの花」を際立たせている。「雨の花」 (n 55/) の語も利かせているで 
あろう。 r ぬく^-と日足のしれぬ花曇長虹見わたすほどはみなつ-!じ也胡及」 (『あら 野』員外)。 

ia どんよりと暗い色合で棟の花が咲いている。今にも雨になりそうな曇り空を背景にして、如何にも雨時の花に 
相応しい趣だ。 

『蕉翁句集』には「道芝にやすらひて」と前書がある。『行状記』には「目にか、る」の句の次、島田での「五 
月雨や」の句の前にあるので、元禄七年五月十五日に島田に到着するより前の作と認められる。『日本古典全書•芭 
蕉句集』の頭注に、初案として「どんみりと曇るや雨の花あふち」という句形が見えるが、出典を明らかにしていな 

N 〇 

今度の旅での色蕉の健康状態については、閏五月二十一日筆と推定される杉風宛書簡に、 
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拙者道中嶋田あたりまでは、つかえなども折ミ音づれ候得共、次第に達者に成候而、道ミニ三里、日により五里 
ばかりも養生の為歩行、足場能所は馬にも乗旁致候而、無恙上着致候。 

とあるのによって、大体の様子を知ることが出来る。しかし後の九月廿五日付曲翠宛には、 

伊賀-^大坂まで十七八里、所^-あゆみ候而、貴様行脚の心だめしにと奉存候へ共、中 <一一里とはつ V きかね、 
あはれ成物にくづをれ候間、御同心必御無用に可思召候。 

ともあって、僅かの間にも身の衰えは明らかであった。もう細道行脚の頃のような健脚は期待すべくもない状態だっ 
たのであって、「しどけなく道芝にやすらひて」という前書は、そういう情況を背景にして読むべきであろう。なお、 
この前書は『行状記』の撰者路通の付したもので、芭蕉自身の文ではない。 

句の内容は、 

上五文字どんみりの文字、感吟不少。夏日の晴れやらぬ炎上の気、山鳩の声に一入くもりて、猶花もおぼろなり。 
何となくあふちは面白き花なり。 (杉雨『評林』) 

楝花を雨に見成たる也。此花は中夏に開く。専五月雨の比を盛とす。殊に花薄紫に、其色鈍て雨の花共云べし。 
歌にも紫の雲と詠来るを以て、雨の花曇と置く。此詞優にして名誉也。今案、雨と云、曇と云、誠に棟の花は、 

P 々として曇る共云べき風情の色也。亦、度武美里と云俗談にして俳諧とす。五月雨の空朦朧たる時節を思ひめ 
ぐらして可1/味の吟也。(信天翁『笼 e 底』) 

等とある説で十分である。「雨の花曇」という修辞は、 

……桜の花によくいふ花ぐもりを樗の花に持来り、其の樗の花ぐもりの間へ雨のと入れて句を曲折させた…… 
(内藤鳴雪『評釈』) 

と見ればよい。但し、「あふちや」と切れているから、「花曇」が楝の花のそれであることは、上から読み下して来た 





50 


ところによって、自然と諒解されるのである。 r とむみり」といろ俗語は如何にもよく利いており、「のつと日の出る 
山路かな」 ？§) と同じく、成功した例となっている。この俗語の働きは、山本健吉氏が、 

「どんみりと樗や」と「雨の花曇」とは、言わば言葉の重複である。俳句のような短詩型には、言葉の重複は避 
けねばならないことの一つだが、この場合は不思議に効果的なのだ。……「どんみり」は雨天の形容であるとと 
もに、樗の花の形容であり、むしろ雨天の樗の花の形容である。そして、「樗」と「花」、「雨」と「曇」とが、 
言葉としてもィメーヂとしても重複である。一つの風景画を描くのに、何度も淡い絵具をぬり重ねながら、一つ 
の雰囲気をかもし出すのに成功したような句である。 

雨はむしろ細かい雨で、降りみ降らずみの、雨天と言っても曇天と言ってもいいような天候である。その中間 
的な感触が、この句の重複的表現によって生かされている。そこに樗の花が、紫色を暈したように、浮き上がっ 
て描き出される。それは作者の心の色でもあるような、やはり中間的な色彩である。ある虚脱の感じであり、揪 
邨が「旅の憂愁が重く滲透してゐる」と言うのも、うなずかれることである。 (『 E 蕉その鑑賞と批評』) 

と述べられた通りで、右の「中間的な感触」を生かす語として「どむみり と」 以上のものはあるまい。「陰暦五月の 
曇天、樗の花の鈍重な薄紫色、そしてこれを見上げる旅疲れの芭蕉、これらが「どむみり と」 という擬態語に集約さ 
れている」(加藤揪邨氏『全句』)のである。また、揪邨氏は『別座鋪』の餞別句の中に「一休み樗の花や昼の迁」という 
杏村の句があるのを指摘しておられるが、これは当然芭蕉の脳裏にあったであろうから、当面の句はそれに応えた作 
ということになる。 
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争道中ょり聞ゆ 


鶯や竹の子藪に老を鳴(別— 


炭俵•枯尾花.陸奥®.泊船集•蕉翁句集.十 


夏季(老鶯•竹の子)。 

i 〇笋「タヶノ n J 。 〇 道中より聞ゆ 「道中より聞ゆ」。旅の途中から手紙などで知らせがあったことを注した文。この「聞 
ゆ」は、述者の耳に入った意で、「さしてもなき事をことぐしくいひつらね侍るときこへし評に似たり」(『去来抄』先®評)と同 
じ用法である。この前書は『別座鋪』の撰者子珊が付したもの。「二良兵へ道中達者に而、拙者苦労にもなり不申、能つとめ申候」 
(閏五月廿一日付猪兵衛宛 e 蕉書簡) rDo < chu . i , Tochc -. Michinaca . 」(『日葡辞書 b 。 01「ゥダヒス」。単独では春の季語であるが、 
ここでは下に「老を鳴」とあるので、夏季の「老篤」の趣になる。夏までも囀っている鶯である。「鶯は、……夏秋の末までおい 
ご袅に鳴きて、むしくひなど、よぅもあらぬ者は、名を付けかへていふぞ、くちをしくくすしきここ地する J (『枕草子』四十一段) 
「山中や鶯老て小六ぶし支考」(『今日の昔』)。〇 竹の子藪 「竹の子藪」。竹の子が処々に顔を出している竹藪。「藪鶯」の語もあ 
つて、「藪」は「鶯」と縁が深い。「竹の子」は既出( IV 腳等)。「たかうな」 (153 ) 参照。〇老を 鳴 「老いを鳴く」。「老」は既出 
(I 1 7 等。「老驚は、もと漢詩に言った言葉で、狂鶯とも乱篤とも残鶯ともいうが、時期外れというだけで、別に声は狂ったり乱 
れたりすることはない。だから「老を鳴」は、聞く者の主観である。繁殖期に入って笹藪や森林などに巣を営む」(山本健吉氏『色 
#全発句』)。 


MEI 処々竹の子が顔を出した竹藪で、季節を過ぎた鶯が、老いを嘆くよぅに鳴いていることよ。 

E ■『別座鋪』の前書によって、元禄七年夏の旅で西上の途中から江戸の門人に報ぜられた句と知られる。同書で 
は次に「駿河路や花橘も茶の匂ひ」の句を掲げて、これも同じ道中の所報としているが、「駿河路や」の句は『炭庚』 
に「此句は嶋田よりの便に」と注して出ており、「鶯や」の句も島田からの便りにあったと見てよく、島田に至るま 




での道中での吟と推定される。『枯尾花』 (其 角 撰、 元禄七年刊)所収の「芭蕉翁終焉記」には、「四たびむすびつる深川 
の庵を又立出るとて」としてこの句を引くけれども、これは不正確な記述と言わざるを得ない。 

支考の『十論為弁抄』(享保十年刊)第九段に、 

ある時故翁の物がたりに、此ほど白氏文集を見て、老鶯といひ病蚕といへる此詞のおもしろければ、 

鶯や竹の子藪に老を啼 
さみだれや蚕わづらふ桑の畑 

かく此二句をつくり侍しが、鶯は筍藪といひて、老若の余情もいみじく籠り侍らん。…… 

と芭蕉の直話を伝えている。芭蕉の話そのままかどうかは兎に角、この句が古詩の詞から竹の子藪に鳴く時節外れの 
鶯の声を表現し、若々しい竹の子との対比に作者の老懐を託したものであることは確かであろう。其角の「終焉 記」 
が旅立ちの時の句であるかのょうな書き方をした為に、別離の情も含んでいるとする解が新古にわたってあるけれど 
も、 旅立ちに詠まれたものなら ば、 『別座鋪』の前書のょうな文が書かれる答はない。兎角杜撰な其角の記述態度の 
あらわれと見るべく、別離の情はこの句に含まれていないとするのが穏当である。 

するがの國に入て 

卿するがぢやはなたち花もちやのにほひ(色蕉翁真跡集) 

夏季(はなたち花)。 

〇 するがの国に入て 「駿河の国に入りて」。「するがの国」は、伊豆半島の部分を除いた今の静岡県東部の旧国名。東海道で 
いえば、三島はまだ伊豆であるが、沼津から駿河に入る 。 (m s/s 前書)参照。 〇するがぢ r 祖1:阶」。ここは、駿河地方の意 。 (ml 


別座鋪.炭俵.陸奥衡.泊船集. 
蕉翁句集 
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前書)参照。〇はなたち花「花橘」。 W 橘類の花をいい、夏の季語になる。「橘」 ( IV 67 & ) 参照。_ :4… .夏也。 …… 惣別九種の W1' 類 
ををしなべて橘ともはな橘とも哥道には 申 也。 さくと か匂 ひと かなくば、夏にはなるべからず。……花^^&レて橘とょび出ゆへ 
に、咲•匂の詞そはでも皆夏になる也」(『御傘 b 「老ふたり花たちばなに酔泣す」(『白雄句集』) rFalchibana.J (『日葡辞書』〇 
〇ちやのにほひ「茶の匂ひ」。駿河は茶の名産地である。 

Bail 駿河路はさすがに茶所だ。折柄薫る花橘も茶の匂いがする。 

** r 橘 前に 同」 (『別座鋪 』) r するが路 」 (『泊船 集』)等の 前書がある。『別座鋪』の「前に 同」 は、前の 「鶯や」の句の 
前書に「道中ょり聞ゆ」と注したのを承けたもので、「するが路 や」の 句を収めた『炭俵』には 「 此句は嶋田ょりの 
便に」と注してあるから、二句とも島田からの書状に書き付けて江戸の門人に報ぜられた ものと 推定される。箱根越 
えをした五月十三日は、三島新町の沼津屋九郎兵衛 という 宿屋に泊っており (五月十六日付曾 良 宛書簡 > この 句は 十四、 
五日頃沼津から島田までの間で詠まれた ものと 思われる。桃鏡の『色蕉翁真跡 集』 (明和 元年藝太序) に摸刻され たもの 
を底本としたが、これは島田で芭蕉が世話になった塚本如舟の後裔桃舟の家に所蔵された真蹟に拠っている。原物の 
伝存することを聞かないが、『続蕉影余韻』『蕉翁遺芳』に紹介され た 伝真蹟懐紙はこれを粉本としたものと 見る 『校 
本色蕉全集』の尾形仂氏の説に従って、『真跡集』を採ったのである。 

茶所の駿河路を行けば、折柄新茶を製する時で、何処へ行っても新茶の匂いが満ちている。それを香り高いものと 
される「はなたち花」に配して趣向とした。 

此国茶を製して名産とす。故に其国に至て其地の産物を誉出たる吟也。駿州は南海に出張たる地形にて暖国也。 

依て橘類も多し。其香さへ茶の薫に気おさると也。此詞にて其外の物迄も茶の香に隠る^,の意、言外に現れたり。 

至て茶を称美の趣也。此地道路其外御城後に山の裾原野生に夥敷是を植ゆ。 (信天翁『笈の底』) 

という解で十分であろう。内容的には新茶が中心なので、 r ちや」を季語にしたいところであるが、「新茶」とはな く 
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て「ちや」とあるだけを「新茶」に見做すわけにも行かない。加藤揪邨氏の説に、 

「花橘も茶の匂ひ」というのは、おおまかな表現とも見られようが、この上に r 駿河路や」と置かれてみると、 
非常に句柄が大きくなる。色蒸が感覚を生かす場合には、鋭いというよりも包みこんでゆくようなふくよかさが 
あるが、これもその好例である。「茶の匂ひ」を単に強調したものではなく、「花橘」と「茶の匂ひ」の二つの季 
物をもって「駿河路」という土地柄をたたえた句であろう。(『色蕉全句 JI ) 

と見ておられるのは良く、句全体に弾んだ調子があって、芭蕉自身旅を楽しんでいる趣が見える。「はなたち花もち 
やのにほひ」は、この時期「軽み」と共に強調した「興」のあらわれとも言えよう。「大国に入て句をいふ時は、そ 
の心得有」 ( r 三 冊子』) の模範であって、島田の如舟への挨拶 もさる ことながら、何よりも、豊かな「するがの国」へ 
の挨拶であった。 


五月の雨かぜしきりにおちて、大井がは水出侍りければ、しまだにと V められ 
て、如舟•如竹などいふ人のもとにありて 


ちさはまだ靑ばながらになすび汁(色蒸翁真跡集) 


笈日記•泊船集.蕉翁句集草稿•蕉翁句集.蜀 
川夜話 


夏季(なすび汁)。 

ijn o 五月の雨かぜしきリ に fe ちて 「五月の雨風頻りに落ちて」。「雨かぜ」は、「雨と風」の意の外に、「風が加わった雨」の意 
に用いることがあり、ここはその場合と見られる。また、「雨」について「落つ」を用いたのは珍しい。「花もやぅ-^けしきだつ 
ほどこそあれ、をりしも雨風ぅちつ V きて、こ ゞ ろあわた k しくちり過ぬ」(『徒然草』十九段)〇〇大 井がは水出侍りければ 「允!^ 
川水出で侍りければ J 。 大井川が溢れて洪水になりましたので。「犬井がは」は、駿河と遠江(今の静岡県西部の旧国名)の境を 
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流れる川。既出 ( Ivgor 水」は、洪水の意。既出 (n 507) o 〇し まだにと':，められて 「尉曲に歡められて」。「しまだ」は、大井 
川東岸の宿場で、今の静岡県島田市。洪水の為に其処で足止めされたのである。〇如舟「ジョシゥ」。塚本氏、通称孫兵衛。島田 
の人で、大井川の川庄屋であった。享保九(三七四)年閏四月十七日殘、享年八十四。〇如竹 r ジョチク J 。 島田の人で、如舟の俳 
諧仲間。 S 蕉翁行状記』に、この西上の旅のことを述べて、「島田には塚本氏•杉本氏などいひて久敷記 firillr し方あればとて」と 
ある「杉本氏」がこの人に当るかと思われる。生沒年未詳。〇 人のもとにありて 「 V の rF , に4*りて」。〇ち さはまだ青ばながらに 
「苣はまだ青葉ながらに」〇 r ちさ」は、キク科の一、二年草。葉は苦みがあり、育つに従って少しずつ下から搔き取って食用に 
する。季語としては春で、夏になると黄色い花をつけて、葉は食べられなくなる。それが夏までも青々としているのを賞したので 
ある。「春もはや山吹しろく苣苦し素堂」(『続虚栗』)。〇 なすび汁 rMfg 」。 茄子の味噌汁。「初茄子」 ig ) 参照。「川ざこや 
紫く V る茄子汁来山」(『津の玉柏』)。 

1*3 付け合わせの苣は夏もまだ青々とみずみずしく、初物の茄子汁をお振舞い下さった。おもてなし、まことに忝 
けない。 

■ ai 「五月雨の雨風しきりにおちて、大井川水出侍りけるにと V められて、しまだに逗留す。如舟•如竹などいふ 
人のもとにあそびて」(『笈日記』『蕉翁句集草稿』) r 嶋田塚本氏之もとにて」(『蕉翁句集』)「如舟•如竹などいへる人こもて 
なされて」(『蜀川夜話』)等の前書がある。前の「するがぢや」の句、次の「さみだれの」の句と共に、『芭蕉翁真跡集』 
所収の真蹟 懐紙摸 刻に 見え、 元禄 七 年五月島田で成った句であることは確かである。滞留の事情は、当時の芭蕉書簡 
に左の如くくわしく書かれている。 

十五 日嶋田へ雨に降られながら着申候。つかもと孫兵へ宿に居合、先と留候。其夜雨風、大井十六日渡り留り申 
候。定而 十七 日 昼 過渡り可有候。持病心無御座、定而無事に上着ぅたがひなく候へ共、精分つかれたるやぅにて 
気ぜはしく、少>いそぐ気味御座候。与風持病も出可申哉など k 被存候故、嶋田の逗留幸と休み申候〇 ( 五月十六 
日付曾良宛) 



十五日之晚方嶋田。いまだ暮不果候間、すぐに川を越可申哉と存候へ共、松平淡路殿かなやに御とまり、宿も不 
自由に可有と、孫兵へ方音信候へば、是非共にとと V め候。川奉行役之ものに而候へば、いかやう共川をこさせ 
可申候間、先とまり候へと申内に、大雨風一夜あれ候而当年之大水、三日渡り留り候。さのみ俳諧の相手にもな 
らざるほどのもの共、先キにも能がてんいたし、俳諧ばなしのみにて、近所草庵のある所など見ありき、少もの 
書てとらせ候へ共、唐岳など医者の方まで才覚にありかせ候へ共、一枚も無御座、奉書に竹などをかきてとらせ、 
三日二良兵衛足をやすめ、拙者も精気をやしなひ、幸の水に出合候。(閏五月廿一日付曾良宛) 

十五日嶋田へ着候而、一夜留候処、其夜大雨風、水出候而三日渡り留候而、十九日立申候。いまだ高水にて、馬 
のしりがひやう^■かくれぬほどの事に候得共、嶋田の宿は懇意之者共故、馬•川越随分念入、一手ぎは高水を 
こさするを馳走に致候。(閏五月廿一日付杉風宛) 

最初芭蕉は島田に逗留するつもりはなかったが、対岸の金谷に大名が泊っていて、宿も不自由であろうと、川奉行役 
の塚本如舟宅を尋ねた。如舟は元禄四年十月の東帰の旅でも世話になった懇意の人物である。如舟にして見れば滅多 
にない機会なので指導も受けたく、強って引留めた処、一晩中大変な風雨で水が出て、十六日から三日間川止めにな 
ってしまった。旅疲れの芭蕉は次郎兵衛共々川止めを幸いと休養を兼ねて此処に滞留したのである。「さのみ俳諧の 
相手にもならざるほどのもの共、先キにも能がてんいたし、俳諧ばなしのみにて」とあるのは面白いが、その講話の 
傍ら、記念に書き与えたのが、『真跡集』所収の真蹟であって、 

やはらかにたけよことしの手作麦 如舟 
田植と M もにたびの朝起 ばせを 
という付合を記した別の一葉の末には、 

元禄七五月雨に降こめられて、あるじのもてなしに心うごきて、聊筆とる事になん。 
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とも書かれている。如舟らの歓待ぶりがここにも窺われょう。『笈日記』雲水部所収の当面の句の前書には、最初に 
「額」と注してあり、『真跡集』の前書と趣旨は同じながら異同もあつて、原拠が同じとは思えない。『笈日記』を写 
した『句集草稿』の頭注に、 

此一章ハ如竹亭ノ額トナリテ残モノヵ。 

とある推測が正しいとすれば、如舟に遣わしたものとは別に如竹にも書き与えた真蹟があり、『笈日記』はそれを再 
録したと考えられる。また『句集草稿』には、 

自筆物に、しまだ塚本氏のもとにてと前書有。 

とも見え、『蕉翁句集』の前書は、その「自筆物」に拠つたものであろう。華雀の『色蕉句選』に中七が「青葉なが 
らや」となつているが、その根拠を知らない。 

句はもてなしに出た物を機縁として、謝意をこめた挨拶としたまでである。 

其時の饗応に苣をどうかしたのと茄子汁とがあつたと見える、時は五月であるから苣は追々長けて亡くなる頃ぢ 
やのに未だ亡くなりきらず青葉ながらにゐるし、又茄子の時候には早いのに既に茄子汁を喰つた、苣と云ひ、茄 
子汁と云ひ、誠に珍しき物ばかり頂戴して御馳走様であつたといふやうな意で、而して表面は唯だ客観的に実物 
を打見てそれを愛で賞したこと X なつてゐるのぢや。 (内藤鳴雪『評釈』) 

「ち さ」 は、 ……春の柔かい葉を下葉から搔き摘んで食べる。苦味があり、茄でて食べるのが普通である。夏に 
なると黄色い頭状花を 開く が、この時はもう夏になつているのに まだ 柔らかい青葉の料理を出され、終り初物と 
してその珍しさを賞したのである。一方、茄子汁は初茄子で、もちろん珍重すべきものである。 つまり、 初物に 
も終り初物にも、心の籠つたもてなしを感じ取つたのである。 (山本健吉氏『色蕉全発句』) 

等の説が行き届いている。「ちさ」も汁の実とする説があるが、汁とは別と見たい。 
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孤さみだれの空吹 おとせ 大井川(色蕉翁真跡集} 有磯海.泊船集.蕉翁句集草稿•蕉翁句集 

島田には塚本氏•杉本氏などいひて、久敷音信馴し方あればとて、おぼつかなき五 
月の空をはらす 

五月雨や雲吹落す大井川—翁行状記) 

さみだれの雲吹おとせ大井川 S 日記) 

夏季(さみだれ)。 

Eg ! 〇 さみだれの空 梅雨期の大雨を降らす天候。 「 IHJ は空模様を主としていい、天空の意を含む。 ( Ivg ) 参照。〇吹 おとせ 
「吹き落せ」。風への呼び掛け。「茴香の実を吹落す夕嵐去来僧や k さむく寺に かへるか 凡兆」 (『猿 蓑』卷五) 「 Fuqiuotoxi, 
su , Oita. 」(『日葡辞書』)。 

暗い梅雨時の空模様。大雨に物凄い風まで加わっている。風ょ、いっその こと 五月雨の降る この 空を、吹き落 
してしまえ。水嵩の増した大井川は滔々と流れて行く。 

RM 「大井川水出て、島田塚本氏のもとにと ゞ まりて」 (『有 磯海』 『泊 船集』 『蕉翁句集草稿』) r 大井川水出て」 (『蕉 翁 句集』) 
等の前書がある。島田に書き遺した『芭蕉翁真跡集』所収真蹟懐紙の摸刻の中に、 r ちさはまだ」の句に続いて見え、 
路通の『芭蕉翁行状記』にも、元禄七年五月西上の旅中の句として掲げられているので、同月十五日から十八日まで 
島田の如舟亭に滞在した間の句と見られる。「ちさはまだ」の句の条に引いた芭蕉書簡の文面にあるょぅに、十五日 
夜は「大雨風一夜あれ候而、当年之大水」(閨五月廿一日付曾良宛)となったのである。 

この句では「空」と「雲」の異同が問題になる。『笈日記』の「雲」は支考の誤写の可能性もあるが、また一方、 
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前の句の条に記したように、如竹に遣わした真蹟がそうなつていたとも考えられ、一概に却け難い。「雲」という句 
案もあつたことは認めてよいが、如舟に贈られた真蹟(『真跡集』所収)と板本初出の『有磯海』が共に「空」であるか 
ら、ここでは「空」の句形を本位句とする。『行状記』の句形は、「雲」の句案が不正確に伝わつたのであろう。 

この句は古来、「大井川」への呼び掛けか、風への呼び掛けかで説が分れている。 

……此句意は晴を可 X 祈力もなく、終には大井川に対して願ひたる趣也。陰雲覆ひ 1 g さても降続く空を、此急流 
の激る如の風勢を以て、一度雨雲吹流せ。然ラば快く晴て、水重も落なんと願たるべし。何れにも皐月雨を強く 
佗たる吟也。(信天翁『笈の底』) 

という説は大井川への呼び掛けと見ているが、「急流の激る如の風勢を以て . 雨雲吹流せ」というあたり、迁棲を 

合わせようとして、無理を犯していると言わざるを得ない。幸田露伴は、 

幾日も降りつづいた雨で、濁流の色と、雨雲の色とが一つ色に物凄い勢ひで流れてゐ る。 恰も これ 水雲中より来 
る……の感で、その濁流の大井川に向つて「雲吹き落せ」と呼びかける心である。吹き落せとは無論風を云つて 
ゐるのであるが、風と云はずして、大井川に向つて云つてゐるやうにしたところは句の手である。手の利いた句 
といふものだ。(『色蕉俳句研究 . D 

と述べており、実質的には風への呼び掛けとしながら、謂わば表現技巧として大井川に呼び掛けたように作つたと見 
ている。しかし、「句の手」とするよりは、 

五月雨が降つて大井川は滔々と流れ為めに自分は止められてゐる。この五月雨の雲を吹落せよ、この大井川へ一 
時に吹落して流してしまへよと風に希望したのである。文字に拘泥すると五月雨の雲を吹落してくれと大井川に 
希望するやうであるが、吹くといふ字があるから風の字はなくとも風に希望するので、それを落す所を大井川へ 
落せといふたのである。力の強い句法で実に雄大にして爽快といふ 可きぢ や。 (内 藤 鳴雪『評釈 fc 






60 


という見方の方が説得力があろう。志田義秀博士も、 r 春雨や蓑吹きかへす川柳」「四方より花吹き入れて鳩の波」 
「しほらしき名や小松吹く萩薄」等、風をいわずに「吹く」とのみ言った例を挙げて「風」への呼び掛けと見、「大井 
川」は吹き落される場所を規定したものとしておられる。また「雲」と「空」の相違については、 

雲と案ずることは芭蕉ならずとも大抵の俳人の案じ得る所であらう。併し空と案ずることは恐らく容易ではない。 
言は V 凡慮の及び難い所である。同時にそれは奇抜過ぎると感ぜられる程激情の表現としては雲よりも遥かに強 
力である。芭蕉が雲の方を捨て、空の方を取つたのも恐らくかうした意趣からであつたらう。……この句は芭蕉 
の作中でも類の少ない、よい意味に於ける一奇作と云ふべき秀吟と云へよう。(『色蕉俳句の解釈と鑑賞』) 

として、句の価値を高く評価された。これに対して山本健吉氏は、 

……これでは大井川を単なる容物にしてしまったわけで、句の勢いが死んでしまう。……この句に「濁流の色と、 
雨雲の色とが一つ色に物凄い勢ひで流れてゐ る」 様を読み取るならば、上の五.七の激しい句勢を承けるのに、 
r 大井川よ」と呼びかける形を以てしなければ、腰くだけになってしまうので ある。(『色蕉その鑑賞と批評』) 

と述べておられる。しかし私は、大井川に対して「吹おとせ」と呼び掛けるのは、やはり納得が行かない。「吹き落 
される場所」とか「容物」というと浅薄に聞えるが、「大井川」はもう少し広く、謂わば「句の場」なのである。だ 
から、「風よ/いっそのこと五月雨の空を吹き落してしまえ。水嵩の増した大井川は滔々と流れる よ」とまと めれば 
良いと思う。句の場を設定した r 大井川」が、呼び掛けのようにも取れるとすれば、其処は句作りの難点であって、 
秀吟とまでは言えないであろうが、自然が暴威を振う豪宕さをあらわした、「空吹おとせ」の強い表現は、やはり評 
価すべきものを持っている。川止めに遭って動くに動けず、陰雲とざす空を見上げて、晴れを願う気持なのである。 
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五月雨や蠶わづらふ桑のはた g » 庵小文庫) 


陸奥衡•続猿蓑•泊船集.花橘.蕉翁句集 . 
論為弁抄 


五月雨や蠶わづらふ桑ばたけ <韻塞> 

夏季(五月雨)。 

i 〇五月雨「サミダレ」。〇蚕わづらふ「蚕1ふ」。「蚕」は、絹糸を製する為に飼養される昆虫。春に孵化し、桑の葉を食 
ベて成長する。幼虫の間に四回脱皮し、老熟して繭を作るが、その脱皮の間が食物をとらない眠りの時期で、飼っている間に病気 
に罹るのが「わづらふ」即ち病蚕である。「蚕」は春季であるが、ここは「五月雨」が季として立ち、 r 蚕」は rss 蚕」になる。 
「かひ屋 j ( m 492) 参照。「病蚕をば、跡をかゆる時拾ひ残して、跡もともに家外へ捨るもの也。その雨にた、かれていと V *哀なるさ 
まをみ給ひ、いへりけるにや」(杜哉『蒙引』)「和に生ずる者、……春初に至て蛹より蛾を生ず。俗に蝶と云。此者紙に卵をへり附 
る也。此卵より妙出る。和に蟻子と云、ちいさき蟻のごとし。此妙に新芽の桑を細に！！て振りかけぬれば、是を喰て蚕の形と成長 
する也。古書の説のごとく、殊に不浄を忌者なれば、蚕屋丼棚などには注連を引、あたらしき薦を敷まふくる也。年始正月十五日 
は蚕屋払……とてあり。養ふ者蚕を呼て姫と称す。拠ある歟。総て此者神代より説あれ共、養蚕し糸取事、専ら欽明天皇の御宇よ 
り始ると聞ゆ」(『滑稽雑談』) r 機嫌能かいこは庭に起か、り野坡小昼のころの空静也利牛」(『炭俵』占 r 鶯の路には雪を掃残 
し馬莧しなぬ合点で煩ふて居る沾圃 J (『続猿蓑』上) rcaico .」 rvazzurs., 6 , 6 ta . J (『日葡辞書』)。〇桑のはた「桑の畑」。 
「桑」はクヮ科の落葉樹。その葉が蚕の飼料になる。「椹」 ( Ig ) 参照。「はた」を「端」と取る見方もあるが、漢字を宛てた本は 
皆「畑」であって、「端」は一つもない。『韻塞』の異形も参考にして、「畑」の意とするのが当然である。「麦かりて桑の木ばかり 
残りけり作者不知」(『あら野』卷三) 「 cuua . 1 , cuuano qi . J 「 Fata . 1, fataqe . 」(『日葡辞書』)。 

i 五月雨がじめじめと降り続く。病気に罹った蚕が桑畑に捨てられているよ。 

—さきの「鶯や」( I )の句の条に記したよぅに、この句は支考の『十論為弁抄』第九段に「鶯や」の句と共に引 
かれ、『白氏文集』の「老鶯 j r 病蚕」の語に興味を感じて作った由が見えて、「蚕」の句に関しては、 
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蚕は熟語をしらぬ人は、心のはこびをえこそ聞まじけれ。是は筵の一字を入て、家に飼たるさまあらんと、其句 
のま に申捨られしが、例の泊船集に入たるよし。今に其集をくやむ事は、それらの1#;)おほければとぞ。げに 
も、煩ふに筵とあらば、故事にも古語にも及まじ。これらを裁入の鑑とすべし。 

と述べてある。内容のことは後に触れるとして、 r 鶯や」の句は島田から江戸の門人に報ぜられたと見られるので、 
「蚕」の句も島田滞在中までには出来ていたと推定してよかろう。『蕉翁句集』に元禄五年の部に出しているのは 信じ 
難く、支考の関与した『続猿蓑』に見えることからしても、支考の所伝の方が信憑性がある。『韻塞』の異形は小異 
に過ぎず、問題にはならない。 

古注には、蚕が病に罹るのではなく、蚕のことを思い煩うのだと解する説が見えるが、白楽天の詩の「病蚕」から 
案ぜられた句という支考の記事がある以上、見当ちがいである。 r 病蚕」の語そのものは白詩に見えないようだが、 

露伴は『白氏文集』卷乓「効，，陶潜体一詩」十六首丼序の一首に「東家采為婦、雨来苦愁悲、簇，5北雲刖一雨冷不/ 
成ビ糸」(東家に桑を采る婦、雨来つて苦だ愁悲す。蚕を北堂の前に&めて、雨冷うして糸を成さず)とあるのを挙げ 
て、「情は此詩に似たるかた あり」(『評釈 続猿簑』)と言って おり、 同じく白詩 「 pi 侍御多雨春空過詩三十韻一」に 
「預怕 x 為二蚕病こ ( 預じめ蚕の病を為さんことを怕る)の詩句があることも指摘されている(『新日本古典文学大系.色蕉七 

部集.！)。 • 

句の解には、屋内.戸外種々の説があり、 

……桑畑の中に蚕が病んで居るのではなく、唯だ漠然と其時の心持を叙して場所を明白には言はなかつたのぢや。 
即ち五月雨が降りつ ゞ くので蚕がわずらつてゐやう、桑畑は不相変雨中の景色ぢやといふ程の感想に過ぎぬ。 
(内藤鳴雪『評釈』) 

というのも一説ではあろう。しかし、私は左に引く太田水穂説が確説と思う。 
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……桑畑に蚕が煩ふといふのはよく見る ものです。 私の方(注、 信 州) で 蚕を飼ふ時、病蚕、煩 ひ 蚕は皆桑畑に穴 
を掘つて埋める のです。 しかしよく穴から這 ひ 出して桑の木にのぼるの です。 のみならず蚕糞を棄てる時一緒に 
掃溜にあけられた病蚕もよく桑の木にとまるの です。 之は芭蕉が桑畑の桑に病蚕のとりついてゐるのを見て詠ん 
だものと甲3 ひます。 (『続芭蕉俳句研究』) 

これは〔語釈1__1の条に引いた『蒙引』の説と揆を一にしており、こうした場合を材としたものであることは疑いある 
まい。もとより芭蕉がこの旅中にそういう情景を見たとは限らないが、何時か実見したことがあつたものが、白詩を 
思い出した時に句想としてまとまつたものと思われる。日常卑近の世界を五月雨の季節感と共に描いた句として成功 
している。 

さて、そのように見た場合、『十論為弁抄』の支考の記事が問題になりはしまいか。文の趣旨は、「病蚕」という語 
を知らない人には、この句に籠められた気持が分らないだろうからと、「筵」の字を入れて屋内の養蚕であることを 
はつきりさせようとしたが、うまく行かずに打ち捨てたということのようで、『泊船集』の杜撰さを難じている。こ 
れは同書に色蕉の捨てた句を採録したことを非難したのか、それとも「はた」と仮名書きで出したことを問題にした 
のか分らないが、それは兎に角として、支考自身 i に関係した『続猿蓑』に「桑の畑」と出ていることは、どう考 
えていたのであろう。「畑」とすれば当然「家に飼たるさま」とは見られないわけだから、『為弁抄』の所説と矛盾す 
ることになる。山本健吉氏も、支考の所伝には早吞み込みによる誤解がありそうだと見ておられるが、『為弁抄』は 
色蕉在世時より遥かに時を隔てた享保十年の刊行であり、支考の記憶や考え方に混乱が生じていたのかも知れない。 
「筵」の語を入れた別案の信憑性は甚だおぼつかないのである。山本氏はまた、句の背後にある作者の気持を次のよ 
うに見ておられる。 

この句は、それほど強い主観の裏打ちがあるわけではないが、……「病蚕」に自分の病弱をかこつ気持は、籠め 
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られているとすべきだろう。少くとも「老鶯 j 「病蚕」の一||一暴に対する共感度の深さは、単に古い詩句に見出だ 
して興趣を覚えたというより、もっと深い心の底からの共感なのである。……この旅中、身の煩いをかこってい 
たことは、今日残る書簡の中からも、しばしば拾い出すことができる。あるいはそれ以上に、孤独感.寂寥感が、 
彼の心をむしばんでいる。桑畑における病蚕の孤影に、自分の心の影を見ているのである。 (『芭蕉その鑑賞と批評』) 

竹ノ讚 

S 53 たはみては S まつ竹の氣しきかな II 一河小町.蕉翁句* 

冬季 (雪)。 

ii 〇竹ノ讚「竹ノ讚」。竹の画に賛した句であることをいう。「讚」は「賛 J に同じ。既出 i 吩前書等)。〇たはみては—み 
ては」。竹が弓なりに曲っているさま。「たはみ」は「たわみ」と書くのが正しい。既出 ( n € 3 。 〇雪まつ竹の気しき「9?伊つ怖 
の気色」。雪を待っているかのような竹の様子。このような意味の「気しき」は既出 ( BI )。 

ai この画の竹の携み方は、如何にも雪の降るのを待っているような様子だなあ。 

■■「伏見.にて」(『三河小町』)「竹之賛」( I 翁句集』)等の前書がある。『笈日記』雲水部嶋田の条に、「ちさはまだ」 
(咖)「さみだれの」( 55; )の句の前書を含む真蹟を紹介したのに続けて、標掲の形で出ている。滞在中の模様を報じた 
閏五月廿一日付曾良宛書簡に、「奉書に竹などをかきてとらせ」(五六頁参照)とあるのに当ることは確かであろう。翌 
年支考が島田へ行って記録したのである。「雪」が季語になっているのは画賛としての興で、当面の季節とは関係が 
ない。 『三 河小町』 S 雪撰、元禄十五年刊)に「伏見にて」とある前書は、何かの錯誤と思われる。但し、旧作を書いた 
とすれば、「元禄 二 年冬、伊賀から奈良を経て上洛した折の、伏見での作か」(山本健吉氏『全発句』)という考え方も出来 
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ょう。『杉風句集』に中七を「雪もつ竹の」 として 収めているのは、作者•句形共に信じ難い。 

「たはみては」は仮定ではなく、画いた竹が既に曲つているのである。 

竹を打見るに、其梢は撓むで幾分か斜に成つてゐる、其様が恰も雪が此身に積れかしと待つてゐるやうである 
左様な竹のけしきであると言ふのぢや。(内藤鳴雪『評釈』) 

という解が総てを尽している。雪を待つのは、竹の姿に興じた芭蕉の気持でもあつた。 

尾州野水新宅 

脱凉しさを飛驛のたくみが指圖哉(陸奥衛} 蕉翁句集 
閑居をおもひ立ける人のもとに行て 

凉しさはさし圖に見ゆる住居哉 S 日記) 一泊船集 
野水亭にて 

凉しさは指圖にも知住居哉 i 草日記) 

野水閑居をおもひ立けるに 

凉しさは柱にみゆる住ゐ哉 i 翁句集) 

かくれ家やさし圖を見るも先す ゞ し S 巾書留) 

す V しさの指圖にみゆる住居哉(色蕉翁真蹟拾遺} 

夏季(凉しさ)。 

〇尾州 野水新宅 「ビシゥヤスヰシンタク」。「尾州」は、尾張(名古屋を中心とした今の愛知県西部の旧国名)のこと 。 r 


野 
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水」は名古屋の蕉門俳人。『冬の日』以来の古い門人である。既出 (n | 前書)。野水が新しく建てた家を訪ねた時の吟なのである。 
この家は隠居所として新たに建てられたものであった。〔考；一参照。 ◦飛驛のたくみが指図 「飛_の匠が指図」。「飛驛 J は、今の 
岐阜県北部の旧国名。「たくみ」は、家を建てる工匠、大工をいう。昔飛驛から毎年工匠が召されて上京し、公役に就いたので、 
この国の匠が有名になった。個人の名のように扱った説話もある。「指図」は、家の設計図。「が」は所有格である。「まさきわる 
ひだのたくみやいでぬらん村雨過るかさとりの山」(『山家集』中)「蓬萊や舟の匠のかんなくず湍水」(『あら野』卷二)「あからむ 
麦をまづ刈てとる里圃口''^に寺の指図を書直し馬寛」(『続猿養』上) 「 Tacumi . J 「 saxN - zu . 」(『日葡辞書』)。 

31 涼しさを旨とした、飛騨の匠のような名工の引いた設計図ですな。結構な御新宅の趣が今から思われます。 
*2* 五月十九日に島田を立って大井川を越した芭蕉は、二十二日には尾張鳴海の知足や熱田の桐葉宅に立寄ってい 
る。名古屋の荷兮亭に草鞋を脱いだのも同じ日であったろう。荷兮亭には三泊しており、その間の詳細は次の句で触 
れるが、当面の句はこの名古屋滞在中に、野水の新宅を訪ねた時の吟である。それが何日の事だったかについては、 
『知足斎日々記』元禄七年五月の条に、 

廿三日なごや行。江戸芭蕉翁京町備前屋忠三郎方に見廻。 

とあって、京町備前屋(野水の呉服屋の屋号)に居た芭蕉を知足が訪ねたことが知られる(「忠三郎」は野水の弟)。 
『陸奥衡』の fl 書にある「野水新宅」を芭蕉が訪れたのは、恐らくこの日に違いない。名古屋滞在中、芭蕉は荷兮亭 
に宿泊していたので、備前屋には泊っていたわけではなく、たまたま訪問していた先へ知足が尋ねて行ったのであろ 
う。大虫の『色蕉翁真蹟拾遺』所収の五月十一日(「閏五月廿一日」の誤写)付杉風宛芭蕉書簡に、 

野水隠居所支度の折ふし 
凉しさを飛驛のエがさしづかな 
す V しさの指図にみゆる住居哉 
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句作二色之内、越人相談候而、住居の方をとり申候。飛驛のたくみ、まさり可申候。 

とあるのは、句案に関して大いに参考になる。つまり、芭蕉は二種の案を作り、同道した越人と相談の上、「住居哉」 
の方を定案としたが、芭蕉個人としては「飛驛のエ」の句案の方が勝ると考えていたのである。「住居哉」の方に決 
したのは、越人の意向を尊重したのであろう。作者自身が「飛驛のエ」の方がすぐれていると考えていたことが明ら 
かである以上、これを本位句とするのが当然である。「住居哉」の句形については、 『笈 日記』尾張部に、 初 五を「凉 
しさは」として収めているのが問題で、杉風宛書簡も原物ではないから、何れとも決め兼ねる。今栄蔵氏が、荷兮系 
の俳人と支考との関係が疎遠であることから、支考はこの句の芭蕉真蹟など確かな資料を見ていないとして、「凉し 
さは」には信憑性がないとしておられる(「蕉 句句形誤伝 考 抄」— 『中央 大学文学部 紀要 五十一号 fe ことを、参考までに挙げて お 
こう。庵原素巾の書留 (元文五年八月十五日起筆) に見える「かくれ 家や」 の 句 形は、楓扇の話によればこれが 初 案 だっ 
たという。楓扇は野 水と 交わりがあったらしい人で、この句形が 信じ 得るとすれば、「指図にみゆる住居哉」に先立 
つ案と思われる。他の異形は何れも誤伝とおぼしく、問題とするに足りない。 

杉風宛に「隠居所支度の折ふし」とあるところを見ると、「野水新宅」は出来上っていたわけではなく、まだ工事 
中だったのであろう。その設計図を見せられ、工事場を案内されたりして、「す V しさの指図にみゆる」と案じたの 
である。『徒然草』の「家の作りやうは夏をむねとすべし J (五十五段)という一節が芭蕉の頭にあったかどうかは兎も 
角、「す ゞ しさ」は当季の語であり、隠居する野水の俗世に関わらない清閑の心境をも思わせて、恰好の挨拶になる。 
それを更に一段すり上げたのが「飛 p のたくみ」の句案で、この語を入れることによって興じた俳意が強調されるの 
である。杉風宛で、越人と相談の上「指図にみゆる住居哉」に決めたといいながら、直ぐ続けて「飛驛のたくみ、ま 
さり可申候」といったのを不審とする向きもあるが、閏五月廿一日付曾良宛書簡に「名ごや古老のもの共は、少俳諧 
も仕さげたる様に相見え候」とあるのを参照すると、芭蕉はこの時期荷兮.越人らを信用していなかったのであって、 
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その不信は彼等の鑑識眼に も 及んでいたであろう。その場では融和を旨として越人の顔を立てた けれども、 実は 「飛 
騨のたくみ」の方が良いのだという作者自身の評価を、端的に示しているのである。 


去年元祿七年、前の五月なるべし。尾張の國に入て、舊交の人<に對 


世を旅に しろ か 


く 


田の 行戾り(晉記) 


芭蕉翁行状記.陸奥衞.泊船集.春草日記.今 
日の昔•蕉翁句集.世中百韻•かほり山 


いぬの夏 

荷兮亭 

世は旅に代かく小田の行戾リ(ゅずり物) 

夏季(しろかく)。 

〇 去年元禄七年 「去年」は、『笈日記』の成稿刊行された元禄八年から見て前の年をいぅ。この書で「去年」といった場合 
は、凡て元禄七年を指すことは前述した( VI )。以下の前書は支考の文である。「去年の今宵は夢のごとく、明年はいまだきたら 
ず」(支考「今•宵賦」—『続猿蓑』上) 「 Qionen . Sannuru toxi . J (『日葡辞書』)。〇 前の五月なるべし 「1の5:7^1::」は、元禄七年が閏 
五月があった年なので、閏でない方の五月を「前の」といったのである。(本冊三四頁の素龍の文参照)。「元禄十一寅五月吉日」 
(『続猿蓑』井筒屋奥書) 「 Goguar 1, goguachi .」 (『日葡辞書』)。〇尾 張の国に入て 「尾張の国に A 1 りて」。「尾張の国」は、今の愛知 
県西部の旧国名。既出…ぞ刖書)。「尾州」 ( vg 前書)参照。〇 旧交の人< に対す 「 1014 <の Alf に紙す」。旧くから交わりの 
あった人々に対して、挨拶として詠んだ句の意。「旧交の人^-」は、荷兮•野水•越人ら名古屋の門人達を指す。「旧交ノ友サへ 
来ラネバ J (『太平記』卷三十九)「田家の人に対して」(『続猿蓑』下、洒堂発句「山吹も」前書) 「 Taixi , suru , ita . i , MUC 6. …… Fitoni 
taixite m 6 su . 」(『日葡辞書』)。〇 世を旅に この「世」は、生涯の意。「としくれてわが世ふけゆく風の音に心のぅちのすさまじき 
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かな」(『紫式部日記』)。〇しろかく小田の行戻り「代搔く小田の行き戻り」。「しろかく」は田植の前に植え fti (田植をする区画) 
を馬鍬で搔きまわすことをいう。そのあとに早乙女が早苗を植えて行くのである。馬鍬は ーメートル余の横棒に七、八本の鉄の歯 
が櫛状に並んだもので、これを牛馬に引かせ、牛馬の鼻取りと馬鍬を押す役の二人がつく。今はモーターの付いた耕耘機が普及し 
たので、このような作業は見られなくなつた。「小田」の「小」は接頭語で、「田」というに同じ。代搔きの作業に田を行つたり来 
たりするさまが r 行戻り」である。「代かくやふり返りつ、子もち馬」二茶『八番日記』)「麓の小田に早苗とる哥、蛍飛かふ夕闇の 
空に水鶏の扣音、美景物としてたらずと云事なし」(「幻住庵記」)「鯉の鳴子の綱をひかゆる孤屋ちらばらと米の獻場の行戻り 
芭蕉」 (『炭俵』 下) 「 voda . p . Ta .」「 Modori .」 (『日葡辞書』)。 

Bass 私は生涯を旅に過して来たが、それは丁度田の中で代搔きをす る 農夫が、絶えず行きつ戻りつして いるよう な 
ものだつた。兎に角久しぶりで皆さんに会えて嬉しい。 

■2 ■「名護屋にて」(『芭蕉翁行状記 J 1) 「行くて尾州荷兮が宅に汗を入」(『陸奥衡』 ) 「尾崩に入ての吟とかや」(『泊船集』) 
「荷兮亭にて」(『春草日記』)「なごやにて」(『今日の昔』)「尾張にて旧交に対ス」(『蕉翁句集』)「尾張国に入て」(『世中百韻』) 
等の前書がある。元禄七年閏五月廿一日付の杉風宛書簡(『色蕉翁真蹟拾遺』所収)にも「荷兮方にて」と前書して掲げら 
れており、最後の旅で西上の途次、名古屋の荷兮亭で成つたことは確かで、『笼日記』前書の支考の推定とも一致し 
ている。これを発句とした歌仙を収めたのが『ゆずり物』(杜旭稿、元禄八年成)で、連衆は芭蕉の外、荷兮.巴丈•越 
人.長虹.桃里.傘下•桃首.大椿•初雪らであつた。その前書「いぬの夏」の「いぬ」も、元禄七年甲戌の歳を指 
している。しかし、その初五「世は旅に」は孤立した所伝で信じ難く、措辞としても「世は」は、のつけから観相的 
気分が露骨になるので、「世を旅に」の方が穏当である。 

この旅で芭蕉が名古星の荷兮亭に滞在したのは、当時離反の動きを見せていた名古屋蕉門の故老達に、以前の通り 
隔意のないことを示して、融和をはかる為であつた。これより さき 元禄四年秋に、路通の さまざまな 不信実な所行を 
めぐつて、野水•越人.凡兆らが芭蕉の面前でその非を鳴らし、これをきつかけに師翁から遠ざかるに至つた が、 こ 
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うした人事関係の行き違いの上に、芭蕉のしきりに唱道した「軽み !_• への無理解が加わって、離反の動きが顕著にな 
ったのである。俳書では元禄六年九月の『瞻弓』(壺中撰)と、同十一月の『曠野後集』 (荷兮 撰)とがその代表とされ、 
後者に於いて、名古屋蕉門の中心人物荷兮は、遥か過去のものになった古風の俳諧への同感を表明して、日々新たな 
らんことを期する芭蕉とは全く逆の志向を示した。これに対して色蕉は、元禄六年正月廿七日付の凡兆の妻羽紅に宛 
てた書簡で、 

なごやのやつばら共、いよ < 不通に成候と相見え候。 のこり 多候。 

と、夙くも遺憾の意を表したが、『曠野後集』の露骨な反抗的態度に怒った去来が、度々手紙を よこした のに対して 

荷兮集之事日//に御申越、其仕かた賤敷凡情を願し候事、御とがめ尤に被存候。 され 共平人の情、常之事に候へ 
ば、少も御とんぢやく被成間敷候。万世に俳風の一道を建立之時に、何ぞ小節胸中に可置哉。彼等に似合敷 
心指にて候。立廻るうちに古く成候て、既三つ物、五年七年此方一動の働も見えず候。(正月廿九日付去来宛) 

と、問題にしない態度であった。色蕉にとっては「万世に俳風の一道を建立」することが何よりも大切なことで、 
「平人」の「凡情」は「常之事」に過ぎず、五年七年この方少しも新しい方向へ動こうとしない彼等の古さこそ指弾 
すべきことだったのである。しかし一方、一門の統率者として、故のない誤解や感情的なしこりは出来るだけ除いて 
置きたいわけで、そういう意味の和解を期した今回の訪問であった。師翁を迎えた名古屋の古参門人達の様子は、当 
時の芭蕉書簡に左の如く委しく書かれている。 

荷兮へ寄候而三夜二日逗留、荷兮よろこび、野水•越人同前に而かたりつ V け申候。朝飯夕飯夜食、一日に三所 
づ、の振舞に而、是非得まいらざる方々音物それ<^に心をつかひ、例のうはきもの共さはぎの、しり候。越人 
かたへは朝飯に参、夏大根の人参汁、一風流と作をはたらかせ候。……名ごや古老のもの共は、少俳諧も仕さげ 
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たる様に相見え候。旦藁と云ものは頃日商ひにか X り、風雅もやめて居申よし、てんぼ 成う はさなど相き こへ 候。 
(閏五月廿一日付曾良宛) 

細道行脚以後、名古屋蕉門は蕉風の流行に取残された形で、元禄四年十月の帰東の際にも、芭蕉は熱田に足を留めな 
がら、名古屋は素通りしてしまった。絶縁とか離反とかいっても、その原因は、芭蕉の眷顧が薄くなったことに対す 
る僻みに発していたのであろう。だから、師翁が斯うして昔通り訪ねて来て親しく接して呉れるのを見れば、わだか 
まりも解け、大騒ぎして歓迎するのであった。荷兮亭逗留は「三夜二日」(曾良宛)「三宿二日」(杉風宛)とあるから、 
五月二十二日の夕方に着いて二十五日に立ったわけで、「世を旅に」の発句に始まる歌仙は、二十三、四日の間に成 
ったことになる。ここに至るまでには複雑な経緯があり、師弟の間の微妙な感情の鍵れが背景にあったのである。 
生涯を旅に、街道を行きつ戻りつして過して来たことを、「しろかく小田」の農作業に譬えた句であるが、 

田に水を入て牛にてかきならすを、しろかくと云。其如く旅に行つ戻りつすると也。(正月堂『師走 索』) 

長き日を一日往かへり-^代かくは、世渡りも則旅なるに似たりと、苦をもおもひおこたらぬ業を見て、己をか 
へり見る心有べし。(東海呑吐『句解』) 

とある両説では、比擬の関係が逆になっている。句の主意は旅に過す作者の境涯にあるのだから、後説のように解す 
るのが非であることは言うまでもない。代搔きの作業を採り上げたのは、その時の属目であったか、或いはそれまで 
の旅路で見たことが、偶々念頭に上ったのであろう。「しろかく小田」は飽くまで譬喩にとどまり、象徴といった表 
現とは聊か異なるけれども、自らの生涯を顧みてふと漏らす溜息のような調子が、句全体に行き渡っている。加藤揪 
邨氏が、 

「代搔く」は単なる比喩ではなく、旅中眼前に見てきた代搔きに、同じ街道を行き戻りして旅に生きる自分の墳 
涯を思いあわせた実感である。旧交の人々に再会した喜びよりも、旅の中に流転する自分の姿をひとり観じてい 
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るような、言いようのない寂しさが揺曳し、挨接の句らしい弾みがかげをひそめてつぶやきに似てきている。 
(『芭蕉全句 t 

と見ておられる通りである。 


露川が等さやまで道おくりして、共にかりねす 
水鷄なくと人のいへばやさや泊り备碳海) 


S 蕉翁追善之日記.笈日記•ゆずり物.泊船 
集.四山集.蕉翁句集草稿•蕉翁句集 


夏季(水鶏)。 

_〇 露川が等 「露川が等」。「露川」は、沢氏、名は市郎右衛門。伊賀の友生の出身で、名古屋札の辻の数珠屋渡辺家の婿養子 
となったが、後旧姓に復した。元禄四年冬色蕉に入門し、宝永期に隠居後は諸国を行脚して俳壇に地歩を築いた。俳風は平俗であ 
る。寛保三(一七四一一一)年八月二十三日歿、享年八十三。〔考1_1で述べるように、この時露川は素覧という門人を帯同していたので、 
「等」といったのである。「孤星•野坡.利牛らは、常に芭蕉の軒に行かよひ、……十あまりな、の文字の野-風をはげみあへる 
輩也」(『炭俵』素龍序) 「 Tomogara . 」(『日葡辞書』0 0さやまで道おくリして 「佐屋まで道送りして」。「さや」は、今の愛知県 
海部郡佐屋町 , 〇木曾川の支流に沿い、桑名•熱田間七里の渡の脇道となる街道が走っていて、ここから桑名へ川舟の便があった。 
既出 ( H 336 前書)。「道おくり」は、旅人を途中まで見送ること。〇共 にかリねす 「共に仮寝す」。「かりね」は、ここでは旅先で宿 
泊すること。この時色蕉ら三人は、佐星の山田氏の家に宿泊した。「覚やすき夢の面影中-^にかりねくやしきさよの山かぜ 
法眼専順」(『新撰1玖波集』卷十一) 「 carine .」 (『日葡辞書^。〇水鶏なく「水鶏鳴く」。「水鶏」は渡り鳥で、戸をたたくような音 
を立てて鳴く。既出 ( ml )。 〇人 のいへばや 「人の言へばや」。人が言うからですよ。「や」は詠嘆の切字。疑問ではない。〇 さ 
や泊リ 「佐屋泊り」。佐屋で泊ること。「いなづまや堅田泊の宵の空」(『蕪村自筆句帳』〇 
i 佐屋で一晚御厄介になるのは、此処は水鶏のよく鳴く所だと、連れの者が言うからですよ。 
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■ H 「隠士山田氏の亭にと V められて」(『哀 日記』) 「戌の五月隠士山田氏の亭にと ゞ められて」 (『ゆずり 物 J 1) 等の前書が 
あり、『泊船集』と『蕉翁句集』の前書は『有磯海』と同じである。 r 戌」は元禄七年甲戌の歳であって、 この 前後の 
ことは当時の色蕉書簡に委しく書かれている。即ち、 

露川方は荷兮と出合無之故、逗留之内だまり候て、町はづれ一里余まで荷兮•越人大将に而、若きもの共不残送 
りて出、餞別の句など道 AZ 申候。 

麦ぬかに餅屋のみせのわかれ哉 かけい 
別れ端やおもひ出すべき田植哥 傘下 
其外先わすれ候。越人も挨拶など御座候。かけい方わかれ候跡を、露川、門人独召つれ、道に而待かけ、 さやま 
でつき参候而 、さやに 半日一夜と V まり、不埒成云捨十句計、俳談少 k 説きかせ候。是は元いがの在辺の生れに 
而候故、年^-いがへ参候間、正月比いがへ可参とわかれ候。(閨五月廿一日付曾良宛) 

とある外、同じ日に書かれた杉風宛にも「佐屋へ廻り候処に、荷兮例之連衆道に而ぬけがけ待受候而、又佐屋半日一 
宿逗留」と見えている。佐屋での「不埒成云捨十句計」は、『笈日記』と『ゆずり物』に収められた歌仙の前半で 
(後半は支考らが加わって後に巻き継いだもの)、前半は芭蕉•露川•素覧の三吟である。支考の『芭蕉翁追善之日 
記』元禄七年十一月十六日の条に見える露川らの芭蕉追悼句文の中にも、 

老翁回国のみちくさを素覧とともに見送りして、其夜は佐屋の泊に名残を惜しみければ、 

水鶏啼と人のいえばや佐屋泊 翁 

此水鶏の聞捨がたくて、我もいひ人も a ひて、半哥仙ばかりになしすてぬ。あけなん春はかならず伊賀に待べき 
など聞へしは、此夏の事にて ありし か。 

と記されており、露川の同伴した門人は素覧だったことが確かめられよぅ。芭蕉が名古屋の荷兮宅を辞した五月二十 
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五日の朝、荷兮.越人ら大勢に見送られて町はずれで別れた後、荷兮らと交流のなかった露川と素覧が合流して佐屋 
まで行き、其処で一泊した時に「水鶏なくと」の発句が詠まれたのであった。一行を泊めた「隠士山田氏」は、通称 
庄右衛門または太左衛門と伝えられるのみで、経歴などは不明である。 

句形の異伝としては、露川系の伝書『誹諧秘伝付録』に「水鶏鳴くといへばや佐屋の波枕」が初案だったとしてい 
るけれども、どれだけ根拠のあることか分らない。伝書類には兎角胡乱の説をなすものがあるから、用心しなければ 
ならぬ。 

家の主人「山田氏」は露川の知人でもあったろうか。主への挨拶の気持を籠めた即興句である。佐星に泊ることに 
した理由を、此処は水鶏の鳴く処だと人が言ったからとしたのはその場の逸興で、必ずしも事実でなくともょく、そ 
ういう形で露川•素覧をも挨接の場に加わらせたのは、巧みといってょい。「水鶏なくと」で水辺の田園の趣が浮び、 
気散じな旅の気分が横溢している。「いへばや」を「いへばにや」と疑問の意を含めて解する説もあるが、「五月雨の 
降の こしてや」 ( ml ) 等とちがって、この場合疑問と取るのは良くないと思う。 

雪芝亭 

脱凉しさや直に野松の枝の杉(哀日記) 泊船集.蕉翁句集.故郷塚百回忌 
夏季(凉しさ)。 

i 〇 雪芝亭 「セッシティ」。「雪芝」は、伊賀上野の造り酒屋山田屋の主で、広岡氏、名は保俊、通称七郎右衛門。土芳は父方 
の従兄、猿雖は母方の従兄に当る。芭蕉晩年の入門とおぼしく、『炭俵』『有磯海』『続猿袁』等に句が入集した。正徳元(一七二) 
年八月二十八日歿、享年四十二。〇直に「直ぐに」。真直ぐであるさま。「さし柳た V 直なるもおもしろし一笑」(『あら野』巻二) 
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「 suguni .」 (『日葡辞書』)。〇野松の枝の形「野松の枝の形」。 r 野松」は' 野に生えた松。 ここは 野松をそのまま庭に 移し 植えたの 
であろう。「形」は、枝の形そのものをいう。「窓形」 ( VI ) 参照。「家賃ならベる憂をしらずや成美山城の衆に野松を見ても 
らひ一茶 J (『梅塵抄録木一茶連句』)「どれから見ましても、なりのよい御堂で御ざる」(狂言「鬼瓦」)。 

■ ME 3 この庭の松は野松をそのまま移し植えた趣で、真直ぐに枝を伸ばした形が如何にも涼しげなことよ。 

■2 ■土芳の『蕉翁全 1 H 』 元禄七年の条にこの句を引いて、 

此句ハ閏五月十一日ノ夜雪芝庵二遊テ、庭/松/物好モナク植タルヲ興 | 1 シ也。かせん有。 

と書かれている。『故郷塚百回忌』(青吟撰' 寛政五年刊)所収の呉川の句の前書にも、 

わが祖父雪芝亭に松栽させける時に芭蕉のおはして、涼しさや直に野松の枝の形と吟じ玉ひしも元禄七年に して、 
遷化ありし年を同じうし、既に百年になれど、 いま も亭ミと軒端に高し。をの づから 野松の 家と 人 もいへり。 

と、七年作たることを言っており、『全伝』の記事は信ずべきものと思われる。この前日、芭蕉は雪芝(山田屋七郎 
右衛門)に宛てて手紙を書き、 

一昨夕、少持病気味御座候処、昨今は苦労に成申ほどの事にも無御座候。明夕之事、いまだ俳諧心程にも無御座 
候へども、成合に可被成候は M 、 暮ざる内々御見舞可得御意候。 

と述べている。八日夕に持病が兆したが、それ以後大したことはなく、まだ俳諧をする気分にはなれないが、成行任 
せにして下さるなら明夕暗くならないうちに伺ってお目に かかりましょうと いうのである。この予定が実現したわけ 
であるが、『全伝』にいう歌仙は今伝わらない。閏五月廿一日付杉風宛書簡に、「伊賀にて歌仙一巻言捨申 候」と ある 
のは、この時の巻を指したのであろう。 

芭蕉は五月二十六日に佐屋で露川と別れて後、伊勢長嶋と久居に泊って、二十八日に郷里の兄半左衛門宅に到着、 
以来上野に滞在中であった。 
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……廿八日伊賀へ上着申候。……同名此度は殊之外力を得よろこび候而、拙者も別而大悦仕候。(閏五月 ti - 一日付杉 
風宛) 

……いがへ廿八日に上着、同姓悦、旧友土芳.意川.半残、日夜かたりよろこび申候。(閏五月廿一日付曾良宛) 

等の文言によって、郷里での模様を知ることが出来る。 

句は「直に」を「た V ちに」の意に解する説もあるが、やはり妙に庭師などの手に掛けずに、自然のまま枝を伸ば 
した形を「直ぐに」と言ったものと見たい。その野趣を賞することが、そのまま主の趣味を賞めた挨接になるのであ 
って、それは「軽み」に通ずる心でもあろう。この句に因んで、雪芝は野松亭とも号した。 

棚柴付し馬の戾りや田うへ樽(蕉翁句 S 
夏季(田うへ)。 

1 〇柴付し馬の戻リや「黯付けし馬の戻りや」。柴(粗朶の類)を背につけて運んで来た馬の、家への戻りには、の意。「や」 
は詠嘆の切字。「行戻り」 ( vg ) 参照。「をのく肩にかけたるもの共、かの僧のおひねものとひとつにからみて馬に付て」(『更科 
紀行』)。〇田うへ樽「田植袅樽」。田植え仕舞のふるまい酒を入れた樽。「植う」は古くはヮ行、中世以降はヤ行に活用したから、 
「うへ」は何れにしても仮名ちがいである。 「 Taru .」 (『日葡辞書』)。 
ia 背に柴を積んで運んで来た馬の戻りには、田植え仕舞を祝う酒樽を乗せて行くよ。 

■ai 土芳の『蕉翁全伝』元禄七年の条にこの句を引いて、「此句ハ猿雖方二遊テノ事也」とあり、竹人の伝も同様 
である。『芭蕉句選拾遺』には「元七戌蔵田氏に遊ての事也」と注するけれども、猿雖は窪田氏だったから「蔵」は 
「窪」の誤りか。何れにせよ『全伝』の方を信ずべきであろう。季語からして、五月末から閏五月半ばにかけて、郷 
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里に滞在した間の作と思われる。『一葉集』は下五を「田植酒」 として おり、内容は同じであるが、年代の古い文献 
に根拠を見出し得ない。 

猿雖の家は内神屋という富裕な商家で、芭蕉とは若年からの親友だった。 この 句については、地主としての窪田家 
が小作の農夫に温情をかける場面という説もあるが、 ただ 情景を描いた趣の こうした 句の場合、挨拶性に余り こだわ 
る必要はないのではあるまいか。 

……親しい仲だ.から、半日遊びに来ていて、農家の馬が荷を背負って行くのを往きも帰りも見たのだともいえる。 
そのような往来の嘱目に軽く感を発したと取っておいた方がよいであろう。 (山本健吉氏『色蕉全発句』) 

という見方が妥当に思われる。山里に住む木樵などかも知れない。馬に柴を積んで農家に売りに来たのが、帰りには 
酒樽をつけて戻って行く。折柄田植の頃なので、馬に樽をつけていれば、ふるまい酒を貰ったと分るのである。田植 
え仕舞の「さなぶり」の酒であって、連句の例では、 

齢とをしれ君が若袠 墨 

酒のみにさをとめ達の並ビ居て 執筆(『続虚栗 t : 

という付合も見える。 r 柴付し……戻りや」というだけで時間の経過をあらわしたのは巧みといってよい。 

閏五月廿二日 
落柿舍亂吟 

腳柳小折片荷は凉し初眞瓜(市の庵} 

柳ごり片荷は凉し眞 桑う り i 翁句集草稿> 


六月十五日付許六宛書簡.泊船集•東西夜話. 
蕉翁句集草稿.落柿舎日記 

蕉翁句集 
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夏季(凉し•初真瓜)。 

ii 〇閏五月廿二日 「閏」 は、 暦と季節との間のずれを調整する為に設ける余計な時間。太陰暦では三年に一度ぐらい一箇月を 
ダブらせて調整する。元禄七年は五月が二度あったが、その後の方が閏五月である。「前の五月」 (V S 55 前書) 参照。 「元禄 七の 年夏 
閏さつき初三の日」(『炭俵』素龍序 ) rv s .. i , v s . zzuqi . 」(『日葡辞書』)。 〇落柿舎 「ラク シシャ J 。 洛西下嵯峨川端村(今の京都 
市右京区嵯峨)にあった去来の別荘。芭蕉は元禄四年夏にもここに滞在して『嵯峨日記』を書いた。 「題 去来之嵯峨落柿 舎」 (『猿 
蓑』卷二、凡兆発句「豆植る」前書)。 〇乱吟 「ランギン」。連句の会で順番をきめずに連衆から出句させ、宗匠の判断で良い句を採 
るやり方。「出勝ち」ともいう。 〇柳小折 「柳行李」。行李柳の若枝の皮をはいで乾燥させ、麻糸で編んで造った旅の用具入れ。 
小型の物は弁当箱にもなった。「小 折」 は宛字である。「あしたの齡纪は、この«?ブりにいつぱいつめてもらへば、もふほかになん 
にも入申さない」 (『東海道 中膝栗毛』初編) rcori .」 (『日葡辞書』)。 〇片荷 「ヵタ ニ J 。 二つある荷の 一方。 ここは、振り分けにして 
肩に掛けた荷の一方をいうのであろう。「葛籠^1把櫛歡ひとつなくとも、丸嫩ザ歡奶歐にほしきとしきりにこがれ」(『好色一代女』 
巻五) 「 catanizzuri .」 (『日葡辞書』)。 〇初真瓜 「ハッ マク ハ」。 真桑瓜の初物。既出 (m 5io )。 「片荷」に瓜を携えて土産に持って来 
たのである。 (IM) で述べたように、「真桑瓜」は今の岐阜県の真桑村から産した物によって名づけられたが、ここでは「瓜」の 
字音 「タヮ」 の連想もあって、「ク ハ」 と訓ませたもので、一種の宛字である。許 六 宛書簡や『泊船集』は「初真桑」と表記して 
ぃる。 

1柳行李と振り分けにした片方の荷は、涼しげな真桑瓜。初物のお土産かたじけない。 

■ EH 『市の庵』(洒堂撰、元禄七年刊)の前書によって、成立の時期は明らかである。『芭蕉翁手鑑』に写しを伝える六月 
三日付杉風宛書簡にこの句を書いて、「珍夕哥仙、寄合一卷致候」とあり、六月十五日付の許六宛書簡にも、「洒堂参 
候哥仙興行に」として発句を披露しており、『市の庵』に歌仙の全容が収められている。『蕉翁句集草稿』は下五を 
「真桑うり」の形で出し、 r 此句はさが〔に〕おはしける夏、之道訪ける時の吟也。 f には、初象阳と 有」 と見える 
が、之道が訪ねて来た時というのは誤りで、句形の異伝もその根拠を知らない。但し、後の方では『市の庵』を参照 
して「初真瓜」の句形を出している。 
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閏五月二十一日に書かれたとおぼしい杉風宛書簡には、伊賀から以後の自らの動静を左のように伝えている。 

……今月十六日迄伊賀に逗留致候而、大和加茂猪兵衛在所一宿、十七日大津へ参、十八日より膳所に罷在候。伊 
賀同名方あつく、蚊も多候へば、夏中は膳所、折 A / 京へ出候而去来とかたり、若は嵯峨去来屋敷に休足致事も可 
有御座候。 

また、他の書簡にも、 

昨十七日大津迄出申候。……此内逢申仁も有之、且江戸へ之書状など頼可申為、昨日雨にぬれながら又七方迄た 
どり 申 候。此方智月宅も茶時、正秀も其通取込、定而曲水も殿御立までは隙入可申候間、此方へ御見舞、 廿日 過 
まで御延引可被成候。廿四五之頃、或は廿二三、拙者上京可致候。尤貴宅へ御案内可申候。少//貴様へ用之事も 
御座候間、暫時逗留も致度候。……其段いづ方に而もかまひ無御座候間、御才覚被成可被下候。(閨五月十八日付去 
来宛) 

……いがへ廿八日に上着、……のみ•かおほく、夏中はくらしがたく候故、ぜ V 'へ出申候。いまだ去来にも逢不 

(盤子) 

申、丈草大津に被居、万事はいせ山田をしこなし、庵など結候而、長官一家の洛中見物など取持候とて、大津へ 
一夜泊に参候所、ひしとあひ候而両夜一日かたり、又京へのぼり申候。孫右衛門いよ^-声高によろこび馳走致 
候。茶時分やかましく候故、菅沼殿に逗留分にて候。追付上京、去来にも逢可申候。嵯峨のやしきちいさく致候 
よし、1能閑地に候間、夏中はこれにも居可申候。(閏五月廿一日付曾良宛) 

とあって、この間の事情がよく分る。色蕉は閏五月十六日まで伊賀上野に居たが、加茂•大津を経て十八日から膳所 
の菅沼曲翠亭に滞在、大津の又七(乙州)方で盤子(支考)と偶然出会い、膳所では正秀(孫右衛門)にも会ってい 
る。閏五月二十一日までは去来に会っておらず、恐らく十八日の芭蕉の書状を見た去来が落柿舎に芭蕉を迎えること 
にして、二十一日中にでも芭蕉は膳所から嵯峨へ移ったのであろう。洒堂を落柿舎に招いたのも去来だったかと S う。 
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元禄四年夏の色蕉滞在当時は大きな構えだった落柿舎は、その後小.さく改築されていたのである。 

前年洒堂(前号珍碩)は膳所から大坂へ移居して、宗匠の門戸を開いていた。六月三日付杉風宛書簡に、 

珍夕段ミれき < の弟子共つのり候而、盤昌致候。珍夕連中々も京都へ飛脚音物など相勤、大坂へまねき色 A / ね 
がひ申候。珍夕.之道両人さまねがひ候間、暑気去り候は V 、しばしの逗留に下り申候事も御座あるべく候。 
とあり、この頃大坂から屢々招かれていたことが分る。関五月二十二日の洒堂の上京も、芭蕉に直接下坂を願う為だ 
ったことは想像に難くない。こうしてやがて九月には芭蕉の大坂行が実現することになるのである。 

支考の『東西夜話』(元禄十五年刊)に、この句について「なにがし実相院などいへる山伏の、旦那もどりの さまな り 
と見て置べし」とある。地方の豪家などに出入りして加持祈禱などをする里住みの山伏が、真桑瓜を貰って帰るとこ 
ろだというのである。句作の背景を考慮しなければ、 そういう 見方も可能になるけれども、大坂から遣って来た洒堂 
を迎えての句とすれば、解釈は別途に出なければならない。真桑瓜を持参した洒堂の旅姿であろうとする大谷篤蔵氏 
の指摘があり(『校本 色蕉全 集』 発句篇下) 、山本健吉氏も支考の説を非として、 

「柳小折」は旅の具を入れた柳行李で、それと土産の初真瓜とを振分けに して 担いで来たのだ。 「涼し」 と言い、 
「初」と言ったのは真瓜への褒美の言葉であり、従ってそれを持ってきた洒堂の志への挨拶となる。 (『 e 蕉全発句』) 

と見ておられ、従うべきであろう。 

句は「柳小折、片荷は涼し(き)初真瓜」ではない。「柳小折、片荷は涼し、初真瓜(初真瓜、片荷は涼し、柳 
小折ごでもない。「柳小折(の)片荷は涼し、初真瓜」である。 この 三つめだけが、片荷の中身をひとまず伏せ 
ておいて、涼に誘う作意を気づかせてくれる。なんだ、振分荷物の奇抜な取合せか、と最初からせっかちにわか 
ってしまえば、面白くも何ともない。たった十七文字で、見るなといっても無理な話だが、 こういう 句では「初 
真瓜」をできるだけ後の楽みに取っておける読方、つまり切字の見つけ方が必要で、句眼は r 片荷」である。 
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(『芭蕉発句新注』) 

という安東次男氏の説も、確かな処に触れている。最初は柳行李に真桑瓜が入れてあるのかと思うが、 r 片荷」の語 
をよく考えて数遍読み返すと、句中の人の姿が浮んで来るのだ。練達の句作りといわなければならない。 


嵯 峩 

P ク 

六月や峯に雲置クあらし山 (六月廿四日付杉風宛書簡) 


句兄弟.或時集•色蕉翁行状記.笈日記•陸奥 
衞.喪の名残.真木柱•泊船集.仏の兄•三冊 
子.蕉翁句集草稿.蕉翁句集.俳諧古今抄•落 
柿舎日記 


夏季(六月)。 

〇 嵯峩 「サガ J 。 「裁」は「蛾」に同じ。京の西郊、今の京都市右京区嵯峨の地。ここに去来の別荘落柿舎があった。 r 嵯峨」 
は、もともと山が高く切り立ってけわしい さまを いう形容詞である。 〇六月 「 a クグ ヮッ」 。底本にある振仮名は、音読すべき こ 
とを示すべく、作者自身の付したものである。「水無月」 (I /5 S 等)参照。 「 Minazzuqi . P . i ,» ocuguachi .」 (『日葡辞書』)。 〇峯に雲 
置クあらし山 「峯に雲置ク嵐山」。「あらし山」は、嵯峨にある山。紅葉の名所である。既出(£ 669 )。その頂に大きな入道雲が腰 
を据えている感じを「雲置ク」といった。嵐山を主体として、「嵐山が*に雲を置く」という言い方である。入道雲を意味する 
「雲の峯」の語の連想もあろう。「里人に薦を施す秋の雨越人月なき浪に重石をく橋羽笠」(『はるの日』)。 

_さすがに夏の盛りの六月だ。嵐山の頂には入道雲がどっかり腰を据えて、炎天の感を増している。 
i 「雲峯 J (『或時集』)「嵐山」(『笈 日記』『泊 船集』 『蕉 翁句集』)「嵯峨に籠し比」 (『陸 奥衞』 ) 等の前書が ある。 底本と した 杉 
風宛書簡は元禄七年のもので、『行状記』も同年夏嵯峨野を逍遥しての吟としているから、 この 夏の落柿 舎 滞在中の 
句で ある ことは確かで ある。この 年六月 十五日付李由 宛書簡に、 

京都々膳所迄引退き候間//、一通残し置申候。 
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とあるのによれば、芭蕉は十五日に落柿舎を出て膳所に移ったのである。従ってこの句は六月も十五日以前には成っ 
ていなければならぬことになる。 

初五の「六月」を音読すべきことは、書簡に色蕉自身の振仮名があるのによって明らかで、支考の『俳諧古今抄』 
も、 

発句の五文字は、六月と音に吟ずべし。人もし、みな月と訓に唱へば、語勢に炎天のひ V きなからんとぞ。これ 
らは音訓の妙用といふべき也。 

と述べている。「水無月」では語勢に炎天の響きがないというのは、恐らく支考がこの句の詠作当時、芭蕉から聞い 
たことであろう。強い響きの語を冠に置いて 「や」 と切字を定め、炎天の感を出そうとしたことは疑いない。 また 
『三冊子』には、 

此句、落柿舎の句也。雲置嵐山といふ句作、ほね折たる所といへり。(赤雙紙) 

と、中七の表現に苦心したことを伝えている。炎暑の盛夏であれば、この雲は当然入道雲であろう。それが峰にかか 
っているのではなく、眼前の山容の上にむくむくと雲塊を積み上げている。そのさまが宛かも嵐山の上に重石のよう 
に置いてあるように言いなして、感じを出そうとしたのである。嵐山の翠巒の色と入道雲の白とが対照をなして際立 
ち、万象寂として音もない日盛りの景が旁髴するところ、見事な表現といえよう。「あらし山」の名にかけて、 

嵐山ならば吹きもちらすべきに、白雲の凝て動ざるは、げにみな月なりといひて、堪がたき其日の暑さを言外に 
置る . (杜哉『蒙引』) 

といったことも、作者の念頭にあったかも知れない。春の花や秋の紅葉とは別の、嵐山のたたずまいを見つけたとこ 
ろもこの句の手柄であるが、山本健吉氏の『芭蕉その鑑賞と批評』のように、去来への挨拶を重視するのはどんなも 
のか。この点は余り強調せずともと思う。其角が『句兄弟』でこの句を「豪句」に分類しているのは適評であろう。 
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淸瀧や波に塵なき夏の月 n ハ月廿 s 日付杉風宛書簡) 


大井川浪に堇なし夏の月(色蕉翁追善之日記) 


其便•正月廿九日付許六宛去来書簡.浪化日 
記.陸奥*.俳諧問答.旅寝論.去来抄 

£日記.三冊子.蕉翁句集草稿 


夏季(夏の月)。 

_〇 清滝 「キョタキ」。現京都市北区の栈敷ヶ嶽を源流とし、高雄を経て愛宕山東簏を南流して保津川(桂川)に合する川の 
名であるが、句が落柿舎滞在中の作であることを考え合わせると、保津川に合流した後、嵯峨•松尾を流れる辺りをいったと見る 
のが妥当のようである。〇 波に塵なき 「波に塵無き」。川の流れが澄んでいるさまの形容。「塵」は、かわらよもぎという草を指 
す字であるが、ここは「塵」に同じ。「いかでわれ心の雲にちりす&でみるかひありて月をながめん」(『山家集』下) 「 chiri.J (『日 
葡辞書』)。 

_清滝の流れは本当に澄んでいる。塵一つない川波を夏の月が照らしていることよ。 

i r 嗟峨に籠りて」(『其便』)「嵯峨に籠し比」(『陸奥衛』)等の前書がある。元禄八年の正月廿九日付許六宛去来書簡 

に、 

去夏古翁さがにて、 

清滝や浪にちりなき夏の月 
と申御句御座候。 

とあるのによって、七年夏の落柿舎滞在中に詠まれたことが確かめられる。底本とした杉風宛芭蕉書簡に、「六月や」 
の句の次に並べられていることも一証となろう。 

この句は芭蕉最後の病床で改案された句であるが、その事を記した支考の『芭蕉翁追善之日記』元禄七年十月九日 
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の条には、 

服用の後支考にむきて、此事は去来に も かたりをきけるが、此度嵯峨にてし侍る大井川の発句おぼえ侍る かと申 
されしを、あと答へて、、大井川浪に塵なし夏の 月と 吟じ申ければ、其句、園女が白菊の塵に まぎぬ 以し 。是も 
なきあとの妄執とおもへば、なしかえ侍るとて、 

清滝や波に散込青松葉 翁 

とあり、『笈日記』も同文である。色蕉逝去前後の模様を日記体に記した資料として『笈日記』が信ぜられた為に、 
改案前の句形は「大井川浪に塵なし」だったと思われて来たが、今栄蔵氏が r 蕉句句形誤伝考抄」で指摘されたょう 
に、支考所伝の形は卒爾な勘違いにょる誤りとおぼしく、芭蕉真蹟書簡と一致する去来系所伝の方が信憑性がある。 
ただ、支考が誤った「大井川」は、嵯峨の辺りを流れる允* 1 川を指すのだから、 r 清滝」が本来の上流の方を指すの 
ではなく、下流の方を意味することの傍証になり得るであろう。大坂の病床での改案はかなり内容が異なるので、別 
の句として後で扱いたい。当面の句は、落柿舎に近い清澄な川の流れを月光が照らす夏の夜景を描いて、静寂な感じ 
を出そうとしたものである。 

S 62 夕顔に干瓢むいて遊けり (六月 + 四日 付 杉 風 宛書 S #蠢•泊醬 ■四山集.蕉翁句集 
夏季(夕顔.干瓢むいて)。 

〇干飄むいて 「 Tia? 剝いて」。夕顔の実を輪切りに して 皮を取り、白い果肉の部分を薄く剝いて紐状に して、 竿に掛けて乾 
燥する。この干瓢の製造は各地で行われるが、栃木県は産地と して 特に有名で ある。 『毛吹草』以下に六月の季語と している。 「 T 1' 
瓢むく」(『毛吹草』卷二)「諸国の il を産す る 地に おゐて 、 S 1 皮を剝て数丈の巾のごとくな し' 竹竿に掛、夏日に嚷せば、乾尽 して 
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白麵のごとし。和俗蓄へて、余月にわたりて菜蔬となす。然れば古来より干瓢とばかりは雑也。只夏月是を製するの心、肝要に用 
ゆべし」(『滑稽雑談』)「家^^や干瓢むいて浦の風惟然」(『住吉物語』) 「 canpi 6 . Fosufisago . J (『日葡辞書』)。〇遊けリ 「 it ひけ 
り」。 

夕顔の花の白く咲いているところで、干瓢を作るように実の皮を剝いて遊んだことだ。 

■ ai 元禄七年筆の六月廿四日付杉風宛書簡に嵯峨での句の一として見えており、この年閏五月 下旬から六月十五 日 
まで落柿舎に滞在していた間の作と推定される。 

「夕顔に」の「に」は、「にてに通ふ也」(東海呑吐『句 解』) といわれるように、「昼顔に米つき凉む」(1脱)「ほうらい 
にきかばや」( VI )等の例と同じく、句の場を定める働きをする「に」である。また、「遊け り」 とあるのによって、 
この作業が生活の為の事ではなく、全くの逸興であることも確かであろう。「干瓢をむく」という言い方は 理窟を い 
えばおかしいけれども、 C 語釈：！に引いた惟然の句にも同じ表現が見えるから、咎め立てする要もあるまい。白い花 
の咲く落柿舎の夕顔棚の下で涼みながら、慰みに瓢の実を剝いてみている芭蕉の姿が髡髴する。杜哉の『蒙引』は、 
……其花にその実をむくとは、花実自在の俳諧をして、ほそみをたのしみ遊ぶとの事を比興してかくいへるなら 
ん。 

と見ており、花実自在の俳諧を比興したというのは見当ちがいながら、夕顔の花に対してその実を剝くというと ころ 
に興を感じた句であることは、潁原博士の『新講』の指摘された通りと思われる。この点が句の俳意で、軽みの あら 
われでもあった。 

……夕顔と干瓢との配合を訳なく言ひ放つた、無邪気な作の内に、少なからぬ趣味を見出す事が出来る、佳い句 
の部であらう。斯う云ふ訳のないつまらぬ事は人のちよつと云へないものである。(『色 蕉 句集講義』小峰大羽) 

という評は良い。 
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去年の夏なるべし。 

去來別墅にありて 

S 63 朝露によごれて凉し瓜の泥(晉記) 

朝露や撫て凉しき瓜の 土 (1 ハ月廿 S 日付杉 風 宛書簡) 

畫 賛 

朝露によごれて凉し瓜の土*枯) 

夏季(凉し•瓜)。 

Bma 〇 去年の夏 『笈日記』の「去! f 」 は、凡て元禄七年を指す。以下の前書は支考の文。〇 去来別 g 「キョ ラィべッシ ョ」。嵯 
蛾にあった去来の別荘落柿舎のこと 。(V 腳前書) 参照。別墅は既出？357 前書)。 〇朝露 「アサッユ /朝に地上の草木などに置く 
露。「露」は秋季であるが、この句では「凉し」や「瓜」の方が季語として立つ。 「あさ 露 や 辭 金畠の秋の風凡 兆」 (『猿 蓑』 巻 三)。 
〇 よごれて凉し 「汚れて涼し」。 よごれる のは露にではなく、下の「泥」に よごれる ので ある。 「凉 し」 は、畠の瓜を見た印象を 
感覚的に把握した表現。「蘭の花や泥に よごる ゞ 宵の雨鈍可」 (『あら 野』巻三)。〇 瓜の泥 「瓜の1 」。 「瓜」とのみいっても、 実 
際は真桑瓜の.類を指す。 II )等参照。 

WMIB 1 瓜が泥にまみれたまま朝露に濡れているさまの、何と涼しげなことよ。 

■2 ■「朝露や」の句を披露した杉風宛書簡は元禄七年筆のもので、嵯峨での四句を並べた最後が この 句で ある。 こ 
の初案形が成ったのが、六月十五日までの落柿舎滞在中だった ことは 確かであろぅ。芭蕉歿後の『笈 日記』 に、「よ 
ごれ て凉し瓜の泥」の句案が初めて現われ、同じ頃の『木枯』(壺 中.芦角撰) には 「よごれて 凉し瓜の 土」 とも あって、 


喪の名残.染川.俳諧問答二ーー冊子.蕉翁句集 
草稿•蕉翁句集•落柿舎日記 


続猿蓑•泊船集 
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後者の形は『続猿蓑』と『泊船集』がこれを採っている。土芳の『三冊子』には句の推敲について、 

この句は、爪の土とはじめ有。す VL きといふに活たる所をみて、泥とはなしかへられ侍るか。(赤雙紙) 

と述べ、「瓜の土」を初案とする。土芳は恐らく「撫て凉しき」の最初の句形は知らずに、専ら「土」と「泥」との 
推敲関係を問題にしている如くであって、更に『蕉翁句集草稿』では、 

此句自筆に、泥と有。続猿には、瓜の土と有。さが去来別墅にての句也。 

と記している。『草稿』のこの部分を見ると、土芳は最初「瓜の土」の形に従っていたのを「泥」と後で直しており、 
「此句自筆に、泥と有」は、後の書き加えである。彼は初め「瓜の土」を定案と考えていたが、「泥」と書いた芭蕉真 
蹟を見るに及んで考えを変え、「泥」を定案と見るに至ったようである。『続猿蓑』に「瓜の土」とあるのをどう 評価 
する か、 人によって説の分れるところで、今栄蔵氏の「蕉句句形誤伝考抄」では、『続猿蓑』の句形を最終案とし、 
『 S 日記』の句形は誤伝と見ている。芭蕉親撰といった形で成立した『続猿蓑』を尊重するのは尤もな態度であるが、 
私は土芳が「泥」とした真蹟を見ている点に留意したい。杉風宛に見える初案から「よごれて凉し瓜の土」に推敲し、 
更に「土」を「泥」に改めて治定したのであろう。『続猿蓑』に「土」とあるのは、板行の際の杜撰とも考え得る。 
最近の『新編日本古典文学全集•松尾芭蕉集1』で井本農一博士は、一旦「泥」と直してみたが考え直し，て「土」に 
戻したかと見ておられるが、「泥」というすぐれた表現を何故捨てたのか、よく分らない。 

畠からもいで来た 瓜と いう見方も十分成り立ち得るが、「朝露」があるから、ここはやはり畠に蔓についたままこ 
ろ がっている 趣と 見た方が よかろう。 最初の 「撫 て凉 しき」 の形は、 「撫て」 が余計な言葉で無意味に 聞え るので、 
これは当然改められなければならなかった。加藤揪邨氏はこの初案について、 

……それでは、 触覚によって瓜についた土の涼しさを感じとったことになり、やや大袈裟な身ぶりが気になる。 

中七が下五に続く修飾語のかたちをとっているので、上五に切字「や」を用いたのであるが、「朝露」と「瓜の 
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土」とが二物配合に近い印象を与えることになり、感覚の新鮮さが必ずしも出てはいないようである。再案が視 
覚的把握によって句を統一し、中七に休止を置いた構成にしたことは、この点で、句の感覚性をいちじるしく高 
めたとおもう。(『色蕉全句』) 

と精細に述べておられる。「土」と「泥」の優劣については、 

土を泥と案じかへたのは、土といへば何となく乾いた惑があり、泥の方が濡れた感じを十分現はすからであらう。 
そこに涼味が湧いて来る。一字をも忽せにしない良匠の苦心である。(『新講 fe 
という潁原博士の説に言い尽されている。「朝露によごれて凉し瓜の泥」という三つの語の緊密な映発関係を味わい 
たい。印象鮮明な写生句という「軽み」の一面をよく示した作といえよう。「塵に交はる世なれ共、其心を変ぜざる 
心操を歎ずる句也」(正月堂『師走囊 b などという古注の説は、詩を知らない辟説である。 


人^-つどひゐて、瓜の名所なむ、あまたいひ出たる中に 

瓜の皮むいたところや蓮畫野 S 日記) 


泊船集•金毘羅会.蕉翁句集 


夏季(瓜)。 

i 〇人 < つどひゐて 「人^^集ひ居て」。門人達が落柿舎に居る芭蕉の許に集まっていて、の意。以下の前書は支考の文で 
ある。「手間隙いれし屛風出来たり洒堂朝寝する内に使のつどひ居る游刀」(『画兄弟 』) 「Fltoga maid tgudo >. 」(『日葡辞書』)。 
〇 瓜の名所なむ 「瓜の名所なむ」。瓜の産地として名高い所を、の意。下の「いひ出たる」に続く文脈である。「名所」は「ナド 
コロ」 と調んでもょいが、歌枕とは異なり、名産地といった意味に用いられている。『毛吹草』卷四、諸国の名物の条には'山城 
の「八条浅瓜」「九条真桑青瓜」「鳥羽瓜」「泊越瓜」等が挙げてある。「なむ」は係助詞だが、結びは「いひ出たる中に」 
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に消えて、文面に表われない。 〇 あまたいひ出たる中に 「齡^ \ijii 口ひ壯でたる明に」。「いひ出づ」は、句を詠む意。瓜の名所の句 
を多く作った中の一つだというのである。「和歌こそなほをかしきものなれ。あやしのしづ•山がつのしわざも、いひ出つればお 
もしろく」(『徒然草』十四段)。 〇 瓜の皮むいたところや 「瓜の皮剝いた所や」。「瓜」は、真桑瓜など食用になる瓜。食べる為に皮 
を剝くのである。 (m 52/ 、 IVg ) 参照。「むいた」は口語調。「や」は、いうまでもなく詠嘆の切字である。「相国、御前に枇杷の有 
りけるを一ふさ取りて、琴のつめにてかはをむきて」(『古事談』卷一〇〇 蓮台野 「レンダ ィノ」。 今の京都市北区紫野•鷹峯あた 
り、船 岡山の西から紙屋川に至る一帯の野。洛北七野の一で、東の鳥辺野、西の他 m と共に葬送の地として知られ、古く火葬場も 
あった。 「蓮台野大根」 (『毛吹草』卷四)。 

Baia 何時ぞやうまい瓜の皮を剝いて食べた所、あの蓮台野も瓜の名所といってよい。 

■ H 『蕉翁句集』には「人ミつどひて瓜の名所あまた云出たるに」と前書して、元禄七年の部に収める。『笈 日記』 
には「京部附嵯蛾」の冒頭に前の「朝露に」の瓜の句を掲げ、その次に当面の句が配されており、「朝露に」の前書 
「去年の夏なるべし。去来別墅にありて」は次の句にもかかると見てよいから、七年夏落柿舎滞在中の作と推定され 
る。華雀の『色蕉句選』には中七が「むいた所か」となっているが、その拠る ところを 知らない。 

蓮台野が葬送の場である為に、無常観に結びつけるような説も古くから見えるが、何れも見当ちがいである。蓮台 
野は瓜の名産地でも何でもない。ただ嘗て其処で瓜を食べた ことを 回想して、その場の興としたまでなのである。潁 
原博士が、「瓜をむきたる姿を蓮台と見立、野の字を添て句をなし給ふ作意」(杜哉 『蒙引』) とする説や、「蓮台野はあ 
らゆる人々が、一切世上の煩悩の皮を剝き去る、即ち真の空に帰する場所や ナア」(服部阱石氏『色蕉句集新講』) と解する 
説を批判して、 

これらは句が単純な即興たる事を見ず、強ひて蓮台野に意を求めようとしたものであらう。詞書から句につ V け 
てそのま-*に解すれば、た V 蓮台野もまた瓜の一名所だといふ事を言つたにすぎない。人々が東寺だとか賀茂だ 
とか、泊だとか、瓜の名所を竝べ立てて居る。芭蕉もいつか旨い瓜を食べた所の ことを 思ひ出した。そこは蓮台 
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野だつたといふのである。「瓜の皮剝いたと ころ」 とは、要するに「瓜を食つたと ころ」 といふ意に外ならない。 
しかし皮を剝いたといふので、当時路傍の茶店などに休んだ時の さままで 思はれて面白い。(『色 蕉俳句新講』 ) 

と 述べられたのが、最も精確な見方であろう。名産地ではない蓮台野を持ち出して、これも瓜の名所 だと いつたのが、 
「興」であり「軽み」なのである。 

野明亭 

腳 す ゞ しさを 繪に うつしけ り嵯峨の竹 g 吉 物語} 泊船集 
野明亭 

凉しさを繪に寫したり嗟峨のたけ g (翁句集) 

夏季(す V しさ)。 

1〇 野明亭 「ャメィティ」。「野明」は、筑前(現福岡県)福岡の人。はじめ奥西善六、後に坂井作太夫包元(或いは宗正)と 
称した。黒田藩に仕えて千百石を食む大身であつたが、仕官を辞して上京し、嵯峨に隠棲したという。俳諧は去来門、初号鳳放。 
正徳三(一七一1一一)年、五十歳前後で歿。この人が芭蕉直接の指導を得たのは、元禄七年最後の旅での落柿舎滞在中のことであつた。 
〇 絵にうつしけリ 「絵に写しけり」。「絵に描いたょうだ」と解する説が多いが、この表現を譬喩に取るのは無理である。実際に 
絵にしたことと解したい。〔考 U 及び ( mg 前書)参照。「彼僧達ノ本尊ノ形、炉壇ノ様、画図-1写テ註進ス J (『太平記』卷二)。〇嵯 
峨の竹 京の西郊嵯峨は、竹の名所である。( IV 肪等)参照。 

1 a 嵯峨の地の竹は如何にも涼しげ。その涼しい感じをあらわそうと、絵に描いてみたことだ。 

■■芭蕉と野明との交渉については、『去来抄』同門評の「駒買に出迎ふ野べの薄かな」(野明)の句の条に、 
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予此人を教る事とし有。曾て不通。一とせ先師廿日斗の旅ねに抜群上達せり。 

とあるのが手掛りになる。野明が芭蕉と俳席を共にしたのは元禄七年夏の落柿舎滞在中の付合三巻のみで、 r 廿日斗 
の旅ね」は元禄七年閏五月下旬から六月十五日までの嵯峨滞在を指すこと明らかであるから、当面の発句もこの間の 
作と 見て 誤り あるまい (大内初夫博士「俳人野明について」—『色蕉と蕉門の研究』—参照)。 『蕉翁 句集』 の 句形は誤写と思われる。 
句意については、 

此句、凉しき体を云立て、たとへば嵯峨の竹を絵に写すがごとしと也。嵯峨は竹多き所にて、其所もいさぎよき 
所也。絵に写したるごとしといへる所、一作意也。(正月堂『師走囊』) 

嵯峨の竹園の凉しさを、そのま X に庭に移されたるは、絵にて見る ごとく也と 称せり。 (東海吞吐『句解』) 

嵯峨は一帯に竹が多いので、野明亭の庭や垣のあたりにも、涼しげに竹が茂つて居たのであらう。竹葉が風にそ 
よいで緑滴の如きさまを、恰かも涼しさといふものを絵にしたやうだと言つたのである。言はば、竹が涼しさの 
象徴なのである。(潁原博士『新講』) 

といつた説が多く、内藤鳴雪は、 

嵯峨の藪を見ると凉しい気持がする、其の凉しさは実に画景の如し、といふのを画にうつしけりと言つたのであ 
らう。又た一方から解すると、凉しい景色をよく画にうつしてゐるわい此の嵯峨の竹の幅は、と或る画幅を見て 
賞賛した句とも思はれる。(『評釈 JI ) 

と二説を挙げるのみで何れとも決せず、余り高く評価していない。しかし、 r 絵にうつしけ り」 を「絵にかいたよう 
だ」「絵のようだ」と解するのは、表現に忠実でなく従い難い。 

. 文字どほり、この眼前の嵯峨の竹を、その凉しげな趣に誘はれて絵に写してみたことだといふ意にとりたい。 

野明亭での挨拶の意が含まれてゐるといふことはそれでも充分解決される。つまり、その家®にふさはしい瞩目 
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の竹の凉しさに絵心を誘はれたといふところに、家居を褒美する意が出てゐるのである。(『色蕉講座』発句篇⑺) 
という加藤楸邨氏の説が出て来た所以も、その辺にあろう。後の『芭蕉全句』では、句解が涼しさの譬喩とする立場 
をとりながら、絵心を誘われたと見る説もそのままで、全体として不審であるが、私には右の『講座』の説が最も納 
得出来るように思う。嵯峨の竹の画幅を褒めたというのも一説ではあるが、詩情は『講座』の説の方が豊かである。 
他には、 

涼しという体感を仮に視覚に置き換えてみれば、嵯峨の竹を絵に描いたようだというのであろう。(井本農一博士 
『新編日本古典文学全集•松尾芭蕉集1』> 

という説も見える。 

野明亭 

撕淸灑の水汲よせてところてん(晉記) 蒸翁句集草稿 

淸灑•の水くませてやところてん(泊船き 
夏季(ところてん)。 

i 〇野明亭前の句の条に既出。〇清滝の水汲よせて「清滝のね汲み寄せて」。「清滝」は、嵯峨あたりを流れる保津川の称。 
( vg ) 参照。その川水を汲み寄せて、の意。「たま^-心まめなる時は、谷の清水を汲て自ら炊ぐ」(「幻住庵記」)。〇ところてん 
乾燥させた天草を水に浸して搗き、それを簀の上にひろげて干した後、煮て溶かして麻袋で絞り、型に入れて固めた食品。暑い時 
季に好まれ、冷い水に放しておき、ところてん突きで突き出して、酢や醬油、蜜などをかけて食べる。古くは「こころぶと(心 
太ごと呼ばれ、京の市で売られていた。「こ、ろぶと俳。今ところてんといふもの也。庭訓に、西山の心太と侍るを、或説に東 
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山の蕪に対したれば、大根也といへ り。 先年其説にしたがひて、予も発句などにいひ捨し事 侍りし。 然るに、職人尽歌合にこ k ろ 
ぶとの歌に、わが心てへとよめり。判の詞に、是心ぶとを売 ありく 物の詞な るよ しき こ ゆ。然れば、心ぶとへといふべきを、 こ ゞ 
ろてんといひ、又と ころ てんと あやまりい ひつたへたるなるべし。先非悔るにかひなく こそ」(『増 山井， J ) r 白雨に 躍り 出で けりと 
ころ てん許六」(『浮世の 北』)。 

ia 清滝川の清流を汲み寄せて、ところてんのおもてなしとは。暑い盛りには、この上なく有り難い。 

■一！■「野明亭」という『笈日記』の前書を信ずれば、元禄七年夏嵯峨の落柿舎滞在中.の吟と推定される。『泊船集』 
には「清滝や波にちりこむ青松葉」 ▽§) の句の左注に、 

波に塵なしとい ふを、か 様になしける は、 翁の遺言 也 。 A 清滝の水くませてやところてんとありしは、 野 明に引 
さきすてさせたまふ。笈日記-一水くみよせてといふは、あやまりなるよし。 

とあり、これによって『笈日記』の句形を誤伝と見る説が多い。しかし、七年夏嵯峨での句「清滝や波に塵なき夏の 
月」( VI ) の句を「波にちりこむ青松葉」と改案した時に、野明方にあった句案草稿の破棄を命じたのは、「波に塵 
なき」の句の方であって、「ところてん」の句ではなかった(「波にちりこむ青松葉」の句の条参照)。『泊船集』の撰 
者風国は、「清滝」の名が句頭にある為に、「波に塵なき」と「ところてん」の句を混同して誤ったことは明らかで、 
『句選年考』に、 

しかれば泊船集誤りなるべし。清きをほめて塵なき事を云へる所、清滝•白菊にこそ紛はしけれ、波にちりこむ 
青松葉に水汲よせて心太の紛はしき事侍らざるか。 

と述べている見方が首肯される。従ってこの左注は全体として信じ難いものであろう。ただ、その問題とは別に、 
『泊船集』の伝える「ところてん」の句形に、何か根拠があったかも知れないという可能性はある。「ところてん」の 
句の『笈日記』の形では明確な切字がないのに対して、『泊船集』のように「水くませてや」とあれば切字がはっき 
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りするし、句の調べにも芭蕉独得の特色が感ぜられるのである。去来を中心にした野明•風国の関係から、 このよう 
な句案の存在を知り得る事情は、何がしか考えられよう。しかし、それも確かな根拠があるわけではなく、『笈日記』 
の句形にしても、全く非として却ける程のものではない。このように考えて、ここでは『笈日記』の句形を本位句と 
した。 

「水汲よせてところてん」の形では、「ところてん」と据えて切字に代えたわけであろうが、半田良平氏の『新釈』 
に指摘してあるように、「汲よせて」のところにも軽い休止があると見たい。ところてんという卑近な季節の食物を 
材とし、「清滝」の名を生かして清流の趣を*髴させているところも良く、挨拶の即興句として捨て難い味わいがあ 
る。 


曲水亭 

挪夏の夜や崩て明し冷し物 n ハ月 g 日付杉風宛書簡) 賣記 •！ .喪の名残.続襲•泊船 
夏季(夏の夜)。 

〇曲水亭「曲水」は、菅沼氏、名は定常、通称外記。膳所藩重臣の家柄である。細道の旅の後上方にあった芭蕉に入門、そ 
の篤実清廉な人柄を愛され、元禄五年二月十八日付の所謂「風雅三等之文」で、芭蕉はこの人を俳諧で最上位の十人足らずの内に 
数えている。享保二(一七一七)年、同藩家老の不正を憎んでこれを斬り、自刃して果てた。享年六十余か。初めの号は「曲水」で、 
元禄五年の『深川』あたりから「曲翠」に変えている。芭蕉は書簡などで「水」と「翠」を混用しており、明確に使い分けをして 
いない。〇夏の夜「夏の夜」。「短夜」と同じであるが、それょりは夜の風情を楽しむ感じがある。「月に柄をさしたらばょき団哉 
(宗鑑)蚊のおるばかり夏の夜の疵越人」(『あら野』員外)。〇崩て明し冷し物 r 脉れて阱けし激し抛」。「冷し物」は、水や氷 
で冷した果物•野菜や麵類の類をいぅ。それが夜宴の間に形が崩れて夜明けに至ったさまである。信天翁の『笈の 底』 に、「崩れ 
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で」と否定の意に取り、短夜ゆえに冷し物に箸を入れる間もなく夜が明けたと解しているが、僻説に過ぎない。「冷し物のこと、 
夏は瓜など、または何にても、錫の鉢或は茶碗のものなどに入れて、冷し候て出すをいふなり」(『酌次第 JI ) 「汁物、焼もの、ひた 
しもの、吸物、煮物、あへものなどと同じく料理の道の語、大根、栗、烏芋、梨、林擒、柘榴、九年母、柿、ぶだぅ、いちご、蓮 
根、防風などが其材料になる、水菓子とはちがふ。冷す故ひやしものと云ふ」(『続 ffi 蕉俳句研究』幸田露伴)「冷し物は礼容筆粋に、 
冷しものは大酒の上今一献など、強ひて盛る時の事なり、尤も春より秋までは ート しほ其巧あるべし、時の機転第一なり、青梅、 
金拼、慈姑、林檎、白瓜、栗、梨子などの類を錫の鉢にて出すべし、とあり。冷しもの、おさへものなどいふ言葉も其物も、今は 
見聞くこと少くなりたれど、冷しものは特更夏の宴には主の盛意、客の賞翫たりしなり」(露伴『評釈続猿簑』 ) r ® f 出ければ、ひや 
し物とて時ならぬ瓜を出しぬ」(『西鶴諸国ばなし』卷ニノ四) rFiyaximon ? J (『日葡辞書』)。 

ia 夏の夜を徹した宴も白々と明けて来て、卓上の冷し物も形が崩れている。歓を尽した後、ふと寂しくなること 
だ。 

■ ■『続猿蓑』には、この句を発句とした色蕉.曲翠•臥高•惟然.支考ら一座の歌仙一巻が収められ、その前に 
「今霄賦」と題した支考の文があって、当夜の模様を知ることが出来る。その文は左の如くである。 

今霄は六月十六日のそら水にかよひ、月は東方の乱山にか\けて、衣裳に湖水の秋をふくむ。されば今霄のあそ 
び、はじめより尊卑の席をくばらねど、しば<酌てみだらず。人そこ^-に凉みふして、野を思ひ山をおもふ。 
たま^-かたりなせる人さへ、さらに人を興ぜしめむとにあらねば、あながちに弁のたくみをもとめず。唯萍の 
水にしたがひ、水の魚をすましむるたとへにぞ侍りける。阿叟は深川の草庵に四年の春秋をかさねて、ことしは 
みな月さつきのあはいを渡りて、伊賀の山中に父母の古墳をとぶらひ、洛の嵯峨山に旅ねして、賀茂 e :, の凉み 
にもた V よはず。かくてや此山に秋をまたれけむと思ふに、さすが湖水の納涼もわすれがたくて、また三四里の 
暑を凌て、爱に草鞋の駕をと y む。今霄は菅沼氏をあるじとして、僧あり俗あり、俗にして僧に似たるものあ 
り。その交のあはきものは、砂川の岸に小松をひたせるがごとし。深からねばすごからず。かつ味なぅして人に 



96 


あかる、なし。幾年なつかしかりし人^^-の、さしむきてわする X ににたれど、おのづからよろこべる色、人の 
顔にうかびて、おぼへず鶏啼て月もかたぶきける也。まして*祭る比は、阿叟も古さとの方へと心ざし申されし 
を、支考はい勢の方に住どころ求て、時雨の比はむかへむなどもおもふなり。しからば湖の水鳥の、やがてばら 
^•に立わかれて、いつか此あそびにおなじからむ。去年の今霄は夢のごとく、明年はいまだきたらず。今霄の 
興宴何ぞあからさまならん。そ V ろに酔てねぶるものあらば、罸盃の数に水をのませんとたはぶれあひぬ。 

元禄七年筆の杉風宛書簡に見えることによって、この句が七年夏の句であることは明らかであるが、右の支考の文に、 
「阿叟は深川の草庵に四年の春秋をかさねて、ことしはみな月さつきのあはいを渡りて、伊賀の山中に父母の古墳を 
とぶらひ、洛の嵯峨山に旅ねして」とあるのも、七年夏の芭蕉の動静を叙したものである(深川の新色蕉庵は元禄五 
年五月に成ったのだから、厳密にいえば三年にしかならないが、支考はその前年冬、色蕉が江戸に帰着した時から起 
算して、「四年の春秋をかさねて」と書いたのであろう)。色蕉は六月十五日に嵯峨から膳所へ移ったので(八一頁参照)、 
支考の文に描かれた宴はその翌十六日夜、膳所の曲翠亭で催されたことになる。句の成ったのは十七日の明け方以降 
であったろう。なお、この年は外ならぬこの六月十六日が立秋であったが、芭蕉は細かい暦日にはこだわっていない。 

「崩て明し」は、 r 初めは手際よく盛揃へたるも、次第に狼藉になりて、果は夜も明る」(東海呑吐『句解』)と解してよ 
い。門人達 i . の清興の一夜が明けて、遊びの後の寂しさが何がなし感ぜられるのを、崩れた冷し物に焦点を当てて表 
わしたのであって、この冷し物にはそのような気分を象徴した味わいがある。近代の諸家の鑑賞を引いておこう。 

……この句は、第一、取材が面白い。冷し物が崩れて居たといふやうなことは、普通人にも気づかぬことはある 
まいが、そこから一つの詩を見出して来ることは却々容易でない。つぎに表現が巧みである。普通人ならば、冷 
しもの崩れて夏の夜は明けぬ、位の程度で現はすところを、飽く迄冷し物を中心にして、その冷し物のあるあた 
りが茫と明るくなつて来たといふ風に叙べてゐる為め、その場の情景が、読者の脳裡にはつきい再現出来て、巧 
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みな具象的表現となつて居る。いかにも渋味のある佳句である。(半田良平氏『新釈』) 

一夜の清興はまだ尽きないのに、早くも暁の色が白く動いた。名残を惜しむその夜明の心持へ、形も崩れてしま 
つた冷し物の趣が、ぴつたりと相応じて来るのである。これは所謂同じ匂ひのうつり合ひである。空しく崩れて 
明けた冷し物に、白々した寂しい気もちが響いて居る。これは物と心と完全に合一した状態である。「崩れて明 
けし」といふ表現にも寸分の隙もない。(頌原博士『新講』) 

十六夜の月見の饗宴が明け、興過ぎて後の何かしらじらしい感じが詠みこまれている。その感じを、崩れた 
「冷し物」という、一つの具象物によつて捕えているのである。……この「崩れて」と言つたのが、この一句の 
眼目で、一夜を語り明かし、飲み明かして、座の空気も崩れてしまつている。「崩れて」は「冷し物」の形容で 
ありながら、この座の空気でもあり、作者の心の色でもあり、そしてそれは短夜の白々と明けて来た時刻そのも 
のでもあるのだ。挨拶の気持もはなはだ軽い。それは日常の俗語を用いて、「軽み」を実践した句と言うことが 
できるが、単なる軽さに止まらず、それが深い心の色を言い取るまでに到つている。同じく「軽み」を実行しな 
がら、江戸の俳人たちの市井の風俗に見出だしたような「軽み」を、芭蕉はすでにはるかに引きはなして、この 
ような境地に到達していた。「軽み」の単純で直接的な表現、心のねばりを去つた一種の乾いた表現の、到り着 
く裏側を、それはすでに予感させている。許六は「かるきといふは発句も付句も、求ずして直に見るがごときを 
言ふ也。詞の容易なる、趣向の軽き事をいふにあらず。腸の厚き所より出て、一句の上に自然とあり」と言つて 
いる。この句の如きはそれに該当し、『炭俵』『別座敷』の軽みとはすでに異質なものに、色蕉だけが到つていた 
ことを思わせる。私はそれを「軽みの昇華」と呼びたい。死の前に作つた、深い寂寥相を示した句は、「軽み」 
を経た上での一つの到達点なのだが、そのような表現の深味は、この句あたりから出発しているのである。(山本 
健吉氏『芭蕉その鑑賞と批評』) 
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日常的な素材を通じて、歓楽の後の寂寥 —— 作者の隠微な心の色が滲み出て いるところに着目すべき句なのである。 
最後に異常な飛躍を示した芭蕉の作風の展開を「軽みの昇華」と呼ぶ山本氏の説は、特に 注目され よう。 

秋近き心のよりや四疊半 <蕉翁句集草稿) 1 
木節亭にて 

_ちかき心のよるや四疊半 < 初禪> I ゅずり物.鳥の道.泊船集•雪の薄 

夏季(秋近き)。 

〇秋 近き心のより 「秋近き、びの&り」。「より」は、人の寄り合うことで、「寄り合ひ」「»?ひ」に同じ。 「より」 の名詞であ 
るのに対して、「よる」という本文に従えば動詞になる。寄り合うのは人であるが、それを無形の「心」とし、季節感と一体にし 
て「秋近き心」とした特色ある表現である。「一条禅閤の御説に云、春秋の鄰といふ事は、ちかしと云心なり。夏の鄰共云 也。 A 
此説、皆秋ちかきと云心也。又、秋を待と云も、末夏の詞なり」(『滑稽雑談 fc 「 六月尽\奶1めく雲や一夜の秋ちかし浪 化」 (『白 
扇集』)「掘 おこす つ k じの株や蟻のより雪芝」(『続猿蓑』 下)。 〇 四畳半 「ョデフハン」。茶室など、畳を四枚半敷いた小さい部 
屋。「河内の国へかよふ飛石桃青四畳半くづやの里も浦ちかく信章」(『桃青三百韻附両吟二百韻』) rlchigo ;.」 (『日葡辞書』)。 
1311この四畳半の俳席は、秋の近いことをしみじみ感ずる心を持つ人々の寄り合いであることよ。 

■3 ■「元禄七年六月廿一日/大津木節菴にて」(『鳥の道 tr 大津木節亭」(『泊糞』)等の前書があり、『鳥の道』の年記 
は拠る所あるん.のと思われる。『鳥の道』『ゆずり物』『雪の薄』には、この句を発句とした色蕉•木節.惟然•支考 
ら一座の歌仙一巻が収められている。この直後の六月廿四日付杉風宛書簡には、 

二良兵へ其元へ下候へ共、盤子.素牛と申両人一所に付添為申候而、不自由成事無御座候間、御気遣被成間敷侯。 
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とあり、芭蕉は恐らく六月十五日以降は義仲寺の無名庵に盤子(支考)•素牛(惟然)両人と共に滞在していたので 
あろう。その一日、二人を伴なって大津の木節亭を訪れて、歌仙を巻いたのであった。木節は望月氏、大津で医を業 
とし、医名を是好といった。大坂での芭蕉最後の病床に主治医として侍した人である。 

『蕉翁句集草稿』で土芳は、中七をはじめ「心のよるや」と書き、「る」を見せ消ちして「り」と改めて、 

是直に聞句也。初蟬には、心のよるやと有。木節亭と題を付て出す。 

と記している。「よるや」の方が普通の言い方ではあろうが、土芳が e 蕉からじかに聞いたところが「よりや」であ 
ったという所伝は、やはり尊重しなければなるまい。「より」という名詞形は、〔語釈1_1に挙げたように『続猿蓑』に 
も例があり、決して無理な語法ではない。歌仙の懐紙に「寄や」などと書かれていたのを、門人達の判断で「よる 
や」と訓んだのかも知れず、土芳の所伝を否定するに足る根拠は今のところ無いので、私は「よりや」を信ずべき句 
形と認める。なお、廿二日付野水宛書簡に「秋ちかき心よするや四畳半」とあるが、これは真簡とは認め難く、問題 
にならない。標掲した出典のうち、『ゆずり物』は「よるや」と仮名書きであるが、『鳥の道』と『泊船集』は「寄 
や」で 、 r ョリ 」 r ョ ル」何れにも訓める。 

FI 畳半の茶室に集うた師弟四人は、何れも近づく秋の気配を感じ取っている。しんみりと寂かな気分に浸ろうとす 
る同じ思いが、この俳席を支配しているのである。それを「秋近き心のよりや」と直截に表現したところがこの句の 
生命であろう。「心」といったのは一見観念的なようであるが、四人同心の思いが伝わって来て、「秋近きを感ずる心 
を持つ人々」の意であることは直ぐに分る。半田良平氏が、 

見方によつては、多少観念的に思はれる弊がないでもないが、かういふ情景を、自分がいま現はすと考へて見 
れば、この句は、凡手には到底及び難いものだといふ気がする。矢張り芭蕉にして初めて作り得られる佳句であ 
る。(『新釈』) 
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と述べられた通りである。「秋近き」については、 

「秋近し」を柔らげて余情を出す手法。「近き」で半ば切れる。(今 栄蔵氏 『 e 蕉句集』) 

という見方があるが、「秋近き心」と直ちに続いてこそ表現の力が生きるのであつて、「近き」で半ば切れたのでは良 
くない。その点は、「秋深き隣は何をする人ぞ」( VI )が、 r 秋深し」では駄目なのと同断である。 「より」 の語も、 
同じ思いに相寄る俳魂を感じさせる佳い表現と言えよう。それが挨拶の心にも適うのである。加藤揪邨氏と山本健吉 
氏の鑑賞を引いておく。 

まだ暑さの名残は去りきつてゐないが、折々風のひやりとする感じに秋が近づいてゐることを感じてゐた。誰も 
感じてゐて、そして黙つてその秋近い感に浸つてゐたのであらう。さういふお互の感じは、四畳半といふ小じん 
まりとした簡素な菴の中であるだけに相寄るといふ感じを深めたのである。秋の近いことを感じてゐる心は言ひ 
かへてみれば、俗の人情ではなく、ひえびえと細い一筋を通して物の微に感ずる心であり、風雅のまことを感ず 
る心でもある。さういふまことの中にあはれを感じてゐる心と心とが自づと相寄る感がしたのである。「寄る」 
は「寄り集る」だけでなく、「寄りあふ」のである。……庭前の草木も秋近きさまであり、座中の四人も秋近き 
感じに浸つてゐる。それが、「秋近き心の寄るや」と把握せられたものであつた。物の気配を感得し、その真情 
に感合してゆくところのたしかな把握である。さういふ心が語の中にしづかに滲透してゐる。日常の用語と何の 
奇もない素材の中に、味へば味ふほど言ひやうのない微妙な味が滲み出してくる作である。 

かういふ句になると、発想の契機は外のものではなくなつて来てゐる。内奥の気分がそのま X 契機となつてに 
ほひ出て来てゐるのである。軽みといふことも発想の契機の面から見れば、かうした内なるゆらめきが直に句に 
匂ひ出るところをいふものと見てよからう。よく味ふと近づいてゐる身の秋を通してひそかに死の跫音が感ぜら 
れてゐるやうな作である。(『色蕉講座』発句篇 E ) 
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. この句自身が何か近づく身の秋を感じさせるような、寂寥の気が濃くみなぎっているのである。表現はきわ 

めて平俗であり、「軽み」の実践であって、「四畳半」 と 突き放して言い切った ところ も、「冷し物」の句に似て 
いる。いずれも心のねばりを去った直接的で平明な表現法を取りながら、この句はいっそう心の深い層に達して 
いる。 

. 「軽み」の特質の一つとして、これまでに詩法として駆使されたメタファーによる表現の不透明性を去って、 

倉葉がじかに事物の核心へ迫るような透明性への方向を取るに到ったことが挙げられると思う。だが『炭俵』時 
代の、……ひたすらに平明な句と違って、この句などは、同じ平明さのなかから、深い心の奥を思わせるような 
別の声が響いてくるようである。そしてその声は、死までの四箇月あまりのあいだに、ますます心の深所からの 
声となる。メタファーを拒否した「軽み」への志向が、在来のメタファーとは別の もっと 高次のもの、人生の寓 
意に参ずるような響きを、新しく生み出してくる。(『色蕉その鑑賞と批評』) 

去年の夏又此ほとりに遊吟して、游刀亭にあそぶとて 
納涼二句 

腳さ ゞ 波や風の薫の相拍子(箸記)- 泊船集•蕉着集 
夏季(風の.*)。 

i 0 去年の夏 「去年」は元禄七年を指すのが『笈日記』の例である。以下の前書は支考の文。 〇此ほとりに遊吟して 「此の 
ほとりに遊吟して」。この句文は『笈日記』湖南部にあり、「 此 ほとり」は大津•膳所辺を指す。「遊吟」は、その辺を歩いて句な 
ど作ること。「ほとり」は既出 ( 1 / 26 前書等)。「八 瀬 •おはらに遊吟して」(『猿蓑』 卷三、凡 兆発句 「まねきく」 前書)。 〇游刀亭にあ 
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そぶとて r 游刀亭に遊ぶとて」。「游刀」は膳所の蕉門俳人で、能太夫だったとも伝えられる。姓氏生残年等未詳。その家に一寸 
立寄ったのであろう。〇納凉二句「納涼」は、暑中物蔭で涼むこと。既出 ( n 棚前書等)。「二句」は、当面の句と次の「湖や」の 
句とを指す。この順序で『笈口記』に二句並んでいるのである。〇さ V '波琵琶湖に立つ波。もともと湖国近江(現滋賀県)に縁 
の深い語である。 ( 1 77) 参照。〇風の薫の相拍子「風の薫りの相拍子」。「風の薫」は、夏の季語「風薫る」と同じ 。 W * 若葉の 
香を乗せて吹く南風の形容である。 ( m 5;2 等)参照。「相拍子」は、風と波の拍子が合うことをいうか。「中の拍子」 ( 0 533) と同じく、 
中間に挿入される音とも取れる。 

ia 湖にさざ波が立っている。その波の音が、吹き渡る薫風と拍子を合わせたようで、如何にも快い。 

I 『 I 日記 j の前書によって、元禄七年夏湖南滞在中の吟と推定される。嵯峨へ赴く前か後か、徴すべき資料は 
ないが、先ずは落柿舍逗留の後であろう。『蕉翁句集』は「游刀亭納凉二句」と題して、『笈日記』と同じく次の句と 
共に出しているが、元禄四年としているのは信じ難い。 

ざぶ り ざぶ りと 湖岸を洗う波の音。それが吹き渡る薫風と拍子を合わせたよう だと 興じて、さわやかな湖畔の趣を 
賞した句で、游刀が能太夫であったとすれば、「拍子」という能楽用語を用いて挨拶の意を籠め たこと になる。「謡曲 
「東岸居士」の波と風、ささらと鼓の合奏の一節などが思い寄せられているかもしれない」 (『松 尾色蕉集1』 井本 農 一 博士) 
という指摘にも留意したい。 

柳湖やあつさをおしむ雲のみね g 日記) 泊船集-—句* 

夏季(あつさ•雲のみね)。 

i 〇湖「ミ.ッゥミ」。琵琶湖を指す。「湖水」 ( n 397) 参照。「湖の水 まさりけり 五月雨去来」へ『あら®』巻- t : 一 「 gN - g くョー_」 
(『日葡辞書』)。〇あつさをおしむ雲のみね「暑さを惜しむ雲の峰」。「雲のみね」は、夏空に立つ入道雲。既出 (M 500 )。夕方の入道 
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雲を、日中の暑さを惜しんでいるかのように言い做したのであろう。「おしむ」は「をしむ」の仮名ちがい。 
ai 琵琶湖に臨む此処は、夕方になるとさすがに涼しい。空には昼の暑さを惜しむように、入道雲がまだ立つてい 
るが。 

BESII 『笈日記』湖南部に前の「さ V 波や」の句と共に、游刀亭納涼の二句のうちとして収められており、元禄七年 
夏の句と定めてよい。 

名にしおふ八ッの眺めは更に、大湖をめぐる雲の峰の影水底にしづみて、その凉しさ浮世の外の心地せらる V な 
るべ し。 か X る楽みも此暑中ににずと、暑のいぬるをおしみ給ふの意な らん。 所詮は湖中の凉しさを称せんとて、 
厭ふべき暑さをかくいへる滑稽の手段、感ぜ ざらんや。 (杜哉『蒙引』) 

湖上一面は凉風が吹き向ふに雲の峯が立つてゐるといふ客観の景色に過ぎぬが、それを修辞上雲の峯を擬人的に 
して、湖面には水も天も凉気みち^^て殆んど夏の暑さを打消してしまつてゐる、斯く暑さのなくなつてゐるの 
に独り雲の峯のみが暑さうにむら立つて暑さのなくなるのを借んでゐるかのやうに見える、といつたのである。 
(内藤鳴雪『評釈』) 

といつた解で、大体よいであろう。夏の去るのを惜しむ意に取る説も多いけれども、「あつさ」を特に言い立ててい 
るから、日中の暑さと対照的に、夕方の涼しさを含みとしたものと見たい。雲の峰に暑さの名残がありながら、湖畔 
は涼しくなつているのだ。日中の暑さから夕方の涼しさへの移行を技巧的にあらわそうとして、雲の峰が暑さを惜し 
んでいるかのように擬人的に表現したのであるが、半田良平氏が、 

色蕉の眼のつけどころはい\。情景としても、いかにもストラィキンダで面白い。しかし『暑さを惜しむ』は、 
あまりに意想を出し過ぎて居る。そして意想を出すに急なる結果、対象の具象的表現を忘れたかの観がある。 
(『新釈』) 
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と指摘されたような欠点は覆い難く、成功した句とは成っていない。「あつさをおしむ」を「湖水の涼風に打消され 
て暑さを出し惜しみしているかのように見える」(山本健吉氏『全発 J ?』) という説もあるが、誤解というべきであろう。 


曲翠亭にあそぶとて、田家といへる題を置て 

飯あふぐか M が馳走や夕凉 S 日記) 


木枯.泊船集.蕉翁句集.きまかせ 


きょくすゐていあそ 


夏季(夕涼)。 

i 〇 曲翠亭にあそぶとて 「 ft : 鞏亭一一遊ぶとて」。「曲翠」は元禄六年頃からの菅沼外記定常の俳号。初号曲水。？ S 65 前書)参照。 
以下の前書は支考の文である。〇 田家といへる題を置て 「田家といへる題を置きて」。「田家」(農家の意)を題として句を詠んだ 
ことをいう。「題を探る」 (n «« 刖書)参照。 r 田家」も既出 (n302 前書)。〇飯あ ふぐか、が馳走 「飯煽ぐ嗅が馳走」。「飯あふぐ」 
は、炊き立ての飯を団扇などであおいで冷ます所作。「か上は、主婦の卑称。「馳走」は、色々心遣いして奔走すること。ここは、 
飯を冷まそうとする行為が主婦の心遣いだというので、「飯」「あふぐ」「か VJ 「馳走」の語は、凡て日常語である。「飯」 (1/6; 等) 
「あふぐ」{ 1 2 5は既出。 r 才覚な隣のか、や煤見舞馬莧 J (『続猿蓑』下)「冬空のあれに成たる北風凡兆旅の馳走に有明しを 
く芭蕉」(『猿蓑』卷五) 「 caca , i , Faua . J 「 Chis 6. vaxiru .」 (『日葡辞書』)。〇夕凉「夕涼み J 。 夕方の納涼をいう夏の季語。既 
出 ( nl 等)。. 

sail 炊き立ての飯をあおいで冷ます内儀さんのサービスに満足して、野良帰りの御亭主は夕涼みをしているょ。 

1 『蕉翁句集』には「曲翠に遊て、田家卜云る題を置て」と前書があり、ずっと後年の『きまかせ』(閑空撰' 寛政七 
年成)には、暁台•閑空両吟の蕉翁百年追福歌仙の立句となっている。『笈日記』湖南部のこの句を収めた前後は、 
「さ V 波や」「湖や」「夏の夜や」「ひら^-と」「蓮の香に」等、元禄七年夏に成った句ばかりが収められているので、 
この句も七年夏曲翠亭での作と推定される。 
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「田家」の夏の夕方の情景を想つた題詠の句である。「馳走」の語があるからといつて、必ずしも客があつた場合と 
見なくてもょく、 

亭主は野良仕事から帰つて、端近くに涼を納れながら夕食の支度を待つて居る。女房は焚きたての飯を渋団扇で 
バタ^-あふいで居る。熱い飯で又汗を流させるのも気の毒なので、馳走ぶりにあふぎさまして居るのであらう。 
田家の平和な家庭のさまである。(潁原博士『新講』) 

と見るのが穏当であろう。内藤鳴雪が、 

鳴 k と田舎の呼言葉を使用したので田舎の趣が一字の間にあらはれ、且つ冷ました飯が馳走で何のまうけもないと 
いふのも淡泊樸素な田舎の夕納涼に適つてゐる。斯く無雑作に叙して而かも趣を失はず、殊に嬝などの言葉を持 
つてくる所は流石に芭蕉翁が詩胆の大にして詩境の広い所に敬服せずにはゐられぬ。(『評釈』) 

と述べているのもその通りで、語の卑俗さが句柄の卑俗さにならないところが色蕉なのである。古注に引く「たのし 
みは夕顔棚の下す V み夫はて、ら女はふたのして」(出典未詳)と趣が通うけれども、作としてはこの句の方が上であ 
ろう。高く心を悟りて俗に帰る「軽み」の工夫が見える句である。 

本間氏主馬宅に遊びて 

似閃^^-と擧るあふぎやくものみね < 真瞋短冊) 

本間氏主馬が亭にまねかれしに、太夫が家名を稱して吟草二句 
ひら^•とあぐる扇や雲の峯(晉記) 

本間丹野が家の舞臺にて 


泊船集.篇突•蕉翁句集草稿•蕉翁句集.宰陀 
稿本 
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ひら^^とあがる扇や雲のみね(桃纸) 

ひら^■と上ル扇や雲の峯—) 

夏季(くものみね)。 

1〇本間氏主馬宅 「本間氏主馬の宅」。「本間氏主馬」は、大津住の能太夫で' 俳号は丹野。生歿年未詳。その宅は大津四の宮 
(現大津市京町三丁目)にあったという。「洛の惟然が宅」(『続猿蓑』下、丈草発句 r 鼠ども」前書) rTacu .」 (『日葡辞書』)。 〇閃く 
と挙る扇や 「閃^^と挙る扇や」。本間主馬が舞台に立って演能する時、そのかざした扇がひらひらと高くあがるさま。家名があ 
がる意を籠めた。「あがる」「あぐる」の違いについては1:考1_1参照。「や」は詠嘆の切字。「ひら < とわか葉にとま哉竹 
洞」(『あら野』卷三) 「Fataga firafi 3 to suru . 」(『日葡辞書』)。 〇くものみね 「雲の峰」。入道雲。 

1太夫が舞台でかざす白扇のひらひらと高くあがるさまは、さながら折柄の夏空に立つ雲の峰のようだ。家名を 
挙げる至藝の見事さよ。 

■一■「大津丹野亭」(『泊船集』)「本間丹野に一曲を所望して」(『宰陀稿本』)等の前書がある。この句も『笈日記』湖南部 
の元禄七年夏の作をまとめた中にあり、当時の作と推定される。六月中、下旬頃義仲寺の草庵に居た時、支考を伴な 
って本間主馬を訪問したのであろう。『桃舐』(長水撰、元禄九年刊)には、この句を発句とした歌仙一巻が見えるが、十 
三句目までば芭蕉•安世•支考.空芽.吐龍.丹野の顔触れで巻き進められ、十四句目に「通」という略記名が現わ 
れて、後の方には「葉文」という名もある。この情況は大谷篤蔵氏が『校本色蕉全集』第二巻の補注で述べられたよ 
うに、途中で巻き捨てたものを後に継いで満尾させたものらしく、当日丹野亭での付合は十三句目までであったろう。 

『笈日記』の支考の前書に「大夫が家名を称して」とあるところを見ると、本間主馬が舞台でかざす扇に能楽師と 
しての家名が挙る意を籠めているらしい。問題は「あぐる扇」か「あがる扇」かであって、「あぐる」ならば主馬が 
主体となり、「あがる」ならば扇が主体となる。この点について、先ず潁原退蔵博士の説を見よう。 
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太夫が手をさしかざして舞ふ扇が、舞台の上高くひら'^と翻る。そしてその扇は今にも雲の峯までも、高く 
く翻つて行きさうである。太夫の妙技をた、へると共に、その扇の如く家名を挙げることを賀したのである。 
随つて「あぐる」は太夫を主格とした述格であるべきで、「扇があがる」では太夫を称する意が弱くなる。 

『師走囊』には「雲の岑の鉢をひらくと扇明たる(|<'視*»^^^?杜5»を)との見立也。其人にょりての作也。殊 
更奇妙也」と解して居る。その人にょつての作意を称して居るのは異論はないが、扇を開いたさまを雲の峰に見 
立てたといふ解には従ひ難い。近来の解釈にも、「扇のひら<あぐるといふのは、(中略)やがてそれが雲の峰 
の見立にもならう」 (* e 醜1 ) と説いたのなどを見るが、それは「ひら < と」といふ言葉を全く無視した解にす 
ぎない。軽くひら^-翻る扇の何処に、あのむ《と湧き起る雲の峰への見立が連想されるであらう。雲の峰 
までも届きさうだと言へば、それも言過ぎになつてしまふが、とにかく高く翻る舞扇から、おのづと舞台の軒近 
く見上げられる雲の峰へと、目がうつつて行つたのである。挨拶の句ではあるが、流石に自然への観照から離れ 
て居ない所に、名匠の作たる事を感じさせられる。『篇突』に「扇のひら^-とするは本間か舞台にての作、時 
に取ての妙言也。惣して雲の峯むつかしき題なり」と言つて居るのは適評であらう。(『新講』> 

雲の峰は扇の見立ではないが、高くそば立つ入道雲に主馬の高名を観じたもので、ィメージとしても優れている。真 
蹟短冊には「挙る」とあつて「あぐる」「あがる」両様に訓め、他の古い資料の仮名書きも、標掲したょうに区々で 
ある。『笈日記』で「あぐる」とした支考は、付合の座に同席しているから、この形は重視しなければならぬが、一 
方付合を初めて紹介した『桃舐』が「あがる」としているのも無視し難い。右に引いた潁原説では、 r あがる」では 
太夫を称する意が弱くなるとして「あぐる」を採るけれども、これには異論もある。山本健吉氏は、 

舞いぶりを讚えた句としては r あがる」の方が自然と思うが、『笈日記』に「あぐる」とあるのは、家名をあぐ 
る意に懸けての方が形が確かだと見たのか。潁原退蔵が「あぐる」は太夫を主格とした述格であるべきで、「扇 
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があがる」では太夫を賞する意が弱くなると言っている。 . さほどとは思われない。むしろ「あぐる」とした 

方が一種の臭味が伴ってくる。 (『 e 蕉全発句』) 

と見ておられ、私も「あがる」が挨接 句としての 気持が特に弱い とは 思えない。 ここでは 主馬訪問の 際染筆したと 思 
われる真潰短冊の句形を本位句とし、「挙 る」 を「挙 る」 と訓む。 

奶蓮のかを目にかよはすや面の鼻 (真蹟短冊) 

蓮の香に目をかよはすや面の鼻 SH 記) 一浮世の北•泊 船 集•蕉翁句集 
丹野が仕舞の敎談に 

蓮の香や目より潜て面ンの鼻(翁草) 

夏季(蓮)。 

〇蓮のか 「船の香 , - 〇 「蓮」はスィレン科の水草で、「はちす」 ( nw ) に同じ。夏に大きな美しい花を開く。 ( ns ) 参照。「蓮 
の香も行水 * L たる気色哉 (野 水 ご (『あら野』卷 六 ) 「 Fasu.J (『日葡辞書』)。 〇目にかよはすや rs 46 に 311 はすや」。視覚器官の「目」 

に「香」を通わすといったのが表現の興であろぅ。 〔考〕 参照 。 「o pyosxi , su , aita . . Meuo cayouasu . 」(『日葡辞書』)。〇面 

の 鼻 「面の鼻」。「面」は、演能の時着ける仮面。「猿の面」元舶)「配」 ( Iv _) 参照。「夜神楽や鼻息 白し 面 ンの内 其 角」(『猿蓑』 
卷一)。 

能面をつけた時は鼻の穴から物を見るとのこと。では、あの醸郁と香る蓮池の花を、面の鼻を通して、嗅ぐの 
ではなく、見るわけですな。 

■■『浮世の 北』 (可吟 撰、 元禄九年刊) には「丹 野が 舞台に あそびて」と前書がある。『笼日記』は前の「ひらく と」 
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の句の次に並べて出し、『泊船集』も同じく二句を並べて、「丹野は能太夫なれば、かくは申されし也」と注記してい 
る。「ひら^^と」の句と同じ時の吟であろう。真蹟短冊と『笈日記』等との間に異同が見られるが、前者は前の 
「閃^-と」の短冊と共に、もと本間家に伝蔵されたもので、訪問の際の染筆と思われ、この句形の信憑性に疑いは 
ない。これに対して『笈日記』の句形は、「香を目に通はす」という表現が分らなかつたか、うろおぼえであつたか 
して、このような異形が生じたらしく、信じ難いところがある。この句は真蹟短冊の句形で解釈鑑賞すべきであろう0 
『浮世の北』以下は■『笈日記』の句形を踏襲したに過ぎず、『翁草』(里圃撰、元禄九年刊)の異形も、初案かと思われる 
節もあるが、全面的信頼は措けない。但し、「丹野が仕舞の教談に」という前書は注意を要すると思う。 

真蹟短冊が知られる以前は、『笈日記』の句形で解釈されていたのは蓋し当然である。古注では、 

此大夫の庭に蓮池など有て即興の吟なるべし。芙蓉を称美の挨拶共云べし。目を通すや仮面の鼻とは例の笑味也。 
誠に舞内にも薫風来らば、自然と芙蕖に目の通ふ趣意を、鼻を以て誉出たる処'一句の手操也。(信天翁 『 S の底 fe 
という説が良くまとまつており、てにをはの違いはあつても、内容の概略はこれでよい。潁原博士の見方は左の如く 
である。 

能役者が面を冠つた時には、物を見るのに目の孔よりせず、鼻の孔から見るやうにするのだといふ。丹野の舞台 
近くに恐らく蓮池があつたのであらう。芳香がしきりに鼻を撲つ。本来ならばそつちの方へすぐ目をやるのだが、 
面の中だからその鼻の孔の方へ視線を通はすといふのである。 

『翁草』の詞書に「仕舞の教談」とあるのは、思ふにこの面を冠つて物を見る心得を言つたのであらう。「目よ 
り潜て」とは、普通なら鼻から匂つて眼を動かすのだが、これは先づ香が目の孔から潜り込んで、視線は鼻の孔 
から出て行くと興じたのであらう。「目をかよはす」よりもつとふざけた説明になつてゐる。……芭蕉はその変 
つた物の見方を聞いて、大に面白がつたのである。何だか自分で面を冠つて、鼻の孔からのぞいて見たりとして 




居るさままで思はれる。勿論滑稽即興の句にすぎない。(『新講』. ) 

丹 野が舞台で舞いながら、駿郁と薫る花を浮べた庭の蓮池の方へ顔を向けた。その体を、面の中の眼の動きを相心像し 
ながら興じた句なのである。加藤楸邨氏の戦後の解では真蹟短冊を本位句として、 

「能面の鼻は視線の通り路でもあるとのことだから、あの面の鼻の孔は、いましきりに庭前の蓮の花を見やりな 
がら、蓮の香を目に通わせていることであろう」というほどの意である。 

……挨拶を心に置いた即興の句である。「蓮の香」は眼前の景をとり、そのすがすがしさに挨拶の意を i€r こ 
ものであろう。能面をつけた際は、面の鼻の孔を通して下方の物を見るということなので、その点をとらえ、笑 
いをふくんだ句に仕立てたのである。……『笈日記』以下の「蓮の香に目をかよはすや」というかたちだと、句 
意は解しやすくなるが、句の中心が人の所作に移行し、「面の鼻」を主にした ユー モアには及ばない ようで ある。 
(『茜蕉全句』) 

となっている。端的には「蓮の香を鼻の穴で嗅ぐのでなく、見ると言ったところがおかしみである」(山本健吉氏『全発 

句』)と見てよかろう。「貴殿は . お池のすばらしい蓮の香も自分の鼻で皆がずに、面の鼻を通して目で嗅ぐのです 

か」(今栄蔵氏『色蕉句集』)とも解し得る。 

おなじ津なりける湖仙亭に行て 

柳 此 宿は水鷄もしらぬ扉かな (签日記) 泊船集•網代笠.蕉翁句集•巾秘抄 
夏季(水鶏)。 

〇おなじ津なリける湖仙亭に行て「同じ it なりける湖仃きて」。『笈日記』では、大津の能太夫本間主 S こ招かれた寺 
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の吟「ひら^-と」「蓮のかを」の句の次に収められているので、「おなじ津」が大津を指すことは明らかである。「律」は、舟着 
場、港の意で、琵琶湖に面したこの町の名の由来でもある。「湖仙」は当地の俳人。写本『巾秘抄』(好問堂編、文化十三年成)所収 
の前書によれば高橋氏で、 k 千とも号したらしい(『巾秘抄』には「瓢千」となっているが、『校本芭蕉全集』補遺篇の尾形仂氏の 
注に「湖仙との音通から推し、「瓠千」の誤写か」とあるのに従う)。生歿年未詳。この前書は支考の文である。「楊州の津も見へ 
そめて雲の*」(『蕪村句集』) 「 T - Ou . i , Minat ?」 (『日葡辞書』)。 〇此宿— 「此の宿」。「宿」は宿屋でなく、居宅の意。既出 ( nl 等)。 
0 水 a もしらぬ扉 「水鶏も知らぬ扉」。戸をたたくように鳴く水鶏も、此処に家があるのを知らずに、扉をたたくこともない、と 
いうのである。 ( V S56 等)参照。「とぼそ J は既出 (n 305 前書)。 

ia この お宅は、俗人は勿論の こと、 あたりに棲む水鶏も知らないで、戸をたたく こと もない。 まことに ひっそり 
と閑静な良いお住居です。 

MH 「大津湖仙亭\水難」(『泊船集』)「湖仙亭にて」(『網代#』)「同じ津成ける湖仙亭にて」 (『蕉 翁 句集』) 「さ V 波の音近 
く、三井の鐘聞ゆるあたり、暫旅の宿を求む。主は高橋瓢千といふ。志風雅を好て、身貧のいとはず。風雅は我好所 
にして、貧は我友也。栖は膝を入るのみにして、狭き うれへ 有といへ共、馬車の通ひすぎにあづから ざる 悦び有。足 
らざるを楽みて、淋敷を又友とす」(『巾秘抄』 ) 等の前書がある。『巾秘抄』は色蕉在世時からは遥か後、文化年間の写 
本であるが、湖南高橋三郎兵衛(恐らくは湖仙の後裔)所持の真蹟によったもので、長い前書も芭蕉の文として信用 
出来よう。 

『笈日記』は湖南部の本間主馬の家での二句の次に収めているが、この部分は元禄七年の夏、膳所•大津辺に遊吟 
した折の十句(付句を含む。内発句一句は誤伝)をまとめたものとおぼしく、最後の旅中の作と見られる。元禄元年、 
三、四年の可能性を考える説もあるが、私は七年夏として誤りないものと思う。 

湖仙の幽栖の手狭なさまは、『巾秘抄』の前書によく悉されている。湖仙は貞享四年の『ひとつ松』(尚白撰)に三十 
六句も入集している人で、尚白系の相当有力な俳人だったと思われるが、元禄五年に成った尚白の『忘 梅』 前後から 
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句作が全く見えず、俳壇との関わりも疎遠になつたようである。恐らく隠逸志向の強い、仙骨を帯びた人柄だつたの 
であろう。たまたまその人を訪ねた芭蕉が、挨拶の句として詠んだのがこの句である。湖辺に近い水郷とあつて、水 
鶏の声も聞ける答なのに、ヵタとも声が聞えない。水鶏を機縁にして、ひつそりとした湖仙の閑居を褒めた、機智に 
富んだ句といえよう。「若し唯だ隠者の世を離れてゐると言へば陳腐になるのを、水鶏もしらぬと詩的に興じた為め 
新らしい興を起し得たのである」(内藤鳴雪『評釈』)という見方は良い。戸をたたくように鳴く水鶏だから「扉」がよく 
利いて、閑静さが際立つのである。華雀の『芭蕉句選』に初五を r 此宿も」としているのは杜撰に過ぎない。 

S 75 皿鉢もほのかに闇の霄凉み(其便) 木枯.百歌仙 
夏季(霄凉み)。 

i 〇皿鉢もほのかに 「皿鉢 J は、鉢形の食器の底の浅いもの。それが闇の中に浮き出て見える さまを 「ほのかに」といつた。 
「恨みはあけていわれず、にくさに皿鉢で酒をしんぜふとしたは、こなさんへのつらあて」(『傾城歌三味線』卷三ノー)。 〇閿の霄凉 
み 「闇の霄凉み J 。 夕涼みよりは後、日が暮れて暗くなつてからの涼みなのである。「「宵闇」は、十五日を過ぎた月が上る前の闇 
をいう季語なので、この句にも遅い月の出を待つ心があるのかと思われる」(加藤锹邨氏『全句』)という見方もある。 

1 膳の上の浅い鉢がほのかに浮き出して見えて、闇の中で宵涼みをすることだ。 

■ ES ■年代不明の句であるが、初出の『其便』(泥足撰)は元禄七年中に刊行されたものと推定されるので、最晚年作 
の可能性の高いものとして、七年の部に配する。 

句の内容は、 

今夕食を終つたばかりで、まだ膳の上には皿や鉢が載つたま\である。 月 も出ない宵闇の頃で、室内はすでに 
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全く暗くなつてしまつた。燈火もつけないで縁先あたりに涼んで居ると、その暗い闇の中に、皿や鉢だけが仄か 
に白く浮き出て見えるのである。又故らに燈火も置かず、涼みながら夕食して居るさまと見てもよからう。とに 
かく宵闇の中にほのかに浮き出た皿鉢の色が、淡い涼味を誘ふのである。(潁原博士『新講』) 

と見れば十全である。昼からの宴席の さまと する説の多いのは、「皿 鉢」 を「皿や 鉢」 と取つて、多くの食器類を想 
像した為らしく、必ずしも精確ではない。従つて挨拶の意を含めて解する必要もなかろう。また、他人の さまを 客観 
した作でもなく、そのひつそりした雰囲気からして自照の句と見るのが良いと思う。切字というのではないが、「ほ 
のかに」のところに小休止があつて、味わいを深めている。 

非常にィ—ジーな心持の滲み出て居る印象的の句である。食器のやうな平凡なものを扱つて、これだけ印象的 
な句を作ることは、余程感覚が鋭敏でないと出来兼ねるものである。その鋭敏な感覚を表に沈潜せしめて、飽く 
迄安らかな姿態を与へた点が偉いと思ふ。 

印象派以来の画家が静物を題材にして、そこから微妙な主観を打ち出して来たことは、欧洲画壇の一革命だと 
観ぜられて居るが、この句は、一寸さうした趣をもつて居る佳句である。(半田良平氏『新釈』) 

という見方は、蓋し適評であろう。闇に浮き出た皿鉢の白さで涼感をとらえた軽みの句である。 

その、ちは武の深川に有しが、去年の秋文月の始、ふた V び舊草に歸 りて 

柳 M ほそし相撲と り草の 花の I 洛 (晉記) 泊船集.誹諧曾我•蕉敢句集草稿 . 蕉翁句® 

秋季(相撲とり草•露)。 

1 〇その、ち 「 k の齡」。『笈日記』にはこの前に元禄三年秋の「草の戸を」 ( m 6 £ 5 、 同四年秋の「稲す V め」 ( IVI ) の句を並 
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ベ、それを承けて「その\ち」といっているので、細道の旅を終えてか.ら約二年間上方に滞在していた後の意であることは明らか 
である。以下の前書は支考の文。〇武の 深川に有しが ^の齡 ;llf に%*りしが」。「武」は^船」即ち s ^ *[ 国(今の東京都と、埼 
玉県•神奈川県の一部を含む旧国名)の略。「深川」は芭蕉庵の所在地。既出 ( Ig 前書等)。「有」は、「在」を用いるべきところ 
である。〇去年の秋文月の始「去年の秋文月の盼め'-〇『笼日記』の r 去年」は、凡て元禄七年を指すことは前述した。その陰暦 
• P 月の初め。「文月」は既出 sg )。 〇ふ た、び旧草に帰リて 「潑^ , [0?5 f に' Jfl りて。」「旧草」は「啡の草庵」の意。既出 ( P ,® 前 
書)。支考はこの語を木曾塚の無名庵について用いることが多い。これも元禄四年に正秀の手で改築されて新旧の二種があるが、 
ここはそれとは関係なく、ただ元禄三、四年に使った草庵に七年の折にも帰って来たことをいう。「もと居た草庵」の意である。 
七年には六月中旬から支考らと共に嵯峨から此処へ移って来たので、ここは「文月の始」に無名庵に帰ったということではなく、 
「文月の始」は、句の成った時期を示したものであろう。〇道 ほそ」 「邀||し」。「道細く追はれぬ沢§かな青江」(『あ— 
巻三) 「 Fosoi.J ( r 日葡辞書』)。〇 相撲とり草 「把 g 取りち」。路傍や原野などの日当りの良いところに生えるィネ科の一年草「肥 
ひじは」の異名。高さ三十から五十センチ。緑色の細い葉をひろげ、稈も根も強くてなかなか引き抜けないので 力 草の名がある。 
初秋の頃放射状の分枝の先に多くの緑色の小穂をつける。秋の季語。「がま兹|草〇# _ 〇5^ま^^;^^|050 ^^_|井」(『毛吹草』卷二)「相 
撲草……大和本草云、古歌にすみれと読し物是也。花紫也。又白花あり。京都にてすまふ取と云、筑紫にて殿の馬と云。小児其花 
にかぎある所を両花相交かけて、引て戯とす。相撲の形に似たり。鄙にて相撲取と云草は別也。若水が云、紫花地丁、別号聲菜 
と云故に国俗堇菜をすみれと誤り称す。堇菜は別也」(『滑稽雑談』) 「 sumo < torigcsa . i . sumire .」 (『日葡辞書』)。 

■ ana 両側に茂った相撲取り草の花がしとどに露を持っている。野道も狭く、足を踏み入れ難いほど だ。 
pi 前書で明らかな ょうに、 『笈日記』は元禄七年七月の初め、木曾塚無名庵での作としており、『蕉翁句集草稿』 
もそれに拠って、「此句木曾塚旧草の句也。元禄戌文月は じめ と笈日記に有」と記している。『泊船 集』 は 春の部に 収 
めて、「相撲とり草は堇草の事なる べしと 春季-一入レぬ。秋の句たる や」 と注してあるが、「文月の始」の 句と あれば 
秋季でなければならない。支考の『色蕉翁追善之日記』元禄七年十月廿八日の条に、 

この先文月五日の朝木曾塚に別し時、阿叟は洛の桃花坊の方に見立て、…… 
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と あり、芭蕉は七月五日朝まで無名庵にあって、それから京の中長者町堀河東へ入にあった去来の本宅へ移った こと 
が知られる。従って当面の句は七月初旬、五日までの間に成った ことにな ろう。 

無名庵の庭か、近くの野道の趣を そのまま 句にしたものと思われるが、表現には陶淵明の「道狭草木長、夕露沾 一一 
我衣 一」 (道狭くして草木長じ、夕露我が衣を沾す。 「帰 i 田 居 こ其三)「三径就 k 荒、松菊猶存 J (三径荒に就けども、松 
菊猶存す。 「帰去来 辞」)や西行歌「いそのかみふるきすみかへ 分 いれば庭の あさ ぢに 露のこぼる M 」 (『山家集』中)等、 
古い詩歌の調べがおのずから匂っている。「相撲と り 草」 の 名が俳諧の眼目であって、どの草を指すか古来論はある 

ものの、 

「す もとり 草」はすみれでは無い。地しばと云ふが、ょく此の辺の子供がさかさに立て倒しあひをする草だ。細 
い道の景色がそれに見える。 ( i 蕉俳句研究』) 

という露伴説が確かである。ただ草の名は短く訓まず、「スマフトリダサ」と長く訓む方が、調べとして勝る。朝露 

か夕露か何れとも取れるが、特に愛でられるわけでもない草に目を留めて、却って i の初秋の気分が際立つところ 

•. i ヽ〇 
力 佳し 

七 夕草庵 

阶たなばたや種をさだむる夜のはじめ S 日記)蒸翁句集{.蒸翁句集 

七夕や 秋をさだむるはじめの夜 (有 蠢) 一泊 船 集.四山集•三冊子.星会集 
秋季(たなばた)。 

11〇七夕「タナバタ」。陰暦七月七日の夜をいう。 既出 ( Is 、 m 575 前書等)。〇草庵「サゥアン」。『笈日記』では元禄六年江 
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戸での七夕の句「高水に」 ( IV 7 Z 9 ) の句と並べて出しており、深川芭蕉庵での作と受取れる扱い方になっているが、〔考 L—J の条で ai 
ベるように、この句は京の野童亭での吟と推定されるので、『笈日記』のこの注記は誤りと思われる。〇樓をさだむ る 夜のは じめ 
r 獼を定むる夜の初め」。「■」は、「秋」の古字。既出54/3)。秋という季節を定着し安定させる初めての夜だというのである。 
「髪置を春に定る柳かな重供」(『毛吹草』卷五 ) rs pdame , uru , eta . J (『日葡辞書 JI )。 

Bang 七夕の日となって、時候も秋らしくなった。この夜こそ秋という季節を定着させる初めなのだ。 

■ S ■『泊船集』と『蕉翁句集』に「野童亭」と前書があり、『蕉翁句集草稿』も「是笈日記の句也。野童亭にての吟 
也」と注している。前述したように、『笈日記』には深川の芭蕉庵での句のように書かれているが、恐らく誤伝であ 
ろう。野童は出自等未詳ながら、仙洞御所に仕えていた京の人で、俳諧は去来の指導を受けていた。同じく去来系の 
風国の編した『泊船集』の前書は信憑性のあるものと見られる。後述するように、この句には 二つ の句案があって、 
芭蕉はその取捨の決定を伊賀で行ったらしい。京の野童亭で最初の句案を得たのも、それから余り隔らない時であっ 
たろう。七夕の頃京都辺に居て、直後に伊賀へ赴いた時といえば、元禄七年秋しか考えられない。従って句は七年の 
七夕の夜の吟と推定される。この年芭蕉は七月五日に木曾塚の無名庵を出て、京の去来 宅に移って いた。 

標掲の如く、『笈日記』と『有磯海』では句形が異なっている。これについて『蕉翁句集草稿』には下 五を「夜の 
はじめ」とした句形を掲げて、 

浪化集(注、『有磯海』を指す)に、はじめの夜と有。後' 夜のはじめに定る。 

と伝えている。 『三 冊子』にもこの句の推敲についての記述があり、猿雖本系には、 

此句、夜のはじめ、初の夜、このニッに心を止て、折'^吟 じしら ベて、数日の後に、夜のは じめ と極り 侍る。 

(赤雙紙) 

と見える。石馬本には右の終りの部分が、 r ……数日の後に、はじめの夜とは究り侍る也」と全く进になっているが、 
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これは土芳直筆の『句集草稿』の記述に照らして、猿雖本系の方が正しいものとしなければならない。土芳は 恐らく 
伊賀で芭蕉の推敲の情況を目睹していたのである。「夜のはじめ」「はじめの夜」の両案は、「折^-吟じしらベて」 
と土芳が伝えているょうに、純粋に「調べ」の問題であったろう。「夜のはじめ」の二三調と「はじめの夜」の四一 
調と、どちらが安定度が高いかといえぱ、どうしても前者が優る。舌頭に千転してその取捨を決するのに、数日の日 
子を要したのであった。 

句の言わんとするところは初秋の季節感である。即ち、 

秋来てもいまだ残暑ありて秋とも定がたかりしに、はや七夕になれば、空の気色、風の音、誠に秋を定むる夜と 
なれるとなり。(東海呑吐『句解』) 

文月に至ると云共、未ダ残暑有り、秋月も唯人の心にのみ立て、身に冷程の夜寒にもなきを、 f 月と成て、銀 
河の光り何時となく露冷かに、誠に七夕の夜などょり取分て秋情を催す気色あり。殊に稀なる逢瀬に、秋の 哀も 
今宵こそ身に 知るべし。(信天翁 s の底』) 

といったことを、主観的に ril を さ だむ る」 といったので、写生的な描写ではないが、 きっぱり 断定した ところに 一 
種の力が感ぜられる。 この 年の立秋は六月十六日で、二十日以上経って七夕になったのだから、 この 表現は実感で も 
あったであろう。 

野童亭での作と すれば、 この家にあって、七夕の夜の秋の気分を、十分に味わいえ たという 挨拶が こめられ てい 
ることになろう。(加藤揪邨氏『色蕉全句』) 

という 説も、確かな ところで ある。 
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棚ひや^^と壁をふまへて晝 寐哉震翁行状記} 笈日記•泊 船 集.三冊子.蕉翁句集 

秋季(ひや^-)。 

gffa 〇 ひやくと 「冷や冷やと」。初秋に感ずる冷気をいう季語。ここでは壁の冷たさも含まれる。「ひや、か初秋の事なり。 
暮秌にはかなはず。ひゆるひや< などのことば、ひや、かとおなじ。冷の字也、秌なり」(『御傘 』) 「FiyaiL (『日葡辞書』〇 
〇 壁をふまへ rr 壁を踏まへて」。壁に足の裏を当てているさまの表現。「さびしさは垂井の宿の冬の雨舟泉莛ふまへて蕎麦 
あふつみゆ松芳」(『あら野』員外) 「 Fumaye , uru eta . 」(『日葡辞書』)。〇 昼寐 「昼寐」。既出 ( n 399)。 芭蕉の時代には雑の扱い 
であった。「ヒル」は底本の振仮名。 

まだ 暑さの残る頃、壁に足の裏を当てて、冷んやりした感触を楽しみながら昼寝をするのは、 まことに 快い。 

■一■『笈日記』雲水部には、「去年の夏阿叟の桃花坊におはす時、人 A / よりいて物語し侍るに」として、「梅が香に」 
( vg ) 「なまぐさし」 ( IV7S2 ) 等の句の趣意を論じた続きに、「その後大津の木節亭にあそぶとて」として当面の句を挙 
げている。また、路通の『色蕉翁行状記』には、最後の旅の記事の中に、「玉祭といふ文月十日も過て、……又伊賀 
の方へ心 ざし、 道すがらなれば此かへるさにも粟津の庵に立より、しばらくやすらひ給。 M 暑の心を」として句を掲 
げている。何れも元禄七年初夏の吟であることをいっており、京から伊賀へ向う途次に、数日義仲寺の草庵に滞在し 
ていたとすれば、その間に木節亭を訪れる機会はあった害で、両書の記述は矛盾しないと思う。恐らくは七月十日過 
ぎの数日間に木節亭で成った句であろう。『泊船集』が夏の部に入れたのは「昼寐」を夏季と見たからで、誤解に過 
ぎない。 

支考は『笈日記』でこの句を挙げた後に、 
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此句はいかにき、侍らんと申されしを、是もた V 残暑とこそ承り候へ。かならず蚊屋の釣手など手にからまきな 
がら、思ふべき事をおもひ居ける人ならんと申侍れば、此謎は支考にとかれ侍るとて、わらひてのみはてぬるか 
し。 

と、芭蕉との問答のあった ことを 記している。前述したように、芭蕉は七月五日に木曾塚の草庵から京へ移った時支 
考と別れているから、右の事のあったのは、九月初めに支考が伊賀の上野を訪れた時の ことと 思われるが、支考の見 
方はこの句の解説としてまことに恰好と言ってよい。これに、 

足を伸ばすと壁にと V く、其の壁は冷^-とつめたくてよい気持ぢや、それをふまへたま V で昼寝をする事ぢや 
といふたので、自堕落に心のくつろいだ佗人の様がよくあらはれて居る。且つあついから自然寝ながら足をあげ 
て壁へやつた、其壁は流石に秋の気を帯てつめたかつたといふ残暑の心持もよく画き出されてゐる。(内藤鳴雪『評 
釈』) 

という鑑賞を添えれば、更に十全となる。且つ木節亭での句とすれば、このようにくつろいでいますという挨拶の気 
持が含まれているであろう。初秋の季節感を壁の冷い感触で言い取った佳句である。『笈日記』の「思ふべき事をお 
もひ居ける人」という表現から、寿貞尼の事に説き及ぶ説もあるが、私はその方へ余り深入りしたくない。 

本間主馬が宅に、骸骨どもの笛鼓をかまへて能する處を畫て、舞臺の壁にかけ 
たり。 まことに 生前のたはぶれ、などはこのあそびに殊らんや。かの髑髏を枕 
として、終に夢うつ X をわかたざるも、只この生前をしめさる、ものなり 

879 稻づまやかほのところが薄の镇心<続猿5 e 蕉翁行状記•泊 船 集.蕉翁句集 
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秋季(稲づま.薄の穂)。 

H 〇本間主馬が宅「本間主馬が宅」。「本間主馬」は、大津四の宮住の能太夫。既出？§前書)。〇骸骨ども*#4」は、人 
間の身体を構成する骨。ここは骨組だけの人間を架空に想像した画の趣をいう。それが複数あるわけだ。 r 骸骨のうへを粧て花見 
かな」(『鬼 貫 句 選』) 「 Gaicot . Xigai fone .」 (『日葡辞書』)。 〇笛皸をかまへて能する処を画て 「笛鼓を構へて能する処を af て」。管 
楽器の笛、打楽器の鼓は、演能に必須のもの。「骸骨ども」が舞台でそれらの楽器を携え構えて能を演ずる情景を画いてあったの 
である。 「鼓」 は「鼓」の俗字。「さればこそひなの拍子のあなる哉 神 田祭の鼓うつ音」(『猿蓑』卷三、嵐雪発句 r 花す、き」前書)「た 
ちなぎなたをかまへてまちかけたり」(『義経記』_弃)「-女郎共に能をさせて、御目に懸るのよし」(『好色一代男』卷八) rT « ou - 
zzumi . J 「 Yari , catana nadouo camayete iru . J 「 N 6 UO suru . J (『日葡辞書』)。 〇舞台の壁にかけたり 「舞台の壁に掛けたり」。主 
馬の家にある能舞台の壁に、右の画が掛けてあったというのである。 ( n § 後書)参照。「ぶたいの定ありといへど、所によりてな 
らぬ事あり」(『わらんベ草』卷一) 「 Butai . Maino vtena .」 (『日葡辞書』)。〇 生前のたはぶれ 「生前の戯れ」。「生前」には、この世 
に生をうける前の意もあるが、ここは人間の生きている間の意に用いられている。人間の生きている間のさまざまな行為を「たは 
ぶれ」と観じた 表現。 「生前に遊女を目に 見 ざれば、 其 味をしらず」(『色道大鏡』卷十五)「とひこぬものを夢のたはぶれ植ていに 
し一本す ゞ き I 相枯 て」(『春夢草』上) 「 X 6 js . vmarsu maye . J (『日葡辞書』)。 〇などはこのあそびに殊らんや 「などは此の遊び 
に殊ならんや」。どうしてこの遊び(骸骨どもの演能を指す)に異なろうか、同じである、の意。「などは」の「は」は、強調する 
為に添えた語。「などしも」という言い方もある。「や」は反語である。「殊」は、ここのように「異」と同じ意味に用いることが 
ある。「えぼじ子やなど白菊の玉牡丹濁子」(『続猿蓑』下) 「ソノアルジ ト スミカ ト、無常 ヲアラソフサマ、ィハ v アサガホノ 露 
一ー コト ナラ ズ」(『方丈記』) 「 Nad ? 1, nadsar - Majoni . 」 「 cotonaranu . J (『日葡辞書』)。 〇かの 「彼の」。よく知られた事を述べ 
る場合に冠する 表現。 既出( 1 57、 m 557 前書)。〇 髑髏を枕として終に夢うつ、をわかたざる 「髑髏を枕として終に數职ゲ批たざ 
る , -〇『荘子』至楽篇に「援二髑髏一枕而臥」(髑髏を援いて枕として臥す)とあるのに拠る。荘子が楚に行った時髑髏(しゃれこう 
ベ)を見、これを枕にして睡ると、夢に髑髏が現われて、死の楽しみを述べたという話である。「終に夢うつ k をわかたざる」と 
いったのは、夢うつつの間に髑髏の死の説を聞いたことを斯う表現したのであろう。「狐火や髑髏に雨のたまる夜に」(『蕪村句集』) 
「雨にも風にもかよはふよなふ宗因夢うつ 》 女姿のちみどろに 幽山」へ 『談林 俳諧』一 「いづれか是いづれか非ならんと侍しに、 
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此間わかつべからず」(『続猿蓑』下、芭蕉「名月」発句支考評) 「 Docur ? Xaric 6 be. 」 「lefiuo vacatou . 」(『日葡辞書』)。 〇只この生前 
をしめさる、ものなリ 「只此の生前を示さる X ものなり」。ただ人間の生きている間のはかない ことを 示して戒しめとされたもの 
なのである、の意。「しめす」には、示して戒しめとする意がある。「法然上人と申大 とこの 世に出まして、六字の御名をだにしん 
じちにとなへ申さば、極楽にいたる事やすしと示し玉へるに」(『春雨物語』宮木が塚) 「 ximexi , su , eita .」 (『日葡辞書』)。 〇稲づま 
「稲妻」。秋の夜空に走る電光。既出 (n ■等)。 〇かほのところが薄の穂 「顔の処が薄の穂」。骸骨の顔のところが薄の穂に なっ 
ている、の意。小野小町の 髑髏 伝説を踏まえた表現である。〔考 U 参照。「薄の穂」は秋の季語。 (瓜|) 参照。「穂の出たるを、花 
す ゞ きとも尾花ともいへり。穂の出ざるをいふべからず。師説」(『滑稽雑談』)「秋風に露や落武者薄のほ作者不知」(『毛吹草』卷 
六) 「 FoniN - zuru , 一, Arauaruru .」 (『日葡辞書』)。 

W — 稲妻が ピヵ リと光って闇を一瞬照らし出すと、骸骨の顔のところが、小野小町の髑髏の話のように、薄の穂に 
なっていることだ。 

■ E ■「丹-野がこのめるにまかせて、骸骨の絵賛に骨相観の心を前に書て」(『色蕉翁行状記』)「骸骨絵賛に」(『泊船集』)等 
の前書がある。路通の『芭蕉翁行状記』には、元禄七年七月に伊賀へ帰る前のこととして左のような記述が見える。 

玉祭といふ文月十日も過て、しきりに父母のむかしもおもはる\にや、殊に此秋は気短かに身の骨もとがりぬれ 
ば、桃尻のみせむ方なきなどうち笑ひ、又伊賀の方へ心ざし、道すがらなれば此かへるさにも粟津の庵に立より、 
しばらくやすらひ給ひ、残暑の心を、 

ひや-^と壁をふまへて昼寐哉 

この後に右の「丹-野がこのめるにまかせて」云々の文と句が載るのである。この書き方では、七月五日以来京の去 
来宅に居た芭蕉が、伊賀へ帰る途中また粟津の無名庵に立寄って暫く逗留していた時に、丹野(本間主馬)の家を訪 
い、主の懇望に答えてこの賛句を成したと見られよう。六月にも丹野亭を訪うているけれども、当面の句は秋季であ 
り、『行状記』の記述と矛盾する資料も今の処見当らない。七月十日過に無名庵に数日居た間に、近くの丹野亭をま 
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た訪ねた ものと 思われる。画賛は もとより 当季に限らぬ場合 も あるが、当面の骸骨演能の図には季 として 採るべき素 
材は無かつたであろう。それを秋季の句としたのは、やはり七月という時節を考慮した結果なのである。 

『行状記』にいう「骨相観」とは、人間死後の遺体の成行を観じて悟道に入ろうとする九想観の第八に当り、身肉 
の離れ去つた白骨をまざまざと思い描くことである。それを画にしたのが骸骨演能の図で、『続猿蓑』の前書では、 
『荘子』を援用しつつ、人間生前のさまざまの行為も、骸骨の演ずる能のように、はかないものだと述べている。句 
ではその無常観を承けて、薄原の中に横たわる人の骸を描いたのであるが、「かほのところが薄の穂」という表現は、 
小野小町にまつはる伝説を踏まえたのであつた。たとえば鴨長明の『無名抄』には次のような話が見える。 

或人日、業平朝臣……哥枕ども見んとて、すきによせてあづまのかたへ行けり。みちの国に至て、やそしまと云 
所に やどりたり ける夜、野の中に哥の上句を詠ずるこ袅有。 そのこと ばにいはく、 

秋風のふくにつけてもあなめ^^ 

と云。あやしくおぼえて、こ袅を尋つ k 是をもとむるに、さらに人なし。只死人の頭一あり。あくる朝猶これを 
見るに、彼どくろのめのあなより、す X きなん一本おひ出たりける。その薄風になびくおとのかく聞えければ、 
あやしくおぼえてあたりの人に此事を問。或人語て云、小野小町この国に至りて、此所にして命終りにけり。則、 
彼頭是なりと云。こ X に業平、哀にかなしく覚えければ、涙を X さへて下句つけ、り。 

小野とはいはじ薄生けり 
とぞつけたる。その野をば玉つくりの小野といひけるとぞ侍る。 

これは『古事談』や『袋草紙』にも類話の載る古い話であるが、謡曲「通小町」にも、 

或る人市原野を通りしに、薄一村生ひたる蔭よりも、秋風の吹くにつけてもあなめあなめ小野とはいはじ薄生ひ 
けりとあり。 これ 小野の小町の歌なり。 
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とあつて、場所が京の市原野に変り、連歌ではなくて小町作の一首の歌になつている。この話に関する芭蕉の知識 も、 
恐らく謡曲あたりがもとになつたのであろう。小町伝説を趣向にして無常観を具象化したのがこの句であつた。加藤 
揪邨氏はこの句を左のように鑑賞しておられる。 

この句は眼前の絵から、生前もろもろのいとなみも観ずればこの髑髏の舞のやうなものであるといふことになる 
のである。さうすると、顔のところが薄の穂といふのは、稲妻の一閃によつて、今まで姿美しく舞つてゐた人の 
顔も忽ち髑髏と変じ、そこに薄の穂が凄く戦いでゐるといふことになると思 ふ。 この句には解がさまざまにある。 
吾々 人間も草むらに棄てられた骸骨のやうに感ぜられ、眼前に薄の穂が戦いでゐるやうに感ぜられるととつたり、 
人は闇中に薄の穂が迫つてゐることを知らずに居るが、稲妻がさして始めてその穂を知りうるとしたり、今まで 
舞つてゐた美人の顔が稲妻のさすや忽ち薄の穂になつたと解したりしてゐるが、これはやはり拙解のやうにとつ 
た方が絵賛の心に合ふものであると思ふ。 

稲妻といふ季語はこの句では、この人生の観相に、一瞬物の変ずる勢を点じて頗る妙機を把んでゐる。この凄 
烈な稲妻を提出して、その下に、「顔のところが薄の穂」と投げ出した手法は、一切闇なる中に薄の戦ぐ感じが 
浮き上つて凄味がある。一種の妖怪味であるが、これは古くから芭蕉にあらはれてゐるところで、ここにも色蕉 
の非凡な才を看取することが出来る。 (『色蕉講座』発句 篇 E ) 

よく行き届いた見方で、今でもこれを継承した説が多い。ただ、「今まで姿美しく舞つていた人」ということを付加 
する必要はあるまい。画そのものが骸骨の演能なのだから、その骸骨を句では薄原の中に置いて、稲妻の光に髑髏の 
目の穴から薄の穂が生える凄惨な情景をあらわしたと見た方が良いと思う。抑々「稲妻」は、「よのなかをなににた 
とへむあきのたをほのかにてらすよひのいなづま」(『後拾遺集』巻十七、源順)という歌もあつて、無常の観相には恰好の 
配合なのである。この句を「重くれ」と見る説もあるが、画賛を求められた場合であり、その上画題が骨相観の図と 
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あっては、趣向が無常に結び付くのは自然の勢いであろう。趣向 J :. りも、この句では「かほのところが薄の穂」とず 
ばりと言ってのけたところに力があり、その活き活きとしたィメージは評価出来よう。しかもそれが軽みの時代 だけ 
に、極く日常的な言い方になっているところに注目したい。 

I 家はみな杖に しら 髮の墓參り (色蕉翁追善之日記) 

其日先-祖の廟にて 

一家みな白髮に杖や墓參り (I 翁行状 S |陸奥衛 
甲戌の秋大津に侍しを、このかみのもとより消息せられければ、舊里に歸りて盆會 
をしとなむとて 

家はみな杖にしら髮や墓參(宇陀法師) 

秋季(墓参り)。 

〇家はみな杖にしら髪「家は皆杖に白髪」。ここは松尾家の一家とその血縁の人、縁戚も含めて皆年老い、杖をついて白髪 
頭を並べているさまをいう。「俎の鱸に水をかけながし里圃目利で家はよい暮しなり馬莧」(『続猿蓑』上)。〇墓参リ 
り」。先祖の墓に詣でることに本来季節の限定はないが、盂蘭盆会が代表的な先祖供養の行事であるところから、盆の墓参の含み 
で古くから「墓参り」が秋の季語となっている。「墓まいり俳。七月初先祖の墓にまうづる、これもうらぼんの心ばへとかや。も 
ろこしにも、七月十五日に先祖の墳の城外にある所をはき清め、供養するよし、夢華録にみゆ」(『増山井』)「七月/初一日……墓— 
参自今-日-至，-十-四—日-良-賤各 >詣，，祖-考之墳-墓—0制謂，一墓_参—0正同，，中-華清-明_日上|墳祭|亂之；^也」(『日次紀事』)「和 
俗七月に入て先祖の墳墓を祭る事、釈氏の教に拠あるか。然ば当月十三日より十五日に至て墓詣をなすべし。京都には朔日比より 
是を行ふ。是盆前に至て、商賈の世業に暇をおしみて、前広に墓へ参るならし。東西の余国は、武家町人によらず十四日 五日六日 


笈日記.続猿蓑•泊船集•三冊子•蕉翁句集草 
稿•蕉翁句集 
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に勤る也。古来は、墓詣と計は秋に成がたし。当世は、盆供に通じ用ゆ。作者心得べし」(『滑稽雑談』)「長さき盆会に/見し人も 
今は孫子や墓参り(去来ご(『泊船集』) 「 Mairi .」 (『日葡辞書』)。 

1 a 松尾の家につながる縁者達は、皆杖をつき白髪頭を並べて、盆の墓参りをすることだ。 

__ 「甲戌の夏大津に侍しを、このかみのもとより消息せられければ、旧里に帰りて盆会をいとなむとて」(『続猿蓑』) 
「古郷墓」(『陸奥 iife 等の前書があり、支考の『芭蕉翁追善之日記』『笈日記』では七月十五日の作として挙げてある。 
「申戌」の年は元禄七年で、その七月十日過ぎに京を立ち、木曾塚の無名庵を経て故郷の盆会に参じたのであった。 
「このかみ」即ち家兄松尾半左衛門が手紙で招いたのである。 

句形については『三冊子』に、 

家はみな、初は、一家みなと有。……後なしかへられ侍るか。(赤雙紙) 

とあり、『蕉翁句集草稿』にも、 

此句はじめは、一家みなと有。 

と見える。『色蕉翁行状記』に伝えられた句形が初案とおぼしく、『続猿蓑』に入れる際に「家はみな杖にしら髪の」 
と改めたのであろう。「白髪に杖や」と明確な切字を入れた形に対して、「杖にしら髪の」は調べが淡々としており、 
それだけ下五の「墓参り」の語が重量感を持つようである。『宇陀法師』(李由•許六共撰、元禄十五年刊)の句形は杜撰な 
誤伝と思われる。また、支考の『和漢文操』(享保十二年刊)には、「白髪ノ吟并序」と題した文章の中に「一家みな杖に 
しら髪の墓まいりまいるこ、ろのかたみながらに」という俳諧歌にして収めてあるが、この序は『野ざらし紀行』の 
「手にとらば消んなみだぞあつき秋の霜」(1挪)の条の文と大同小異であって、支考の手が加わっているらしく、色 
蕉の作とは思えないものである。 

古注には「墓参り」の季語について彼是の論があり、無季とするような説まであるが、 1—1 語釈1_1に引用したように、 
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こ sg は古くから盆会に関わる季語と認められており、これらの諸説はそれを知らない人々の空論といわざるを得な 
い。色蕉は昔からの語の沿革を心得て句中に使っているのである。二十九で故郷を離れて以来、上野の兄の家で芭蕉 
が盆会に列するのは初めてのことで、やがて十月に歿することを思えば、郷関を出てからは唯一度の機会だったこと 
になる。たださえ昔の事が思われる魂祭に久々で際会して、往時を懐い今を®び、死別した知友の誰彼に思いを馳せ 
て、彼の胸懐は無量の感慨に満たされていた。この句ではそれが徒らに感傷に流れず、自分を含めた縁者達の老いの 
姿を、「杖」と「しら髪」によって描き、特に後案に於いて淡々とした調べのうちに、言い難い寂寥感を印象づける 
のに成功している。普通の「軽み」の句とは又別の、巧まない佳句として、記憶に留めるべき作であろう。 

尼壽貞が身まかりけるとき\て 

棚數ならぬ身となおもひそ玉祭り—海) 泊船集.蕉翁句集 
秋季(玉祭り)。 

pm 〇尼 寿貞が身まかりける 「尼寿氮」は、芭蕉の若い時の妾と伝えられる女性で、出自未詳。「免まかる」は、人が亡くなる 
こと。既出…训前書等〇寿貞の歿したのは、元禄七年閏五月下旬と推定される。〔考〕参照。〇 き、て 「肥きて」。 ◦数ならぬ 
身となおもひそ 「数ならぬ身とな思ひそ」。一人前の数にもならない、つまらない身と思うなよ、の意。「数ならぬ」は、「数に入 
る」(1ぢの対に当る。「な……そ」は禁止の語法。寿貞の霊への呼び掛けである。「下戸は皆い く 月のおぼろげ落梧耳や歯や 
ようても花の数ならず野水」(『あら野』員外)「力なき事なり。かくな恨給そ」(『徒然草』六十九段) 「Misaina cotouo na 
voxerareso . J (『日葡辞書』)。〇玉 祭り 「玉祭り」。「玉」は「魂」の宛字。盂蘭盆に先祖の霊を供養する法事をいう。既出 ( n 似 
等)。 

nHQ 幸せ薄い生涯ではあったが、一人前の数にもならない、つまらない身と思うなよ。魂祭には、 こうして 家の先 
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祖と共に供養して上げるのだから。 

■ s ■寿貞尼が亡くなってから、盂蘭盆の法事でその霊を供養した時の句であることは、『有磯海』の前書にょって 
明らかである。寿貞は芭蕉の身近にあった女性として、その出自や身分について不明な点が多く、いまだに様々の議 
論が絶えない。それらについては又後で触れるとして、色蕉関係の資料にこの人の名が登場するのは、元禄七年最後 
の旅に出てからである。その最初は島田から出した五月十六日付の曾良宛書簡であって、その末尾に、 

宗波師.紅斎老.近所衆へ皆<ょろしく頼存候。寿貞も定而移り居可申候。御申きかせ、乍慮外奉頼候。 

と 見える。その後閏五月二十一日に書かれた とお ぼしい杉風宛に、 

折ミ深川へ御なぐさみに御出あれかしと存候。され共寿貞病人之事に候へば、しか^-茶をまいるほどの事も得 
致まじくと存候。これらが事共などは、必御事しげき中、万御苦労に被成被下まじく候。猪兵衛•桃隣指図に而、 
ともかくも 留守相守り、火の用心能仕候様に被仰付可被下候。 

とあるのを参照すれば、寿貞は芭蕉が江戸を立ってから深川の草庵に留守番として移り住み、病を養っていたことが 
知られる。猪兵衛は山城加茂出身で、芭蕉の甥と伝えられる人、杉風の魚問屋鯉屋の手代をしていた。桃隣と共に芭 
蕉とは血縁があり、この二人や杉風が後見して草庵の留守を守っていたのである。六月三日付の猪兵衛宛には、 

一、理兵衛細工無之時分、せめて煩不申候様に御気を可被付候。右之通寿貞にも御申きかせ可被下候。おふう夏 
かけて無事に候哉。様子具に御申越可被成候。 

一、宗波老•庄兵衛殿へも御心得可被成候。定而好斎老たへず御見舞可被下と存事に候。追而以書状可得御意候。 
という文言があり、草庵には寿貞と共に理兵衛.おふうという人物も同居していたと見られる。理兵衛は不明の人物 
であるが、恐らくは寿貞と血縁につながる人。おふうは後出のまさと共に寿貞の娘であろう。芭蕉はこれらの人々の 
消息を案じ、宗波以下の深川近隣の人々に世話を頼んでいるのである。 
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寿貞が病歿したことを色蕉が知ったのは、それから間もなくであ.った。訃報を得た直後に書いたと思われる六月八 
日付の渚兵衛宛書簡には、芭蕉の受けた衝撃の強さとその衷情を窺わせる切々たる文言が記されている。 

寿貞無仕合もの、まさ.おふう同じく不仕合、とかく難申尽候。好斎老へ別紙可申上候へ共、急便に而此書状一 
所に御覧被下候様に頼存候。万事御肝煎、御精御出しの段 A /、 先書にも申来、扨 A / 辱、誠のふしぎの縁にて此御 
人頼置候も、ヶ様に可有端と被存候。何事も^-夢まぽろしの世界、一言理くつは無之候。ともかくも能»|^!御 
はからひ可被成候。理兵衛もうろたへ可申候間、とくと気をしづめさせ、取乱し不申様に御しめし可被成候。以 
上 

「寿貞無仕合もの」という端的な追悼の語は、「数ならぬ身となおもひそ」の句の表現と関連して理解さるべく、終に 
この女性を幸せにすることを得なかった芭蕉の痛恨の情をあらわして余りある。当時の通信事情からして、寿貞の死 
は閏五月下旬と推定されている。同じ六月八日に認めた杉風宛書状には、 

二郎兵衛も暇乞致度よし申候故、早 AZ 下し候。様子は直面に御聞可被成候。 

ともあり、芭蕉は訃報を得た即日次郎兵衛を江戸に遣した ことが 知られる。次郎兵衛は前々から述べて来たように、 
今度の旅に同伴した人物で、寿貞の子(恐らくまさ•おふうの兄)であった。右に「暇乞致度よし申候」とあるのも、 
実の母ならば当然の情と理解出来よう。六月廿四日付の杉風宛には、 

二郎兵衛其元へ下候へ共、盤子•素牛と申両人一所に付添為申候而、不自由成事無御座候間、御気遣被成間敷候。 
盤子は……伊勢下りかゝり為申候へ共、先修行の為、且は二郎兵衛帰り候迄は、ホ#塚無名庵に一所に相勤申候。 
と、木曾塚の草庵での情況に触れている。その後、六月廿八日付芭蕉宛杉風書簡には、 

一、素龍事取持成かね申候。存候とは様子相違御座候。……委桃鄰先日二郎兵へに申遣候様に被申候。 

と 見えるから、二十八日より数日前に次郎兵衛は江戸を立って再び西上したのであった。江戸には 十日とは 滞在して 
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いなかった箸で、七月初旬には芭蕉の許に帰ったであろう。或いは七月五日の木曾塚から京の去来宅への移動は、次 
郎兵衛の帰来を機に行われたのかも知れない。以後彼は芭蕉の歿するまで、伊賀から大坂へと随行することになる。 

寿貞の子次郎兵衛は、このように芭蕉の最後の旅には大変縁の深い存在であるが、その名が芭蕉周辺の資料に現わ 
れるのはもっと早かった。元禄三年と推定される九月廿六日付の色蕉宛曾良書簡に、 

桃印•勘兵へ無事、次郎事等委伊兵へ申上候由故、略之申候。 

と見えるのが、現在知られている資料の内では最も早い言及である。当時芭蕉は細道の旅を終えた後なお上方にあり、 
それに江戸の様子を報じた曾良の書状の中に次郎兵衛の名が見えるのであって、次郎兵衛の様子等のことは猪兵衛 
(「伊」は宛字)が手紙で委しく申し上げたそうだから、この手紙には書かないというのである。恐らく次郎兵衛は細 
道の旅に出る前から深川辺に住み、猪兵衛が世話を見ていたのであろう。次郎兵衛の年齢は元禄七年当時十七、八と 
推定され、それより五年前の細道の旅の頃は十二、三なので、 まだ 独立出来る齢ではなかった。その後元禄六年の霜 
月八日付曲翠宛芭蕉書簡には、 

当夏暑気つよく諸縁音信を断、初秋〜閉関、二郎兵へは小料理に慰罷有候。 

という文言があり、『韻塞』(元禄十年刊)所収の許六の文に同年夏の江戸出発に触れて、 

おなじく 五月六日の頃旅だ X むと申つかはしけるにおどろき、例の次郎兵衛を使として、……こまやかに文して 
色紙•短尺•絵讚の類もたせ給はる。 

とも見える。六年当時は色蕉庵に同居して、使走り等を勤めていたのである。 

ところで、元禄の初めから次郎兵衛が芭蕉の身辺に現われる事実からして、その背後には当然母たる寿貞の存在が 
考えられなければならない。寿貞と次郎兵衛の母子関係は、芭蕉歿時の追善集『枯尾花』に載せた其角の「芭蕉翁終 
焉記」に、遺骸を大坂から義仲寺まで運ぶ川舟に同乗した十人の名を記した中に「寿貞が子次良兵衛」とあるのによ 
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って明らかである。寿貞と色蕉との関係については、色蕉自身何も述べておらず、野坡門風律の著『小ばなし』に野 
坡の談として、 

寿貞は翁の若き時の妾にて、とく尼になりしなり。其子次郎兵衛もつかい被申し由。 

と見えるのが唯一の資料である。それでは次郎兵衛は芭蕉の子であったかというに、弟子達の次郎兵衛に関する記述 
態度からして、到底そうは考えられない。たとえば支考の『芭蕉翁追善之日記』元禄七年十月二十六日の条には、 
正秀が方によりて新式•遺言状を封じ、従者二郎兵衛をと k のえて武江にくだらしむ。この者はみな月の頃母を 
失ひ、此度は主の別をして、又百里の霜雪をしのぎ行のあはれさに、おの<はなむけをなして泣けるなり。 

とある。右の「母」が寿貞を指すことは勿論として、芭蕉のことは「主」といい、次郎兵衛はその「従者」なのであ 
る。これらの関係を余り公けにするのは遠慮すべき事情を考えるにしても、芭蕉の実子に対するにしては随分見下し 
た書き方であって、『韻塞』の許六の文にしても同じことがいえよう。次郎兵衛は芭蕉の実子ではなかったのである。 
『小ばなし』の記事にもあるように、色蕉と寿貞との関係は「若き時」のことで、寿貞はその後に別人との間に次郎 
兵衛•まさ•おふうらの子を儲けたとすれば、その辺に色蕉が「寿貞無仕合もの」と言わねばならなかった不幸な事 
情が伏在しているのであろう。兎に角かなりの時を隔てて、寿貞や次郎兵衛が再び芭蕉の身辺に現われた時、もう妾 
とか内妻とかいった関係ではなかったろうが、芭蕉は杉風らの援助を得て、これらの人々を庇護するようになったの 
である。 

芭蕉と寿貞との関係については、近時『小ばなし』の伝えを否定して、彼女を芭蕉の甥桃印の妻とする新説が出て 
いる。しかし、その説の主な支えとなる芭蕉書簡の内容のと り 方に問題が あり、 『小ばなし』の伝えを否定する根拠 
も薄弱である。且つ、前記其角の「寿貞が子次良兵衛」という書き方も、寿貞が芭蕉にとって或る意味を持った女性 
だからこそであって、それが桃印の妻では、芭蕉を め-ぐる 人々の中で二義的な位置でしかなくなる。 これらの 点から、 
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私は新説を信じ得ないし、それを前提にして展開された種々の見方にも賛同出来ない。興味のある方は今栄蔵氏著 
『 e 蕉伝記の諸問題』(新典社刊)と拙稿「寿貞私考」(『専修国文』五〇号)を御覧頂きたい。 

『小ばなし』に見える野坡談にあるように、寿貞が色蕉の「若き時の妾」だったことは、略々信じてよかろう。二 
人の関係は、表立って世間に披露出来るものではなかったから、寿貞は全く日蔭の身であって、当時の女性としては 
自ら「数ならぬ身」と卑下して片隅に引込んでいなければならぬ立場であったろう。 

寿貞には、次郎兵衛•まさ.おふうという三人の子があったことは、確認されている。また、「寿貞」はしばし 
ば「寿貞尼」とも書かれて、それは法名である。ということは、彼女は夫に先立たれ、三人の子供を抱えた未亡 
人で、法名を名乗る在家の尼であったことが知られる。因に、彼女は全く俳諧をたしなまず、俳号も持っていな 
い。俗称も不明である。かかる女性が、「数ならぬ身とな思ひそ」と呼びかけられ るよう な、芭蕉にとって唯一 
絶対の存在となったところに、深刻な意味がある。夫婦でもない斯かる男女関係を、世俗は内縁関係とか妾とか 
呼ぶ。『小ばなし』に「妾」の語を用いている所以である。(富山奏博士『俳句に見る e 蕉の藝境』) 

という説にも留意すべきものがある。芭蕉との縁が次郎兵衛の生まれる前か後かは、徴すべき資料がなくて不明確で 
あるが、寿貞が尼になったのが夫を失った為であることは確かであろう。勿論晚年にあっては、芭蕉と寿貞の縁は若 
い頃とは異なるものだった害だが、そういう身の上の子連れの女性として、寿貞は遠慮勝ちにしていなければならな 
かったのである。それを思い遣ったのが「数ならぬ身となおもひそ」という句中の表現であった。それは彼女の訃報 
を得て「寿貞無仕合もの」云々と嘆じた猪兵衛宛書簡の文言にも通ずる心情といえよう。 

寿貞を幸せにしてやれなかった芭蕉の悔恨——彼女に対する無限の同情が、この一句に結晶したのである。 r 数な 
らぬ身」といい、「な……そ」と古風な表現を用いたことといい、凡てこの人への思い遣りに満ちている。 

……しみじみと相対う者によびかけるような、他の誰をもこの場に入れさせずに、ひそかに一人告げているよう 
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なひびきが籠っている。「数ならぬ身とな思ひそ」は、黙っ'ていると、相手が自ら退いて「数ならぬ身」と思っ 
てしまいそうなところを、呼びとめ、力づけているようなひそかなひびきが感ぜられる。……解きがたい謎を秘 
めたまま芭蕉は世を去っているので、この謎を抱いたまま、この悼句に向わねばならないが、寿貞を悼む切実な 
るひびきだけははっきり生きている。(『芭蕉全句』) 

という加藤楸邮氏の見方は、名鑑賞というべきであろう。 


娜稻妻や闇の方行五位の聲{真蹟懐紙} 続猿蓑•泊繫•蕉翁句集草稿•蕉翁句* 

秋季(稲妻)。 

i 〇稲妻 「ィナ ブマ」 。夜空に走る電光。秋の季語である。 〇閣の方行 「|1|の？^仃く」。稲妻に照らされない闇の方を飛んで 
行くこと。「五位」にかかる。 〇五位 r ゴヰ」。「五位 鷺」 の略称。六十センチ程の中形のサギ科の鳥。嘴が強大で尾は短く、頭頂 
から背面まで蒼黒色、翼•腰.尾は灰色、体の下部は白く、後頭部に二、三本の 白い 飾り羽が ある。 昼は杉•松などの林に 群棲し 
て眠り、夜水田や湖沼で魚類•蛙•蟹などを捕食する。声は烏に似て飛びながら鳴く。「五位」の名は、 醍醐 天皇が神泉苑の御宴 
で、この鳥に■五位の位を授けられた故事に基づくといぅ。「崎風はすぐれて凉し五位の声智月」(『炭俵』上) rGoisagui .」 (『日葡 
辞書』)。 

1稲妻がピカリピカリと閃き、光に照らされない闇の中を飛んで行く五位鷺の声が聞える。 

■ E * 土芳の『蕉翁全伝』元禄七年の条にこの句を引いて、 

此句ハ文月ノ頃雖子が方一一土芳トー夜 カリ 寐セラレテ、稲妻の題ヲ置、寐入ル迄一一 句ヲセ ヨト アリシ 時ノ吟也。 
土芳モいなづまもどる雲のはしと云句アリ。 
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と 見え、竹人の『全伝』 にも 「文月の頃猿雖宅に土芳と二人稲妻の題に て」として 句を載せている。 これらの 記事は 
疑うべき点がなく、成立について問題はない。盆後七月後半の作であろう。猿雖は俗名窪田惣七郎。内神屋といつた 
上野の富裕な商家で、色蕉とは若い頃からの親友であつた。元禄二年出家して法号を意専という。『蕉翁句集草稿』 
には、 

此句初は、宵やみくらし五位の声と有。後直る。 

と、他に所見のない初案の句形を伝えている。 この 時の土芳の句は「明ぼのや稲づま戻る雲の端」で、 これ また『続 
猿養』に収められた。 

並木の松のおぐらき方に傍て、五位鷺の啼行さびしさ、稲妻の光にさだかならざる広野のさま、誠に暮がたの景 
色風情おもしろし。(東海呑吐『句解』) 

という解で、句の情景はょく分る。「闇の方行」は、闇の方へ行くのではなく、稲妻の照らさない所を飛び行くもの 
と見るべきであろう。雷鳴を伴なわない稲妻がひらめくさまは、ただでさえ不気味なものである。それに、姿の見え 
ない五位鷺のギャアギャア鳴く声を配し、落着かない初秋の夜のすさまじい気分を出すのに成功している。 

叙景の句である、稲妻に調和する適切なる取材は如何なるもので あらう かと言ふに、凄い物、淋しい物二つはの 
がれない、それには五位鷺の耳を劈んざく如き声が凄寥聞寂最も恰当であらう、稲妻の光の達せぬ或は漏らされ 
し闇に其の声が消え去るといふのは非常にょい、……勿論闇の方をとして、我目前には稲妻し、淋しき闇中には 
五位の鳴き 過ぐる声が消え失せるといふのである。 (『色 蕉 句集講義』角田竹 冷) 

この句で注意すべきは、閃めく稲妻を見たといふ視覚上の意識が、真暗な中を飛んで行く五位鷺の声をきいた 
といふ聴覚上の意識に、突然に、然も何等の無理なく、移つてゆくその心理過程である。歌のやうな格律を重ん 
ずる藝術にあつては、さまで異とするに足りぬが、刹那の印象を極度に重んずる俳句にあつてかういふ表現は、 
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余程珍らしいと言はねばならぬ。佳句である。 (半田良平氏『新釈』) 

右の鑑賞を ょく 玩味したい。初五の視覚から中七以下の聴覚へ移る過程を円滑にしているのが、切 字「や」 の 働きで 
あろう。 

娜里ふりて柿の木もたぬ家もなし(蕉翁句集) 蕉翁句集草稿 

里ふかく柿の木もたぬ家もなし S 蕉句選拾遺) 

秋季(柿)。 

〇里 ふりて 「里古りて」。この「里」は、伊賀上野の町を指す。年代を経た古い町なのである。「里ふりて江の鳥 白し 冬木 
立」(『燕村自筆句帳』) 「 Furi , ita, furite. …… i, Fu2 < natta . 」 (『日葡辞書』)。〇 柿の木もたぬ家もなし 「術のが！£たぬ 篆もぎし」 0 
凡ての家に柿の木がある。「柿の木のいたり過たる若葉哉越人」(『あら野』卷三) rcaqinoqi .」 (『日葡辞書』)。 
nasi このあたりはもう随分年代を経た古い人里で、どの家にも柿の木が枝もたわわに身をつけていますね。 

■ S ■土芳の『蕉翁全 1 H 』 元禄七年の条にこの句を挙げて、「此句ハ D 望翠方二八月七日ノ夜会アリテ、云出ラレ 
シ也。かせん 有」 とあり、竹人の『全伝』にも 同 趣の記事が見える。『蕉翁句集草稿』にも「此句にて望翠にて卷 有」 
とあるから、これらの伊賀所伝は信じてょい。但し『句集草稿』に句形を「里ふりて柿もたぬ家もなし」とするのは、 
杜撰な脱字である。『句選拾遺』の句形は他に所見がなく、誤伝と思われる。望翠は片野氏、通称新蔵。井筒屋とい 
った上野の商家で、色蕉の妹の嫁した片野氏の縁続きであろう。この年十月家兄松尾半左衛門に宛てた色蕉の遺状に 
も、「新蔵」の名が見える。この句の時の歌仙は今伝わらない。 

赤く色づ いた 柿の実は田園の趣に相応しく、 その 里の豊かさと落着きを思わせる。山に 囲まれた古い上野の汀は、 
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どの家も年古りて皆柿の木を持っているのは、その里の古さと、地味ながら豊かな暮しを象徴するものなのだ。句は 
淡々と事を叙しただけであるが、おのずから望翠への挨拶の意が籠り、故郷の良さに浸っている作者の気分が想われ 
る。 

柳名月の花かと見へて棉白田(続猿蓑) 泊船集.東西 夜話.蕉翁 句集 

名月に花かと見えて綿皇 S 蹟懐紙) 

伊賀山中にありて 

名月や花かと見えて綿ばたけ S 嫌海一 
秋季(名月)。 

PB 3 〇 名月の 「名月」は、八月十五夜の月。「の」の所に小休止がある。「や」程にはっきりとは切れない俳諧独得の措辞である。 

別案の「名月に」「名月や」に照らしても、此処に休止を設ける意識が一貫していることは明らかであろう。〇花 かと見へて棉畠 
「棉畠」の綿の実がはじけて白い綿毛を吹き出しているさまが、花のように見えるというのである。「見^■て」は「見 X.' て」の仮 

名ちがい。「棉」は「綿」に同じ。 「 vata .」 (『日葡辞書』)。 

Baea 名月の光のもと、実の熟した綿畠が、花かと疑われる程に 白々 と見えることだ。 

■■『続猿蓑』には、次の「名月に麓の霧や田のくもり」の句と共に掲げ、それに付した支考評の冒頭に、「ことし 
は伊賀の山中にして名月の夜この二句をなし出して」とある。天和以降中秋の名月を故郷の伊賀で賞したのは元禄七 
年だけであって、『有磯海』の前書に徴しても、支考のいう「ことし」が元禄七年を指すことは疑いない。名月の夜 
には右の二句と今一句、『笈日記』所収の「今霄誰よし野の月も十六里」が成ったのである。この日は予て計画が進 
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められていた郷里の無名庵が新築成って、その披露を兼ねた観月の宴が張られた。 これより さき 六月 廿四日付の 杉 風 
宛書簡には、 

伊賀にて同名屋鋪の内に庵造候とて、当月四日才門人共普請初、盆前に伊賀へむかへ可申由、段 A / 申越候間、 


とあるから，この庵は兄松尾半左衛門の屋敷内にあり、六月四日から普請に掛ったことが知られる。八月十五夜の宴 
に出した料理を記した左の如き芭蕉自筆の献立表も伝わっていて、当夜の模様を偲ぶことが出来るのである。 

八月十五夜 

一、芋煮/ 

酒 

のつベいせうが ゆ 
一、煮物ふ 吸物つかみだうふ 
こんにやく しめじ 
ごぼう めうが 
. 木くらげ 
里いも 
中ちよく 

もみふり くるみ 
かうの物 
肴にんじん 
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焼初茸 
しぼり汁 

す すり山ノいも 
しやう ゆ 

くわし かき 

吸物 聳 

冷めし 

とりざかな 

この献立表には左隅に小さく「〇献立懸物是ハ赤坂庵ノヮタマシ、折節名月ヵヶテ門人ヲマネキモテナサレシ亡師 
自筆ノ献立ノ破古也」という土芳の添書もある。 

句形については、名月後間もなく伊賀での染筆とおぼしい真蹟懐紙の「名月に」が最初の案であることは論がある 
まい。この「に」は「ほうらいに」 o §) と同類の助詞で、名月の光被する句の世界を先ず提示するょうな働きをす 
る。「名月の」の場合と同様に、はっきりした切字ではないが、ここに小休止のある語法である。『続猿蓑』の「名月 
の」も同様の措辞で、「に」から「の」へ推敲されたものと見てょかろう。さしたる根拠もなしに「の」を杜撰とす 
ることは妥当ではない。これらに比べると『有磯海』の「名月や」は、中間案とも見られる一方、信ずべき r に」や 
「の」がやや漠然とした措辞であるだけに、誤伝の可能性も大きいと思う。華雀の『芭蕉句選』に「名月の花かとば 
かり綿畠」とある句形は拠る所を知らない。 

綿の木は夏に花を開き、秋には実がはじける。この句の解としては、 

綿の実が熟すると莢が弾じけて綿が白く顔を出す、折柄の名月に綿畠を見やると、宛も白花が咲き誇つて居る如 



きであるといふので、山中の 実景と しては其場所も頷かれる.の.である。(『色 蕉句集講義』文屋菱花) 

という説が簡潔に要を悉している。『続猿蓑』の支考評では、「名月に麓の霧や」の句と並べて、 

……名月の夜この二句をなし出して、いづれか是、いづれか非ならんと侍しに、此間わかつべからず。……その 
次の棉ばたけは、言葉麁にして心はなやかなり。いは V 今のこめむ所の一筋に便あらん。月のかつらのみやはな 
るひかりを花とちらす斗にとおもひやりたれば、花に清香あり月に陰ありて、是も詩哥の間をもれず。しからば 
……後は風興をもつぱらにす。吾こ-'ろ何ぞ是非をはかる事をなさむ。た V 後の人なをあるべし。 

と評していて、綿毛のはじけた綿 a の白さを花かと疑つたのを「風興をもつぱらに」したものと見、それが「今のこ 
のむ所の一筋」に縁のあるものとした。「今のこのむ所」とは、最晚年のこの時期、色蕉が「軽み」と「興」を門人 
達にしきりに説いていたことを思えば、「興」を意味することは明らかであろう。実際は花でないものを花であるか 
のように表現するところに、興じた気持が動いていると見てよい。その点は正確な見方であるとして、問題は引歌で 
ある。 r 秋くれど月のかつらのみやはなるひかりを花とちらすばかりを」{『古今集』卷十、源忠)の歌に拠ると見ているの 
だが、この歌は物名歌として「桂の宮」という言葉が伏せられており、歌の内容は「秋が来ても月の桂に実は生りは 
しない。精々その光を花として散らすだけだ」というのである。この歌を引いたところを見ると、支考は当面の句を、 
名月の光を花に見立てて「名月の花」といつたと見ているらしい。しかしそれでは見立ての興に偏して、この時期の 
句に相応しくあるまい。この句は「名月の」で小休止することによつて、地上を遍く照らす名月の光を思わせ、さて 
次に「花かと見へて棉畠」と地上の即景を面白く表現して一まとまりになると見るべきである。兎に角この引歌に関 
する限り、支考の説は色蕉の本意から遠いものと考えざるを得ない。『続猿蓑』刊行以前の『笈日記』伊賀部に於い 
て支考は、 

名月の佳章は三句侍りけるに、外の二章は評をくはへて後猿蓑に入集す。爱には記し侍らず。 
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と「今霄誰」の句の後注に記しているけれども、この支考評は芭蕉の—意 fc 適ったものとして、元から『続猿蓑』に入 
れられたものかどうか疑わしい。安東次男氏も支考の説を非として、この句を西行歌「よしの山ふもとにふらぬ雪な 
らばはなかとみてやたづねいらまし」(『山家集』上)の翻転と見ておられる。句の典拠としては、この歌の方が相応し 
いであろう。土芳の『三冊子』には、 

名月に林下の霧や田のくもりといふ姿は不易也。花かと見へてわた畠とありしは新み也。(赤雙紙) 

と、やはり二句を並べて述べている。句の見所は、中七の「花かと見へて」と興じた表現の曲折にあるのだ。 

撇明月に麓のきりや田のくもり(有機海) 続猿蓑•泊船集•三冊子.蕉翁句集 

名月に麓の霧か田の曇(篇？ 

秋季(明月.きり)。 

1 ゝ〇 明月に 「明ル」は明るく照らす十五夜の月をいう。元禄三年の木曾塚に於ける名月の句 £g~ 6 i 6 の推敲過程を録した 
初蝉』(風国撰、元禄九年刊)が「名月」「明月」を混用しているように、当面の句の『有磯海』の表記も、「名月」と同じと見てよ 
'.■^'，凑語としては「明月」が一般で、「名月」は日本で生じた語である)。「に」の所に小休止があり、月光の照らす句の場を印象 
づける働きをする措辞である。〇 麓のきリや 「麓の霧」。彼方に見遣る山の麓あたりに立ち籠める霧。「きり」は秋季である。既 
出-1您箏0「や」を並列の助詞ではなく、切字と見る安東次男氏の『色蕉発句新注』の見方は確説であろう。〇 田のくもり 「护 
の暴り」。「麓のきり J の遠景に対して、それより手前の田面は、うっすらと曇って見える さまで ある。 ( II 590) 参照。「菊畑おくあ 
る霧のくもり哉杉風」 ( 『炭俵』下 ) 「cumoru (『日葡辞書』)。 

ia 明るく照らす十五夜の月のもと、彼方の山の麓あたりには濃い霧が立ち籠め、手前の田面はうっすらと曇っ 
見える。 


て 
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,■ 『泊船集』には「いが山中にありて二句」と前書して、「，名月の花かと見えて棉畠」の句の前に出しており、 

『有磯海』には綿皇の句の次に見える。何れも二句同時の吟である ことを 示すものであろう。 『続 猿 蓑』 では 名月の 句 

の冒頭にこの句を掲げ、綿畠の 句と 並べている。『篇突』 (李由•許六撰、元禄十一年刊) の 句形は誤伝とおぼしく、«じ難 
\ 〇 

「麓」の語がある為か、高みから見下したとする解釈があるのは良くあるまい。 色蕉は伊賀盆地の中の台地にある 
上野の町に居るので、見下すといえば見下すのではあるが、町の周囲に山が見渡せる。従つて「麓の きり」 は 遠景' 
「田のくもり」は 近景と 見るべきで、遠くの山麓の方は濃い霧が立ち籠め、その余波が手前の 田面に及んでいる景色 
なのである。「上野赤坂は台地の突端、北に伊賀盆地を見はるかす位置にある」 (『日本古典文学大系. e 蕉句集』大谷篤蔵氏 j 
ので、皎々たる月の光と対照的な地上の霧の流れを、 こういう 形で把握した わけだ。 

. 月は明ミと出て映たるに、秋_立登りて麓は闇く、田面は薄曇る風情、其景色眼前也。 (信天翁『笈の底』) 

というのが確説である。 

綿畠の句の条に引いた『続猿蓑』の支考評では、 この 句について左のょうに 記して いる。 

月をまつ高根の雲ははれに けりこ-一ろ あるべき初時雨 かなと円 位 ほうしのたどり申されし麓は、霧横り水ながれ 

て平田渺■と曇りたるは、老杜が唯雲水のみなりといへるにもかなへるなるべし。 . しからば前は寂寞をむ 

ねとし、後は風興をもつぱらにす。…… 

前掲の如く、支考はこの句と綿畠の句とを並べて、是非の評価を避けているのであるが、当面の句が西 行の 「月をま 
つ」の歌を踏まえ、杜甫の詩句の俤を持つものと見ている(杜甫のは「昏昏阻 二 雲水 一」 (昏昏として雲水を阻つ。 「奉ド 
送，--十七舅下-一邵桂- 」) の詩句を指すか)。 しかし 「月をまつ」 (『御裳 濯 川歌合』 所収)の歌は初時雨との取合わせで、 ここの 場 
合に余り相応しくなく、安東次男氏が『新注』で指摘された「たつた山月すむみねのかひそな きふもとにきりの 丈れ 
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ぬかぎりは」(『山家集』上)の歌の方が適合しているであろう。この時芭蕉の脳裏に古歌があつたとすれば、西行の 
「たつた山」の歌だつたのではあるまいか。ともあれこの句は、取り立てて目立つ技巧もなしに、山里の特色ある夜 
景を描き得ている点、土芳の「不易」 (『三 冊子 b という評語が当つているといつてよい。 

山間などでよく眼にする景色であるが、容易くは中心の摑 まれさう もないぱつとした景色を、これだけ的確に、 
且つ鮮かに生かして来た芭蕉の手腕は敬服に値する。特にこの句で注意すべきは、動詞や副詞を一切用ゐずに、 
体言を助辞だけでつないで、然もそれに一種のねばりをもたせて居る点である。(半田良平氏『新釈』) 

という鑑賞も、玩味すべきところがある。 

腳今霄 誰よし野の月も 十六里 (笼日記) 泊船集.蕉翁句集 

秋季 (月 今霄) 。 

ia 〇今霄誰 「今霄 ii £ か月を見るらむ」の 略。 ここで 切れる。「今霄」は下の「月」と呼応して、中秋名月の夜を意味する。「月 
今霄 j または r 今霄の月」 ( ISS ) は、中秋の名月のこと。〇 よし野の月も十六里 歌枕の吉野の月も、此処伊賀の上野から十六里 
を隔てるだけだ、の意。吉野は月花の名所である。 

HE 3 此処から歌枕の吉野は十六里を隔てるばかり。十五夜の今宵はどんな風流人が、其処の月を眺めていることだ 
ろうか。 

i 『笈日記』伊賀部に八月十五日の作として出し、 

名月の佳章は三句侍りけるに、外の二章は評をくはへて後猿蓑に入集す。爰には記し侍らず。 

と注してあるのによつて、「棉畠」や「簏のきり」の句と同日の作と推定される。伊賀無名庵落成の披露を兼ねた 月 
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見の催しのあった時である。 

「今霄誰」の表現からして、この句が「こよひたれす V ふく風を身にしめてよしの X たけの月をみるらん」(『新古今 
集』卷 ST 頼政)の歌を踏まえたことは確かである。また、「十六里」には白楽天の有名な詩句 「三 五夜中新月色、一、ート 
里外故人心」(「八月十五夜禁中独直、対 k 月憶-,元九 一/ 『和漢朗詠集』上)を翻転した感じがあろう。「十六里」が伊賀の上野と吉 
野との間の距離であることは勿論として、「よし野の月も十六里」という表現のあらわす気持については、「近きわた 
りにあらざれば空しく思ひやるのみとの歎息」(杜哉『蒙引』)とか、「吾は此処にありて十六里を1てること X て、如何 
に其境を慕ひ其景を佗ぶるも是非なき事である」 ( re 蕉句集講義』星野麦人)という取り方が多いけ— e ども、これ ti 寧ろ S 
いといっているのではあるまいか。僅々二日路ほどの距離であるといって、その吉野でも月を賞する風流人があろう 
と思い遣っているのだと思う。「川上とこの川しもや月の友」 (Ivg) と似た、興じた気持なのである。こうした 興の 
あらわれはさることながら、同日に成った他の二句に比べると、新しみが乏しいので、『続猿蓑』には入集しなかっ 
たのであろう。 

挪養麥はまだ花でもてなす山路哉(晉記) 蓋翁追善之日記•続猿® •泊船集 

いセの斗従に山家をとはれて 

蕎麥はまだ花に翫す山路哉(蕉翁句集> 

秋季(蕎麦の花)。 

〇*麦はまだ花でもてなす「蕎麦」には夏蕎麦と秋*麦の二種があり、前者は夏の初めに蒔いて末には 花をつけ、後者は 夏 
の終りに蒔いて秋に開花する。葉腋から出た枝の先に密生する白又は淡紅色五弁の小花で、 俳諧では徳元の『俳諧初学抄』以来、 
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八月の季語とされている。「もてなす」は、『色蕉翁追善之日記』に「饗応」の字が宛ててあるように、客をもてなす意。まだ取入 
れには時季が早過ぎて、実ではなく花で客をもてなしているというのである。「蕎麦……植る七月、花八月、刈る九月」(『誹諧通俗 
志 b 「ながめやる秋の夕ぞだ V びろき荷兮簡麦真白に山の胴中越人」(『ひさご』) rsoba .」 (r 日葡辞書』)。〇 山路 「ャマヂ」。 
伊勢から伊賀の上野へやって来た客に対する句なので、伊賀越えの山路を案じた表現と思われる 。 S 565 ) 参照。 

ia 途中の山路では、養麦はまだ実の取入れには時季が早く、花でもてなすといったところでしょう。山家のこと 
で何のおもてなしも出来なくて恐縮です。 

■2 ■『泊船集』には「伊賀山中二句」と前書して「松茸やしらぬ木の葉のへばり付」 (VI) の句の前に掲げてあり、 
『続猿蓑』の前書は『蕉翁句集』と同じである。 『 S 日記』伊賀部には元禄七年のこととして、 

九月二日 

支考はいせの国より斗従をいざなひて伊賀の山中におもむく。是は難波津の抖擻の後、かならず伊勢にもむか 
へむと也。三日の夜かしこにいたる。草庵のもうけも、いと ゞ こ k ろさびて 
として「*麦はまだ」の句と「松茸や」の句を並べて出しており、その礎稿となった『芭蕉翁追善之日記』でも右の 
「三日の夜かしこにいたる」までは同文、その次に「斗従が篤実の志ざしをよみして」として「簡麦はまだ」の句に 
続けている。当面の句が九月三日の夜伊勢から来た斗従への挨拶として詠まれたことは確かであろう。斗従は出自生 
歿年等未詳の人である。『蕉翁句集』の「花に」という異形は誤写と思われる。 

斗従という珍客を迎えた心のはずみが、折柄の#麦の花に託され、「花でもてなす」と擬人化した、機智的即興の 
挨拶句である。 

世専新蕎麦を夕月の黎応とす。いまだ稀なるを以て也。山谷などは殊に其熟す事遅し。 

此吟、花饗すと云詞、哀にして余情あり。妙計と云べし。山家の物佗しく事足らざるの風情、味べき也。 
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亦薷麦は小白花を開きて、山畑等に多く植て一面に白く、遠く.望みて美観也。是を以て花で饗す共称美したる詞、 
其意 深し。 (信天翁『笼の底 b 

という説は' 観察がよく行き届いている。「軽み」と「興」を唱道した最晚年の作らしい、成功した句である。 


松茸やしらぬ木の葉のへばり付 


(忘梅) 


芭蕉翁追善之日記.笈日記.陸奥衛.続猿蓑. 
泊船集.蕉翁句集草稿.蕉翁句集 


秋季(松茸)。 

Hi 〇 松茸 「マッダヶ」。秋季主として赤松林に生えるマッダヶ科の茸。香気が高く、日本では茸の中で最も好まれる。「松茸は 
和産殊外甘味にして賞ぃ之。往 AZ 産すといへども、殊に洛山に生ずる者を地松茸と称す。香味厚し。就中洛東の稲荷山、洛西の龍 
安寺山の者第一とす。嵯峨•北山の産亜 x 之。是中土地気の然らしむる所也」(『滑稽雑談』) r 松茸や都にちかき山の形惟然」(『続 
猿蓑』下)「一 VIat5udaqe .」 (『日葡辞書』)。〇しら ぬ木の葉のへばり付 「知らぬ木の葉のへばり^: く」。何の木の葉か名を知らない葉 
が、べったりと付いているさま。「へばり付」は「付き」とも訓めるが、『続猿蓑』に「へばりつく」と仮名書きになっているのに 
従ぅべきである。「木の葉」は冬の季語になることがある(1§等)が、 ここは 添え物に過ぎず、「松茸」で秋季になる。「松茸は山 
林幽谷に生ず。依て見も不ぃ知深山木の葉相交、菌に纏ひ附き、或は名も知れぬ草苔等はて里に持出る也。誠に此句に云るが如 
し。……惣て菌類は湿に生ずるが故に滑り 有り。 然ば朽葉の類能附て有る物也」(信天翁『笈の底』)。 

ana 取り立ての松茸の笠に、何の木の葉か知らない朽葉が、べったりと貼りついているょ。 

e ■支考の『芭蕉翁追善之日記』(元禄七年稿)には、 

九月二日 

支考は伊勢の国ょり斗従をいざなひて伊賀の山中におもむく。是は難波津の抖擻の後、かならず伊勢にもむかへ 
むとなり。三日の夜かしこに至る。…… 
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其夜は殊の外につかれて宵より臥す。次の日何某の方より松茸を一籠饋りけるに、支考も斗従も珍しくてならべ 
見けるに、 

松茸やしらぬ木の葉のへばり付 翁 
此松茸を今宵の巻頭に乞うけて一歌仙満ぬ。爰にしるさず。(岡山市立図書館蔵西村燕々写本による) 

と見え、 これに よれば句は元禄七年九月四日の作で、 これを 発句として歌仙一巻が巻かれたので ある (歌仙は後年蝶 
夢の『芭蕉翁俳諧集』にはじめて紹介された)。『追善之日記』の右の文中、「何某の方より松茸を一籠饋りけるに」 
の「何某」が、柿衛文庫本では「阿叟」(支考が芭蕉に対して用いる敬称)となっているが、この時支考らは色蕉の 
上野無名庵に居た害だから、芭蕉から松茸が贈られる答はなく、岡山市立図書館本の「何某の方より」の方が良い。 
上野住の誰かから芭蕉の許に松茸一籠が贈られたのであろう。 

この句は元禄五年正月に成った『忘梅』(尚白撰)に載っている為に、同四年秋までに成っていた句と見られること 
が多く、七年九月の伊賀では旧作を歌仙の立句としたものと考えられていた。しかし、赤羽学博士は雄山閣版『総合 
芭蕉寧典』の「忘梅」の項で、『元禄七年甲戌歳旦帳』の其角の句「年たつや家中の礼は星月夜」や、芭蕉一周忌追 
善集『翁草』(里圃撰)所収の木因の句「初春や管絃の鉢のたて所」が本書に入集しているところから、元禄五年初頭 
に一応の成稿を見て後も増補があったと見て、当面の「松茸や」の句も、元禄七年九月四日の作が『忘梅』に追加さ 
れたものと考えておられる。さきに掲げた『追善之日記』の記事のような場合に旧作を利用し、且つそれを立句とし 
て歌仙を巻くというのも随分不自然な話であって、『忘梅』の成稿時期にこだわる要がなければ、支考の記事をその 
まま受け入れるのに何の支障もない。この句の成立時期に関しては、赤羽説に従うべきものと思う。『続猿蓑』所収 
のこの句には、「い勢の斗従に山家をとはれて」という前書が抹消されているが、この数句後の「薰麦はまだ花でも 
てなす山路かな」の句に同文の前書があり、後者の前書に用意されたものを誤って「まつ茸や」の句に付した為に、 
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抹消したもののようである。 

句はただ何事もなくあるがままを述べたように見えるが、取り立ての松茸の感じがよくとらえら 卜 C いる。 

……吾々なども茸狩の時に於てよく見る事実で一寸興があるのみならず、松茸其物をもよく面白く現はして居る。 
殊にへばりつくなど AZ 俗語を思ひ切つて使用したので松茸が目に入るや うぢ や。 (『色蕉俳句評釈』) 

と内藤鳴雪が説く通りであろう。俗語の使用が単なる思いつきや新奇を ねらうということではなく、それに よって 対 
象の実態が生き生きと現前する点に注目したい。「軽み」 という ものが、 「写生」 と 紙一重の一面を持つ例ともいえる。 

『忘梅』の後年の増補の可能性から、この句の「しらぬ木の葉」を斗従を含みとする表現と見る佐藤和夫 氏の 説 
(『春雷』昭和五十八年一月号)を踏まえて、最近では、 

(よく見知っている支考に、ぴったりとくっついて見知らぬ男がやって来た)ちょうど一つの松茸に何の木の葉 
力知らぬが、べったりとへばりついているようだよ。(井本博士『新編日本古典文学全集.松尾色蕉集1』) 

と解する説も出ている。しかし、ユーモアにしても初見の人に対して「知らぬ」と露骨に言い、支考に 「へばりつ」 
いてやって来たとするのは、挨拶の礼に叶うかどうか。「薷麦はまだ花でもてなす山路哉」の句に見えた斗従へのね 
ぎらいと、客を愛する気持の温かさとは随分ちがいがあろう。右の新説は所 B 考え過ぎではあるまいか。 

腳行秋や手をひろげたる栗のいが (色蕉翁追善之日記) 笈日記.陸奥衛.続猿蓑.泊船集.蕉翁句集 
秋季(行秋•栗のいが)。 

〇行秋 「行く秋」。暮秋の季語。既出£§等) 。〇 手をひろげたる栗のいが栗の実は外側にとげの密生した歡に包まれて 
いる。成熟するにつれて毯は固くなり、やがて裂け目が出来て実が落ちるのである。実をとる時は 棹 竹などで毯をたたき落すこと 
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が多い。ここは「栗のいが」が大きく裂けて梢に残っているさまを、「手をひろげたる」と形容した。掌を一ぱいにひろげて「行 
秋」を押し止めようとするかのような感じを出し、秋を惜しむ気持を託している 。 (w 70i ) 参照。「時珍云、栗毬、栗外剌包也。 
……和訓義解云、……其外刺おそるべき様也。△今按に、罅発は俗云栗のはじけ也 J (『滑稽雑談』)「御ぐしもたげて御手をひろ 
げ給へるに」(『竹取物語』) 「 vsdeuofiroguetevodosu . 」(『日葡辞書』)。 

ia 秋も末だなあ。行く秋を惜しんで栗のいがが、手を一ぱいにひろげて秋を押し止めるかのように、大きく割れ 
て梢に残っている。 

■2 ■『陸奥衛』に「対伊陽門人」と前書があるのは、句の動機を考える上で重要である。支考の『色蕉翁追善之日 
記』では元禄七年九月伊賀でのこととして、 

五日の夜なにがしの亭に会あり。 

行秋や手をひろげたる栗のいが 翁 

此こ V ろは、伊賀の人 A / のかたくと V むれば忍びてこの境を出んに、後にはおもひ合すべきよし申されしが、永 
きわかれとはぬしだにもいのり給はじを、…… 

という記事が見える。同じ支考の『笈日記』は、伊賀部の同年九月八日の記事の直前に、「行秋や」の句だけが掲げ 
られ、何時何処で成ったのか分らない形であった。土芳の『蕉翁全伝』には、やはり元禄七年の条にこの句を挙げて、 
此句ハ元説所-1テー折有。此卷ヲ此里俳諧ノ終リ也。 

とあり、元説なる上野の俳人宅での会だったことと、これを発句に半歌仙が成ったことを知り得る(竹人の『全伝』 
も同旨)。但し、この半歌仙は今伝わらない。当面の句は九月五日に元説亭で成り、伊賀を去るに当って門人達への 
留別の意が籠められているのである。 

句の表面は他奇のない晚秋の景色である。即ち、 






148 


ことぐく袅み落たるあとの毛毬は手をひろげたるやう也。.行秋の容鉢、他人の趣向とは おも ひ よらぬ所有り。 
味ふべし。(東海吞吐『芭蕉句解』) 

山家の秋の末の荒涼を極めたる景色がいかにもよく写されて ある。 秋の末になると栗の毬は大かた割れて、実は 
皆落ち尽し空しき毯のみが枝に残るので ある。 きのふもけふも吹きすさぶ風に木の葉は大かた 落ち果て、 寂しい 
木々の梢を薄い夕日の影が照してゐる。その中に空しき栗の毽がさながら手を拡げたやうな形を して、ところ 
に残つて居るさまは、まことに哀れに見ゆるので ある。 枯尾花などの弱々しい姿を借りて秋のあはれを写す 
のは普通のことで ある。 いかめしい栗の毬を捉へたところが翁の着眼の凡なら ぬ 所で あらう。(小林一郎 氏 『 e 蕉翁 
句集評釈』) 

などと見てよい。「手をひろげたる」という譬喩的形容は、栗の毯の形からいっても大手をひろげた感じでは なく、 
掌を前に出して行こうとする者を押し止める仕草を考えるべきであろう。いうまでもなく 擬人化の手法である。 

「手をひろげたる」がこの句の眼目であるが、これは栗の組が笑みわれたさまの形容で、揪邨が説く ように、 
両手をひろげる意でなく、掌をひろげる意である。固く握りしめていた掌を開いたさまが、あたかも 行く秋を 惜 
しみ、止めようとするかの素振に見えるのである。そのいくつも手をひろげたさまが、去って行く自分を『人た 
ちが惜しむ気配に通じるのだ。作者の立場から言えば、後髪を引かれる ような 気持が表現されている ことになる。 

. 「手をひろげたる」が無造作なような表現でいながら、そのさりげなさのなかに、かえって豊かな感性を秘 

めて いる。「軽み」 の 真髄は、 このような 俗語的表現を生かした ところに生まれてくるものであろう。(『色蕉その 
鑑賞と批評』) 

という山本健吉氏の見方が確説で、晚秋の自然に留別の思いを託したところは、「行春や鳥啼魚の目は 泪」 S 457) の 
句に似、木の実の類に暮秋の季を観じているところは、「行種のなをたのもしや青蜜柑」 ( Ivg ) の句にも以てい る。 
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尤も、「手をひろげたる」については、 

……当座の景物につけて即興の挨拨をのべるという俳諧の約束からいえば、栗の枝はおそらく X 説亭の俳席の床 
に活けられたものであったかも知れない。二肢に分かれた枝の先についたいがが、ちょうど握りこぶしを開いた 
ようにえみ割れて、枝全体としては大手をひろげたように見える。 r 行く秋や」の初五が、そうした童心めいた 
把握で受けとめられるとき、読者の心は現実の分別知から解放され、晚秋の夜の俳席の実景を離れて、幻想的な 
山国のメルヘンの世界へと導かれてゆく。(尾形仂氏『松尾芭蕉』) 

という取り方も一説ではあろう。 

この句に籠められた留別の寓意は、「貴方がたが引止めてくれるのは有難いが、私は行かなければならないのだ」 
ということである。門人達には黙って出掛けるので、「後にはおもひ合すべき」(『追善之日記』)即ち、後でそういう意 
味だったかと合点が行くだろうと言ったのである。「手をひろげたる栗のいが」のィメージを、尾形氏は「幻想的な 
山国のメルヘンの世界」とし、加藤楸邨氏は「端的な童心的把握」(『色蕉全句』)と見ておられる。しかし、床の飾りと 
場を限定するならば兎も角、普通にこの句に対すれば、先ず眼に浮ぶのは野外の景色であろう。秋も終ろうとする野 
外に、実を落し尽した栗の毯が枝頭に残る景色は寂寥の極みである。色蕉の意図がどうだったかは分らぬが、こんな 
寂しい句を残して故郷を後にした彼は、「永きわかれ」(『追善之日記』)を予感していたのかも知れない。 


白ハに似ぬ發句も出よ初ざくら(初蝉) 


続猿蓑.泊船集•記念題.四山集•三冊子•蕉 
翁句集 


春季(初ざくら)。 

かほ K: ほっく 

〇貝に 似ぬ発句も出ょ 「白ハに似ぬ発句も出でょ」。「初ざくら」の趣から、それを見る自身のぱっとしない領とはちがった、 
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若々しく華やいだ発句が出来るように、という願望を、呼び掛けの形にした。「発句」は、俳諧の発句。既出 ( II 等)。「白ハ」 は 
「貌」の略体である。「小海老の句は珍しといへど、其物を案じたる時は、予が口にもいでん」(『去来抄』先師評)。〇初ざくら「械 
桜」。咲きはじめの桜の花を賞美していう。既出 ( n356 )。 

桜が咲き始めた。この初々しい花を見ては、年老いた者も、その顔に似ない華やかな発句が出来るとよいなあ。 

■2 ■土芳の『蕉翁全伝』元禄七年の条に この 句を引いて、 

此句ハ此庵一一後猿蓑草案取扱ハレシ時、句ノシカタ人/情ナド土芳卜云出テ、フトヲモヒヨラレテ書付句也。 

とあり、竹人の『全伝』同年の条にも、 

同じ秋新庵にて続猿蓑草稿吟味のころ、句の仕かた人の情などの事共土芳と云ひ出て、 

としてこの句を挙げてある。これらは何れも信ずべき所伝であって、『続猿蓑』の編纂にたずさわっていた時といえ 
ば、七年秋の伊賀滞在中に相違なく、兄半左衛門宅の敷地内に新たに成った無名庵で土芳と対談中にふと思いついた 
句なのであった。『三冊子』にも、 

此句は下のさくらいろ^^-置かへ侍りて、風与はつ桜に当り、是初の字の位よろしとて究る也。(赤雙紙) 

とあって、土芳自身その席で句の成った次第を見聞していたことを思わせる。季節ちがいの春の句を思いつくままに 
まとめて『続猿蓑』に入れたわけで、芭蕉としては珍しい出来方の句である。 

『三冊子』の伝えるところによれば、この句は中七までが先ず成っていて、それに配合するものとして色々の「桜」 
を案ずるうちに、ふと「初ざくら」に思い当って、「初の字の位よろし」とそれに決したのである。桜は風騒の人の 
最も愛するもの、殊に咲き始めのそれは賞翫の気持が強い。「初の字の位よろし」といった所以であろう。それが中 
七までの諧謔と好対照をなすのである。「発句も出よ J という呼び掛けは、色.蕉自身に対してか、同席の数人或いは 
世間一般の人々に対してか、説が分れるけれども、余り呼び掛けの対象がひろがっては、却って詩情を損う。 



151 元禄七年 


……初さくらは誠に愛らしく美くしくして年も取らぬ乙女のやうである。此様な花に対してゐる自分も花相応に 
やさしき美しい発句をも吐きたいものぢや、我貌は皺だらけの武骨者で此の花には似てもつかない形ちであるが、 
せめて発句だけは自分の貌に似ず花に似よつたのが出てくれよ、と滑稽に言つた……(内藤鳴雪『評釈』) 

という風に、作者自身に重点を置く解が良いと思う。「月見する座にうつくしき白ハもな し」 56;6)と似通つた発想と 
もいえる。この句の時「句ノシカタ人ノ情」を話題にしていたという『全伝』の記事に関連させていえば、「句ノシ 
カタ」は、配合とし，て位の良き物を選ぶことであろうし、「人ノ情」は、華やかに若やいだ物に対した時の老情の動 
きと見てよかろう。白楽天の詩句「巫女廟花紅似/粉、昭君村柳翠„於眉一誠知老去風情少、見/此争無=句詩一」(巫 
女廟の花は紅にして粉に似たり。昭君村の柳は眉よりも翠なり。誠に知んぬ老いもて％んで風情の少きことを。此れ 
を見ては争でか一句の詩無からむ。「題峡中石上」)を踏まえたとする説もあるが、句の出来方から見て古詩を踏まえた 
ものではあるまい。「興」を中心にして、 r 初ざくら」の若やいだ趣を生かそうとしたのである。 

棚冬瓜やたがいにかはる顔の形 ( 西華集} 

秋季(冬瓜)。 

Ma 〇 冬瓜 「トウグヮン」。「トウグヮ」の音転。「カモウリ」とも訓める。ウリ科の蔓性一年草。夏*:ち IEJ に似た黄色い花をつけ 
る。果実は長さ三、四十センチに及ぶ球状または楕円状で白い粉をかぶつており、果肉は煮物漬物にする。『誹諧初学抄』『毛吹 
草』に秋八月の季語としている。「冬瓜かもうりとうがん防州とんが伊州……方言江戸とうがんと云」(『重 II 本草綱目啓蒙』卷二 
十 m 「冬瓜ンの花をちらすに茶屋こまり」<『 柳 多留』一一+五編) 「 T 6 gua . J (『日葡辞書』)。〇たが いにかはる顔の形 rsf ひに犯る離 
の形」。久しぶりに顔を合わせた二人が、互いに年老いて面変りしてしまつた さまを いう。「たがいに」は「たがひに」の仮名ちが 






い。「形」は「かたち、有様」をいう。「杉なり」 (13) 「窓形」 (VI). ■参照。 r 年のくれ互にこすき銭づかひ野坡」(『炭俵』下) 
「それ'^^の朧のなりやむめ柳千那 J (『続猿蓑』下) 「 Tagaini . 」 「 Nari . 」(『日葡辞書^。 

Cebi 久しぶりに出逢って見ると、お互いに顔つきも変って年をとってしまった。冬瓜のょうな可愛気のない様子だ 
なあ。 

RH 古い資料としては支考の撰した『西華集』に見えるだけで、それには「此句は伊賀に居給へる時の作也。是に 
は老女に逢ふなどいへる題もあらばやと申されしか」とある。支考が芭蕉の直話を伊賀で聞いたとすれば、元禄七年 
九月初めの時しか考えられないので、同年秋伊賀滞在中の作と推定される。「題もあらばや」という話しぶりからし 
て、そういう場合を想定して作ったらしく、後年の『一葉集』に「故人に逢て」と前書があるのは、右の芭蕉の語に 
ょって作り設けたものであろう。 

今案、互の顔色を冬瓜に喩へ出たる、其形と云ひ妙術と云べし。秋も更行比の冬瓜は、1<入て形も_ぶ、今を盛 
の色も幾等失て黒く青ざめたるは、人に興へば、五十年良過たる顔共云べし。誠に花の枝を®;たる§の如し。 

(信天翁 『 K の底，！) 

この句で冬瓜を引合に出した動機は右の解で分る。作り設けたといっても、長年会わなかった幼馴染などに郷里で出 
逢って、面変りしたさまを熟々眺めた体験が根本の動機としてあることは勿論で、折柄出盛りの冬瓜を以て比興した 
のである。ューモラスに興じているが、底には寂しい老懐が感ぜられる。 


棚風色やしどろに植し庭の萩 (土芳蕉翁全伝) 


風色やしどろに植し庭の秋 a 一而 S |蠢句集草稿.蕉翁句集 
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秋季(萩)。 

1 m 〇風色 「ヵゼィロ」。「ヵザィロ」と訓む説もある。草木を吹きなびかす風の様子、その趣をいう。「風の色」に同じ。「さう 
ぶ懸てみばやさつきの風の色大坂洒堂」(『炭僚』上)。 〇しどろに植し庭の1 ®「しどろに植袅し庭の莸」。「しどろに」は、秩序も 
なく 雑然としたさま。「しどろもどろ」(6=肪)参照。「萩」については、〔考 U で述べるように、この部分の信ずべき句形が伝えら 
れていない。土芳系の所伝は「秋」または「荻」であるが、何れも納得の行かない語である。芭蕉の句案では r 萩」とあったもの 
と見て、ここでは竹人『全伝』の下五によって底本を改めた。「萩」は既出 (1/2 等)。「ものごとのしどろにあとさきなるも、中 
<におかしき事のみ多し」(『更科紀行』)。 

HE 3 無造作に植えられたお庭の萩に風の吹きわたる有様は、なかなか趣がありますな。 

I ±芳の『全伝』元禄七年の条にこの句を挙げて、 

此句玄虎子-1遊バレシ時、庭ノ半二作ラレタルヲ云リ。表六句有。 

とあり、竹人の『全伝』も、玄虎亭での表六句の発句と伝えている。何れも信ずべき記事である。藤堂玄虎とは既に 
江戸で風交があり ( Iv §、 vg )、 この秋の上野滞在中にも招かれたのであった。これに続く表六句は今伝わらない。 

この句は所伝の句形に問題が多く、信ずべきものがない。『三冊子』の諸本では、石馬本•芭蕉翁記念館本が「庭 
の秋」、梅主本が「庭の荻」とあり、土芳の『蕉翁句集草稿』と『蕉翁句集』も「庭の秋」であって、どうやら土芳 
は「庭の秋」と覚えていたらしい。しかし、「植し」を承ける語としては何か草木の名でありたく、「秋」では漠然と 
していて落着かない。土芳の『全伝』日人写本では、「庭の荻」と態々振仮名がしてあるが、庭の飾りに植えるもの 
としては、「荻」より「萩」の方が相応しいであろう。そう考えると、竹人の『全伝』に r 庭の萩」とあるのが最も 
信ずべきものに思われて来る。但し、これは中七が「しどろに植 る」 となっていて、他に所見のない誤伝形である。 
ともあれ芭蕉の句案では、下五が「庭の萩」だったと考えるのが真を得ているであろう。 
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土芳はこの句の推敲について左の如く伝えており、その席に居合わせた ものと 思われる。 

この句、ある方之庭をみての句也。風吹とも一たび有リ。風色やともいへり。度^^-吟じていはく、色といふ字 
も過たる様なれ共、いろといふかたに先すべしと也。(『三冊子』赤雙紙) 

此句五文字、風吹やか、風色やかと吟じ、さて後、風色に成る。(『蕉翁句集草稿 b 
即ち、初五に「風吹くや」と「風色や」の両案があり、度々吟じ返して、十分ではないが一応「風色や」に決したと 
いう。「色」という語が際立ち過ぎるのを不満として「色といふ字も過たる様なれ共」といったのであろうが、他に 
適当な表現も思いつかず、「風吹くや」よりは優るとして「風色や」に決めたのである。 

土芳『全伝』の記事によれば、まだ作りかけの庭に萩が無造作に植え込まれていたのを句にして挨拶としたもので、 
まだ整わない庭の、却って自然の趣に富むのを賞したのである。特に「風&'」といったのは、風が草木を吹く中でも、 
萩の花の紅が特に目立ったからであろう。露伴も「風色と云ふからには花は紅である。白は素色であって色とはいは 
ない」(『色蕉俳句研究』)といっている。尾形仂氏は「庭の秋」の句形を採り、次のように述べておられる。 

……「庭の萩」とあるよりも、一見漠として具象性に欠けるかの感のある「庭の秋」のほうが、実は庭全体の秋 
色を伝えて、いっそう句がらを大きくしている ことに 気がつく。「しどろ に」 は、……和歌にも「踏みしだき朝 
行く鹿や過ぎぬらむしどろに見ゆる後の刈萱藤原道経」(『千載集』秋上)などとよまれているが、また 一方、 
「朝寝髪乱れて恋ぞしどろなる逢ふよしもがな元結にせむ良暹法師」(『後拾遺集』恋)などとも用いられてい 
るような、どこか難な連想も伴って、「萩」「女郎花」などと一々名をあげずとも、それら草の花のしどけ なく 秋 
風に吹きそよぐ感じは十分浮かんでくる。 


芭蕉の「風色」は、 . この場合には、春の「風光る」と同じょぅに、風自体に季節の色を感じとっているわ 
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けで、 r 風の色」は木草の色からは独立した意味をになっていることになる。感覚的にはこのほうが、伝統的な 
使いざまよりもいっそう進んでいるともいえるかもしれない。 

芭蕉が「"色"といふ字も過ぎたるやうなれども」といって、「風色や」と置くことに躊躇したのは、「色」に 
重い比重をかけたそうした元禄俳人たちの新しい使いざまを考慮したからであろうか。それとも、「しどろに植 
袅し庭の秋」という無造作な矚目の〃かるみ"と、「風の色」という歌語のになっている伝統の〃重み"との均 
衡を勘案したからであろうか。いずれにしても、作家が新しい造語を用いようとする場合の、一方で既成の詩語 
との共鳴を期待しながら、他方それに引き寄せられまいと留意する、そうした慎重な姿勢のほのうかがえるのも 
おもしろいし、また、その効果を測定するのに r たびたび(声に出して)吟 」 ずるという手段によっているのも 
見落とせない。(『松 尾芭蕉』) 

卿新わらの出そめて早き時雨哉(蕉翁句集) 

秋季(新わら)。 

i 〇 新わらの出そめて 「新藁の出初めて」。「新わら」は、稲刈りをした後、干し上って間もない稲の茎葉。稲紀きが終ると、 
樓は田圃に赛塚として積んで蓄えられ、屋根裏などにも詰込まれて、俵を編む外、敷物•草履•草鞋•蓑•笠.縄など種々の生活 
用具の材料となる。農家には不可欠の必需品である。取入れ後にその新藁がぼつぼつ出始めることをいった。 r 新わら」は『誹諧 
初学抄』『毛吹草』に「わせわら」として八月の季語とされて以来、俳諧での秋の季語とされている。この句は「時雨」(冬)が季 
語とも見られるが' 秋のうちの吟と伝えられるので、「新わら」の方を季語とするのがよいであろう。「新■の星ねの-や初しぐれ 
許六」(『韻塞』十月) 「 vara . J 「 some , uru _」 (『日葡辞書』)。 〇早き時雨 「時雨」は秋の末から初冬のもの。その時期が少し早く 
訪れたことをいう。 
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Bans 稲刈りが済み、新藁が出始める頃となつて、聊か時期の早'い時雨が訪れて来たことよ。 

■■土芳の『蕉翁全 1 H 』 元禄七年の条に この 句を挙げて、「此句ハ秋ノ内猿雖 -1 遊ビシ夜、山家ノヶシキ云ィ出シ 
次手、 フト言テヲヵシガラレシ 句也」 と 述べて あり、 竹人の『全伝』も同年猿雖宅での吟と伝えて いる。これらに よ 
つて元禄七年秋の伊賀滞在中猿雖亭で成つた ことは 信じてよく、更に『蕉翁句集』の注記に、 r 此句は暮秋の頃い が 
にてはやく云出されし吟也」 とあるのに よれば、九月の初め、七日までに詠まれた ことになる。 

「早き」を「新わら」のこととして、「既に稲を刈つて此頃既に新らしい藁が出初めた、如何にも早く出た事ぢやと 
感じた」(内藤鳴雪『評釈』)と解しては良くない。 r 早き」は「時雨」にかけるべきで、「新藁が出初めたと思ふとはや時 
雨が来た」(『色蕉句集講義』角田竹冷)とするのが至当である。本来なら新藁の出初める頃には、まだ時雨は降らない箸な 
のに、早くも時雨がばらつく空あいになつた。其処に冬の到来の早い伊賀の「山家 ノヶシキ」(土芳『全伝』) を看て取 
つたのであつて、おのずから冬のわびしさが感ぜられる。「早き時雨」の理由を明かす為に「新わらの出そめて」と 
いう表現があるとすると、態とらしい感じになるが、これは「新わら」という人事が、たまたま「早き時雨」に会し 
たのに興じたので、後者の理由づけとして前者があるのではない。山国の伊賀では時雨の到るのも早いのが常という 
見方もあるが、九月初めの時季では伊賀と雖も早い時雨だつたと見るべきであろう。 

藁は賤が屋をふく物にて、しぐれに因みあり。此懸合せ古轍を追はず、俗中の寂をいへり。 (杜哉『蒙引』) 

という古注の鑑賞がよく、加藤楸邨氏が r 早き時雨」を常態と見る立場ながら、 

新藁の真新しい匂いと、時雨のひえびえした感じとが伊賀の山国の感をしみじみと*^えている。伊賀の季節のあ 
わただしさ侍びしさをかみしめ、故郷のそれとして懐しむ心のさまである。「ふと言ひてをかしがられし句」と 
いうのは即興の句の意味であろうが、目にうかぶような言い方である。(『色蕉全句』) 

と述べておられるのも良い。「しぐる、や田のあらかぶの黒む程」2ぞと対を成す佳吟であつて、前の句ほど表現 
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の緊密性はないけれども、「新わらの出そめて」に最晚年の句らしい興が見える。 

(ママ) 芭蕉翁追善之日記. e 蕉翁行状記 .S 日記•陸 
柳び、，と帝 S 聲悲し夜ルの鹿(九月十日付杉風宛書簡) 奥衡.喪の名残.泊船集.金毘羅会_西の詞. 

蕉翁句集 

秋季(鹿)。 

I 〇びいと啼尻声「びいと带く尻一<」。「びいと」は、鹿の鳴き声の擬音的形容。底本の書簡には「び」と濁点が付してある。 
「尻声」は、長く引いた鳴き声の余響。「尻」は「尻」の異体字である。「尾もなくてしり声長きぅづら哉貞継」(『朦筑波』巻三)。 
〇夜ルの 鹿 「夜ルの鹿」。「夜ル」は、訓みが「ョ」でないことをはっきりさせた一種の送り仮名である。 

1びいと長く尾を引く夜の鹿の鳴き声が、闇に悲しげに響くことよ。 

1M 「ならにて」(『泊船集 b 「さる沢の池のほとりにて」(『金毘羅会』)等の前書がある。色蕉が伊賀の故郷を出て大坂へ 
向ったのは、元禄七年の九月八日であった。支考の『芭蕉翁追善之日記』から、奈良までの行程の大略を左に抄する。 
八日 

難波の旅行この日さだまる事は、奈良の旧都の重陽をかけんとなり。人^-のおくりむかえいとむつかしとて、朝 
霧を籠て旅立出るに、阿叟の兄も送見給ひて、かねては引わかれたる身なれば、あはじ'^•とこそはあきらめつ 
れ、互におとろへ行程は、別も浅猿しぅおもほゆるとて、具せられつるもの共に介抱の事などかへす-^-たのみ 
て、背影の見ゆるかぎりはい給ひぬ。阿叟も跡は見むき給はずして、おもひ出もなき古里の山なれど、別れ行は 
たあはれなりけりと幾度も吟じて、そこらの山をのみおしみ申されし。其日は必ず奈良迄といそぎて、笠置より 
河舟にのりて、出洲といふ所を過るに、山の腰すベて蜜柑の畑なり。……かさぎのいた V きは、誠に惜しむべき 
秋の名残なり。かもといふ所より船をあがりて行に、一里ばかり日暮て、月の影にたどる。十余町の間にして殊 
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の外につかれて、青芝の上にいきつき給へるを、とかくにいたは りて 宿をさだめけるに、這入て宵の ほどをまど 
ろみぬ。されば曲翠子の大和路の行にくみすべきよし、しゐて申されしが、か^,る衰老のむつかしさを、旅にて 
しり給はぬ故なりと、みづからも口惜しきやうに申されしが、 まして 今年は殊の外に よはり給へるなり。其夜は 
すぐれて月もあきらかに、名に逢へる鹿は声^^に啼乱てあはれなれば、いつしか風情の動き出て、かの池の ほ 
とりに吟行。 


びいと啼尻声かなし夜の鹿 翁 

此声はその夜其所にありて古き都の哀れさをしらば、いづれの人か涙をおとさ ゞ らん。支考は 鈴鹿の山中にも主 
て、鹿の音のあはれも聞おぼへ侍るに、此五文字のかなしみ、今宵此所ならずば、いかで承り候半と感じけるに、 
阿叟も此句はやすき筋をいひ得たるょし申され侍りし。 

鹿の音や糸引はえてつ V ら山 支考 

『笈日記』の文も右と大体同趣であって、『追善之日記』を所々省略した形であるが、奈良の旅宿の所在を「さる沢 
のほとりに宿をさだむるに」と明記したところや、「月の三更なる比かの池のほとりに吟行す」とあるのは、『追善之 
日記』ょり精しくなっている。この時の随行者は、支考•惟然•次郎兵衛と、兄半左衛門の後嗣の又右衛門の都合四 
人で、奈良の旅宿に着いてから宵のぅち暫く唾って疲れをいやし、夜が更けてから猿沢の池のほとりに吟行したこと 
が知られる。「びいと啼」の句はこの時成ったのである。「び」の濁点は杉風宛書簡の外、『陸奥衞』にも付いている。 
華雀の『芭蕉句選』に中七が「尻声寒し」とあるのは、根拠が明らかでなく信じ難い。 

『篇 突』(李由•許六撰)に、 

鹿と云物も哥の題にて俳諧のかたち少し。びいと なく 尻声の悲しさは、哥にも及が たく や ^らん。 
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とあるように、鹿の声のあわれは和歌に言い古されて、従来の俳諧に新味のあるものは少かった。この句の新味は、 
「びいと」「尻声」等の擬音語日常語によって、和歌にはない表現の自由を発揮し、まざまざとした現実感を盛ったと 
ころにある。 

今案、鹿は唯妻恋ふ声の悲しき事を歌にも詠み尽せり。故に句を案るに、本歌に心引れて歌の事損じたる物にの 
みなる也。 

此吟、其意は歌にゆづりて、始終俳言を以て云下して、唯悲の一字を以て鹿の性を述たる余情、妙術と云べし。 
誠に比伊と啼く尻声と云詞、名誉也。笑し味有て亦哀也。鹿の声は至て遠く聞ゆる音にして、長く末の声を引く、 
殊に感情也。山里など、夜更•暁は取分て啼く。其音声実に袖濡す共云べし。(信天翁『笼の底』) 

とある解の通りで、 

鹿のかなしさは、翁此一句にい、尽して此上はなし。山を借り紅葉をかりて余情を求る事、鹿の句のあらましな 
るを、他の一物を添へず、そのま ゞ に言下して、猶哀ふかし。(東海呑吐『句解』) 

という鑑賞も良い。まことに他の配合を借りることなく、ただ声そのものを追求したところに、芭蕉の表現力を感ず 
る。俗語の効果的な使用は、「軽み」の時代の特色をよくあらわしているといえよう。『追善之日記』に記された色蕉 
の語に「やすき筋をいひ得たる」とあるのも、「軽み」を指したものと見られる。「悲し」も、「平凡的な主観的語句 
でありながら、この句全体が直叙法で行って居る為め、決して浅薄に響かない」(半田良平氏『新釈 t のである。 

俳諧が、いかにして和歌.連歌のマンネリズムから脱け出すか。芭蕉はそのために「びいと啼尻声」を工夫した。 
ことに「びい」という擬声語の使用である。この「びい」によって、句はまざまざとした現実感を持ち得た。夜 
の闇に消えてゆく鹿の鳴声を、さながら聞くような思いがする。鹿の声にあわれを感ずるという和歌は古来たく 
さんあるが、それらの、きれいごとの和歌を読んでも、鹿の声そのものは、なかなか読者の耳に聞えてこない。 
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この芭蕉の句は、鹿の鳴声そのものを的確につかみ、読者の'耳に声を聞かせる。そうして、読者はまた、闇に消 
える哀切な鳴声を、黙って聞いている芭蕉のさびしい心に触れることができるであろう。(『新編日本古典文学全集.松 
尾芭蕉集 lfe 

という井本農一博士の所説も、よく肯綮に中っている。『色蕉翁追善之日記』九月十一日の条には、 

十一日夜 

去来方よりならの鹿殊の外に感じて、その文の奥に 

北嵯峨や町を打越す鹿の声 丈！： 

露草や朝日に光る鹿の角 野明 
猿の後聞出しけり鹿の声 荒雀 
棹鹿の爪に紅葉さす紅葉哉 為有 
ふり分て尾花に見せよ鹿の角 風国 
啼鹿を推の木の間に見付たり 去来 
とあって、この句についての門下の反眷を知ることが出来る。 


菊の香やならには古き佛達(九月十日付杉風宛書簡) 


芭蕉翁追善之日記.芭蕉翁行状記•笈日記.陸 
奥衞.菊の香.泊船集.蕉翁句集 


秋季(菊の香)。 

0菊の香 「菊の香」。重陽の節供にちなむ表現である。既出 (IV 799)。 〇 ならには古き仏達 「奈良には故き似避！？八世紀の 
古都奈良にある古代の多くの仏像を指す。「ならには古き仏達います」の意。「仏」は既出 ( H 2970 
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ia 重陽の佳節に菊の香が漂う。この奈良には古代の貴い仏達がおわすのだ。 

■ ai 「重陽南都に一宿」一『陸貞®』一 「ならの 重陽」 Qffii )# ヒ等の前書がある。『芭蕉翁追善之日記』『芭蕉翁行状記』 
『笈日記』等が、凡て元禄七年九月九日奈良での作としており、成立の年時に疑いはない。 

古注にはこの句の趣を解し得たものが殆んど無いのはどういうわけか。読めば直ちに感ぜられる答のものを逸して、 
『万葉』の時代に菊が無かつた等、あらぬ事を喋々している。近代以降はさすがに斯うした見当ちがいはなくなつて、 
奈良へ行つた時に折ふし菊の花咲く季節であつたから菊の香やとうたひ起し、其の菊の香のする奈良には古い仏 
達が沢山御座ると言つたのである。奈良は古都にして古刹多き地なれば、其地と菊の香の配合に趣を感じて此句 
を成したので、頗るよい感じのする句ぢや。(内藤鳴雪『評釈』) 

と正解に達した。この句は「古き仏達」の傍に菊の花が薫つているというような景色を写生的に扱つたものではなく、 
また菊と仏との単なる配合でもない。この点は夙く半田良平氏が左のように述べておられる。 

この句は、菊の花の発する清楚で崇高な香気と、奈良に昔から残つて居る古仏の壮厳で物寂びた姿とを、色蕉 
の心持の上で生かして(即ち一つ聯想で貫いて)表現したものであるから、眼前写実の句でないこと勿論である。 
そしてこの心持は、菊の花と古仏とを通じて、その背後に無限に展がつて居る『寂び』の世界を指して居るので 
ある。それ故、菊の花と古仏とを一の取合せと見るやうな錯覚は、まだ浅いものだと言はねばならぬ。……色蕉 
は、まづ初めに『菊の香』を捉へ来つて一種の氛囲気を醸し、つぎに『奈良には』と言つて、その背ボとな 
る古都の天地を展開し、(この場合の『には』といふテ-ーハの微妙な味ひは、ちよつと言葉で現はし難い。)最後 
に、その間から『古き仏達』をほのかに浮び出させて来て、それを菊の花の発する香気と渾一体に融合せしめた 
のである。そこに取合せなどに興味を寄する人々の到底思ひもつかない独自の世界が暗指されて居るので、芭蕉 
の句中にあつても、勝れた作といつてよい。(『新釈』) 
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この句の地色としてひろがるものは、右のように「寂び」と把握 L てもよいけれども、「菊の香」と「古き仏達」の 
二つの間に流れているものは、付合の方でいう「匂ひ」を当嵌めるのが最も相応しい。これを指摘したのは潁原博士 
で、即ち、 

菊の芳ばしい香と、古都に年経る仏達との取合せである。高雅•蒼古のにほ U -' が互に映発して、渾然たる 一つの 
詩の世界を作つ て 居る。これは連句に於ける 二 句の間の句の調和が、その ま X 発句に於ける 配合として 味は はる 
べき事を示すもので、菊の香と古い仏の一つ一つに ついて 現実的に感ぜられるものから、更に高次の浪曼的な 精 
神の支配へはひつて行つた作である。(『新講』) 

と述べておられる。「取合せ」「配合」の語を用いながらも、句の「菊」と「仏」の間に通いあう ものが「古 冋雅•蒼古 
のにほひ」であるのは、動かぬところであろう。山本健吉氏は配合とする見方を否定し、『古今集』の 「さつきまつ 
花たちばなのかをかげば昔の人の袖のかぞする」(卷三、 よみ人しらず) の歌が句の発想に 影を落して いると 見て、次の 
ように見ておられる。 

重陽の日に奈良へ行こうと芭蕉が思い立ったとき、彼はやはり懐古趣味のなかに在ったのである。菊の 香を た 
よりに、古い都のさまを倨ぼうというのである。……もちろん重陽の日であるから、菊は色蕉の目にいやという 
ほど触れたであろうが、それよりも、とくに重陽の日を選んでやって来た芭蕉の脳裏が、「菊の香」でいっぱい 
だったと見ていい。その脳裏の「菊の香」が、昔の京の回顧の媒体となるとともに、回顧の地色となり、ひいて 
はこの句全体の地色となり、「古き仏達」を呼び出すのだ。ただの「菊の香」でなく、重陽という古雅な節句の 
気分の象徴としての「菊の香」なのである。言わばそれは、この句の主題であって、取合せものではない。眼前 
の菊と取れば、取合せ物になるが、句の解釈としては浅い。 (『色蕉その鑑賞と批評』) 

右にいう脳裏の菊の香がこの句の主題であることは、詠嘆の切字を伴なって初五に置かれていることからも首肯出来 
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よう。次に「ならには」と古都の場を定め、その「古き仏達」が提示される。「菊の香」が重陽の節の象徴ならば、 
「古き仏達」は古都奈良の象徴であろう。こうしてこの句は、写生的な味からは遠く離れた、浪曼的懐古の象徴句と 
なるのである。中七以下の流れるような快い諧調は、これだけの句が恐らくは一気に成った ことを 思わせる。また、 
「仏達」という言い方が、「宗教的信仰の対象としての畏敬すべき仏の感じよりは、もっと親しい、暖い血のながれた 
仏が把握せられてゐる」(加藤揪邨氏『色蕉講座』発句篇 E ) 点も見逃してはならない。 

(ママ) 

娜菊の香やならは幾代の男ぶり{九月十日付杉風宛書簡} 泊船集.男風流.蕉翁句集 
秋季(菊の香)。 

i 〇なら は幾代の男ぶり 「奈良は幾代の男ぶり」。「男ぶり」は、美しい男性の容姿。底本には「ぶ」に濁点を付してある。古 
都奈良を擬人化して、幾代の長い年月を経た男ぶりだといった。『伊勢物語』初段の趣から、美男在原業平の俤が背景にあるであ 
ろう。〔考 U 参照。「肩付はいくよになりぬ長閑也冬文」(『あら野』卷八)「越人にあふて/おとこぶり水のむ顔や秋の月凡兆」 
<『曠野後集』)。 

ai 重陽の佳節に菊の香が漂う。古都奈良の趣は、あの業平のように、幾代の長い年月を経た男前といったところ 
だ。 

■3 ■『泊船集』と『蕉翁句集』に「ならにて」と前書がある。九月十日付の杉風宛書簡には、「菊の香やならには古 
き」「菊の香やならは幾代の」「びいと啼尻声悲し」の順序で三句を披露して、「いまだ句鉢難定候。他見被成まじく 
候」とあり、前の「古き仏達」と同じ元禄七年九月九日の吟と思われる。 

重陽の節に因んで「菊の香や」とうたい出したところは「古き仏達」の句と同じであるが、中七以下は®を異にし 
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ている。「男ぶり」と俗語を用いて古都を擬人化しており、その背景には業平を介して『伊勢物語』の俤があろう。 

. 『伊勢物語』の「昔男」は利かしてありませう。……昔男の業平は幾代も古りた男である。その幾代の男ぶ 

りにかけて奈良の物古りた面影を述べ、それに菊の香の……「奈良には古き仏達」に調和する様な、古い落ち着 
いた心持を配したものだと思ひます。古き仏達と表現はむしろ反対だが、大体、ねらつてゐる所は矢張り同じ辺 
だと思ふ。男ぶりと云ふ俗語をもつて来て業平の男ぶ りを も連想せしめる所に、一種の技巧が あります。 ……昔 
男によつて奈良を人格化して居るのです。(『続々芭蕉俳句研究』安倍能成氏) 

と見てよい。古注以来、「あれにけりあはれいく世のやどなれやすみけんひとのおとづれ もせぬ」(『伊勢物語』五十八段) 
の歌が引かれることがあるが、このような荒廃の趣は相応しく思えない。それよりは、 

む 力し をとこうひかうふりして、ならの京かすがのさとに、しるよししてかりにいにけ り。 そのさとに、、，と 
なまめいたるをんなはらからすみけり。このをとこ、かいまみてけり。 おも ほえずふるさとに、いとはしたなく 
てありければ、こ\ちまどひにけり。……(初段) 

とある冒頭の一節を思わせたと見られる。古都の重陽の古雅な趣を、擬人化して俗語を用いたところは、紛れもない 
最晚年の風調であるが、古典を背景にした趣向からして、「軽み」よりは「興」の句というべきであろう。加藤楸邨 
氏は、 . 

奈良には古雅な仏達が古ながらの男ぶりでまします。その町々は今菊のさかりで匂ひわたつてゐる、との意。 
(『芭蕉講座』発句篇 M ) 

と解して、 

勿論「伊勢物語」の「昔男ありけり」の聯想もあらうが、さういふ昔の男ぶりが、奈良の町そのものに寄せら比 
たと 見るよりも、その奈良に慈眼うる はしく 幾代にわたつ てましますと ころの仏達の御姿から感得せられ たとと 
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る 方が、心の たどりとしては 自然で あると 思ふのだ。(同右) 

と見ておられ、後の『芭蕉全句』も同様の考え方である。「古き仏達」と同時の作であるから、一連の作という意識 
は当然あったろうが、当面の句に「仏達」を思わせる表現がない以上、別の句の事を持ち込んでは、句の独立性が失 
われる。この句はこの句として、「古き仏達」とは別の趣向によって古都の気分をあらわそうとしたものと見たい。 
ただ、この形では表現が完璧とは言い難く、書簡で「いまだ句鉢難定候」といったのは、主にこの句のことを指した 
のではないかと思われる。 

くらがり峰にて 

聊菊の香にくらがり登る節句かな(菊の香) 泊船集•蕉翁句集 
秋季(菊の香•菊の節句)。 

1 〇くらが リ峠 「暗峠」。今奈良県生駒市のうち生駒山の南方にあり、標高四百五十メ—トル。奈良からこの峠を越え、枚岡 
(現東大阪市)を経て大坂へ出る道を暗越大坂街道といい、奈良と大坂を結ぶ最短距離にある為、物資輸送路として、また西から 
する初瀬•伊勢参詣道としても賑わった。今は近鉄奈良線の開通によって寂びれている。「誰より花を先へ見てとる落梧春雨 
のくらがり峠こえすまし野水」(『あら野』員外)。〇くらが リ登る 「暗登る」。「くらがり」は、峠の名にかけて暗を思わせた。 
「姨捨を闇にのぼるやけふの月沾圃」(『続猿蓑』下)。〇 節句 「セック J 。 ここは九月九日の菊の節句、重陽の： H を指す。「節句」 
は「節供」とも書き、一年の節目毎にある式日、所謂「五節句」をいう。即ち、人日(一月七日)•上巳(三月三日)•端午(五月 
五日)•七夕(七月七日 r 重陽(九月九日)で、これらの日には仕事を休んだ。「九日/人心しづかに菊の節句かな」(『春泥句集』) 
「 xeccu . 」(『口 葡辞書』)。 

fa ® あたかも菊の節句の今日、菊の香をたよりに暗峠の峠路を登ることだ。何となく暗の中に菊の香の漂う思いが 
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する 

PI 初出の『菊の香』(風国撰、元禄十年刊)に、 

此句、菊の香やならにはふるき仏-達といへる同日の吟なり。 

と注してあり、九月 九日に 奈良を出て大坂へ向う途中、暗崎で詠んだ句と推定され る。『泊 船 集』『蕉翁句集』の前書 
も 『菊の香』 に 同じ。 

句意については古注に要領を得たものがなく、「暗き縁にて香をしたひ登るといへり」 (東海 呑吐『句^！)「菊の香の床 
しきにひかれて登れるなるべし」(蚕臥『芭蕉新巻』)等というのが僅かに採るべき指摘で、潁原博士も、「<3口かも重陽の 
節供に際して、山路の菊の香に浸りながら暗峰を登る事よといふだけの意」(『新 講』)として おられるに過ぎない。 「菊 
の香に」を「菊の香に浸りながら」と取るのは、「ほうらいに」 ( v 527) 「むめがに」？ §) 等と同種の「に」と 見て 
いるのだが、ここは「香のゆかしきにひかれて登れる」(『新巻』)という風に、もっと下に密接にしたい ところでら る。 
私は、 

峠の名がクラガリ故、菊の香を菜に道を辿つたといふので、畢竟するに菊の匂ひを言ひたい為の仕立方である。 
(『芭蕉句集講義』角田竹冷) 

という見方が穏当と思う。加藤楸邨氏の左の解が的確である。 

「重陽の節句の今日、菊の香に導かれて、その名も暗峠のくらがりを分け登る。かの重陽の 『登高』 の 故事に も 
かない、感興深いことだ」の意。 

……暗峠はくらがりの中を越えたわけではなかったが、地名を利かせてあたかも暗中菊の香をたよりに登るよう 
な発想になっている。「高きに登る」が季語となるのはもう少し下るが(歳時記では『滑稽雑談』(正徳三年)に 
初めて出る)、杜甫の詩にも見えるこの故事が、芭蕉の念頭にあったことはまず確かであろう。暗串という地名 
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を契機と した 即興的な軽い発想で『笈日記』や書簡中に収録されなかったのもそのためであろう。 (『色蕉全句』) 
重陽の節に山に登って菊酒を飲めば禍を消す ことが 出来るという中国の習俗は、古仙費長房の教えに基づく ことが 
『続斉諧記』に見えるといい、杜甫にも「登高」の詩な どが ある。重陽の佳節に暗峠を登った ことを 登高に擬し たこ 
とは疑いを容れない。近来は、 

峠越えは実際には昼過ぎだったろうが、峠の名をきかせて未明の山路に菊の香をきくさわやかさを演出した。 
(今栄蔵氏『色蕉句集』) 

とか、「未明の暗いうちに越えた ような 虚構をあえてした。暗い中のほうが菊の 香が生きる」(『松尾芭蕉 集 1』井本博士) 
といった説も見えるが、演出とか虚構とまでいうのはどうか。私は〔大意：！に述べた程度に考えている。 

芭蕉翁追善之日記•笈日記•今日の昔.梟日 

舰菊に出て奈良と難波は霄月夜(九月 4 a 五 tn 付正秀宛書簡)記•東華集•柴橋.焦翁句集草稿.蠢卷.枇 

把園随筆 

きくにいで X 奈良と難波は薄月夜(色蕉翁行状 S 
生玉の邊より日をくらして 

きくに出ル南良と難波は霄月夜(蕉翁句集) 

秋季(菊 •霄 月夜)。 

i 〇 菊に出て 底本の正秀宛書簡には、句の前に「重陽之朝奈良を出て大坂に至候故」とあり、重陽の佳節に菊の香の漂う中 
で出発した意であろう。「出て」は、『芭蕉翁行状記』の仮名書きに従えば「出で て」とよむ ことになるが、下五が信憑性に欠ける 
ので絶対的ではない。「出て」と口語調によんでよいと思う。〇奈良と難 波 「難波」は大坂の地の古称。既出 ( 1 75 )。出発地と 
到着地を挙げたのである。〇霄月夜 r ョヒヅキョ」。 宵のうち出ている月。陰暦の月の上旬である。ここは、その月の出ている 夜 
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の意。既出 ( I 招)。「霄」に「良い」が掛けてある。 

Bass 菊薫る重陽の日の朝奈良を出て、難波に着いた時は、美しい宵月夜だった。昨夜の奈良も良い月夜だったが、 
菊と月とに満ち足りた趣は何ともいえない。 

■一■支考の『梟日記』(元禄十二年刊)には「重陽の朝奈良を出て難波にいたる」と前書があるが、これは九月廿五日 
付正秀(推定)宛書簡の一部を紹介したもので、伝存の原簡と照合すると、引用の態度は忠実ではない。句の前の書 
簡の文は1:語釈 U に引いた通りである。『色蕉翁追善之日記』には、元禄七年九月九日の記事として、 

此日くらがりを越て大坂にいたる。生玉の辺に日を暮らして 
とあって、この句を出しており、 『 S 日記』は「難波部前管記」の冒頭に、 

去年元禄の秋九月九日、奈良より難波津にいたる。生玉の辺より日を暮して 
としてこの句を掲げている。芭蕉の書いたものでは、 

重陽の日南都を立、則其暮大坂へ至候而、洒堂方に旅宿、仮に足をと V め候。 (九月十日付杉 風 宛) 

九日大坂へ到着致候。洒堂亭を仮の旅宿相定候。(九月十日付去来宛) 

等の書簡が右の支考の記事と一致するので、九日夜の作と決してよい。洒堂亭は大坂の ffi?f (現大阪市南区)にあっ 
たといぅ。句自体は九月十日付の杉風宛書簡には見えず、「追付爰元逗留之句共可懸御目候」とあるだけである。書 
簡に於ける句の初出は、廿三日(九月)付意専.土芳宛(真蹟写しが伝わり、『枇杷園随筆』に紹介)で、本書で底 
本とした九月廿五日付正秀(推定)宛にも見える。九月十日頃はまだ句形が確定していなかったとおぼしく、かなり 
時日を経て人に披露するに至ったのである。芭蕉の最後の病床に侍した舎羅が後援した 集と いわれる 『柴橋 』 f 正興撰、 
元禄十五年刊)には、これを発句とした歌仙が収められているが、脇が諷竹(之道)、第三が洒堂で、正興.天垂.舎羅 
の三吟となる四句目以下は、後に巻き継いだものらしい。芭蕉のこの度の大坂行は、地元の之道•洒堂両人の対立を 
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調停する為だったが、十四日以降この両門の俳人達を集めて何度か俳席が設けられている。それに先立って頭目の二 
人を招いて三句の付合をしたのだとすれば、十二、三日頃までには「菊に出て」の句形が定まったと見てよかろう 
(拙著『新修芭蕉伝記考説』作品篇参照)。『行状記』や『焦翁句集』の異伝句形は何れも信じ»いものばかりである。 

句意については、前記正秀宛書簡の文言の外に、廿三日付意専•土芳宛(『枇杷園随筆』所収。原簡は伝わらない) 
にも「九日南都をたちける心を」とあるのが参考になる。「九日」は単なる日付ではなく、重陽の節を意味する 「九 
日」 5555) であろう。この日の奈良での二句や暗峰での句が凡て「菊の香」に始まるのを見ても、この時の色焦の脳 
裏が重陽の日の象徴たる「菊の香」で一杯だったことは想像に難くない。そこで「菊に出て」とうたい出し、それに 
重陽の朝奈良を出た気持を託したのだと注を付けた所以も分るというものである。大坂に着いて見ると、其処は美し 
い宵月夜であった。八日の晚の奈良でも宵月夜の趣が良かったのを回想して、「奈良と難波は宵月夜」という中七以 
下を得たのであろう。其処にはまた、自分の視野には入らない重陽の夜の奈良の宵月夜も含めて、何れも古い都の地 
たる難波と奈良を照らす月のィメージも重なる。それによって、二つの古都の重陽に寄せる風雅の懐いをあらわそう 
としたのだと思う。ただ、初五と中七以下とのつながりに未熟の点があり、句作りはなお工夫の余地を残している。 
そういう表現の欠点の為に、この句の解は従来諸説紛々の観があるが、右の私解は、 

……この句はその前書に言うがごとく、九月九日の重陽の節句に奈良の旧都を旅立って来た折の心懐を、その日 
の夕方に難波に在って追想した吟詠であって、一句の意味は、 r 菊の香に包まれて旅立ち、奈良から難波に来た 
が、到着した頃には宵月夜となった。あの宵月は、奈良と難波とを、ともども照らしていることであろう」、と 
いうのである。……一句の主題は、旧都奈良に対する慕情であるが、 r 奈良と難波は宵月夜」とは、現実には肉 
眼で眺めえない大景を、心象風景として藝術的に虚構したものである。……この句は一見、素朴に事実を言って 
いるだけのように見えるが、その実、縹渺たる心象の神韻を表白しているのである。しかも、その'し象風景とし 
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て描かれた縹渺たる神韻には、何か「永遠の悲哀」とでも言■つ'たような、やるせない人生の^ , -皆のィメ—ジがあ 

る。 . そうした深刻な思いを託しておりながら、さりげなく叙景句のごとく表現して、主題の正確な理解は見 

る者の能力に委ねているところが、晚年の色蕉が専心探究していつた「軽み」の藝境の特色である。 (『俳句に見る 
芭蕉の藝境』) 

という 富山奏博士の説に近い。中七以下の 「ナラトナーーハハョヒブキョ」という 軽快な音調に も「軽み」 は 現われて 
いる。句作りにな お 未成の点が あると 見る立場からは、「神韻縹渺」 という 見方には首を傾げざるを得ない。 

この句の解釈に大きな影響を与えたのは、『東華集』 (元禄 十三年刊)に見える支考の所説であつた。 即ち、「影略互 見 
之法」の例としてこの句を挙げて、 

是は菊に奈良を出て、宵月夜に難波に入といふべきを、出といふ字に入といふ字を略したる也。此句は諸抄 にあ 
やまりおほし。……此法は詩歌にはまれ也。たV文章のあつかひなるべし。 

といつている。これに基づいて古注には事々しい論もあるが、抑々支考の説自体、どれだけ芭蕉の考えが反映したも 
のかに問題があり、例の支考の鬼面人をおどす底の所論という臭いが強い。近来の注でも、 

「奈良は菊に出て難波入りは宵月夜の ころ」 の意を、中七に r 奈良と難波」と二つの古都を 並べて 曲折 もつけ、 
拍子面白く詠みなした。(今栄蔵氏 『色 蕉 句集』) 

というのは支考系の説であり、他にも同様の説が見える。その外では、 

……菊を賞する為めに出遊して所々の眺めもしたが、奈良でも宵月夜を賞し、浪花でも亦宵月夜を賞する ことに 
なつた、といふのを態と言葉を錯綜させて斯様に叙したのぢや。 (内藤鳴 雪 S 釈』) 

. 重陽の日、古都南都を出て大阪に入つたことが心に深くか、つてゐるのであるから、それで r 菊」が呼び出 

されてゐるものと思ふ。 . 「菊に出て」はやはり「宵月夜」にか\るのであらう。……難波に入る頃生玉あた 
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りで日が暮れて、宵月の昇るのを見た。折しも菊の節句であるから菊の上に出た感じがする。今日発つて来た奈 
良、あの「菊の香」の句を詠んで感銘ふかかつた南都も、今頃は菊の上に宵月がか、つてゐる答である。……と 
いふ心のたどりであらうと思はれる。「菊に出て」は自分が出るのではなく、宵月が出るのであらう。かう解す 
ると、単なる事実ではなく、菊の上に宵月をかけた古き都奈良と難波が幽韻をた V よはせてうかび出てくるので 
糸る。(加藤揪邨氏『色蕉講座』発句篇 E ) 

等の説も注意を要する。心象風景として宵月かかる古都奈良と難波の重陽の趣をいう説が多く、この点は読む者が誰 
しも感得するところであろう。 

十三日は住よしの市に詣で、 

住吉物語.芭蕉翁追善之日記•芭蕉翁行状記 • 

卿 H かふて分別替る月見哉(九月廿五日付正秀宛書簡) S 日記.喪 e 名残.泊船集.泉日記.橋南.宝 

の市•蕉翁句集草稿.焦翁句集.六行会 

秋季(月見)。 

i 〇十三日 元禄七年九月。 〇住よしの市 「 ftr 吉の而 J。 和歌の 神と して知られる住吉大社 (現 大阪市住士 n 区住吉二丁目)で 
陰暦九月十三日(現在は十月十七、八日)に行われる神事。夜になって境内に市が立ち、 M が売られた。「升の市」ともいう。 「g 
吉相撲会士一百。拾芥。\住吉の市同日。宝の市と云これ也。神輿をかきつれ、神官供奉し、神宝をとりつVくる作法あり。宝幢 
をたて、倚子をたてつ、法事なども侍り。けふ舛を買もとむる事も侍り」(『増山井』)「住吉宝市 H+ 一一 拾芥抄日、九月十三日、住 
吉相撲会。△社家者流説云、往昔は神前へ黄金の枬を作りて新穀の稲を奉りけるに因て、農事に用る析を此所に持来て売ける也。 
是によて種ミの市人羣集する故に、宝の市と申すにや。只当社の新嘗会と知るべし。近世は只神輿を別殿に移して、五穀新嘗の神 
膳など奉る。枬を売買する事も今に絶ず侍る。拾芥抄にいふ相撲会などは、昔は有ける！ si 6 o w 今は沙汰侍らず。又、住吉市といふ 
も秋也」(『滑榜雑談』)。〇詣 で、 「詣でて」。 〇舛かふて 「舛買うて」。 r 舛」は前記の宝の市で売っていた升のこと。習慣に従っ 
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て それを買ったのである。 r 舛」は、物の分量をはかる「ます」を意味する国字「桝」の略体。「析 」 「升」 に 同じ。「か，^ て」 はゥ 
音便の慣用表記である。「升の市塩屋長次が月見かな菊阿」(『正風彦根鉢』第一) rsasu .」 (『日葡辞書』)。〇分別替る「化 M 樹 
る」。「分別」は、「考え」を意味する俗語。既出 (w s/7 )。 r 替」は「変」の宛字。「考えが変った」の意である。〇 月見 この夜は 
九月十三夜、「後の月見」であった。？ §、 IVe95 ) 参照。 

ia 十三夜の月見に出て来たのですが、住吉の市で升を買ったら、急に世帯くさい考えに変って、風流はよすこと 
にしました。 

RH 「住吉の市に立て、そのもどり長谷川畦止亭におの^-月を見侍るに j (『住吉物語』)「住吉にて」(『芭蕉翁行状記』) 
「住吉の市にて」(『喪の名残』)「住よしの市 j (『泊船集』) r 又十三日住よしの市に詣て、有合升ひとつ買申候て、かく申捨 
候」(『梟日記』)「九月十三夜たからの市にて」(『宝の市 b 「住吉の市に立て」(『蕉翁句集』)「九月十三日住よしの市に春合 
升を求て」(『六行会 t 等の前書があり、このぅち『梟日記』の前書は、現存正秀宛書簡の句の前後の文を恣意に連結 
したものである。 

この日の事は、左の如き当時の支考の記録に明らかである。 

十三日 

住吉の市とは名のみ聞て、宗因のさらば^-となへられし跡のなつかしくて詣けるに、其日は雨もそほ降て、吟 
行静かならず。殊になやみ申されしが、けふもわづらはしとて、かいくれ帰りける也。 

十四日 

畦止亭にして、前夜の月の名残をつぐなふ。すみよしの市に立てといへる前書ありて、 

舛買て分別かはる月見哉 翁 

世をはかる神のこ、ろや市の舛 支考(『墨翁追善之日記』) 
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今霄は十三夜の月をかけてすみよしの市に詣けるに、昼のほどより雨ふりて、吟行しづかならず。殊に暮 
<は悪寒になやみ申されしが、その日もわづらはしとて、かいくれ帰りける也。次の夜は、いと心地よし 
とて、畦止亭に行て、前夜の月の名残をつぐなふ。住吉の市に立てといへる前書ありて、 

舛買て分別かはる月見かな 翁—日記』) 

大坂に入ってからの色蕉の健康状態は余り芳しくなかった。この頃の書簡を見ると、 

大坂へ参候而、■十日之晚々ふるひ付申、毎晩七つ時 J 夜五つまで、さむけ•熱•頭痛参候而、もしはおこりに成 
可申かと薬給候へば、廿日比々すきとやみ申候。就其心むつかしく、早//御案内も不申上、…… (九月廿三日付松 
尾半左衛門宛) 

拙者も其元なまかべ指出候処、参着已後毎晚<ふるひ付申候而、漸頃日常の通に罷成候。……子細に御報に申 
度候へ共、いまだ気分も不勝、……右之気分故、発句もしか-^得不仕候。(廿三日付意専•土芳宛) 

先伊州にて山気にあたり、当着の明る日より、さむき熱晩'^-におそひ、漸頃日常の持病計に罷成候。……伊賀 
4大坂まで十七八里、所くあゆみ候而、貴様行脚の心だめしにと奉存候へ共、中く二里とはつ V きかね、あ 
はれ成物に くづ をれ候…… (九月廿五日付 曲 翠宛一 

等の文言が見える。芭蕉は伊賀滞在中から山気に当って吹出物(なまかべ)に悩まされており、大坂へ向う途中も歩 
行は二里とは続き兼ねるような状態であった。大坂到着の翌十日から毎晩、悪寒.熱•頭痛に襲われるようになった 
が、服薬によって二十日頃からこの症状は止んだものの、なお気分が勝れずにいたという。十三日頃は体調の良くな 
い最中で、雨中の吟行に悪寒が兆して早々に引き揚げたのである。支考の記述によれば、 rM 買て」の句は十四日長 
谷川畦止亭での歌仙興行に際して発句として詠まれたものであった。青流(後の祇空)の撰した『住吉物語』 (元禄八 
年成)所収の色蕉•哇止.惟然.洒堂.支考•之道.青流らの七吟歌仙はこの時のものである。その前書に「住吉の 








174 


市に立て、そのもどり長谷川哇止亭に」云々とあるのによると、十三日の吟のようであるが、支考の著の記事に従え 
ば十四日に成つたものと考えざるを得ない。しかも、支考の文に「前夜の月の名残を つ <- な ふ」 とあるのや 句の内容 
に徴して、恐らく最初は月見の十三日に畦止亭を訪う箸であつたのが、芭蕉の体調不良の為に取り止めに なり、翌日 
気分が直つたので改めて俳席が催されることになつたようである。桜井武次郎氏の『元禄の大坂俳壇』によれば、畦 
止は談林派の闘将惟中門の敬止と同一人物で、洒堂の大坂移住後これに近づき、この時芭蕉を招くに至つたという。 
『住吉物語』に「亡人畦止」と見えるところからして、この人はこれから間もなく歿したのである。 

句は、十三日の月見 S ' 会に出なかつた言いわけを諧謔に託した挨拶であつて、そういう立場から見れば解釈は おの 
ずから限定されて来る。 

. 月を見ようと思つて出かけたのであるが、途中で宝の市に立寄つて小升を買つたら、急に世間竝の世帯気が 

出て帰つてしまつたといふのである。昨夜畦止を訪はないで引返した言訳に もな つて居て面白い。、 潁原博士『新 

講』) 

と見るのが穏当であり、 

……此句の主眼は「分別替る」にある。升の市に と 志して悪寒の為め中途に分別が替つて戻つ たとい ふ事を、月 
見の途すがら世俗に倣ふて升の市の升を買ふたら、心も俗化して家に帰りて まづ 米でも量らん 気と なつた と 作為 
したのである。(『芭蕉句集講義』浅井瓢緑) 

その夜、後の月見の句会を哇止亭でする約束になつていたところ、悪寒が起つたのでそのまま宿へ帰つた。その 
ことの断りをこの一句に仕立てたので、升の ような 物を買つたため急に欲つ気が出て分別がかわつた、 とは それ 
をユーモラスに言い替えたのである。師の健康を気づかう弟子たちに諧譃を言つてみせたのである。 (山本健吉氏 
『芭蕉全発句』) 
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といった諸説も良い。「舛かふて」は「本より虚也」(杜哉『蒙引』)という考え方もあるが、正秀宛書簡の句の後に r 士ゼ 
合斗一つ買申候間、かく申候」とあるから、実際に一合升を買ったのである。支考の『梟日記』には、 

分別かはるといふ中の七文字見がたし。発句は殊更その人の身にあて V 見るべし。升といふ物は所帯の道具なる 
に、此升かふて後は鍋もほしく桶もほしく、世の中の隠者此筋よりあやまる事を、人の鏡には申されし也。 

と諷諫の意を見る説があり、 

荘子、斗斛成而天下人始争、これらにかなへり。升買てはものはかる事を思ひ、隠士の分別のかはり所も、か、 
る所より出べしとぞ。誠に句情尊むべし。(蓼太『芭蕉句解 t 

というのも教訓説であるが、これらは正解とは言えない。『荘子』を引く説も、これ以後続いているが、この句に関 
する限り無用の贅説であろう。また、 

是世人は住吉の市にて升を買て世渡りを計る習也。我も世に連て升を買けるが、月の面白きを見て、升買たる時 
の分別とはかはり、一入月を見る心に成たりとなり。升買しは世間気、月見るは風雅白ハ、ふり替りたる翁の風情 
推て計るべし。(正月堂『師走囊 b 

と取れば、初めの世間気が風雅の情に変ったことになり、両者の関係が逆転する。こうした解釈は近代に至るまであ 

るけれども、「舛かふて……替る」という文脈からしても無理で、且つ風雅を街った気持が露わになるのも感心しな 

、〇 

IV 


秋もはやばらつく雨に月の^§蕉翁追善之 i 


昨日からちよ 


と秋も時雨哉(色蒸翁追春之日 S 


笈日記•泊船集•宇陀法師•三冊子•蕉翁句集 
草稿.蕉翁句集.画兄弟 

笈日記.三冊子•蕉翁句集草稿 
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昨日からちよつちよと秋もしぐれけり(六行会). 

秋季(月)。 

jima 〇はや はやくももぅ、の意の副詞。既出 ( m §0 r 春もはや山吹しろく苣苦し素堂」(『続虚栗』)。〇 ばらつく雨 降って 
は止む時雨の形容。「ばらつく」は俗語である。「はらつく」と表記しているものが多いが、『宇陀法師』(李由.許六共撰、元禄十五 
年刊)に「ばらつく雨」と濁点を付しているのを尊重して、「は」を濁音によむ。〇 月の形 「形」は「ナリ」。既出 ( VS 57)。 塞 
に細くなる月の形を提示した。 

HEI 秋ももはや終りに近く、ばらついては止む雨の降りざまにも、夜毎に細くなる月の形にも、そぞろ寂し さが 感 
ぜられる。 

*5* 『笈日記』には「其柳亭」と前書がある。『色蕉翁追善之日記』には九月十九日の条に見え、 

是はキ柳亭の夜会なり。此句の先、 r " 昨日からちよつ^-と秋も時雨哉といふ句なりけるを、いかにおもはれけ 
む、月の形にはなしかえ申されし。 

とあって、『笈日記』も略々同文であるが、日付を明記していない。『追善之日記』に疑わしい点はなく、十九日の作 
と認められよぅ。遥か後年の書ながら、『画兄弟』(蛙方撰、享和元年刊)にこの時の歌仙が収められ、連衆は芭蕉•其 
柳.支考•洒堂.游刀•惟然.車庸•之道らで、洒堂.之道の仲を取り持つ俳席だったと思われる。其柳は亀柳とも 
書く大坂の俳人であるが、出自経歴等は詳らかでない。 

この句の初案については、土芳も、 

此句はじめは、きのふからちよつ^-と秋も時雨哉と句作り有。いかにおもひ玉ひ侍るにや、色^^句作りして 
心見らる-一反古の筆すさみ有。終に、月の形と自筆のものにも残しおかれ侍る也。 (3 丽子』赤雙紙) 

此句いろ^-に仕かへられたる句故反有。もとは、昨日から ちよつ^-と 秋も時雨哉と 云 句の 直り 也。 (『蕉翁句集 
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草稿』) 

と、支考と同趣旨のことを伝えている。「昨日から」の句を推敲して r 秋もはや」の句としたことは疑いなく、『六行 
会』(野坡ら撰、元文三年刊)の句形は誤伝と思われる。いろいろ句作りを変えて見た反古があったと伝えられるところを 
見ると、成案を得たのは後日のことであったかとも思われるが、廿三日付の意専•土芳宛書簡にこの句がないことを 
以て、成案に達したのは同日以後とするのは、なお確かな推定とはいえないと思う。書簡に書くかどうかは、その時 
の気分によるからである。また、『画兄弟』所収の歌仙発句が成案形であることを重視すれば、いろいろ推敲したの 
は十九日以前の事で、それを発句として出したとも考えられる。 

「空しぐれ 月と がりて、晚秋のすさまじき風情」 (杜哉『蒙引』) を述べた句である。「月の形」は、細いとも丸いとも 
言っているわけではないが、「秋もはや」という闌け行く秋のさびしさとの照応を考えれば、これから満月に赴く月 
とは思えず、おのずから細くなり行く月であることが領得されよう。折柄十九日で、九月も下旬にかかろうとする頃 
であった。 

初案は、ばらばらと来ては止む時雨のさまを「ちよつ<と」と俗語を用いて表現した即興吟で、興じた調子に亭 
主其柳への挨拶の意を籠めた趣向である。これと定案との句柄の相違については、山本健吉氏の説く所が精しい。即 
ち、 

初案から、俗語をそのまま用いた「軽み」の句作りである。「軽み」も過ぎると、このような口拍子の軽い即 
興頓作となる。……改作によって、この句は全然面目を改めながら、しかも「軽み」たる実を失なっていない。 
「ちよつちよと」が「はらつ く」 に改められたが、いずれも俗語ながら、口拍子を脱して、表現が熟してきた。 
行く秋の深い寂寥感が、「軽み」のなかに生かされているのである。「軽み」のむずかしさを、この初案と決定稿 
との対比ほど、如実に現しているものはない。……あえて言えば、『猿蓑』風よりも入りやすくして、はるかに 
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到りがたいのが「軽み」なのである。 

秋も終りに近づき、ときどき時雨が音を立てて過ぎるが、月も下り月となって、だんだん細くいびつ こ i って 
行く、というのである。月の終りの瘦せ細った繊月を言うのではない。少しずつ欠けて行く心細さである。「秋 
もはや」で小休止して、「はらつく雨に月の形」と、切字を用いないで、淡々と叙している。この技巧の跡を残 
さない、さりげない措辞は、いろいろ推敲して反故の山をつくった苦吟の作とは、全く見られない。なだらかな 
自然の叙法であり、無技巧の技巧なのである。しかも「秋もはや」で秋の終りの意を籠め、そのことが「月の 
形」のィメーヂに限定を与えるという、行きとどいた心遣いを示している。時雨の雲に見えかくれながら、冴え 
た光を投げかける、いびつな月の形である。言い課さないで、情景の眼目を描きつくし、さらにそれによって、 
心のくまぐままでまざまざと照らし出す。……昇華した「軽み」の代表句とすべきであろう。 (『芭蕉その鑑賞と 批 
評』) 

と あって、推敲過程や表現の細部にわたって余す所なく考察されている。楸邮氏 も、 「「ばらつく」 という俗語も 内奥 
の心の色調を帯びた ものと なっている。真の軽み とはこう した句の世界をさす ものであろう」(『色蕉全句』)と絶賛して 
おられ、最晚年の注目すべき作で あることは、 衆目の一致す るところである。この 句に みなぎる 寂寥感は、闺近に迫 
った死の予兆 でもあろう か。 

菊月廿一日潮江車庸亭 

九月廿五日付曲翠宛書簡.芭蕉翁追善之日記. 

秌の夜を打崩したる咄かな (松の濤) 笈日記•木枯•浪化日記•染川集•泊船集•四 

山集•蕉翁句集•枇杷園随筆 

秋季(秌の夜)。 
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i 〇 菊月 「キク.ッキ」。陰暦九月の異称。「キクゲッ」ともいう。菊の咲く時節に当るからである。「秋の来て暖め酒と菊月の 
頃もはや紅葉のはや色付くか一重山」(謡曲「大瓶猩々」 )「 Qicuguet . Qicuzzuqi . i , Cuguat J (『日葡辞書』)。 〇潮江車庸亭 「潮江 
車庸」は大坂の俳人で、通称長兵衛。元禄四年秋芭蕉に入門し、之道と親しかったが、後には洒堂に近づいた。『己が光』『松の 
濤』等の撰著がある。生歿年未詳。その家で俳席が催されたのである。 〇秌の夜 「がの夜」。「秌」は「秋」の俗字。「焚」とも書 
く。「秋の夜物哀れなる余情に作るべし」(『俳諧歳事記杲草』)「秋の夜や夢と鼾ときりぐす水_」(『続猿蓑』下)。〇打崩したる 
「打ち崩したる J 。 秋の夜の寂しさを「咄」が打ち崩し、打破する意。下へかかって、うちとけた気の置けないという含みもある。 
「国ミノ大社伽藍ヲ焼ハラヒ、或ゥチク.ッシ」(『太友記』) rvchicuNNuxi , SU .」 (『日葡辞書』)。〇咄「ハナシ J 。 既出 (11 5500 

ia 秋の夜の寂しさを、此処に集うた人々の話が打ち崩してしまいます。気の置けない、くつろいだ席は良いもの 
ですな。 

■ a ■『枇杷園随筆』(士朗著、文化七年刊)に紹介された廿三日(元禄七年九月)付意専.土芳宛書簡(一部。別に全簡の写 
しが伝わる)には「秋夜」と前書がある。支考の『芭蕉翁追善之日記』には、十九日の其柳亭での句「秋もはや」に 
関する記事の後に、 

廿一日、二日の夜は、雨も降てしづかなりけるに、 

秋の夜を打崩したる咄かな 翁 

此句は寂寞枯槁の場をふみやぶりたる老後の活計、なにものかおよび候半と、おの^-感じ申あひぬ。 

と あり(『笈日記』も略々同文)、ここには日付をはっきり書いていないが、車庸の撰した『松の濤』(元禄 十五年刊) に 
紹介された半歌仙の前書によって、二十一日の作と確定する。付合の連衆は、色蕉.車庸.洒堂.游刀.諷竹(之 
道)•惟然•支考らであった。 

芭蕉は大坂へ来てから、洒堂と之道の気まずい対立感情を融和しようと、両人及びその取り巻きの人々を会して度 
度俳席を重ねた。大坂から出した当時の書簡を見ると、 
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……九日大坂へ到着致候。洒堂亭を仮の旅宿相定候。少ミ作夜々今日かけて近付罷成候。何とぞ目にたゝぬやう 
に、おとなしきあしらへかしと存事に候。(九月十日付去来宛) 

いまだ逗留もしれ不申候へ共、長逗留は無益之様に奉存候間、 二三日 中にはせ.名張越にて参宮可申と奉存 候。 
(九月廿三日付松尾半左*門宛) 

爰元追付立可申候。長居無益がましく存候而、早^-看板破り可申候。随分人しれずひそかに罷有候へども、何 
角と事やかましく候而、もはやあきはて候。 (廿三 日付 •土芳宛) 

爱元衆俳諧 も あら^-承候。之道.洒堂両門の連衆打込之会相勤候。是々外に拙者働 とても 無御座候。 (九月廿五 
日付 正秀宛) 

さて洒堂一家衆、其元御衆、達而御す、め候に付、わりなく杖を曳候。おもしろからぬ旅寝の鉢、無益之歩行、 
悔申計に御座候。(九月廿五日付曲翠宛) 

等とあって、洒堂一門や膳所連衆のすすめで大坂に来て r 両門の連衆打込之会」(「打込」は、誰彼の差別な く出座す 
る こと、合同句会)をやっては見たものの、兎角雑音が多くて嫌気が さしている 様子が明らかに看て 取れる。 車庸亭 
の俳席も、こうした融和活動の一環だったのである。 

当時車庸は、もとから親しかった之道ょりも新来の洒堂寄りの姿勢を示していて、両門間の問題も、この車庸の動 
きが原因になったのではないかと見られているが、この席に集うた連衆は何れも芭蕉とは馴染み深かったから、師翁 
を迎えては渋い顔で居るわけはなく、いろいろな話に打ちとけて、座の雰囲気は和気靄々たるものであったろう。一 
同のドッと湧いた笑い声に、雨が降ってしんみりと寂しい秋の夜の しじ まが破られることもあったかも知れない 。そ 
れが「秌の夜を打崩したる§」というこの句の表現になったのではあるまいか。幸田露伴はこの句の表現を次のょう 
に見ている。 
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「秋の夜を……」のを文字肝要である。俳諧の てには は種々の意味を出して来て複雑なものである。ここもにで 
なくをであるところ粉骨の場である。打崩すをば、秋夜の清寂を打崩すとまで解するのは深入りし過ぎて却てお 
もしろみを失ふ。遠慮の無い打解けた話をすると安倍君の云はれたのが甚だ当を得て居る。今の語で云へば「砕 
けた話」をするのを、それを語法から云へば異なるが、打崩したる話と云つて、上に「を」文字を置いたところ 
が、実に軽くて、自然で、そして太田君の云ふやうなところ(引用者注、 二 鳥啼いて山更に幽なりの趣です。 話がくづれ て、 
四辺の静寂が一層ひき立つので、そこに照応の妙がある様に思ひます」という太田水穂の発言を指す)までを趣！！かせ出してゐる微妙の 
ところです。 (『続々 色蕉俳句研究』) 

句の「打崩したる咄」に「砕けた話」の意が感ぜられるのは事実である。右の説に従えば、 r 秌の夜を」は詠嘆の間 
投助詞で、切字とはちがうが此処に小休止があり、微妙な余情を醸し出す働きをするものとなる。また、潁原博士の 
説には、 

秋の夜……の静けさを破つて一座の話が賑やかに聞えるのである。それを「秋の夜を打崩す」と言つたのが面白 
い。語法的には話が秋の夜を打崩すのであるが、実は軽やかな談笑の声に凝つたやうな夜の寂かさがおのづから 
崩れて行くのだ。……『笈日記』には 

此句は寂莫枯稿の場をふみやふりたる老後の活計なにものかおよひ候半と、おの-^-感し申あひぬ。 

と附記してあるが、誠に寂寞の中に歓笑の趣を見出した俳諧の新しみといふべきであらう。所謂軽みである。 

(『新講』) 

とあつて、「秌の夜を打崩す」に重点が置かれ、「打崩したる咄」の方には触れられていない。私見を挿めば、露伴の 
ように初五に小休止を見るのも一説ながら、この句を誦してみると、一般に言われているように、「秋の夜を打ち崩 
す、 打ち崩したる咄かな」と受け取れるのである。つまり、中七が上下に働いている「中の七双 関」 (梅 丸『茜堀』) と 
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聞えるのだ。この二重の働きを認める山本健吉氏は、右の潁原•露伴両説を引いた後、後者を支持して次のように自 
説を展開しておられる。 

事実この「を」は、含蓄の多いテ-ーヲハの使いざまで、「秋の夜を打崩す」と目的格に用いられながら、しかも 
同時に「秋の夜を」で小休止を持ち、感嘆詞的な感じを持ち、それによって下の句を「打崩したる話かな」と続 
かせて、砕けた話、打解けた話という意味をそれに与え、座の雰囲気を如実に描き出す。「秋の夜に」「秋の夜 
の」では、これだけ複雑な-1ュアンスは出ないのである。これも平易な日常語を用いた「軽み」の句であるが、 
意味の含蓄によって、心の深層からの声を響かせている。安倍は「秋の夜をくづして自分達の世界を別に作つた 
様な」と言っているが、的確な享受と言うべきで、そのことは逆に、秋燈の下の一座の賑かなさざめきの背後に、 
すだく虫の音などが聞える深い静かな闇の世界が在ることを、感じさせないでは置かないのである。「軽みの昇 
華」である。……洒堂•之道の二人が顔を合せた会は、……色蕉が大坂に在ったあいだに、幾度も催されている。 
こういう事情を考えて、揪邨は「当夜席上でも、凝りがちな話を打崩すやうに、砕けた話ぶりを促したのだら 
う」と想像している。そうだとすれば、この句に一種の明るさを詠みこんだということが、挨拶の意に叶ってい 
るわけだ。だが私は、……芭蕉が大坂へ来る前から気にかけていた問題が解決し、両者の手打ちが成立して、和 
やかな雰囲気が生じたことを、この俳席で祝福する気持を籠めているのだと見た方がよいと思う。仲間うちとは 
言え、これは公的な席での発句であり、そういう私事にわたる危惧や不興さの感情を、発句の中にすべりこませ 
るはずはないのである。(『色蕉その鑑賞と批評 b 

前述の如く、芭蕉の書簡に徴して、大坂蕉門の対立感情が師翁滞在中に氷解したわけではなかったが、この席で中心 
にある芭蕉が、句中に態とらしく裏面の事情を仄めかしたり、強いて仲介の身ぶりを示したりする答はない。この山 
本氏の所説によって、この句は定解に達したといってよかろう。秋の夜の寂寥の中にあるこの座の一団の和気を、 
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「軽み」の表現を以て定着させた傑作である。 


あるじは夜あそぶことをこのみて、朝寐せらる ゞ 人なり。霄寐はいやしく、朝 
起はせはし 


おもしろき煉の朝寐や亭主ぶり (松の！！) 


笈日記.初 蝉. 泊 船 集.四山集.焦翁句集.六 
行会 


秋季。 

aiga 〇あるじ 「赶> 大坂の蕉門俳人車庸を指す。前の「秌の夜を」の句の条参照。 〇夜あそぶことをこのみて 「祀避ぶ新を ifs 
みて」。「夜あそぶこと」 は、 この場合、人を会して宴楽し、俳諧を作るょうなことを指す。 〇朝寐せらる、人 rffltl ^ せらる ゞ A ? 」。 
「朝寐」は、朝おそくまで寝ていること。「らる、」は尊敬である。「朝寐する人のさはりや鉢鼓文潤」(『あら野』卷八)。〇 霄寐は 
いやしく 「霄寐は卑しく」。「霄寐 J は、晚早いうちから寝ること。燈火用の油の節約とか、朝早く起きる為といった余裕の無さ 
が感ぜられるので、「いやし」といったのであろう。「宵寐がちに朝をきしたるね覚の分別、なに事をかむさぽる」 ( r 閉関之説匕。 

〇 朝起はせはし 「朝起は忙し」。「朝起」は、朝早く起きること。仕事を控えた感じなので、「せはし J といった。「やはらかにた 
けょことしの手作麦如舟田植と、もにたびの朝起ばせを」(芭蕉真蹟懐紙)「綿をぬく旅ねはせはし衣更九節」(『炭俵』上) 
「 Asauoqi .」「 xeuaxij .」 (『日葡辞書』)。〇 亭主ぶリ 「亭主振り J 。 客をもてなす主人の心遣い。「こ、ろのある事丑ぶり」(『好色一 
代男』卷八) 「 Teixu . i , lyenonuxi . 」(『日葡辞書』)。 

_快い秋の朝寝に堪能した。ここの御亭主の朝寝は、客をもてなす心遣いなのだ。 

『笈日記』『泊 船 集』『蕉翁 句集』 『六行会』に「車庸亭」と前書がある。5日記』では、「秋の夜を 打 崩したる 
咄かな」の句の次にこの句があり、二十一日夜の俳席の後車庸亭に一泊した翌朝の吟と推定される(『追善之日記』 
には「おもしろき」の句に関する記事は全く無い)。車庸の撰した『松の濤』に所収の句文は、当日芭蕉が書き残し 
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たものであろう。 

前書から続けて読めば、「おもしろき」は車庸の「亭主ぶり」を褒める挨拶の意が主となつていると見られょう。 
それと共に、季を読み込む必要あつてのことではあるが、「秌の朝寐」とあるからには、「おもしろき」は季節の面白 
さ 快 さでも ある箸である。秋 も 末とはいえ 寒さ もそう 厳しくはない 時節に、蒲団の中で ぬくぬくと 朝寝を している の 
は気持の良いものだ。だから中七までは、そういう芭蕉の感覚を中心に鑑賞したい。 

想ふに宿つた翌朝芭蕉翁は既に起出たのに主人は尚ほ寝てゐたので一寸斯様にからかつたのであらう。 

如何にも面白い事ぢや秋の朝に長寝をしてゐる亭主ぶりは、客に構はぬ処が却つて客も心配がなく、ょい亭主ぶ 
りであるといふ位の事ぢや。(内藤鳴雪『評釈』) 

と解しただけでは、その点が欠落している。 

今案に、面白しと置詞、余情有て名誉也。秋も半に至て、残暑に寝そびれたる事も忘れて、夜も C かに、襖引 
纏ひ臥たるも快し。亭主は思へらく、我庵ならば熟く朝寝せんに、止宿の心遣ひも可有と弁へて、共に朝寝した 
る志の哀を顕したる句意也。 S 天翁 『W の底』) 

昨夜は句会で夜を更かし、客も労れて居るだら うと 思つて、朝は主人もゆつ くりと 寝込んで居る。芭蕉はもう目 
をさましながら も、さう した主人の心づかひをおしはかつて、 これも ゆつ くり 朝寝して居る。その気分が まこと 
に面白いのである。(潁原博士『新講 J 1) 

等と見れば良い。句はただ即興の挨拶までであるが、主人の人柄が思われる前書も付いていて、車庸には忘れ難い記 
念だつたのであろう。『松の濤』にはこの句文を巻頭に掲げている。 
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903此道や行人なしに秋の暮 i 蕉翁追善之 i 

此道を行人なしに秋の暮 (九月*■五日 付曲翠 宛 書簡) 

人聲や此道歸る秋の暮 <色蕉翁追善之日記> 

所 思 

此道を行人なしや秋の くれ < 淡路島) 

秋季(秋の暮)。 

i 此道「吧の邀」。情景としては、芭蕉の目の前にある一筋の道。自らの俳諧の道をいぅ寓意がある。〇行人なしに「げく< 
無しに」。行く人無くして、の意。「に J に小休止がある。「行人の簑をはなれぬ霞かな冬文」 (『あら 野』卷 二) 「花見にと女子ばか 
りがつれ立て芭蕉余のくさなしに堇たんぽ ゞ 岱水」(『炭俵』上)。〇秋の暮晚秋の意と秋の夕暮の意とを兼ねる。 

eaa 晩秋の夕暮、目の前に続くこの道には、行く人の影もない。我が俳諧の道も、所詮はひとりで行く外ないのだ 
なあ。 

■2 ■「所思」(『其便』)「秋暮」(『枇杷園随筆』)「膳所へ文通するとて」(『六 行会』) 等の前書があり、このぅち『枇杷園随 
筆』の前書は、廿三日付意専•土芳宛書簡の一部を紹介したもので、伝存する同書簡の真蹟写しにも同様に見える。 
この書簡に初五「此道を」の形で載るのが、時期として最も早い所見であって、その 二日 後の九月廿 五日 付曲翠宛に 
も同じ句形で挙げて、後に「人声や此道かへる共、句作申候」と記している。 これら 両簡は、何れも元禄七年九月筆 
として疑いのないものである。『芭蕉翁追善之日記』には九月二十六日の条に、 

清水の茶店に遊吟して、泥足が集の俳諧あり。連衆十二人。 


其便.笈 H 記.篇突•泊船集•金毘羅会.：':冊 
子.蕉翁句集草稿•蕉翁句集.六行会 

枯尾花•枇杷園随筆 

笈日記.泊^*.三冊子•蕉翁句集草稿.露沾集 
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人声や此道帰る秋の暮 翁 
此道や行人なしに秋の暮 仝 

此二句の間いづれかと申されしに、此道や行人なしにと独歩し給へる所、誰か其しりへにしたがひ候半と申けれ 
ば、阿叟も吾心にもさる事侍りとて、是に所恩といふ題をつけて、半歌仙と X のほり侍る。爱に記さず。 

とあり、『笈日記』の同日の記事もこれと字句に小異があるに過ぎない。泥足は長崎勤務の江戸会所商人だったとい 
われ、この時偶々江戸へ帰る途次大坂にあって『其便』の撰著を企てていた。その集に入れる為の俳諧の席を、大坂 
天王寺の西、新清水の料理茶屋浮瀬(現大阪市天王寺区伶人町にその跡が残る)で催したのである。その席の発句と 
して芭蕉の示したのが、曲翠宛書簡にも触れられていた二案で、『追善之日記』や『笈日記』によって「人声や」の 
句案の全体が知られ、二十六日には「此道を」の句も r 此道や」と推敲されて、結局 r 此道や」の句を採ることに決 
したのであった。「此道を」が初案、「人声や」が別案で、 r 此道や」が治定形なのである。この時成った半歌仙は 
『其便』に収められ、連衆は色蕉.泥足.支考.游刀•之道•車庸.洒堂.畦之•惟然•亀柳の十人であった。『追善 
之日記』等に「連衆十一一人」とあるが、あとの二人は誰であったか詳らかでない。『淡路島』(諷竹撰、 元禄十一年刊) 所 
載の句形は誤りであろう。 

この句を最初に披露した廿三日付意専•土芳宛には「秋暮」と前書がある(書簡の真蹟写しに r 暮暮」とあるのは 
誤り。『枇杷園随筆』に拠る)。即ち一句は、目の前に続く一筋の道に行く人とては一人も見えない、寂寥を極めた秋 
の夕暮の情景を描いた叙景句であった。「行人なしに」のところに小休止はあるものの、中間にはっきりした切字を 
置かない句作りは、叙景的な内容とも関わりがあろう。二十五日の曲翠宛までは、なお r 此道を」の形であったが、 

翌二十六日の俳席には「此道や」と切字を置いた形に推敲して出し、「所思」という前書まで付けた。自らの思いを 
託した句というのだから、もはや単なる叙景句ではなく、心境句に変質した ことは 明らかである。 この 内容の変化は、 
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「や」とはっきり切字を置いた句作りと密接な関係があると思う。 「や」 によって「道」には、色蕉の迪っている俳諧 
道、ひろく言って彼の人生行路といった意味が濃くなり、孤独なひとりの道を迎って人生の黄昏を迎えた寂寥感が、 
ひしひしと人の胸を打つ作となっている。確かにそれを踏まえたとはいえないが、「返照入一一閭巷一憂来誰共 語、 古道 
人行少、秋風»|禾黍一」(返照閭巷に入り、憂ひ来つて誰と共にか語らん。古道人行奶なり。秋風私起を動かす。耿 
漳 r 秋日」、『唐詩選』)の詩の趣も見える句柄なのである。この「道」については、 

. 色蕉自身の心持では、 . 一切を包含する観念上の道である。……さらばといつて、彼が一生奉仕して来た 

俳諧道といふやうな狭い名のつけらるべき道では固よりない。さういふ道を、この秋の暮に誰も行く人がない、 
といふところに、芭蕉の主観があるのである。芭蕉は、普通の言葉に絶した自己心内の寂しさを、少なくも句の 
表面だけでは、空間的に現実の道に托し、時間的に、万人が寂しく感ずる秋の暮に寄せて表現したのである。 
(『新釈』) 

という半田良平氏の見方が大筋に於いて正しい。但し、私はやはり「道」を俳諧道を中心に考えたい。芭蕉の人生は 
俳諧の一筋に繫がれていたのであり、俳諧は芭蕉の人生そのものだったからである。多くの同行と共に歩んではいて 
も、藝術家の道は究極の所孤独なものである。特に「軽み」を唱道するようになった最晚年には、それに対して無理 
解な門人達の離反を招き、師の歩みに追随して来る者も、なかなか色蕉の考える水準には到達し得ないで、歯がゆい 
思いを募らせていた折柄であった。孤独な寂寥感の究極の表現とも見えるこの句の背景に、そのような芭蕉の「所 
思」があったことは疑いを容れない。ただ、そういう内容の句を、連衆の和を尊ぶ俳席に出すことを問題視する考え 
方もあり、山本健吉氏の左のような説は、その代表的なものである。 

門人たちへの愛憎づかしが、この一句には籠められているというのか。だが、この句は独詠でなく、十人もの 
俳諧の座における発句であることを考慮に入れれば、このことはあまり強調するわけにもゆかぬ。連衆に興ざめ 
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な思いを させる ような発句を、芭蕉が用意して行くはずもな■いがらである。……芭蕉の孤独な心の寂寥感が発し 
た人生詠歎が「此道や」なのである。具体的には晩秋の、夕暮につつまれた、冷やかな一本の道がある。……そ 
れが芭蕉の、五十年の生涯の象徴として、涯知らぬ地点にまで通っているのである。「終の枝折をしられた」と 
いう 其角の 言葉(引用者注、 『枯 尾花』所収、其角 r 芭蕉翁終焉記」の一節) も、 死の 予感を 汲み取ることのできるこのころ 
の芭蕉の句として、当然の解釈であって、牽強でも歪曲でもないのである。 

「此の」とはっきり指示したところに、芭蕉は来し方の一本の道に印した、自分の確かな足跡を振りかえって 
いた。……詩人の道が、けっきょくは孤独者の道であることを、忘れたことはないはずである。門弟どもが自分 
について来ないといった女々しい愚痴が、芭蕉に詩の動機を与えるはずがない。……揪邨は、初案の「此道を」 
は「行く人なしや」が中心になっているが、「此道や」は、 r 此道」が眼目になっていると言っている。これはい 
い着眼で、初案の方は、その点でまだ女々しい私情からふっ切れていないのである。……「此道」は明るい未来 
に通じている道ではない。人生の暮秋ともいうべき地点に立って、芭蕉の心は一筋の過去を振り返る。これまで 
も独りだった。これからも独りであろう。それが自分に与えられた運命だと思うのだ。この句は、具象的な秋の 
暮の風景もあるが、それよりも、色蕉の観想の中の風景の方が、ィメーヂとしては鮮かなのである。 (『色蕉その鑑 
賞と批評 JT ) 

右のうち、「此道や」の形での句の内容の分析は、私も概ね賛成である。 r 此道を 」がま だ私情を引きずっているとあ 
るが、私見では、初案の段階では叙景句の要素が強いと思うことは前述の通りだ。それが自然の風景から心象風景に 
転じ、「所思」を寓意するに及んで、この句はすぐれた象徴句となったのである。なお、山本説は「一筋の過去を振 
り返る」といって、芭蕉のこれまで経て来た半生にかなり重点を置いた見方になっているけれども、これは過現未に 
わたる俳諧人生の道なのである。回顧にのみ主眼があるのでないことは、おのずから明らかであろう。多数の連衆の 
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集う俳席での発句として相応しいかどうかの問題は、加藤揪邨氏に説がある。 

「此の道や」を立句としようとしたとき、芭蕉はこの句に、そのさびしい「一筋」をた どり あう同志としての、 
連衆の連帯感を読み取ることを期待したのではなかったか。そう読むことによってはじめてこの句は挨拶となり 
えたであろうと考えられるからである。(『色 蕉全句』) 

連句の抄手であり、連衆の連帯感が一座の興の基盤であることをよく知っていた芭蕉である。この句を発句として提 
示した時の気持は、右のように理解するのが最も穏当であろう。但し、この句柄は何としても独詠的な味わいが著し 
い。 洒堂•之道両派の対立融和工作に疲れた色蕉の心境が、こうした句を作らしめたとも言えようか。 

「人声や」という別案については、九月廿五日付の曲翠宛に初めて触れてあり、二十六日の会にも披露されたが、 
「人声や」とある通り、「行人なしに」とは対照的な内容である。しかも r 此道帰る」の主語を、 r 声の主」とするか 
色蕉とするかによって説が分れる。前者としては、 

……「人声や此の道かへる秋のくれ」の作には、寂寥な秋暮の野径の中で、ふと人声を聞きつけた時の何となき 
人懐しさの感じが盛られて居り、さうした感じを「所思」の題に引合せると、これは思ひもかけぬ俳諧の知己を 
得た喜びを示すものと見るべきではあるまいかと、説かれてゐる。「人声や」の句にかうした感じが感じられる 
ことも事実であるが、又前の r 此道や」と同じ意味に取るべきでなからうかとも思はれる。同時に出来た二つの 
句案であるから、別箇な解釈でなく取ることも可能であると思はれる故である。さすれば自分が果もない道を秋 
暮に一人、とぼ <とたどる時、人声が聞えてふと懐しくは思ったが、其の人々は自分の行く手に向つて共に進 
む人々でなくて、自分とはちがつた方へと、何か楽しげに語りながら帰つて行くといふ句意になり、一しほのさ 
びしさがせまるやうにも思はれるのである。 (能勢朝次博士 『三 冊子評釈 , b 
という説があり、後者としては、 
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「人声や」の句であると、題のとほり秋暮の寂寥を詠んだものであると思はれるので' 秋暮の道を帰つてくると 
人声がきこえる、寂しさの折柄であるから、人懐しさがこみあげてきたといふやうな、寂寥に根を据袅たほのか 
ななつかしさを詠じたものと思はれる。(加藤揪邨氏『色蕉講座』発句篇 M ) 

という見方が代表的である。楸邨説は「人声や」の切字を重視して、中七以下を「人声」とは別の、芭蕉自身の行動 
と取るのであるが、切字を重視するのは良いとして、「芭蕉が帰る」ということに必然性が感ぜられない。そうとす 
れば、「帰る」のはやはり「声の主」の方であろう。この「や」は山本健吉氏の所謂「不完全切字」で、「人声や、 
(それが)此道帰る」という文脈と解すべきである。その限りでは能勢説の方が正しく、楸邨氏も後年の『芭蕉全句』 
では、 

「秋の暮のものしずかなけはいの中に、人の交し合う声がしずかに透りつつ、この道を帰って来る、それが何か 
人懐しい思いを感じさせることだ」という意。 

という見方に変っている。一方、能勢説の問題点は、山本氏の指摘されたように、帰って行く人声を「自分とはちが 
つた方へ」と取った点であろう。同氏は「人 H 尸や」の句の内容と余情を左のように見ておられる。 

秋暮の道を帰る人は、部落の方へ、家のある方へ、人々の円 g l のある方へ、帰ってくるに決まっている。それ 
が r 此道帰る」が描き出す具象的ィメーヂである。孤独な自分に、人々の歓語が接近して来る。そのとき彼は、 
一日の勤労を終えて、三々五々歓語しながら帰ってくる人たちを暖く迎える村人の円座の中に、仮想的に身を置 
くのである。自分に向って帰って来るのであって、自分と反対に帰って行くのではない、少くとも色蕉の願望の 
上では——。…… 

「此道や」で孤独者の心情を表現した芭蕉は、「人声や」で人々との心の交通の場の回復を、強く願望として打 
ち出した。そこに孤独における交わりが、他者への真の愛が成立する。芭蕉には、そのような相互交通への要求 
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が、自分の孤独を意識すればするほど強く存在した。そしてそのような交通への可能性が、近づく「人声」をき 
いたとき、強く意識に上ってきた。……「かへる」の語に、私は日常的な交わりへの願望を見るのである。…… 
この二句のあいだを、色蕉の心は行ったり帰ったり、振子のように揺れていた。……そのことが、この二句を同 
時的に胸裡に胚胎させ、彼を「此道や」の、一句としては完璧な表現の中に落着かせず、あえて若干不完全な表 
現の「人声や」の句を、並べて人々の前に提出させたのだ。「秋近き心の寄るや四畳半」にしろ「秋の夜を打崩 
したる咄かな」にしろ、一つの円座への心の惹かれであり、その延長に、いっそう広やかで暖かな共同社会への 
願望を籠めたのが、この「人声や」なのだ。「人声や」と冒頭にすえた叙法から言って、この句のアクセントは 
「人声」にかかっている。感覚的には、秋の大気の中の爽やかな人語の響きであるが、それだけではなく、もっ 
とメタフィジックな意味を籠めている。だからこの句は、芭蕉がも少し余命を保ったら実現したかも知れない、 
孤独の意識の底から、他者に対してうち開かれた詩の世界を予想させるのである。唐木順三が言う「開存」とし 
ての詩の実現を、私はここに見る。「軽み」による挨拶の昇華とも言える。(『芭蕉その鑑賞と批評』) 

これは「人声や」の句の鑑賞として正に完璧である。この時の芭蕉は常にも増して孤独を感じていたけれども、我独 
りのみ高しとして孤絶の境に安住する人ではなかった。一方で人々との心の交流を願う気持が常にあって、その心の 
揺れが両案を作らせ、俳席に二句を提示させることにもなったのである。支考のすすめ等もあり、芭蕉自身も「吾心 
にもさる事侍り」といって、その席の発句としては「此道 や」 の句を採ったと『追善之日記』に見える。この芭蕉の 
言葉は『笈日記』にはなく、支考の文によくある不得要領な言い方ではあるが、要するに「此道 や」 を良しとする支 
考の意見に同感の意を表した言葉であろう。二十六日より前の手紙でも、全形を示しているのは常に「此道を」の句 
の方であるから、前から作者の心は「此道」の方に傾いていたと見られるが、さればと言って「人声や」の句案を全 
く捨てたわけではあるまい。この選択は飽く迄も俳席の発句としてである。また、内容が対照的である点を重視すれ 
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ば、別の句として扱うのも一つの態度であるが、ここでは一句の推敲過程に於ける別案と見るにとどめておく。 


猪の床にもいるやきり 


VT (三冊子) 


蕉翁句集草稿.蕉翁句集•蟋蟀巻 


t (九月廿五日付正秀宛書簡) 


木枯•浪化日記•泊船集•記念題•梟日記•三 
冊子.蕉翁句集草稿.蟋蟀巻 


又洒堂が予が枕 もとにて いびきをかき候を 
床に來て軒に入るやきりた 
秋季(きり■す)。 

〇 猪の床にもいるや 「猪の床にも入るや」。「猪の床」は、和歌などで用いる雅語「_15の床」の俳諧化で、猪のねぐらのこ 
と。いびきを かいて寝込んでいる洒堂を「渚」にたとえた諧謔である。「猪」は既出5 §)。 〇 きりぐす こおろぎを 指す雅語。 
_洒堂のかく大鼾の合間に、こおろぎのか細い声が聞える。猪の寝床にこおろぎが紛れ込んだといったところだ。 
_『蟋摔巻』(駝岳 撰' 寛政五年刊)には、「又、洒堂が予が枕もとにて鼾をかきしをとありて」として「床に来て」の 
句を挙げ、続いて「其後文水と当名ありて」として「猪の」の句を記して、「右二句を書たる文を見たる事あり」と 
見える。前者が現存の正秀(推定)宛書簡(元禄七年筆)に相当することは確かであるが、文水宛の方はなお詳らかで 
なぃ。 . 

土芳の『三冊子』には「猪の」の句形を挙げて、 

この句自筆に有。初は、床に来て鼾に入るやきり•すといふ句在。なしかへられ侍るか。(赤雙紙) 

と述べてあり、同じ人の『蕉翁句集草稿』にも、「床に来て」の句形を出して、 

自筆物に、猪の床にもいるやきり f すと云句有。此句の直りか。 

と見える。土芳が芭蕉の自筆を見たといっている以上、「猪の」の句形は信憑性が高く、この方が表現が単純化され 
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ているだけ、内容も解しやすい。「床に来て」から「猪の」へ推敲されたものとおぼしく、恐らく九月二十五日に正 
秀宛の書簡を認めた後、数日中に改案したのであろう。なお正秀宛には、「床に来て」の句の前に九日大坂入りの際 
の「菊に出て」( VI )の句を書き、「床に来て」の句の次に十四日作の「舛かふて」( VI )の句を披露している。若し 
これが句の成った順に並べたものとすれば、当面の句の初案は九日から十三日までの間に成った可能性が高いが、こ 
こでは書簡の日付によって、この位置に配しておく。 

前に述べたように、芭蕉は大坂に入った当座は高律の洒堂亭に止宿していた。その後西横堀東入ル本町(現大阪市 
東区本町)の薬種商だったという之道の家に移って二十九日に発病するのであるが、洒堂亭から其処へ移った時期は 
明らかでない。しかし、正秀宛に手紙を書いた二十五日には、恐らく之道亭に移っていたであろう。それは兎も角、 
「床に来て」の句案は洒堂亭に滞在していた間に得たものと思われる。同じ部屋の隣の床で洒堂が大鼾をかいて寝て 
いる。その鼾に悩まされながら、まじまじと睡れずにいる芭蕉の耳に、こおろぎの鳴く音が聞えて来た。「床に来て 
鼾に入るや」はその時の即興で、唾れない悩みを「鼾」のおかしみに転じ、風雅な「きりす」の音をそういう場 
に置いてみた俳諧でもある。古注以来よく引かれる古詩「七月在\野、八月在一宇、九月在匕尸、十月蟋蟀入 n 我牀下 I 」 
(七月野に在り、八月宇に在り、九月戸に在り、十月蟋蟀我が牀下に入る。『詩経』 M 風、「七月」)も意識されていたであ 
ろう。それが定案では全く面目を改めて別趣の句になった。 

詩経-一十月蟋蟀入 n 我牀下—〇此詩をすり上げて鼾に入るの俳諧は、最上の新しみ也。謂く、聞く人は翁なり。傍 
に IT - かく人あり。鳴巷あり。きり•すの音の細さが大鼾に折^/鳴りけさる、を興じ給ふなり。後章(引用者注、 
「猪の」の句案を指す}も亦、前章の上を一段すりあげたるなり。前章の家の内は、尚格式の郭也。おどろ^^敷伏 
猪のあたりにも住むらんと、其場を認めたるは、郭外の新しみなればなり。(梅丸『茜堀』) 

という古注の説は現代にも受け継がれている。尾形仂氏は「猪も」の句案によって句は全く思いがけない展開を示し 
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たと見て、次のように説いておられる。 

「猪」 は、 洒堂の大鼾の機知的な見立てに発想したものにはちがいないが、同時に「猪の床」は和歌のす ！ g 

の床」の俳諧化でもあった。 . 作例に徴しても晚秋•初冬の季感が濃い。したがって「猪の床にも」の「も」 

は、場所とともに、季節の推移をも示すものとなり、同時に「きりぎりす」にも、秋を鳴き尽くした忘れ1日のあ 
われが添いまさる。 

七月に鳴きはじめたきりぎりすが、秋も末になった今、夜寒を侘び、わずかなぬくもりを慕って恐ろしい猪の 
床のあたりにまで尋ね寄り、あらあらしい猪の鼾の合い間に、行く秋を忘れ音に鳴いている。その両者の取り合 

わせの中には、和歌の伝統を大きく俳諧の世界のものに変えたユーモアとともに、 . 色蕉自身の老残の嘆きに 

裏打ちされたぺーソスがただよって、一種人生的な吐息を感じさせるものさえある。 

「床に来て」が、まだ現実の鼾に悩まされているナマの世界を脱しきっていないのに対して、「猪の 床」 は、現 
実の日常性をはるかに超脱した別個の詩境を作りあげている。この"俳諧"の"かるみ"の一句を推敲し終えた 
とき、色蕉にはすでにはっきりと r 枯野」の死が予感されていた。(『松尾色蕉』) 

加藤楸邨氏は、「猪の」の定案形も洒堂の大鼾と関連づけて解しておられる。即ち、 

初案の〔床に来て鼾に入るや」は、「鼾に入る」ところにおもしろさはあるが、興じた味わいには乏しい。「猪の 
床にも入るや」になると、意想外な着想のおもしろさが浮き出て来るし、蟋摔のあわれさを詠み取った句として 
の味わいも生きてくるであろう。殊に洒堂は人柄が樸野だったらしいから……この大袈裟なとりなしようもおも 
しろ味が出てくるのである。晚年における笑いを持った軽みのあらわれといえよう。(『色蕉全句』) 

とある。また、山本健吉氏は「猪の床」の句に大した価値を認めず、この前後芭蕉と洒堂の間に何か気まずいことが 
あったと見て、 
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……芭蕉は洒堂宅から之道宅へ移った以後のある日、「鼾」の句を改めて「猪」の句に直したことも想像される。 
それによって洒堂への親しみの気持を打消し、「猪」の句に仕立て直したのである。そうするとこの句は、むく 
つけき猪のところに優しい蟋蟀が入ってきたという、想像の景気の句となる。だがそれによって原句のゥィット 
も消えうせてしまう。発句はその成立の事情によって生き、それによってゥィットも生動するものであることを、 
まざまざと見せている。(『色蕉全発句 b 

と述べておられる。これは内容の見方は尾形氏と同じながら、評価は全く逆の低いものになって おり、 これと同様の 
説は今に到るまで見られるのである。 

按うに、「猪の床にも」の句は、やはり洒堂の鼾と関係があるのであろう。初案の「床に来て鼾に入る」という表 
現が聊かまわりくどいので、単純化をはかったのではあるまいか。だから「猪の床」の句にも、正秀宛書簡に見られ 
るような前書があるべきであって、それが所伝を失したのかも知れない。私には楸邨氏の説が最も穏当に思われる。 
その場合にも、氏がいわれるように「猪」と「きりぐす」の取合わせに意表をつく面白さは認められないではない 
が、機智的な興は、山本氏の所説の如く寧ろ初案の方に著しい。抑々が即興句なので、改案形もそれ程の意図を持っ 
ていたとは思えず、尾形氏の表現の分析は傾聴に値するけれども、評価に至っては聊か過大であると思う。 

旅 懷 

芭蕉翁行状記.笈日記•住吉物語•喪の名残. 

m 此秋は M で年よる 雲に 鳥 (色蕉翁追善之日 S 泊 船 集. 三 冊子•庭の巻.蕉翁句集草稿•蕉翁 

句集 

秋季。 

Bn 〇旅懐「リョクヮイ」。旅の懐い。「旅懐の心うくて物おもひするにやと推量し」(『更科紀行』)。〇此秋「.の财」。作者が 
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現在身を置いている秋の季節。今年の秋。〇何で年よる rg で 1 寄る/何で年寄るのか、即ち、 どうしてこのように老いが身に 
しみるのかと、自らに問う表現である。口語調。疑問の「か」は無くても、「何で」で意は通ずる。『芭蕉翁行状記』は 「な^^ ^ 3 
しよる」と表記している。「年よる」は既出 ( IV 7550 「なんで秋の来たとも見えず心から鬼貫」(『梅鏡』〇〇 雲に鳥 雲の 彼方に 
消えて行く鳥の影。実景のように見えるが、作者の心象風景であろう。 

si 今年の秋は何で斯うまで老いが身にしみるのか。雲の彼方に消えて行く鳥の影を、寂しく見送ることだ。 
i— 『喪の名残』(北枝撰、元渌十年刊)に「題しらず」と前書があり、「旅懐」という前書は『芭蕉翁追善之日記』『笼 
日記』の外、『住吉物歷『三冊子』『蕉翁句集草稿』『蕉翁句集』にも見える。『追善之日記』には、九月 二十 六日の 
「清水の茶店」での泥足の集の為の俳席のことを記した後に、標掲の前書と句を挙げて、 

此句は其朝より心に籠てねんじ申されしに、下の五文字にて寸ミの腸をさかれけるにや。是はやむごとなき世に、 
何をして身のいたづらに老ぬらん。年のおもはん事ぞやさしきを切に思はれけるか。されば此秋はいかなる事の 
心に叶はざるにかあらん、伊賀を出て後は心知すこやかならず。明暮になやみ申されしが、京•大津の間を経て 
伊勢路にやおもむくべき。それも人/'/のふさがりてと V めなば、わりなき心もいできぬべし。とかくしてちから 
つきなば、ひたぶるの長谷赴すべきよし、しのびとる時はふくめられ侍りしに、唯羽をのみかいつくろいて、音 
もなくなり給へるぞ、くやしき事いはんかたなし。殊に支考は伊勢の国にかりの住所求ければ、我方の人ミとて 
一目見せ申さ V る事の、わきてかなしうはおぽゆるかし。 

と記してあり、『笈日記』の文はこれとかなり異同があるが、趣旨に変りはない。二十六日の朝から苦心の句案を重 
ねて、この日の俳席で披露されたのであろう。土芳の『蕉翁句集草稿』に「此句にて天王寺大会 ありと 聞伝」 と ある 
のは、二十六日の俳席を指すらしいが、これを発句に付合があったような書き方は「此道や」の付合と紛らわしく、 
不正確な記事である。華雀の『芭蕉句選』に中七が「何にとしよる」となっているが、他に所見のない句形なので&口 
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じ難い。なお、右の『追善之日記』の文の後段に見える、初瀬経由で伊勢へ赴く計画は、九月廿三日付の松尾半左衛 
門宛書簡にも、 

いまだ逗留もしれ不申候へ共、長逗留は無益之様に奉存候間、二三日中にはせ.名張越にて参宮可申と奉存候。 
とあるのによって、そういう心算があった ことは 事実と思われる。 

支考の記すところによれば、この句は下五文字の表現に「寸$の腸」を裂く苦心をしたという。 r 此秋は何で年よ 
る」は、それに比べればすらすらとまとまったのであろう。口頭の言葉そのままの眩きのような趣の中に、この時の 
e 蕉の感慨が籠められている。支考の引く「何をして」の歌は、『古今集』卷十九所収のよみ人しらずの俳諧歌であ 
るが、世に無用の俳諧に執心して歳月を過した芭蕉の自省があろうかというのである。それは何れにもせよ、芭蕉が 
此処で自らの漂泊の生涯を回顧していることは確かである。自ら志して旅から旅へ無所住の生活を続けて来たが、今 
度の旅では殊に身の弱りを感じていた。大坂に来て以来は悪寒発熱に苦しんでいただけに、 r 此秋は何で年よ る」 と 
いう眩きには実感がある。しかし、そういう主情的な表現だけでは句になるものではなく、それを支える客観的形象 
がなければならない。それを探求する苦心が並々なものでなかったわけだ。 

もともと「鳥雲に入る」或いは「雲に入る鳥」は連歌以来の季語であって、連歌書『産衣』(混空編、元禄十一年刊)に 
は「雲に入鳥、春也」とあり、俳諧歳時記『華実年浪草』(麁文編' 天明三年刊)には「雲に入る鳥は雁を云ふなり」と 
も見える。つまり春になって北へ帰って行く雁を思った語で、当面の蕉句について「旅に雁を身に比して感情したま 
ひし姿情、雲鳥は雁也」(鷗沙『過去種』)と見る古注があるのも、こういう知識を背景にしているのであろう。この春 
の季語としての用法が芭蕉の脳裏にあった ことは 勿論であるが、 ここは 秋季の句に用いているので、季語の用法その 
ままではない。この表現の典拠としては、「雲無 V - L ' 以出/岫、鳥倦一飛而知 X 還」(雲は心無くして以て岫を§3で、鳥は 
飛ぶに倦んで還るを知る。陶淵明「帰去来辞」)や「倦鳥孤雲豈有 X 期」(倦鳥孤雲豈期有らんや。蘇東坡「四家絶句」)等の 
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漢詩文が古注以来指摘されており、杜甫の詩句「孤雁不こ飲啄一飛鳴声念 X 群、誰憐一片影、相 = 失万重雲一望尽猶似 X 
見、哀多更如 X 聞」(孤雁飲啄せず。飛鳴して声は群を念ふ。誰か憐れむ一片の影、万重の雲に相失するを。望尽くる 
も猶見るに似たり。哀多くして更に聞くが如し)も、この句の情に似る。 r 雲に鳥」が実景ならば、 r 寸々の腸」を裂 
くまでの苦心をする箸はなく、色蕉は句の世界を支える客観的形象を求めて、この表現にたどりついたのであろう。 
結局これは、作者の詩囊の中にあった古今の表現が渾然一体となって現われたものなのである。山本健吉氏はいう。 
この日、朝から心魂をくだいたのは、下五に置くべき具体的な語句の選択であり、その結晶が「雲に鳥」なので 
ある。…… 

上の五.七は、老の感慨である。この結びの五文字は、雲間にかすかに消えて行く鳥という具象物であり、 
「雲」にも「鳥」にも、芭蕉の「旅懐」は托されている。この五文字に、老の感慨が加わって、人生逆旅の感情 
が浮彫にされている。「雲に鳥」の句については、いろいろの詩句が引合に出されている。……それらの詩句の 
堆積が、意識のどこかにあったとしても、それによって発想されたものではない。必ずしもその時の属目である 
ことを要しないが、何時か雲間に消え去る鳥を見た経験が下地にあって、それを遥かに想い出すような形で、し 
ぼり出された詩句にちがいない。「雲に鳥に遥かな心細い気持を寄せたのだ」と言い、「自分の存在は、あの雲の 
中に消えて行く鳥の影のように、まことに渺たる存在に過ぎない」という自分の存在の意味の反省を籠めたもの 
とする小宮豊隆の説が、当っているであろう。小宮はこの鳥を一羽と見ているが、芭蕉の脳裡のィメ—ヂとして 
は、それは孤影であり、しかも雲の中に吸いこまれて行くような一点として映っているのであろう。群をなした 
渡り鳥や聘へ帰る鳥と見ることはない。 

上の五•七に対して、「雲に鳥」と結んだのは、一種の衝撃的手法である。「雲に鳥」に至って、読者ははっと 
驚き、立ち直ってこの詩句を反芻する。衝撃とは、配合よりももっと強度な、火花の散るような手法であって、 
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しばしば強引さの印象を与えられるが、この句は目を覚まさせるような鮮やかな印象を残す。たった五文字で、 
これほど深い意味を彫り出した例は乏しい。快心の五文字であり、単なる属目でなく、長く経験のなかで暖めら 
れ、象徴化した心象風景であることが分かる。この句は、きわめて陰微な心の表現であり、 現実と仮象との あわ 
いが、微かで捕捉しがたいのである。 

「衰ひや歯に唤あてし海苔の砂」においては、それはまだ単なる老衰の感慨でしかなかったが、ここに至ると、 
そのような私の感慨を超えて、普遍的な世界観に到達している。仏教的な生々流転の思想は、色蕉の句の下地と 
してつねに存在するが、この句の如きは、自由無礙の流れてやまぬ生命の実存に参入しているものと言うべきだ 
ろう。(『芭蕉その鑑賞と批評』) 

「雲に鳥」という表現の背後に、作者の古典体験と共に、実地の体験も踏まえられている ことは 確かであろう。右の 
説は、この表現について間然するところのない、行き届いた鑑賞と言うべきである。加藤揪邨氏も、 

芸道上のはるかな憧れ、はてしない漂泊への誘い、迫り来る衰老の自覚、こうしたさまざまな思いを一気に吐き 
出したのが上十二であったが、それが、「雲に鳥」という、あくまで具象的で、しかも、無限の虚しさの中に吸 
いこまれるような寂寥に満ちた詩句と浸透しあうことによって、一句としての全き世界は形づくられているので 
ある。こうして形を与えられたその孤独感は、特定の事や物から来たものではなく、もっと深く人生の根源的な 
かなしみにかかわるものであって、もはや如何なるものをもってしても覆いがたいひと りご ころである。 (『芭蕉全 
句.！) 

と述べておられる。身の衰老と引替えに、 この 一期の絶唱を得たことは、生涯を俳諧に執心して過して来た芭蕉にと 
って本懐であった ろうが、 「雲に鳥」 のィメージ には、死の予感が既に色 濃く 漂っている。 
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娜松風や軒をめぐつて秋暮ぬ C 色蕉翁追善之日記} S 日記•木枯•浪化日記•蕉翁句集草稿 

松の風軒を 廻ッて 播暮ぬ 
大坂淸水茶店四郞左衞門にて 

麥風の軒をめぐつて秋くれぬ(泊船集) I 蕉翁句集.六行会 

蒸風の軒をめぐりて秋くれぬ i 諧曾我) 

秋季(秋暮ぬ)。 

i 〇松風「マッヵゼ」。松の梢を吹く風。さわやかで気品のあるものとされる。「綿脱は松かぜ聞に行ころか(野水ご(『あら 
野』巻六) 「 Matgucaje . J (『日葡辞書』)。〇軒をめぐつて「軒を巡つて」。風が軒端を吹き巡るので ある。 〇秋暮ぬ r « f 暮れぬ」。 

松風ガ寂しく軒端を吹き巡つて、秋もいよいよ末になつたことだ。 

■■「太坂茶店四良左衛門亭にて秋をおしむ」(『木枯』)「清水寺の茶店に遊吟して、あるじの男のふかく望けるに」 
(『蕉翁句集 t 「四郎右衛門亭にあそび、秋をおしむ」 (『六行会，！) 等の前書がある。『色蕉翁追善之日記』では、九月二十 
六日新清水©料亭浮瀬での俳席(「此道や 」 (V 903) の句の条一八六頁参照)の記事の次、「此秋は 」 (V 905) の句文の前 
に句を掲げて、 

是はあるじの男のふかく望みけるにより、書てと V め申されし。 

とあり、『笈日記』も同様である。この日浮瀬の主人四郎左衛門に与えた即興吟であつた。さまざまの異形が伝えら 
れるが、これらは潁原博士の『新講』の所説のように、 r ……や……ぬ」と切字が二つあるような、やや整わない形 
を、私意によつて正した結果ではないかと思う。するとこれらは芭蕉の関知しない可能性が高く、確かな改案の証が 
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ない限り、『追#!之日記』や『笈日記』の所伝に従うべきであろう。 

「松風や」は一応の切字ながら、ここですっぱり切れるのではなく、「その松風が軒をめぐって」と下に続いて行く 
文脈である。古注には、 

大坂清水茶店四郎左衛門にてと有。此松風は実は松風に有まじ。茶店とあれば、釜のたぎる音の松風のごときを、 
常住軒をめぐると聞なして、生涯茶を楽しみて秋を経たりと也。(正月堂『師走襄』) 

といった説が見えるが、この「茶店」は料理茶屋、即ち料理屋の意に用いたものだから、茶釜のたぎる松籟の音と取 
るのは見当ちがいである。山本健吉氏も、「茶店に松風の連想は、棄てたものではない」と『色蕉その鑑賞と批評』 
で賛意を表されたが、従い難い。 

大坂の清水也。繁花の地ながら、折から淋しさをいへり。めぐりて暮る、との作、見つべし。(社哉『蒙引』) 

と見るのが良く、実の松風を秋も末とあって寂しい趣に聞きなしたのである。大坂の新清水は、四天王寺に近い台地 
で、寛永十七(一六四2年に京の清水寺を勧請したところであった。亭主の求めにょって、繁華の地にも寂しい秋風を 
聞くと即興にいった俳諧であろう。潁原博士は、 

「松風や」のやは言ふまでもなく松風に対する感動を強く現はしたのである。 r 松風の」の方が形は整ふかも知れ 
ないが、芭蕉の意はやはり「松風や」でなければならなか〇た。「軒をめぐつて」で浮瀬の閑亭に坐して耳を傾 
ける芭蕉の姿が浮んで来る。さうして r 秋暮れぬ」の感に堪へなかつたのである。叙して緊密といふべきである。 
(『新講』) 

と述べておられる。家讚めの即興吟とはいえ、松風を聞き留めた芭蕉の感性は澄んでおり、しかも暮れ行く秋の寂寥 
が、句全体に遍満している。 
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, 木枯.笈日記.浪化日記•俳諧問答.泊船集. 

§ しら菊の目にたて、見る塵もなし (色蕉翁追善之日記) 

後れ馳.去来抄.菊の塵.蕉翁句集草稿.蕉翁 
句集•桃の杖*ハ行会•春と秋 

白菊やめにたて\みる麈もなし(真蹟 句切) 一矢别堤 
秋季(しら菊)。 

〇しら菊「白^< 」。既出(1§)。〇目にたて、見る塵もなし「以に^て^る齡もぎし」。「目にたて>?見る」は、目をこら 
してよ く 見る 意。 凝視しても塵一つないというのである。西行歌「曇りな きか V みのうへにゐるちりをめにたててみるよとおもは 
ばや」(『山家 集』中)を踏まえた。但し、歌 意が 句と関わるところはない。 

ma 白菊の花はまことに清らかで美しく、目をこらしてよく見ても、塵一つない。 

R _ 『泊船集』に「難波その亭」と前書があり、後に「此句にて哥仙あり」と注してある。『色蕉翁追善之日記』元 
禄七年九月の条に、 

廿七日 

園女が方にひさしくまねきおもふよし聞へければ、此日と\のへて其家に会す。 

しち菊の目にたて k 見る塵 もな し 翁 
殊に其一巻ははなやかにして哥仙みちたり。是を生前の会の名残と おもへ ば、其時の面影 も 見るやうに おもはる 
ゝ也。されば此会の宿世や深かりけむ。 

とあって、二十七日の作と知られる。『笈日記』には「白菊」の句の次に、 

是は園女が風雅の美をいへる一章なるべし。此日の一会を生前の名残と おもへ ば、その時の面影 も 見るやうに お 
もはる X 也。 
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とあるだけで、月日を明記していないが、初案と思われる「白菊や」の句を記した真蹟句切に添えた元禄十四年筆の 
支考の極めにも、 

此一章は先師難波におはし、園女が招請にとらせ申されし句也。されば甲戌の秋なり。月の末なるべし。是を生 
前の筆の名残とおもへば、殊更になつかしく、今 この 事を こ \にかき添たる也。 

とあつて、『追善之日記』の記事を裏付けている。『後れ馳』 (朱 拙 撰、元禄十一年刊) 『菊の 塵』(園女撰、宝永三年頃刊)『春と 
秋』(桃鏡撰、 宝 暦十二 年刊) 等に この 席での歌仙が収められたが、連衆は芭蕉.園女•之道. 一有 •支考•惟然 .洒 堂. 
舍羅•荷中らであつた。真蹟句切は恐らく草案として初めに記されたもので、その場で「白菊の」に改めて歌仙の発 
句としたのであろう。句切は荻原井泉水氏が昭和三十五年に沢井儀左衛門氏所蔵として紹介されたが、『芭蕉全図譜』 
によれば、現在は所在不明だそうである。 

園女は伊勢山田の俳人で、嘗て貞享五年春芭蕉もその家を訪ねた ことがあつた (「暖簾の」 ( n 550) の句の条参照) 
が、元禄五年八月夫の一有と共に大坂に移り、 この 日に芭蕉を迎え得たのである。支考も記しているように、 この 席 
が芭蕉が一座して付合の行われた最後になつた。 

句は、俳席の床に生けられていた白菊を契機として成つたものと思われる。「園女が風雅の 美」(『笈 日記』)をい う挨 
拶の意が籠るが、白菊が直ちに園女の譬喩になるといつた単純なものではない。 

…….句はあくまでも白菊の清さを賞したのである。園女の清さを言ふために菊を仮りたのではない。しかも菊 
を賞する色蕉の意中に、園女の姿がなかつたのでは勿論ない。言はば この 時菊と園女とは全く同じ ものと して、 
芭蕉の心には映つたのである。菊は園女の象徴であり、園女は菊の象徴であつた。さうして二者が互に譬喩と見 
られない所に色蕉の観照の純一さがあつた。句の姿もまた清らかである。 ( r 新講』) 

と潁原博士が説かれたのが精確である。其処に山本健吉氏の左のような鑑賞が胚胎する基盤があろう。 
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一点の塵をも止めぬ白菊の清浄さを賞するというこの句の内容だけでなく、この句の姿そのものが清浄さを現 
している。黄金を延べたような一本に通った表現で、少しも凝滞がない。「白菊の」で小休止を置くべきことは、 
俳句的表現として当然であるが、この句は白菊の清さそのものが詠まれていて、ずばりと竹を割ったような明快 
な表現である。……この句の一種冷たい感触を持った清浄感は、句のリズムが凜然として張り切っているところ 
に由来す る。 (『芭蕉その 鑑賞と 批評 b 

「白菊の」のところに小休止があることは、初案が「白菊や」だったことからも、容易に納得出来る。まとめとして、 
加藤揪邨氏の鑑賞を引いて置こう。 

……純白清浄な白菊の美が純粋に生かされた結果がおのずと主への挨拶になっているのである。一息に詠み下し 
た表現は清浄感にあふれ、ひたすら菊の白さに深まり、白菊以外の何ものでもないという美しさを確かな量感を 
もって把握している。「目に立てて見る塵もなし」というのは、その無垢の白さをつかみとった断言と言えよう。 
この「目に立てて見る」は西行の「曇りなき鏡の上にゐる塵を目にたててみる世と思はばや」を踏まえたものと 
されているが、それが全く質を異にして生かされている点がたいせつなところである。……「白菊」そのものの 
本情が踏まえられて、それがそのまま挨拶になっている発想である。(『色蕉全句 b 
この句もまた、逝去直前の絶唱の一である。 

月下送兒 

卿月澄や狐こはがる兒の供 ( 其便) 色蕉翁追善之日記.泊船集•橋南.蕉翁句集 

秋季(月)。 
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S 〇月下送児 「月下に児を送る」。「児」は、寺院などに召使われる少年。既出 ( mg )。 それを月の照らすもとで送って行く人 
のさまを 材 とした句であることをいう。「月下」も既出(1§)。 〇月澄や 「_む や」。 ( Is ) 参照。〇 狐こはがる児の供「き M 5 ね 
恐がる児の供」。人を化かす狐が現われはしないかと恐がる稚児の供をして行く男のさま。「こはがる」は日常語である。「狐」は 
既出 ( IM )。 「た V - とひやうしに長き脇指去来草村に娃こはがる夕まぐれ凡兆」(『猿黃』卷五)「刀さす供もつれたし今朝の 
春膳所正秀」(『炭俵』上) 「 Tomonoxp 」(『日葡辞書』)。 


aai 月の澄んだ光のもと、稚児の供をして行く。人を化かす狐が出はしないかと、稚児はしきりに恐がることだ。 

■ ■「大坂畦止亭\月下に送児」(『泊船集』)「月下に兒送ルといふ題を置」( I 翁句集』)等の前書がある。『芭蕉翁追善 
之日記』元禄七年九月の条には、 

廿八日 

畦止亭にぅつり行。その夜は秋の名残をおしむとて、七種の恋を結題にしておの^-発句しける。 

其一月下送ド児 

月すむや狐こはがる児の供 翁 
とあり、『笈日記』にも、 

畦止亭 

今霄は九月廿八日の夜なれば、秋の名残をおしむとて、七種の恋を結題にして、おの<ほつ句あり。是は泥足 
が其便集に出し侍れば、爱にしるさず。 

とあるのにょって、当面の句は二十八日夜畦止亭で成ったと見られる。『其便』には巻末近くに「畦止亭におゐて即 
興」として標掲の芭蕉の発句を前書と共に挙げ、以下、 

寄鹿憶壻 
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篠越て来ル人床し鹿の脛 洒堂 
寄薄恋老女 

花薄樞が懐寐て行かん 寒 
寄稲妻妬人 

いなづまや暗がりにさす酒の論 惟然 
深窓荻 

双六の荻の葉越や窓の奥 畦止 
寄紅葉恨遊女 

逢ぬ日は禿に見する紅葉哉 泥足 
聴砧悲離別 

洗濯の中に別るゝ小夜® 之道 

とあって、当夜の席に会した人々とその作句を知ることが出来る。「靈 U とは題詠 G 際に出される題の一種で、一一 
つ又はそれ以上の事柄を結び付けた 題を いう。畦止については「舛かふて」 ( vg ) の句の 条を参照されたい。 

句の解釈については、狐を恐がるのを誰とするか諸説がある。 

月澄む夜はことに物すごく、狐をこそ恐るべきに、還て狐こはがると変転の所 おも ふべ し。 本ょり 狐の 人を恐る 
こそ誠ならん。児の魂を誉たる心も有べし。(東海呑吐 『句解』) 

というのは、*^胆な稚児のさまに狐が恐がると見るのであるが、これは如何にも無理であろう。「狐^, こはがる」と 
するうちにも、「こはがる」のが「児」か「供」かにょって説が分れる。 

秋の月至て晴たる影、或は深夜に及て澄昇る気色は凄き物也。冬月の？? t じきに限るべからず。其凄く^;' I :* 1 く、亦 
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夜の更たる風情を云んとて、澄とは云出たり。是言外に不； J 5 して夫と頭る、可 〆 味也。殊に供と云、滑稽也。児 
童より己が大きなる形をして、強がると笑し味、名誉と云べし。児などには、顔優くして思の外物に!!ざる、有 
る物也。亦小者、多くは頑にして臆病者間/'/あり。一笑と云べし。 (信天翁『笼の 底』) 

とあるのは「供」が恐がると見る説で、明治期の『芭蕉句集講義』では、 

麦人日……いづれも恋の句なれば此児は夜郎であらう。其児が念者と別れ、供を倶して月澄む路を家に迪つて行 
く、送らる、者よりも供人が狐や出づ ると 驚怖の念に堪えで行く とい ふので、月の皎々たる様や、其道の淋し さ 
が現はれて面白いと思ふ。 

竹冷日此怖がるは児も供も等しくであらうが、送ら&ものは問題にならぬので、其人に附随し守護すべき任に 
ある供が却て怖れるといふので、一倍興を引立せるのである。 

瓢緑日僕は念者自身が情人たる夜郎の夜道を怖る V より家路に伴ひ送る ものと 解する。なぜなれば恋の下に 
詠んだ句故此方が一層情が厚く且愛の濃かなる ことに 取れる。つまり「月澄むや狐怖がる児の供を して」と 供の 
下に「をして」を附して解せばよい。 

無黄日供といふと従者である。念者即ち客人をさして供とはいへぬ。やはり前説の解がよいと思はれる。 

と諸説が併記され、内藤鳴雪の『評釈』にも、 

月は空にか、つて皎々と澄み渡つてゐる、其処をば狐が出るか^^と恐れ乍ら児のお供をして行く事ぢやといつ 
たのである。野原の広広として狐でも出さうな所を或山寺などへ帰る児を送る事に見立てたので怖がるは供の人 
に重にか、り児も亦た怖がる、主従共に怖がり乍ら淋しく月下を行くてふ心持と其の景色とが充分に現はれて感 
のよい句ぢや。 

と 見える。 このうち 「児」 と「供」と 両者が恐がる という 見方は、 その意で あれば、 「児と供」とあるべきだから、 
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良くあるまい。稚児を材にした恋の句だから男色の恋であることは確かだけれ ども、 この 「供」が念者自身か或いは 
その人の付けた者か何れにもせよ、この場合余り「供」に重点を置いた解釈は採りたくない。「こは がる」のは やは 
り「児」自身であってこそ、その優婉な風情が生きるのではあるまいか。其処におのずから恋の意も籠るのである。 
「月澄や」が夜更けの趣であることは言うまでもない。題詠による空想の世界であって、 作者の心境を 窺うべき 境涯 
の句とは異なり、後の蕪村の作に多く見られるような浪曼的な美しい情趣を漂わせている。 

月の澄んだ光の下では、目に触れる草や木がすべて凄みを帯びてきて、いかにも狐でも出そうな感じがしてくる 
ものだ。遠い狐の声が耳に入ってきた感じととってもよい。とにかくこの狐をこわがるさまを寄りすがってくる 
少年の恋のしぐさのきっかけとしたところがすこぶる微妙で、老境の人の作とは思われぬくらい濃艶な匂いが漂 
っている。これは芭蕉の発句には珍しいゆき方で、発句よりはその連句に多く見られた空想の世界であった。連 
句はその文芸上の性格からこうした仮構の世界がうちひろげられる性格を持つものなので、それが この 発句にあ 
らわれたのは、……題詠であったためである。こうした方向はやはり芭蕉の発想の上で注目すべきもので、後年 
蕪村などによって大きく発展させられるはずのものだと考えられる。(『色蕉全句』) 

と加藤揪邨氏の述べられた通りである。 

909秋深き隣は何をする人ぞ S 日記) 陸奥衛.泊船集.蕉翁句* 

ある人に對し 

秋ふかし隣は何をする人ぞ(六行き 
秋季(秋深き)。 
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1 ◦秋深き隣「秋深き隣」。「秋深き j は、秋も末に近く、冬を間近に控えて冷気も寂寥感もいや増す時候の表現。そういう季 
節の中にある隣家なのである。 ( n 255 ) 参照。「秌ふかき|浪 Ifl 。 に 5此」(『毛 吹 草』 卷二、連歌四季 之詞 、暮秋) 「 秋ふかし昼も馴たる小 
夜着哉浪化」(『白扇集』)。〇何をする人ぞ何を生業として暮している人なのだろうか、の意。 

ia 秋も末近く、しんと静まった隣家は、一体何を生業として暮している人なのだろうか。何がなし心惹かれるこ 
とだ。 

ii 『陸奥衞』には「大坂芝柏興行」と前書がある。『笈日記』には、前掲の九月二十八日夜の畦止亭の記事の続き 
に、 

明日の夜は芝柏が方にまねきおもふよしにて、ほつ句つかはし申されし。 

として当面の句を挙げてあり、この記事は『芭蕉翁追善之日記』には見えないけれども、二十八日夜の作と認めてよ 
かろう。芭蕉は二十九日の夜から泄痢の病を発して、終に再び起たなかったので、芝柏亭の興行は実現しなかったの 
である。芭蕉がこの時前以て発句を芝柏の許に送った動機については、何か体調に違和を覚えて、明晩は出座し得な 
いと感じた為であろうと推測されている(志田義秀博士『問題の点を主としたる芭蕉の伝記の研究』参照)。芝柏は堺の産で、根来 
氏。号は「之白」とも書き、宗雲.無量坊とも称した。鬼貫.百丸らと親しく、句も惟然や伊丹風を思わせる口語調 
が多い。正徳三二七一四)年六月三日残、享年七十。「秋ふかし」と初五で切れる『六行会』(野坡ら撰、元文三年刊)の句 
形は孤立した所伝である上に、時代もかなり降るので、問題にならぬ。 

この句、古注には要領を得た解釈がない。 

秋のくれの淋しさにくらしかねたり。隣の人よき遊びあらば友とせんといふて、更行く秋に暮し佗たるをいへり。 
(東海呑吐* = il 句解 t 

という説は、隣人を友としようというところは採るべきであるが、余りに膚浅であろう。 
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……秋深き隣といへば即冬の事にして、四時の果也。はた人界にとりては老衰至極の今の時也。もはや何をかな 
す人ならんと、覚悟の思ひを述給ふなるべし。 (杜哉『蒙引』) 

という説は見当ちがいである。志田博士の『色蕉俳句の解釈と鑑賞』が指摘した如く、この句は芝柏に 贈られた もの 
だから、芝柏への挨接の意がなければならず、「隣」には当然芝柏亭の寓意があったであろう。「何をする人ぞ」には、 
これまで馴染のなかった芝柏に対する問い掛けの気持が あると 見たい。しかし、 この 語は相手の 生業を尋ねて いる わ 
けではなく、そのような形で芝柏への 親しみを 表しているのである。その点から見れば、 

之れは隣の閑寂をゆかしんでゐるのです。自分も寂しい秋に居る。隣りも寂しい秋に居る。その寂し さを隣り の 

寂しさへ拠りか 力ら せたいほど、隣りの閑寂をゆかしく思つ てゐ るのです。 . この隣りは一昨日も昨日も今日 

もひつそりしてゐる、一体どんな人が住んでゐるのだらうとの心があります。 (『続芭蕉俳句研究』太 田 水 穂) 

という鑑賞が正鵠を得ていると思う。そして、その基盤には、大坂の賑やかな町中にある小さな商家だった という 之 
道亭に滞在した芭蕉の体験が裏付けとして存在するのだ。自分が之道亭の一間にひっそりと居て、隣家の気配に注意 
を向けている。隣家は同じくひっそりとして、時折人の気配が物音などで伝わって来る時、一体何をして暮している 
家なのだろうと、ふと思う。そういう折の心の揺ぎ、人なつかしさが表現されているのである。山本健吉氏は、挨拶 
性を一応認めた上で、心境吐露の独白性に重点を置いて、左のように解しておられる。 

「此道や」が「所思」であり、「此秋は」が「旅懐」であるように、この句も同様の心境吐露であり、「此道 や」 

が泥足興行の俳席の発句に流用されたように、 この 句も芝柏亭での俳席に流用され たと見る ので ある。 . モノ 

口—ダの句に、ダィアロー ダと しての性格を与える ことは、 当時の俳諧の座では、 ありきたりなことであった。 

……出席していたら、「隣」では挨拶にならないのである。だからこの句の動機には、元来公的なものは含ま 
れていなかった。「寓感」とでも言うべき句である。ただし「秋深き隣は」 という 言い方には、「人声 や」 の 旬と 
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同じような、隣人と自分とのあいだの、それぞれ孤独でありながら、その孤独を通してつながり合うという共通 
の場への意識がある。だからこの句は、……太田的になつかしがっていると取る方が正しいと思う。ことりとも 
音しない隣人のひそやかな在り方は、また自分の在り方でもあり、自分の存在の寂寞さを意識することが、隣人 
の存在の寂寞さへの共感となるのだ。その共感を具象化するものが、「秋深き」という季節感情である。どちら 
も「寂しい秋に居る」(太田)ことから開かれる、人と人との心の交通の場である。 

孤独でありながら、隣人を通して他者へ拡がろうとする心の動きが、この場合この句を芝柏亭の俳席に相応し 
いものとするの だ。 心の なかで 自分に眩きながら、同時に他へ呼びかけているような声 I そういった二重の声 
を響かせていることが、芝柏等俳席の人々をも包摂するこの句の拡がりとなるのである。……その意味でこの句 
は、芭蕉があらゆる隣人へ、あるいは万人へ挨拶を 送っ ている句と解してもよい。 (『芭蕉その 鑑賞と 批評』) 

心境吐露の独白句を俳席用の挨拶句に流用したのかどうかは兎も角、孤独を寂しむ声と、隣人の寂しさへの共感から 
他への呼び掛けともなる二重の声が、この句に響いていることは確かである。こういう鑑賞の上に立って、山本氏は 
この句を、「「此の秋は」とともに、色蕉の生涯の発句の頂点をなす」と評価されたのである。加藤楸邨氏も、この句 
が心境独白句であった可能性を認め、挨拶の意は淡いとして、次のように述べられた。 

……それにしても、この句に挨拶の心をどう読むかは一つ.の問題点である。「隣」を芝柏に当てる読み方は、そ 
の点では適切であるが、一句のもつ微妙なふくよかさは失われるようである。やはり、この句のもつある人懐し 
さの感情、他者をほのぼのとつつんでゆく心の動きに注目すべきであろう。最晚年の芭蕉は挨拶もあらわなもの 
にせず、形なきより出ずる性格のものをもって足れりとしたのだと思う。その意味でも、この句に孤独感だけを 
感じ取る読み方は十分ではない。相知ることもなくひそかに隣りあって生きることに深い寂寥を感じつつも、隣 
人に対してひそかに人間同士のつながりの思いがひろがってゆき、それが「何をする人ぞ」という心の傾きに結 
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晶してゆくのである。隣人のひそやかな生きざまに、己-の在り方を省みる心でもある。この句では描写という要 
素はほとんど切り棄てられ、ただ「秋深き」という季節感に，集約されている。そしてそれは、自分も彼もあらゆ 
るものが、秋深き底にある、その中の「秋深き隣」という把握なのである。「秋深き」で切れるのではない。い 
わんや「秋深し」では詠嘆に流れ、全く平板になってしまうであろう。—蕉全句 t 
挨拶句としての私の見方は前述の通りで、「隣」を芝柏に当てながら、その基盤に之道亭にあっての芭蕉の体験があ 
ると考えている。其処に対話性と独白性の二重構造が生まれ、単なる挨拶句にとどまらない句の世界のひろがりをも 
たらすのである。「秋深き」に小休止を置く解釈は、最近に至るまであるけれども、私は揪邨氏と同じく「隣」にか 
けて解すべきものと思うし、この点は山本氏も同説である。ここで休止しては、内容面でも調べの 上で も、句の世界 
の完全な理解は覚束ない。 

病中吟 

旅に病で夢は枯野をかけ廻る g 蕉翁追善之— 

旅に.やんで夢は枯野をかけまはる(墨翁行状 S 
旅宿の病中 

旅病んで夢は枯野をかけ廻る(花蔣) 

旅に寐て夢はかれ野をかけめぐる S 主本三冊子) 

旅にやみて夢は枯野をかけめぐる{和漢文 S 
冬季(枯野)。 


枯尾花.笈日記•木枯•泊船集.三冊子•蕉翁 
句集 
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H 〇病中吟 「ビヤゥチユゥギン」。病中に作った句であることを示す。「辞世」とはちがうことに留意したい 。 S 576 前書) 参照。 
「病中のあまりす、るや冬ごもり去来」(『枯尾花』) 「 Bi 6 chp Vazzuraino vchi . 」(『日葡辞書』)。 〇旅に病で 「病で」の「で」は 
底本に濁点がなく、「病みて」とも訓めるが、『木枯』(壺中•芦角撰、元禄八年刊)に「やんて」、『泊船集』にも「やんて」と表記し 
てあるので、撥音便に訓むべきである。 〇枯野をかけ廻る 「枯野を E け廻る」。 r 枯野」は、満目の草木が枯れ果てた冬野のさま 
をいう季語。「かけ廻る J を『芭蕉翁行状記』のように「かけまはる」と訓むのは、あわただしい滑稽感が強く、この場合に相応 
しくない。「かけめぐる」と訓むべきである。「枯野冬也。くだら野といふも冬野の名なり。……枯野の露、秋也。かれの ゞ 露氷 
るといひ、又雪などむすびたらば冬成べし。露にかぎらず、枯野に虫.霧.色など結入ても秋也」(『御傘』)「牛の行道は枯野のは 
じめかな桃酔」(『続猿蓑』下)「狼これをば事ともせず、……かしこにかけめぐるほどに」(『伊曾保物語』下ノ七) 「 careno . 」 
「 caqemewuri , uru , utta.J (『日葡辞書』)。 

ia 旅中、病に臥しながらも、見る夢はひたすら冬枯の野を駆けめぐっている。 

■ ESI 「病中の吟」(『泊船集』)「十月八日病中吟」(『蕉翁句集』)等の前書があり、『笈日記』の前書は『追善之日記』と同 
じく、なお『泊船集』は句の後に「死前之事は枯野花に見えたり」と注している。 

芭蕉の死病となった泄痢が始まったのは、九月二十九日の夜であった。この年の九月は小の月だったから、この日 
で秋も終るという日だったのである。支考の『色蕉翁追善之日記』によって、以後の概略の経過を迎って見よう。 

廿九日 

此夜より泄痢のいたわりありて、神無月朔日の朝にいたる。しかるを此叟はよのつね腹のあしかりければ、是も 

其儘にてやみなんとおもひいけるに、二日三日よりや、つのりて、終に百世の愁とはなしけるなり。…… 

十月五日朝 

南の御堂の前静かなる方に病床を移して、膳所.大津の間、伊勢.尾張のしたしき人々に、ふみ認めつかはす。 
芭蕉が発病したのは之道の家に滞在中だったと思われる。色蕉は普段胃腸を害することが屢々で、下痢や吐瀉は常の 
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事だったので、今度もいつもの違和と我も人も考えていたのであるが、日を経るにつれて病勢は募り、容易ならぬ事 
態に立ち到った。貧しくて手狭だったという之道亭では療養に何かと不都合だったからであろう、十月五日に南の御 
堂前の閑静な場所に病床を移すことになった。『追善之日記』にいう r 静かなる方」は、南久太郎町(現大阪市東区 
南久太郎町四丁目。真宗大谷派難波別院(南御堂)に近い)の花屋仁右衛門方の貸座敷だったという。其処に落着い 
てから、随侍していた支考らが、親しい各地の門人に師翁の重態を報じたのである。 

七日 

此朝湖南の正秀、夜舟より来る。直に病床にめされて、何ともい ふことは なくて涙を落し給りけるが、いかなる 
心かありけん、しらず。其程も過ざるに、去来入来る。其暮つかた、乙州.木節.丈草、おの <きたりつ どふ。 
平田の李由きたる。…… 

七日になると、急を聞いて京•湖南の門人達が続々と集まって来た。医師だった大津の木節は、 これ 以後 主治医と し 
て最期まで病床に侍することになる。 

八日 

之道すみよしの三社に詣ふで M 、 此度の延いのる。所願の句あり、しるさず。此夜深更におよびて、介抱に侍り 
ける吞舟をめされ、硯のおとから< と 聞えければ、いかなる消息に やと 思ふに、 

病中吟 

旅に病で夢は枯野をかけ廻る 翁 

其後支考をめして、へなをかけ廻る夢心といふ句づくりあり。いづれをかと申されけるに、其五文字はいかに承 
り候半と申さば、いとむつかしき御事に侍らんと思ひて、此句なに、かおとり候半と答へけるなり。いかなる微 
妙の五文字か侍らん。今はほいなし。(『追善之日記 t 
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右の記事によって、「旅に病で」の句は十月八日深更の作と知られる。浪化の日記、この年十二月四日の条に見える 
去来の書簡に、 

同八日之夜八ッに、病中ノ哙の由にて、旅に病ンでの発句を書せ候ぬ。 

とあるのによれば、実際には九日の未明午前 二 時頃の作であったろう。句を筆録した 吞 舟は、大津の 産と伝えられる 
之道門の俳人で、看護人として側近くに居たのであった。別案については、『枯尾花』所収の「芭蕉翁終焉記」(其 角 
稿)には、「枯野を廻るゆめ心」とも伝えられ、何れも初五を欠いた形である。其角は この 日には まだ 芭蕉の病床に 
侍していなかったから、その記事は伝聞の誤りかとも思われるが、支考にも粗漏の可能性はあるので断定は出来ない。 
古俳書に見える異形は凡て信じ難く、本位 句と した句形が唯一の信ずべき所 伝と 思われる。 

「病中吟」が書き取られた後、芭蕉は支考に対して「なをかけ廻る夢心」という別案があることを語った。しかし、 
初五が「旅に病で」のままでは季語が無くなるので、支考は初五がどういう表現なのか質問したかったが、重篤の病 
中に師翁がまた心を労されることを憚って、「夢は枯野をかけ廻る」にまさる表現はありませんと答えたのである。 
そうは言っても、別案の初五にどんな「微妙の五文字」(『笼日記』には「不思議の五文字」とある)があったか 知り 
たくもあるが、亡くなった今となっては聞く術もないと述べている。其角の所伝には「枯野」の語があるので季語の 
問題は解消するけれども、支考が斯う考えたところを見ると、「なをかけ廻る」の句案の方が信憑性が高いようであ 
る。それは何れにもせよ、「夢心」と名詞止めにした常識的な句作りでは、動きの乏しい静的な印象が強く、本位句 
とは異なった趣を呈する。この句の力は、何といっても「夢は枯野をかけ廻る」と動的な表現にした点にかかってい 
るであろう。凄まじいばかりの気迫が、きっぱりと言い切ったところに感ぜられる(「なをかけ廻る」の句案につい 
ては、富山奏博士の『俳句に見る芭蕉の藝境』に、初五はやはり「旅に病んで」で、無季の句案とする説が見えるが、 
定説とはし難いと思う)。 
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『追善之日記』には、前掲の記事の後、更に左の如き文がある。 

みづから申されけるは、是をさへ妄執の一方とおもふに、よのつね此道を心に籠て、 としもや V 半6§に過たれば、 
いねては朝雲暮烟の間をかけり、さめては山水野鳥の声に驚く。仏は執着をいましめ給へる、た\*1ば#~の上に 
こそおぼえ侍れとて、かへすぐくやみ申されし。されば一機截断の成仏は、理をせめて己が胸におかぬもの 
見るべき事か。 

『1:日記』も大体右と同じながら、「みづから申されけるは」の次に「はた生死の転変を前にをきながら、ほつ句すベ 
きわざに も あらねど」の一節が入り、色蕉の言葉の最後には、 r 此後はた V 生前の俳諧をわすれむとのみ おも ふは」 
という語が加えられ、「されば……見るべき事か」の代りに、「さばかりの叟の辞世はなどなかりけると思ふ人も世に 
はあるべし」と書かれている。また、其角の「芭蕉翁終焉記」には、 この 時の述懐として、 

……是さえ妄執ながら、風雅の上に死ん身の、道を切に思ふ也と悔まれし。 

と伝えている。支考は妄執執着としての俳諧を放下する方に重点を置き、其角は風雅の道を思う情を 主とした書き方 
になっているが、芭蕉の胸中には、風雅に執着する気持と、それを捨てようとする気持とが、常にせめぎ合っていた 
ことは 事実であった。「幻住庵記」に、 

. 一たびは仏籬祖室の扉に入らむとせしも、たどりなき風雲に身をせめ、花鳥に情を労して、暫く生涯のはか 

り事とさへなれば、終に無能無才にして此一筋につながる。 

と述べられているのを見ても明らかであろう。無常を身にしみて感じていた芭蕉には、悟道を得ようとする思いも強 
かったろうが、捨てようとして捨て得ないのが俳諧の道で、其処に生き甲斐を見出していたのである。病に臥して頼 
み少くなってもなお残る「妄執」が一挙に噴出したのがこの句であって、その象徴が「枯野」である。もはや起つこ 
とも叶わぬ病床で見る夢の中の「枯野」を彷徨する旅姿は、如何にもこの人に相応しい。執着を放下して悟ってしま 
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っては、芭蕉は俳人でなくなるのである。山本健吉氏は言う。 

いつからか漂泊の思い止まず、ある時は曠野に野ざらしになることをさえ決意したのも、彼の言う「妄執」 —— 
言いかえれば藝術への絶ちがたい執着からであった。五十年の生涯も、言わば「枯野の旅」の如きものであった 
のであり、何を求めて歩きつづけたのか、それはけっきょく文学一途の無償の旅であったのだ。彼は夢において 
さえ、何かを求めつづけ、歩きつづけている自分の妄執の深さを見る。何か知らないが、目茶苦茶に駔けめぐっ 
ている、思いつめた自分の姿を見る。一生の歩みがパノラマのように、高熱の幻想の中をかけめぐる。死を真近 
かに予期した彼の、その網膜に映る圧縮された一生は、枯野の旅人というィメーヂの中に、象徴的表現を見出だ 
す。色蕉はそれを「夢は枯野をかけ廻る」という荒々しい筆致で、単刀直入に描き出すのだ。……芭蕉の一生を 
振りかえってみれば、けっきょくは自分を異常の境涯に置いた一つの道であり、その一生の回顧としての圧縮的 
表現がこの句だと見れば、それが切迫した異体の表現を取ったとしても、不自然ではない。……とくに辞世の句 
だとは言わなかったが、自分の生涯にピリオッドを打つつもりで、この句を作ったことは確かだと思われる。 
(『色蕉その鑑賞と批評』) 

それにしても「枯野」とは、寂しい極みを案じたものである。それが衰残の気分でなく、なお沸り立つ荒々しいまで 

の激しい気息を感じさせるのは、詩魂の逞しさ故であろう。蕪村が死の床に在って、 

……かうやうの病に触つ、も、好る道のわりなくて、句案にわたらんとするに、夢は枯野をかけ廻るなどいへる 

妙境、及べしとも覚えず。されば蕉翁の豪桀なる事、今はた感に堪ざるは . (几董 r 夜半翁終焉記」 I 『から檜葉』 

-) 

と語ったというのも、肯ける気がする。 
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正月廿九日付許六宛去来書簡笈日記.浪化日 

贝淸灑や波に散込靑松葉(色蕉翁追善之日記) 記.翁草•泊船集.旅寝論.三冊子•蕉^^句集 

草稿•蕉翁句集 

夏季(松葉散る)。 

im 〇清滝京の西郊嵯峨あたりを流れる保津川を指す。既出 ( v，goo 波 S 込青松葉 「般にがりぎ|磁ぎ。「青松 
葉」 は、緑 あざやかな松の 葉。 それが川波に散り込んで行くさまである。松は初夏の頃「みどり」の新芽を立て、それがやや長じ 
た頃から古葉を落す。『毛吹草』の連歌四季之詞と『増山井』夏に「常盤木の落葉」の語が見えている。『御傘』落葉の条には、 
「松竹の落葉は雑也。ときは木の落葉は夏也」ともあるが、ここは細かい点には拘わらずに、松葉の散るのを常盤木の落葉に 準じ 
て夏季としたものであろう。常盤木の落葉は古葉の落ちることで、「青松葉」ではない という 見方もあるが、私は「古葉の落ちる 
のが松落葉であるという本来の規定を外したヴァリエーションの句として、これは季語の条件を充たして いる」(山本健吉氏『色蕉 
その鑑賞と批評』)という 説が 穏当と思う。「土はこぶ籮にちり込椿かな孤屋」(『炭俵』上)「二 影 半、青松葉 ニ テ !I ヲシ トミ、上苫 
ブキ也」(『宗湛日記』天正十五年六月十四日$ rMatouba . J (『日葡辞書』)。 

Ban 清滝川の清流は如何にも快い。岸の松が枝から、青松葉がはらはらと川波に散り込んで行く。 

■■「清滝眺望」(『翁 S ) 「清滝」(『泊船集』)等の前書が ある。 これょりさき暑中嵯峨の落柿舎に滞在していた時、「寿 
滝や波に蘆なき夏の月」91 ) の吟があったが、その表現が大坂園女亭での句「しら菊の目にたて ゞ 見る塵もな し」 
( V 907) と紛らわしいといって、十月九日花屋の病床で「波に散込青松 葉」と改 案した ことは、 「波に塵な き」 の句の 
条に引用した『追善之日記』の記事にょって明らかで ある。なお、 元禄八年正月廿九日付許六宛去来書簡にも、 

去夏古翁さがにて、 

清滝や浪にちりなき夏の月 

と 申御句御座候。此度大坂にて御病床に拙者を御呼、此句人に咄し申た る やと 御尋候 故、 未外人に さた 不仕侯と 
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申候へば、此句少こ-'ろが、り候。右直し候。 

清滝や浪にちり込青松葉 

と 書留候而、必失念仕まじきょし被仰候。重而此事承候に、大坂にて、花にちりなき 菊と 申事の御座候 故、 御直 
し被成たると、支考が咄しに承候。 

とあり、「此事は去来にもかたりをきけるが」(『追善之 日記』) と芭蕉が言ったことも裏付けられる。また、去来の『旅 
寝論』(元禄十二年成)には、 

清滝や浪にちりなき夏の月 先師 
此句は清たきの初の吟也。先師易簀し給ふ砌、我を呼て日、此比園女かたにて、 

白菊の目に立て見るちりもなし 

と 云句を作すれば、清たきの句を吟じかへたる。忘れず書と V め、野明が方に残し置草稿を破捨 べしとて、 

清滝や波にちり込青松葉 先師 
の句をかたり給ふ。 

と 見え、初案の草稿が 野 明の許に残されていた ことが 知られる (『去来抄』先師評にも同旨の記事所載)。野明は嵯峨住の蕉門 
俳人である。『泊船集』の「青松葉」の句の左注に、「清滝の水くませてや ところてん」 ( VI )の句を破棄させたょぅ 
に伝えているのは誤りである。野明との関係から混同したもので、前述の如く 「ところてん」 の句と関わる所は ない。 
此句はじめは、大井川浪にちりな し 夏の月と有。その女が方にての、白菊のちりに まぎらはしとて、なし か へら 
れ侍るか。(『三冊子』赤雙紙) 

此句は遺言の直り句也。大井川浪にちりなし夏の月と云句、その女が白菊の塵にまぎらはしとて改る也。 (『蕉 翁 句 
集草稿』) 
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という土芳の所伝は、『笈日記』の支考の記事に拠つたものであろう。「波に塵なき」 ( v §) の句の条で述べたように、 
「大井川」という初五は支考の誤伝と推定される。去来に改案のことを語つたのが何時か、確かには分らず、八日以 
前の可能性もないではないが、先ずは九日のことと見てよいと思う。 

初案は夏の月を川波に映して流れる清滝川の静寂な夜景を描いた句であつた。園女亭での白菊の句とは句境が全く 
異なるので、本来そうこだわる程のことはない害だが、芭蕉は「塵な し」という 形容語が共通する点を気にしたので 
あろう。改案によつて、句は題材も背景も一変した。 

……原句の「波に塵なき」は静的であつたが、この句の「波に散り込む」は動的になつて ゐる 。その為飛散す る 
滝しぶきまでをも感受せ しめる と共に、奔騰す る 白波に青松葉のこぼれ込む光景をも_髴 せしめる。 それと共に 
一句として爽快雄勁といふ如き感を与へ、それには用語語感も手伝つ てゐることを 思はせる。 (志田義秀博士『色蕉 
俳句の解釈と鑑賞』) 

「塵」から「散り」に、同音でありながら意味を一転せしめ、ことに「散り込む」の「込む」は強い表現で、青 
いままちぎれ飛ぶ情景を現じ出している。さらにまた「夏の 月」 という夜景が、昼間の爽快な景色に飜転された0 
芭蕉が遊んだのが、実際には夜分だつたとしても、それは詩的真実にとつては、どうで もよ いことだ。それに 
「夏の月，」が、古典的境地に惹かれすぎて、非即物的な空虚さがあつたのに対して、改作句はかえつて生ま生ま 
しいまでに実体的である。色蕉が「波に散り込む青松葉」を発見したことが' 原句の矛盾を抹消しながら、はる 
かにそれとは隔たつた地点に、高度の詩的世界をうち樹てているのだ。 (山本健吉氏『色蕉その鑑賞と批評 b 
といつた鑑賞が、両句案の差を穿ち得て精しいものである。更に最近では、改案句の内容を心象風景と考える説が現 
われている。 

……この清滝の句の改案•改作の情況を見るに、旧作の姿を温存しているのは清滝の波だけであつて、 r 夏の 月」 
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は捨てて夜景を昼間の景に転じてしまっている。更に、旧作に於ける r 浪に塵な し」 r 浪に塵な き」 とは、清滝 
の清澄感が主題であるが、改案の「波に散り込む青松葉」とは、松の青葉が激しい青嵐に吹き切られて清滝の波 
に突き刺さるように散り込む情景であって、その主題は鮮烈で迫力に溢れた青嵐の爽快な情景である。そして、 
この主題まで改めてしまった全面的な改案は、他界を三日の後に控えた十月九日の、病床に於てのことであるか 
ら、改案の主題とする鮮烈な青嵐の情景は、全く芭蕉胸中の心象風景である。従って、この改案の句は、旧作の 
推敲の結果到達した境地ではあるが、作品としては、全く旧作を脱皮して別個の作品に変容した独立の存在、と 
考えなければならないことになる。 (富山奏博士『俳句に見る色蕉の藝境』) 

この句を写生句として解する説が多く、「写生の妙境」(半田良平『芭蕉俳句新釈』)とする説もあるが、初 
案•再案からの改作過程を考えても、客観写生句というより、川の清涼感を盛りこもうとした主観句であろう。 
風もないのに、清滝川の流れの響きで、 H 冃い松葉がはらはら落ちるなどということは実際にはあり得ないことで 
ある。もしまた仮に一本か二本の青松葉が散りこんだとしても、激流の中に一本か二本の細い青松葉の散りこむ 
さまがどうして肉眼で見分けられよう。作者の心象風景というほかはない。(『新 編日本古典文学全集•松尾®蕉集 1』 井 
本農-博士) 

改案の場が病床であったことを考えれば、これが尋常の写生句とは異なり、嘗ての体験に基づくにもせよ、胸中の心 
象風景であることは認められよう。なお、青松葉が散り込むといえば、当然其処に風 —— 青嵐 —— を考えるのが自然 
であって、風が吹いていないわけではないと思う。原案とちがって、動的で印象鮮明な風景が、的確に表現されてい 
るのである。 

この決定稿では、事象そのものに深まることによって、作者の感動としてあった清爽感にかたちを与え、生新雄 
勁な動的世界を築きあげている点が注目されるのである。……嵯峨の夏をとらえて、愛惜したその風土への挨搂 
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としよう とする作家的願望に支えられていた ものと 考えられ、その意味で、 最晚 年の芭蕉が異常な執心を示した 
作であったわけである。(『色蕉全句 JD 

と加藤楸邨氏が述べられた通りで、「旅に病で」の句と共に、死を間近に控えた色蕉の詩人 的力量には瞠目せざるを 
得ない。この句の季語については議論が多く、名所の雑の句とする説 も あるが、この場合色蕉が意識して 無季の句を 
案じたとは思えない。句の内容全体から夏季と いう 見方も成り立ち得るが、私は前述した ように、 「常 盤木の 落葉」 
に準じて「松の落葉」で夏とした ものと 考えている。 
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年代不明 


F 、、： 一 I ' 、二 t 1_1ヽ H 匸 I -肇.色蕉庵小文庫.陸奥衛•をだまき綱目. 

脱力けきょも花見のさには七兵衞 S 蹟扇面) 

7レ j ^ H 泊船集.聞書七日草•蕉翁句集•俳諧古今抄 

かげ淸も花見の座では七兵衞 (f 
景淸は花見の座にも七兵衞 S 船 集書 i 

春季(花見)。 

H 〇か げきょ 「景清」。平安末期平氏に属した武士。本姓は藤原ながら、平氏と俗称される。平家一門の西走に従って ーノ 
谷■屋島•壇/浦で奮戦した。 壇ノ 浦から逃れたといわれるが、その後の動静ははっきりしない。幕府方に降って後に出家したと 
か、伊賀に赴いて建久年間に挙兵したともいわれ、謡曲「景清」や近松の『出世景清』等に脚色されて伝説化した。生歿年未詳。 
〇 花見の ざ「花見の座」。花見をしている席。酒肴などが並べられているさまが思われる。「月見する座」 ( ml ) 参照。〇 七兵衛 
r シチビャゥ HJ 。 景清は伯父大日坊能忍を殺して「悪七兵衛」と呼ばれたといぅが、「|どは剛強の意であろぅ。「景清」が格式 
張った侍の顔を思わせるのに対して、通称で呼べば日常の取り繕わない感じが出る。 

3— さすが豪勇で鳴る景清も、春関わの花見の席ではただの七兵衛になって ' fit 好を崩しているわい。 

■■ この句は芭蕉生前の板本類には収められず、前書等もないので、年代を知るべき手掛りが存しない。『蕉翁句 
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集』に貞享五年の部に入れているが、根拠不明である。 

異形のうち、『きれ'^-』(白雪撰、元禄十四年刊)のものは、より砕けた言い方になっているが小異に過ぎず、許六の 
『泊船集書入』の所伝は、意を解しないもので従い難い。 

句の解としては、 

其座にもの X ふ有て、打くつろぎ遊べるを興じ給ふなるべし。はた七兵衛の名の常なるより、さすがの英雄をお 
かしくいひなせる滑稽、感ぜざらんや。 (杜哉『蒙引』) 

というのが良く、句意を解し得て徹したものと言えよう。普段謹直な感じの武士が、花見の席では打って変ってくつ 
ろいでいるのを、景清を引合に出して興じたので、 

これ景清を武張た る 名とし、七兵衛を通俗の名に極め、^^の手爾波に引分て、花の艷な るをさとしたり。(亦夢 
『俳諧一串抄』) 

という説も確かなところである。同じ人でも、正式の諱で呼べば固苦しく、通称で呼べば上下を脱いだ感じになる。 
花見の宴楽には、後者の方が相応しいのである。即興の機智を見るべき句で、談林風の洗礼を受けた芭蕉には、 こう 
した一面もあるのだ。これが極端に走ると江戸座の俳諧になる。 


ちるはなや鳥も驚く琴の薩 S 蹟画賛) 


末若葉•菊の香•泊船集•三冊子•蕉翁句集草 


春季(ちるはな)。 

1 0ちるはな「散る花」。桜花の散る趣をいぅ。「ちる花にたぶさはづかし奥の院万菊」(『笈の小文』)。〇鳥も驚く琴の蘑 
「鳥も驚く琴の塵」〇「藎」は「塵」に通用した字〇既出(0§〇音楽の名家魯の人虞公の清越な歌声が'歡の塵を動かしたといぅ故 
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事に基づき、琴の抄音に感じて動く塵を「琴の塵」といった。また、『源氏物語』若紫の巻で、北山の僧都が源氏に琴の奏楽をす 
すめて、「た！ ir 御てひとつあそばして、山の鳥もおどろかし侍らん J といった言葉を踏まえ、「鳥も驚く」と趣向したのである。 
「おどろくや門もてありく施餓鬼 棚 荷兮」(『ぁら野』卷八)「酒部屋に琴の音せょ窓の花惟然 j (『続猿蓑』下) 「 vodoroqi , qu , 
Oita . 」 「 coto .」 (『日葡辞書』)。 

ai 妙音を奏でる琴の音の響きに花が散りかかる。梁の塵かと、鳥も驚くことだろぅ。 

I 『末若葉』(其角撰、元禄十年刊)に「粛山子のもとめ、画は探雪なり。琴卜笙卜太鼓卜讚のぞまれしに」と前書があ 
り、後に「みてひとつあそばして、山の鳥をも驚かし給へ」と『源氏』の一節を注して典拠を明らかにしており、な 
お続けて、 

左 

青 海 や太鼓 ゆるまる 春の声 素堂 
右 

けしからぬ桐の一葉や笙の声 其角 

といぅ二句を録している。これにょると、其角門の俳人、伊予松山藩家老の久松粛山に狩野探雪筆の三つの楽器の画 
の賛を求められて、素堂•其角と共に作った賛句だったことが分る。『泊船集』にも「この句、琴卜大鼓卜笙卜かきし 
絵の賛也」と注があり、土芳も、 

探雪が琴の絵の賛也。(『三冊子』赤雙紙) 

左絵に素堂、青海や太鼓ゆるまる春の声、右絵キ角、けしからぬ桐の一葉や笙の声(『蕉翁句集草稿』) 

此句ュ双て杉風•其角が笙•鈹の句有り。(『蕉翁句集』) 

等と伝えている。『句集草稿』が『末若葉』に拠ったことは確かであるが、『句集』に杉風の名があるのは、素堂の誤 
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りであろう。この三幅対は今も伝存し'『芭蕉翁遺芳』に写真が見える。『蕉翁句集』は元禄六年の部に収める が、 

の根拠は明らかでない。 

この句は琴の画の賛として梁塵の故事を思い、落花を梁塵に見立てた ところが 俳諧の作意で ある。 また、 「鳥 も驚 
く」に『源氏』若紫の一節を踏まえたことは、『末若葉』の左注によって明らかで、『三冊子』にも、 

この句、若紫の巻によりて詞を用られし句なるべし。(赤雙紙) 

と指摘している。「琴の塵」を琴が弾かれずに塵が積っているさまと取る説は、梁塵の故事を逸して おり、琴が妙音 
を奏でないのでは賛句としても良くない。句はただ故事や古典の本文を踏まえた趣向表現の巧緻を見るべき までで あ 
る。 

ふくかぜの中をうを飛御祓かな ( 真蹟雲} 

夏季(御祓)。 

Bigg 〇 ふくかぜの中をうを飛 「吹く風の中を魚飛ぶ」。川面を風が吹き渡る中で魚が跳ねるさま。〇 御祓 「ミソギ J 。 六月末日 
に宮中を始め一般の神社で行われる神事。夕方に川などの水辺で催され、 rp の輪」をくぐり、また紙を人形に切って息を吹きか 
け、麻の葉と共に川に流して穢れを払う。 r 御祓にはらふ、付てもくるしからず。水辺なり、夏なり。なごしのはらひ、あらにこ 
はらひ、皆同事也」(『御傘』) r 大祓卅 B 御祓。川はらへ。夏ばらへ。夕はらへ。祓草。なごしのはらへ。あらにこのはらへ。/ 
むかしは百官ことぐく朱雀門に出て、はらへをし侍と也。荒ぶる神をはらへ fn : むる心にて、なごしのはらへとも、あらにこはら 
へともいへり。麻の葉をきりて、ぬさとしてはらへするゆへ、麻をはらへぐさとはいへり」(『増山井』夏、六月条)「破扇一度にな 
がす御 1® かな未学」(『あら野』卷八)「一 vlisogui.J (『日葡辞書』)。 

御祓の神事が執り行われる川面には、風の吹き渡る中、魚が跳ねて如何にも涼しげだ。 


そ 
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i ■潁原博士の『新校色蕉俳句全集』所収の句で、底本の真蹟画賛は紀重就筆の御跋川の図の賛といぅ。「桃青」 
の署名があり、貞享頃の書風とあるが、写真等未紹介なので、姑く年代不明とする。 

「うを飛」は画中の景色で、「ふくかぜ」は想像であろうが、夏の終りの季節感や水辺の涼しさ、穢れを払う神事の 
清浄感は出ており、百人一首にも見える家隆の名歌「風 そよぐなら のをがはのゆ ふぐれ はみ そぎ ぞ夏 のしるしなりけ 
る」(『新勒撰集』卷 三)を思わせる。 


み所のあれや野分の後の菊(真蹟扇 ta ) 


芭蕉庵小文庫•陸奥衛•泊船集.蕉翁句集.蕉 
門録•月見崎 


(真蹟自画賛) 


みどころもあれや野分の後の菊 
秋季(野分•菊)。 

1〇み所のあれや「足所の有れや」。趣があり、風情の多いことょ、の意。「み所」は、見るべき所' 採るべき点をいい、前の 
「名月の見所」 ( mg ) とは 場合が異なる。「あれ や」 は、 「なれ や」 ( 1 75 等) と 同様に、 もとは 「あれば や」 と 下へ続く語法が固定 
化して、詠嘆の意に転じたものである。「まちがほならむゆふぐれなどのこそ、み所はあらめ」(『源氏物語』帚木)。〇野分の後の菊 
「野分の後の菊」。「野分」は、秋に吹く大風。(既出 I 泌等)。台風が吹き荒れた後の、萎れた菊のさまである。「後」は「アト」 
とも 訓める。 

ia 野分の吹き荒れた後の萎れた菊の有様は、それでもなかなか風情のあるものだ。 

■2 ■真蹟扇面は金地に極彩色の菊の図、「みどころも」の真蹟自画賛は、竹と小菊の水墨画で、何れも晚年の筆蹟 
である。『蕉翁句集』は元禄四年の部に出しているが、その根拠を知らず、年代については徴すべき資料がない。 
「みどころ も」 は詠嘆の意が更に強調されるが、何れにしても大差はなく、板本類に多い「の」の方を本位句とす 
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る。なお『月見崎』 (立国 撰、 元文二年刊) には、須賀川の晋流宅の床に掛 っていた 翁の菊の自画賛として この 句を紹介 
し、 下五を「後の朝」として「菊」と書き添えてある。 

台風一過の後、庭の草木の乱雑に臥し乱れている中に、菊の風情を見出した趣で、 

終に風雨のあらきを凌残り、爱か しこに 打みだれたるは、尚あはれ ふかしと 也。 (東海呑吐『句解』) 

と解してよい。 

……此吟、菊に対して野分の後と云、其意深し。其故は、菊は不一散の花也。然ば、終夜吹れて露にそぼち紀矿 
撓み臥たる風情、実に見るがごとし。散花は嵐に散失て、其見所も不/可 k 有也。 (信天翁『笈の 底』) 

というのも確かなところで、「起あがる菊ほのか也水のあと」(==,1)と風情の通い合う句柄である。加藤揪邨氏は 
「み所のあれや」について、「ややあらわな言い方になっているのは、画賛としての発想だからである」(『芭蕉全句 fc と 
見ておられる。「野分のあしたこそをかしけれ」(『徒然草』十九段)は古注以来引かれるが、基本的には「花はさかりに、 
月はくまなきをのみ見るものかは」(同上、百三十七段)の美学が底流しているといってよい。このような見也に立てば、 
後世の句に「枯菊と言ひ捨てん_には風情あり」(松本たかし) r 枯菊に尚ほ或物をとどめずや」(高浜虚子)「枯菊 
の色をたづねて虻来たる」(同)等がある。そのような枯れ衰えた菊になお残る風情を見出だした句に、芭蕉の 
句は遠く先駆しているものとも言えよう。(『色蕉全発句』) 

と 山本健吉氏がいわれたのも頷けるわけであって、伝統的美意識の流れを、この句からも 窺うことが出来よう。 

9 i 6 折^^"は酔になるきくのさかなかな(真瞋自雲) 

菊苍の讚 
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折ふしは酔になる菊のさかな哉(泊船集) |蕉翁句集草稿 

秋季(きく)。 

〇折 くは 「折くは」。〇酢 になる 「酢に成る」。調味料として酢が用いられる意。連体格として下へかかる。〇 きくの 
さかな 「菊の肴」。菊の花を材料にした料理。菊の花をゆでて、酢の物にするのである。「菊のすあへ」 ( Ivg ) 参照。「奥の世並は 
近年の作 e 蕉酒よりも肴のやすき月見して支考 J (『続猿蓑』上) 「 Taru , sacanauo torisoroyuru . J (『日葡辞書』)。 

■ ana 高雅な菊の花も、時にはこのよぅに酢和えにされて、酒の肴になることです。 

『蕉翁句集草稿』には「てふも来て酢をすふ菊のなます哉」 ( Ivg 参照)の句に注して、「白船には、菊花讚、折節 
は酢に成菊のさかな哉と有。此句の直しか」と述べ、両句を関係あるものと見ている。しかし表現はそれぞれかなり 
異なっており、同時の吟とする確証はないので、年代不明とする。句形の異同について、「折ふしは」の方が措辞と 
して良いといぅ見方もあるが、人によって受取り方は一つではあるまい。杜撰の多い『泊船集』の句形よりも、真蹟 
の方が信頼出来ることは勿論である。筆蹟は晚年のものと見られる。積翠の『芭蕉句選年考』には、『鳩の水』なる 
書に画賛としてこの句が見えるとあるが、伝来を聞かない俳書である。 

菊が清雅な花の趣を賞されて眼を楽しませるばかりでなく、時には酢和えとなって舌をも楽しませるといったのが、 
俳諧の趣向である。隠逸の雅致ある花の、料理にもなることに興じたまでの画賛句に過ぎない。 

奶夜すがらや竹こほらするけさのしも S 蹟短冊) 

冬季(こほる•しも)。 

〇夜 すがら 「夜すがら」。一晩中。既出 (瓜呀 刖書)〇〇竹 こほらするけさのしも rw ねらするデ奶の觀」。「こほら i -' レ」は、 
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「こほる」 ( II ) の他動態。前夜からの n 相で竹が氷ったようになったさまを、霜がそうしたように言いなしたのである。 
lasa 今朝は庭の竹の葉に真白く霜が置いている。この竹は一晩中きびしい寒さに堪えて、氷るように立っていたの 
だ。 

■2 ■古俳書に見えない句であるが、真蹟短冊は最晚年の筆蹟と見られ、桃鏡の『色蕉翁真跡集』に摸刻された 自画 
賛も、同じ特色を持つ。但し年代は特定出来ない。 

画賛と して 案ぜられた句であろうが、 まざまざとした 厳寒の現実感を持っている。 「こ ほらせし」と あるべしとす 
る文法説は窮屈過ぎて、古典の語法には適合しない。「こほらす る」 と現在表現であってこそ、霜を まとって 氷るよ 
うに立つ竹のさまが、効果的に思い描かれるのである。 


棚唉亂す桃の中ょり初暖(芳墨) 


芭蕉庵小文庫•蕉翁句集草稿•蕉翁句集 


最中の桃の中よりはつざくら(泊船集) 

春季(桃•初桜)。 

〇咲 乱す桃の中よリ 「咲き乱す桃の中より」。「咲乱す」は、桃の花の咲き乱れているさまをいうのであるが、「咲き乱る X 」 
或いは「咲き乱る」では、字余りになったり、終止形を連体格に用いる不自然を考慮して、このようにしたのであろう。しかし、 
「咲乱す」と他動態にするのも、言い方としておかしいのに変りはない。加藤楸邨氏は、「ほしいままに咲き誇っている趣を強く言 
ったもの」(『芭蕉全句』)と見ておられる。 「 Midaxi , su , aita.J (『日葡辞書』)。〇初桜咲きはじめの桜を賞美していう。 既出 (n 

■6ノ〇 

35 ) 

_今を盛りと咲き乱れる桃の花にまじって、桜の花が咲き始めた。如何にもういういしい。 
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■一！■『蕉翁句集』は貞享五年の部に入れているが、根拠は明らかでなく、年代不明の句である。『泊船集』には「い 
づれの集か、咲みだすとありぬ」に左注があり、「最中の」という句形にも何か根拠があったのかも知れないが、孤 
立した所伝なので、『色蕉庵小文庫』などより信憑性があるとは言えない。 

満開の桃の花の間に、咲きそめた桜のういういしい趣を、こうした形で表現したもので、「桃」「桜」何れも春季の 
ものながら、賞美の中心はもとより「桜」の方にある。中間に切字を置かず、「初桜」と据えたところにも、その意 
は現われているのである。堀信夫氏は、 

花暦に従えば、花は梅.桃.桜の順に開く。「初」の字に賞美の意味を込める芭蕉の語法からすれば、心待ちす 
る 桜のシーズン が 到来した よろこびを、こういう 形で表現す るの も、一興で あると 考えたので ある。(『新編日本古 
典文学全集.松尾芭蕉集 1 JI ) 

と述べておられる。 

奈良にて故人に別る 

の_ (韻塞) 泊船集.蕉翁句集 


「故人」は、昔からの友達。貞享五年四月、奈良で伊賀上野の猿雖らと出会 
い、十一日に別れた時のことを思わせる前書であるが、句の内容とは必ずしも合致しないょぅである。〔考 U 参照。「彼陽関を出て 
故人に逢なるべし」(『葱摺』、芭蕉発句「風流の」前書)。〇二 俣にわかれ初けり 「二俣に分れ初めけり」。鹿の角が伸びて分岐し始め 
たさまをいう。「二またに細るあはれや秋の水」(蕪村『落日庵句集』)「くすの木は……千えにわかれて、恋する人のためしにいはれ 


卿二俣にわかれ初けり鹿 

夏季(鹿の若角)。 

i 〇奈良にて故人に別る 「纪がにて配' A £ に卿る」。 
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たるこそ」(『枕草子』四十段) 「 vacare , rus , eta . 」(『日葡辞書』)。〇 鹿の角 鹿の袋角が段々生長する さまを 扱っているので、夏 
の季語として用いた ものと 思われる。既出 i 游)。 

C 3 EEI 鹿の袋角が漸く伸びて、二またに分岐し始めたことだ。 

■一!■『蕉翁句集』には「奈良にて故人に別て」と前書があり、元禄四年の部に収めて、春の句と見ているらしい。 
『泊船集』の前書は『韻塞』(李由•許六撰、元禄九年刊)と同じで、これまた春の部に収めている。しかし句の季は 夏とす 
べきもので、『笈の小文』貞享五年四月の条に「旧友に奈良にてわかる」と前書して見える「鹿の角先 一節の わかれ 
かな」 (n € 7 の句との関連が考えられなければならない。また、『大芭蕉全集』第四巻の口絵に、 

ひさしくみやこにありて東にくだらむとせし時、ならにて人に別は じめ て 
と前書して当面の句を書いた鹿の画賛が載っている。「風羅翁色 蕉」と署 してあり、筆蹟も 元禄初頭よりは後の もの 
と見える。久しく都に在って東下する 時と いえば元禄四年秋のことであるが、それでは句の 季節と 矛盾しよう。 結局 
この画賛は筆蹟はかなり良いけれども、内容面で信憑性に欠けると考えざるを得ない。『笈の小 文』 の句との関連は 
重視しなければならず、その後案かとも考えられないではないが、諸注にいうように、人との別離の寓意が稀薄にな 
っているのも気になる。姑く年代不明としたい。句は、鹿の写生としても多く言うを要しない平凡な作である。 

竹畫讚 

卿木枯やたけにかくれてしづまりぬ S の道)蕉翁句* 

冬之竹 

木がらしは竹にかくれてしづまりぬ(住吉物語) 
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取の竹にかくれてしづまりぬ—仙) 

冬季(木枯)。 

I 〇 画讚 画に添えた讚める意味の詩歌の類をいう。この場合は、竹の画に讚した句である。 ( wg ) 参照。 〇木枯 「コガラ 
シ」。既出(1§等)。 〇たけにかくれてしづまりぬ 「竹に隠れて静まりぬ」。木枯しの風が竹藪に吹き入って止んださまを表現し 
たもの。「竹林の七賢の例をひくまでもなく、中国では竹の陰に隠れた高士の話は^い。「竹にかくれて」に、そのことに縁を求め 
た軽いユーモァがあることを認めなければ、一句に俳諧性がなくなる」(『紙編 H 本古典文学全集.松尾芭蕉集1』堀信夫氏)「鳶の羽も 
刷ぬはつしぐれ去来 一 ふき風の木の葉しづまる色蕉」(『猿蓑』卷五) 「 xizzumari , u , atta . 」(『日葡辞書』)。 

1竹の葉をざわつかせて一しきり吹いていた木枯しが、急に吹き止んだ。まるで竹藪の中に姿を隠したかのよう 

こ0 

1 『蕉翁句集』には「竹絵-一讚」と前書して貞享二年の部に収めているが、年代の根拠は明らかでない。板本とし 
ては青流の撰した『住吉物語』(元禄八年刊)が最も古いけれども、青流(後の祇空)は他派の人であり、去来が後援し 
たと おぼしい『鳥の道』 (重 梅撰、元禄 十 年刊)の句形の方が信憑性が高い。旨原の『百歌仙』(宝暦六年刊)は、ずっと時代 
が降るので問題にならぬ。 

「たけにかくれて」は木枯しの擬人化表現として巧みであり、「しづまりぬ」に続いて、風の動きをよく把握し得て 
いる。 和辻哲郎博士が、 

兎に角此句はいい句です。時間的の経過が大変微妙に出て居るし、木枯に吹かれる竹の葉の響などが耳に聞える 
やうです。殊にその響が さらさらさらと だんだん微かになつて、おしまひには たと 止む、その止んだ刹那の感じ 
が 何とも云へずよく出てゐ ます。 (『芭蕉俳句研究』) 

と述べておられる通りで、 
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「寒巌疎竹」の画である。その画を見てゐて、惑が木枯に動いて行つたのである。(同右) 

という露伴説も、確かな鑑賞眼の所産であつた。なお、諸家の説を引用する。 

破墨の竹葉に対してこの感をなす、画中の神直ちに、句裡に応ずるの響ありとも評すべきか。菜根譚の「風来谏 
竹、風過而竹不留声」の一句がおのづから思ひ出される。 (潁原博士 『新 講』) 

画讃とは思へぬ実感の籠つた句である。恐らく、画もよかつたであらうが、画に対して、芭蕉は自分の過去の体 
験を 呼び 起してゐるのであらう。芭蕉胸中に蓄へられたこの寒林の音は、画によつてその流出口を与へられたと 
見るべきものである。……木枯に聴き入り、竹を見尽くして、その真実に感合してゐなくては、これだけの境は 
詠み出でることは不可能である。木枯は、や、 m の、では駄目だと思ふ。それでは、木枯だけが、小さく説明さ 
れてゐるに過ぎなくなる。木枯や、と言つて始めて、寂寞中に起つて、万相を撼り去り、しかも耳底に消え去つ 
て、竹林の葉のさやぎのみが残るといふ、時間的な経過を孕んだ深さが出て来る。この^'、には、聴き澄まして 
ゐる一瞬の長さが、実に的確に掴まれてゐるのである。 

……突然思ひがけなく自然によつて触発されることの多い 旅 中の自然 感 合の句と違つて、かういふ風な句は胸中 
に蓄へられてゐる間に純化され、美化されてゆくので、その結果美し過ぎたり情趣が勝つて真実味に乏しくなつ 
たりしがちなものであるが、この句は美しい句であるが決して美し過ぎるといふことのない句である。この句の 
調が ffi 蕉の、木枯や、 とたかまり、しづまりぬ、と落ちつく静かな息づきをしつかり生かしてゐるからである。 
私は、この句は、画讃としては最も注目すべき作であると思つてゐる。(加藤揪邨氏 『 e 蕉講座』 発句 篇3 ) 

画讃の句でここまで詩想を純化しえたことは珍しい。写生の句とはどこか違つた味わいがある。抽象化された風 
景句 だ。 画讃とは、いわば画に対する附句であり、その画家への挨拶である。画の余韻を捕えて、一つの見事な 
心象風景句を作り出した。(山本健吉氏『色蕉全発句』) 
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画中の景を動機としながら、自然の真実に観入した表現力の高さを、何れも絶賛したものばかりである。 

此筋にのぞまれて茅屋の繪讚有 

肪 む ぐらさへ若葉はやさし破レ家旅) 

茅舍の畫賛に 

潷さへ若葉やさしや破レ家 <泊船集> 

茅舍の畫讚に 

むぐらさへ若葉やさしき破レ家(蕉翁句集> 

春季(むぐら若葉)。 

1〇此 筋にのぞまれて 「此筋に望まれて」。「此筋」は宮崎氏、通称太左衛門。美濃大垣藩士。父荆口、弟の千川•文鳥と共に 
俳諧を嗜み、6}蕉の指導を受けた。享保二十(|七一|一五)年五月十五日|?、享年六十三。この人に賛句を書くょぅに望まれたのである。 
< m 祝前書)参照。 ◦茅屋の絵讚有 「茅屋の絵讚有り」。 r 茅屋」は、萱葺きの粗末な家。句中の「破レ家」に相当する。「茅舎」 (I 
1前書等)に同じ。「絵讚」は「画讚」に同じ。「茅屋竹椽纔数間」(向井震軒「題芭蕉翁国分山幻住菴記之後」—『猿蓑』巻六)「袅さん天 
目打かふす。泣ひてゐる」(狂言「附子砂糖」) 「B6U0CU. cayaiye .」「 Bonuocu . Aretaruiye . 」 「 YesanL (『日葡辞書』)。〇むぐら 
さへ若葉はやさし 「葎さへ若葉は優し」。乱雑な感じのかなむぐらさえも、若葉には風流な趣がある、の意。「むぐら若葉」は春 
季である。既出？ 5 5。「独は小姫にて、名をかさねと云。聞なれぬ名のやさしかりければ」(『おくのほそ道ヒ0〇破レ家「艇レ篆」0 
あばら家をいぅ。 

Baa 荒れ果てたあばら家ながら、乱雑に生えたかなむぐらさえも、若葉には風流な趣がある。 

■■初出の『後の旅』(如行撰、元禄八年刊)では、この句の前後に奥の細道の旅を終えて美濃の大垣に滞在していた盱 
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の作が多く、一応元禄二年秋の作とするのが有力と思われる。画賛句なので、当季にこだわる必要はないが、『蕉翁 
句集』は細道の旅の出発前、元禄二年春の所に配しており、これに従う向きもかなり多い。此筋は細道の旅の送別歌 
仙にも出座しており、この春も江戸に在ったことは確かである。また、『後の旅』のこの句の前には、元禄二年とは 
確定し難い 「« に匂ひやつけし帰花」 ( IV 7/6 ) の句があって、細道の頃のみに限定出来ないとも考えられょう。更には、 
此筋との交遊は大垣のみと限らないのであって、二年春のみならず、元禄六年春から夏にかけても、江戸在府中に此 
筋は芭蕉と俳應を 共， にしている。こうして見ると、当面の句の年代は確定し難く、今のところ年代不明とすべきであ 
ろう。句形の&にづいては、大垣の地元の集で年代も最も早い『後の旅』に拠るべく、他は何れも信憑性に欠ける。 

あばら家の庭に葎のはびこったさまが描かれていたのであろう。それを若葉の趣と見て「やさし」と賛めたところ 
に、賛句らしい心づかいが見える。 

野中の日影 

卿蝶の飛ばかり野中の日かげ哉 g — 泊— •! 

春季(蝶)。 

H 〇 野中の日影 「野也の 0 ff 飲」。「日影」は、陽光の意。「野中」 ( IV I ) 「日影」 ( Ii 56) 何れも既出。〇 蝶の飛ばかり 「蝶の飛 
ぶばかり」。「ばかり」は、限定の意。ここに文脈の屈折がある。 

1 a 動く物とては蝶が飛んでいるばかり、見渡す限りの野中には陽光が満ちて、しんと静まっていることょ。 

1 『笈日記』尾張部に「題-一句」として「永き日を囀りたらぬ雲雀かな J i279 > の句と共に収められている。支考 
は恐らく尾張で二句の芭蕉真蹟を見て、此処に録したのであろうが、「永き日を」の句が貞享三、四年頃江戸での作 
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と推定されるように、真蹟が尾張にあっても必ずその地での作とは限らない。貞享二年の部に収める『蕉翁句集』も、 
その根拠は明らかでなく、姑く年代不明としておく。 

杜哉の『蒙引』に、 

青 K を敷わたしたる ごとくい と美しき野づらを、日影の くまなく 照せるに、蝶の影のみひら--^ と 見ゆるなる ベ 
し。閑かにしてかつ麗なる風色、いふべからず。 

とある解が、古注では最も精確である。素丸の『説叢大全』に、 

句意は唯、野中にあそぶ蝶也。幽閑なる春の日なかの野づらの霞みわたりたるのみにして、なにーッ目にとまる 
ものもなきに、蝶の折ミ飛びかふ羽かげのみ、わづかに野中の日陰也と見込ての句也。……照り渡りたる春の真 
昼の風情、言外の余情は尽ざるべし。 

とある句境の把握はよいけれども、「日かげ」を「日陰」と取るのは、小技を利かせ過ぎて句柄を小さくするもので 
面白くない。古注にはこの外にも「日陰」と取るものがあるし、蝶を我が身に比して人への挨拶と見る『師走囊』の 
説などと共に、何れも論外であろう。近代の説では、 

この句は『蝶のとぶば かり』 に軽い休止を おいて 読むので、意味も、そこで 一寸 切れるので ある。 

座五の『日影』は、雅語の日かげ月かげの『日かげ』であつて、陽光の意である。これを俗語の『日蔭』の意 
に解す ると 間違ふ。 

春も央すぎの、野原の趣を詠んだ句で ある。 もう余程蒸暑く感ぜられる春の日光が、野原一面に明るく降りそ 
、いで居る。あたりはしんと静まり返つて、そよ吹く風もない。さういふところへ蝶々が地からでも湧いたかの 
やうにひら^^と飛び出して来た。その為め、あたりの静けさ、日光の明るさが、一層強く意識されたのである。 
(半田良平氏『新釈』) 
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というのが、早い時期に出た完璧な解釈鑑賞として注目される。こ■の句境は早春ではなく、春闌けた頃の趣で、僅か 
な動く物によって、寂と静まった句中の W 界が強く意識されるのである。 

小倉/山院 

卿松杉をほめてや風のかほる音 S 日記) 泊船集•蒸翁句集草稿.焦翁句集 
夏季(風かほる)。 

〇小倉 ノ山院 「小倉/山 I 」。「山院 J は、山中の寺。「院」は、ここでは仏寺を指していう。嵯峨にある小倉山の東山腹、二 
尊院の南に位置する常寂光寺(現京都市右京区嵯峨小倉山小倉町)のこと。もと真言宗、近世以降法華宗となった。定家の小倉山 
荘の跡と伝えられ、境内の老松は定家の歌に詠まれた「時雨の松 j として有名だった。「山院人と V まらねば、 g は荆‘ M : おひか 
ゞ り、経閣もむなしく苔蒸ぬ j (『雨月 SE 青頭巾)。〇松 杉をほめてや を*: ,1 めてや , -〇松や杉の趣を賞してなのかな あ。 「ほ 
めてや」は、「五月雨の降のこしてや」 ( ml ) と同じ語法で、「や」は疑問に詠嘆を含む切字である。〇 風のかほる音 r ai の M る 
音」。夏の緑陰を吹き渡る薫風の音。「かほる」は「かをる」の仮名ちがいである。「薫る」とあれば「**」と言いそうなところを 
「音」としたのが珍しい。「風薫る」は既出 S5/2 等)。「風の香 J ( ml ) 参照。 

1薫風が，梢を渡ってしきりに吹く音は、このお寺の庭の松や杉の趣を賞めてのことなのかなあ。 

RH 「小倉山」(『泊船集』)「小倉山常寂寺にて」(『蕉翁句集草稿』『蕉翁句集』)等の前書があり、『句集草稿』には r 此自筆 
の物の句'刖書也」と見える。「小倉/山院」については、これを二尊院とする説もあるけれども、土芳の伝える真 
蹟前書を信ずる限り、そのように見るのは無理であろう。『笈日記』では r 嵯峨五句」としてまとめられた句群の 
中に見え、前後は元禄七年夏の句なので七年夏の作と定めてよさそうではあるが、その外に元禄四年夏落柿舎滞在中 
の句も混っており、表現の趣向も考え合わせれば、四年か七年か確かには決し難い。一応年代不明とする所以である。 
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定家ゆかりの山荘跡と伝えられる常寂光寺をたずねて、定家の歌「たのむ哉その名もしらぬみ山木にしる人えたる 
松と杉とを」を踏まえ、折柄の薫風を擬人化してまとめられた句である。句の表現は、薫風が松杉の趣を賞めて吹く 
のであって、定家の霊が松杉を愛するように解しては良くない。こういう形で境内の趣を述べ、謂わば定家への挨接 
としているのである。技巧が表に出てわざとらしい感じがあり、「かほる音」としたところも、今少し推敲があって 
然るべきであろう。 

菊花"蝶 

财秋をへて蝶もなめるや菊の露 (wi 蕉翁句集草稿 

あきをへててふもなめるやきくのしも(真睛句稿断簡> |色蕉庵小文庫 
菊花の蝶 

秋を經て蝶もまめるや草の露(蕉翁句集) 

秋季(菊)。 

1〇菊花ノ蝶「菊花ノ№1」。菊の花に蝶を配した図柄であることをいう。〔考〕で述べるようにこの句は画賛句で、前書は支考 
の付した説明である。〇秋をへて「秋を経て」。秋の日々を経て。既出 (m 55 i 0 〇なめるや「嘗めるや」。「なめる」は口語調。 

「や J は詠嘆の切字。「いはけなやとそなめ初る人次第(荷兮ご(『あら野』卷六) 「 Name , uru , eta . . Canrouonamuru . 」(『日葡 

辞書』)。〇菊の露菊の花心にたまった蜜を露に見立てた表現。菊水の故事 (m526 等)の連想がある。「八専の雨やあつまる菊の露 
沾圃」(『続猿蓑』下)。 

31秋の日々を経て老いた蝶も、慈童の話ではないが、菊の露を嘗めて齢を延べることよ。 




1 『笈日記』尾張部、巴丈亭の「画讚四幅」の中に見える。四句のうちには野ざらし旅中の吟もあり、『蕉翁句 
集』も貞享二年の部に収めているけれども、今一つ確かな根拠に欠けるので、姑く年代不明としたい。 

句形について、末の「つゆ」を「霜」とした『芭蕉庵小文庫』の所伝は、近時岡田彰子氏の紹介された真蹟句稿断 
簡(『連歌俳諧研究』第九十二号参照)によって信憑性が裏付けられた。「しも」という句案があったことは確実視され、こ 
の形ならば「枯菊」に準じて冬季の句と考えられる。この句案については、「菊の露は歌にも詠尽したれば、霜と云 
て俳諧とする所成べし。亦、秋を経てと云に露は如何也。霜にて趣意相叶ふ」(信天翁『笈の底』)という説もあるが、必 
ずしも従い難い。恐らくは「しも」が初案で、それを「露」に推敲したのであろう。『蕉翁句集』の「草の露」は、 
伝写の間に生じた杜撰と思われる。 

菊花の露に延齢の徳を讚せり。ひそかに老情の哀をもよせ給ふや。(杜哉『蒙引』> 

とある説で解は尽されている。画中の蝶を秋まで生き延びた蝶として、南陽菊水の故事を思い寄せたところが趣向で 
あって、如何にも画賛の句らしい。「しも」では「露」の場合ほど菊水の故事が印象強く生かされない嫌いがある。 
「なめるや」を疑問の意と取れば、興じた調子が強く出るが、必然の説ではなく、普通の詠嘆の「や」と見てよかろ 
う。「なめる」とあるところから、「菊の酒」を露に見立てたとする説も、「菊の酒」は花を浸してあるのだから、画 
趣に相応しくない。画はやはり咲いている菊であってこそ映えると思う。 

925項の實ちるむくの羽音や朝あらし(笼日記)1屢_1 
優の實ちるむくの羽音や初あらし <泊船き 
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秋季(擾の実•むく)。 

I 〇榎の実ちる 「複の実散る」。「複の実」は、擾木の実。小粒の小豆ほどの大きさで、秋には熟して橙色になり、子供が取っ 
て食べたりする。「ちる」は、形式的には「羽音」にかかる。 r 袅の木雑也。袅の実は秌也。すべてかやうの木の実は皆!»なり」 
(『御 傘』)「つぶくと箒をもる\複み哉望翠」(『続猿蓑』 T )「 Yenomi .」 (『日葡辞書』)。 〇むくの羽音 「椋の羽音」。「むく」 は、 
椋鳥のこと。燕雀目ムクドリ科の鳥で、東北地方や北海道で繁殖したものが、秋には大挙して本州中部以西の地へ移って越冬する。 
何万とも知れぬこの鳥の大群が空を渡る光景はすこぶる壮観、大樹の梢を埋めて塒をとる。掠の木の実を好んで食べるので名とさ 
れた。「大和本草云、椋鳥、大さつぐみほどあり。形鳩に似て、音鴨に似たり。羣飛す。其味佳也。……△按に、此鳥本名未：，知。 
秋に至りて掠の実を羣はむ。故に名 VN 。 諸所難 x 有 VN 。 洛北賀茂の森の種、至て味佳也。都俗秋に入て、此所には椋鳥狩をなし 
て、是を賞翫する也」(『滑稽雑談』)「籬の菊の名乗さま里圃むれて来て栗も擾もむくの声沾圃 J (『続猿蓑』上)「飛蝶の羽 
音やかましと云句有り。高くいひて其心俗也」(『三冊子』赤雙紙) 「 Mucudori .」「 Fauoto .」 (『日葡辞書』)。 〇朝あらし 「朝嵐」。朝 
吹く 激しい風。「鶯も竹屋どまりや朝あらし 聖 (李由 ご (李由 •許六 「南行 ノ紀」 I 『本朝文選』卷五) 「 Asaa 3 xi .」 (『日葡辞書』)。 

HE 1 朝嵐の吹く中、むく鳥の群れ立つ羽音が響き、擾の実がはらはらと散りこぼれることよ。 

I 『笈日記』雲水部初出。『蕉翁句集』は元禄六年の部に入れているが、年代についての根拠を知らない。『泊船 
集』の下五「初 あらし」 は秋の季語であるが、それでは句中に季語が三つ も ある ことにな って余りにうるさい。 この 
句形は恐らく誤伝であろう。 

古注には、 

椋鳥は群集て、ことに擾の木にあつまるもの也。あまたの羽風は、あらく風の吹ごとくなりと也。(東海呑吐『句解』) 
というよう に、「朝 あらし」 を「むくの羽音」の見立てと見るものが多く、現代の注にまで及んでいる。しかし、そ 
ういう 見立てはわざとらしく、「朝 あらし」 は 句 全体の背景とする方が、解釈として勝るであろう。 

この句は、多少嵐もよひの秋の朝に、大きな擾の木に群がつて、折々実を啄み零しながら、擾の実をあさつて 
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居る椋鳥が、さつと一際強く吹いて来た嵐に驚いて一斉に飛び立つたが、その羽音がいかにも爽やかにきこえた 
といふ景情を詠んだものである。 

初五の『檀の実ちる』は、本来ならば『擾の実ちらす』とあるべきところであらうが、芭蕉の気持では、自分 
が現在眼にし耳にして居るところの、はら^-音立て、散り来る擾の実の、生々した視覚的乃至聴覚的印象を如 
実に現はさうとした為め、殊更かういふ表現に出たのであらうと思ふ。また実際に、この表現は、それだけの効 
果をもつて居るのである。従つてこの初五を句切れと見るは謬りで、句法乃至心持の上で、多少時間的休止はお 
いて居るもの、、我々がこの句を読んでゆく際には、直ちに中七に続けて読み下した方がい X と思ふ。それから 
座五の『朝あらし』は、この句全体が示唆する気分の基調をなすものである。 

この句は全体として、表現の上に多少ゴタくしたところがある。といふのは、『擾の実ちる』といふ視覚的 
若しくは聴覚的印象が、かなり鮮やかに現はれて居る上に、椋鳥の羽音と朝嵐との二つの音が取り入れられて居 
る為めでなからうか。……しかし、 さう いふ難はありながら、あらし催ひの秋の朝の爽やかな感じは、相応に出 
て居る句である。 (半田良平氏『新釈』) 

という説は、よく行き届いている。初五が中七へ続くという見方は、中七に切字があるところからしても穏当であり、 
その場合「攛の実ちらす」という散文的論理を超越するのは自然の勢いであつた。余りに多くの物を取り込んだ為に、 
ごたついた感じは免れないが、秋の早朝の澄んだ空気を感得することが出来るところが取柄である。解釈については、 
椋鳥の羽音を朝あらしに見立てるのか、朝あらしに驚いて椋鳥が飛び立つと解釈するのか、意見の分れるところ 
であるが、椋鳥の羽音と朝あらしの二つの音を詠みこむのは、「複の実ちる」ィメージにうるさすぎる……(『新 
編日本古典文学全集•松尾芭蕉集1』堀信夫氏) 

として、見立説をとる向きも、いまだにある。 
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§花と實と一度に瓜のさうりうな(木枯) 泊船集•浪化日記.蕉翁句集 
夏季(瓜)。 

1 i 〇 花と実と 「彼と！ <と」 。〇- 度に瓜のさかり 「一度に瓜の盛り」。真桑瓜の夏の間に花が咲き実を結ぶ特性をいったので 
ある。「一度に」は日常語。「玉真桑」 (Is) 「瓜の花」 ( n 2 5 等参照。「そこらたちどまりてみける者共、一度にはつとわらひけ 
るとか」(『宇治拾遺物 SS 』 卷 I )「 Ichido .」 (『日葡辞書』)。 

la 普通の植物とちがって、真桑瓜は夏の間に花も咲けば実も結ぶ。正に一度に盛りを迎える趣だ。 

1『木枯』(壺中.芦角撰、元禄八年刊)初出の句で、『蕉翁句集』は元禄二年の部に入れているが、何に拠った推定か 
明らかでない。『浪化日記』に見えるので、晚年の作かと思われるだけである。 

句の内容は、 

«類は花実同時に花発実生る物也。其意は、花をも盼め、亦実をも同時に賞観するを誉たる也。(信天翁 『 S の底 fe 
本生りの実は完熟し、末生りの花もなお勢いが衰えない瓜の特性を踏まえた句。(堀信夫氏『新編日本古典文学全集•松 
尾芭蕉 集 1』) 

と見ればよい。軽い興であるが、何か人に対する挨拶の寓意がありそうな句抦であって、 

たとえば、ある親と子と一度に身の栄えにあったような時にそれを祝って詠んだ句かもしれない。(山本健吉氏『色 
蕉全発句』) 

……親子ともども揃って豊かに栄える家族への挨拶など、眼前の瓜に託して何らかの寓意をこめた作であろう。 
(今栄蔵氏『芭蕉句集』) 
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とい，った見方が首肯される。但し、背後の事情を知るべき資料は，何もない。 

927座頭かと人に見られて月見哉 <木枯} 泊—. i 
秋季(月見)。 

jama 〇座頭「ザ トゥ J 。 剃髪して僧形となり、琵琶•三味線等を弾いて歌をうたい、語り物を語り、また按摩.滅等を業とする 
盲人をいう。もとは琵琶法師の当道座に設けられた四官(検校•別当.勾当•座頭)の最下位の称であった。 「たそがれは船幽霊 
の泣やらん珍碩連も力も皆座頭なり里東」(『ひさご』) rzato >. J (『日葡辞書』)。 

HE 3 人々の座から独り離れて、あれは座頭かと人に見られながら月見をする。これもまた一興か。 

■■『木枯』初出。『蕉翁句集』に貞享三年とする根拠は明らかでない。 

膝を立、かうベを傾けて月にむかへば、他人見て座頭かとあやしむと也。月に対して哀を催し、そこはかとなく 
物おもふさま、いひがたし。 (東海呑吐『句解』) 

といった場合であろう。「座頭の月見」はあり得ないが、それに見立てられたおかしさを、即興の一句に仕立てたも 
のと思われる。花見の場合では、「四つごきの」 ( vg ) の句に明らかなように、さんざめく花見の騒ぎからは離れて、 
「かたはらの松かげをたのむ」芭蕉であった。月見の賑やかな席から離れて、ひとり句を沈吟する体を、酔漢などか 
ら座頭かとからかわれたことがあったのかも知れない。そうした体験を句の形にしたまでで、淡如とした風懐を酌め 
ばよいのである。富山奏博士は、かなり大真面目に、「「座頭の月見」なんてことは絶対にありえないのであるから、 
これは決して現実に見間違い疑われたのではない。即ち芭蕉が剃髪姿で僧形であっても、月見の場で r 座頭か」と疑 
われるようなことは、ありえない。人々は、出家.僧侶の月見の体と見るのが自然である」とする立場から、 
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にもかかわらず、明白に「座頭かと人に見られて」と言うのであるから、これは、この折の芭蕉の月見の態度が、 
本当に「座頭の月見か」と疑われるほど異常であったことを表明しているのである。とすると、この時の芭蕉の 
目は、折角の明月をも仰ぎ見ることなく、専ら自己の胸中の思念に沈潜していたのである。そして、そうした自 
己の異常な姿を顧みた彼は、これは言うなれば、まるで「座頭の月見」だなと感じ、他人の目にもそのように見 
えるに相違ない、と思った。かくして、「座頭かと人に見られて」なる表現となった。 

この……表現には、自己を戯画化したユーモアがある。(『俳句に見る色蕉の藝境』) 

と述べておられる。「自己を戯画化したユー モア」 には違いあるまいが、「座頭の月見」が あり 得ないから、人から見 
間違われたのではないというのは、窮屈過ぎるのではないか。前述した ような 場合は あり 得ると思う し、余り 真面目 
一方にとるのは、軽淡な句の印象から遠ざかって、却って真を失う嫌いがあろう。最近では、狂言「月見座頭」を引 
合に出して、 

月見の仲間と少し離れて、句案にふけっていたところ、座頭の月見ではないかと噂する声が聞えてきた。よしよ 
し、折からすだく虫の音も美しい今宵のこと、「月見座頭」を気取るのも、また一興である。円頂僧衣の色蕉の 
風体は、夜目には座頭と映ることもありえたであろう。はからずも今宵は月見座頭を地でいったと、それを自ら 
面白がっているのである。(堀信夫氏『新編日本古典文学全集•松尾芭蕉集1』) 

と見る説も現われている。 

卿古川にこびて目を張柳かな is 
春季(柳)。 
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H 〇 古川 「フルヵハ」。古くからある川。「ふる川にみづたえず」 ( i 欢草』卷二)。〇こ びて目を張柳 「腺びて Sn を愛る術 s ,*' 
「目を張る」に「芽を張る」を言い掛け、擬人化して、柳が古川の気を引くような態度を示して流し目を使うとした。「こびて」に 
「古びて」(こましゃくれる意)を掛けたとする説もある。 r 露に媚たる花の御姿、風に翻る舞の袖、地をてらし天もか.，やくばか 
り也」(『平家物語』巻十)「目はり柳」(『毛吹草』巻二、誹諧四季之詞、二月)「めばり柳 g -# 芽のまさに出んとする柳なり。犬子柳を、 
めはり柳と云人あれど別種なりといへり」(『俳諧歳事記菜草』) 「 cobi , uru , ita . 」 「 Fitotabiyemebaimonocobinaru . J「Meuo 
fatte miru . J (『日葡辞書』)。 

1古川のほとりに、柳が芽をふくらませて、今にも芽吹こうとしている。丁度女が相手の気を引こうとして、色 
つぽい流し目を送つているようだ。 

■■『矢矧堤』(睡《撰'元禄八年成)初出。所載の他の四句は元禄七年の作であるが、この句は句格がひどく見劣りす 
るので、晚年の作とも決められない。 

「古川」を「川の流れに冬の趣が未だ充分に取れ尽さぬ処から古川と言つたのであらう」(内 藤鳴雪『評釈 と見る 説 
もあるが、「古川は岸崖などが苔むして、水の色も濁つて居る様な川であらう、人に譬へて言へば大人或は老人」 (『芭 
蕉句集講義』牧野望東説)とした方が良い。そういう川辺に芽吹こうとしている早春の柳の さまを 擬人化して、女性が男 
の気を引こうと媚態を示しているように言い做した趣向である。ずつと古い貞門風の句のようにも見え、色蒸らしく 
もなく句品が全くないのは、誤伝句でもあろうか。 

圃角扇-一讚ヲ望テ 

929前髮 もま だ若卿の句ひかな(翁草) 
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春季(若艸)。 

i 〇圃角 「ホヵク」。『翁草』に句が見える人であるが、出自経歴等は明らかでない。山本健吉氏は、「おそらく沾圃或いは里 
園の 門弟 か縁者で、能役者であったろう」(『色蕉全発句』)と推測しておられる。 〇扇こ讃ヲ望テ 「扇-一讚ヲ望みテ」。画をかいた扇 
に讚句を書いてくれと希望したのである。「讚を望む」は既出 ( ml 前書)。 〇前髪 「マへガミ , -〇額の上の部分の髪。頭頂を中剃 
りして、額の上は剃らずにおくのが少年の風俗で、元服の時に剃り落す。「花見んとなをる円座にあた m まり青山狂へば梅に 
さはる前髪凉葉」(『金 蘭 集』) 「 Mayegami .」 (『日葡辞書』)。 〇若艸の匂ひ 「若艸」は、春になって芽を出し伸びて来る草をいう 
季語で、初々しく新鮮な感じを持つ。「艸」は「草」の古字。「匂ひ」は、漠然とした気分。「わか草春也」(『御傘』)「わか草はま 
だはつはるのわかばへなれば、しゐてつめどもかすけなきさま。雪に萌黄のうはじらけしたる気色などもいひなす」(『山之井』) 
「立臼に若草見たる明屋哉十一歳亀助」(『あら野』卷二)「江の字抜て水の上とくつろげたる句の、にほひよろしき方におもひ付べき 
の条申出候」(卯月廿九日付荆口宛色蕉書簡) 「 vacacusa .」 (『日葡辞書』)。 

Baja そなたの前髪も、この画の若草さながらに、まだ若々しくて、末頼もしい感じがすることよ。 

■ ESI 芭蕉一周忌追善集たる『翁草』(里圃撰、 元禄九年® 初出なので、晚年の作と思われるが、確かな年代は分らない。 
扇には多分春の若草が描かれていたのであろう。前髪立ちの若衆の画という見方もあるが、芭蕉に賛を乞う図柄と 
しては相応しくない。画の若草を扇の持主の当人に引当てて挨接にした趣向が軽妙である。前髪立ちの美しい若衆姿 
を髡髴させて、若者の前途を祝福する気持も籠められている。 

930雪間より薄紫の芽獨活哉(肇> 

春季(雪間•芽独活)。 

H 〇雪間 「ユキマ」。積った雪が春になって群消えして、その隙間から土が顔を出すさまをいう季語。雪間にはもう芽を出す 
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草などもある。「雪間雪のひま、雪の絶る、残る雪、皆春也。……雪のひまも、雪の消事も冬にあれ共、皆春に定たる上は、う 
たがふべからず1_(『御傘 J ) 「水はひをけさでけさる X 雪間哉重供」(『毛吹草』卷五)。〇薄紫の芽独活「亂||が?牙独配」。「独活」 
はゥコギ科の多年草。春山野に萌え出た若い茎を食用にする。その薄紫色の芽を出したさまである。「うすむらさき藤色 也」 
{『貞丈雑記』卷三)「独活うど西国にて、しかといふ。西国にては土中に有を财活 r いひ、二三寸地上に生じたるを、うどとい 
ふ」(『物類称呼』卷三)「たづぬるにはるけき野べの露ならばうすむらさきやかごとならまし」(『源氏物語』藤袴)「花よりも猶目うど 
の春の紅は」(『常盤屋の句合』二番) 「 vsumurasaqi . J 「 vdo . 」(『日葡辞書』)。 

HEEi 解け出した雪の間から、薄紫色の独活の芽が顔を出している。もう春なのだ。 
i 『翁草！！に初出するが、年代を知るべき古い資料は見当らない。 

野生の独活か作り独活かに論があるが、作り独活ではこの句のような生き生きとした自然感に 相応しく あるまい。 
江戸へ 出る は多分作りうどなれば、只 白々とすく やかなり。山国の独活はむらさきに て、 雪間より芽は りたるう 
れしさ限りなし。(何丸『句解大成』) 

という 見方が妥当である。故郷伊賀での属目であろうか。ただ淡々と事を叙しただけであるが、黄金を延べた ように 
一気に言い下して、陽気動く早春の自然の相を見事に把握している。「薄紫」の色感が、 これぐ らい良く生かされた 
例は稀であろう。単なる写生句にとどまらず、この「芽独活」には、一陽来復の季節の象徴の感さえある。 


春の夜は櫻に明てしまひけり 


(翁草) 


韻塞.梅桜.泊船集 


春の夜はさくらに鳴て仕廻けり(蕉翁句集) 

春季(春の夜•桜)。 

〇春の夜「春の夜」。既出 twy 。 〇明てしまひけリ「 I :けて終ひけり」。「しまふ」は補助動詞的用法ではなく、「終りに 
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なった」の意。「火ともしに暮れば登る峯の寺去来 ほとゞ ぎす皆鳴仕舞たり芭蕉」(『猿蓑』卷五) 「 ximai , mo <, 6 ta . 」(『日葡 
辞書』)。 

1 a しずかな春の朧夜は、盛りの桜で華やかに明け離れ、それでお終いになった。もう全くほの暗さは無い。 

1 『翁草』初出。『蕉翁句集』は元禄四年の部に入れているが、根拠が明らかでなく、「鳴て」の句形も誤りと思 
われる。 

朧月夜の花の詠め、えならずおもしろきに、夜の更るもしらで、終明仕廻たりとなり。けりは、尚名残おしき心 
ふかし。(東海呑吐『句解』) 

というよう に、夜桜の趣を賞して名残を惜しむとする解が古来多い。しかし、句の印象は曙の花盛りの華やかさが中 
心であって、夜桜の眺めはそれと矛盾するし、且つ日中の眺めが殊更劣るわけではあるまい。そう考えると、 

「桜に明けて」は「桜を賞して居る中に明けた」のではなくて、「これから桜を賞すべく明けた」のである。山の 
端がボーッと白んで来る。いよいよ夜が明け離れると、万朶の桜は朝日をあびて匂はしく輝く。景色はすでに朧 
月夜の世界を離れて、桜の暁となつてしまつたのだといふのである。即ちこれは春の夜を惜しんだのではなく、 
春の暁をた\へた句である。(潁原博士『新講 b 

という説が、首肯されるものになる。句の文脈は、「春の夜は桜で明けて、それでおしまいになった」(今栄蔵氏『色蕉句 
集』) と解すればよい。表面上は「春の夜は……しまひけり」で春の夜が中心と見えるが、内実は曙の桜の華やかな趣 
を表現しているのである。一息に言い下したところに力があり、かなり高く評価出来る句といえよう。但し、 

……春の夜の風情を一夜賞した人の、名残の味を言い取ろうとした句である。(『新編日本古典文学全集.松尾色蕉集1』 
堀信夫氏) 

という見方も、いまだにある。 
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いかなる事にやありけむ、去來子へつかはすと有 
舰莧惡 のさし み もすこし 梅の花爸蕉庵小文庫) 泊船集.蕉翁句集 

春季(梅の花)。 

1〇いかなる事にやありけむ「如何なる事にやありけむ」。どういう事情であったか、句の成った動機が不明であることをい 
う。以下の前書は、『芭蕉庵小文庫』の撰者史邦の文である。〇去来子へつかはすと有「去！!へ起はすと智り」。京の蕉門俳人 
去来へ言い遣った句である旨の前書が付いていた句なのである。「去来」は既出 ( nl 等)。「子」は軽い敬称で、史邦の立場からの 
表現であろう。〇蓖篛のさしみ「莧篛の刺身」。莨 S を刺身のように薄切りにして、酸味噌などをつけて食べる料理。 r 蓖篛」は 
既出 (IV 766 ) 。「ふるまひの菜に、みやうがのさしみありしを」(『醒睡笑』卷六) 「 saximi . 」(『日葡辞書』)。〇す こし rw し」。「齡し」 
と取る説もあるが、恐らくは非。「此すこしは心許りと云ふ意であらうと思ふ、心許りの追善といふ意も含んで居るらしい」(『色 
蕉句集講義』中島華兮) r 菴の夜もみじかくなりぬすこしづ k 嵐雪」(『あら野』巻三) rsucoxi . 」(『日葡辞書』)。 

8*33 梅の花の一枝に莧裴の刺身も少し添えて、亡き人への手向草としたことだ。 

■■ 『蕉翁句集』は「去来え遣ス」と前書し、「此句は、無人のこと杯云ついでと云り」と付記して、元禄六年の部 
に入れている。去来へ遣わした句であることは、これらの前書によって明らかで、莧■の刺身は精進料理でもあるか 
ら、故人を®ぶ意があることは察せられる。去来縁辺の人とすれば、貞享五年に歿した妹の ff(nl 前書) などであ 
ろうか。元禄六年二月、京の去来宅で客死した出羽の呂丸も考えられる ( ag 参照)が、その前後の事情はかなり委し 
く分っており、「いかなる事にやありけむ」などとは書くまいと思う。それらは凡て想像に属し、元禄六年とする根 
拠も確かではない。上方でも江戸でも、こういう句を作る可能性はある。 

許六によれば、「翁は昆 - I をすかれたり」 ( f 本朝文選』巻五、「麻生ノ後序，！)と伝えられており、 r 莧蒜のさしみ」は非 
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味十分の句材であった。それと「梅の花」を配合して、故人の風雅を偲ぼうとしたもので、しみじみと寂びた趣があ 
る。「梅の花」は庭前の景色でもあろうが、「さしみも」とあるから、供え物とするのが本筋と思う。 

……故人の追憶にひとりふけっている侘びしい姿を自ら眺めているおもむきで、余寒の庭前に咲き出でいささか 
匂うている梅の冷たさが、この心に一脈の明るさとさびしさとを通わせて、幽かな心のゆらぎを誘うのである。 
(『芭蕉 全 句』) 

と加藤楸邨氏が鑑賞しておられるのは良い。 

卿わが宿は蚊のちいさきを馳走也(色蕉庵小文庫)蕉翁句集草稿•誹諧世説 

我宿は蚊のちいさきを馳走かな(泊船集) 

我宿は蚊のちいさきも馳走也(蕉翁句集) 

夏季(蚊)。 

I 〇わが 宿 「我が宿」。「宿」は、住居の意。〇蚊 のちいさきを馳走也 「蚊の小さきを馳走也」。「馳走」は、客へのもてなし。 
もとは、人の為にいろいろ動き廻って尽すことから出た語である。「蚊の小さいのをもてなしとする」の意。「ちいさき」は、「ち 
ひさき」の仮名ちがい。「蚊柱といひては。墜梨花の湿にもくちやらずとも。凉風のふきたをすともいひ。又山里のかひの煙に。 
蚊のまつげをしぼり。ふるやの軒の蜘の糸に。蚊のすねまとへるけしき。棒ふり虫の変化てなれるとかやいへば。せ V らき橋の下 
などにたかるてい。藪蚊とて。森の陰。竹の林のいぶせくこぐらき物のくまになきわめく心ばへをもすべし」(『山之井』)「其蚊羣 
り集り、縈>として窻間檐端にあるを蚊柱と称す。又、夏虫など歌にも読り。但し夏虫は種//の別侍。……蚋子……和におゐて糠 
蚊と称す。至てちひさき者也。〇藪蚊……此もの余種ょり犬にして、豹文とて斑点あり。是俗に、藪蚊•憲法•小紋などいふ」 
(『滑稽雑談』)「月に柄をさしたらばょき団哉蚊のおるばかり夏の夜の疵越人」(『あら野』員外)「去年の春ちいさかりしが芋頭 
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元広」(『あら野』卷二)「冬空のあれに成たる北®凡兆旅の馳走に有明しをく芭蕉」(『猿蓑』卷五) 「 ca 」「 chivai. J 「 chis 6 . 
Vaxiru.J (『日葡辞書』)。 

ai 何の風情もない私の住居では、蚊の小さくて刺されても痛くないのが、せめてものおもてなしです。 

I M 更 C 0 『誹諧世説』(天明五年刊)に、金沢の秋之坊が幻住庵に尋ねて来た時の句と伝えているが、その裏付けと 
なる古い資料は見当らない。秋之坊に会った時とすれば元禄三年夏であるが、『蕉翁句集』は元禄四年の部に入れて 
おり、これまた根拠不明であって、年代不明とする外なかろう。句形については、蝶夢の『色蕉翁発句集』に「わが 
宿は蚊の小さきも馳走哉」という形も伝えられて紛らわしいが、最も早い『色蕉庵小文庫』の句形を本位句とする。 

客に対して何のおもてなしも出来ないという挨拶の意をあらわすのに、蚊を持出したのが俳諧である。この辺の蚊 
は糠蚊ばかりで、大きな藪蚊は居ません。刺されても痛くないのが取柄だと戯れているので、その間におのずから侘 
びた草庵生活の趣が浮び上るのである。口を衝いて出たままの飾らない率直さが良い。 

舰むかしきけち\ぶ毀さへすまふとり爸蕉庵小文5 泊船* • S 響我.俳諧古今抄 

むかし聞ヶ秩父殿さへすまひ取—> 

むかしきんち、 ぶ どのさへ相撲とり (蕉翁句集> 

秋季(すまふとり)。 

ii 〇むかしきけ 「む|日聞け」。「むかし」は、昔話の意。昔話をする ことを 「昔を語る」 という 例は、方言に今もある。〇ち、 
ぶ 殿さへすまふとり 「秩^<殿さへ相撲取り J 。 「ち k ぶ殿」は、鎌倉時代初期の武将島山重忠のこと。頼朝に属して木曾義仲追討 
や源平の合戦に従軍して名を挙げ、剛勇廉直の鎌倉武士の典型とされる。元久二(三§)年武蔵二俣川合戦で討死した。享年四十 
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二。「ち\ぷ殿」の称は、彼の祖父が秩父太郎大夫重弘だったことと縁があろう。「すまふとり」は、相撲の力士。重忠が長居とい 
う強力者と相撲をとって勝った話に拠る。〔考〕参照。「相撲」2ぞは、宮中の相撲の節会が陰暦七月末に行われるので秋季とさ 
れ、「すまふとり」もそれに準じて秋の季語となる。 r ヶ様の異見する者は、ち、ぶ殿か此朝比奈」(『曾我扇八景』紋づくし)「みやこ 
にも住まじりけり相撲取去来」(『猿蓑』卷 三 ) ro&bacudono. 」 「 sumo<tori. J (『日葡辞書』)。 

1 a 昔話を聞き給え。名だたる御家人の秩父殿さえ、ただの相撲取りだったのだ。 

I 『蕉翁句集』に元禄四年とする根拠は明らかでなく、その外に年代の手掛りとなる資料は皆無である。句形に 
ついては、『翁草』も年代の古い書ではあるが孤立した所伝であり、『泊船集』と一致する『芭蕉庵小文庫』の句形が、 
本位句として相応しい。『蕉翁句集』の初五は誤筆であろう。 

重忠が長居という力士と頼朝の前で相撲をとった話は、『古今著聞集』卷十に次のように見えている。 

さて寄合たりけるに手合して、ながゐ、畠山がこくびをつよく打て、袴の前腰をとらんとしけるを、畠山、左右 
の肩をひしとおさへてちかづけず。かくて程へければ、景時、いまは事がら御覧候ぬ。さやうにてや候べかるら 
んと申けるを、大将、いかにさるやうはあらん。勝負あるべしとのたまはせはてねば、長居をしり居にへしす袅 
てけり。やがて死入て、足をふみそらしければ、人 A / よりて、おしか V めてかき出しにけり。重忠は座に帰着事 
もなく、一言もいふ事なくて、やがて出にけり。ながゐは、それより肩の骨くだけて、かたわ物になりて、すま 
ゐとる事もなかりけり。骨をとりひしぎにけるにこそ。目おどろきたる事なり。(畠山重忠力士長居と合 ひて 其肩の骨を 
折る事) 

句意は、 

ふるき代の質朴をしたへるの意。又、さすがの大名を、相撲取とこなしたるをかしみ、みるべし。(杜哉『蒙 引』) 
というに尽きる。今は身分ある者が力競べなどはしないが、昔はあの秩父殿 さえ も長居と相撲をとって、謂わば相撲 
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取りだったのだと、おかしみに言い做した俳諧で ある。 支考の T 俳諧古今抄』では、「殿の字の慇敷を 崩す。 こ-一を 
諧語の滑利と知るべし」などと言って、後代の注に影響を及ぼして いるが、 四角張った言い方におかしみは あるに せ 
よ、それはこの句のユーモアの中心ではない。俳意は飽くまで重忠を 「すま ふとり」 と言いこなした点に ある。 それ 
と今一つ、「むかしきけ」と、昔話の語り出しのような表現にしたと ころも 注目したい。古くから「きけむかし」を 
顚倒した とする 解が多いが、それは誤解であろう。また、この句を書いた意水宛書簡を引いて、句作の時風邪で臥せ 
っていたことを云々 する 向き もあるが、 この書簡は偽簡であって、解釈の根拠に する ことは出来ない。門人達との談 
笑の席で即興的に成った句と思われ、芭蕉には珍しく磊落な感じが ある。 

娜鬼灯は實も葉もからも紅葉哉 t 色蕉庵小文庫} 泊船集•蕉翁句* 

秋季(鬼灯•紅葉)。 

i 〇鬼灯「ホ、ブキ J 。 ナス科の多年草。野生も各地にあるが、普通人家に栽培される。葉には長柄があり、葉身は卵状楕円 
形、縁に大きな鋸歯がある。初夏に尖が浅く五裂した盃形の小さな淡黄色の花が下向きに咲く。果実は球形、熟すると赤くなり、 
これを包む卵形の宿存萼も赤く色づく。児童が種子を除いた果実の皮を口に含んで鳴らして遊ぶ。「鬼灯 #»ltli K 5 づ」(『毛 吹 草』 巻二、 
誹諧四季之詞八月)「鬼灯一;和漢三才図会；！酸醬、五月小花を開く。純白、蟲も亦白色にして莆は青し。觀梗より自ら出す。小児中 
の白子を鑿去空殼として、これを舌上に含て圧吹ときは音あり云々。 CXr の世に女の童のほ、づき吹ことは、【栄花物語；！初花の 
卷、寛弘五年の所に「御色白く うるは しうほ ゞ づきなどを吹ふくらめて云々〔源氏物語〕野分の巻に「ほ V づきとかいふめる やう 
にふくらかにて云々、みえていとふるき事なるべしと醒斎いへ り」(『俳諧 歳*記菜草』)「鬼灯や清原の女が生写し」 (『蕪 村句集』) 
「 F 6 SU - S ..」 (『日葡辞書』)。〇実も葉もからも「実も葉も殼も」。「から」は、前記の実を包んだ宿存萼をいう。「名月や#;取まはす 
黍の虚去来」(『炭俵』下) 「 Cara . 」(『日葡辞書』)。〇紅葉「モミヂ J 。 秋になって、葉だけでなく凡てが赤く色づくことをいう。 
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1-ほおずきは秋になると、実は勿論のこと、葉も殼も凡てが赤く色づくことだ。 

■ s ■『蕉翁句集』に元禄四年とするが、根拠が明らかでなく、外に年代を知るべき資料のないことは、前の句と同 
様である。 

ほおずきが秋になると、実も葉も殼も凡てが赤く色づくことに興じた句で、「実も葉もから も」 と拍子に乗せたと 
ころに、その気持が出ている。古注以来、『万葉集』巻六所収の聖武御製「橘は実 さへ 花 さへ 其の葉 さへ 把に霜降れ 
どいや常葉の樹」(葛城王に橘姓を賜わった時、祝意をこめた御歌)が引かれており、芭蕉がこれを意識したかどう 
か確かではないが、内容と調子に酷似したところは明らかに感ぜられる。若し踏まえたとすれば、古歌の「常葉」を 
言ったのに対して、「紅葉」を取り上げたところに俳意があることになろう。 

娜きくの露落て拾へばぬかごかな §»庵小文 S 泊船# .1 
秋季(きく •露•ぬかご)。 

gia 〇きく「菊」。◦落て拾へば「纪ちて歡へば」。落ちるのは露、拾うのは作者で、 ここの 曲折が句の興の中心である。〇ぬ 
かご 「零余子」。 「むか ご」 ともいう。 自然薯•つくね芋•長芋などの葉腋に生ずる珠芽で、種類によって形や大きさは異なるが、 
多くは緑褐色で長さ数 ミリ、 自然に こぼれ 落ちる。秋に採取して繁殖用にする外、茹でたり飯に炊き込んで食用に供する。「山の 
いも_|ご」(『毛吹草』卷二、誹諧四季之詞八月)「蔵器日、零余子、薯蕷子也。大者如„雞子一小者如„弾丸一薯蕷有„数種一此其ご 
(『滑稽 雑談』) 「擋 螂にくんで落たるぬかごかなさが為有」(『炭俵』下) rfjucago . J (『日葡辞書， J )。 

菊の露が落ちたかと、拾ってよく見ると、* 0 %尸だったよ。 

1 E ■『蕉翁句集』が元禄二年の部に入れているのは、何に基づく推定か明らかでなく、外に年代に関する資料は皆 
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無である。 -. 

句の情景としては、 

垣ねに結ひ込らる、いもの蔓も菊にからみて、露もぬかごもともに落るさま……(東海呑吐『句解』) 

山芋の蔓の纏いつく垣根の傍らに菊のある景。(今栄蔵氏『色蕉句集』) 

と把握すべく、それを面白く言い做して興じたのである。「落て拾へば」のあたりが眼目といってよい。巧みではあ 
るが、その巧みさは厭味や観照の曇りとは異なり、極く自然な軽みを得たものになっていると思う。古注に人生栄落 
の観相などというのは、余計な詮索である。 

937わが宿は四角な影を窓の月 泊船集集 
秋季(月)。 

H 〇 四角な影を窓の月 「四&な！^は、窓の形に月光がさしていることをいう。「四角な」は口語調で、「影」は、光と陰影と 

両者を兼ねたような表現。「扭も''-^皆四角な文字で、是は一字も読ぬ」(狂言「您八匕「>< 一 8 〇 1.1,3{ 0 -3<;11 目 . .Xicacuna 

mono. J (『日葡辞書』)。 

ai 我が住居は窓から明るく月光がさし込み、窓の形そのままに四角な影を落している。 

I 『蕉翁句集』は貞享元年の部に入れているが、その根拠を知らず、外に年代を徴すべき資料がないので、年代 
不明とする。場所も江戸か上方か、よく分らない。華雀の『芭蕉句選』に、中七を「四角な顔を」 としてい るのは誤 
伝であろう。 

何の飾りも調度もない格住居の趣といった解釈が多いけれども、これは丸い月に就いて「四角な影」と言い做した 
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興が中心の句ではあるまいか。加藤楸邨氏が『色蕉全句』で「月丸し影はすみ入窓の内道二」(『毛吹草』巻六)とい 
う古句を発想の原型として指摘しておられるのが注目される。道二の句は「角入る」と「澄み入る」の洒落で、やは 
り「四角」と関連があるからである。何時頃の句か知らないが、色蕉もつまらないことを考えたもので、丸い物が四 
角に映つたと興じて見ても、それだけのことでしかない。 


雞頭や雁の來る時尙あか 


(初蟬) 


続猿蓑•泊船集•松の濤.蕉翁句集草稿.蕉翁 
句集 


秋季(雞頭•雁)。 

〇雞頭「ヶィトゥ」。ヒユ科の一年草。成長と共に茎が太くなり、葉は卵形で互生し、尖がとがっている。夏の終りから茎 
の先端が鶏のとさかのよぅに変形して小花が密生し、赤•黄•橙など華やかな色を呈する。観賞用に栽培され、色が濃いので妖艶 
な感じの花であるが、仏花にもなるよぅに、何処か暗い影もある。「難」は「鶏」に同じ。但し、中七以下の表現からして、この 
「雞頭」は葉鶏頭を指しているのかも知れない。これもヒユ科の一年草であるが、秋になると頂部の葉が赤や黄に色づいて、美観 
を呈するのである。「時珍本草云、雞冠。以，一花状一命名。三月生 X 苗、入 K 夏長。高者五六尺、短者纔数寸。……六七月梢間開 Z 花。 
有こ紅白黄三色—〇……花大有0一二尺者一層々巻出可/愛。……和産又説のごとし。掃箒•扇面.瓔珞等の数品有。皆花形によて 
名とす」(『滑稽雑談』)「鶏頭の散る t しらぬ日数哉至暁」(『続猿蓑』下) 「 Qeit 6. Ninatorinoatama . 」 「 Qeit 6 gue . J C 『日葡辞書』)。 
〇雁の来る時尚あかし「雁の来る時尚赤し」。雁が北からやって来る頃には、花が一層赤くなる、の意。鶏頭と同類の葉鶏頭が、 
漢名で「雁来紅」とも呼ばれることを背景にしている。「雁」は「カリ」とも訓めるが、ここは「ガン」と音読した方が、俳諧ら 
しくて響きも良い。「病雁」 ( mg ) 参照。 

ia 鶏頭の花が華やかに咲いている。雁が北からやって来る頃には、花の色が一層赤く鮮やかになるのだ。 

1 『泊船集』には「画賛」と前書がある。『蕉翁句集』が元禄六年の部に入れてある根拠は明らかでないが、『続 
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猿蓑』所収の句なので、何れにせょ晚年の作であろぅ。 

写生句として見た場合、中七以下の表現が「雁来紅」の名を直ちに想起させる点が曇りになって、季節を背景にし 
たまざまざとした実感はあるにも拘らず、余り高くは評価出来ない。しかし、『泊船集』にある ように 画賛だったと 
すれば、同じ表現が機智的発想として、それなりの興を持つのである。「雁来紅」の名を別にすれば、素直な表現と 
言ってもよい。 


うぐひすや柳のうしろ藪の前 ( 浮世の北) 


陸奥衡•続猿蓑.泊船集.放鳥集.亦深川•蕉 
翁句集•許野消息 


春季 (うぐ ひす.柳)" 

i 〇 うぐ ひす 「%」。 〇柳のうしろ 「 « が街'」。 〇藪の前 「配の11」。「柳の後」と対句になる。「墓の前に桜植置侍るよし、 
かね'^母の物がたりつたへて」(『猿蓑』卷四、園風発句「まがはしや」前書) 「 Maye.J (『日葡辞書 t 。 

Baa 柳のうしろ、さては藪の前と、鶯があちこち飛び移っては、 しきりに 鳴き交わして いることよ。 

■3 ■『蕉翁句集』に元禄五年の部に入れる外、年代については古い資料がなく、五年とした根拠も明らかでない。 
『続猿蓑』に見えるので、晚年の作ではあろう。 

「柳」「藪」などの語によって、一句が田園の世界であることは言うまでもなく、深川あたりでも、このような景色 
は見られたであろう。「うしろ」「前」と対句に綾なして、鶯の動きを表現している。 

柳があり藪があるといふやうな田舎家の景色を漠然と脳裡に描き、そこに鶯の声を点綴し来つて、春日悠 々たる 
趣が偲ばれる人には、この句の味ひはよく分る箸である。この句には、多少漢詩 S 1 訳趣味がない訣ではないが、 
本来取りとめのないやうな情景を、これだけに現はし得た色蕉の手腕は決して常凡でない。 (『新釈』) 
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という半田良平氏の鑑賞は的確である。軽やかな調べが鶯の動きによく叶った軽みの作といえよう。加藤揪邨氏は、 
今から見ると単純すぎて何の奇もないように見られるところもあるが、貞門.談林以来芭蕉の歩いて来た長い表 
現工夫の道程を考え合せてくると、この単純への過程に振り落され洗いあげられて来たものが、並々でなかった 
ことを考えなければならない。この削り去ったものへの考慮なしに、この到達点をそのまま学ぼうとすることが、 
句を浅くしてしまうのだとおもう。(『色蕉全句 JD 
と述べておられる。 

柳雀子と聲鳴かはす鼠の巢 SS 泊船集-蒸翁句集 
春季(雀子)。 

n 〇雀子 「ス，、メゴ J 。 雀の雛。雀は春から始めて普通は年二回育雛し、支障があった場合は、なお何回も育雛することがあ 
る。季語としては春。「す V め子」(『誹諧初学抄』四季の詞、末春) r 按に、雀の子四時に産するよしなれども、古来より春に許用す 
る所専ら也。彼源氏物語若紫ノ卷に、むらさきのうへ雀の子を飼給ふを、いぬきといふ童にがして、紫の >. むづかり給ふなど書け 
るも、三月晦日の頃にも聞えたり。是は春に拠ある故也」(『滑稽雑談』)「雀子や姉にもらひし雛の櫃槐市」(『続猿黃』下)。〇声鳴 
かはす r 声鳴き交す」。互いに鳴き声を挙げる。「ゆふさればかやがしげみになきかはすむしのねをさへわけつ.,ぞゆく」 (『千載 
集』卷四、藤原盛方)。〇 鼠の巢 「鼠'の kj 。 既出 ( Iv^o 

ia 仔雀と仔鼠の居る鼠の巣と、互いに鳴き声を挙げている。長閑な春の日だ。 

『韻塞』(李由•許六共撰' 元禄九年刊)初出で、『蕉翁句集』は元禄四年の部に収めている。 

雀と鼠は似た所もないようであるが、鳴き声は似通う。 
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雀は軒に巣作り、鼠梁に巣作り、異形なれども声似たり。(東海呑吐『句解』) 

といったところが、この句の発想の動機であろう。春の日の属目をありのままに句にしたもので、その可憐さを見る 
ベく、未熟な俳人への挨拶などとするのは余計な S 索である。表現面では、 

……上に子の字をあらはして巣の字を略し、下に巣の字をあらはして子の字を略せり。是を影略互 見ともい はん。 
(杜哉『蒙引』) 

と指摘されている点に注意したい。また、『枕草子』百五十一段に、 

うつくしきもの . す ゞ めのこの、ねずなきするに、をどりくる0 

とあるあたりの影響も考えられよう。ただ、それらは句の表に殊更あらわれておらず、ありのままの春の自然のたた 
ずまいが表現されているだけである。 

年経ざれば、か\る句のやさしみ、合点ゆかぬもの也。されば初心の真似るもまた悪し。(東海 吞吐『句解』) 

と ある通りで、恐らくは 晚 年の軽み の 境地から詠み出された ものと 思われる。 

⑽烏賊賣の聲まぎらはし杜宇(韻塞} 泊船集.蕉翁句集 
夏季(烏賊•杜宇)。 

■〇烏賊売の声「烏賊売りの声」。街で烏賊を売り歩く魚屋の呼び声。 fi ? 冗」 ( mg ) 参照。「烏賊」は夏の季語。「多時産すと 
いへども、初夏の頃風味最厚く、又産する事おほし。彼相感志には満を以て期とす。小満は四月の中也。和産また夏闌て其形ちい 
さき物、或は塩蔵し、或は又乾して鮝とす。鮝は俗にするめと称す。塩蔵丼鮝は、夏には用ひがたき歟。一説、烏賊と計は雑にし 
て、塩烏賊は夏なりといへり。信用しがたし」(『滑稽雑談』)「しらと砕け.しは人の骨か何杜国烏賊は袅びすの国のうらか 
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た重五」(『冬の日』) 「 lea .」 (『日葡辞書』)。 〇まぎらはし 「紛らはし」。烏賊売りの呼び声の為に、鳥の声が紛れて聞えないので 
ある。「その女が方にての、白菊のちりにまぎらはし 」 (f 三冊子』赤雙紙) rMagui3caxij 」 (『日葡辞書』)。 〇杜宇 「ホト、ギス」。 
「杜宇」は、その亡魂がこの鳥に化したと伝えられる蜀王望帝の名である。 
ai ほととぎすの鳴く時季になったが、烏賊売りの呼び声に紛れて、聞きそこないそうだ。 

■一!■『韻塞』初出で、『蕉翁句集』は元禄七年の部に収めている。積翠の『句選年考』に「一書に、声おぼつかな時 
鳥とも見えたり」とあるが、何に見える異形か明らかでない。 

句は、ほととぎすの一声を待ち侘びる情に、市井の「烏賊 売りの声」を配して興じた 俳諧で ある。 

ほととぎすの声は待ちわびるところに、その本情がある。したがって、烏賊売りの声がうるさくてほととぎすの 
声がよく聞えないと解くのは不可。待ちわびて、うっかり聞き違えた軽いユーモァに俳味があると解釈すべきで 
ある。(『新編日本古典文学全集•松尾芭蕉集1』) 

として、「いよいよほととぎすのシーズンになったと、その初音を待ちわびていると、どこかでかすかにその鳴き声 
がした、と思ったのは空耳で、近づくにつれてはっきりしてきたのは、烏賊売りの甲高い売声であったよ」と解く堀 
信夫氏の説が的確である。つまり、ほととぎすは鳴いていなくてもよいのだ。 

卯月の比は、いか多く取れるものなり。頻にいか呼声の喧し。郭公まつ心から、その声も郭公かと紛はしと也。 
ほと X ぎすは、 こと 語るな どと 歌にもよめば、人の物言にも紛 る、といふ 心になるべし。 (東海呑吐『句 ly ) 

という古注の説も良い。「二物の疾舌を掛けあはせたるは、をかしみの一体なり」(梅丸『茜 堀』) とも言われる ところを 
見ると、烏賊売りの呼び声は相当早口のものだったようである。これまた晚年の軽みの風を窺うべき句といえる。 
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I 行煉や身に引まと ふ三 布蒲團 S 塞} 泊船集 . W 翁句集 

秋季(行秌)。 

H 〇行秌 「げく«|」。去り行く秋を惜しむ気持をこめた季語。既出(1 559 )。「秌」は「秋」の本字である。〇身に引まとふ 
「身に引き纏ふ」。体にしっかりと纏いつける。「わが身をともにうちかけに引まとひよせ、とんとねて」(『夕霧阿波鳴渡』上) 
「 Matoi , 6,6 ta .」 (『日葡辞書』)。 〇三布蒲団 「ミノブトン」。三幅の布で作った蒲団。普通敷蒲団に用いられるが、ここは掛蒲団 
であろう。「布」は布や織物の幅を数える長さの単位で、曲尺一尺一寸九分、鯨尺九寸五分、三十六センチを一とする。その幅 
の布を何本使って出来たものかが分るわけである。「蒲団」は既出 ( n 秘)。「をみなへしいくのぬへばか藤ばかまひとのにもあら 
ず ほころびにけり」(『元永二年内大臣殿歌合』藤原為真) rFitono.J (『日葡辞書』)。 

ia 秋も末になって、夜寒がそぞろ身にしみる。三布の蒲団を体にぴったり引き纏って寝ることだ。 

■ E ■『韻塞』初出の句で、『蕉翁句集』が貞享五年の部に入れた理由は明らかでない。『韻塞』にはこの句の前に、 

謝ァ芭翁被 XPI 卿菴 I 悦而旧交 i 
十年もこと葉一つよ暮の秋 禅桃 

という句があり、『句選年考』のようにこれを引いて同時の吟と見ている例もある。また、それと同様の見地から、 
「行秌や」の句を芭蕉が禅桃を訪うた時の吟とした説もあるけれども、並んでいる二句が必ず同時応酬の作とは限ら 
ないし、句の内容も対詠の挨接吟には相応しくない。この句の成立事情は不明とする外ないであろう。 

「三布蒲団」については、左の露伴説が精しい。 

ここは三布ぶとんを身にひきまとふので、ゆく秋の感じが出る。ゆく秋の寒さである。色蕉の例の佗びが出てゐ 
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て面白い。引まとふのである、引かぶるのでは無い。三布ぶとんは……即ち今日人々の敷いて寝る蒲団が大抵 三 
布ふとんです。かけて寝る蒲団は大抵五布蒲団、又は四布半、四布です。四布蒲団はもう狭くて困ります位です。 
そこを三布ふとんですから、巧みに引まとうても引まとひかねるのです。……そこに詩趣もあり侘もありをかし 
みも俳味も有るのです。三布といふところに徹して感じていただきたい。……ここは三布ふとんを独り身に引 ま 
とひ行秋に寝るところ、おもしろい。実境です。 (『続々色蕉俳句研究』) 

右の説で句の情は悉されているといってよい。旅中の趣と見る向きもあるが、やはり独居の侘びとすべく、狭い 
掛蒲団を無理に身に纏うているところに、おかしみも感ぜられる。生活と季節感が一枚になった秀吟である。 

% 紫陽草や帷子時の薄淺黃 S 奥® 

夏季(紫陽草.帷子)。 

H 〇紫陽 草 「アデサヰ」。既出 ( VI )。 〇 帷子時 「ヵタビラ ドキ J。 「帷子」は、麻などで作る夏着へ# i ¥それを着るような 
時季が「帷子時」である。「帷子」は既出 i ^ 刖書)。「直のしれた帷子時のもらひ物里圃聞て気味よ き 杉苗の風馬 寛」(『続 
猿蓑』 上)。 〇 薄浅黄 「ゥスアサギ」。薄い浅黄色。緑がかった薄い藍色をいう。もと、この色は rst,」 即ち、ねぎの葉の色の薄 
いのをいったものであるが、「ぎ」を「黄」 と 混同して「浅黄」 と書く ようになった。ここは、あじさいの花の色をいうと共に、 
それが「帷 f」 の色にも通ずることに興じたのである。「かたびらは浅黄着て行清水哉尚白」(『あら野』卷三)「上下コィ浅ギ、中 
ゥスアサギ」(『久政茶会記』天正九年正月廿日条) rvsuasagui. 」(『日葡辞書』)。 

あじさいは、人が帷子を着る時季に、それと同じような薄浅黄色の花を咲かせていることよ。 

■ a ■『陸奥衡』(桃隣撰' 元禄十年成)初出の句で、『蕉翁句集』は追加の「年号不知」の部に収めている。 
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此吟は時節を云出て、……花の色を以ての作意也。今案、五月は染帷子の珍敷気に着初たるも目立比也。諺にも、 
浅黄衫黒小袖と云り。着服の染色は、其流行有て移り替ると云共、浅葱帷子黒子袖は優き色にして、今に廃 
らず。殊に翁存生の比は、専此色を好むと聞ゆ也。帷子に興へて薄浅黄と見立たる、時候と云ひ手柄と云べし。 

此句、凉衫時と云詞、返//も余情あり。天然の名誉と云べき者也。(信天翁 i の底』) 

とある説で、解も評も尽きていると言ってよい。暦によって生活が律せられていた昔には、端午の節供から帷子を着 
るようになるが、恰度その頃あじさいの花も空色になる。その「薄浅黄」の色感は、謂わば季節の色なので、帷子の 
色にも通い、涼味満点である。「帷子時の」という中七がよく働いて、表現の趣向が成功した例であろう。都会的な 
ダンディズムが感ぜられるのも、色焦の句としては珍しい。 

州菊の後大根の外更になし S 奥« ) 泊船集•今日の昔•四山集•土大根.蕉翁句集 

冬季(大根)。 

1〇 菊の後 「菊の後」。菊の花の咲き終った後、の意。〇 大根の外更になし 「大根の外 J 5 I に無し」。大根の外には賞すべき物 
が全く無い、というのである。「更に」で「なし」の否定を強調した言い方。「大根」は既出等〇「膳まはり外に物なし赤柏 
伊賀良品」(『猿蓑』卷一)「その老医いまそかりし時も、さらに見しれる人にあらざりければ」(『猿蓑』巻二•其角発句「六尺も」前書) 

「 conofoca .」「 sarani .」 (『日葡辞書』)。 

1-菊の花が終ったあと、賞すべき花とては何もなく、ただ風味の佳い大根があるばかりだ。 

MH この句の年代については、『土大根』 (季水 撰、 宝永元年刊) に見える左のような朱拙の語が注意を惹く。即ち、 

拙が日、しかり。ひと、せ故翁難波の旅店にいまそかる比、文通に此事を問ひたるに、古語本説の句は水に塩入 
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れたるやう r する事なりといらえられし手沢のもの、今なを拙がもとにあり。 

とあつて、この句が古詩を踏まえたことを説いているのである。色蕉が「難波の旅店」に居た時といえば、元禄七年 
秋のことになろうが、豊後の俳人朱拙が蕉門に近づいたのは、芭蕉歿後の元禄八年以降のことで、蕉門俳書に句が載 
つたのは、同九年の『初蝉』が最初であつた。従つて右の『土大根』の記事の信憑性は低く、杉浦正一郎博士の指摘 
された如く、朱拙の自家宣伝の疑いが濃い ( r 元禄 年間に於ける九州蕉門」— 『色 蕉研究』所収—参照)。 『蕉翁句集』が元禄四年 
の部に入れた根拠も明らかではなく、結局この句の成立年代は不明とする外ないのである。 

句の内容について、夙く『土大根』には撰者季水が、 

此句、表向に古詩をとりたるすがたは見えねど、此花絶後更無 〆 花といへるをより所にして、俳諧の活法に一等 
乗越給ふ作と見えたり。 

と指摘したように、有名な元稹の詩句 r 不 ，一 是花中偏愛，，菊、此花開後更無 Z 花」(是花の中に偏へに菊を愛するのみに 
あらず、此の花開けて後更に花の無ければなり)を踏まえて一転した趣向であろう。右の詩句からは「いとせめてう 
つろふ色のをしきかな菊より後の花しなければ」(慈鎮『拾玉集』)という歌も生まれている。 

成程菊花謝して後、詩歌に賞すべき花はないが、我が俳諧にはなほ大根がある。あの洗ひ立てた肌の白い色、風 
呂吹にした味はひ、菊の隠逸を愛した後、また風雅のさびを味はふべきはこの大根のみといふのである。「さら 
になし」と否定形で言つてゐるが、実は大根を大いに肯定して居る。菊の高雅に対して大根の平俗を捉へた所が 
俳諧である。(潁原博士『新講 b 

という解、「大根の雅趣を称した点から言えば冬季とすべきである。……すでに大根を主として解すれば、大根の句 
と見るのが自然である」 (同上 書)という季に関する所説、何れも確論であろう。 

……「菊の後」「更になし」はそのまま元稹の詩句を裁ち入れながら、中七の「大根の外」で独自の俳句的境地 
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を現出させた。「葱白く洗ひ立てたる」と詠んだ色蕉は、もちろん大根の洗仏てた白さをも賞したであろうし、 
「身にしみて大根からし」と詠んだ彼は、その鄙びた味をも愛したであろう。さらに「鞍壺に小坊主乗るや大根 
引」とも詠んだ彼は、大根に限りない愛着とユーモアを感じていたに違いない。菊の花のあとに、大根という食 
味を数え上げたことに、この句の滑稽があり、アィロニーがある。清雅な菊に対して、卑俗な大根を竝べ、「さ 
らになし」という否定的表現で、かえって強く肯定的に大根を押し出した、断定の面白さがある。……この元稹 
の詩は、いっこうにつまらない詩だが、やはり、人口に膾炙した詩句として立てながら、詩の「もどき」として 
この句を提出したのだ。一年中の花の終として菊を賞する詩に対して、大根があるじゃないかと、意想外の伏兵 
を出したそのゥィットを見るべきものである。(山本健吉氏『色蕉その鑑賞と批評』) 

そこには大根の中に庶民的な新しい風趣を見いだした、いわば発見の目が光っており、菊の隠逸に対して、大根 
という野趣を提出したところに俳諧のユーモアがあるわけである。そして、それは『三冊子』にいう、「詩歌連 
俳はともに風雅なり。上三つのものには余す所 も、 その余す所まで、俳はいたらずといふ所なし。」という一つ 
の自覚に支えられていたのでもあった。(加藤揪邨氏『色蕉全句』) 

等、大方に異論のない鑑賞といえょう。最近では、「おそらく俳諧仲間に供応する時の亭主の一撰として詠まれた句 
であろう」(『.新編日本古典文学全集.松尾 e 蕉集1』堀信夫氏)という見方も現われている。 

灌佛や皴手合する珠數の音(一-一冊子 > 蕉翁句集草稿 . W 翁句* 

ねはん會や皺手合る珠數の 音 <続猿蓑> 一泊 船 集 
夏季(灌仏)。 
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ii 〇灌仏「クヮンブッ」。釈迦の誕生を記念する法会。既出？奶)。〇 皺手合する珠数の音 r ® h {}^ 口はする纪がの1 BtJ 。 老人 
が 皺の寄つた手を合わせて珠数を爪繰る音。「珠数」は、仏を拝する時手に掛けて爪繰る仏具で 、 r ジユズ」ともい い、「数珠」 と 
も 書く。 既出(1§前書)。「合する」 は、 使役の助動詞の連体形。「三人の きんだち、 各西に 向て 手を合せ、礼拝しけるぞ哀な る」 
(『保 元物語』下) 「 Teuoauasuru . 」(『日葡辞書』)。 

ia 灌仏の法会に集うた老人達が、皺の寄つた手を合わせ、殊勝に珠数を爪繰る音が、さらさらと響くことだ。 

BS ■『蕉翁句集』には元禄七年の部に入れてあり、同年九月初めの伊賀滞在中に色蕉自ら編纂を終えた『続猿蓑』 
に見えるから、晚年の作たることは確かながら、なお七年と確定し得る根拠はない。句形については、 

くわん仏も、はじめは、ねはん会やと聞へし。後なしかへられ侍るか。(『三冊子』赤雙紙) 

此、自筆に出る句也。続猿-1、ねはん会やと有。後直るか。(『蕉翁句集草稿』) 

等、土芳の所伝が注目される。「灌仏や」の句形には真蹟が伝わつていたのであり、「侍るか」「直るか」と疑問形な 
がらも、土芳は「濯仏」の方を治定形と考えていたわけである。勿論彼にも誤りはあるし、芭蕉親撰の『続猿蓑』を 
尊重する立場も理はあるけれども、この書も元禄十一年の刊行までに、支考の私意に基づく改訂が全くなかつた保証 
はない。土芳が『続猿蓑』を参照しつつも、なお且つ r 灌仏や」を定案と考えた点は、尊重すべきだと思う。土芳の 
書き振りを見ると、彼は最初「ねはん会や」の形でおぼえていて、後に「灌仏や」とした真蹟を見つけたのであろう。 
『三冊子』を書いた時には、既に真蹟を見ていた答である。もとょりそれは、直ちに r 灌仏や」を治定形とする根拠 
にはならないが、土芳の考え方を否定する理由もないわけだから、ここでは r 灌仏や」を本位句としたい。 

解釈の傾向として、古注では「ねはん会や」を採るものが多く、新注では「灌仏や」に従うものが多い。両句案に 
ついて潁原博士が、 

……涅槃会と灌仏と、いづれが適切であるかと論ずれば、人にょつて説を異にするであらう。まづ一通りに解す 
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れば、老翁老媼が爪繰る珠数の音は、誕生よりも仏滅の方にふさはしく聞かれるが、さてまた灌仏に皺手を対照 
させた方が面白いとも見られる。随つて初案、後案についても、なほ問題を生ずべき余地がある。 (『新 講』) 

と述べられたのは、公平な見方といえよう。能勢朝次博士は、 

……「灌仏や」と初五を置きかへたのは、……句境が全然別個のものとなるのである。従つて、改められたのは 
初五文字に過ぎないが、全然別個の創作と見るべきものと思ふ。句境として両者を比較すれば、私は灌仏の方が 
すばらしいと感じる。老人が皺手を合せ珠数をすつて礼する対象が、涅槃会である時には、釈尊の涅槃のさまを 
画いた涅槃像となり、人天草木禽獣までが、愁をあらはし涙をたれて悲しむ入涅槃の気分と、老い衰へた老人の 
心細い将来とが、一色の色調となつてあまりにも配合の度が強すぎる傾がある。これを、釈尊誕生の灌仏の花祭 
りとする時は、その周囲の情調には、生誕.春•花等の陽気な明るさが漂ひ、参詣の子供の嘻々と遊戯する姿ま 
でが連想せられ、皺手に珠数をすつて拝んでゐる老婆の姿にも、無常感の哀れさの気分はさまで感ぜられないで、 
豊かなほほ袅ましい信心のさまが感じられる。即ち気分の色調が、微妙な調和と融合を遂げて、一句を香り高い 
ものたらしめるのである。従つて、「灌仏や」と初五を置きかへたのは、たしかに成功した改作といひ得ると思 
ふ。 (『三冊子評釈』) 

と説かれ、「灌仏や」の方が老人とそれとの対照的気分の上から、却つて微妙な表現効果を生ずることを強調された 
のは、至言と言つてよい。この句は、去来の「凉しくも野山にみつる念仏哉」(『続猿蓑』下)の句にも通ずる季感を持 
ち、凡作ではないと思う。加藤揪邨氏は、両案の句境の差異について、 

「三冊子」の伝える「涅槃会」から「灌仏」への改案がその通りであるとすると、今日の作句態度から見て、事 
実を無視したゆき方のようにとれよう。 ここが 今日の作句態度と芭蕉の作句態度との大きな差異の一つであつて、 
今日の写実的態度の尊重に対して芭蕉の場合は風雅の世界を生み出す ことが 主となるのである。(『芭蕉 全句』) 
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と指摘しておられる点は重要であろう。芭蕉の表現にも体験の裏付けはもとよりあるのだが、それが或る日或る時の 
特定の体験に限られるのではなく、それまでの複数のものが想起されて、それらを構成して風雅の詩境を打成する場 
合が多く、句の世界は特定の体験からは自由なのである。其処が近代以降の「写生」を基調にした表現態度とはちが 
うところで、芭蕉の句が一見写生のように見えても、「雪ちるや穗屋の薄の刈残し」 ( ml ) のように、想化の要素が 
大きく関与した例がある所以であり、紀行に於ける「虚構」の問題にもつながって行くのである。 

触 猿引は猿の 小袖を きぬた哉 (続有機海) 猿舞師.泊船集•今日の 昔. 蕉翁句集 

秋季(きぬた)。 

Bin 〇猿引「遠引き I 。猿に芸を演じさせる大道芸人。猿廻し。「これはらくぐわいにすまゐ致すさる引で御ざる」(狂言 r 猿座 
頭」) 「 sarufiqi .」 (『日葡辞書』)。〇猿の小袖 r 小袖」は本来、袖口を狭く仕立てた絹物の普段着をいう ( nl ) が、ここは猿の衣 
裳を戯れていったもので、「小」に小型の衣裳で あることを 利かせて いる。 〇きぬ た「 砧」 。織り 上げた布を小槌で打ち和らげる 
こと。月下に砧を打つ秋夜の情が和漢の伝統的な詩材となって いると ころから、秋の季語とされる。既出 (I ■等)。 
ia 砧の音が家々から聞えて来る秋の夜頃、猿廻しは猿に着せる小さな衣裳を、砧で打つことだろうよ。 

■ E ■『続有磯海』(浪化撰' 元禄十一年刊)初出の句で、『蕉翁句集』が元禄四年の部に入れている根拠は不明である。華 
雀の『色蕉句選』に、中七を「さるの小袖の」としているのも信じ難い。 

月下禱衣の趣は古くから詩歌の類に言い尽された感じであるが、ここに猿の小袖を砧にかけることを採り上げたの 
は新しい発見といえる。単なるおかしみにとどまらず、しがない「猿引」の生活や「猿」の身の上に対するやさしい 
眼ざしが感ぜられるのも取柄であって、 
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さる引の猿と世を経る秌の月 色蕉 
年に一斗の地子はかる也 去来 

という『猿蓑』市中の巻の付合を、発句で再演した趣がある。同じく『猿蓑』の巻頭句「初しぐれ猿も小簑をほしげ 
也」の「小簑」と、当面の句の「小袖」とも、猿に対する愛憐の情の表現として、通いあうものがあろう。こうした 
気分は、やはり俳諧ならではの境地である。 

⑽奈良七重七堂伽藍八重ざくら < 泊 船き 宇陀法師•蠢句集.—古今抄 
春季(八重ざくら)。 

i 〇奈良七重 「匕重」は、幾重もの垣をめぐらした宮居をいう。皇居は「九*2」というのが普通であるが、ここは「ハラ”、、 
へ」と同音を畳ね、且つ奈良が元明天皇の和銅三(七一 S 年以来、元正•聖武•孝謙 • 浮仁.称徳•光仁の七帝七十余年にわたっ 
て都だったことを利かせた表現と思われる。経文に極楽の荘厳を形容する語として屢見するという露伴説もある(『芭蕉俳句研究』)。 
「九重と有べきを、八重といはんれうに、七重とは置給へるや。即旧都の物ふかき体也」(杜哉『蒙引』)「七重八重こ、の袅とこそ 
思ひしにと袅さきいづる萩の花かな」(狂言「萩大名」)。 0七堂伽藍 「シチダゥガラン」。「伽藍」は「僧伽藍」の略で、僧院を意味 
する梵語の音訳。大規模な仏寺の具備すべき七種の堂宇、即ち塔.金堂•講堂•鐘楼•経蔵•僧房.食堂をいい、宗旨によっては 
堂宇の呼称•用途が異なることがある。ここは前の「七重」から「七堂伽藍」と続けた。「時宗様を御免あらば、七堂伽藍御建立 
の功徳も是にはよもまさじ」(『曾我扇 八景』 紋づくし ) rxichid o<garan. J (『日葡辞書』)。〇 八重ざくら 「八重桜」。奈良の 興 福寺境 
内にあった八重桜を指す。「一里は」 (m596 ) の句の条参照。「七重 J r 七堂」から「八重ざくら」と数を連ねた。「いにしへのならの 
都の八重桜けふ九重に匂ひぬるかな伊勢大輔△此歌より八重桜をよみそめたり。又今の都へも此時はじめてわたりける。徒然草 
云、八重桜は奈良の都にのみ有けるを、此比ぞ世におほくなり侍る也。砂石集云、 興 福寺の東円堂の前にあり。これらの説、皆八 
重なりしをいへり。八重は遅く咲也」(『滑稽雑談』) rYayenoscura. 」(『日葡辞書 fe 。 
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ia 奈良は七重の垣をめぐらした七代にわたる皇居。七堂伽藍の大寺院が多く、古歌に名高い八重桜もある。 

■ sa 『蕉翁句集』には貞享元年の部に収めているが、芭蕉生前の集には見えず、『泊船集』初出であって、年代を知 
るべき手掛りはない。 

志田義秀博士は『色蕉俳句の解釈と鑑賞』に於いて、この句が『大井川集』 ( 維舟撰、延宝二年刊)所収の元好の句 
r 奈良の京や七堂伽藍八重桜」の改作とすべきものとされ、改作者を色蕉とする確証もないと言われた。初出の『泊 
船集』の編輯態度が杜撰である上、それ以後この句を出した『宇陀法師』や『俳諧古今抄』の撰者許六•支考らが凡 
て e 蕉晚年の門人で『泊船集』に拠っての立言かと疑われること等も勘案の上での所説である。しかし、これらは何 
れも真作に非ずとする確証とは見難く、『泊船集』に収められたことが直ちに信憑性を疑わせる理由にはならない。 
土芳の『蕉翁句集』に見えることも、この句の信用を高めるものであろう。先行の類作は確かに問題ではあるが、色 
蕉には先行作を唯一語差し換えただけの「世にふるも更に宗祇のやどり哉」 (I ザ「ほと气きすなくや五尺のあやめ 
草」 ( Ivg ) 等の例があり、当面の句だけ除外するのは穏当ではあるまい。本書でも多くの注書と同様、真作として扱 
う所以である。なお、根拠は不明ながら、潷甘介我の『俳諧あやめ草』(天保十二年刊)に才麿作者説も見える。 

『宇陀法師』は「三段切」の例としてこの句を挙げており、一字もてにをはを用いずに、名詞のみを連ねて成って 
いることを、多くの古注が説いている。これらは一見して分る句の表現の特色であって、名詞を並べたところは、 
「梅若菜 まりこの 宿のと ろ、汁」 ¢£1)に類す ると もい えょう。 その内容 も、 「奈良七重」と同音を畳ねながら「七 
堂」へつなぎ、更に「八重ざくら」を呼び出したところ、工夫の存するところである。それにょって奈良の古い歴史、 
皇居や大寺院の荘厳さが思い浮び、それらを背景に八重桜が華やかに咲く春爛漫の趣が展開されるのである。『詞花 
集』卷一に見える前記伊勢大輔の古歌を心に置いていることはいうまでもなく、加藤锹邨氏が、 

上五が柔かく、中七が強く豪壮に、下五が優しく、また母音 a が九回も繰り返されて全体が音楽的な諧調を備え 
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ている。(『芭蕉全句 b 

と指摘された点で成功している。ただ、前記の元好の外、『続山井』に「名所や奈良は七堂八重桜」という如貞の句 
もあり、これらの先蹤作があって見れば、一句の新味は専ら快い諧調を持つ点のみということになろう。 

露沾公にて 

I 西行の菴もあらん花の庭 S 船き 

春季(花)。 

is 〇露沾公 r ti センコゥ」。内藤氏、名は義英。岩城平七万石の藩主内藤義泰(俳号風虎)の次男で、世子として下野守を称 
したが、天和二年二十八歳の時退身し、以後は専ら風月に遊んだ。父子共に俳名高く、芭蕉とも早くから交流がある。『笈の小文』 
や『おくのほそ道』の旅に餞別吟を贈り、その外にも交渉のあったことが知られている。享保十八(一七 B ) 年九月十四日岩城で歿 
した。享年七十九。 ( nl ) 参照。「公」は敬称。「露沾公にて余寒の当座」(『猿蓑』卷四、亀翁発句「春風に」前書)。〇西行の菴「西 
研の街」。「西行」は既出(1§前書等)。彼は花を愛したのでいう。「菴」は「庵」に同じ。〇花の庭「花」は、桜を指す。 

§ a この見事な花のお庭には、桜を愛した西行の庵でもありそうですな。 

I 蝶夢の 『 e 蕉翁発句集』に元禄六年作とする外、年代について徴すべき資料はない。 

江戸で露沾の住んだ内藤藩の屋敷は、麻布六本木にあったという。句は花盛りの大名屋敷の庭をほめた挨拶までで 
あるが、 

大名の庭など見て句作、景色悉く誉んと句作すれば、還而いやしく成 也。 心得有べし。西行法師は、桜に一入名 
高し。庭に瓦にて作れる西行を居たる、有ものなり。意味自得すべし。(東海呑吐『句解 b 
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という解は穏当である。古注以来、吉野山の西行庵 (I20J 、 n370 参照) と関連づける説が多く、名高い所 ゆえ 勿論それも 
考えてよいが、それだけに限定するいわれはなかろう。 

しづかならんと思けるころ、花見に人ミまうできたりければ、 

花見にとむれつ、人のくるのみぞあたらさくらのとがには有ける ( r 山家集』上) 

という歌によって脚色された謡曲「西行桜」も著名であって、これは京の西山にあった ことに なっており、 「都より 
此御庭の花を見たき由申して、これまでみな^^御いでにて候」ともある。 この 句の背景には、「西行桜」の趣も考 
えて然るべきである。 

卿松茸やかぶれた程は松の形 S 諧曾 s is 

秋季(松茸)。 

1 0松茸既出( VI )。〇かぶれた程は「かぶれる」は、他物の影響で茸の表面が変色するような状態をいう。「かぶれた」 
は口語調である。「程」は、この場合「様子」というほどの意。「春の野やいづれの草にかぶれけん尼羽紅」(『続猿蓑』下)。〇松の 
形「形」は、姿。 

ia 松茸は、そのかぶれた様子まで、松の姿にそっくりだ。 

■2 ■『誹諧曾我』 S 雪撰、元禄十二年刊)初出で、『蕉翁句集』は元禄五年の部に入れ、許六の『泊船集書入』に「いガ」 
と頭注があり、『句選年考』には或る行脚僧の言として、「松茸やしらぬ木の葉のへばり付」の句と同じく、伊賀山中 
の吟と伝えている。これら年代に関する所伝の根拠は、何れも明らかでない。 

句の内容については諸説がある。 
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松に笠松とて、かさのごとく葉を茂みたるあり。松茸も自然に松のすがたに生れ付たるかとならん。(東海呑吐『句 
解』) 

……松茸のかさのかぶさつたやうになつてゐる所が、松の木の形に似てゐるといふのぢや。彼の松の絵など書く 
ときに傘の如く書いたのがある……(内藤鳴雪『評釈』) 

等というのは、松茸の形を笠松に擬したというのであるが、「かぶれた程は」という句の表現に相応しくあるまい。 

其露の凝てその形をなす。……かぶれ殊に松皮の色をあらはすもの也。(杜哉『蒙引』) 

との説は、かぶれた部分の色が松の幹の皮の色に似ているというのであろうが、「松の形」はどうしても「姿」であ 
って、色とはちがう。また、『続々芭蕉俳句研究』に、 

……松茸の傘のところに一寸変色たところがある。それはこぼれ松葉の形であるといふのです。よくきのこの傘 
に木の葉がへばりついて、そこだけかぶれたやうに、葉の痕跡をのこしてゐるのがあります。(太田水穂 
松だけの傘にいささか松葉の痕跡を印してゐるのです。これは余談であるが、野州の唐沢山は松茸を多年将軍家 
へ献上するところであつたが、そこでは葵の紋のついた土器をその松茸の生えるところへ置く、すると松茸の傘 
へその紋形が印せられる。かぶれたほどは葵形である。(幸田露伴) 

等とある説は、精しく考えたもので一応首肯し得る。加藤揪邨•山本健吉両氏も、松葉の形にかぶれているとする見 
方である。しかし、それなら「かぶれたほどは松葉形」(『続々芭蕉俳句研究』和辻哲郎説)とあるべきだというのも一応の 
理であって、松の葉に限定せずに、 

松茸には傘や柄が傷んで変色している部分がよくある。その様子を、松の樹に青黒く苔がついたり、樹皮が剝げ 
たりするさまに思い寄せた。(今栄蔵氏『色蕉句集』) 

とする解は、筋が通っているといえよう。私は「松葉形」の意味を「松の形」といっても、咎め立てする程の瑕谨で 
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はないと思うが、〔大意；！は松全体の姿に擬したものとして解した。 

950 此寺は庭一盃のばせを哉— is 

秋季(ばせを)。 

H 〇此寺「此の寺」。〇庭 I 盃のばせを「庭 一！！の芭蕉」。庭の全面を覆うようにひろがった芭蕉の樹のさまをあらわす。「ば 
せを」は既出等)。「蕉 J の字音は「セゥ」が正しいが、中世以来「せを」という仮名遣が慣用化していた。「しよろ'^水に 
* のそよぐらん凡兆糸桜腹いつばひに咲にけり去来」(『猿蓑』卷五 ) 「Igrejani fitoga ippai maitta . 」(『日葡辞書』)。 
ia この寺は庭一ぱいに色蕉の葉が伸びひろがって、珍しい眺めだ。 

— 前の句と司じく『誹諧曾我』初出で、『蕉翁句集』は元禄五年の部に入れている。 

樹は一本でも数本でも、芭蕉の葉蔭に覆われてしまう程の庭は、そう広くはない。大寺の趣ではなく、市中の禅寺 
などの庭であろう。「庭一盃の」と俗語を用いて誇張した俳諧である。山本健吉氏は、芭蕉号にかけて「自分が芭蕉 
だから自分が大きな顔でのさばっている、という意味で、ユーモ ラスな ものを感じとっているのだ」 (『色蕉全発句』) と 
見ておられる。 

畫 賛 

557 物ほしや布袋の ふくろ月と 花 (旅袋) 

布袋の繪讚 
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物ほしや 袋のうちの 月と花 (統別座敷) I 蕉翁句集草稿.蕉翁句集 
雑。 

1〇物ほしや「物欲しや」。 「 Foxij.J (『日葡辞書』)。〇布袋のふくろ「布袋の St 」。 「布袋」は、九世紀から十世紀にかけて在 
世した中国後梁の高僧。太鼓腹の肥満体で、杖を携え、日用品を入れた袋を荷って、市中で吉凶や天候を占なったという。我が国 
では七福人の一人とされ、画像や彫像で親しまれた。「布袋の伯母見るやう」(『譬喩尽 t 。 〇月と花風雅を代表する季物。秋の月 
と春の花を連ねて、雑の扱いになる。 ( n £ 6 参照。 

布袋様の袋に詰まった月や花の風雅の材。それを思うと、そぞろ物欲しい気持に なること だ。 

■ sa 『蕉翁句集草稿』と『蕉翁句集』には「布袋画賛」と前書があり、『蕉翁句集』は元禄七年の部に入れている。 
句形については、『句集草稿』で土芳が『旅袋』(路健撰、元禄十二年刊)を参照しつつも、『続別座敷』(子珊撰、元禄十三年 
3に従っていることは留意すべきで、『旅袋』の句形は、中七から下五への続きが措辞不束かでもある。しかし、 
『旅袋』は『続別座敷』より一年早い初出である上に、 

此句古翁の遺稿なり。今見るも懐かしき記念なれば、巻の首に出し侍りぬ。 

と注して出しており、一概に杜撰とも言い切れない。布袋の名は出さなくとも分るし、「袋のうち」の方が分りやす 
いけれども、.『旅袋』の句形でも同じ内容のことを理解するのに手間はかからないと思う。私は初出として、『旅袋』 
の無造作な句形を尊重したいのである。 

蓼太の『芭蕉句解』に、 

烏丸光広卿黄葉集、指月布袋の讚に大空をさしたる指の先にこそ月雪花も秋の紅葉も。句意よく此哥にかよひ 
て無尽蔵の禅味といふべし。 

と指摘されて以来、古注には右の光広の歌を引くものが多い。布袋に風雅の種を結び付ける発想は確かに似ており、 
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此処から脱化して、袋の中に月と花が詰まっていると興じたと見てょかろう。「無尽蔵の禅味」かどうかは兎も角、 
俳諧の一興ではある。堀信夫氏は、 

清貧をもって知られる芭蕉が、いきなり「物ほしや」と切り出すところに意表をつく悪戯があり、さてその後で 
やおら「月と花」と数えあげる。その軽妙なトリックに、この句の面白さがある。(『新編日本古典文学全集.松尾芭蕉 
集1』) 

と鑑賞しておられる。 

(ブ3 

952 まとふどな犬ふみつけて猫の戀(茶の草子) 菊の道.焦翁句集草稿 
春季(猫の恋)。 

1^〇まとふどな犬「まとふどな」は、「全人な」で、実直•生真面目の意から、愚直•間抜けの意にもなる形容動詞。ここは 
口語調の俗語表現で、「まとふど」は「またうど」と書くべきところである。「またうどといふは、たはけの唐名成といへり」(『為 
愚痴物語』卷八) 「 Mat 6 do . J (『日葡辞書』)。〇ふみ つけて 「踏み付けて」。犬を踏み付けるのである。「つみすて ゞ 蹈付がたき若な 
哉路通」(『猿蓑』卷四 ) rFumit-ouqe , s , eta . 」 (『日葡辞書』)。〇 猫の 恋発情期の猫のさまをあらわす季語〇既出 ( lvg ) o 「猫の 
妻」 (I7i 、 IVg) 参照。 

1 a 間抜けな犬を踏み付けて、猫は恋に夢中だ。 

I 『蕉翁句集草稿 j には、 

此句、豊前の婦人紫白が菊の道と云集に、翁の句也と有。無覚束。仍而引句。 

とあり、『蕉翁句集』にも入っていない。しかし、『菊の道』(元禄十三年刊)ょり一年早い『茶の草子』(雪丸•桃先撰)に 
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初めて収められた句なので、強いて疑う理由はないと思う。但し、年代に関する古い資料は皆無である。 

元来犬はひとが善くて真面目、人間には従順で あるが、 猫は自己本位で勝手なところが ある。 恋に目のくらんだ猫 
が、 普段は恐れている犬でも、臥ている上を踏み付けて行ったという この 情景も、そういう犬猫のちがいを背景にし 
て見ると、一層面白い。踏まれて起き返った犬が、ぽかんとして猫の姿を見送っているさままで目に浮ぶょうで ある。 
自然其処には人の世のさまにも通ずるものがあり、真面目に読もうとする鑑賞も あるが、 目立つ俗語を使ったところ 
は、やはり興じた趣が中心であろう。談林期の作としても通ずる句柄で ある。 

あさくさ千里がもとにて 

953 苔汁の手ぎは見せけり淺黃椀 (茶の草子) 

春季(のり〇 

i 〇 あさくさ 「浅草」。東京都台東区東部の地名。江戸の町が拓ける前から、金龍山浅草寺(浅草の観音さま)の門前町があ 
った。〇千 里がもとにて 「千里が許にて」。「千里」は苗村氏。通称は粕屋甚四郎、或いは油屋喜右衛門とも伝えられる。大和葛 
城郡竹内村(現奈良県北葛城郡当麻町)の出身で、貞享元年秋『野ざらし紀行』の旅では、その故郷の村まで芭蕉に同行した。当 
面の前書にょって、江戸では浅草に住んでいたことが知られる。享保元(一七一六)年七月十八日残、享年六十九。 ( 1 / 96 ) 参照。〇苔 
汁 「ノリジル J 。 海藻の「のり」を実にした汁。『寛永料理集』に「甘苔、ひやじる、あぶりさかな、浅草の り」 と見え、のりは 
地元の名産であった。但し「浅草のり」の名の由来は、浅草辺の隅田川で養殖したからとも、浅草寺境内で売ったからともいわれ 
て確かでない。「のり」は「海苔」の字を宛てるが、省略して「苔」だけでも慣用された。既出(==1)。「浅草海苔名物也。…… 
品川海苔を隅田川の水にてさらし、乾しのりにしたる也。然るに近来は、干場は紺屋の張場となり、海苔の乾す場所見えず。され 
ば品川にて仕立たるを取寄るごとくおもふ」(『飛鳥川』)。〇 手ぎは見せけリ 「手際見せけり」。「手ぎは」は、技術の上手さ、腕前。 
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料理の出来を褒めたのである。「かはらけの手ぎは見せばや菊の花其角」(『あら野』卷四) 「Teguiuano yoi, 一, varui saicu. J (『日 
葡辞書』)。〇浅黄惋「アサギヮン J。 黒い漆塗りの上に浅葱色または紅白の漆で花鳥などの模様を描いた椀。「薄浅黄」(VI)参照。 
「二条南北新町所 x 製謂こ標椀—〇里 i 上以 n 縹色丼赤白之漆|画，一花鳥こ(『雍州府志』卷七)「梅が香や客の鼻には浅黄わん許六」 
(『記念題』) 「Asagui.」「van. Tamabuchinoaruuoyc'nari.J (『日葡辞書』)。 

laja 色合のよい浅黄椀に盛って、浅草に相応しい海苔汁は、まことに結構なおもてなし。料理の腕を見せましたな。 
■31 年代に関する手掛りが全くない句である。貞享元年またはそれ以前とする見方は、千里が野ざらしの旅に同行 
したことを考慮するのであろぅが、それだけでは根拠薄弱であろぅ。 

千里に招かれてもてなしを謝した挨拶の句である。浅草名産の海苔汁を取上げたのは俳味も十分で、賞翫の意は器 
物にも及んでいる。 

外の汁は包丁人の手際を見するが、この汁は浅黄椀が手際をみするとの曲なり。(杜哉『蒙引』) 

と解しては良くない。また千里自身が料理したと見るにも及ばぬことで、もてなしに出た料理を褒めれば、それが亭 
主への挨拶になるのである。『猿蓑』巻五に収める歌仙鳶の羽の巻の付合、 

芙蓉のはなのはらくとちる 史邦 
吸物は先出来されしすいぜんじ 芭蕉 

を想わせる句柄であって、熊本産の水前寺海苔は川海苔であるが、これまた吸物の実として用いられたのを賞した趣 
向であった。 

脱なに喰て小家は秋の柳蔭(茶の草子) 
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秋季。 

H 〇なに喰て 「何喰うて」。「喰ひて」ともよめる。「象潟や料理何くふ神祭 曾 良」(『おくのほそ道』)。 〇小家 「コィへ」。「門 
前の小家もあそぶ冬至哉凡兆」(『猿蓑』卷一) 「 coiye . 1, X 6 qe .」 (『日葡辞書』)。 〇柳蔭 「ヤナギヵゲ」。柳の木蔭。「池に鵝なし 
仮名書習ふ柳陰素堂」(『あら野』巻二)。 

laa 葉の散りそめた秋の柳の木蔭に、ささやかな家が見える。あの家に住む人は、一体何を食べて生きているのだ 
ろう。 

■ E ■年代不明。葉の散りそめた秋の柳には、そこはかとない侘しさが漂う。そういう柳の立つ川のほとりの堤下な 
どに、ひっそりとある小家を見て、其処に住む人の生活を思い遣ったのである。「なに喰うて生くるぞ」という眩き 
を言い残した形で、取立てて趣向も技巧もないだけに、却ってしみじみとした人生の寂寥感が句の世界をひたしてい 
る。 

この心のたどりゆく筋には、生きてゆくことのあわれさを深く感じているところが見える。「何嗅うて」とい 
うこの発想の性格から見て、初期や中期のものではないようである。いうまでもなく、「何 It うて」は決して小 
家の生活を蔑んだものではない。「秋深き隣は何をする人ぞ」に一脈通うものがあるようだ。因みに蕪村にも 
「讽や何に世渡る家五軒」の作がある。(『色蕉全句』) 

という加藤楸邨氏の所説を玩味したい。 

955むめが香に追もどさる^'寒さかな(荒小田) 

春季(むめが香)。 
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1 0むめが香「梅が香」。「梅」を「むめ」と表記した例は既出？§)。〇追もどさる-「逆ひ戻さる、 , -〇ここは、一旦去っ 
た寒さが再び戻って来たのを、「むめが香」に追われて戻って来たように言い做したのであろう。「もし腹を立てたならば、売僧で 
ござらうによつて、追戻いてやりませうが」(狂言「腹不立匕「20ユ0>5.,811,2.2'.」(『日葡辞書』)。〇寒さ本来は冬の季語ながら、 
ここでは「むめが香」との関係や「もどさるとあるのによって、余寒の意になる。 

31 寒の戻りの寒さの中で、梅の花が馥郁と匂っている。まるで梅の香りに寒さが追い戻されて来たようだ。 
i 『荒小田』(舎羅撰、元禄十四年刊)以外に芭蕉と同時代の書には見えない句である。 

「追もどさる k 寒さ」は余寒を意味するものと見て、一応右のように解したが、「むめが香」が冬の物ならば兎も角、 
春の物に「追もどさる ゞ 」とは納得が行かない。その為か、 

あるいは、「梅が香にのつと日の出る山路かな」が定着するまでの一過程を示す作と見うるかもしれない。…… 
「梅が香に」は、ここに小休止を置いて読むべきであろう。……梅が香によって追いもどされる、梅が香のとこ 
ろに追いもどされるなどの意ではなく、「追ひもどさるる」は直接「寒さ」を修飾し、寒さが追いもどされるの 
意であろう。ただし、梅が香に誘い出されたものの、余寒のきびしさのために、追いもどされるように家にもど 
った、と解されなくはない。(加藤揪邨氏 i 蕉全句』) 

余寒の厳しい早春、梅の花の香が匂ってくると、さすがに春めいた感覚で、寒さが追戻されるような感じがする 
というのである。単純すぎて只事に近い。(山本健吉氏『色蕉全発句』) 

余寒の頃は、暖かさも一進一退を繰り返しながらやってくる。その寒さのぶり返すことを、冴え返るという。そ 
の逆に寒さが後退することを「追もどさる、」と言い立てたものであろう。(『新編日本古典文学全集•松尾色蕉集1』堀 
信夫氏} 

等、異説が多い。要するに言いおおせない不束かな句であって、芭蕉は捨てたものを、歿後になって拾い上げた句な 
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のである。 

山 家 

鸛の巢に嵐の外の さくら 哉 (焦尾琴) ぁくた川 
山家 

靄の巢のあらしの外の櫻哉 <蕉翁句集) 

爾の巢にあらしの外のさくらかな S 尾5 
春季(さくら)。 

i 〇山家「ャマガ」。山中の家。ここは隠者の住居などであろう。既出 (1 222 前書)。◦鸛の巣 「 ttiJ は、 こうのと り。その巣 
は季を持たない。既出 ( nl )。 〇嵐の外のさくら「嵐の外の桜」。荒い風にもさらされずに、その影響の局外に桜がある ことを 
いう。 

ESE 9 この山家のあたりには、高い樹上にこうのとりが巣を作り、荒い風にもさらされずに、桜がひっそりと咲いて 
いる。まことに閑静なお住居だ。 

■ a ■『焦尾琴』(其角撰、元禄十四年刊)初出の句で、『蕉翁句集』が元禄二年の部に入れている根拠は明らかでない。そ 
れょりも、貞享四年の『続虚栗』(其角撰)所収の r 鸛の巣もみらる、花の葉越哉」 ( nl ) の句が、当面の 句と 題材•表 
現が共通しており、右の句の別案とする見方は、かなり有力であろう。「鶴」を「露」(鶴)とした異形は明らかな誤 
写で信ずるに足らず、「巣の」 (『蕉翁句集』) も措辞整わないから、問題にならぬ。 

古注には句の内容を精確に把握した解が殆んどない。漸く幸田露伴の左の解に至って、定説を得たょうである。即 
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ち、 

鸛の巣が空高い梢にある。そこに松風が声を立てて ゐる 。さくらの花はその嵐をよそにおほどかに咲いて ゐ る。 
鶴の巣に吹いて ゐる 松の嵐の外に…… とい ふので ある。 「嵐の外」は一句の眼で ある。 おそろしい 使ひ 方で ある。 
何とも云へないよい心持の句である。……鸛は鸛づると云つて矢張り鶴に大抵肖たものですが、私は鶴とあつて 
も e づると解したい位におもつて居ます。(『続々 芭蕉俳句研究』} 

とあるが、松は句の表には出ておらず、松に鶴といつた画の趣を考えているのであろう。鸛の巣が桜以外の樹上にあ 
るのか、或いは桜の梢にその巣があるのかは、何れでも通ずる。 r 嵐の外の」 という 表現によつて、世外の隠者への 
挨拶の気持を籠めているのである。 

コゥノトリが巣をかけるほどの木といえば桜の大木である。芭蕉はある人を山家に訪ねて、コゥノトリが梢に 
巣くつた桜の古木を見た。それが人に知られず静かに咲きみちているさまに、浮世の外に静かな境涯をおくつて 
いる主のさまをふくめて「嵐の外の」といつた。山家に隠棲している主への挨拶句である。 (『 e 蕉全発句』) 

という山本健吉氏の解も良く、これは鸛の巣が桜の梢頭にあるものと見ている。 

957 聲よくばうたはふものを さく. ら散 < 砂燕) ■ 

聲よくばうた はむものを 櫻ちる(鹿島紀行附録) 

春季 (さくら 散)。 

i 〇声よくば 「声 S " くば」。「ば」は仮定条件をあらわすが、謡曲では「よくは」と濁らないところから、ここもそれに倣つて 
「は」とよむ説もある。しかし「うたはふ」が口語的な言い方だから、 r ば」でよいであろう。〇 うたはふものを 「 il はうものを」。 
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「うたふ」はこの場合、謡曲の詞章をうたう意。 < n ¥ 刖書)参照。「ふ」は、口語の意志の助動詞「う」の慣用表記である。既出 
(I 观、 n 360) 。「ものを」は、口語の「のに」に 相当す る 逆接 表現で、詠嘆の気持を含み、ここで切れる。既出 ( W 750)。 〇 さくら散 
「桜散る」。「ちるはな」 ( vg ) 参照。「春めくや人さまの伊勢まいり荷兮桜ちる中馬ながく連重五」(『はるの日』)。 
BSIEI 声が良ければ、謡 y ひ fffit うたうのにな あ。桜が散る風情は何ともい えない。 

■ E ■幕末期の『芭蕉翁真蹟拾遺』(大虫編)には、『笈の小文』の旅中吟等を十二句列記した小築菴春湖蔵の真蹟中の 
句として当面の句があり、貞享五年の吉野の花見に際しては、「はなのかげうたひに似たるた び§」〒365 )「扇にて 
酒くむかげやちる桜」？ 1 ) 等の句もあった。従って貞享五年春の 作と 見る説は有力ではあるが、真蹟の所在が 明ら 
かでないので、原物の出現するまで決定的なことは言えない。『鹿島紀行附録』の句形は、「うたはむ」と標準的な表 
現にしただけで、内容に変りはないから、『砂燕』 {寸虎 撰、 元禄十四年刊)等、 古い資料に見える句形を本位句と すべき 
である。 

花に興ずる趣を口語風の表現に託した即興句で、「胸懐を丸出しに且つ無邪気に叙した所は 一寸面白い」(内 藤 鳴雪 
『評釈』)と言うまでのものである。色蒸も花見の席で御機嫌になると、謡曲の一節を謡うことがあった (vgo 

95 S 春雨や養吹かえす川柳 <» s * 

春季(春雨.川柳)。 

1 0 簑吹かえす川柳 「截4<きルす船術」。川辺の^ i 柳に風が吹いて、あたりを行く人の着た蓑を、柳の枝が吹き返すょうに 
見えるさまである。「かえす」は「かへす」の仮名ちがい。「猪に吹かへさる k ともし かな正秀 」 (『猿 蓑』巻二) 「時^-は水にか 
ちけり川やなぎ意元」(『続猿養』下) 「^ IKlicayexi , su , eita . 」(『日葡辞書』)。 
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saia 春雨がしとしとと降る。風に吹かれた川辺の枝垂柳の枝が、道行く人の蓑を吹き返していることよ。 

—『裸麦』(曾米撰、元禄十四年刊)初出の句。『蕉翁句集』が元禄七年の部に入れた根拠は詳らかでない。 

古注には、 

岸根にづいと芽出せる柳の、みの毛さか立に似たるをいへり。雨に蓑、縁あり。猶、蓑立のよそほひも思ひやら 
れぬ。(杜哉『蒙引』) 

という風に、柳の芽を蓑毛にたとえたという見方もあるが、無理な解釈であろう。これは春雨に風も加わった荒模様 
の川辺の景色を描いた句で、 

春の雨が降って居る川端などの景で、川風が吹くので柳の枝が其風の方向に吹かれて居る、そこへ蓑を着て居る 
人が通ると、此柳の枝が其蓑に触れる、風に吹き返されて居る蓑が、こちらから見ると恰も柳の枝の為に吹返さ 
れて居るかの様に見える、換言すれば蓑が柳の枝に吹返されて居ると云ふ事で、作者の客観景に主観を交へて叙 
したもの……(『芭蕉句集講義』牧野望東) 

と解すべきである。宛かも柳の枝が人の着た蓑を吹き返すかのように言い做したのが趣向であって、無理な表現とい 
う見方もあるが、風を直接言わずに「吹く」で風を思わせることは珍しくなく、この句にしても、内容を把握するの 
にさして手間は掛らない。墨絵などに有りそうな景色で、*村にも「筏士の蓑やあらしの花ごろ も」 の句があるよう 
に、蓑を着た人は舟上にある船頭であってもよかろう。これはこれで まとまった 句と見られ、未成品ではないが、柳 
の枝が蓑を吹くように言った趣向はやはりわざとらしく、佳句とは言えない。 

腳葉にそむく椿や花のよそ、し(放鳥集) 
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春季(椿 o 

H 〇 葉にそむく椿や 「椿」の花が、葉とは別の方向を向いて咲いているさまを「そむく」といつた。「や」は詠嘆の切字。 
「椿」は既出 ilo 「腹いたむとて返事もせず、そむきて寝入ば」(『好色一代女』卷二)。〇 よそ 心「外心」。冷淡なよそよそしい 
気持。男の浮気心などをいう場合が多い。「雨のふる夜にたがぬれてこぞの、たそとおしやるはよそ心」(『竹斎』上)。 

ai 葉と別の方向を向いて咲く椿の花よ。さしずめ花がつれない気持を抱いているといつたところだ。 

■3 ■年代不明。『放鳥集』(晚柳撰、元禄十四年刊)には、 

此句、武陵のコ斎が、うらめしやあちら向たる花椿といふ先作 ありと 門人何某がいひて、捨玉ふとかや承侍れど、 
そのかみなつかしく、こ ゞ にしるし侍る。 

と注して出している。コ斎は其角と親しく、芭蕉とも交渉のあつた江戸の俳人であるが、その句との等類をさる門人 
から指摘されたのが何時のことだつたか、徴すべき資料がない。 

句は、椿の花の咲き具合を「よそ心」と擬人化して興じたまでである。即ち、 

一本の椿があつて、花は花で咲いてゐる、葉は葉で茂つてゐる、花と葉が何となく関係を持たずに、互ひに余所 
々々しく即ち余所心でゐるといふのを修辞上斯く花の方より言葉を立てたので、即ち葉に背く椿の木よ其花は葉 
に対して全く余所心でゐるといつたのである。実際椿には個様な趣があるといへばあるやうぢや。(内藤鳴雪『評 
釈』) 

と解するのが穏当であろう。花の落ちるさまと見る説もあるが、 

椿の花を花瓶に入れようとして見ると、此の句はよくわかる。椿の花といふものは葉と花の調子がよく合はない 
ものである。(『続芭蕉俳句研究』幸田露伴) 

という説を参照すれば、落ちる時でないことは明らかである。椿の花について一種の発見ではあるが、「よそ心」に 
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見立てたところは、やはり遊びの気分が強く、物の本質に観入する底の作ではない。 

960別ればや笠手に提て夏羽織(白馬) 

夏季(夏羽織)。 

1^〇別ればや「ばや」は、一見自己の意志をあらわす助詞の如くであるが、それでは中七以下とのつながりが木に竹を継いだ 
ようになってしまう。ここは今栄蔵氏の『芭蕉句集』のように「別れ端や」として、「別れ際」の意にとるのがよい。「別れ端やお 
もひ出すべき田植哥傘下」(閏五月廿一日付曾良宛芭蕉書簡)。〇笠手に提て「笠手に提げて」。見送りの人々に挨拶する為に、ま 
だ笠をかぶらずにいるのである。「手に提ぐ」は既出 ( Ig )。 〇夏羽織「ナッパオリ」。鋁•紗など薄地の布を用いた夏用の^?が 
羽織。「羽織」は既出( I 加等)。「柿染の夏羽織、袖の鼠喰を見えぬやうに11を!{『日本永代蔵』卷五ノ三)。 
ia 旅立ちの別れ際に、笠は脱いで手に提げ、夏羽織をきちんと身につけて、見送りの人々に挨拶することだ。 
i 『白馬』(洒堂.正秀撰' 元禄十五年刊)初出の句で、年代を知るべき手掛りは何もない。 

何丸の『句解大成』に「留別」と前書があるのは、何に拠ったものか明らかではないが、句境は正にそうした場合 
とすべきであろう。私が初五を「別れ端」と取るのは、中七以下が別れようとする e 蒸自身の姿の客観描写であって、 
それに対して上に「別ればや」と意士心をあらわす表現を冠するのは、ちぐはぐな感じを免れないからである。ここは 
平凡でも「別れ端」として、客観描写で一貫しないと、仕上りが不束かになると思う。ただ思いつく ままの 言い捨て 
であったろうから、出来は平凡でも仕方がない。 

之れも人人へ挨拶の句である。それ故に「手に さげて」 で無ければならない。此の句が礼儀めいてゐるのも 当然 
のこと である。見送りの人人に 対して「さあ これで 別れよう……」と 笠を手に さげて 挨拶を して ゐ るこくめ いな 
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ところが見える。此の羽織なども今の時代のやうに美麗なものでは勿論無い。「手に持ちて」にすると、だらり 
としたものになる。これから夏羽織はぬいでしまひ、笠はいただくのである。(『色蕉俳句研究』幸田露伴) 

という 見方は、 r ば や」 を意志としての説であるが、その点を除いては、 よく 句情を解し得ている。俗用の「夏羽織」 
を芭蕉が着るのに疑問を挿む説もあるが、露伴の 言うよう に、必ずしも美麗上等な物とは限らず、旅中何かの時の用 
意に携えることもあったのであろう。別れ際の礼儀にそれを着込んで、発途の後は脱いで畳み、荷物の中に入れるの 
である。挨拶の時に羽織を着、被り物を取るところに、律儀実直なこの人の性分が見える。 

96 /秋海棠西瓜の色に唉にけり(東西夜話) 1鉢.冬紅葉 
秋季(秋海棠•西瓜)。 

n 〇秋海棠 r シゥヵィダゥ」。秋海棠科の多年草。茎は六十センチ位、初秋から花梗を出して淡紅色の美しい花を開く。「大和 
本草云、寛永年中、中華より初て長崎に来る。其花色海棠に似たり。其葉左に顧る有、右に顧る有。他草に異也。……六七月花を 
開く。日を畏る。陰地に可 X 栽。七月に竹を立、功くべし」(『滑稽雑談 t 「手拭に紅のつきてや秋海棠(支考ご(『東西夜話』中) 
「 caido<.J (『日葡辞書』)。0西瓜の色に咲にけり 「 iffii の色に咲きにけり」。秋海棠の淡紅色の花を西瓜の実の色に譬えて興じた表 
現である。 r , 瓜のたち売は、行燈の朱を奪ふ事を憎」(『根無草』巻四) rsuiqua . J (『日葡辞書 fe 。 
la 秋海棠の花が、西瓜の実の色に咲いていることよ。 

1 『正風彦根鉢』(許六撰、正徳二年刊)には「画賛」と前書がある。句の初出する『東西夜話』(支考著、元禄十五年)に 
は、句の成立について、支考の左のような記事が見える。 

先師むかし湖南の曲翠亭におはして、是も水鉢のあたりに此花の咲て侍りしを、此もの殊に句のあるまじき花な 
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りとて、秋海棠西瓜の色に咲にけりといひ捨られしが、誠に花の色は、洗は V 落ぬべき也。 

恐らく支考は芭蕉の句作の時同席していたと思われ、この記事は信じてよいものであろう。支考が入門して以後、芭 
蕉が初秋に膳所あたりに居たのは、元禄三、四、七の三箇年であって、このうち三年は曲翠が東下在府中だった。従 
って句の成立年次は元禄四年か七年ということになるが、今何れかに決定し得る資料は見当らないので、姑く年代不 
明と する。なお、「画賛」 という 前書は『東西夜話』の記事と矛盾す るよう に見えるが、句が成った後、自画賛など 
に仕立てたとすれば、問題は解消しよう。 

秋海棠と西瓜と、随分感じのちがうものを、ただ色という一点で結び付けて興じている。しかもそれは理窟ではな 
く、感覚的な連想に拠っており、一息にずばりと言ったところに爽快感がある。即興の佳句といってよかろう。秋海 
棠は前に引いた記事にあるように、寛永年中長崎に舶載されたといわれ、西瓜については、『本朝世事談綺』(菊岡沾涼 
著' 享保十九年刊)に、 

寛永年中琉球より薩摩へわたる。慶安の頃漸長崎にあり。……承応年中藤堂家の呉服所菱屋某、長崎にて此種を 
求め、勢州律に至て太守にささぐ。則其者の第宅に種さしむ。はなはだ出来たり。此種粗近国にありといへども、 
いまだ狭し。人又あやしみて食せず。寛文延宝の間、長崎より大坂へつたへ、京江戸に広まりて今さかんなり。 

とある。既に慶長の『日葡辞書』に「西瓜」の語が見え、『去来抄』同門評の「猪の鼻ぐすつかす西瓜かな」の句の 
条に は、 

去来日、退ておもふに、この比いまだ上方西瓜珍し。正秀もめづらしとおもふ心より、猪のあやしみたる卜は風 
情聞出せり。予は西国生にて、西瓜も瓜茄子の如し。 

とある程だから、九州では珍しくなくとも、上方や江戸では珍しいものだったようである。秋海棠と西瓜は、共に在 
来種でなく、新渡の珍しさという点で、通い合う感じがあったのかも知れない。西瓜より一足早く秋海棠が花をつけ 
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る点に着目した見方もある。 

娜朝な手習す\むきり^^す(入日記) 

秋季(きり^-す)。 

i 〇朝なく 「朝な朝な J 。 朝ごとに、毎朝、の意の副詞。「朝な夕な」 ( D 267 前書)参照。「野辺ちかくいへゐしせればうぐひ 
すのなくなるこ表はあさな^^きく」(『古今集』卷一、よみ人しらず ) 「Asana asana.J (『日葡辞書』)。 〇手習す、む 「手習進む」。 
書蹟稽古の技が進む意であろう。「す》む」で切れる。「手習ふ」 (1 727 ) 参照。「手習ひは坂に車を押す如し油断をすればあとにも 
どるぞ」(『松屋筆記』七十七ノニ十八)「せむるものは、その地に足をすへがたく、一歩自然に進む理也」(『三冊子』赤雙紙) 

「 Tenarai .」「 susumi , u , unda .」 (『日葡辞書』)。 

HE 3 毎朝々々手習に励んで技が進んで行く。「筆つ虫」の名のあるこおろぎが鳴く頃にもなったことだ。 

I 竿 ft 不明の句で、『入日記』 (雲 鈴撰、 元禄十六年刊) には、元禄十三年に撰者が佐渡の俳人汎鶴に与えた芭蕉真蹟と 
して出している。 

「す ゞ む」を他動にとるか自動にとるかで解釈がちがって来る。他動にとれば、 

暁方の きり 〔す〕を咏じたので、毎朝々々人に手習をせよと勧むる如く鳴く ァノきり すよ、といふので、 
きり すの朝の声の清しく引立ちて人の惰眠を破る如き趣は何となく人の業務を励ますかにも思はれるもので 
ある。殊に読書と言はず手習と言つたのは頗る朝の心持に善くかなつてゐる。(内藤鳴雪『評釈』) 

というような 解に なろう。 但し、右の説は「す k む」を直ちに 「きり す」にかけている ようで あるが、「す ゞ む」 
で 切れる と 見た方が良い。また他動にとれば、 
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毎朝毎朝、自分ながら手習に精が出るやうな気候になつた、机のほとりに鳴いてゐるきり'^•すの声も身に沁み 
るやうだ。(获原井泉水『色蕉読本 J 1) 

という意になる。他動説は「きりす」との関係が論理的ながら、面白さが何もないのに対して、自動説は詩興は 
まさるが、下五が取って付けたようである。何れも一長一短で決定的なことは言えないが、姑く「す、む」を自動と 
見て解しておく。 

963 煩へ ば餅を も 唆はず桃の 花-夜話狂) iA 

煩へば餅はくはじも、の花(蕉翁，— 

煩へば餅こそ唤はねも、の花 S 蕉句選— 

春季(桃の花)。 

1〇煩へば餅をも喰はず「把へば餅をも喰はず」。病臥しているので、草餅も食べずにいる、の意。「煩ふ」は既出？ S 52 )。 
「ば」は、理由をあらわす言い方である。「餅」は、「桃の花」との関係で、ここでは雛祭に食べる「草餅. Ig'IVg) を指す。 
「よもぎのあも(注、餅)つく事は。からの文にもあめると見ゆれば、-をんぞろか(注、勿論)是もけふの題なり」(『山之井』)。〇桃 
の花三月三日の上巳の節供(雛祭)をいう。春の季語。既出(1观)。「昼舟に乗るやふしみの桃の花桃隣」(『炭*』上)。 
ia 桃の花咲く上巳の節供だが、病臥しているので、草餅も食べずに居る。 

— 『夜話圧』(宇中撰、元禄十六年刊)初出の句で、同書には「是はばせを翁の句なるよし、ある人の仰せられしか」と、 
伝聞による採録であることをことわっている。しかし、句形を異にしながらも『蕉翁句集』に入っているから、信憑 
性は十分であろう。『句集』と『色蕉句選拾遺』が貞享三年の成立としているのは、病み上りの吟とされる「観音の 
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いらかみやりつ花の雲」… 256 )と同じ頃と見た故か。それだけでは根拠薄弱であつて、外に年代を知るべき手掛りは 
なぃ。 

病臥中の即興句で、草餅も食べずに、ただ桃の花を眺め暮らしているというまでであろう。餅を食べないのは、食 
欲がないのか、不消化だからか、その辺は余り證索したくない。ただうつらうつらと花を眺めているさまに、病中の 
けだるい気分が感ぜられ、「花ょり団子」の諺の連想が、ほのかな笑いを誘う。それを、 

句面はをかしくいひ給へれど、死すとも風雅は休せじとの素志みゆ。(杜哉 f 蒙引 JD 

病に沈て餅は咽へ通らねども、桃の花を水に浸して服す。是又飲食の差別はなしと見破り玉ふ。(何丸『句解大成 fe 
などと解しては、ひいきの引き倒しである。潁原博士が『夜話狂』等の句形に拠りつつ、 

折からわづらつて居るので草の餅も食へない。だが桃の花だけはゆつくり眺められるといふので あらう。 それだ 
と「餅こそ食はね」と言つた方が、句意がはつきりする。 (『新講』) 

と言われたのも尤もではあるが、『句選拾遺』の形では余りに露骨であろう。加藤揪邨氏の『芭蕉全句』では『蕉翁 
句集』の所伝を採り、 

……食慾がないので、草餅の時節だがそれは食べないでおこう。しかし、桃の花だけはしみじみ見る ことにしょ 
う」という意。……軽い即興の句として味わうべきである。「餅をも食はず」は「折角の餅さえも食わない」の 
意に近く、「餅こそ食はね」という形だと、はつきり「餅を食わない。けれども」という傾きをもつことになる。 
と解している。「餅はくは じ」 の場合、「餅」は「モチヒ J と訓むべきこと言うまでもない。 

三句形何れも拠る所が明らかでないが、非として却ける理由も見当らぬ。就中「餅をも喰はず」は、一見ぼんやり 
した感じであるが、病中の懶い気分にも叶い、 おつとり として感じが良いと思う。初出でもある この 句形を本位句と 
した所以である。「餅 こそ 喰はね」^^「餅はくはじ」^>「餅をも喰はず」の順に推敲されたのかも知れない。 
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脱日にか乂る雲やしばしのわたりどり養集) 

日にか\る影やしばしのわたり鳥 S 船 集書入) 

目にか、る雲やしばしの渡り鳥 <蕉翁句集) 

秋季(わたりどり ° 

〇日 にか、る雲や 渡り鳥の大群が太陽を遮って空を行くさまを「日に齡る雲」といった。「や」は詠嘆の切字。〇 しばし 
r 暫し」。鳥の影が陽光を遮るのも、暫らくの間なのである。〇わた y どり 「渡り鳥」。季節的に海を越えて移動する候鳥。移動は 
春秋の両季に行われるが、春の渡りは北へ帰るものも南から来るものも、集団になることはないという。これに対して秋の渡りは、 
シベリアやカムチャツカ方面から、賴.真鶸などの大群が飛来し、内地を移動する椋鳥.鹎も、雲と見紛う何万という群れが南下 
する。秋の渡り鳥は目立つところから、秋季とされたようである。「小鳥渡る秌也。小鳥と斗は雑也。色鳥と云も秌也。小鳥ど 
もの事也」(『御傘』)「近頃、小鳥と計も秋に用ゆる。句作によるべし。唯、鳥渡るも秋か。可 K 考」(『滑稽雑談』)「故郷も今はかり 
寝や渡鳥去来」(『今日の昔』)。 

nup 渡り鳥の大群が、暫らくの間日ざしを遮って空を渡って行く。まるで太陽にかかる雲のようだなあ。 

■ E ■初出の『渡鳥集』(卯七.去来撰、宝永元年刊)の巻頭にある支考の「贈芭蕉翁御句文」に、 

十里亭の何がし撰集の望み有。其名を渡り鳥とかいふなるよし。先師に此句有て、西花坊が笈の中に久しくかく 
し置ける。此度此名の相あへる事の尊とければ、贈りて此集の歓に備へける。 

とあり、この集の名に因んで支考の手許にあった色蕉の句を贈ったことが知られる。ただ成立年代については何も触 
れておらず、『蕉翁句集』が元禄七年の部に入れた根拠も明らかでない。その句形「目にか X る」 は 「日」 の誤写で 
あるべく、『泊船集書入』の句形も所拠不明で、初出の句形が最も信憑性が高い。 
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古注から近代に至るまで、「目にか、 る」 の句形を採つて、解釈に苦しんでいる。潁原博士が、 

『句選拾遺』に「めに」とあるのは、日を目と見誤つた杜撰であらう。然るに最近の句集•全集類に至るまで、 
すべてその誤りを襲うて居るのは、『渡鳥集』の原拠に全く気づかなかつた為である。…… 

渡鳥が群をなして飛去り飛来る時、遠く之を望めば全く雲かと誤またれる。鳥雲•鳥曇り等の語がある所以で 
ある。句は渡鳥の一団がしばし雲の如く天日を覆うたさまである。日に翳した雲かと思へば、暫しの間ですぐ晴 
れてしまつた。あ\渡鳥だつたのだ。 さう いつた表現である。(『新 講』) 

と述べられた説で、初めて明解を得た。加藤楸邨氏は、それでは面白さが乏しいとして、 

「日の面に薄々と雲がかかる、そのしばらくの間を、高い空を渡る渡り鳥の群れが見えて来る」という意。…… 
日が翳つたしばらくの間は見えていた渡り鳥が、雲が流れ去ると、まぶしさのうちに、空の蒼さに溶け込んでふ 
たたび見えなくなつてしまう、そういう微妙なところをとらえている作であろう。(『色 蕉全句』) 

と解しておられるが、日が翳つた間は見えていたというのは却つて分りにくく、渡り鳥の大群が空を覆うて移動する 
大景の力には及ばないと思う。やはり潁原博士の解に従うべきであろう。揪邨氏は『色蕉講座』発句篇の時代から右 
の解であつたが、 

……「渡り鳥」の行方を見送つてゐる芭蕉の目付が感ぜられるのは私だけではあるまい。 

此の秋は何で年ょる雲に鳥 
の句が思ひ合はされてくるのである。(『芭蕉講座』発句篇 E ) 

という鑑賞は優れている。切字を上に置いて、「しばしのわたりどり」と言い納めた表現が、そうした余韻を感じさ 
せるのである。 
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® 水亭影待に 

965雨折^^思ふ事なき早苗哉(木言§ 蕉11.1菊 
夏季(早苗)。 

I 〇岱水亭「タィスヰティ」。岱水は深川住の蕉門俳人。既出 ( Ivg )。 〇影待「ヵゲマチ」。正月•五月•九月の吉日に、知 
友を集め徹夜して日の出を拝する行事。近世には宗教的な意味は稀薄になつて遊楽化した。既出 ( Ivg )。 〇雨折 < r ® 掀 
\」。雨が時折適宜に降つて、旱などの憂いがないことをいぅ。〇思ふ 事なき早苗 r si ふ事紀きデ歡」。天候が順調なので、苗 
代に育つ稲の苗(早苗)に何の心配もないのである。 r 早苗」は既出 il 等)。 

夏に入つて雨も時折適宜に降り、天候も順調だ。早苗の成長に何の心配もない。 

K 1 ■『蕉翁句集』に「岱水亭」と前書して、貞享四年の部に入れているが、年代推定の根拠は明らかでない。元禄 
六年までには成つていた害の「影待や菊の香のする豆腐串」 ( Ivg ) の句も岱水亭での吟であるが、これは九月の影待 
だから、当面の句とは別の時である。元禄七年の五月は、十一日に最後の旅に発途しているので、恐らくこの年では 
あるまいが、決定的な裏付けはない。姑く年代不明として後考を待つ。 

句は季節の進行が順調で、早苗の成育も良く、農事に何の心配もないことを言つたのである。 

不足のない湿りの中に育つてゆく早苗である。「思ふこと無き」はその早苗を生ふし立ててゐる人の心を表はし 
たのである。 (『 e 蕉俳句研究』幸 田 露 伴) 

雨は不足なく折々降る。その潤ひで早苗は何の心配もなくす《と生ひ立つて行く。「思ふ事なき」は語法上 
早苗にか、つて居るけれども、勿論その早苗を育てる人の心を現はしたのである。影待の席上で折からのょいし 
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めりを宜 a んだのであらう。(潁原博士『新講』) 

等と 見るのが確説であって、「思ふ事な き」 を、 r 後の世の事をだにしらで罪ふかき さま」(蚕臥 『新 巻』) としたり、「早 
苗を擬人法にして早苗自身が何事も思ふ所なく元気よく生育しつ、あると言つた」(内藤鳴 雪 『評釈 fc とするのは、考え 
過ぎて真意を失っている。また岱水への挨拶を重視するところから、岱水自身が農事に携わっていたように考える向 
きもあるが、必然の論ではない。当時の深川はなお田園の趣があったから、岱水の家からも苗代時の田圃が見渡せた 
のであろう。その眺望を賞しつつ、五風十雨の順調な天候を言って、農事に心配もないとすることが、そのまま挨拶 
の意に叶うの だと 思う。また、加藤楸邨氏は、 

……影待に集まった人々が自然に口にする会話を、そのまま生かしたとでもい うような 口吻である。おそらく、 
影待の夜折悪しく雨になったので、「思ふ事なき早苗」と興ずることによって、挨拶ないしは無念さ解消のよす 
がとした ものと 思われる 。{『色蕉全句』) 

とも見ておられる。日常会話の口吻といった感じは確かにあり、恐らくは晚年の作であったろう。 

撇蝶鳥のうはつきたつや花の雲(ゃどり 
春季(蝶.花の雲)。 

1 M 〇蝶鳥「テフトリ」。蝶や鳥。何れも飛ぶもので、春らしい動物の代表として出した。 r 蝶鳥を待るけしきやもの k 枝荷 
兮 j (『ぁら野』卷二)。〇うはつきたつや「浮はつき立つや , -〇 「うはつきたつ」は、「浮き立つ」 などと 同じく、浮き浮きと落着か 
なくなることをいう。 r たつ」は強勢。「や」は詠嘆の切字である。「うわついて日よりと雨の中を行」(『柳多留』十五編)。〇花の雲 
桜の盛りを雲に見立てた表現。既出¥256等)。 
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ia 0!かと見紛う桜の盛り。春闌わの陽気に、蝶や鳥が浮き浮きと落着かなくなっていることょ。 

■2 ■『やどりの松』(雲鼓撰、宝永二年頃刊)以外、古集に所見のない句で、成立年代は明らかでない。 

蝶と鳥を言い立てているが、花の頃は人の心も浮き立って、花見などに出掛けるわけで、句の背景には勿論そうし 
た春の世態が展望される。画賛を請われて作った即興の言い捨てかも知れない。 

967子に飽クと申す人には花もなし (類相子) 

春季(花〇 

BBi 〇 子に飽クと申す人 「子に飽クと申す人 J 。 子育てには飽き飽きしたと言う人、の意。「申す」は r 言ふ」の丁寧語。 r 飽ク」 
は既出 ( n 似)。〇花もなし「花も無し」。「花」は、自然美や風雅の象徴。内面的な意味で風雅が分らない、風雅な気分がない、 
というのである。「月華の是やまことのあるじ達」( II )参照。「も」は詠嘆の間投助詞。 
ia 子育てに飽きたなどと言う人は、花に象徴される風雅は分らないものだ。 

■31 『類柑子』(沾洲ら撰、宝永四年刊)初出の句で、年代について徴すべき資料はない。同書には、其角がその娘二人に 
ついて記した「ひなひく鳥」という文中に、 

桐火桶に、抑貫之が万葉の歌には これら ぞ まこと ある歌といへるに、 

日 くれたり 今かへ りなん 子な くらん 
その子のは\もわれを まつらむ 

と記した後、子への愛を詠んだ数句の最初に当面の句を挙げている。この扱いから見ても、この句は子を愛する誠の 
心が風雅に通ずることを、裏からいったと見るのが本筋であろう。『一葉集』に「示門人」と前書があるのは、何に 
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拠つたものか不明であるが、教訓的な寓意を盛つた道句と考えたい。潁原博士はそういう教戒的な見方では余りに浅 
露になるとして、 

……「子に飽く」といふ言葉は、市井人の日常口にする所であるが、それは必ずしも子に対する愛情の缺乏を意 
味するのでなく、た V 所謂貧乏人の子沢山で、大勢の子供を育てるのに営々 として 居るといふ程の意である。思 
ふにこの句の「子に飽くと申す人」といふのは、やはりこの世間日常にいふ意の如く、生活に暇のない人といふ 
程に解すべきであらう。花ょ月ょと浮かれるのは世に有る人の事、かう子沢山の貧乏に貴め立てられては花も何 
もあつたものではない。さういつた一種の生活苦についての述懐である。(『新講匕 
とし、桃印や寿貞関係の係累を抱えた芭蕉晩年の江戸生活を、この句の背景に考えておられる。しかし、この解では 
ただ事を叙したにとどまつて、詩情の掬すべきものを見ない。教訓的な内容でも、「花」に風雅を象徴させる表現の 
方が、まだ増しであろう。山本健吉氏が訓戒の意味を認めた上で、 

「子に飽ク」とは子に対する愛情の缺如で、人情に乏しいことであり、「もののあはれ」を知らぬ人であり、した 
がつて風雅にも至らぬ人である。『続五論』に「俳諧はなくてもありぬべし。た ゞ 世情に和せず、人情に達せざ 
る人は、是を無風雅第一の人といふべし」とあるのは、芭蕉の言いそうな言葉で、まず芭蕉の言葉であることは 
確かであろう。その気持を句にすればこの句になるのである。(『色蕉全発句 b 
と述べられたのが穏当である。堀信夫氏も同じ立場から、 

半ばは照れ臭さから、半ばは謙退から、子に飽きたなど心にもない強がりを言う男に、無理をするな、気楽に親 
馬鹿ぶりを披露したらいいではないか、とからかい気味に論しているのであろう。相手は『類柑子』の著者其角 
その人であつたかもしれない。(『新編日本古典文学全集•松尾芭蕉集 It 
とも見ておられる。これらと聊か異なる説を最後に挙げておこう。 
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……小供に飽き <したといふ人には花もない、と同様ぢや、といふのを無いと言切つたのである。お前のやう 
な気では花の面白味も興もないだらう、今少し気を寛かに持つて浮世を軽ろく面白く見て楽まねばならぬ、世帯 
の苦労ばかりするものぢやない、といふ意であらう。併し裏面は芭蕉翁が親で門人が子で、我れは門人の教育に 
は聊かも飽かぬ、多々益/^楽んで花を愛づる心と同様に之を導きつ//あるとほのめかした処もある。(内藤鳴雪『評 
釈』) 

「子への愛に十分満ちたりてしまつたと言うような人には、花を友とする風雅の こころ も所詮無縁であること だ」 

というのであろう。 . 「飽く」のもつとも基本的な意味は、満ち足りるということであるから、ここではしば 

らくその語義に従つて解しておく。句としては、そう解することがいちばんおもしろいようにおもう。(加藤楸邨 
氏『芭蕉全句』) 

貞德翁の姿を賛して 

撕おさな名やしらぬ翁の丸頭巾(菊の塵) 

冬季(頭巾)。 

1 〇貞徳翁の姿 「貞徳翁」は、戦国末から江戸初期にかけての歌学者、俳人。貞門の中心人物である。 ( n € 6 参照。「翁」は、 
老人.先輩に対する敬称。ここの「姿」は画像であろう。 ( nl ) 参照。「源氏の絵を見て/欄干に夜ちる花の立すがた羽紅」 
Q 猿蓑』巻四)。 〇賛して 賛句を書いたことをいう。既出 ( S 6/2 前書)。 〇おさな名 「幼名」。人が幼少の時の呼び名。貞徳は幼名 
を小熊といつたが、六十四歳の時から「長頭丸」という子供のような別号を称した。ここは後者を意識した表現と思われる。「お」 
は 「を」 の仮名ちがい。「おさな名でいつもさぶらふわか. C ひす重友」 ( i 筑波』巻 四)。〇しらぬ翁の丸頭巾 「11 1—4 は貞徳を指 
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す。「しらぬ翁」が面識のないことをいう古くからの慣用表現であることは〔考 U 参照。「丸頭巾」は、丸い頭巾。大黒頭巾ともい 
い、僧侶や老人のかぶり物である。「頭巾」は冬の季語。「和俗冬月に戴きて寒霜朔風を禦ぐ者は……其製、角頭巾•丸頭巾•投頭 
巾•焙烙頭巾•兎毛角毛頭巾等也。最老若に不一限防 VI 、具也。故に冬に許す」(『滑稽雑談』)「今撞木杖に丸頭巾、おとろえはてた 
る性力」(『男色十寸鏡』下) 「 zzuqin.J (『日葡辞書』)。 

1 a お目にかかったこともない貞徳翁ながら、その丸頭巾をかぶったお姿を見ると、長頭丸という子供みたいな名 
が思われます。その名にふさわしいお姿だ。 

BB 『菊の塵』(園女撰、宝永三年頃刊)初出の句で、年代は明らかでない。「月華の是やまことのあるじ達」…伽)とは 
別の時であろう。 

「しらぬ」を上にかけて、「幼名を知らぬ」という風に取ると、有名な貞徳の長頭丸という別号を知らないことにな 
って、解釈が混乱する。古注以来諸説紛々なのは、その辺に原因があろう。素丸の『説叢大全』は、『拾遺集』卷九 
所収の旋頭歌「ますか V みそこなるかげにむかひゐて見る時にこそしらぬおきなにあふ心地すれ」と、宗祇が自らの 
像に賛した歌「うつしおくは我影ながら世のうさをしらぬ翁ぞうらやまれぬる」とに拠ったとする『百菴万々葉』の 
説を引き、 

此句、幼名やといふやは、歎美のやにて、切や也。……幼名はよく知たるなれば、かく五もじに歎美せし也。貞 
徳如き人の幼名ひとつ知らぬ色蕉にてもなし。句意は、幼名は勝熊丸とも言し人なれ共、古き人なれば逢ひ見も 
せず。依て、しらぬ翁と歌の詞を裁入て、其像を動かさずして、其幼名はもとより猛くすさまじきが、後に長頭 
丸と世に称せらる X 此道の世話やきのやさ翁となれば、したはしく尊ふとくも思ふに、今此図を見るに、更に対 
せし思ひして、丸頭巾の俤、いよ-^古しへ恋しきと、余情をふくめたる句也。幼名はしらぬといはば、不知也。 
幼名やと歎美して、その慕ふ心を籠たるゆへにこそ、句とはなれり。か ゞ る虚実をしらざる、亦世に多かりき。 





301 年代不明 


と詳説しており、諸注の中で最も筋が通っている。但し、幼名については貞徳の諱”の混同が あるよう で、それより 
はやはり r 長頭丸」を意識したものと見た方が良いと思う。子供じみた名を称しながら、老人らしく丸頭巾を かぶっ 
ているのに興じたのである。最近では、 

古人だからその尊顔を拝する機会もなかった貞徳翁であるが、幼名めいた r 長頭丸」 という 名から察するに、さ 
ぞ頭の長い容貌であろうと思っていた。しかし、思いもよらぬ この 画像の ような 福徳長者の丸頭巾姿では、長い 
か丸いか、何とも判断がつかぬ。丸頭巾姿の貞徳像に賛を乞われた時、「長頭丸」の名をきかせ、「長」「丸」二 
つの言葉の対比を下地に働かせて、当座の挨接にかえたものであろう。 (『新編日本 古典文学 全集.松尾芭蕉集1』堀信夫 
氏) 

という説も出ている。 

969世にさかる花にも念佛申しけり(蓮翁句 S 
春季(花)。 

〇 世にさかる花 「世に盛る? Eg 」。 世に時めいて盛んに咲いている桜の花。「さかる」は動詞。「わがためにおもはぬ山の おと 
にのみ 花 さかりゆく春をうらみむ」(『後撰 集』 卷二、小武)。〇念仏 申しけ り rllfAi ; 申しけ り」。 念仏を唱えている ことよ。 他人の 
さまとしての表現であろう。「けり」本来の回想の意は殆んどない。「念仏」は既出 (m 55s )。 「夜もすがら念仏申し敦盛の菩提をな 
ほも弔はん」(謡曲「敦盛匕。 

■ ana 世に時めいて盛んに咲いている桜の花に対しても、あの老人は有難がって、念仏を唱えていることよ。 

■ ai 『蕉翁句集』に貞享元年の部に収めているのが、古い資料としては唯一のもので、『芭蕉句選拾遺』にも同年作 
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として 見えるが、これらの年代推定の根拠は明らかでない。 

今を盛りの花は賑やかで陽気なもの、それに対して念仏は、寂しく陰気なもので、その対照が句中には明らかに見 
える。花見の賑わいの中で鉦を鳴らして念仏を唱える物貰いのさまと見ることも出来るが、それよりも、何を見ても 
有難がって念仏を唱える信心深い老人などのさまと見た方が面白い。 

「何を見ても念仏を唱える人がいて、世間の人が笑いたのしむ今をさかりの花を見ても、南無阿弥陀仏と念仏を 
唱えた ことよ」というの である。 

自分の行為を詠んだともとれるが、そうとらない方がおもしろかろう。ただし諧謔だけではなくて、念仏三昧 
の人の一図なさまを詠もうとしたものである。「花にも」というところにややはからいが入りこんでいて弱い感 
じである。 (加 藤揪邨氏『芭蕉 全句』) 

という説が、略々肯綮に中っている。ただ、念仏三昧よりは、もっと日常的なさまであろう。花の盛りのはかなさも、 
おのずから匂って来る。 

卿松風の落葉か水の音凉し <蕉翁句集) 


夏季(松落葉.凉し)。 

1 M 〇 松風の落葉か 松吹く風に散る落葉かなあ。「落葉」は冬季であるが、ここの「落葉」が「松の落葉」(夏)であることは、 
「松風」の語にょって明らかである。 ( v §) 参照。「か」は疑問に詠嘆を含み、ここで切れる。〇 水の音凉し 「水の音凉し」。 
31松 吹く 風に落葉が散る為 かなあ。 谷川の水音が如何にも涼しく聞え る。 

I 出典として唯一の古い資料である『蕉翁句集』では、貞享元年の部に入れているが、年代推定の根拠は明らか 
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でない。『芭蕉句選拾遺』にも所収。 

流の音のことに凉しきは、松風の落ちて和しぬるかとの曲いふべからず。渓川の風情な どみ ゆ。 且 、季の詞をか 
りて落葉かと作り給へる手づま見つべし。(杜哉『蒙引』) 

という解が、ょく句意を悉している。 r 季の詞をかりて落葉かと作」るというのは、「松風落つ」に「落葉」を言い掛 
けて、季語「松落葉」を思わせた技巧を指すのである。それは言葉の綾をなす表現上のことであるが、この句は全体 
として、「落葉か」までが「水の音凉し」の原因を推測する趣向になつている。「落葉か」という表現を まともに 取つ 
て、落葉その物が原因であるょうに言うのは、却つて真を失うもので、実は渓流の上を吹く松風が颯々としている為 
に、水音が涼しく感ぜられるのである。こうした趣向表現の技巧的傾向から、 

……その発想法が多分の覇気と空想とをもつて居る。……恐らく色蕉が耳に松風の音を聴きながら、脚下を流る 
、清流に対して居る際の、自己の情感を詠んだものと察せられるが、その表現がまだ覇気に累らはされて居る為 
めに、句としては藝術的価値のさう高いものであるとは思はれない。 (半田良平氏 『新釈 t 
という評が出るのであろう。技巧が渾然たる味わいを阻害しているのである。ただ、それは厭味というのとは違つて、 
自然の涼味は素直に感得される。山本健吉氏は、「さらさらと流れる渓流の音に耳をすませば、松風の音か、風に落 
ちる松葉の微かな音かと思われるばかりに、涼しげにき こえる」 と解して、 

……「落葉」はやはり心耳に聴いたのであろう。凉しい水の音の中に、心耳を澄ませて、峯の松風の落葉の音を 
聴き取つた。……この句は、……心頭に描き出した松風の落葉である。松風は時雨の外にも、茶釜の音にも松虫 
の声にも、その他古くからいろいろに見立てられている。その伝統の上に乗り、それを「松落葉」に転じた とこ 
ろに俳諧化があつた。(『色蕉全発句』) 

と見ておられる。松風の音と松落葉の音と、両つながらに聞きなされると解せなくはないが、；^ fi やはり松風の音を 
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本筋に考えたい。それを、松落葉のィメージも加えようと欲張った為に、「松風の落葉」という無理な表現になった 
のであろう。 

肪萩の露米つく宿の隣かな S 船集書入) 

秋季(萩•露)。 

g — 〇米 つく 宿 「起, く宿」。「宿」 は「家」に同じ。「米つ く」 は、米を精白すること。 ( Ii 57) 参照。昔はあらづきした米を買 
って来て、精白はそれぞれ自家の踏み0で行った。 

1朝露に濡れて、庭の萩は一入風情がある。それなのに隣家では、そんなことにはお構いなく、米をつく物音が 
していることよ。 

1年代不明。芭蕉が旅先で泊った家でもよいが、深川の芭蕉庵でも、句中のような場合はあり得たであろう。優 
しい萩の風情に、隣家の日常的風景を対照して興じたのである。 

「萩に置いた露の玉がきらきらと美しい。この庭は米を搗いている宿の隣なので、今にも露が細い萩の枝先から 
こぼれはしまいかとはらはらする」(加藤揪邨氏『色蕉全句 fe 

と解してしまっては、却って風情を損う。露がこぼれるこぼれないは、ここでは問題ではあるまい。露に濡れた萩の 
風情は夙く『枕草子』に、 

萩、いと色ふかう、枝たをやかにさきたるが、朝露にぬれて、なよなよとひろごりふしたる。(六十七段) 

と賞せられ、西行の歌「あはれいかに草葉の露のこぼるらん秋風たちぬみやぎ野のはら」(『新古今集』卷四)の歌も、萩 
を念頭に詠まれたものと思われる。 
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972白芥子や時雨の花の咲つらん i 尾冠) 

夏季(芥子)。 

n 〇白 芥子 「シラゲン」。白い f 介? - L の花。既出( 1 2 5 。 〇 時雨の花の咲つらん 「ぼ MI の把の！； きつらん」。 白い芥子の花を、 
去年の冬の「時雨」 が 花と化したものと見立てて「時雨の花」といったのであろう 。「咲つらん」 は強め。 

ESI 白い芥子の花がはかなげに咲いている。これは冬の時雨が花と化して咲き出でたのであろう。 

I 喋夢の『芭蕉翁発句集』に貞享元年の作とし、何丸の『句解大成』は延宝中の吟とするが、何れも確たる根拠 
のない臆測であろう。句風からすれば、蕉風本格化以後ではなく、天和以前の作と見られる。 

当吟、至て見立也。白芥子の形容は清くもろし。時雨の風姿、間なく一気色のみにして哀に短かしと云より、時 
雨の花とは風雅の自在よりの佳作也。一体、雨は花の父母と云より、遁さず云ひ出給へる也。(鷗沙『|種』) 

清げにしてこぼれやすきを、ふりみふらずみ定めなき時雨の花の咲つらんとは、誠に形容の凡ならざる、賛する 
に詞なし。(杜哉『蒙 引』) 

等の古注の説は、蕉風時代の作と見て いるよう であるが、句の解としては誤っていない。 

一書に、霜の花•雪の花とは云とも、時雨の花とはめづらし。芥子は秋に種まき、冬かけて生ひ出るものなれば、 
時雨の花の今や咲つらむと思ひめぐらしたまふにや。延宝中の吟也。(何丸『大成』) 

という説は、「秋に種まき」云々が理に偏して、当を得ているかどうかおぼつかないが、蕉風以前の寓言的趣向であ 
ることは看取しているようである。句解としては、 

瞿麦の花の白いのを見ると、如何にも淋しい趣がある所から、これは彼の冬の淋しい時雨が草になつて斯康な瞿 
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麦といふ花に咲いたのであらうか、と興じたので、実際そんな事のあるわけはないのを詩的理想で言つたのであ 
る。(内藤鳴雪『評釈』〕 

という見方でょい。ただ、「詩的理想」というと本格的な詩境を連想させるが、そうではあるまい。 

白く清く、かつもろく散りやすい白芥子の花の特徴と、さっと降ってはやむ初冬の時雨の冷たく潔い感じとに、 
ある種の感覚的共通性を見出だし、白芥子を時雨の花と見立てた寓言的虚構。地上に降った時雨がそこで芽を吹 
き、夏になって白い花を咲かせる、との飛躍した連想のおかしみ。(今栄蔵氏『色蕉句集』) 

という説が肯綮に中っていると思う。白芥子のはかなげな趣と、時雨の空定めなき伝統的寂寥感とを結んだ感覚を高 
く評価して、「これはすでに談林の譬喩や見立ではない。誠に美しい詩人の幻想である」(頻原博士『新講』)という見方 
も出ているが、一方また「おょそは天和•貞享頃の口質に近い」(同上書)ことも認められており、基本的には延宝. 
天和期の寓言的虚構とすべきであろう。.「つらん」のあたりに興じた調子も認められる。 

三勗烏巢にあひ給て 

奶かくさぬぞ宿は菜汁に唐がらし(猫の耳> 三河国二葉之松 
秋季(唐がらし)。 

n 〇三品烏巣「烏巣」は加藤氏、一一 1' MS 国吉田(現豊橋市)の医師と伝えられる。「三遜」は、三河国(現愛知県東部の旧国名) 
の漢風呼称で、「参州」とも書く。「磊」は「州」の異体字。「酔うまい事か三州を長田出し」(『柳多留』十六編)。 ◦あひ給て 「会 
ひ！ g ひて」。「給ふ」は、芭蕉に対する敬語。この前書は『猫の耳』の撰者越人の文である。〇か くさぬぞ 「隠さぬぞ J 。 相手に対 
する呼び掛けの語気。伝えられる成立事情に関連して、この言い方に問題があることは〔考1_1の条で触れる。「かくす」の主語を 
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烏巣とすれば、彼がその貧しい生活を客に隠さない意味になる。「浜出しの牛に康をはこぶ也芭蕉なれぬ陬にはかくす内証 
沾圃」(『続猿蓑』占「〇3|,|£.2-.」(『日葡辞書』)。〇宿この場合は、住む家。〇菜汁「ナジル」。开1 K を入れた味噌汁。 
「菊に栗荷ひつれたる男ども鯉風何所も菜汁に飽しこのごろ重厚」(『落柿舎日記』)。〇唐が らし 「齡辑子」。既出 ( ml 等)。 
秋の季語。 

HB 3 このお宅では、菜汁に唐辛子だけの極く簡素なおもてなし。貧しさを隠そうともしない。まことにゆかしいお 
人柄だ。 

RH 『三河国二葉之松』(知尭撰、元文五年刊)には「三河烏巣にあふて」と前書がある。初出の『猫の耳』(越人撰、享保十 
四年刊)の注によれば、色蕉が烏巣を名古屋近辺の寓居に訪ねた時の挨拶吟であるという。越人は句の成立事情を知 
っていたのであろうが、「かくさぬぞ」という言い方は、色蕉自身が相手に対して貧しい供膳を恥じることなく、あ 
るがままに隠さない意味にとるのが自然であって、客たる芭蕉が主に対して、その貧しい生活を隠さないと取るのは 
少からずおかしい。芭蕉自身が隠さないと解すれば、 r 草の戸をしれや穂蓼に唐がらし」 i 625) と似た発想の句にな 
って、挨拶の意にも叶うのである。明治の鳴雪『評釈』や『句集講義』は、皆芭蕉が隠さない意に取っている。本書 
の〔大意；一では姑く烏巣が隠さない意として解したが、この句には表現上そのような問題があることに留意すべきで 
あろう。芭蕉が秋に名古屋辺に居た時としては、貞享五年七月が考えられるが、『校本芭蕉全集』第一巻補注の阿部 
士普三男氏の説には、 

大礒義雄説によると……烏巣は……元禄末年に京都に居を構えるまで、常に尾張.京摂のあたりを往来していた 
というから、元禄三年秋に京都で色蕉に会っていることも考えられる。初対面とすれば、貞享で、名古屋あたり 
であろうか-という。 

とも見える。京でとすれば、元禄四年、同七年も可能性はあろう。兎に角成立事情がもう少しはっきり分る資呌が欲 
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しく、年次はなお確定し難い。 

财梅が\や見ぬ世の人に御意を得る(続寒菊) 

春季(梅がと。 

H 〇梅がゝ 「梅が* 4 J 。 底本の原態は「梅か ゞ J 。 仮名に濁点をつけない習わしの昔は、一見意味のとりにくいこのような表記 
がよく行われた。 r むめか ( v §) 参照。 〇見ぬ世の人 自分が見たこともない過去の世の人、昔の人。「ひとり灯のもとに文を 
ひろげて、見ぬ世の人を友とするぞ、こよなうなぐさむわざなる」(『徒然草』十三段)が意識されていたであろう。 〇御意を得る 
「御意を得る」。会って話をすること。相手を尊敬した言い方である。「今晚罷帰、明日可得御意候」(二月十一日付平 庵 宛芭蕉書簡) 

「 Guioi . Micocoro . . Guioiuo vru . J (『日葡辞書 』 O 

1 M 梅が香がゆかしく漂う中、貴方にお目にかかって、まるで「見ぬ世の人」にお会いしたような気持です。 
i 『続寒菊』(杏廬撰、安永九年刊)に「此句は楚舟亭におはしたる時、はじめてまみへたる人に対してとのはし書有」 
と注記があり、年代は降るものながら、信憑性の高いものである。楚舟は江戸の蕉門俳人で、『別座鋪』『炭俵』に句 
が見える。当面の芭蕉の句は江戸に於ける晩年の作であろうが、確かな年代は分らない。 

「梅が X 」は、この場の背景である。『徒然草』には、 

花たちばなは名にこそおへれ、なほ梅のにほひにぞ、いにしへの事も立かへりこひしうおもひいでらる、。(十九 
段) 

ともあり、ここからも「見ぬ世の人」が想起されたのであろう。遠い昔の風雅な人に会うようだ、と相手を褒めて挨 
拶としているのである。或いは「さつきまつ花たちばなのかをかげば昔の人の袖のかぞする」(『古今集』巻三、よみ人しら 
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ず)を一転して、橘の香なら昔の恋人の袖の香だが、梅の匂いは、ゆかしい「見ぬ世の人」の風雅だと言っているの 
かも知れない。「梅が^！」「見ぬ世の人」と古典調でやって来て、最後が「御意を得る」と砕けた調子になったのは、 
晚年の風調か。鹿爪らしい侍言葉が、却って俗調を感じさせる。 

龍が岡山姿亭 

975養麥もみてけなりがらせよ野良の萩 ( 続寒菊> 

秋季(蕎麦の花•萩)。 

1 〇 龍が岡 「龍が岡」。現滋賀県大津市龍が丘。当時は義仲寺領の山林で、蕉門の俳人内藤丈草が、その晩年に仏幻庵を営ん 
だ処として知られる。元禄十六年丈草は此処に芭蕉追悼の為の経塚を建て、これを中心に支考•正秀ら蕉門の供養碑約二十基が存 
する。 0山姿亭 「山姿」は、龍が岡住の農民荘右衛門の俳号と伝えられる。出自生歿年等未詳。〇 養麦もみて 「,宏も纪て , -〇 
この「蕎麦」は、下の「萩」と対照して「蕎麦の花」をいう。既出 ( VI )。 〇けな リがらせよ 萩を羨しがらせよ、の意。羨し 
いの意味の俗語形容詞「けなりい」に動詞化の「がる」を付け、更に他動詞化した語である。 「« r 子に目をつかはせ、下なる見物 
にけなりがらせける」(『世間胸算用』卷三ノー ) 「Qenarigueni miyuru .」 (『日葡辞書』)。〇 野良の获 「野良の萩」。「野良」は、野原。 
「ら J は接尾語で意味はなく、「良」は宛字である。「野良仕事」など、「野良」は田畑の意に用いることもあるが、ここは山姿亭の 
敷地内 か近くに見渡される萩であろうから、田畑とは見ない方がよい。「さとはあれて人はふりにしやどなれや庭もまがきも秋の 
のらなる」(『古今 集』卷四、僧正遍昭)「 N 03. i , zobal - a .」 (『日葡辞書』)。 

■ aa 野原に咲く萩だけに見とれずに、人々よ、この家の畑に咲いた蕎麦の花も見て、萩を羨しがらせなさい。 

■2 ■錫馬の稿本『義仲寺』によると、この句は去来•丈草.乙州らと共に山姿亭に招かれた時の挨拶句であるとい 
う。蕎麦の花の時季から見て、恐らく元禄三、四年のことであったろうが、元禄七年も全く考えられないではなく、 
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姑く年代不明の部に入れる。 

「山姿亭の庭に咲いている萩の花よ、あの野のあわれを備えた喬麦の花にさえも、お前の野良の萩らしい楚々と 
したものやさしさを羨しいと見るほどに咲き出でよ」という意。……「蕎麦も」は……主語の格で「見て」にか 
かり、連用修飾語の格で「けなりがらせよ」までかかる特殊な語法であろう。(加藤揪邨氏『色蕉全句』) 

という「萩」を中心にした解は誤りであろう。句中には薰麦の花と萩の花が並んでおり、何れを主とするか、説の分 
れるところであるが、秋の野草の花の代表のようによく採り上げられる萩に対して、殊更賞美されることもない*麦 
の花を取立てて言ったところに、この句の趣意があったと見たい。 

その山姿亭の辺りには蕎麦畑もあり、萩の咲き乱れた野もあった。その美しい萩だけでなく、地味な花を咲かせ 
る養麦も見せて、さんざん私を羨しがらせて下さい、と言ったもの。(山本健吉氏『芭蕉全発句』> 

という説は、蕎麦の花を中心にしているけれども、「けなりがらせよ」の目的語を「私を」としている。恐らくそう 
ではなくて、「当家の畠の蕎麦の花も見て、萩を羨ましがらせよ」(今栄蔵氏『芭蕉句集』)のように「萩」を擬人化して 
「けなりがらせよ」と言ったと見るのが最も良いと思う。山姿亭周辺の野趣ある景色を賞し、特に畑の蕎麦の花を取 
立てて言って、農に生きる山姿への挨拶としたのである。「けなりがらせよ」という俗語が、巧みに生かして使われ 
ているところに留意したい。 

976 ほと\ぎす今は俳諧師なき世哉 ( 鹿島紀行附録) 

夏季(ほと X ぎす)。 

1 〇 俳諧師なき世 「 si 師1(き世」。「俳諧師」は、門人を集めて俳諧の指導をする宗匠。「今朝国土笑はせ初ぬ俳諧師京住高 
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政」(『おくれ双六』)。 

IMEI ほととぎすの鳴く音が聞える。その声の素晴らしさに俳諧師は句も出来ずに口をつぐんでいるが、これでは今 
は世の中に俳諧師が居ないも同然だ。 

■一！■寛政一一 (I 七九 S 年に梅人の刊した『鹿島紀¢2』に付載された句中に見え、杉風から承け継いだ資料に拠ったも 
のと思われるので、信憑性は十分である。潁原博士は「延宝末年乃至貞享初年頃の作」(『新講ヒと推測しておられ、 
蕉風確立以前の風調を感じさせるが、成立の時期は確かめ難い。『一葉集』には、「時鳥いまだ俳諧師なき世かな」と 
いう句形になっている。 

古注にはこの句に触れたものが殆んど無く、明治期以降のものでは、『一葉集』の「いまだ」の形に従って解した 
ものが多い。潁原博士は『新講』で「今は」を信ずべき句形と認めた上で、 

時鳥の声を聞いて、今は之を句にすべき真の俳諧師は無い世であると慨歎したのである。思ふに談林の末流が、 
俳諧を殆ど文藝圏外の駄洒落に堕せしめようとした時、ひそかにこれを憤つたのではあるまいか。……もしさう 
した契機によらない作だとすれば、むしろ自負の意があらはに聞え、或は単なる平凡の作にすぎない事になる。 
と述べておられる。加藤楸邨氏は、「昔はこの時鳥を聞いてすぐれた句が詠まれたが、今はこれを詠み生かすべき真 
の俳諧師が見あたらなくなった」と解して、 

「俳諧師」というのは、現代ならさしずめ詩人というにあたる。今は真の俳諧師のない世だというのは、世の俳 
諧師をさげすむ気持ちではなく、こういうことで、時鳥の趣深いことを強調しているのであろう。真の俳諧を求 
めようとする決意も働いていよう。(『色蕉全句』) 

と説かれ、 

時鳥の声を賛美する伝統的美意識を、極端に大げさに言い立てることで滑稽化した談林調。(今栄蔵氏『芭蕉句集 fc 
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……かつて俳諧師山崎宗鑑が「かしましや此さとすぎょ郭公みやこのうつけさこそ待つらん」(安原貞室著『嘉 
ゲ言』慶安三年<一六5>刊)と言い放った俳諧師としての気概はどこへ行ってしまったのであろう。俳諧師にょ 
る俳諧師らしい新しい作風が生れてこないことに対する、いら立ちのょうなものが感じられる慨世の句である。 
(『新編日本古典文学全集.松尾色蕉集1』堀信夫氏) 

等の説に至っている。私としては、真の俳諧師が居ないことを歎ずるにしても、憤慨や慨世といった大真面目なもの 
には取りたくない。揪邨氏や今氏の説あたりが穏やかであろう。 
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俳意と俗と 

色蕉の文学を、歴史上どのような位置に据えるべきものか。先ず最初に概括的な考察を加えてみたい。 

「さび」「しをり」「ほそみ」といった観念を中心に置けば、芭蕉の文学は古代中世以来の美的観念を継承した近世的 
隠者文学の系譜の中に入ることになろう。「能因法師西行上人のきびすの痛もおもひ知ンと、松嶋の月の朧なる うち、 

塩竈の桜ちらぬ先にと、そ V ろにいそがしく候」(元禄二年二月十六日付惣七•宗無宛書簡)「兎角拙者、浮雲無住の境界大望故、 
如此漂泊いたし候」(元禄四年正月十九日付正秀宛書簡)と書き、許六に対しては、 

許子俳諧をすき出る時、閑寂にして山林にこもる心地するをよろこび、元来俳諧数寄出ずや。 (『俳諧問 M ,』 許六「俳諧 
自讚之論」) 

と問うて、 r 師も すく 所 かくのごとし」(同上書) と言った ところを 以て見れば、中世の隠者の諸国に漂泊する俤が 髡髴と 
する。近世に於ける特異な隠者文学という見方は、確かに芭蕉の作品の特色の一面を捉え得ている。しかし、若い頃貞 
門.談林の滑稽の洗礼を受け、享楽気分の横溢した『貝おほひ』の判詞を書いた人だったことを考えれば、隠者的側面 
だけを強調するのは、余り一面的に過ぎよう。「古池や蛙飛こむ水の音」 のよう な閑寂味だけが色蕉ではないのである。 

談林風の行き詰まりを契機とし、天和の漢詩文調の摸索を経て確立された蕉風俳諧は、滑稽戯笑を専らにする従来の 
行き方を捨てて、有心正風体を志向した俳壇一般の趨勢の中で、最も目ざましい成果を挙げた。 これによって 俳諧は 本 
質的な変革を遂げ、正統的風雅の伝統を継承する新しい分野の詩となったのである。だからこそ芭蕉は俳諧を 「風雅」 
と呼んだのであろう。門人達にもその自覚があったことは、土芳の『三冊子』に見える左の記述で明らかである。 

夫俳諧といふ事は c まりて、代//利口のみにたわむれ、先達終に誠をしらず。中頃難波の梅翁、自由をふるひて世 
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(以下) - 

上に ひろしと いへども、中分いかにして、いまだ詞を以てかしこ.き名也。しかるに亡師 e 焦翁、此みちに出て三拾 
余年、俳諧初て実を得たり。師の俳諧は、名はむかしの名にして、昔の俳諧にあらず。誠の俳諧也。……むかしよ 
り詩歌に名ある人多し。みなその誠より出て誠をたどる也。わが師は誠なきものに誠を備へ、永く世の先達となる。 
誠に代>久しく過て、此時俳諧に誠を得る事、天正に此人の腹を待る也。師はいかなる人ぞ。(白雙紙) 

これ位明確に色蕉の史的位置を説いた文は、他に例を見ない。「誠」とは、要するに古代以来日本の詩歌の正統が表現 
して来た伝統的風雅精神をいうのであって、俳諧もまたそういうものを表現し得る器として再生したのである。「師は 
いかなる人ぞ」という土芳の賛嘆は、同郷の偉人に対する私情が幾許か交るにもせよ、「誠なきものに誠を備へ」た色 
蕉生涯の事業の意義は、客観的に見ても正に偉大といわなければならない。 

和歌以来の風雅の伝統を継承するといっても、色蕉は和歌の丸写しを俳諧に持ち込もうとしたのではなかった。俳諧 
は俳諧として独自の新味を持たなければ、後発の新分野の意義は なくなって しまう。俳諧独自の新味を芭蕉は何処に求 
めたのであろうか。 

去来が俳諧を作り始めた頃、芭蕉は「ほ句は句つよく、俳意たしかに作すべし」(『去来抄』先師評)と教えたという。 
「俳意」とは俳諧らしい内容のことで、俳諧の発句にはそれがはっきりとあらわれていなければならないというのであ 
る。「俳意」とは要するに、俳諧を俳諧たらしめている所以のものであるから、趣向•作意•表現等全般にわたる広い 
意味を持つであろうし、それを「たしかに作」せよと指導したとあれば、色蕉は俳諧の独自性を「俳意」の的確な表現 
に求めていたことは明らかである。 

また、『三冊子』には左の ような 記事も見える。 

又いはく、春雨の柳は全鉢連歌也。田にし取烏は全く俳諧也。五月雨に鳴の浮巣を見にゆかんといふ句は、詞には 
いか一 W なし。浮巣を見に行んと云所、俳也。又、霜月や鴻のつく f 雙居 てと 云発句に、冬の朝日のあわれ也け り 
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といふ脇は、心.ことば、ともに俳なし。ほ句をうけて一首の ごとく 仕なしたる所、俳諧也。詞に有、心に在。其 
外この句の類、作意にあり。依所、一すじにおもふべからずと也。 

詩歌連俳は、ともに風雅也。上三のものには余す所も、その余す処迄、俳はいたらずと云所なし。花に鳴鶯も、餅 
に糞する橡の先と、まだ正月もおかしきこの頃を見とめ、又、水に住む蛙も、古池に飛込む水の音といひはなして、 
草にあれたる中より蛙のはいる響に、俳諧をき、付たり。見るに有、聞に有。作者感るや句と成る所は、即俳諧の 
誠也。 s«s 

「春雨の柳」というものが大体からいって連歌のもので、謂わば和歌的な素材であるのに対して、「田にし取烏」は全く 
俳諧的な素材である。後者の如きは、和歌•連歌では殆んど採り上げられず、俳諧独自の素材といってよい。「五月雨 
に場の浮巣を見にゆかん」という句は、用語の上に俳諧はないが、五月雨の中をわざわざ「鳩の浮巣」を見に出掛けよ 
うという、風狂の情の表現が俳諧なのである。また、『冬の日』霜月の巻の「霜月や鴻 ( si ) のつくぐ雙居て」とい 
う発句に、「冬の朝日のあわれ也けり」と付けた脇は、内容•用語共に俳諧はないが、発句を承けて脇と二句でもって 
一首の和歌のように仕立てたところが俳諧なのだ。このように俳諧性のあらわれは、用語•内容の外に、 r 冬の朝日」 
の句の場合のように、表面には出ない「作意」に見られることがある。だから、俳諧性は r 詞」 r 心」などどれか一つ 
に限定して考えてはならないと芭蕉は言ったという。ここで r 俳諧」「俳」とあるのは、さきの『去来抄』の r 俳意」 
に当ることは明らかである。 

漢詩•和歌.連歌•俳諧の四つのジャンルは、何れも「風雅の道」として共通の性質を持っている。就中俳諧は、他 
の三つで扱わない所までも、凡てにわたって到らない所がない。『古今集』仮名序に採り上げられた「花に鳴鶯」も、 
俳諧にかかると「餅に糞する椽の先」となるが、こういう形でまだ正月気分の残っている頃の季節の情趣が捉えられて 
いる。また同じく「水に住む蛙」にしても、俳諧ではその声ではなくて「古池に飛込む水の音」となり、池辺の荒草の 
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中から娃の水に入る響きに俳諧を聞きつけている。要するに見聞する凡ゆる物に俳諧があり、それによって作者の感情 
が動かされて自然に句が出来るところに、「俳諧の誠」がある。右の『三冊子』の一段は、大略このような意と理解さ 
れよう。後半は土芳の説の形を取っているが、芭蕉の考えが反映していることは十分に看て取れる。 

色蕉は「詩歌連俳」が共に風雅の道であることを自覚し、中でも俳諧が他の三つに比して広く自由な表現領域を持つ 
ことを知っていた。俳諧の俳諧たる所以を「俳意」に求めたが、それは詞.心•作意など種々のあらわし方があり、非 
常に多面的なものなのである。俳意の表現は初発期の俳諧からあったけれども、蕉風確立以前には専ら戯笑性を保証す 
る「詞•心」でしかなかった。ところが、「心」の領域にしても、「鳩の浮巣を見にゆかん」というところまで俳意に含 
めるとなれば、その間口は格段に広くなる。更に、発句と併せて一首の和歌のように仕立てた作意を俳意と認めるとあ 
っては、俳諧性の解釈は無限にひろがるであろう。そういう俳意の拡大解釈のもとに、貞享以後の所謂「有心正風体」 
の俳諧が出来上り、中でも蕉風の俳諧が最も目ざましい成果を挙げて、時代の代表となったのである。 

r 高く心を悟りて俗に帰るべし」(赤雙紙)という芭蕉の教説も、『三冊子』では「風雅の誠」を責める努力と共に説か 
れている。新しみを求める工夫は、自然と変風に結びつく理なので、これは色蕉晚年に於ける「軽み」の唱道と密接な 
関係を持つ語と思われる。「俳意」の的確な表現を重視する所説と共に、「俗に帰るべし」というのも、芭蕉の考え方の 
重要な一面であろう。本来「俗」は「雅」と対立する概念であるが、風雅の道たる俳諧と「俗」とは、何処で結びつく 
のか。それは結局、「高く心を悟る」という基盤の上に立つからである。古来の詩歌の伝統に思いを致し、高い詩精神 
を把持することによって、「俗」は「雅」に包摂される。「花に鳴く鶯」ではない「餅に糞する鶯」も、「水に住む蛙の 
声」ではない「古池に蛙の飛び込む水の音」も、俳諧の詩材として活用されることになるのだ。『笈の小文』の風雅論 
にいう r 見る処花にあらずといふ事なし。おもふ所月にあらずといふ事な」き自在が得られるのである。『笈の小文』 
は元禄三、四年頃の執筆と推定されるので、こうした色蕉の考えは、奥の細道の旅以後のものであることは明らかで、 
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その頃に至って色蕉の風雅観俳諧観は定着し、その基盤の上に、新しみを求めて流行の変風が追求されたのであった。 
「俳意」の拡大解釈と「帰俗」の信念が、蕉風展開の基調になって いると 見られる。そして、この「帰俗」の強調こそ、 
貞門•談林の時代をくぐり抜け、『貝おほひ』を書いたこと も あった若き日の芭蕉の、多感な詩精神を受け継い だもの 
であって、それを高次の詩の世界に生かした ものと いえよう。近世人としての色蒸の資格を保証する肝要な 点で ある。 

そういう晚年の世界に到達するまでに、若い時代から芭蕉は さまざまの 試行を重ねた。この人の行蔵を展望して 最も 
印象的なことは、時宜を得たそれらの変風が、凡て自覚的に行われていることである。芭蕉は時代の流行に 敏感で あっ 
たが、それはただ新しい物に飛びつく浮薄な行為ではなく、凡て自覚に基づく文学的営為であった。後年には流行を追 
うだけではなく、自ら流行を創って俳壇の動向を主導するに至る。この人ほど生涯にわたって自覚的に変風を重ね、常 
に旧い殼を捨てて「新しみ」を求めた例は、史上に稀であろう。以下それぞれの時期に分けて、発句を中心にその軌跡 
をたどってみたい。 

貞門時代 

芭蕉の俳人としての経歴は、二十歳前後から出仕した伊賀の侍大将家の若君藤堂主計良忠(俳号蟬吟)との交流に始 
まる。芭蕉の出た松尾家は、柘植に土着していた郷土の家筋と思われるが、恐らく本家ではなく、家格も財力も言うに 
足りないものだった。そういう出自の者が藩主の一族たる蟬吟のような人に仕える ことが 出来たのは、やはり俳諧とい 
う共通の趣味があったからとおぼしく、つまりは上野の町の俳諧好きの若者として、若君のお相手に召し出されたので 
あったろう。蟬吟は身分柄伊賀俳壇の中心人物でもあって、宗房と称していた芭蕉は、蝉吟をめぐる俳人グル—プの中 
では、最も若かったようである。俳諧を通じての主従の交流は、 この 若者の俳諧熱を愈々高めて行く ことになる。 
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当時の俳諧は、寛永期に歌学者松永貞徳を中心に興った貞門が主流で、「俳言」(俗語•漢語)を用いることを句の要 
件とし、縁語•掛詞の技巧を主として、機智的滑稽を楽しむものであった。 

月ぞしるべこなたへ入せ旅の宿 
姥桜さくや老後の思ひ出 

右の二句は松江重頼の撰した『佐夜中山集』(寛文四年成)に収められ、宗房の句の所出としては最も古い。何れも謡曲 
の詞取りであるが、この技巧は後に談林風俳諧の中心人物となる大坂の西山宗因の句「里人の渡りさふらふか橋の霜」 
(謡曲「景清」による)が評判になったのを契機として、万治年間から流行になったという。宗房のこれらの句は寛文 
二、三年頃の作と思われ、謡の詞取りが流行になってから、まだ数年しか経っていない。京.大坂に比較的近いとはい 
え、辺鄙な山国に育った若者が、俳壇の先端的流行に意外と敏感だったことは、これによっても窺えよう。街道筋の宿 
屋の客引きの言葉を謡曲調にしたり(「月ぞしるべ」の句)、色香の深い年増女の俤に老将斎藤別当実盛のイメージを重 
ね合わせたり(「姥桜」の句)、型通りながらも、技巧は既にかなりのものである。 

年は人にとらせていつも若夷 
京は九万九千くんじゆの花見哉 
寝たる■萩や容顔無礼花の顔 

「若夷」と対照的に「年は人にとらせて」といっただけであるが、明るいえびす様の表情が思われ、はずむような調子 
も快い。次は、「九万八千家」といわれる都の家数をせり上げて「くんじゆ」(群集)に続け、都の花見の賑わいをあら 
わしている。拍子に乗せて力行音を連ね、撥音も多用した全体のリズムは、後の談林風さながらである。また、「寝た 
る萩」に「脛」を言い掛け、美女のしどけない寝姿を思わせたのは巧みなエロティシズムであり、小歌調も感ぜられる。 
寛文十二年春江戸下りの記念として編まれた発句合『貝おほひ』に収められた宗房の二句は、さして上出来ではないが、 
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小歌や奴詞を綾なした判詞の、享楽味満点の奇文の下地は、これら最初期の句に於いて既に用意されていたと言ってよ 


談林風謳歌 

『貝おほひ』は芭蕉の処女著作というので有名であるが、以前から行われていた奴俳諧の変種として、奴詞を判詞に 
までふんだんに取り込んでいる。流行の小歌を種にした、如何にも若者らしい機智縦横の文は、明らかに新しい時代の 
到来を告げるものであった。芭蕉が江戸に下ってから間もなく、大坂では西山宗因を中心とした新しい俳諧が勃興する。 
この動きが顕在化するのは、延宝元年の『生玉万句』(西鶴撰)からであるが、色蕉が『貝おほひ』を公刊したのはその 
前年である。現存の板本が天下の孤本であるところから見ても、大して売れたものとは思えず、評判も呼ばなかったの 
ではあろうが、俳諧史の流れの中で、その意義は小さくあるまい。 

さて、宗因の新風は俳諧を「寓言」と規定し、「守武流」を標榜して「夢幻の戯言」と揚言している。しかし、その 
特色とされる古典の卑俗化にしても、当代風俗の取り入れにしても、既に貞門の時代から行われていたもので、新風は 
奔放な想像力を駆使して殊更に「無心所着」の風を煽り、或いは当代の風俗事象への強い興味から、手広く様々な材料 
を求めたに過ぎない。そうは言っても、駄洒落めいた低調な貞門の末流俳諧に飽きた人々にとって、新風は甚だ新鮮な 
魅力を持っていたから、宗因流の俳諧は急速にひろがって行ったのである。延宝三年、大名俳人内藤風虎の招きによっ 
て江戸にやって来た宗因を、桃青と改号した芭蕉も、他の上方系俳人と共に迎えて、百韻興行の席を共にした。この宗 
因の江戸下りに際して、地元の田代松意ら俳諧談林と称していた一派は、宗因から「されば爰に談林の木あり梅の花」 
の巻頭句を乞い請けて『談林十百韻』を刊行したが、これが評判を呼んで、宗因の新風を「談林風」と称するようにな 
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るのである。 

新風に対する桃青ら江戸俳人の多くの受け取り方は、これを大いに歓迎する方向だったといってょい。翌延宝四年に 
刊行した俳友山口信章(素堂)との『両吟二百韻』各巻の巻頭は、 

此梅に牛も初音と鳴つべし 桃青 
まして や蛙人間の作 霞 
〇 

梅の風俳諧国にさかむなり 信章 
こちとうづれも此時の春 桃青 

となっている。桃青の発句は、「梅」を梅翁宗因、鈍重な牛を自身に比して、天神の梅の見事さに、驚ばかりか牛まで 
も初音を鳴くと言ったもの。次巻の脇では、宗因流(梅の風)全盛の俳壇で、自分のょうなつまらぬ者も我が世の春を 
謳歌すると言った。いうまでもなく、宗因に随順し新風を歓迎する意を積極的に あらわした ものである。 これ 以後桃青 
は、延宝五、六年にかけて京から下って来た伊藤信徳を迎えての『江戸三吟』等の俳諧活動を通じて、江戸の代表的な 
談林俳人の一人として地歩を固め、延宝八年には『桃青門弟独吟二十歌仙』の如き門下の集を編むまでになる。 

あら何>もなやきのふは過てふくと汁 

『江戸三吟』所収の右の句は、「ふくと汁」といった俗な素材をとり上げて、「河豚は食ひたし命は惜しし」の心理を 
描くのに、「あら何ともなや」という謡の詞をからませた趣向である。その謡の詞も、「おや^^*」「なあんだ」という 
本来の意味ではなく、文字通り「何事もなかった」の意に用いられている。巧みな俗情の表現として注目すべき句であ 
ろう。 

かびたんもつくばゝせけり君が春 
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流行に敏感な色蕉は、新し物好きである。毛色の変った珍奇な趣向を求めるのと、外来語の使用とは表裏一体の関係 
にある。長崎のオランダ商館長が毎年三月江戸へやって来て将軍に謁見する行事は、物見高い江戸の人々の好奇心をそ 
そるものだった。この句は用語のハィヵラな感じと、国威発揚を喜ぶ心情が一つになっているが、恐らく ヵピタンの 江 
戸入りを見て作ったというよりも、歳旦吟として「君が春」に「かびたん」を配合して構想されたものであろう。「君」 
は天皇を指すのが本来であるが、このように用いると将軍の意に転ぜられる。 

庭訓の往来誰が文庫より今朝の春 

寺子屋の教科書『庭訓往来』をとり上げ、子供達がそれぞれの文庫をあけて、それを取り出す さまを 描いている。歳 
旦の句として、寺子達の文庫から年が明けるように言い立てたのは、談林らしい寓言の世界と見られるが、この句は市 
井の正月気分と、その中の子供達の姿を描いたものとしても成功している。そういう表現効果を作者 自身 予期したかど 
うかは兎も角、このようなところに芭蕉の詩才が窺えるのである。 

天和調の摸索 

延宝中期以降、さしも全盛を極めた談林風も、無意味に句数を競う矢数俳諧や、極端な字余りの異体などの続出で、 
漸く乱調を呈して来る。その混乱の中から目立って来たのが漢詩文調の俳諧であって、延宝末期から次の天和の数年間 
は、漢詩文を踏まえた佶屈調の俳諧が流行した。この風調が天和調と呼ばれる所以であるが、抑々漢詩文の古典が俳人 
達の関心の対象になったのは、貞門期以来俳諧の趣向の中心になっていた和歌.物語等の日本の古典や謡曲が、五、六 
十年 も 使われるうちに種切れに陥って、同一趣向を繰返すだけの弊が顕著になって来た ことにも 依るのであった。新し 
い種を求めて、俳人達はまだ使い古されない漢詩文に飛びついたわけである。放恣な談林風にうつつを抜かす 者や、 貞 



324 


門の立場を墨守する守旧派以外、この新しい動きを主導したのは、，江戸の桃青一門や池西言水.椎本才丸ら、京の伊藤 
信徳一派であった。 

この過渡期のさ中、桃青は日本橋小田原町の住居を去って、隅田川の向うの深川に移ると共に、宗匠の看板をおろし 
てしまった。新しい方向を摸索する俳人達の中でも、これだけ思い切った生活の革新を断行した人物は他に無い。従来 
の行き方に対する反省が、彼にあってはそれだけ切実だった証左といえよう。延宝九年春に刊行された信徳らの『七百 
五十韻』を契機として、それに呼応する形で、同年秋には桃* n が門下の其角•揚水に他派の才丸を加えて『俳諧次韻』 
を公けにする。これには『荘子』の影響が著しく、寓言調や怪奇趣味によって天和調の第一歩を印した歴史的意義は大 
きい。更に翌々天和三年の『虚栗』(其角撰)へと展開して、漢詩文調は頂点を極めることになるのである。 

この間、桃青も含めて俳人達の意識が、滑稽戯笑を事とする従来の水準からどれだけ蟬脱していたかは、頗る問題で 
あろう。桃青自身にしても、 

於春 - V 大ナル哉春卜云// 

かなしまむや墨子芹焼を見ても猶 

等の句では、徒らに大袈裟な漢文調だけが目立って、内容は空疎の感を免れない。しかし同じ頃の、 

夜ル竊ュ虫は月下の栗を穿ッ 
よるべをいつ一葉に虫の旅ねして 
蜘何と音を なにと 鳴秋の風 

となると、聊か様子がちがって来る。見えもしない栗虫のさまを想像して尤らしい調子に乗せたり、鳴かない蜘蛛に向 
って禅問答を仕掛けるような趣向に笑いがあるのであろうが、それとは別に、一句に一遍満する深沈とした物寂しさは、 
従来の俳諧に見られなかったものである。ふざけながらでも、こうした句を作り続けて行くうちには、純粋な詩的動機 
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が目ざめ る ものであろう。これらは深川移居直前の作と して 注目すべき句で ある。 

深川に移った直後の句には、孤独をかみしめるょうな調子が見られる。 

こ X のとせの春秋市中に住伟て、居を深川の ほとりに 移す。長安は古来名利の地、空手にして金な きものは 行 
路難しと云けむ人のかしこく覚へ侍るは、 この 身のとぼしき故にや 
しばの戸にちやを この 葉かくあらし哉 
富家唆，肌-肉一丈夫喫こ菜-根一予乏し 
雪の朝独リ干鮭を噛得タリ 

色蕉は前書に白楽天の詩句 や 『菜根譚』 に 引用され た語を 引きつつ、清貧の 隠者を気取って、侘びた気分を句に盛っ 
ている。 

茅舎買/水 

氷苦く偃鼠が咽をうるほせり 

深川の地は隅田川を控えていながら水道の便がなく、舟で運んで来る水を買って飲用に宛てていたという。 『荘子』 
に「鶴鷓深林に巣くふも一枝に過ぎず。偃鼠河に！!むも満腹に過ぎず」とあるのを踏まえた句であるが、自身を偃鼠に 
たとえながら、ここでは原典のょうな自足の心境を述べているのではない。「苦く」とあるのに徴すれば、むしろ貧に 
苦しむ自らの境涯を省みて、苦い自嘲をかみしめている趣であろう。その外、天和期の代表句としては、 

茅舎ノ感 

芭蕉野分して盥に雨を聞夜哉 
深川冬夜ノ感 

櫓の声波ヲうつて腸氷ル夜やなみだ 
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«,二老&,| 

髭風ヲ吹て暮-秋歎ズルハ誰ガ子ゾ 

等が挙げられる。芭蕉の葉に雨声をきく伝統的な趣にょりながら、杜甫や蘇東坡の詩句を思い、「盥に雨を聞」と俳諧 
化した。或いは、深川三股の地の草庵に響いて来る舟の贈の音を聞きながらの霜夜の霧懐を述べ、或いは、「白帝城最 
高楼」の詩句を踏まえて老残の杜甫の俤を描きつつ、自身の悲傷の情を託している。表現はやや大袈裟で、それだけ感 
情が空廻りしている感は否めないが、極端な破調に託された作者の切実な思いは、読者に訴えるものを持っている。 
「芭蕉」の号が使われ始めたのもこの頃からであった。 

天和二年歳暮の大火に深川の草庵が類焼し、暫く甲州に流寓した後、翌三年夏に刊行された『虚栗』に芭蕉は跋文を 
寄せて、 

李杜が心-酒を甞て、寒山が法—粥を啜る。これに仍而其句、見るに遥にして聞に遠之。侘と風雅のその生にあらぬ 
は、西行の山家をたづねて人の拾はぬ蝕栗也。……白氏が歌を仮名にやつして、初心を救ふたょりならんとす。 
と高らかに宣言した。李白.杜甫•寒山•白楽天.西行ら、和漢の詩歌の伝統を踏まえ、それをやつしたのが俳諧だと 
いぅのは、滑稽戯笑を事とする俳諧観の革命に外ならない。本格的な詩としての俳諧は、ここに第一歩を踏み出したわ 
けであって、跋文の最後に「芭蕉洞桃青鼓舞書」と署した意気込みの程も分るのである。既に S 類焼以前に成ってい 
た「世にふるも更に宗祇のやどり哉」の句に付された「笠やどり」「笠はり」等の文を見ると、杜甫.蘇東坡.西行. 
宗祇らを引合に出して、その生き方に共感し、手作りの笠を着て旅をしたい気持が動いていることが窺われる。俳諧の 
本格化と共に、覉旅漂泊の境涯へのあこがれが、必然的に生まれて来たのである。 
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野ざらしの旅 

天和四年が貞享と改元された四十一歳の年の秋、芭蕉は江戸を出て上方への旅に上った。 

千里に旅立て、路粮をつ V まず、三更月下無何に入と云けむ、むかしの人の杖にすがりて、貞享甲子秋八月、江上 
の破屋をいづる程、風の声そ V ろ寒げ也。 

野ざらしを心に風のしむ身哉 
秋十とせ却て江戸を指故郷 

旅立ちに当って自分の「野ざらし」の骸を心に思うとは、何とも1 f 々しい限りであるが、この大袈裟な身ぶりは、やは 
り「俳諧」であろう。行き倒れになった我が骸を思い描いて、観念の世界でそれを笑い飛ばすことは出来ても、現実の 
「風のしむ身」はどう仕様もない。ここには、そういう観念と現実の矛盾を見つめるもう一人の自分の目が あり、 その 
ほろ苦い笑いの味がこの句の生命である。「侘び」と「風狂」の俳諧の特色は、旅立ちの句にはやくも見られると 言っ 
てよい。 

この旅中名古屋で成った『冬の日』五歌仙が、蕉風の確立を天下に示す記念となったことは余りにも名高く、その史 
的意義の大きさは異論のないところである。 

狂句こがらしの身は竹斎に似たる哉 

という異体の巻頭句では、先ず前書に於いて風雨に晒された自身のわびしい旅姿を描き、物語の 中の 「狂哥 の才士」 に 
思い及んで、「竹斎に似た る」 狂句(俳諧)の人と自己紹介した趣向で ある。このような 風狂味は、 

砧うちてわれに聞せよや坊が妻 
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市人よ此笠うらふ雪の傘 
等の句にも見られ、旅中の句の主調を成しているのである。 

この外、旅中の作としては、歌枕などでの懐古の秀吟が見える。 

秋風や藪も, i , も不破の関 
しのぶ さへ 枯て餅かふ やどり 哉 
辛崎の松は花より朧にて 

「人住まぬ不破の関屋の板庇荒れにし後はた\*秋の風」(『新古今集』卷十七、良経)の和歌を踏まえ、荒蕪の趣を述べるの 
に「藪も畠も」と新たに俳諧眼の見出したものを加えて新味を出している。熱田神宮での「しのぶさへ」の句では、昔 
を傯ぶよすがの草さえも枯れてしまった自然描写と併せて、境内の休茶屋で餅を買う自らの姿を句中に取込むことによ 
って、飾らない懐しい俳諧的雰囲気を醸し出した。「辛崎の松」の句の「にて」と言い切らない表現は、旅の後に思い 
ついたことらしいが、抑々古歌に名高い長良の山桜を背景にして辛崎の一つ松の立つ景色は、芭蕉の眺めた実景ではな 
く、句中の仮象に過ぎない。そうした謂わば iH の世界に、古来の多くの歌人がすぐれた詠歌を遺した湖水のほとりの 
雰囲気を盛り、嫋々たる余韻を響かせたのが「にて」の措辞であった。伝統を踏まえながら、さまざまの工夫によって、 
新しい詩境を拓いていることが分ると思う。また、 

明ぼのやしら魚しろき こと 一寸 
海くれて鴨のこ袅ほのかに白し 
春なれや名もなき山の薄霞 
山路来て何やらゆかしすみれ草 

等の自然詠も注目されよう。「明ぼのや」の句は、初案の「雪薄し」では実境にとらわれ過ぎている。季節に問題はあ 
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るが、「明ぽのや」と改めることによって、句の場は早暁の海辺の大景となり、浜辺に揚げられた白魚の白さが、「しろ 
きこと一寸」という歯切れのよい表現によって際立つ。「海くれて」の句は、無形の「こ袅」を「白し」と色彩語で表 
現したことと、五五七の破調が特色であるが、作者の意図がこういう形をとるのには必然性があった。「海くれてほの 
かに白し鴨のこ袅」では、「白し」は暮靄に覆われて行く冬の海になお残る微光をいうだけである。それがこのように 
語序を置きかえると、聴覚を視覚的ィメージに転化させた斬新性に加えて、 r 白し」は「海くれて」にも反響し、夕闇 
の海と鴨の声の両者を包み込む、特異ですぐれた表現になるのだ。 r 春なれや」の句では、香具山の春霞を詠じた後鳥 
羽院の御製を踏まえつつ、「名もなき山」で俳意を点じて、大和国原の早春の大景を悠揚とした調べにのせて描いてい 
る。「山路来て」の句は『紀行』では京から大津へ出る途次、志賀の山越えの道での作となっているが、初案はそれよ 
り後の熱田で成った句であった。それを木下長嘯子や大江匡房の歌文を背景にして「山路来て」と 案じ 変え、 「山路」 
にすみれを詠む新味と、ささやかな草花にも見える自然の営みの大きさへの思いを表現しているのである。 

このように見て来ると、野ざらしの旅は蕉風を確立した画期的な ものと いわれるだけに、 さまざまな 方面で 実り 多い 
旅だったといえよう。『冬の日』五歌仙は連句の分野の成果であるが、ここに見える晦渋なまでの凝った表現や、それ 
によって描き上げられた高華數麗な世界は、蕉風展開の全体の流れの中に置いて見た場合、所詮は特異な孤立した風 調 
に見える。天和調以来の高踏性は、以後漸次薄められて、庶民の生活詩的方向を目ざす「軽み」 へと 移行す るのである。 

草庵生活から笈の小文の旅へ 

深川の i に帰り着いて、 

夏衣いまだ虱をとりつくさず 
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と吟じた色蕉は、それから二年余り江戸に落着いていた。旅の前の草庵生活は、新風摸索の苦悩や思いがけぬ火難など、 
兎角障りの多い日々であったが、今は行くべき方向も定まり、門人達と風雅の閑日月を楽しんでいる。 

名月や池をめぐりて夜もすがら 
観音のいらかみやりつ花の雲 
花の雲鐘は上野か浅草歟 
はつゆきや幸庵にまかりある 
といった句は、そのような心境の所産といってよい。この間貞享三年の春には、 

古池や蛙飛こむ水のおと 

の句を得て、これを巻頭に門人らの蛙の句を集めた『蛙合』(仙化撰)が成った。芭蕉の代表作のように言われて誰知ら 
ぬ者もないこの句は、「不用意に出来たる句」(東海呑吐 r 芭蕉句解』)であったかも知れないが、色々な見方を許容するだけ、 
やはりこの句のスヶ—ルは大きいのである。伝統的な「花に啼く鶯、水に棲む蛙の声」ではなくて、「蛙飛こむ水のお 
と」を聞きつけたところが句の興の中心であろうが、尋常でないのは「古池や」の初五である。其角の提案した「山吹 
や」を採らず、ただ「古池や」としたことによって、句の中心には永遠の閑寂味を湛えた「古池」がすわることになっ 
た。そこへ飛び込んだ蛙のポチャリと立てた水音を包み込んで、古池はひっそりとしずまりかえる。「枯朶にからすの 
とまりけり秋の募」という「枯木寒鴉」の画題によった趣向よりも、この句の世界は遥かに新しく、一層深い。「水ぬ 
るむ春の昼さがり、冬眠からさめた蛙がかすかな音をたててその池に飛びこむ。水音は一瞬のものでなく、断続的に聞 
えている。その春日遅々たる季感に宇宙の永遠の時間を捉えたと見る方が、……色蕉の真意に近いのではないか」 (白石 
悌三氏 「蛙」)という見方も含めて、読者の鑑賞は自由であってよいが、句の味わいの中心は、宇宙の永遠の閑寂相であ 
1.0う。 
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貞享期の作には、「古池の蛙」のよぅな自然のささやかな生命に惹かれる心の所産と見るべき句が注意をひく。 
はらなかやものにもつかず啼ひばり 
永き日もさえづりたらぬひばり哉 
よくみれば薺花さく垣ねかな 
瘦ながらわりなき菊のつぽみ哉 

等の句であつて、野ざらしの旅での「山路来て何やらゆかしすみれ草」にもあつたものである。「はらなかや」では、 
西行歌の「何につくともなき心かな」の詞を踏まえながら、空高く揚つて一途に嘴り止まないひばりのさまを叙して、 
その無心さに自然の心を観じている趣がある。「永き日も」には前者ほどの深みは感ぜられないが、これまた微小な生 
命の天真の趣であつた。「よくみれば」の句になると、表現は極くつくろわない「た V ごと」 に類するが、ささやかな 
草にふと目をとめた心の揺ぎが、遺憾なく表現されている。春の七草の筆頭といえば聞えはよいが、 「 gu はべんべん 
草と俗称される雑草に過ぎない。そんな物にも春色が満ちていることをいつたこの句の動機には、世界観的な大きさが 
ある。 r 瘦ながら」の句では、ひょろりとした頼りない姿ながら荅をつけている菊を「わりな き」 と表現したところが 
眼目である。自然の催しはどんな微物にも現われる「わりな さ」 がある。造化の理を其処に見出して賛嘆する気持を 
「わりなき」に籠めたのであろぅ。月山から湯殿山に下る途中で見た桜の荅について、「ふり積雪の下に埋て春を忘れぬ 
遅ざくらの花の心わりなし」 (『ぉくのほそ道』) と述べたのと同じ心である。 

物皆自得 

花にあそぶ虻なくらひそ友雀 

の句では、寓意が余りに露わであるけれども、これらの句に通じているのは、「物皆自得」の相を観じて、其処に現 b 
れた造化の妙理に感動する心である。元禄期に入つてから、 r 造化にしたがひ造化にかへれ」 (『 K の 小 文』) と説かれた風 
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雅観の実質は、既にこの時期に確立されていたといってよい。 

貞享四年八月、『鹿嶋 ssj の月見の旅をした後、十月末に芭蕉は再び上方へと旅立った。 

旅人と我名よばれん初霽 

の句には、旅へと勢い立つ心の勇みが窺われる。名古星の越人を誘って、悲境に沈む愛弟子杜国を伊良古崎に訪い、尾 
張や郷里伊賀での風交の後、翌春伊勢で杜国と落ち合って、吉野の花見を楽しんだ。吉野行は出発前からの計画であっ 
たが、恐らく杜国の愁情を慰めよぅとする配慮が重要な動機であったろぅ。花見の後は大和.紀伊.摂津をめぐり、須 
磨.明石を見物す るまで が、後年刊行された未定稿『笼の小文』の内容である。それからも旅は続いて、京.近江.美 
濃•尾張を経、帰途は越人と共に木曾路をとって更科の月を賞し、八月末には江戸に帰った。間もなく木曾路の旅だけ 
を扱った『更科紀行』を執筆している。 

今回の旅中の句にも、秀逸は乏しくない。 

ごを焼て手拭あぶる寒さ哉 
冬の日や馬上に氷る影法師 
何の木の花とはしらず匂ひ哉 
御子良•子の一もとゆかし梅の花 
雲雀より空にやすらふ峠哉 
ほろ^^と山吹ちるかたきのおと 
日は花に暮てさびしやあすならふ 
若葉して御めの—ぬぐは V や 
草臥て宿かる比や藤の花 
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たこつぼやはかなき夢を夏の月 
おくられつおくりつはては木曾の秋 
おもかげやうばひとり泣月の友 
身にしみて大根からし秋の風 

右の句どもの中には後年の推敲形も含むけれども、原案は旅中に得たものである。こう並べてみると、それぞれに特色 
があり、形象化の高さや、旅の境涯を基盤とした含蓄の深さは勿論のこと、豊かな抒情性も際立っており、句境の確か 
な進展が看取されよう。色蕉はこの旅の初めの頃、貞享四年霜月廿四日付の寂照(尾張鳴海の俳人知足)宛書簡の中で、 
はいかい急に風俗改り候様にと心せかれ、御耳にさはるべき事のみ、御免被成可被下候。され共風俗そろ<改り 
候は V 、猶露命しばらくの形見共思召可被下候。 

と述べている。ここでの「風俗」は、俳諧の作風•傾向の意であって、 この 旅中、我人共に新風を拓く意欲を以て各地 
の門人に接していたことは疑いない。しかし旅を終って見て、期待通りの成果があったかというと、芭蕉自身あきたら 
ないものが残ったのも事実であったろう。小一年にも及んだ長旅の後、半年ほど休息しただけで、また未知の奥羽北陸 
の地をめぐる大旅行に出掛けたのは、処々の門人達との交流を主とするのではない、旅そのものに没入する境涯を希求 
した為であったと思われる。 

奥の細道の旅とその成果 

細道の旅に出発するに先立ち、芭蕉は故郷伊賀上野の友人に宛てて、旅への期待を次のように書き送っている。 

……猶観念やまず、水上の淡きえん日までのいのちも心せはしく、去年たびより魚類肴味口に払捨、一鉢境界、乞 
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食の身こそたうとけれと、うたひに侘し貴僧の跡もなつかしく、猶ことしのたびは、やつし^-てこもかぶるべき 
心がけにて御坐候。……ことしもわらぢにてとしをくらし可申と、うれしくたのもしく、あた、かになるを待使て 
居申候。 

右にいう「貴僧」とは、奇矯な行動をとるまでに徹底して俗世の名利を厭離した平安中期の高僧増賀上人の ことである 
が、その人のような「一鉢境界、乞食の身」を願う厳しい旅を期しながら、そういう旅を「うれしくたのもしく」待ち 
侘びる気持を述べているのである。 

奥羽地方は色蕉にとって未知の辺鄙な土地ながら、古来の歌枕の宝庫であったし、彼が心を傾けること深かった義経 
ゆかりの遺跡も多い。随行した曾良の腰帳の「延喜式神名帳抜書」や「名勝備忘録」を見ても、旅人達が準備怠りなく、 
発途してからはそれらの名所旧蹟を丹念に見て廻っていることが分る。その探訪の総括的感想を、『おくのほそ 道』 の 
記述によって窺ってみよう。 

むかしよりよみ置る哥枕おほく se 伝ふといへども、山崩川流て道あらたまり、石は埋て土にかくれ、木は老て若木 
にかはれば、時移り代変じて其跡たしかならぬ事のみを、爰に至りて疑なき千歳の記 < f ; a ;、 今眼前に古人の心を閲す。 
行脚の一徳存命の悦び、8旅の労をわすれて、泪も落るばかり也。(壺の碑の条) 

七宝散うせて、珠の扉風にやぶれ、金の柱霜雪に朽て、既頹廃空虚の叢と成べきを、四面新に囲て、甍を覆て風雨 
を凌。暫時千歳の記念とはなれり。(平泉の条} 

色蕉のたずねたみちのくの歌枕は、多くは昔の俤をとどめていなかった。無常な時の流れの中で、文字摺石も武隈の松 
も昔の姿とはちがってしまっている。大方の物がそうであればこそ、壺の碑が天平の代の形 そのままに 残っているのを 
目のあたりにしたことは、尋常ならぬ感動を呼びおこしたのである。光堂も鞘堂に保護されて、六百年来の姿 そのまま 
に建っている。これらの場合、歌枕の壺の碑が果して仙台近辺の此処であったかどうか、天平の碑の真偽如何、或いは 
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光堂の金色燦然とした偉容を実見出来たかといったことは問題ではない。色蕉は眼前の物を壺の碑と観じ、奥州藤原氏 
の黄金の文化を傯ばせる記念物と観じているのである。其処に芭蕉の看取したものが「不易流行」の思想であったろう。 

不易流行とは、藝術作品に「不易」或いは「流行」という類別があるといった次元の低い話ではない。流行こそは世 
にある物凡ての相であり、「不易」の価値はその中にこそ現ずるというのである。これを俳諧の風調の変化としていえ 
ば、絶えざる変風を期して努める俳人の不断の活動の中にこそ r 不易」の価値を持つ作品が生まれるということである。 
こうして見ると、「不易」と「流行」は二律背反ではなく、二律相即の関係になる。この点に芭蕉の考えの独自性があ 
ろう。これについて参考になるものとして、土芳の『三冊子』に左のような説が見える。 

師の風雅に万代不易有、一時の変化有。この二つに究り、其本一つ也。その一といふは、風雅の誠也。……千変万 
化する物は自然の理也。変化にうつらざれば風あらたまらず。是に押うつらずと云は、一端の疏行に口質時を得た 
るばかりにて、その誠を責ざるゆへ也。せめず心をこらさ V る者、誠の変化をしるといふ事なし。た V - 人にあやか 
りてゆくのみ也。せむるものはその地に足をすへがたく、一歩自然に進む理也。行末いく千変万化する共、誠の変 
化はみな師の俳諧也。かりにも古人の涎をなむる事なかれ。四時の押うつるごとく物あらたまる、皆かくのごとし 
共いへり。(赤雙紙) 

これは細道の旅よりは後に述べられた師説に基づく記述であろうが、芭蕉の考えを実に的確に要約し得ていると思う。 
「不易流行」は絶えざる変化を探求する思想であり、その根本には.「風雅の誠」即ち風雅を求める藝術的精神があって、 
風雅を求めて流行することが「誠の変化」なのである。去来によれば、不易流行観は奥羽の旅の後上方に於いて説き始 
められたといわれ、芭蕉が旅の間に、 この 基本的な思想を確立していた ことを 思わせる。 

旅中の発句についていえば、『おくのほそ道』に秀吟佳句の多い ことは 確かである。しかし、旅中には作られず、旅 
の後乃至は『ほそ道』執筆中に作られた句も多い。篇中次の句がそれに当る。 
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行春や鳥啼魚の目は泪 
暫時は滝に籠るや夏の初 
田一枚植て立去る柳かな 
笈も太刀も五月にかざれ帋幟 
あやめ艸足に結ん草鞋の緒 
夏草や兵どもが夢の跡 
五月雨の降の こして や光堂 
蚤虱馬の尿する枕もと 
一家に遊女もねたり萩と月 
浪の間や小貝に まじる 获の塵 
その外、旅中の句を改案した結果句柄が変ったものには、 

あらたうと青葉若葉の日の光 
世の人の見付ぬ花や軒の栗 
閑さや•岩にしみ入蟬の声 
五月雨をあつめて早し嵌上川 
暑き日を海にいれたり寂上川 

等が挙げられる。秀逸のうち、かなりの数が、実は旅中の作ではないのである。だから、細道の旅の成果を考える場合 
には、旅中ょりもその後の、やがて『猿蓑』に結集される元禄三、四年期の作がむしろ注目されょう。 

たとえば、『ひさご』(珍傾撰、元禄三年刊)巻頭歌仙の発句、 
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木のもとに汁も艙も桜かな 
について、土芳の『三冊子』の伝えるところにょると、 

花見の句のか、りを少し心得て、軽みをしたり。 

と色蕉は語ったという。これは晚年の風調「軽み」に関する最も早い頃の言及として有名であるが、句の意図したとこ 
ろは「花見の句のか、り」を表現することであった。「か、り」は、中世の連歌論や能楽論にょく用いられる語で、 
「趣」「風情」といった意味であるが、芭蕉の言わんとした趣旨は、伝統的な花見の雅情の表現について聊か自得すると 
ころがあり、その上に俳諧らしい軽みを展開したものだというのであろう。この句の背景には、「木のもとに旅寝をす 
れば吉野山花の衾を着する春風」「木のもとの花に今宵は埋れて飽かぬ梢を思ひあかさむ」等の西行歌があり、句は 
「木のもとに」と優雅に始めながら、次の「汁も艙も」は和歌•連歌に全く用いられない俗語で、俗間の慣用的成句を 
踏まえている。ここに描かれた情景は、花見に集う人々の綺羅びやかな衣裳とか、歌舞のざわめきや酔余の千鳥足とい 
ったあり来りではなく、花見の宴に出ている色々な料理の上に桜花が散りかかるさまであるが、それを汁も艙も凡ての 
物が皆桜になった、と端的に叙して興じたのである。伝統的な雅趣と新しい俳諧の興が両つながら生かされ、「汁も繪 
も」には軽快な拍子も見える。季節感の新しい表現がここにあり、作者自身もこれを会心の作として、控え目な表現な 
がら土芳に意中を漏らしたのであった。 

ひばりなく中の拍子や雉子の声 
『猿蓑』に収められた右の句についても、『三冊子』には、 

此句、ひばりの鳴つ V けたる中に、きじ折^^鳴入る気しきをいひて、長閑なる味を取らんと、色'^して是に究 
る。 - 
と、推敲の苦心を伝えている。始終鳴いている雲雀の声の中に、時折鋭い雉子の声がまじる。その面白さに春闌わの季 
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節感を言い取ろうとして、結局落着いた表現が、「中の拍子 や」 であ ■った。 月並な俗調とは似て非なる表現の力が 生ま 
れた所以であろう。 

川かぜや薄がききたる夕す V み 

という、京の四条河原の涼みを扱った句にも、「す ゞ みのいひやう少し心得て仕たり」(『三冊子』)という作者の解説があ 
ったという。「薄がき」の帷子の涼味が夕涼みの気分をよく表わしていることに、芭蕉は自信を持っていたのである。 
また、 

桐の木にうづら鳴なる塀の内 
という『猿蓑』所収の句について、『三冊子』には、 

この句いか V 聞侍るやとたづねられしに、何とやら一様有事におもふよし答へ侍れば、 いさ、 か思ふ所 ありて 歩み 
はじめた ると 也。 

という師弟の問答が記録されている。「うづら鳴なる」の背景に「野とならばうづらとなりて鳴きをらむかりにだにや 
は君は来ざらむ」(『伊勢物語』)「夕されば野辺の秋風身にしみてうづら鳴くなり深草の里」(『千載集』俊成)等の古歌がある 
ことは、「木のもとに」の場合と同様である。また色蒸の時代には、 II の鳴く音を競って、金持の間でこの鳥が高い値 
段で売買されセといわれ、句中の大屋敷の中で鳴いている II は、古歌の背景とは別に、現実の存在としては飼われてい 
るものであろう。古歌を思わせながらも、実は眼前の塀の内に桐の木の目立つ屋敷の II を描いていることになる。この 
句の持つ季感には、如何にも秋らしい乾いた味があるが、山本健吉氏はそれを「そっけなさ」と表現し、句を「俊成の 
和歌的情趣を踏まえながら、同時にそれを否定することによって表現を獲得した一つの客観的世界である」と見て、更 
に次のように述べておられる。 

しかもここに提出されたものは、「た ゞ 是桐の木あり、塀の内奥ゆかしきあり、鶉鳴けるあるなり」(露伴)とでも 
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言うよ り外ない、一つの自己充足的な世界である。結果としては、楸邨の 言うよう に、凡兆の客観的傾向を示して 
いる。だが凡兆の純粋な客観句と違って、句の裏には、否定的ながら一定の関係のうちに ある 古歌の世界が存在す 
る。無心のうちに成立する有心の世界——つまり風景に託した抒情詩の世界である。(『芭蕉その鑑賞と批評』) 

「桐の木に」の句に於ける古歌との関係が否定的なものであるかどうかは兎も角、それを踏まえながら芭蕉の時代の現 
実を描いたところに俳意が存することは論があるまい。ところで、前掲の土芳との問答で、芭蕉が「いさ X か思ふ所あ 
りて歩みはじめたる」といったのは、どういうことを指した言葉なのであろうか。 

既に能勢朝次博士が『三冊子評釈』で、「桐の木に」の句の、淡々とした中に静かに漂う明るさを指摘され、『猿蓑』 
の頃から色蕉に「軽み」への眼がひらけて来たとして、「いさ》か思ふ所ありて歩みはじめたる」という語を、軽みへ 
の志向を述べたものと見ておられるが、この見方は正しいと思う。細道の旅以後のこの時期に、「歩みはじめたる」と 
いう未来への展望を思わせる言葉を述べているのは、「軽み」の志向を示唆するものと見るのが最も妥当だからである。 
「桐の木に」の句に見られる客観的傾向は、句中の「物」自体の持つ味に多く依存しており、即物性めいた印象が強い。 
それによって秋の季節感を生かしているのである。「木のもとに」の句に於いても、眼目は古歌の気分よりも、「汁も艙 
も桜かな」と、俗語を綾なして一日の興の終りを描く新味にあった。それが「軽み」といわれる所以であろう。「ひば 
りなく」の句に見える「長閑なる味」、「川かぜや」の句に於ける河原涼みの気分の生かし方、これらは凡てそれぞれの 
季節感の生かし方を主要なねらいとしている。「軽み」が標語としての呼び方ならば、この時期の芭蕉が手法として意 
識していたのは、季節のそれぞれの気分を生かす写実的姿勢であった。それは元禄俳壇一般の指標であった「景気」に 
相当するが、それは近代以降の「写生」と見掛けは似ていても、古人の態度はかなり異なる。 r 景気」は美的に構成さ 
れた写生とでもいうべきもので、経験的事実のありのままの再現を期する近代の.「写生」とは、発想法に於いて異なる 
ものだったのである。たとえば、「ひばりなく」の句の場合、作句の時芭蕉は「ひばりの鳴つ ゞ けたる中に、きじ折 
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く鳴入る気しき」の中に身を置いていたであろうか。それよりは、.何時かそういう春の鳥の音を聞いたことがあって、 
それを素材に「長閑なる味」を言い取ろうとして「中の拍子や」という表現に到達したものと思われる。 

さきに見て来たように、この元禄三、四年期に於いては、写実的方向への強い傾斜を示しながらも、一方で古歌の気 
分の揺曳するのを拒否していないことも重要である。 この 点を、『猿蓑』発句の部の巻軸にある、 

行春を近江の人とおしみける 
の句について考えてみよう。 

この句では、琵琶湖畔の春色を描写しようという態度は一切見られない。しかも句を誦すれば、 

湖水朦朧として春をおしむに便有べし。殊に今日の上に侍る。 

と『去来抄』で去来自らがいうように、朦朧と霞む湖畔の春景色が、まざまざと眼前に浮んで来る。描写を全くせずに 
このような表現効果をもたらしたのは、色蕉の大手腕という外ないが、『去来抄』によれば、芭蕉は右の去来の鑑賞に 
付け加えて、 

古人も此国に春を愛する事、おさ^^都におとらざる物を。 

と言ったという。この時の色蕉の脳裏には、琵琶湖の春を詠んだ多くの古歌があり、常に古人の詩魂との交響を期して 
いたこの人の表現の特色が窺われるのである。 

病雁の夜寒に落て旅寝哉 

の句になると、写実的な味わいとは全く別物になっている。堅田に赴いて病臥した色蕉の境涯を契機とした句であるが、 
このような句では、列を離れて地上に下りる孤雁の影を、芭蕉が実際に見たかどうかは問題ではない。それほどこの句 
では「病雁」と芭蕉とが一体になっており、近江八景の一「堅田落雁」を背景に、作者の境涯乃至は心象風景の象徴と 
化した「病雁」なのである。このように見れば、よくある解釈のように、「病雁の夜寒に落ちて、我は旅寝哉」と、「夜 
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寒に落て」と「旅寝」の主語を別々に設定する見方はとれない。それでは病雁と芭蕉とが一体化した渾然たる味わいに 
遠いのである。「格高く趣かすか」(『去来抄 t な高次の象徴句としての味は、病雁が芭蕉か、芭蕉が病雁か、分ちがたく 
結びついた表現として解した時に、はじめてあらわれるであろう。 

美的に構成された風景の例は、 

信濃路を過るに 

雪ちるや穂屋の薄の刈残し 

という『猿蓑』の句にも見られる。前書と句が事実通りならば、色蕉が冬に信濃路を通ったことがなければならないが、 
彼の生涯を通じてそういう機会は見出し難い。ただ、穂屋の神事が済んで程もない頃、更科の旅で S ® 訪を通った芭蕉は、 
「穂屋の薄の刈残し」を見たか、そういう表現が脳裏に浮んだ可能性は大きく、それが年を経て、「信濃野ノホヤノ薄二 
雪チリテ」という『撰集抄』卷七の表現を契機として、一句にまとまったのではあるまいか。この句の内容には、その 
ょうな想化に成る部分が多く、前書にしても、句に相応しく仮構されたものと思われる。しかも、句が実境であるかど 
うかとは関わりなく、秀逸であることは論がないのである。 

同じく『猿蓑』に「画讚」と前書して収められた、 

山吹や宇治の焙炉の匂ふ時 

という句にしても、契機は伝存する山吹の自画であったろう。そこから茶時の「宇治の焙炉」の趣へと、想を展開させ 
て行ったのである。培炉の匂いは、如何にも茶所の宇治に相応しい生活感のある俳諧の新境地であって、この句の初五 
と中七以下との関係は、連句に於ける「匂ひ付」を#*とさせるものがある。色蕉の感覚の冴えが、この秀吟を生み出 
したのである。 

から鮭も空也の瘦も寒の内 
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という句になると、季節感の生かし方は、これまで見て来たものと随分異なる。『三冊子』の伝えるところでは、「心の 
味をいひとらんと数日腸をしぼる」苦心を経た句であった。この句を書いた真蹟懐紙には r 都に旅寝して、鉢扣のあは 
れなるつとめを夜ごとに聞侍て」とあり、鉢扣き(空也僧)の夜毎の勤行をあわれと聞いた芭蕉の r 心の味」を言い取 
ろうとしたのが動機だったことが知られる。しかも、この句では r 長嘯のはかもめぐるか鉢た、 き」 のような情緒的な 
表現をとることなく、「寒の内」のきびしく張り詰めた空気の中に瘦せ枯れた空也僧の姿を置くことによって、謂わば 
即物的に表現している。「空也」に「から鮭」を配合したのも理窟ではなく、「から鮭」「空也」「寒」という三者が相通 
う「匂ひ」によって連なり、句は高次の象徴性を帯びるに至った。こういう究極の表現に到達しようとして、芭蕉は 
「腸をしぼる」苦心を重ねたのである。 

発句のような極端な短詩型にあっては、説明的表現は切り詰められて、右の句の場合のように、名詞が並んでいるだ 
けという例が現われるのも不思議ではない。 

餞乙勗東武行 

梅若菜 まりこの 宿のと ろ、 汁 
という句について色蕉は、 

エみて云る句にあらず。ふといひて、宜しと跡にてしりたる句也。かくのごとくの句は、またせんとはい气がたし。 
(『三冊子』) 

と語ったと伝えられる。無成心に口を衝いて出た句なので、又同じような句を作ろうとしても無理だというのである。 

乙州の東行の前途を思って、途次に出逢うであろう梅や若菜、さては鞠子の宿のとろろ汁といった物の名を並べている 
だけであるが、初五の二つの自然の物に対して下は人事と、その間おのずから対照を成している。旅路の春色が思われ、 
芭蕉自身は「宜し」と言って「良し」とは言っていないが、佳句と してよ かろう。 
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梅が香やしら X おちくぼ京太郎 

という句にしても、古浄瑠璃の詞章に「梅が香」を配合したまでのことながら、梅が軒端に匂う深窓の姫が草子を繙く 
さまは、艷麗な気品に溢れ、これまた偶成の佳句であった。同じく説明的な語句を用いない表現にも、「数日腸をしぼ 
る」場合と、 r ふといひて宜しと知る」場合とがあるけれども、苦心を経る経ないに拘らず、其処には表現に対する作 
者の不断の工夫が窺われよう。以上に見て来たように、奥羽の旅を終えて上方に滞在していた時期は、芭蕉に とって実 
り多いものだったのである。 

晩年の江戸住居 

元禄四年の九月末、芭蕉は長かった上方滞在を打ち切って東下し、十月末には江戸に帰った。細道の旅に出る時、深 
川の芭蕉庵は人に譲ってしまったので、暫くは橘町に仮住居し、翌五年五月には門人達の志で第三次の芭蕉庵が竣工し 
て之に入った。その頃の去来宛書簡には、江戸俳壇の情況を述べた次のような一節がある。 

此方俳諧之体、屋敷町.裏屋•背戸屋•辻番•寺かたまで、点取はやり候。尤点者共之為には悦にて可有御座候へ 
共、さてく浅ましく成下り候。中く新しみなど、かろみの詮儀おもひもよらず、随分耳に立事、 むつ かしき手 
帳をこしらへ、碟•獄門巻^^に云散らし、あるは古き姿に手おもく、句作一円きかれぬ事にて御座候。愚案、此 
節卷而懐にすべし。予が手筋如此など願し候は V 、尤荷担之者少 AZ 一一#可致、然らば却而門人共の害にもなり、沙 
汰も如何に了簡致候へば、余所に目ヲ睡り居申候。(五月七日付) ■ 

久しぶりに戻って見ると、江戸は点取俳諧の流行で、人の注目を惹こうとする殊更な表現や こしらえ 物、 さては 昔な が 
らの複雑な趣向を構えた俳諧ばかり。芭蕉の考えている r 新しみ」「かろみ」の追求は思いもよらない有様で あっ」 J 。 
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そこで自分の考えは暫くそっと蔵っておこうという。何故かならば、今自分の考えはこうだな どと 明言すれば、それに 
味方する少数の者が一団となり、却って蕉門の分裂を招き兼ねないから、知らぬふりをしているのだというのである。 
ここでは「新しみ」と「かろみ」が同列の概念とされ、「耳に立事」「むつかしき手帳」「趣向沢山のこしらへ物」とは 
対 fit 的なこととされている。これよりさき、二月七日付の杉風宛書簡では、「鶯や餅に糞する縁の先」という近作の句 
を報じて、「日比工夫之処に而御座候」と言っており、この「工夫」とは「軽み」の工夫に外ならないであろう。この 
時期、色蕉が「新しみ」「軽み」という名で何を考えていたかは、これらを併せ見ることによって略々その輪郭が明ら 
かになると思う。 

不易流行と同じく、色蕉が最晚年に声を大にして門人達に説いた「軽み」についても、その具体的内容に自ら触れた 
言説は多くない。子珊の『別座鋪』(元禄七年刊)序によれば、最後の旅に出立する前、子珊の別荘に招かれた芭蕉は、彼 
に対して、 

今思ふ体は、浅き砂川を見るごとく、句の形•付心、ともに軽きなり。其所に至りて意味あり。 

と語ったという。これは「軽み」を「浅き砂川」に譬えてみせたのである。また、芭蕉と早くから交渉のあった甲州谷 
村藩の家老高山麋塒に宛てた元禄八年六月朔日付の杉風書簡には、晩年の芭蕉の言説として、左の事共が録されている。 
段 - V 句のすがた重く、利にはまり、六ヶ敷、句の道理入ほがに罷成候へば、皆只今迄の句鉢打捨、軽くやすらかに 
不断の言葉斗にて致べし。 

古事来歴いたすべから ず。 一向己の作な し。 山賤•田家•山家 〔の：！ 景気ならでは哀深き哥な し。 俳諧も其ごとし。 
賤のうはさ、田家.山家、景気専に仕べ し。 ……不断の所に むかしより 云残した る 情、山$ あり。 

近年の俳諧世人しらず。……門人どもに見様申聞せ候。 

一辺見ては、只かるく埒もなく不断の言葉にて、古き様に見へ申べし。 
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二辺見申ては、前句へ付け様、合点いき申まじく候。 

三辺見候は V 、句のすがた替りたる所見へ申べし。 

四辺見申候は V 、言葉古き様にて、句の新敷所見へ申べし。 

五辺見候は ゞ 、句は軽くても、意味深き所見へ申べし。 

右は主として連句の付け方について言ったものではあるが、「軽くても意味 深き所」 というのは 『別座鋪』 の 序と も 
一致し、「不断の言葉」を用いた新しみという点では、発句にも共通した考え方であった と 見られる。 「不断の所に むか 
しょり云残した る 情」を求めることは、卑近な庶民の日常生活の中に新しい詩の世界を見出そう とする 態度であって、 
それが俳諧独自の新境地と考えていたのであろう。 

名月や門に指く る潮頭 
塩鯛の歯ぐきも寒し魚の店 
埋火や壁には客の影ぼうし 
しら露もこぼさぬ萩のう ねり 哉 
鞍つぼに小坊主乗るや大根ひき 
煤はきは己が棚つる大工かな 
毛衣につ、みてぬくし鴨の足 
むめが、にのつと日の出る山路かな 
八九間空で雨降柳かな 
春雨や蓬をのばす艸の道 
青柳の泥にしだる干かな 
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春雨や蜂の巣つたふ屋ねの漏 
卯の花やくらき柳の及ごし 
紫陽草や藪を小庭の別座鋪 

これら晚年の佳句を見ると、ここにはもう、こちたい本歌や故事来歴は無い。ただ句を見て浮ぶィメージが、 そのまま 
句の内容であり、そこから生まれる感味が総てなのである。元禄五、六年にかけて芭蕉に親炙した許六が、 

かるきといふは、発句も付句も、求めずして直に見るごときをいふ也。言葉の容易なる、趣向のかるき事をいふに 
あらず。腸の厚キ所より出て、一句の上に自然ある事をいふ也。(『俳諧問答』俳諧自讚之論) 

と言つているのも肯けるのである。 

最後の旅 

元禄七年、五十一歳になつた芭蕉は、四月に『おくのほそ道』を完成し、翌五月にまた上方へと旅立つた。見送りの 
人々に残した句、 

麦のほをちからにつかむわかれ哉 
にも衰老の状は覆い難いが、果して半途で倒れることになつたのである。途中では、 

どむみりとあふちや雨の花曇 

の佳吟があつたが、名古屋では師翁に離反する姿勢を明らさまにしていた荷兮を訪うて、 

世を旅にしろかく小田の行戻り 
と、自らの漂泊の生を詠嘆し、郷里に向う途次、見送りの露川と泊つた佐屋では、 
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水鶏なくと人のいへばやさや泊り 
と田園の風趣に興じた。京.湖南に着いてからの句では、 

六月や峯に雲置クあらし山 
朝露によごれて凉し瓜の泥 
秋近き心のよりや四畳半 
たなばたや働をさだむる夜のはじめ 
等が注目されよぅ。盂蘭盆に郷里に帰っては、留守の色蕉庵で歿した問題の女性寿貞尼を弔って、 

数ならぬ身となおもひそ玉祭り 

といぅ句を成している。九月八日に郷里を辞して、翌九日夕大坂に着いたが、月末に死病の床に臥して十月 十二 日に臨 
終を迎えるまで、この大坂滞在中の句は、芭蕉の詩魂の最後の輝きを示す無類の傑作が 多い。 

秋もはやばらつく雨に月の形 
秌の夜を打崩したる咄かな 
此道や行人なしに秋の暮 
此秋は何で年よる雲に鳥 
しら菊の目にたて、見る塵もなし 
秋深き隣は何をする人ぞ 
旅に病で夢は枯野をかけ廻る 
清滝や波に散込青松葉 

山本健吉氏はこれらを「軽みの昇華」と呼び、「軽み」を経た上での最高の到達点と見ておられる。 そして 「軽み の 昇 



華」といえるよぅな表現の深味は、この年六月十七日膳所で成った、 

夏の夜や崩て明し冷し物 

といぅ句あたりから兆しているとされるのである。芭蕉は正にその生の最後の時点で、物の本質を生かしながら、人生 
の寂寥相に観入した絶唱を成し得たのであった。 



補 


r* 

5， 
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705 草履の M 折てかへらん山櫻 

「ひとえだはをりてかへらむ山ざくら風にのみやはちらしはつべき」(『千載集』卷二、源有房)を踏まえた趣向と思われ 
る(田中善信氏所報。『新編日本古典文学全集•松尾 e 蕉集1』の堀信夫氏の解にも採られて いる 〇 

卻團雪もてあふがん人のぅしろむき 

富山奏博士は、「団扇もて . ぅしろむき」の句形を初案、「団扇とつてあふがん人の後むき」を治定形と見る土芳 

の説を 支持しておられる(「芭蕉の 盤 斎後向自画像への讚句」—『大阪俳文学研究会会報』 30 号 —)0 

247山賤のおとがい閉るむぐらかな 

深沢真二氏は、「山賤 j r むぐら」の語の連歌以来の伝統を踏まえ、この句を作者自身の文学的営為を卑下した表現 




I 
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と読んで、「山賤のすむ家居はなんとなくゆかしいものと古い物語などに描かれておりますが、私が今おります甲斐 
山中の寓居は、むぐらも茂るに任せて荒れ放題、もとより〈その様卑しき〉山賤のような私の俳諧ではありますけれ 
ど、頤を閉じたまま、句を詠むどころではありません」と訳しておられる。天和期の作とする見方も含めて、私とは 
立場が異なるが、参考までに掲げる。深沢氏稿「連歌の変奏」(『連歌俳諧研究』九十号)参照。 


撕ふるさとやへその緒になくとしのくれ 

「ふるさとやへそのをになくとしのくれはせを」とした真蹟懐紙が岡田彰子氏にょって紹介された。『連歌俳諧研 

究』九十二号参照。 
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脱あらたうと靑葉若葉の日の光 

新発見の芭蕉自筆本『おくの細道』には、「あなたふと青葉若葉の日の光」となっている。曾良所持本『細道』の 
校訂前の原形が自筆本に忠実だったことが知られると共に、芭蕉自身が「あな」と書いたことが証せられたことによ 
って、「あな」を曾良の書き癖と見ることは不可能になった。色蕉はやはり最初『曾良書留』のように「あな」と案 
じ、高久でそれを「あら」に改め、『細道』執筆の段階になって又「あな」に戻し、更に推敲して「あら」で治定し 
たことになる。どちらでもよいような言葉をこのようにいじった動機は明らかでない。 

IT I 木啄も庵は破らず夏木立 

補 芭蕉自筆本『細道』の中七は「庵はくらはす」で、曾良所持本に於ける訂正前の句形と同様である。 
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仍田一枚値て立去る柳かな 

自筆本『細道』に貼紙で訂正した「田一枚」の句の原形は、「水せきて早稲たはぬる柳 陰」 で、 「陰」 を見せ 消ち し 
て「哉」と改めていることが明らかになった。従来全く知られなかったこの句の初案形である。 「早稲」 は普通 「ヮ 
セ」と訓むけれども、それでは字数が足りない上に、 r 早稲束ぬる」では取入れの時のょうで、時季に相応しくない。 
これは尾形仂氏の説の通り「早苗たばぬ る」 の誤記であろう (同氏著『「おくのほそ道」を語る』)。 苗代からとった 稲の 苗を 
十茎から二十茎まとめて稲藁で束ねておく田植の準備作業である。それを田植の時早乙女が手でほどいて 植えて行く 
ので、束ねる作業は男がやる地方もあった。最初芭蕉が案じたのは、水をせきとめて満々と湛えた田の 傍の 柳陰で、 
早苗を束ねる作業をしている農民達の姿であった。稲の苗なのでうっかり「早苗」と書くべきところを 「早稲」と誤 
ったのかも知れない 。「柳 陰」の語に西行の歌「道の辺に清水ながる、 柳 かげしばしとてこそ 立 どまり つれ」 を 思わ 
せながらも、この初案には写生的な色合が濃い。 r 柳陰」では付句の姿なので、「哉」というはっきりした切字に改め 
て、 発句の姿にしたのであろう。なお、『炭俵』下巻所収、其角.孤屋両吟の歌仙未満秋の空の巻に、 

息吹かへす霍乱の針 其角 
田の畔に早苗把て投て置 孤屋 
という一連があり、「水せきて」の句案の参考になる。 

「田一枚」の句は初案の内容を全く一新して、「早苗取り」の句から「田植」の句としている。「立去る」の語を入 
れて、前文の「立寄り侍りつれ」に呼応せしめ、芭蕉が柳の陰に立寄ってから立去るまでの暫しの間に、「田一枚」 
を植える早乙女の手業を置くという形で西行への思いをあらわしたのである。写生味の勝った句から、西行思慕の抒 
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情性へと句の内実が変ったと見てよい。「田一枚」の句形の解釈は、やはり右のように見るのが良いと思うが、「水せ 
きて」の初案形を踏まえて、写生的に解する こと も出来る。「柳」を「柳腰の女共」と取る古注の説は論外としても、 
早乙女が田一枚を植え終えて柳の陰を立ち去って行く即景と見るのも、初案を支えにすれば、従来よりは有力になり 
そうである。しかし、西行ゆかりの地である ことを 強調したい気持は、前文に明らかであり、それを承ける 句と して、 
即景だけではやはり物足りない。 

似世の人の見付ぬ花や軒の栗 

自筆本『細道』に貼紙で訂正した r 世の人の」の句の原形は、「目にた V ぬ花を頼に軒の栗」である ことが 判明し 
た。旅行当時の「かくれがや」から「世の人の」に推敲される過程での中間案で、『細道』執筆中の句案であろう。 

可伸の隠宅が影をひそめ、「軒」の語にそれがほのめかされるだけで、全体として「栗の花」の句になっている点は、 
定案と変りがない。「頼に」は擬人的表現である。 

挪笈も太刀も五月にかざれ帋幟 

自筆本『細道』には「弁慶か笈をもかされ帋幟」とあって、曾良所持本に於ける訂正前の句形と同様である。 

柳五月雨の降のこしてや光堂 
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自筆本『細道』には「五月雨や年^^降て五百たひ」とあって、曾良所持本に於ける訂正前の句形と同様である。 
また、同じく自筆本には、「五月雨や」の句の次に「蛍火の昼は消つ ゞ 柱かな」の句が並んでおり、まだ抹消されて 
ぃなぃ。 

柳蚤虱馬の尿する枕もと 

自筆本『細道』には「蚤虱馬の尿する枕もと」とあって、振仮名に「バリ」とはっきり濁点を付している。曾良所 
持本はこれを写して濁点は省いたものと認められ、自筆本の明確な書き方にょって、この句の「尿」は「バリ」と訓 
むべきことが確定した観がある。 

棚有難や雪をかほらす南谷 

自筆本『細道』には、最初「有難や雪をめくらす南谷」と書き、「めくら」を見せ消ち して 右傍に「かほら」と直 
してある。 其角の『花摘』に見える「雪をめぐらす」の句形が芭蕉自筆の裏付けを得たわけで あり、 『細道』執筆を 
始めてからも、自筆本の段階までこの中間案が生きていたことが知られる。 

505暑き日を海にいれたり寂上川 

自筆本『細道』には「暑き日を海に入レたる嵌上川」とある。曾良所持本はこれを写し、「たる」の「る」を「り」 
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と朱訂して治定したのである。 

月淸し遊行の もてる 砂の上 

自筆本『細道』には「月清し遊行のもてる砂の上」とあるが、冒頭の「月」の部分の貼紙の下は「露」である。 
なり推敲を重ねた句ではあるが、「なみだしくや遊行のもてる砂の露」の初案から、「月きょし遊行のもてる砂の露」 
の中間案を経て、「月清し遊行のもてる砂の上」に治定するまでの過程は、既に旅中晚くとも大垣までには終ってい 
た答である S 232 頁参照)。「月清し」は後で迷いを生ずる表現とは思えず、自筆本の原型 r 露清し」は恐らく誤筆に過 
ぎまい。 


か 




三句索引4§句索引ともに五卷全体にわたるものである。 

両索引ともに本位句だけに限定し、異伝については採り上げない。 

三句索引は初句(初五)ニー句(中七)•三句(下五)に分け、出来るだけ原本通りの表記とし 
たが、余りに異体のものは原本の表記を改め、わかりやすくしたものがある。 

一列は発音に準じて掲出し、難読の字には括弧内にょみを記した。 

語句索引において、活用語は原則として終止形で掲出した。本文の表記には必ずしも拘われな 
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三句索引 


初句索引 

秋深き . VBA あそび来ぬ . .三四三 有がたき . 10 

あ 行 秋もはや . VI 七五 あち東風や . . 一1六 有難や . m 三八 

明ぼのや . .三三九 暑き日を . m 一四六 粟稗に . n 三一 Q 

於(あ X ) 春 AZ . I 一五四 曙は . wg 温海(あつみ)山や… m 一五七 家はみな . V 三四 

青くても . wg 五 あけゆくや . n 一七 あの雲は . D 三四七 烏賊(いか)売の…… VII 六 Q 

青ざしや . I 一一 五六 あこくその . DI 六七 あの中に . nl 一一二五 いかめしき . .三六七 

青柳の . VII 九 あさがほに . .一一竞 海土の顔 . n 一一六三 いきながら . W 三四九 

あか < と . mK 七 朝顔や . W 一ーセ五 海士の屋は . m 三九八 幾霜に . n 一 

秋をへて . VI 一三九 舞(あさがほ)や…… W 1 I 七九 雨折く . VI 一九五 いざ子ども . m 一一八六 

秋風に . W 1 KQ 朝白ハは . n 三一〇雨の 日 や . I 一一一一一一 いざさらば . n 一四七 

秋風の . .二一 Q 五 舞は . m 三 あやめ生けり . .三五 いざともに . ltzg 一一 

秋風や . IMQ . wlg 朝茶のむ . W 一二一一 あやめ艸 . m 九七 いざよひの . D 蓋八 

秋来にけり . 110五 朝露に . V 八六 鮎の子の . m 一五 いざよひも . n 蓋一 

秋きぬと . I 三九 朝な^. . VI 一九〇あら海や . mis 十六夜や . W 八一 

秋涼し . mis あさむつや . 111一三 嵐山：： . W 四五 十六夜は . W 一一- t ; 一一一 

秋近き . V 九八 あさよさを . m 一四 あらたぅ と . m 二六 いさり 火に . Ms 

秋と k せ . I 一一七五 紫陽草(あぢさゐ)や ……V あら何ともなや . .二七 石枯て . I 一八一 

秌(あき)に添て…… wg 八 三七. V 二六三 あられきくや . .一一六| 石の香や . m 六二 

秋の色 . W 九八 あすの月 . ml 三四 あられせば . mg 四 石山の . m 三一. B 四四三 

秌の風 . 旦一七四 あすの日を . VI 七 霰 まじる . .二〇 いづく霽(しぐれ)…… I 一七八 

秌の夜を . V 一七八 あすは粽(ちまき)……118ありあけも . 一一三一一 市人よ . .三六一 
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石&三互八二 s 四穴呈〇穴竺七 


. 10 

. 里-二九 

.VISA 

wi.v 五一 

.wg 

. n 三五八 

. M 二七 


. I 四四 

. IV-I 二四 

もて—四一五 

. I 五九 

. 1ハ七 

. V 三六 

. .六 


五つむつ . 1一六六 

いでや我 . n 七三 

糸桜 . I 三二 

糸遊に . 1 一一 

稲す V め . W 九四 

いなづまを . n 一8 

稲妻に . ffli 

稲づまや . V 二九 

稲妻や . V 一三一一 

稲こきの . IV 二九 

猪の . V 一九二 

猪も . 里 一1 

命こそ . I 六二 

命なり . I 八一 

命ニッの . 1四0| 

芋洗フ女 . I 二九七 

いも植て . n 一八| 

いもの葉や . D 九一| 

入あひの . m 二五 

入か k る . ml 一三 

入月の . W 一一八七 

色付や . リ . I 一三四 

岩 躑躅 (つ X じ) . I 三八 

値る事 . I 六八 

魚鳥の . IV 一六五 

うかれける . IS 

うき人の . W 二五八 

うきふしや . W 四三 

うき我を . m 一一六三 


うぐひすを： 
うぐひすの： 
うぐひすや： 

驚や . 

牛部やに . 

埋火も . 

埋火や . 

うたがふな.： 

うち山や . 

打ょりて…… 
団扇(うちは) 
うつくしき•… 

卯花も . 

卯の花や.…… 

姥桜 . 

馬をさへ…… 
馬かたは…… 
馬に寐て…… 
馬ぼく*^^: . 
海くれて…… 
海ははれて… 
むめが i に…. 
むめが香に… 
梅が香に…… 
梅が K や…… 
梅が香や…•… 
梅こひて…… 

S 白し . 

梅つばき . 


梅の木に： . D 一七七 

梅柳 . 丄ーニ五 

梅若菜 . W 七 

ぅらやまし . W 一- tr 二 

瓜作る . n 七七 

瓜の皮 . V 八八 

瓜の花 . n 八一 

殽慮にて . nlll a 

枝ぶりの . ml 一八四 

枝もろし . .二 Q 

複の実ちる . VII 四 〇 

袅びす講 . IV 三三 

艶なるやつこ . 11三八 

老の名の . WIK 五 

笈も太刀も . m 八七 

扇にて . DI 三三 

祖父(おほぢ)親…… W 二四 

大津絵の . IV 1 

大比殽や . .九三 

近江蚊屋 . 110三 

起あがる . nsl 一 

荻の声 . 丄五 

荻の穂や . W 1 Q 九 

おきょく . I 二六八 

おくられつ . D 三一七 

御子良子の . n 一八七 

おさな名や . VI 一九九 

落くるや . m 五七 

おとろひや . will 一一 


己が火を . W 七二 

小野炭や . 11七六 

御影講や . W 三七 

思ひ出す . .四二五 

おもかげや . n 三二七 

おもしろぅて . nl 一八七 

おもしろき . VI 八三 

面白し . nl 四一 

阿蘭陀も . .一四三 

折くに . wig 

折くは . V 一三八 

か 行 

香を探る . n 一 五| 

白ハに似ぬ . VI 四九 

杜若(かきつばた )— si 

四 IQi 二四九 

螺ょりは . n 五五 

かくさぬぞ . VB 六 

かくれ家や . M 0 

かくれけり . m 四三七 

かげきょも . V 一三-一一 

桟(かけはし)や… nil 一二三 .n 

三一一四 

影待や . W 一一九九 

力げろふの . 旦一 

かげろふや . 里一一一一九 

影は天の . II 四 














































































































363 三句索引（初句) 


笠嶋は . m 九三 

かさ寺や . D 四四 

かさもなき . .曼一 

樫の木の . I 三八八 

被き伏 . D 三六八 

数ならぬ . V 三六 

風色や . VI 五二 

風かほる . ml 六一- T - IV 六七 

風の香を . m 三七 

風吹ば . .一一一一一 

かぞへ来ぬ . W 一八四 

かたつぶり . n 二五八 

かたられぬ . 瓜一三0 

かちならば . nil * 

鰹売 . m 三五四 

かつら男 . .四二 

門蒸や . I 九二 

かなしまむや . II 五五 

香に k ほへ . n 一九八 

鐘消て . m 三三 

鐘つかぬ . ml 一四 

かびたんも . .三一 

鎌倉を . W 一八八 

神垣や . n 一八五 

紙ぎぬの . nl 九一 

髪はえて . n 七一 

瓶破る k . n ニニ 

傘に . VI 三 

辛崎の . I 三九二 


乾鮭も . Ms 

唐破風の . W 一九二 

刈あとや . nil 一一五 

かりかけし . DS 

臈聞に . m 四 Q 二 

臈さはぐ . W 一六三 

かりて寐む . EI 四六 

枯朶に . 1ーーハ五 

枯芝や . D 一六九 

獺(かはぅそ)の…… m 三一七 

川かぜや . m 三八五 

川上と . 一九八 

寒菊や . 化1|一?也1|二五 

元日や . 111六三 

元日は . ml 

観音の . n 五 

灌仏の . 10 

灌仏や . VII 六六 

木をきりて . I 二 I 

菊鶏頭 . n 三四八 

菊に出て . V 一六七 

菊の香に . VI 六五 

菊の香や……里 Q 六. V 一六 Q.V 

1六三 

きくの露 . V 一一五五 

菊の後 . V 二六四 

菊の花 . 墨 I 

象潟(きさかた)や… ml 四九 
木曾の情 . W 三 


木曾のとち . nil 一三二 

木曾の瘦も . nlll 四| 

木啄も . m 三七 

きてもみょ . I 四九 

tt ぅちて . I 三一一一 

君火をたけ . n 三二 

君やてふ . W IZ3 一 

狂句こがらしの . 11一|五一| 

京にあきて . W 一四一 

京にても . m 三六三 

けふの今宵 . .八九 

けふ斗(ばかり) . 况三四 

京までは . n 二三 

今日ょりや . 九 

京は九万 . 110 

清く聞ン . I 一一# 

清滝の . V 九一一 

清滝や . V 八三. V 三八 

きりす . m 四一三 

きりさめの . W ニー三 

霧しぐれ . .二七六 

桐の木に . mg 三 

金屛の • . WS 三 

愚案ずるに . 1ーーハ四 

水鶏(くひな)なくと… V 七二 

草いろ^^ . D 三一九 

草の戸を . mg 八 

草の戸も . m 七 

草の戸や . IV 八八 


艸の葉を . m 三五三 

くさまくら . m 三四八 

草枕 . .三五八 

葛の葉の . W 一六七 

薬のむ . n 一四四 

草臥(くたびれ)て… D 一一四一 

口切に . W 三六 

国くの . 里三九 

愚にくらく . I 1九八 

熊坂が . ml 八五 

雲を根に . I 八〇 

雲おりく . I 四三四 

雲霧の . 丄一八一 

雲とへだつ . .五六 

蜘 何と . 11六三 

雲の峯 . m 一三二 

鞍っぽに. . W 三|七 

實て . .一1 

黒森を . . 一 1六七 

椹(くはのみ)や…… I 二五七 

雞頭や . VI 一五七 

毛衣に . W 一ー ー竞 

今朝の雪 . 11五三 

けし炭に . I 一三四 

実 r けに)や月 . 15 

鸛(こふ)の巣に…… V 一 1八二 
鸛の巣も . n 五九 

紅梅や . m 3 

蝙蝠 も . W 一七六 
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声すみて . 旦一八一一 I 

声よくば . V 二八三 

ごを焼て . n ニーーー 

氷苦く . 11三0 

木隠れて . V 三四 

木枯に . W 一四三 

讽に . IV 一一一商 

こがらしや . m 四三五 

木枯や . VI 一三11 

苔埋む . m 二五八 

九たび . W 二八 

梢より . 110四 

小鯛指 . m 一七四 

胡蝶にも . m 一一四五 

こちらむけ . 里一一七二 

琴箱や . W 二九七 

子ども等よ . IV 二六一一 

子に飽クと . VI 一九七 

此秋は . VI 九五 

此ぁたり . D -5 

此海に . .三四五 

此梅に . I 七六 

此こ乂ろ . W 一七八 

此種と . m 三三三 

此槌は . W 一一 一八 

此寺は . V 一一七五 

木の葉散 . I 三一九 

此ほたる . nl 一七四 

このほどを . nB 五 


此松の . n 八九 

此道や . VK 五 

木の本に . m 三11一一 

此宿は . V 二 Q 

此山の . =>一八三 

小萩ちれ . ml 一三八 

御廟年経て . I 一 -I 

古法眼 . W 三四八 

米買に . DM 四 

米くる k . W 七六 

こもをきて . m 三一四 

こもり居て . Ms 

今宵誰 . V 一四一 

今霄の月 . 110八 

これや世の . ma 六 

衣着て . m 二四二 

こんにやくに . IV 一 I 

莧碧の . v _ 

さ行 

西行の . IV 1 蓋 . V 1 I 

さかづきに . n 一九三 

盃に . Ilza 一一一ーハ 

盃の . IS 

盃や . 丨一五0 

盛じや花に . I 一 S 

盛なる . I 二五 

咲乱す . V 一一三 Q 


桜がり .. n 三九 

桜ょり . m 八九 

酒のみに . nl 一一三 

酒のめば . n 三- t ; 一 

さ V 波や . V 一 〇一 

篠(さ-0の露 . W 二四九 

さ V れ蠏 . ns 

さしこもる . n 三六七 

嘸(さぞ)な星 . .一六 Q 

五月の雨 . I 一五九 

座頭かと . V 二四四 

さとのこょ . ns 

里ふりて . VI 三四 

早苗とる . m 八三 

早苗にも . m 六八 

淋しさや . mllg.wlQI 

さまの . nBl 

五月雨を . mil 一二 

さみだれに . n 六九 

五月雨に… 1111 三 . 1 一九六 . nil 七一 

さみだれの . V 五八 

五月雨の . m 一0五 

五月雨も . .四五 

五月雨や…1一0〒|=3七九.1ハー. 
V 六一 

さみだれは . m 八一 

寒からぬ . VI 一ーニ 

寒けれど . n 二八 

皿鉢も . V ニニ 


猿を聞人 . .一一七八 

猿引は . V 一一六九 

さればこそ . n 一三五 

三尺の . ffli 

汐越や . m 一 五五 

塩鯛の . IV 二 0 

塩にしても . .一三七 

しほらしき . m 一九五 

しほれふすや . I 一九 

鹿の角 . 1一三九 

しぐる k や . m 四一一 

時雨をや . II 八 

しぐれ行や . IV 三四三 

閑さや . m 二九 

賤の子や . n 九一 

しにもせぬ . I 一一一三一 

しのぶさへ . .三四九 

しばしまも . I 三九 

柴付し . V 七六 

しばの戸に . I 一- t ; 三 

しばのとの . W 二六 

暫は . W 一一六 

暫時は . m 三一一 

四方ょり . ml 一一四五 

嶋や . m 九九 

霜を着て . .二三 

霜をふむで . I 一五一 

霜枯に . I ニニ 

霜の後 . m 四三一 

















































































































365 三句索引（初句) 


秋海棠 . VII 八八 

鎖あけて . W 八三 

少将の . 里一 D 八 

丈六に . D 一七一 

初春先(まづ) . 11一一七六 

白魚や . W 二四0 

白髪ぬく . 旦一一八八 

しら菊の . V 5 一 

白菊ょく .Ills 

白げしに . .巴九 

白芥子や . V S 五 

しら露も . W 二六八 

城跡や . nlKII 

白炭や . I 二六 

新わらの . VI 五五 

才学も . 丨一三一 

水仙や . W 一三六 

す^しさを . VS 

涼しさを . m 二- rv 六五 

涼しさや . 瓜一三 0 .V 七四 

煤はきは . E 5 

煤掃は . m 四一六 

雀子と . VII 五九 

硯力と . m 二六テ 

須磨寺や . 10 

須磨のあまの . n 一一 五一 

須磨の浦の . EI 

住つかぬ . m 四一七 

するがぢや . V 五一一 


節季候を . 墨 Q 

節季候の . m 四一四 

関守の . m 七九 

せつかれて . W 三四一 

芹焼や . W 三一五 

僧朝顔 . .三一三 

蒼海の . I 一四九 

雑水に . W 一一 一 S 

草履の尻 . .一四五 

袖の色 . E 1 四七 

袖ょごすらん . 丄三六 

其かたち . ni 

其玉や . mi 

其にほひ . i 八 

そのま\ょ . ml 一四八 

薷麦もみて . vl a 九 

簡麦はまだ . V 一四一一 

た行 

田一枚 . 瓜六三 

大裏雛 . I 三四 

鷹の目も . W 九六 

鷹 ひとつ . nl 三一 

高水に . W 二六四 

誰ガ婿ぞ . .三七一 

茸狩や . m 一一八八 

たけのこや . W 五三 

たかうなや . I 六九 


たこつぼや . nil 五六 

橘や . W 五九 

七夕の . .ご一 

たなばたや . V 二五 

種芋や . mull 一七 

旅がらす . .三七四 

たびにあきて . ns 五 

旅に病で . V 三二 

たびねして . I 四三八 

旅寝して . nl 五四 

たび寐ょし . Dig 

旅人と . n 一 CD 九 

旅人の . W 一一五五 

玉祭り . mills 

手向けり . n 一 Q 六 

ためつけて . n 一四五 

田や麦や . m 四六 

たれやらが . nil 一八 

たはみては . V 六四 

たんだすめ . .一三 

ちさはまだ . V 五四 

父母の . n 一一一一七 

千鳥立 . m 四四四 

地にたふれ . 1ハ四 

粽(ちまき)結ふ . W 2 

長嘯の . Ms 

蝶鳥の . V 二九六 

蝶の飛 . VII 三六 

てふの羽の . 一四 


蝶もきて . W ニー 

蝶よ-^ . 11一六九 

ちるはなや . V 一三四 

つかもぅごけ . ml 九二 

月いづく . M 0 

月影や . nl 一一三四 

撞鐘も . n 一一九九 

月か花か . m 一四三 

月清し . B 1 S 

月さびよ . mils 

月十四日 . 11一三七 

月白き . n 一一八 

月しろや . m 三九二 

月澄や . VI 一〇四 

月ぞしるべ . .四 

月に名を . 里三五 

月の鏡 . I 一七 

月のみか . m 一一三四 

月花の . W 三二九 

月華の . n 三三 

月花も . m 二 

月はやし . n 八六 

月待や . ハ 

月見する . m 三八一 

月見せよ . 旦三一一 

月見ても . n 一一六一一 

月やその . W 三0八 

月雪と . D 三六 

月はあれど . n 一一 六一 
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作りなす . W 三六 

蔦植て . .三〇四 

蔦の葉は . 里一八一一 

つ X じいけて . .三九八 

摘けんや . 11九五 

露凍て . n 一 五二 

露とく-^ . 11一三三 

覉鳴や . 墨 

鶴の毛の . W 二四四 

庭訓の往来 . I 二三 

手をぅてば . W 五| 

手にとらば消ん . 11110七 

手鼻かむ . n |九七 

寺に寐て .. 八七 

天鉀や . I 七五 

冬瓜や . VI 五一 

唐きびや .1 IQ 七 

当皈ょり . W 二四六 

たふとがる . 二四 

たふとさに . mlj 六七 

たふとさや…：， . m 四二七 

磨なをす . n 一四一一 

年募ぬ . .三六八 

年^* や . IV - 1 

年> や . IV 二 0 

年の市 . DM 

年は人に . .八 

土手の松 . 里一* 

戸の口に . I 一一奎 


兎もかくも . W 一五八 

鳥 さしも . I 四 一一 八 

蜻蜓(とんばぅ)や… m 四一〇 
どむみりと . V 四七 

な行 

猶みたし . nil 四五 

永き日も . n 五三 

中<に . W 一一一一れ 

詠るや . I 八八 

中山や . 里一一八 

無き人の . nil 九六 

夏かけて . W 二七11 

夏きても . nil 九五 

夏艸に . mM 九 

夏草や . m 一 〇二 

夏艸や . m 三六0 

なつ木立 . .五八 

夏衣 . I 四三二 

なつちかし . .二九 

納豆きる . m 四四二 

夏の月 . Is 

夏の夜や . V 九四 

夏山に . m 四九 

なでし子に . n 一一五九 

なでしこの . 九 

七株の . 九五 

なに喰て . VII 七九 


何事の，..' .. 三〇一 

何ごとも .. 一〇七 

何に此 . ml 一二 Q 

何の木の .. 一七五 

難波津や . W 三三 

菜畠に . .四00 

なまぐさし . Nils 

波の花と . I 四〇 

浪の間や . mil 

南もほとけ . n 八三 

奈良七重 . VI 一七 Q 

成にけり . .九 Q 

似合しや . 里一1三八 

西か東か . 瓜七八 

入夠の . W 1 Q 三 

庭はきて . WI 1 五九 

庭掃て . m 三五 

盗人に . W 一一一ーー宍 

ぬれて行や . ml 九八 

猫の恋 . W 一八二 

猫の妻 . I 九五 

寝たる萩や . 11六 

子の日しに . .一一ーセ三 

ねぶかしろく . W 三八 

ねぶの木の . mills 

能なしの . IV 五六 

暖簾の .. 一八九 

野を ょこに . m 五四 

野晒を . 111七二 


吞あけて . W 二| 

蚤風 . ffl - R 

苔(のり)汁の . V 一一七八 

は 行 

這出ょ . m 二五 

萩の露 . VB 四 

萩原や .. 八四 

宮根越す . nl 四八 

橋桁の . W 九二 

ばせを植て . II 八九 

色蒸野分して . I 二 S 

芭蕉葉を . IV 一一 S 

はす池や . ng 八 

蓮のかを . VIQ 八 

はだかには . nl 九四 

畑打 . m 三二五 

はつ種ゃ . 110六 

初秋や . W 七三 

はつむまに . W 二四二 

八九間 . VI 九 

初桜 . nils 

はつしぐれ . m 二七六 

初時雨 . W 三一四 

初しもや . W 九一 

初茸や . W 二六七 

初花に . I 一一一一一一 

初真桑 . ffl-g 
















































































































367 三句索引（初句) 


liivil 


in iv 

三三 u 
四三四 
一八七 


n in v 

ーニニ1 
六三四三 
◦七五四 


iv iv I n in I n 


in i n n v 


一- —— — •- - - - . ― •- 一- 星 --- - —•- 

一三三二九一'五六六 CD 六六' 
CD 二七三五五二三四九三四. 


初雪に . mlK 九 

はつゆきや . n 二四 

はつ雪や . ffl § 

初雪や…… nl 一六.里一九六ルーーー11三 

鳩の声 . 旦一四七 

花あやめ . n 一一六六 

花をやどに . nils 

花ざかり . n ニニ六 

花咲て . nil 

花と実と . VI 一四三 

花にあかぬ . II 一七 

花にあそぶ . ns 

花にいやょ . .五五 

花にぅき世 . I 二四八 

花に酔リ . II 五八 

花にねぬ . 五 

花にやどり . I 一五七 

花の顔に . I 二四 

はなのかげ . n ニー四 

花の雲 . n 四三 

花皆枯て . n 一一七 

花見にと . V 二六 

花むくげ . .一七 Q 

花は賤の . .九 

葉にそむく . VI 一八五 

はまぐりの . will 一ーニ 

蛤の . 

はやくさけ . m 二五二 

はらなかや . n 五一 


針立や . I 七三 

はりぬきの . I 一四八 

春風に . 11一九 

春雨の . n 一一一一 五 

春雨や……里11三一 .V 一ーヤ V 一一 1 0. 

V 一 K 四 

春立て . nH ハ六 

春立と . .四八 

はる立や . I 一八三 

春なれや . .三 A 

春の夜や . ng 七 

春の夜は . V 二四八 

春もや k . W 一一三九 

春やこし . 丨一 

腫物に . V 七 

半日は . m 四四 五 

びいと啼 . V 一五七 

東にし . n 一九 

髭風ヲ吹て . .二四二 

ひごろにくき . m 四一一九 

一おねは . W 5 一一 

人毎の . .六四 

一里は . 瓜 三 一一 一九 

一時雨 . .二九 

一つぬひで . nl 一三一 

一家に . m 一七六 

一露も . W 三四二 

一とせに . V 五 

人に家を . m 四二五 


人之を . 里一九四 

-0/\ . IV 五四 

人も見ぬ . W 一七 Q 

独あま . W 一一八 

日にか k る . V 二九三 

日の道や . W 六五 

ひばりなく . ml 一一三四 

雲雀ょり . D 三〇 

百里来たり . .八七 

ひや^-と . V 二八 

病雁の . m 三九四 

屛風には . m 一一九三 

ひょろ^^と . nil 一二 一 

閃(ひら)-^と…… V 1 Q 五 

比良みかみ . m 四四一 

ひるがほに . nil 七九 

昼顔に . .一一三一 

鼓子花(ひるがほ)の …… n 

一一六九 

ひれふりて . 11一六六 

琵琶行の . .三三四 

日は花に . i 三〇 

貧山の . I 三八 

風流の . m 七二 

吹とばす . n 三三五 

ふくかぜの . V 一一一一六 

富土の風や . I 八五 

藤の実は . 瓜一一五六 

富土の雪 . .二五 


不性さや . 

二俣に . 

二人見し . 

二日にも . 

船足も . 

ふみ月や . 

文ならぬ . 

冬籠リ . 

冬しらぬ . 

冬庭^ . 

冬の日や . 

冬牡丹 . 

A らずとも . 

振売の . 

古池や . 

降音や . 

古川に . 

ふるき名の . 

ふるさとや . 

ふるすた V . 

ふるはたや . 

分別の . 

她 (へび)くふと. 

ほぅらいに . 

鬼灯(ほ\、つき)は 

ほしざきの . 

ほたる見や . 

牡丹蘂ふかく……. 
発句也 . 
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ほと >1 ぎす…丄一五四 •! ハ八 • n 
二五三 .10 ル四八 . wls-v 

三-0 

郭公 . 1二0一 . IV 一一五一 

時鳥 . 丄一五九 

杜鵑(ほと X ぎす)…… W 一八七 
ほろ^^と . n 三六 

ま行 

前髪も . V 一一四六 

获(まくさ)おふ . m 三四 

先祝へ . n 一三九 

舛かふて . VI 七一 

先しるや . .九七 

先たのむ . 里一|五六 

またたぐひ . n 一一八六 

またぬのに . . 九九 

町医師や . . 七二 

松風の . vall 

松風や . V 二 S 

松杉を .. VI 一三八 

松茸や . V 一四四. VI 一七三 

松なれや . .一七11 

待花や . I 一四六 

まとふどな . VI 一七七 

窓形に . V 三九 

まふくだが . D 六二 

眉はきを . m 二七 


三 井寺の . W 八 0 

見送リの . n 三一六 

三ヶ月や . .二四一 

三日月や . W 一九八 

みしやその . W 二八三 

沾や . vjQ 二 

水寒く . n 三 Q 

水 とりや . 111 K 三 

水の奥 . m 三五 

水むけて . I 三七 

三十日月なし . .二九二 

道のベの . 111八五 

道ほそし . V 一一三 

み所の . VI 三七 

みな出て . IV 三二四 

皆拝め . nlll 六九 

みな月は . W 六九 

水無月や . W 七 I 

身にしみて . D 三三三 

蓑虫の . DS 

都いで X . 五五 

宮守ょ . I 三三五 

見る影や . .六一 

見るに我も . .六五 

見わたせば . .一四七 

むかしきけ . V 一 I 五二 

麦のほを . V 四一 

麦はえて . n 一三七 

麦めしに . W 云 


むぐらさへ‘ . VI 一三五 

武蔵野の . 11〇七 

むさし野や . W 11 IS 

むざんやな . Ms 

結ぶょり . m 一六二 

明月に . V 一三九 

名月の . m 一三 " PV 一三五 

明月の . nlll 六二 

名月は . W 八ーハ 

名月や… n 一〒 里 1 •里 一一七八. 

旦 S • E 8 

女をと鹿や . .五三 

飯あふぐ . V 一 〇四 

めづらしや . m 一四四 

めでたき人の . I 四三九 

目にか k る . V 四五 

めに残る . n 一一七三 

目の星や . .六七 

餅を夢に . .一八六 

餅花や . .一八八 

餅雪を . . 一一 - fc; 

藻にすだく . .一九一 

ものいへば . 以云三 

物書て . m 三七 

物好や . 里 15 

物の名を . D 一 A 

もの\ふの . W 三 I 一七 

もの 一 . nil 一一 

物ほしや . VII 七五 


百歳の . W 三一 

桃の木の . 10六 

もろき人に . D 一一九八 

門に入れば . .三0五 

や行 

やがてしぬ . I 一一 一 S 

薬欄に . m 一六七 

やす^^と . W 八五 

瘦ながら . n 一 01 一一 

宿かりて . W 一四七 

やどりせむ . n 二八 Q 

柳小折(こり) . V 七七 

山かげや . n 一一八四 

山賤の . .四三一 

やまざくら . W 三六 

やまざとは .W 二 

山路来て . I 四0四 

山城へ . 瓜一一九八 

山中や . 瓜 110 四 

U のすがた . 1セ九 

山吹の露 . .一九四 

山吹や . W 一九 . WII 二 

山も庭に . m 四一 

山は猫 . 丄1六四 

闇夜とすごく . I 一九九 

闇の夜や . Iva 

夕顔に . V 八四 












































































































369 三句索引（二句) 


1 iii v i 

八二五— 
〇六四五 


挙るあふぎや . VIQ 五 

_ (あき)をさだむる…… V 

二五 

秌の朝寐や . VK 三 


秋は色の . n 一一七六 

明知が妻の . mils 

朝白ハの夕べ . .二四一 

朝にもっかず . m 三六六 


あふがん人の 

あ行 青ばながらに 
青葉若葉の… 

葵傾く . W 六五 あかざの杖に 


夕白ハに . 11一一六 

夕白 ハの 白ク . 丄 10一一 

夕がほや . 且一七六 

夕顔や . W 二六 一 

ゆふ晴や . m 一五三 

ゆふべにも . 1一六六 

湯をむすぶ . m 五九 

雪をまつ . W 一四一一 

雪ちるや . m 四四七 

雪と雪 . 丄ーー五九 

雪の朝 . 丄七九 

雪の中は . I 一一 a 

雪の鮏(ふく) . I 一一三五 

雪間ょり . VI 一四七 

ゆきや砂 . nl 一一九 

行煉の . E 1 八九 

行種の . W 三0 

行秋や . Vi 

行秌や . VII 六二 

行雲や . .ニニ 


行駒の . .四一一九 

行春を . m 三四九 

行春に . nils 

行春や . m 一七 

湯の名残 . 10八 

柚の花や . W 四六 

夢よりも . n 一三四 

酔て寝む . n 七五 

世を旅に . V 六八 

よき家や . D |一一 Q 三 

夜着ひとつ . W 一四五 

夜着は重し . 11一四四 

よくみれば . n 五七 

義朝の . 11一一一一八 

義仲の . ml 三六 

よし野にて . nB 六 

夜すがらや . V 一一一一九 

四つごきの . V 一一 四 

世にさかる . VSI 

世に k ほへ . .三七八 


世にふるも . .三0 

よの中は . n 一〇八 

世の夏や . nl 一七五 

世の人の . rag 

よめはつらき . .五一 

よもに打 . n 三九 

夜ル窃(ひそか)二…… I 一六一 
よるべをいつ . 1一六八 

ら行 

蘭の香や . 丄一九九 

龍宮も . .九六 

龍門の . n 三一 

両の手に . W 一八〇 

るすにきて . D 四 八 

留主のまに . W 一六一一 

六月や . V 八一 

櫓の声波ヲぅつて…… I 三五 
炉開や . W ニー九 


わ行 


我絹に . .三九 Q 

我ためか . D S 

若葉して . n 一一三五 

わが宿は . V 二五一 .V 一一五六 

別ればや . V 一 |八七 

煩へば . V 一一九一 

わするなょ . n 四一 

わすれ草 . 1一三八 

忘れずば . .一一七 I 

わせのかや . n 一八〇 

綿弓^ . I 一一 D 九 

侘テすめ .1 S 八 

わらふべし泣べし……1一一三八 

我に似るな . m 三 B 

我も神の . .七八 


二句索引 
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足駄を拝む . m 四九 

足に結ん . m 九七 

足はひのぼる . nA 

網代の氷魚を . M 0 

汗やさ ゞ 波 . 110111 

あだに落けり . 110四 

暑さわする k . IV 二 Q 九 

あつさをおしむ . V 1 QII 

あつめて早し . m 三二 

跡とひたまへ . I 三七 

跡は机の . W 1 一八七 

あぶなきことに . ml 一八八 

r なくらひそ . n 六五 

油の様な . W 三七 

醋(あまざけ)造る…^;三一一 CD 
あまの咄や . ms 八 

雨占なはん . 里二0 

雨に相撲も . M 0 

雨に西施が . m 一四九 

洗あげたる . W 三八 

嵐の外の .•，. V 1 KI 1 

有共しらで . 一八五 

有べきものを . wg 五 

あれたきま X の . n 一三五 

あれたる神の . WI 六一一 

あれや野分の . VI 三七 

あはぬこ k ろや . .三 

哀をこぼす . n 一 |七 

あはれさひとつ . nl 九 


あはれなるべき 


あはれは塚の . 墨ハ 

菴もあらん . VII 七一一 

庵は破らず . m 三七 

いか V 暮さん . V 一七 

いかなる人を . m 三五四 

生て出けむ . IVK 八 

幾死かへる . I 三一三 

幾度越る . W 一一四 

いくつ崩れて . ml 三一一 

池をめぐりて . n 一四 

いけるかひあれ . W 一一一一一一一 

いざことづてん . I 一三七 

石にたばしる . m 四四三 

いしょり白し . m 一一 1二 

石はあさまの . nlll 三五 

いづこさ月の . m 九三 

出るや . n 三六二 

いづれか今朝に . n 一一一一一一八 

いづれの花を . mH ハ七 

伊勢の墓原 . mil 七四 

一度つ まる k . Vi 

一度に瓜の . V1 I 

一夜にかれし . nl 一六六 

いつ大仏の . m 一一九六 

いつの野中の . W 五九 

出ていざょふ . IV 八五 

井出の駕籠かる . mil 九八 

出ばや寺に . m 三五 


出よ浮世の. . W 一七六 

いと V 寐られね . 且一1七一 

稲妻を待 . n 三 四七 

犬の欠尿(かけばり)： i ニニ 
犬ふみつけて . V 二七七 

犬も時雨 k か . I 員 

稲かる頃か . D 一 Q 八 

いねすりかけて . D 九一 

いのちをからむ . n 三11111 

命 . .三三 

祈出して . W 一四五 

棘(いばら)を•つかむ ……I 

一九八 

伊吹をみては. it.wla 

いまだ虱を . ISII 

今や暮ぬと . W 九六 

今は俳諧師 . V 三 一 〇 

芋種よ又 . .六二 

芋ははちすに . n 一 Q 六 

いらかみやりつ . n 五 

入日や薄き . W 一九二 

いろはもかきて . 1六三 

岩にしみ入 . m 二九 

岩ひばの緑 . II 五九 

岩吹とがる . W 一四三 

植て立去る . ms 

ぅき世の北の . 七二 

ぅきよの人の .DII 一三一一 

うごきいる k や . m 四一 


兎の皮の . m 一一八九 

うしほの花も . m 五 

宇治の焙炉(ほいろ)の … W 

ニニ 

牛も初音と . .七六 

後に負ぬ . n 一一 三一 

うしろや寂し . Dill 一六 

薄がききたる . Ms 

薄紫の . V 一一四七 

鶉啼なる . m 四 Q 三 

うたひに似たる . n 三四 

うたはふものを . V 一一八三 

打崩したる . VI 七八 

現(うつ の鹰ぞ… D 一三四 

うにほる岡の . D 一九八 

卯花拝む . I 四一三 

うばひとり泣 . n 一一 一二七 

姥もめでたし . W 二九 

馬の尿(ばり)する… mlo 八 

馬の戻りや . V 七六 

むま引むけよ . m 五四 

むまより落よ . n 三九 

海にいれたり . m 一四六 

海にむかへば . ffli 

海も青田の . n 三 CD 六 

梅を心の . n 一三九 

梅おりのこせ . 0 5 

梅かたげ行 . ハ 

梅さへよその . n 四八 















































































































371 三句索引（二句) 


梅に蔵見る . nl 五一 

梅にす手引 . 111五 

うらみの滝の . rag 

うはつきたつや . V 一一九六 

江戸にはまれな . .八八 

絵にうつしけり . V 九 Q 

海老熨る程の . W 八一 

偃鼠が咽を . I ニニ〇 

追もどさる k . V 一一 A 

扇にのせて . I 八五 

扇引さく . m 三七 

逢ふたょも有 . £一三六 

あふちや雨の . V 四七 

近江の人と . m 三四九 

大ナル哉春 . I 一五四 

大竹截を . W 四八 

起ても月の . IV 二八 

おくものぶかし . n 一八九 

おくりつはては . n 三一七 

桶の輪きる k . n 七九 

稚き時の . W 五三 

押わけみたる . VI 三 

落て拾へば . V-S 

落葉か水の . V 三011 

落るょり飛 . 旦ーー 五三 

おとがい閉る . .四三一 

をとさへ梅の . n 一九七 

音しばしまて . m 四四二 

音やあらしの . 里 一一一一五 


音や霰の . I 三六七 

おのく花の . n 三一九 

己が棚つる . MB 

尾ぼそぅなるや . .三一一 

おもひこなさじ . 瓜三三三 

おもひもかけず . n 一八五 

思ふ事なき . VI 一九五 

おもへば一夜 . I 九二 

おもへばさびし . .二六三 

おもかげにして . m 二七 

おもてみせけり . W 一六七 

をらで其儘 . n 三◦八 

折しもけふは . n 一一 QQ 

折てかへらん . II 四五 

折むすぶ歯朶の . .一八六 

折て悲しき . W 一一 A 

おれる計ぞ . .六五 

御めの雫 . nl 一三五 

御物遠や . 11一一三 

か行 

蚕わづらふ . V 六一 

かひ屋が下の . m 二五 

却而(かへつて)江戸を …I 

二七五 

かほのところが . V 二九 

か\が馳走や . vlg 

案山子(か ゞ し)の袖や … W 


三 S ハ 

鏡も清し . n 一四二 

か》るなみだや . nl 一五九 

かき起されし . W 1七 

書付消さん . S 0 九 

柿の木もたぬ . V 一三四 

かくれぬものや . n 二七一 

かけか k りたる . W 三二三 

かげろふ高し . n 一七一 

傘を手にさげて . I 一七八 

笠おとしたる . m 三一九 

笠きて草鞋 . .三六八 

かざしにさせる . .一八八 

笠手に堤て . V 一一八七 

笠に指べき . W 一九 

かじかや浪の . mg 七 

頭をつかむ . W 一 0九 

かずにも入ン . I 四三九 

風を敷寝の . .二三 

風の薫の . viol 

かたちに似たり . nlll 八 

かた手にはさむ . W 六三 

肩に槌ぅつ . .七三 

片荷は涼し . V 七七 

帷子(かたびら)時の…… V 

一一六三 

帷子雪は . lg 

語らんか k る . n ニー三 

語るも旅の . n 二四九 


鰹を染に . .一一五九 

門は潷の . n 一八一 

かなしさ告ょ . n 一八三 

かねもきこへず . ml 一五 

鐘は上野か . n 四三 

鐘はしづめる . 里 I 

彼(かの)ぅら島が… I 二六 

蚊の声闇き . W 七四 

蚊のちいさきを . V 二五一 

甲の下の . Ms 

かぶれた程は . V 一一 七三 

壁をふまへて . V 二八 

壁には客の . IV 二一一七 

釜霜に啼 . I 三八 

神を友にや . m 四四五 

神も旅寐の . W 一蓋 

鴨のこ袅 . .三六三 

からすのとまりけり…11六五 

烏も雪の . m 四一|九 

枯て餅かふ . . 一一 ra 九 

蛙飛こむ . n 九 

かはせて我は . 瓜 四 一一 五 

瓦ふくもの . IV11 一六 

臈あはれ也 . W 三一〇 

雁の来る時 . V 一一五七 

干瓢むいて . V 八四 

消行方や . nil 五三 

きかばやいせの . VI 

木$の蛍や . W 七一一 
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菊の香のする . W 二九九 

きくひえそむる . W 九一 

菊ほのか也 . n 一 〇二 

菊はたおらぬ . M 0 

きけばおそろし . m 三四一 

木曾や四月の . I 四-一五 

義竹が竹に . I 九七 

狐こはがる . V 二〇四 

きつね下ばふ . I 一究 

狐のそりし . W 二四二 

きどくや日-^に . nl 二九 

きのふや鶴を . I 三八五 

きのふは過て . .二七 

君があれなと . n 七七 

きゆやなみだの . n 三五八 

けふ幾日やら . Is 

京江戸かけて . .七五 

京なつかしや . 里一1六三 

けふの塩路や . .九六 

けふも焼場の . m 三七 Q 

けふはぅりかつ」 . W 1 I 三七 

霧袅いさら袅いと……丄七一一 

切尽しけり . n 畐八 

桐に動て . W 一 Q 六 

水雞(くひな)もしらぬ… V 

二 CD 

空也のやせも . m 四二〇 

釘にかけたる . WIO 一 

卿のうてなも . D 八 三 


草餅の穂に . 111五六 

崩て明し . V 九四 

九千 くんじ ゆの . 110 

口に有也 . .六四 

唇寒し . W 二九三 

九日(くにち)もちかし … m 

二五一一 

愚に針たてん . E 一一|九 

雲やしばしの . VII 九三 

くらがり登る . VIS 

くらき柳の . V 三六 

暮てさびしや . n 一三 Q 

来れば風雅も . m 四一四 

黒き衣や . W 一一四四 

黒き目を明ク . W 二四 Q 

景色を庭の . W 三一 

けしきと X のふ . E 1 

けしきは見えず . m 三六四 

けしにセまりて . W 二八九 

けなりがらせょ . vg 九 

毛に毛がそろふて . .五三 

小家は秋の . V 一一七九 

声鳴かはす . VI 一五九 

小^びにまじる . M 三九八 

声まぎらはし . VI 一六 Q 

声横たふや . W 二五一 

氷の僧の . .三八三 

小貝に まじる . m 一一四三 

小貝拾はん . m 二四二 


心おかしき. . i 九 

心に風の . .二七二 

心に似たり . 11一一二八 

こ X ろにも似よ . EI 

心のよりや . V 九八 

心ばせをの . n 一 

心みに浮世 . I 三11111 

心もしらず . D 一六七 

心はしらず . ハ五 

越路も月は . m 一一一一八 

こしたにつたふ . nl 三五 

こしの白根を . ml 六三 

湖水にぅかぶ . nil 七五 

梢は雨を . D 八六 

小袖も今や . D 一一 九六 

木魂に明る . W 五一 

呉天に雪を . .一 ra 四 

事おもひ出す . nBl 

小なぎが上の . Nils 

こなたへ入せ . I 四 

粉糠のか X る . W 三二五 

此笠ぅらふ . 1=一 

この川しもや . W 11 九八 

此木がらしや . W 一四一 

子の ごとくせよ . 1六八 

木の実艸のみ . ffl-s 

この身はもとの . 丄一六一 

小春にみるや . I 一七 

こびて目を張 . V 一璧 


小坊主乗るや . W 三一七 

こぼさぬ菊の . W 三四二 

こぼさぬ萩の . W 二六八 

米つき涼む . I 一一三一 

米つく宿の . VS 

籠リ人ゆかし . Dg 七 

こや秋風の . .一五 

こやかへるさの . I 三一一 

ごゆょり出て . 1八三 

今霄 . .一一三七 

今霄師走の . 1111五九 

今霄は肌の . mg 八 

此もたぐいか . W 一八五 

是も又我が . W 一一 七九 

是やまことの . n 三三 

さ行 

西行ならば . I 一一九七 

柴胡の糸の . ml 一一 二九 

幸(さいはひ)庵に…… 10 

さえづりたらぬ . D 五三 

竿や捨けん . .四二八 

境の庭ぞ . W 三六 

酒盛しらぬ . D 三 g 

左官老行 . IV 三九 

咲や石屋の . W 二九二 

さくや老後の . I 六 

桜をこやす . W 0 

















































































































iv n iv in 




ra 四三石二 s 至 s 七一六三ー ニニ 七八四八 天 二三一 
〇二八八五三 CD 六四六四〇一二六八八九三六八七 CD 


線香買に . n 三五 

船頭酔て . W 六六 

僧しづかさょ . W 一一三 

底た k きけり . W 三三八 

坐(そ V ろ)浮法師…丄九三 

そてつに蘭の . IS 五 

其陰に干鱈 . I 三九八 

其口たばへ . 11一九 

其声に芭蕉 . m 五一| 

其子の庭や . W 一一四 

其葉ちらすな . m 一一 Q 六 

其ひめ瓜や . .五九 

染る泪や . .三八 

空をふょぅの . W 三三 

空で雨降 . V 一九 

空にやすらふ . n ニー Q 

空吹おとせ . V 五八 

そろはぬ . VI 一四 


た行 


大根からし . 1雲一 

大根苦き . W 三二七 

大根の外 . V 一一六四 

鯛はあれども . W 七一 

たがいにかはる . V 一五一 

たかくの宿の . m 五七 

誰が文庫ょり . .三一一 

滝に籠るや . ml 一一一一 


桜に明て . VII 四八 しぐる k 雲か . 五三 師走の市に…： 

桜に涼む . m 5 一一 時雨の花の . VS 五 師走の海の…： 

桜見せふぞ . A 0 時雨よやどは . m 二九四 師走は子路が… 

桜は軽し . .三一九 雫いかなる . n 八一 皺手合する…： 

咲は辛気の . .一三 8下もよ k の . .六九 新年ふるき . 

酒くむかげや . nl 一一一一一一 下焼立る . W 一 S 甚ベが羽織…… 

酒に S 売 . . 一一一- t : ーハ 下てる姫か . .一四 西瓜の色に…： 

さしみもすこし . V 二五 Q 歯朶に餅おふ . .三七一 推せよ花に…： 

さす船おそし . V 二六 下ゆく菊や .1 S 水仙のはの…… 

さぞ若衆哉 . I 一一一一五 七堂伽藍 . V-S 酢売に袴 . 

五月にかざれ . ffls しどろに植し . V 一五一一 酢をすふきくの 

佐渡に横ふ . m ー セ CD しの字を引て . I 九 一一 一 巣をまどはして 

さとらぬ人の . Ms しのぶは月の . W 九二 すがた拝まん. 

里は何をか . ml 一四 忍は何を . . 一一一一 I 五 杉の木の間の. 

座にぅつくしき . 星八一 四門四宗も . n 三三四 直に野松の…… 

さびしがらせよ . m 二六三 上戸の白ハや . W 一四二 煤にそまらぬ. 

佐夜の中山 . I 一一七 I しら糸となす . 11一七 雀のわらふ…. 

さらでも霜の . n 一四四 しら魚送る . m 一五 雀よろこぶ…. 

更に宗祇の . .三0 しら魚しろき . .三三九 すそわの田井の 

) 猿に着せたる . 一三五 白魚やとらば . .一九一 捨子に秋の.… 

1 猿の小袖を . VI 一六九 しらじしぐれの . W 一五二 酢になるきくの 

( さるもこみのを . 旦実 しらぬ翁の . VI 一九九 すまずなりけり 

引さはるものなき . W 11 S しらぬ木の葉の . V 一四四 須磨にかちたる 

索暫時百景を . .一一八 I しら k おちくぼ . W 蓋 住替る代ぞ…. 

句残夢月遠し . .二八八 尻声悲し . V 一 五七 住ば都ぞ . 

三椎の木も有 . m 三五六 汁も膾も . m 三ニニ 相撲とり草の. 

四角な影を . V 一一五六 しれや稳蓼に . mg 八 世間口より•…： 

373へぎたる . W ーハー しろかく小田の . V 六八 世間の秋を.… 

3しきりに恋し . n 一三七 しろき障子の . W 一三六 瀬ぶみ尋ぬ•…： 
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滝降りぅづむ . m 八| 

竹樹る日は . W 一一一一一一 

竹こほらする . V 一三九 

竹四五本の . 1三0四 

たけにかくれて . VI 一三二 

竹の子となる . W 四三 

竹の子藪に . V 五一 

田ごとの月に . nl 一七四 

田毎の日こそ . ml 

田づらのつるや . DS 

た V ひとつばの . n 二九五 

畳ながらの . IV 七三 

たとへむ花も . nl 一九八 

田螺(たにし)の螌の ……I 

ニニ六 

田螺の蓋も . 一一三 

田のあらかぶの . m 四一一 

旅にも習へ . W 二五八 

旅寝の果ょ . I 三三一 

旅のこ\ろや . m 四一七 

玉江の芦を…… .. mil ニニ 

魂にねむるか . 丄 S ハ 

盥に雨を . .一一 g 

たれ人ゐます . m 三一四 

誰まつしまぞ . m 一四 

誓も同じ . m 五九 

ちからにつかむ . V 四一 

児(ちご)たち並ぶ… m 三七八 
千//にくだきて . m 九九 


ち X ぶ殿さへ . V 二五一| 

千年の杉を . 111九二 

千鳥ょ雪の . .三三七 

茶を m の . .一九五 

ちやをこの葉かく……丄七三 

茶つみも聞や . V 三四 

茶木畠や . W 九四 

茶の子にならぶ . nil 一六六 

蝶の翅に . I 一一九九 

蝶もなめるや . VII 三九 

地は朧なる . 九八 

ちむば引まで . 11五一 

杖つき坂を . n 一 五六 

杖にしら髪の . V 三四 

月さし入ょ . W 八三 

月と菊とに . m 二五四 

月の若ばへや . 1110七 

月待里の . n 九一一 

月見の旅の . Ms 

月もいとなる . m 二九五 

月もたのまじ . ml 一四八 

月やそのま k . W 二六 

月使斎が .1 B 八 

つくば\せけり . .三一 

蔦のぅつ x の . 旦一五八 

包みかねてや . 里一一五 

つ-^みてぬくし . W 三三九 

角鹿や恋し . m 二三七 

角ふりわけよ . n 二五八 


椿や花の：... . VII 八五 

礫や降て . .二九 

妻 こふ 星や . .三九 

露や牡丹の . V 三一一 

鶴の足 . I 一九六 

鶴はぎぬれて . mis 

靄はみのこす . n 六 Q 

兵共が . m 一 Q 一 | 

手をひろげたる . V 一四六 

手ぎは見せけり . VI 一七八 

手毎にむけや . mis 

出そめて早き . VI # 

出どころあはれ . W 三四八 

手習す k む . V 二九〇 

手習ふ人の . I 一七六 

手に とる 闇の . nj s 

手拭あぶる . n 三|一 

手もとや昔 . m 八三 

藤三郎が . .一四六 

豆腐に落て . I 一三四 

とへど四睡の . m 一四三 

磨出せ人見 . 110八 

時やことさら . V 四五 

床にもいるや . V 一九二 

外様しらずの . I 四四 

年取ものや . W 三四五 

年や行けん . I 一 

年忘する . W 三四一 

隣は何を . VBA 


鳥羽の田づらや . ハ三 

とぼしくもあらず . n 三一〇 

友を今霄の . W 七六 

友かや雁の . I 五六 

ともに吹る X . m 三七五 

とらせていつも， 〆 ；.，：.：… I 八 

とりつきかね U 1 .. m 四一 Q 

鳥啼魚の . ……… m 一七 

鳥も驚く . V 一三四 

どろな落しそ . n 一九111 

泥にしだる X . V 二九 

な行 

菜売に来たか . .究 

なをたのもしや . W 三〇 

尚露けしや . D 三三 

名を名乗らする . W 一四七 

猶やどりきや . nj 七七 

中をぅを飛 . V 一三六 

中に生たる . I 四01 

中にも夏 . m 四六 

中の拍子や . m 三三四 

ながむる雪の . 丄一一四七 

詠れば見れば . IIS 

長良の川の . n 一一八六 

なくて酒のむ . m 二 

なく^^とぶぞ . n 六八 

鳴音や古き . W 一八七 





















































































































375 三句索引（二句) 


IV I ID IV D m D IIVIDIDjlVlVVfflnlVn^Iini 

己七 二 七 S 天三天三五三九三〇六运五六五云 1 H 

八◦六三三二三 CD 四七七八 CD 五六 CD 二九六七八六八 




蜂の巣ったふ . va 

八景更に . m 一三九 

初の字を我 . W 三一四 

花生にせん . W ニー 

花入探れ . W 一三四 

花をねがひの . I 六七 

花かと見へて . V 一三五 

はなたち花も . V 五二 

花でもてなす . V 一四二 

花とはしらず . n 一七五 

花なき蝶の . I 一一五七 

花に明行 . n 一一 四五 

花にかまはぬ . II 一一八八 

花に来にけり . 11四三 

花にも念仏 . vg 一 

花に礼いふ . n 一一 Q 五 

花の上なる . W 二六 

花の香は撞 . m 三ニー 

花のさかりに . m 三一一七 

花吹入て . m 三四五 

花見白ハなる . .四8 

花見のざには . VI 三三 

花見るやたが . I 一三八 

花やこぶかき . m 三三七 

花や上戸の . n ニニ 

歯にくひ当てし . 一ーニ 

はねもぐ蝶の . I 四一九 

母なき宿ぞ . n 六七 

早咲ほめむ . n 三七 


なくや五尺の… 

嘆やこちの . 

なづなつみゆく. 

齊花さく . 

S4. 

茄子かる k や：： 
. 

なでしこ咲る：： 
撫子さける . 


なにといふとも . 11一六七 

何やらゆかし . I 四 Q 四 

難波の枯葉 .1 IS 

七日 靄 見る . n 二 

七日.は墓の . 汉二八三 

菜の花の . I 一九四 

浪酒臭し . .一四九 

なみだぞあつき . .三0七 

涙やそめて . W 三四 

波に散込 . V ニー八 

波に蘧なき . V 八三 

菜飯につまん . 丄三八 

名もなき山の . .三 A 

名や小松吹 . m 一九五 

ならで秋ふる . m 二四五 

ならでや雪の . W 1 五八 

奈良と難波は . VI 六七 

ならには古き . V 一六 Q 

ならは幾代の . VH ハ三 

成にけりまで . I 九0 


何で年よる . V 一九五 

匂ひやつけし . W 一三四 

塢(にほ)のぅき巣を… n 六九 

匂はぬ草に . 瓜 一 S 

賑ふ民の . n 三六 Q 

二十七夜も . D 一七 

にたりやにたり . I 蓋 

庭一盃の . VII 

庭をいさむる . W 三六 

庭にきれたる . W 三 Q 六 

人形天皇の . I 三四 

ぬか味噌つぼも . W 九八 

ぬかりはせじな . nl 六三 

ぬるともをらん . n 一九一 

寝る時もなき . I 八九 

寝入かねたる . na 

音を聞にこよ . n 九五 

音をなにと鳴 . .一六三 

猫もしる也 . II 四八 

寐覚の山か . 里三六 

根により花の . ns 

根深を菌の . I 一 五三 

ねぶりていくや . 111六四 

寝たし我を . W 癸 

軒をめぐつて . V 二 S 

軒の鰯の . .三五 

軒端の荻の . .一0七 

のさばりけらし . nil 一六 

のつと日の出る . V 一四 


蚤が茶臼の…. 
海苔をば老の. 
乗物かさん… 


梅花一委の…… 
俳諧にせん…… 
羽織着てかたな 
羽織は襟も.…… 
はかなき夢を… 
袴にかけし…… 
はかまょそふか- 
はかもめぐるか 
ばかり野中の… 
萩の千本や•…： 
歯ぐきも寒し… 
はくやみ山の…. 
羽黒にかへす… 
葉ごしもいとへ 
橋をいた V く… 

恥長髪ょ . 

はじめをはりや 

初やおくの . 

馬上に氷る…… 
柱にかけむ…… 

走ありかむ . 

裸わらはの…… 
鉢木の日の…… 
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早歯にひ V く . m 一六一一 

ばらつく雨に . V 一七五 

腸氷ル . .三五 

春や鏡の . wig 

晴ぅてしてや . II 一四 

ひえふりのこす . n 一一六八 

日暮てくれし . W 八八 

日ごとにかはる . m 二八四 

膝に手を置 . ml 一一九一一 

ひじき物には . 1一六0 

聖小僧の . i 

ひさぅやあふぐ . .七八 

飛驛のたくみが . V 六五 

左勝 . .二蓋 

緋唐紙やぶる . .二〇 

人を枝折の . m 三四 

人を休める . .四三四 

一つに冰る . 里四九 

人に見られて . V 二四四 

人のいへばや . V 七二 

一葉に虫の…… ••. .一六八 

人も有らし . D 一四八 

人もおかしき . m 一九八 

人も年ょれ . W 三四 

一もとゆかし . n 一八七 

人や初瀬の . 1三0 

一ょはやどせ . n 八四 

独リ干鮭を . . 一^ 

日に生れ逢ふ . ng 四 


ひ ゞ くやうなり . n 一一九九 

氷室尋る . M 三五 

日も程 A / に . m 一一三 

瓢簟斎と . 1一五七 

昼顔かれぬ . I 一一三0 

昼白ハ咲キぬ . W 一一空 

昼寐せうもの . n 一一七九 

昼寐の台や . V 三九 

昼は鎖おろす . 一七五 

拾ふやくぼき . m 二六九 

琵琶きく軒の . 三三五 

日はつれなくも . mK 七 

琵琶に慰む . 15 九 

富貴を飭れ . mill 五九 

ふかぬ笛きく . nils 

ふき出し笑ふ . I 二九 

吹浦かけて . ml 五七 

穌釣かねて . .三四三 

ふくべうやみの . W 六九 

ふけども青し . W 1 Q 五 

更行初夜の . m 四四四 

富士をみぬ日ぞ . 111七六 

伏見の桃の . .三九 Q 

富土は杉なりの .1 A 

ふたつ過ても . W 八六 

ふたつにわれし . ffl-g 

二葉にもゆる . 1一三一 

ふたみに別 . mils 


二見の七五三(しめ)を … n 


三六九 

二人寐る夜ぞ . n 二八 

筆に汲干ス . n 一五一一 

筆のはじめは . 汉一 

鋪団や寒き . Dili 六八 

船の舳綱に . W 三四三 

麓のきりや . V 一三九 

降のこしてや . m 一 Q 五 

古井の清水 . nil 八|一 

古巣はむめに . I 一一 一 S 

古物棚の . 一九七 

分別替る . VIPI 

へその緒になく . n 一 S 

下手のかくさへ . m 一一一 

へつゐの崩ょり . I 九五 

類腫痛む . ffli 

墨子拜焼を . .一羞 

北斗にひ ゞ く . 里一八三 

星も旅寝や . W 一一六四 

暮秋歎ズルハ . .二四一一 

発句も出ょ . VI 四九 

北国日和 . ml 一三一一 

布袋のふくろ . VII 

ほどは雲井の . .八七 

ほのかに闇の . V ニーー 

ほの三か月の . mlg 

穂麦嗅はん . I 四二 

ほめてや風の . VIII 一一八 

穂屋の薄の . m 四四七 


ま行 


蒔絵書たし . n 三二五 

薪わる音か . 丄三四 

間口千金の . 15 

枕の下や . 星八八 

まこと顔なる . D 八七 

まことの華見 . m 三四八 

ますほの小貝 . n 一一三八 

先おもひいづ . n 一一 一二四 

先早苗にも . m 七八 

先とふ芦の . n 一 A 

まづにくむ荻の . .一八九 

先一節の . ni 

先見らる k や . D 一一 六三 

まだ片なりも . I 六一 

まだ衣更着(きさらぎ)の… 

n 一九四 

まだ九日の . n 一六六 

まださらしなの . n 三一一一一 

まだなをらぬに . n 一一 一四一 

まだ半天(なかぞら)や … D 

二三 

まだ日数へぬ . ぴーーーハセ 

まだむらさきに . wg 

又ょりそはん . nl 一一五一一 

まだ若艸の . V 一一四六 

松尾桃青 . .一四一 














































































































377 三句索引（二句) 


_V 

天 


IQ ID 1D 


V ffl I 

―'二四 


ID 云竞袞吴吴 B 吴蝱 


i 且 W 丄 V 土 JLJLjy 

三 Si 至八九五天入—— 
- ■ — • 四 ^ L . 四 


m 


IV 


三 CZ 3 CD 八九一'三己 
八—•七九二七九三 


松の古さよ . 

まつやほと k ぎす . 

祭見て来よ . 

松は花より . 

松は二木を . 

まねき果たる . 

まねくか麦の . 

豆粉めしに . 

まりこの宿の . 

まんざい遅し . 

身を養む . 

短夜ねぶる . 

みしやぅきよの . 

水汲よせて . 

水しぼめるや . 

三十日にちかし . 

見たてにも似ず . 

み付てぅれし . 

見付ぬ花や . 

みつの名をのむ . 

見所問ん . 

身となおもひそ . 

みとる X や身も . 

みなおしあひぬ . 

皆花守の . 

南に近し . 

身に入(しみ)わたる 

二四七 

身に弓まとふ . 


見ぬ恋作る . mill 

見ぬ世の人に . vg 八 

峯に雲置ク . V 八一 

簑吹かえす . V 1 K 四 

実ばへせし代や . n 八九 

見ばや枯木の . n 曼 Q 

耳をたづねて . 110五 

耳に香焼て . .二五五 

耳もすふ成 . I 三四 

実も葉もからも . V 一一五四 

都へ行ん . .三七三 

京(みやこ)の秋に…瓜四〇ーー 

みらる X 花の . n 五九 

身は竹斎に . IS こ 

六日も常の . ハ四 

むいたところや . V 八八 

昔しのばん . IV 四六 

むかし椿か . W 一一 一八 

昔の一字 . V 三 

昔めきたる . 瓜天二 

麦あからみて . W 五四 

麦に慰む . I 四-一九 

木槿(むくげ)は馬に……1 

二八五 

むくの羽音や . V 二四〇 

潷(むぐら)の友か…1一1六七 

虫は月下の . .一六一 

結つきたる . m 三 


正月(むつき)は梅の 


二五四 

名月あつき . W 11 七二 

冥途もかくや . I 一六四 

めじかもよるや . 丄一六六 

目にかよはすや . V 一 Q 八 

目にたて X 見る . VI 一〇二 

めにみゆるものは …… Is 

めにもみえけり . I 九 

面 AZ さばき . I 二六 

申す人には . V 二九七 

もちを木玉の . I 一一一一三 

餅をも喰はず . V 二九一 

餅に糞する . 七四 

もどかしがりて . .一八 

本口みるや . 1ニー 

物たらはずや . D 二 六 一一 

ものにもつかず . n 五一 

桃と さくら や . WIA 

桃の中より . VI 一三 Q 

桃より白し . W 一三八 

もらぬ岩屋も . n 四四 

唐土 ("4ろこし)の—二六九 
門敲(た ゞ か)ばや…… 

門に指くる . wgo 

ゃ行 

頓てかなしき . nil 八七 

矢先に鳴か . nil 五一 


屋敷がたょり . I 七一一 

屋敷^^の . 四 

休む時あり . .四 Q 九 

やつる k 恋か . 一九 

宿を水雞に . m 七九 

宿かる比や . n 一|四| 

宿札なのれ . . 一一 S 

宿やもみする . I 三一五 

宿は師走の . n 一五 Q 

宿は菜汁に . vg 六 

やな木涼しや . m 一七四 

柳のぅしろ . V 二五八 

柳のさはる . V 七 

藪を小庭の . VIII 七 

藪の茂りや . W 四五 

藪の中なる . n 四一 

藪も畠も . .三三 Q 

山をいで羽の . n 一四四 

山を画て . ml 一九三 

山路の菊と . II 五0 

山吹ちる力 . n 三六 

山も嵐の . m 四四〇 

山は日ごろの . n 一三六 

闇をみょとや . n 一一五 

闇の方行 . VI 三一一 

やむとき閨の . WI 八二 

や k かげろふの . n 一六九 

鎚戸の口や . .一一 

遊女もねたり . m 一七六 
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行ばや末は . WB 八 

ゆかりやいつの . 五 

雪をかほらす . m 三八 

雪を忘る k . W 二五九 

雪指シわたせ . m 四四一 

雪にやならん . n 一四一 

雪の袋や . ni 

雪ふらぬ日も . ms 一一七 

雪まつ竹の . V 六四 

雪見にころぶ . n 一四七 

雪見にまかる . n 一四五 

雪もや水の . .四0 

雪や生ぬく . W 三 

遊行のもてる . ml 一 a 

雪は今年も . i 一六四 

行人なしに . VK 五 

ゆどのにぬらす . ml 三四 

夢は枯野を . V 三二 

容顔蒼し . n 七一 

容顔無礼 . .一六 


三句索引 


あ行 

相拍子 . V 1 QI 


酔てかほ出す . W 1 H ハー 

能(よき)隠家や…… n 一一一一七 

よきぬのきたり . n 七三 

よき物見せん . n 三二 

よごれて寒し . E 一四七 

よごれて涼し . V 八六 

夜寒に落て . 里一一九四 

よしのをせたの . nl 一七三 

よし野の月も . V 一四一 

四にや断ン . m 一3 

蓬をのばす . VII 七 

夜や三味線の . .三三四 

夜ルの後架に . 丄一〇一一 

よるの氷の . n ニニ 

世はさかさまの . .一九 

ら行 

龍燈あぐる . 1 5一 

留主のやう也 . n 一一六一 


青松葉 . V 三八 

青蜜柑 . W 三 Q 

赤坂や . I 八三 

秋暮ぬ . V 11 S 


廬生が夢を . 111五 

ゎ行 

我朝顔の . .一一三八 

我色黒き . m 六八 

我肩にたつ . mil 

我句をしれや . .四三八 

我酒白く . .二四八 

わが友にせむ . 丄一六八 

わが名をちらせ . 1111蓋 

我泣声は . m 一九11 

我名ょばれん . n 一〇九 

わかの浦にて . is 

若葉はやさし . V 一1 

我宿にして . m 二 I 

我がょはかろき . n 一一一一 

わかれ初けり . VII 三一 

分出る蜂の . .四ニニ 

わけ入右は . m 一 A 


秋ともしらで . 11九五 

あきの風 . m 三一一 


秋の風… I 二 oi 一六三 ill 一一一八. 

I 四三八 • n 一九 • n 三〇五 • n 三一六. 


わづかに闇の . W 二七三 

わづかの笠の . .八一 

わすれ音に鳴 . m 四一三 

早稲かた^^の . n 三一五 

草鞋もか k れ . W 1 三五 

藁屋すげなし . W 一一八 

わらはも知や . .四八 

草鞋(わらんぢ)すてん- 

量 

わりなき菊の . n 一§ 

我を絵に見る . I 一一 S 

我をしぐる X か . 1蓋一 

我先達て . m 三六〇 

われに聞せょや . I 三ニー 

われに発句の . I 四一0 

われもさびしき . m 三七二 

我や荘子が . W 四一 

我は食くふ . 1一一三九 


1 一喜一 A 一八七•星九〒 10 六. 

墨一一 

秋の暮…丄六四 ili 一一六三. 
I 三一一〒旦一|七1一. V 一八五 
















































































379 三句索引（三句) 


g 1 JV 

n ft g 


i II 


IV ^ V I 


―- i — ■ ―-—-—- 1T 二 T — 1 

究至；？ s 三 s 究至 


….丄一10七 

…. m 一=七 
…一六七 

….里二三 

… - V 一一四〇 
… V 二七八 

…… B0 

•… nl 三六 
I 三四七 


秋の霜 . 

秋の月 . 

秋の露 . 

明ばなれ . 

朝あらし . 

浅黄椀 . 

浅草歟 . 

あさぼらけ . 

朝(あした)哉 ■ 

四二九 

足もつれ . 

あすならふ . 

遊けり . 

頭哉 . 

暑かな . 

海士が家 . 

あまの川 . 

天河 . 

あみだ坊 . 

雨の月 . 

あめの萩 . 

雨の花 . 

あやめ草 . 

鮎艙 . 

あらし哉……1一七三. 

一九四 

. 

. 

あられ哉 . 


霰哉 . W 三三五 

ありそ海 . mKO 

あるじ達 . n 三三 

あはれ也 . 11111〒 V 三 

哀也 . m 三 

家もなし . V 一三四 

庵の月 . IV 1 I 0 三 

生キ別れ . .五六 

石の間(あひ) . 一九二 

石の上 . n 七五 . nl 七一 

石の露 . 里六九 

泉かな . m 一六二 

出雲守 . 110八 

いそがはし . n 六八 

二一寸 . n 一六九 

いっ迄ぞ . .一五九 

出つらん . I 二五六 

出ばやな . n 蓋 

糸桜 . I 六七 

いと ゞ かな . 里一一九八 

いなびかり . 四二 

犬桜 . I 三一一 

軒$ . m 一四三 

伊吹やま . m 二四八 

いもの神 . 1三五 

いらご崎 . DI 三一 

いろの月 . m 二四一一 

囲炉裏哉 . n 三六六 

石清水 . m 五九 


岩戸哉 . 

岩の上 . 

魚の店 . 

う力りひよん • 

浮御堂 . 

牛の年 . 

うしのむち：： 
うしろむき：. 

»浅黄 . 

薄霞 . 

5すぐもり… 

臼の端 . 

薄紅葉 . 

歌の さま . 

うたぶくろ— 


哥よま A . 111九七 

雨中天 . .三 

ぅねり哉 . W 1 I 六八 

鶴舟哉 . 11八七 

馬に鞍 . .一四三 

馬むかへ . Dili 二四 

海涼 L . ml 五五 

海の底 . 旦臺 

んめつばき . 二四 

梅の雨 . I 三四 

梅の木か . IV 一一 一八 

むめの花 .. 四| 

梅のはな . n 一九八 

梅の花.——七八 il 六七 iK 七. 


V1 S 

梅花 . 

梅 やなぎ… 
ぅらおもて. 
ぅらの 梅… 
浦のは る… 
売ありく… 
瓜茄子…… 
瓜の泥….… 
瓜の花…… 
瓜ばたけ… 


二七？二 

…：！八四 

. m 三0 

…：以一七0 


瓜むかん . IV 二六一一 

売もせで . ns 

ぅるほせり . I 一三0 

枝の形(なり) . V 七四 

枝の形リ . 九 

江戸土産 . Is 

絵のすさび . W 五三 

袅びす講 . IV 三 IQ 

酔(袅は)すらん .：••• 1一五四 

縁の先 . W 一七四 

老を鳴 . V 五一 

笈の色 . m 四三〇 

老の暮 . I 四三九 

老のはこ . .二六 

覆かな . I 七九 

大井川 . 五一. V 五八 

男鹿嶋 . 丄一六六 

置火撻 . m 四一七 
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送りけり . I 一五一 

おしみける . 1一一四九 

落葉哉 . W 三- rwl 六二 

追付たり . 1 一一一一0 

音あられ . I 三一五 

音霰 . .一一一三四 

おとこ哉 . .一一三九 

おとこども . n 四七 

男ぶり . VH ハ三 

音涼し . V 三〇二 

鬼筋(あざみ) . .九 

をの X おく . I ニニ四 

おぼつかな . W 六六 

臟月 . .二四 • W 一八一一 

朧にて . .三九二 

をみなへし . D 1 一一三 

女良花 . .六五 

おめいこぅ . n 三四八 

おもひあり . .四 一 Q 

思ひ出 . .六 

面白き ... .二七六 

おもむかむ . Ms 

及ごし . VI 一一 六 

女かな . .一一一宝 

か行 

かいつぶり . m 四三七 

かえり花 . .四0 


帰花 . W 一三四 

帰る僧 . I 一七八 

顔の形(なり) . V 一五一 

白ハもなし . 瓜三八一 

かほる音 . V 一一一一一八 

杜若(かきつばた)…… nil 六四 

垣ねかな . n 五七 

かきほかな . n 四八 

柿蜜柑 . W 二四 

かくれけり . W 二八九 

影ぼぅし . W 二一一七 

影法師 . n 三三 

かけ廻る . V 三二 

かこち顔なるや . 1一九四 

かざしかな . I 一七 Q 

笠しぐれ . .三四五 

笠の露 . 里一 Q 九 

かざり縄 . .四八 

風いかに . .二七八 

風の音 . m 七八 

風のくち . .五五 

風の筋 . W 四五 

風も哉 . .一一五 

片こ ゞ ろ . E 一四 

形見哉 . .四一九 

火中哉 . .六三 

首途(かどで)哉 . m 四九 

鹿の子哉 . A0 

壁の跡 . W 六一 


嚙得タリ：‘ . I 一七九 

かみこかな . 瓜二 

岳子哉 . n 一四五 

神の秋 . n 八九 

神の顔 . ni 

帋幟 . m 八七 

鴨の足 . W 三三九 

かもめかな . ns 

蚊屋の夜着 . W 七三 

かょひけり . I 九五 

から衣 . I 七三 

からぬ先 . m 一三二 

刈残し . m 四四七 

かれお花 . W 一 五八 

川柳 . VI 一八 四 

かんこ鳥 . 瓜一1六三 

寒の雨 . W 一六三 

寒の入 . 墨九 

寒の中 . 瓜四 g 

消ぬべき . .一九一 

菊の酒 . W 八八 

菊の霜 . W ニーーー 

菊の露 . VI 一三九 

きくのはな . m 二五二 

菊の花 . W 二九 

聞夜哉 . 11 一 CD 四 

きげんかな . W 三四一 

后ざね . I 五九 

雉の声 . m 三四一 


雉子の声 . n 一一一一 七•星三四 

着せにけり . W 三三 

木曾の秋 . n 三一七 

木曾の蠅 . W 二五八 

北の S . n 一八九 

きぬた哉 . V 一一六九 

砧哉 . m 一一八三 

君が笠 . W 三8 

君が春 . I 三一 

御意を得る . V 0 八 

ぎやぅし . W 五六 

京太郎 . W 蓋 

御宇とかや . .三四 

けふの月…… I 一三 .1 ニー .1 
一四九ル A 

今日の月 . I 六二 

きりす…里 S •里一一八八 
一 0 TVS 一 . VI 一九0 

くさのいほ . n 九五 

草の庵 . n 一 Q 八 

草の菴 . n 三一〇 

草の上 . m 四一〇 

草の種 . nl 一七 

艸の道 . VI 一七 

草の餅 . WKO 

くさ枕 . m 一六七 

草枕 . .一八六 .1 四一一 

楠の露 . i 五九 

口ぅつし . I 一五 

















































































































381 三句索引（三句) 


朽木盆 . I 七0 

沓の音 . I 三八三 

沓の底 . Ea 六 

国の花 . 瓜一六三 

雲に鳥 . VI 九五 

くものみね . V1Q 五 

雲のみね . VI 01 I 

くらべみん . nl 一七四 

栗を穿ッ . .一六一 

栗のいが . IV 一 S . V 一四六 

黒む程 . m 四一一 

桑の杖 . i 

桑のはた . V 六一 

くはれけり . .一一八五 

気比の月 . 旦三九 

今朝の秋 . I 一四八 

けさのしも . W 一六- t ;. VI 一一一九 

今朝の春 . I 三二 . n 三八 

けさの雪 . I 一 1六七 

今朝の雪 . n 一四八 

気しきかな . V 六四 

けしの花 . nil 六三 

夏の初 . 里ニニ 

けぶり哉 . m 三 S 

毛むつかし . .五三 

煙哉 . m 三 

けりけらし . .二五九 

小石川 . .二九 

恋しけれ . ml 


こいねづみ . W 三四七 

五位の声 . V 一三一一 

声寒し . .三八 

郡哉 . n 三三一 

氷かな . W 三四二 

五器一具 . W 一七八 

小盃 . 瓜ニーーー八 

木下やみ . D 二五四 

こしのわた . IV 九一 

こしふさげ . .五八 

五十ーヶ条 . D 11 一六二 

御迀宮 . 里六七 

火撻哉 . m 四一三 

小晦日(つごもり) . .一 

こと一寸 . I 三三九 

琴の塵 . VI 一一一四 

木の葉哉 . ffli 

木葉川 . 11一 I 蓋 

此はしら . n 三五二 

小袠川 . E 一 Q 八 

.IP11 

米五升 . IK 三 

こもん力な . I 一一 Q 

小山ぶし . IVH ハ 

こよひかな . I 四三六 

五里六里 . n 三九 

是を干す . 丨一五0 

衣がへ . nil 三| 

こは何と . .蓋一 


さ 行 

堺町 . 丄三一一 

さかなかな . V 一三八 

嵯峨の竹 . VS 

さかりかな . n 一一 S . V 1 I 四三 

盛哉 . D 1 九七 

咲つらん . VIS 

咲にけり . VIKA 

鷺の橋 . m 四四一 

さく女 . .三九八 

さくら麻 . e 三-一五 

さくら哉 . VI 一八二 

桜かな . D 1 I 0 I 

桜哉 . I 四0. II 一ーニ 

桜がり . m 三三八 

桜狩 . I 四二五 

さくら散 . V 13 I 

酒五升 . W ニー七 

酒の酔 . n 三九 

篠(さ.>0の露 . I 六九 

指図哉 . V 六五 

指(さす)女 . I 一五八 

指故郷 . I 二七五 

さだめなき . m 二三二 

さ月あめ . W 六五 

五月雨 . n 七| 

五月哉 . n 一一六八 


五月富士 . V 四五 

里の秋 . ns 

早苗哉 . VII 九五 

寒からむ . mg 八 

寒とも . m 一一九四 

寒さかな . W 三八 .vllA 

寒さ哉 . n 三二 

さや泊り . V 七一一 

更になし . V 一一六四 

猿の面 . E 1 

されかぅベ . I 三五 

三十九の童部 . I 一一三七 

三十年 . .九一一 

残暑哉 . W 七四 

推の花 . Ivi 

潮頭 . Eg 

塩くじら . W 七一 

塩干かな . vs 

枝折哉 . 11五三 

鹿の革 . .三九 .1 一六0 

鹿の角 . V 一一三一 

志賀の雪 . ma 八 

嶋の声 . n 三|五 

しぐれかな . W 一一一ーハ 

しぐれ哉 . 星九八. IV 一四七 

時雨哉 . EI 一 0. VI 五五 

しげり哉 . W 一一四九 

茂かな . IA 

四十から . W 天五 
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5よ . 丄一1九 Q 

しづまりぬ . VI 一三一一 

紙燭哉 . is 

岳燭 とりて . 1 5二 

子孫かや . 瓜蓋九 

した面 . WICK 

下涼 . 丨八七 

下涼み . .八一 

下むせび . m 0 七 

した艳 . I 六四 

七十(しちじ)五年ほど …I 

三三 

七兵衛 . VI 三三 

七里迄 . .三四一一一 

しても来よ . m 三四八 

しどろもどろ哉 . D 三九 

しなへ哉 . V 七 

しのぶ草 . 11一ーニ五 

しのぶ措 . mol 

柴一把 . 1五 

凋(しぼむ)時 . I ニー-一八 

しまひけり . VI 一四八 

嶋一つ . nil 

清水哉 ：：.. nAiglil 三五 

しむ身哉 . .二七一 I 

霜路哉 . 墨四 

霜の宿 . n 一三五 

十六里 . V 一四一 

白つ X じ . W 1 K 


師走哉 . m 四一四 

臘月(しはす)哉……1九 

すあへ哉 . W ニー 

水仙花 . 三八 

姿哉 . I 三八八 

杉間かな . W 一四三 

冷じき . ns 

す\がばや . 1111二一一一 

す ゞ き哉 . n 一 Q 七 

薄の穂 . V 二九 

涼しかれ . ns 

珠数の音 . VI 一六六 

す ゞ 払 . n 一 五四 

す ゞ み哉 . E 一七一一 

雀哉 . .四 S 

硯ばこ . 七 

す千年 . .三ナ 

捨子哉 . .二三 

砂の上 . 里一三0 

須磨明石 . n 一一五八 

須磨の秋 . .一四七 

須广の夏 . nil 六 Tnl 一六一一 

すみれ草 . I 四〇四一一四六 

すまふとり . VI 一五一一 

する人ぞ . VB 八 

瀬田のおく . m 三一七 

瀬田の月 . W 八六 

瀬田の橋 . ni 

節句かな . VI 六五 


背戸の粟 . ng 三 

背戸の菊 . 奚七 

せみごろも . ns 

蟬のから . Ilg 

せみのこ袅 . m 三六四 

蟬の声 . n 一一九九.至一九 

芹の飯 . DS 

* 麦畠 . W 一九八 

た行 

大工かな . Ms 

大根ひき . W 三一七 

田植ぅた i . 3 ^ 

田ぅへ樽 . V 七六 

嬌(たを)柳 . I 二四六 

誰ガ子ゾ . I 二四二 

簟(たかむしろ) . VIII 九 

たきのおと . n 三六 

滝の花 . n 三三 

たき物す . .二九九 

抱(だく)嵐 . .二九一一 

竹のおく . 1三0九 

田三反 . m 一一五四 

只 一 . 10 

たつとさよ . h 三九 Q 

田のくもり . V 一三九 

頼もしき . n 二八 

頼母しき . n 一三四 


たび寐哉 . n 三四 

旅寝かな . W 一四五 

旅寝哉 . m 三九四 

旅ねして . 11六八 

旅寐せむ . 瓜一三0 

旅の宿 . .四 

玉霰 . 吴六 

玉すだれ . m 三 

玉真桑 . 11九九 

玉まつり . 瓜一八五 

玉祭り . ng 八. V 三六 

袂かな . m 一三四 

たょり哉 . n 三四七 

たはむまで . nil 六 

児(ちご)桜 . I 六八 

児の供 . VB 四 

馳走也 . V 一一五一 

茶のけぶり .11 K 八 

ちやのにほひ . V 五一一 

千代の春 . I 七五 

塵もなし . vg 二 

ちる桜 . n 一三 一一 一 

ちる紅葉 . W 三四 

散柳 . m 三五 

杖の長(たけ) . n 三5 

つかせたり . .二五 

月をみる . n 九一 

月かなし . m 一三六 

月と梅 . 一三九 


















































































































383 三句索引（三句) 


月と花 . VI 一七五 

月のかほ . 

. 11511 

月の客 . W 七六 

月の雲 . W 八五 

月の友 . DI 1 一一一七一九八 

月の形(なり) . VI 七五 

月の山 . m 一三二 

月見哉-八九 • I 四三四 • n 八七 • V 

一七一 i 一四0 

月夜かな . W 1 I 六 

つくしけり . .二八一 

つく し . n 六一一 

つくろはず . IV 六七 

つたかづら . n 三一一三 

つたの霜 . W 一 0六 

土産(つと)にせん… n 三| 

椿哉 . m 三一九 

つぼみ哉 . n 一 Q 三 

つぼむらん . .二四一 

露あつし . m 六二 

亭主ぶり . V 一八三 

手柄かな . n 三|九 

出立かな . IV 一 S 

天気かな . W 三三 

唐がらし . 基八 il 一0六 

唐辛子 . 里1一 一〇五 

峠哉 . n 三 Q 

堂の椽 . m 三七八 


堂の隅 . ng 七 

豆腐串 . W 二九九 

道明寺 . .三七 

と云^" . II 五四 

とはふもの . m 七九 

通り町 . 丄三〇 

とがりご^ . I 二 

床の山 . I 一七九 

ところてん . V 九二 

野老(ところ)堀 …… n 一八三 

所迄 . n 一四七 

としのくれ …… nlsil 

としの暮 . n 三六九 

年のくれ . ルーーー三六 

年の昏 . W 三三八 

年の暮…1九0.1一 三八 • n 三六 • W 

三四八 

としわすれ . m 四二五 

年わすれ . W 一六五 

年忘レ . m 四四五 

隣かな . n 四 . vg 四 

殿作り . m 三三七 

扉(とぼそ)かな …… VIIQ 

とまる蝶 . 里一一一|〇 

とも移り . W 一一一一六 

友雀 . DS 

友ならず . W 二七九 

友もがな . I 一一 一 - fc ; 三 

土用干 . .九六 . nl 一九六 


とりちがへ . I 一 Q 七 

とり付て . W 1 一西三 

とりつくさず . I 四三二 

とろ X 汁 . W 七 

な行 

尚あかし . V 二五七 

猶すごし . ml 一七 四 

長髪ょ . Ills 

なかりけり . 瓜二三四.叹九八 

鳴つべし .1 P 六 

なき世哉 . V 三10 

鳴ぅづら . W 九六 

なく衞(ちどり) . WS 

啼ちどり . n 二五 

啼ひばり . n 五| 

啼雲雀 . W 五四 

投頭巾 . n 三五四 

名残哉 . I 四1一一 一. IV 九二 

余波(なごり)哉…… m 三七 

菜づなかな . V 五 

なすび汁 . V 五 四 

茄(なすび)種 . mill 三一 

なつかしき . W 三六 

夏こ立 . 星五六 

夏木立 . m 三七 

夏ざしき . m 四一 

夏の海 . m 九九 


夏野哉……丄 s . n 云 <•! 一四 

夏の月……11五六 . H . V 八一ーー 

夏羽織 . VI 一八七 

七 d 町 . 瓜三八0 

七ッ哉 . W 二八 

何仏 . W 一 

海鼠(なまこ)哉…… E 一0九 

なみだ哉 . I 四一三 

波の上 . nil 

波の華 . m 一五三 

菜虫哉 . m 一一 四五 

なら茶歌 . . 一一0八 

成にけり . .三七四 

なる日まで . nils 

にほひかな . I 一一一芙 

にほひ哉 . 1三0五 

匂ひかな . V 二四六 

匂ひ哉 . n 一七五 

にほふ時 . W 一ーニ 

にほの波 . m 三四五 

斑(にげ)処 . W 九四 

二升樽 . W ニー 

似たる哉 . I 蓋二 

似たるとて . n 一 Q 六 

にて涼め . .二七一 

煮て出さん . m 三〇四 

烹(にゆ)る音 . n 蓋八 

庭竈 . il 六〇 

庭の萩 . V 一五二 
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I ffl V 

四ニニ 
〇四九二 
九◦七九 


V V 


I 


23 f7Q； - > —: |7〇! 

四九七七四 


. .二五四 

. 墨七 

. V - 七八 

. mils 

. 墨ハ 

. 墨六 

. I 一六 

. 111 -K 

. 丄ーニ 

n 五ルーー四四. VI 一九六 

. S 

. Vi 

.VI! 

…… Dsl-rI 一 I 四 


W 七-一 

V 一七 

I 九七 

丄〇 

V 二四 


初茄子…. 
初真瓜…… 

花 ft . 

花ごろも… 

花^ . 

花咲り…. 
はなし哉. 
pal かな…. 

はなしせむ 
華に鳥…. 
花の跡… • 
花の顔…… 
花の風…… 
花野哉…… 
花の雲… • 
花のちり… 
花の露… • 
花の庭…. 
花のはる. 
花の密 
花の宿 
花の山 
はなの雪 
花見哉… 
花見心哉 
花も哉… 

花もなし 
浜の秋： 
浜の桃： 


はるのあめ . D 四四 

春の雨 . 七 

春の草 . E 一一 

はるのくれ . ml 一五 

春のくれ . 里三 

春の暮 . 旦一四 

箒(は X き)哉 . W 一一五九 

番ナ良 . 110二 

日枝おろし . m 四四四 

火桶哉 . m 四三一 

日かげ哉 . VI 一三六 

日影哉 . I 一一三 Q 

日数哉 . m 六八一 五五 

光堂 . m 一 CD 五 

蟾(ひき)の声 . m 二五 

引ほどに . 11七一一 

髭つくれ . 里一八九 

ひさご哉 . nl 一一一 

額髪 . W 六三 

一かすみ . .九-一一 

ひとつ哉 . n 一一四九 

人の顔 . 1五 

人の果 . W 四三 

一葉かな . nl 一九五 

一みどり . na 六 

ひとり哉 . m 二 

ひなが岳 . 瓜二-一四 

ひなの家 . m 七 

檜の木笠 . 且一0六 


ぬかごかな . VII 五五 

ぬかり道 . m 九三 

ぬぐは ゞ や . n 二111五 

盗れし . 丄11八五 

ぬめり妻 . 11九三 

ぬるこてふ . .二六八 

猫の恋 . VI 

猫の妻 . IV 一 I 九 

寝覚哉 . n 一一八 

寐覚哉 . nl 三 

鼠の巣 . 五. VI 一五九 

ねはん像 . n 一八五 

念仏哉 . 墨八 

ねぶの花 . m 一四九 

ねまる也 . m ニー 

野菊かな . IV 一一 Q 九 

軒の栗 . m 七四 

軒端哉 . D - 五一 

残る菊 . n 三三八 

後の菊 . VI 三七 

後の月 . n 三四一 

野山哉 . nl 六六 

野良の萩 . Vi 

法の網 . IV 二四0 

海苔の砂 . 一一一一 

法の月 . 11一一七 

法の松 . .三一三 

野分かな . Ms 

野分哉 . n 三三五 


は 行 

はいかい問む . .二六九 

灰せ X り . .一七六 

鮑(はえ)の腹(わた)：ル 

二七 Q 

墓参り . V 一一一四 

萩薄 . m 一九五 

萩と月 . ml 七六 

はきながら . .三六八 

萩の藎 . m 一一四三 

羽黒山 . mlg 

葉越哉 . 美 

橋の上 . W 三二三 

初哉 . 墨一一 

ばせを哉 . V 二七五 

柱立 . 旦一九六 

畑村 . n 一三七 

鉢た i き . Ms 

鉢叩 . m 四四一一 

初鰹 . 八 

はっかほど . ng 三 

初氷 . W 三一五 

初ざくら . V 一四九 

初桜 . 1一三〇 

初時雨 . W 三四 

初霽(しぐれ) . nlo 九 

初便 . VI 


















































































































385 三句索引（三句) 


檜木笠 . I 三一九 .1 三六七 

日の光 . m 二六 

ひばり哉 . DM 

隙(ひま)をなみ . 1ニニ六 

冷し物 . V 九四 

昼蠢 . V 二八 

昼間哉 . nil 六九 

ひろは V や .mils 

鬢の霜 . W 三九 

ふくと汁 . 丨二七 

ふくべ哉 . 11七六 

藤の花 . n 二四一 

二ば哉 . 丄八九 

簏哉 . n 二 

冬ごもり . 三 S ^ IV 三三 

冬籠 . 里一九三 

冬籠り . n 一三九 . wgl 一一 

冬住ゐ . W 1 四1 

ふゆなぅり . D 三六七 

冬の雨 . n 一四一 

冬もなし . I 一八一 

芙蓉かな . Ms 

ふりけるか . n 三六四 

ふる柏 . 11一六一 

古合子 . mg 六 

不破の関 . .三三 G 

塀の内 . ffls 

塀のやね . S 

別座鋪 . V 三七 


紅粉の花 . m 二七 

へばり付 . V 一四四 

蛇からむ . ffli 

蛇の衣 . m 三五九 

坊が妻 . .三三 

ほしげ也 . m 一一七六 

星の秋 . W 一九五 

星の影 . mill 六七 

蛍哉…… I 一九八 ill •旦喜一 
仏達 . Vi 

ほと k ぎ朱 . I 三八 


ほと\ぎす…11一六五 • I 三三七 • I 

四11八 i 五四.里一1六三 .wg 

郭公-一妻 i 一一五一 i 五七& 


五九 

時鳥 . .九九 • E 四六 • V 三四 

杜宇(ほと V ぎす)…… V 一 1 六 0 

ほのかに白し . .三六三 

保美の里 . n 三七 

ま行 

舞燕 . n 一九三 

まかりある . n 一一四 

枕かな . n 一四四 

枕の風 . 110五 

枕もと . m 一 〇八 

真桑瓜 . mil 一六 Q 

先とはむ . DIKII 


先ふたつ . WI 一一六 

また命 . m ニーー八 

松かざり . n 一 

松窵棟(まつしまだね )…I 

二〇七 

袠の露 . W 一蓋 

松の形 . V 一一七三 

松の雪 . .一八 

窓の穴 . 一六一 

窓の月 . V 1 ハ 

窓の前 . £5 

豆名月 . .五一 

丸頭巾 . VII 九九 

みかさ哉 . m 八一 

三かの月 . n 一七 •D a 一 

三日の月 . W 1 I 八三 

みじかくなれり . I 一九六 

自いへり . I 一五七 

水のあと . n 一 QI 一 

水の上 . W 二五一 

水のおと . n 九 

水〇影.. . .三五 

御祓(みそぎ)かな… VII 一一六 

みそさ V い . 丄一一七八 

三月越シ . m 八九 

見ても猶 . 11五五 

水無月の鯉 . I 一一蓋 

皆涼し . n 一一九三 

南谷 . m 三八 


見馴河 . .四五 

見にゆかむ . D 六九 

蓑とかさ . m 四-一七 

蓑と笠 . W 一一一一一 一 

三布(みの)蒲団 …… Vi 

みやげ哉 . n 蓋二 

荀鳥 . 丄三七 

見るあらん . I 一一四四 

むぐらかな . I 四 一一一一 

虫の吟 . 且九五 

むら尾花 . I 二01 

むらしぐれ . I ニーー 

名月 歟 . I 三五九 

芽独活(めぅど)哉… VI 一四七 

食(めし)黒し . 丄一四八 

目正月 . .一七 

目は泪 . m 一七 

面の鼻 . V 一 Q 八 

申しけり . VSI 

寂上川…星一一〒 m 三七 •！ 四六 

持ながら . n 八六 

餅の音 . W 三三二 

求馬哉 . n 一一六六 

紅葉哉 . mil 八一. VII 五四 

桃の花 . VII 九一 

もる月夜 . W 四八 

門の垣 . E 一七五 
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や 行 

八重ざくら . VI 一七 Q 

焼ばたけ . n 九二 

宿の月 . n 三一一五 

宿の春 . .一四一 

やどり哉 . 1三〇.1三0九.1 

四二九 

柳蔭 . VI 一七九 

柳かな… I ハ三. VI 九. VI 三 .V 

二四五 

柳哉 . 111七 . mH 一五 

柳髪 . . 一1六 

柳原 . V 一一六 

屋ねの漏 . va 

藪の前 . V 一一五八 

破レ家 . VI 一蓋 

山桜 . 丄ーー oillza 五. IV 一七一一 

山路かな . V 一四 

山路哉 . V 一四二 

山のいぬ . n 八四 


山の月 . I 八八 

やれぬべし . m 五一一 

ゆふしぐれ . m 二八八 

夕月夜 . n -§ 

夕す V み . n 七七三八五 

夕涼……£五七&一九〒 VIQ 四 

夕哉 . ml 一一三 

雪の傘 . I 三六一 

雪の雲 . n 二三 

雪の竹 . .一九 

雪の花 . n 一四二 

雪のひま . 丄一六四 

雪の不二 . W 一五三 

雪まるげ . n 三二 

行戻り . 美 

行秋ぞ . ml 一六〇 

ゆく鴉 . m 三 一 Q 

湯の匂 . 里0四 

夢心 . W 四一 

夢なれや . . 一8 

ゆめの跡 . I 一 Q 二 

霄月夜 . . 六 T V 一六七 


霄涼み •”.：：. V ニニ 

霄の宿 . m 三九一一 

霄の闇 . W 八一 

能(よき)日なり……1 B 

夜寒かな . W 一 Q 三 

よしの山 . .一四六 

四畳半 . V 九八 

世すて酒 . I 一一五七 

四隅哉 . W 一一八 七 

よそ心 . V 一一八五 

夜には似ず . ハ四 

夜のはじめ . V 二五 

娌(よめ)が君 . IK 八 

夜もすがら . n 一四 

夜やすごき . n 三六八 

夜やなみだ . I 三五 

よるのこ ^ . I 三五八 

夜の声 . n 七九 

夜ルの鹿 . VI 五七 

夜の床 . . 一0三 

夜の雪 . n 三七一 

夜半の霜 . E 1 四六 


ら行 

落馬哉 . n 一吴 

羅生門 . W 一 Q 九 

料理の間 . IV 四六 

蓮台野 . V 八八 

ゎ行 

若夷(えびす) . .八 

若菜哉 . 一三七 

わか葉哉 . nl 八 o . nK 一 

わかれかな . n 六四 i 一一三九 

わかれ哉 . n 一一 Q 五. V 四一 

別哉 . m 一五 

忘れ艸 . n 八| 

棉畠 . V 一三五 

わたりどり . V 二九一一一 

輪に切ン . mHs 

侘寐哉 . I 一三三 

草鞋の緒 . m 九七 
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あ行 

彼(あ) . n 一一一一? n 三四七 

於(あと . 丄五四 

間(あひ) . W 二九一一 

愛す . n 三三八 

相殿(あひどの) . m 五九 

相拍子 . viol 

逢ふ-一二•丄一一五 Tn 一一三四 • W 

三三六 

会ふ . 丄一九九. V 三0六 

和(あ)ふ . W ニー 

葵(あふひ) . W 六五 

仰ぐ . 1七八.=>三三.瓜|三七 

扇(あふ)ぐ… I 四 一五 .V 一 Q 四 

青ざし . 11一五六 

青し . 10五 is 

蒼し . n 七一 

青田 . na 六 

青葉 . m 一一六. V 盍 

青松葉 . V ニー八 

青蜜柑 . W ニー Q 

青柳 . VI 一九 

明か明かと . mK 七 


あかざ . 1一八 Q 

赤坂 . I 八三 

赤坂の虚空蔵 . ml 一四七 

赤し . n 六一 . Vi 

明石 . nil 癸 i 一一五八 

明かす… I 三一一一 . n 一七 • DI 一一四 • 
IV 一四五 

暁 . n?IVg 

赤らむ . ms ハ五四 

挙(あが)る . V 1 Q 五 

秋……丄 Q 五 i 三九 il 三一一 
一四七 i 一四八 i 一寧11九五 

一1 ill 一七六 i 八九 is 
一一七六 illlo 六 i 三一七 illl 六六 
四六一八七•旦一四?旦一四五 
一一六0 il 一七六四 Q 一. B 四 Q 八ふ 
七三&一〇九&一九五•包一〇八& 

三〇ルニ六七&二七五企一八九 

i . vl ¥ vi.v 一七五 

一八三. V 一九五 • VIII 一一九. V 一一六一一 

二七九 

秋風…… I 二 i 一五 iso 

九五 • m 四六 • W 一 Q 五 • W 一 Q 六 • W 

二八0 

秋草 . 丄一九九 


秋暮る . VI 一 8 

秋涼し . m 一九〇 

秋立つ . ng 五 

秋近し . V 九八 

秋の色 . W 九八 

秋の風… I 二0 is 一 ill 七八. 

1三一一八 • 10三八 • n 一九 • n 0五. 
il 二六 illl 三三 A 一八七 i 一九二 • 

皿5六•里ニー.里一七四•况一一九三 
秋の暮…1一六〒丄六五•丄一六1 一. 
I 三三一.里一一七一. V 一八五 

秋の霜 . 丄 a 七 

秋の月 . m 二三七 

秋の名残 . IV 三 S 

秋の夜 . V 一七八 

秋深し . VIIO 八 

開(あ)く . 11一七八三 

飽く.：… na 五一四一 • VI 一九七 
明く . n 二五 . IV 三五 . W 

一一四 0. V 九四. VI 一四八 

挙(あ)ぐ . 110二 

揚ぐ . 里三五 

明智 . 里 S 

明け離れ . 里1 

曙 . W 四0 


明ぼの . I 三三九 

明け行く . n 一七 . n 一一四五 

あこくそ . n 一六七 

朝 . 丄七九 il 一一六六 A 四一四 

麻 . 瓜三一一五 

朝嵐 . V 一一四 Q 

朝起き . V 一八三 

朝顔 …I 一一三八 • I1I .I 一一 01 • I 
三一三 i 三一一?1 一. w 一一七五ル 

二七九 

浅黄 . V 一一六三 

浅黄椀 . VI 一七八 

浅草 . n 四三. V 一一七八 

浅し . 丄一璧 

1茶 . W 二三 

朝露 . V 八六 

朝な^^ . V 一一九 Q 

朝な夕な . n 三一一 

朝寝 . waQ . V 一八三 

朝寝す . V 一八三 

朝ぼらけ . n 一三六 

浅間 . n 三三五 

筋(あざみ) . I 九 

朝六つ . 瓜一1 

浅水(あさむつ)の橋 m 一三三 
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朝夕 . I 一一 D 九 

朝夜さ . m 一四 

悪(あ)し……丄-一五九 i 一四四 

芦 . n 一八? ml 三一一 

足 . 11九六 .1 三 I 九 . ISO 九 .n 

八0 九七三三九 

紫陽草(あぢさゐ) ：. v 一一一七 .V 

二六三 

朝(あした) . I 三四七四二九 


足駄 . m 四九 

足もつれ . .三11 

網代の氷魚(ひを)……里§ 

網代民部 . n 一七七 

明日(あす) . I 一 S . M 1 I 1 一四 

飛鳥井黄門 . D 二三 

預る . m 四一 

あすならぅ . n ニニ Q 

あすの日 . V 一七 

汗 . 丄0三 

阿叟 . W 一三八 

あさうづ . ml 三三 


遊び……丄ーー四三 . nl 一一四 TV 一一九 
遊ぶ…丄一九七 • 丄ーー〇九•丄一一八五 • n 
六五 • nl 一九三 i 三ご. nlll 六四 i 
二四0 i 一一八九•旦一一八五 • W 一 Q 九ル 

一三 Q ルーーー0六 . va.vlQTv 
ls . vi . VK 三 
能(あた)ふ……畢1六0 

あだなり . 110四 


頭(あたま) . 一四二 

辺(あた)り… D 三一一 i 一一九一1 . 
星〇八 - I 一一 四•里一一六0 

当る . n 三五 Q 

彼方(あち) . I 二六 

当(あ)つ . £111 

暑さ . W 六九一〇九 . vlo 一一 

暑し……1四六 i 一 1七六ルニ七二 
熱し . 10七 A 六一一 

熱田 . 111 el 一 .nl 四一 I 

温海山(あつみやま)…！五七 

集む . m 三二 

後(あと)… iol 一•里一五六& 
X 七 

跡 . 丄一九一一 i 一一〇一 i 二八一 . n 

一一一一五.1ハ八 AI 01. IV 六一 


跡訪ふ . .三七 

あな . 墨七 

穴 . W 一 1六一 

彼方(あなた) . m 三七一一 

虻(あぶ) . n 六五 

あぶなし . ml 一八八 

油 . W 三七 

炙(あぶ)る… n 三一一.！四七 
海士 (あま)… nli . m 一七四. 
里1•瓜一一一九八 

漁人(あま) . n 二五一 

蟹(あま) . I 一三六 


尼 . 旦一一〇八一八. V 三六 


醴(あまざ.け) . 墨〇 

数多(あまた)… n 一一八七. V 八八 

数多度(あまたたび)… n 一一四 

天の河 . 15 •且七0 

余り . nM 八•里 I ルー九五 

網 . ES 

阿弥陀坊 . W 二六 

雨 . 丄一一四•丄三一一•丄五九 .1 

一〇四 • I 一二? I 蓋二 • n 四四 • n 

七 一 • n 八六 • no 一一 iGTn 

一九一.里一一七•瓜八了瓜一四九-瓜 
一九八•里三四一一一 0 . IV 一七& 
六五六一一. Vi . Vi 


雨圈 . V 0 

天の下 . .一四 

雨の月 . .四 一一 

雨の花 . V 四七 

雨降る……丄四五 if VI 九 

雨やむ . m 一 五三 

菖蒲(あやめ) …1 三五 il ハ 

あやめ草 . 瓜九七.！九 Q 

鮎艙 . n 天六 

鮎の子 . I 一五 

歩み . m 一 A 

あら . .二七 . ml 一六 

洗ひ楊ぐ . W 三八 

洗ふ . 丄一九七 

荒海 . mis 

新株 . mall 


嵐……丄七ーーー•丄一九二 .11110 四 .1 

一一一五一 . n 一九四•里一一一 ? m 四一六 .m 

四四 o . vlg.v 一一八二 

嵐山 . W 四五 .V 八一 

荒す . m 四一七 

非ず…丄0九 il 一一一五 ill 一一 Qi 

三二七 

争ふ . I 三七六四一 

霰(あられ).：1二 Q . I 一一六一 i 
一一一一五•丄一畐•丄一1六七•旦一八六 

置 •£» 

霰す . mills 

現はす . 丄11一五 . m 三七一一 

在り… nllg . nl 八五 . n 一一八 Q.m 
一一一一三 is 八. IV 一一九 . vlfj 四 .V 
八六 .Vi 

有り - 六四•丄一四四 .11 一八了 丨 

三一五 i 三七六 ig 九 .1 四 一 oi 
六? n 七七 i 一四八 • n 一九八 i 

一 Haiglis . mra.m 

一三七 i 100 . S 1 三一一.里一四八 
一一一五六•里一一七一一•里一一八〒 I 四一一七 .IV 
七 TW 二六ルー四七ルー八 9 IV 
二 Q 五 . EI . W 二六四ルニ八五ル 
三一一1六三四五. V 一三七 • V 1 I.V 

二五 0 il 

有明 . 里一一八五 • W 1 I 

有難(ありがた) . m 三八 

有りがたさ . n 三 e 
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五二六七 
七四八四 


伊勢の国. 
いそがはし 
急ぎ帰る… 
f . 


I さよふ . W 八五 

いさり火 . Ms 

医師 . I 七二ニー 

石 . 1一八一.11111 五 • np 五 • n 

一七一 i 三三五 •! ハー. m 一三七 i 
三1 . 里一六九 A 四四三一九二 

石河の滝 . m 八一 

石河北鲲生 . ns 

石屋 . W 一 1九二 

石山……里三.里雲 • mil 

石山寺 . W 四 Q 

慰す . .三七六 

出づ—八三 • IJMrI 四一ーニ • D 

三五 i 一九四 i 一一 s .,‘' n 三六一一 i 

二五 A ニー五 vwls 1 ルー四七ル 
一五五ルー七六八八 • IS & 
雲 • vs - rv 五四. V 一四九 
何処(いづく)… II 七八•里 I 

いづこ . m 四六 . m 九三 

伊豆の国 . ml 三七 

泉 . 见六二 

いづれ… n 三七 i 一一一一一一八 •！ 六七. 

m 四二七 

伊勢-一一九七 i 一一六 Q •里一七四 .V 


有りがたし . n 一一六四 

歩(あり)く…里一八六•瓜三一一七 

有磯海 . ！八0 

ある . DI 一一 四 

或る . n 三一. n 四八 . n 一 五一 .n 

一一四九 ill 六八 ill 一五八 il 九〇 A 
三九 oi 一六 

荒る . nl 蓋 . IV 1 六一一 

主(あるじ)…丄ーーー五 • n 四八 • n 
ニー四 i 蓋?旦一三五. IV 二六ル 
一四七ルー零 VI 八三 

主顔なり . n 四八 

主(あるじ)達 . n 三三 

或るは . n 三四一 A ご一一七 

粟 . D = s .nllllQ 

合はす . VII 六六 

粟津 . mlllo 六 

あはれ…11七 . nl 五六 . m 四六 .IV 
二四六ル三四八 

あはれがる . ffl-s 

あはれさ . D 一九 . n 三四一 

あはれなり-二三一 •一 蓋二 .n 

四 . n 五 . n ニー六三三七 

二00•里 a 六 A 四一10ル三10 .V 
三 

哀れ深し . n 三二七 

庵-一一六一 i 四 il 一四. nol 一. 

D 一八一 isll 一 ill 八 Qi 三五 
n 三六六•见九〇 •里0四•旦一一七〇 • 


IV 二六&一八0ルニ九三 

行脚す . D 1 一一四 . nil 四五 

安置す . n 八三 

案ず . 丄六四 

案内す . .四三六 . ml 五三 

井 . D 1 一八一.£一 | 五 

言ひ出づ . V 八八 

言ひ遣はす . n 九五 i 一四四 

云ふ . 1 5一 •丄一一0九 .1 三 I 五 

言ふ…•丨一五七 • 11 一六七 • n 四八 • D 
三七 i 一九八 ig 五 ill 五八 i 
三二七 • n 三一一〒 n 三四 一 isQ.m 
七四 i 八一 i 八九 • m 一九五 i 

二 R •里三三•里一四八•旦一五六 A 
一一七?旦一七四•里 a 八•里一1一一九 • m 
三3.異一七&一三八；||九三& 

一一九八. IV 三0三 . IV 1 言. V 五四 .V 

七-一 •!§ 

家(いへ).：1三0九 i 三一五 .1 
三七六 •！ 一四 illsillraTm 
七 • m 一七四 .m 四一一五 • V 一二四 • V 
一三四 .V1I.V 一一七九 
庵(いほ) …… n 九 T 1 Q 八 i 
三一?旦 一 1 七ルニ六 .1V1 5 
庵(いほり)… n 四八 .n 三四一 • V 
一1 

伊賀 . n 一九八 

毯(いが) . 10五. V 一四六 

烏賊(いか)売り…… V 二六 Q 


いか V . VI 七 

t 力て . n 五 

いかなる . nATmllfm 

三五0 A 四11七&二六. V 二五 Q 

いかに . 丄一七八 

伊賀の山中 . m 三二七 

いかめし . I 三六七 A 三八五 

怒る . n 一 五六 

生き別れ . .五六 

^ . .三一三 

行(い)く . 丄一六四 

生く-三九八 .1 四〇一 . E 一一 

一八八•况二一一 一一一 . E 一四九 

幾日(いくか) . nils 

生(いく)薬 . .三一五 

幾霜 . n 一 

幾度(たび) . W 一一四 

幾つ . 瓜一三一一 

幾代 . V 一六三 

池 . n 九 i 一四立0八 

居心 . m 四一七 

いざ-ニーー七 .1 四一一 . n 一四七 

一寧里1八六 

いさ X か . I 四三六 

いさ >1かなり . n |七 

いざなふ . m 一九〇 

勇む . I 三七六三六 

十六夜(いざょひ)…且 一一 三 ' r 
ill 八•叉- rW 11 
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五十年(いそぢ). 

礒伝6 . 

痛し . 

出だす . 

頂(いただき)… 

戴く . 

頂く . 

悼み . n 

悼む . 

痛む . 


. 瓜三七一一 

.……吴 G 

:…： I 三一九 

……IV 一四五 

.S 一 

-……丄ーー0 
……墨四 

二 C 1 六 ill 一六八 
JL ハ四 i 一一九八 
. m 四三五 


至る…… I 三 S 三 . mK 七五五 

市 . nl ? 里一一一 Q.V 一七一 

一有 . n 一八九 

一具 . 1 S ハ.！七八 

一言 . ！四七 

一字 . V 三 

一条 . 瓜1 

一度 . V 五 

一度に . V 一一四三 

一二寸 . n 一六九 

ーノ 華表 (とり ゐ)…… 1二 九 一一 
市人 . .三六一 

一枚 . 1ハ三 

一夜(いちや)-■九二 . n 三四. 

nil 六六 i 一一 5 况一琴！四七 

一葉 . 六四 

一輪 . n 三四一 

一把(いちは) . E 一四五 

何時(いつ)…丄茺•丄六八. 


星八五•里一九六. IV 五九 

凍(い)つ . n 一 五 二 

五日 . D 1 一六九 

一句 . mil 一一七五八 

一見 . m 五七 

一山(いつさん) . 瓜一一一一七 

一枝 . .三七八 

一枝軒 . 丄ーー七八 

一周忌 . 七 

一生 . m 七四 

一寸 . I 量九 

一井亭 . 1五0 

一樽 . IV 八八 

五つ . nl 一一六六 

一燈 . 六四 

一盃 . Vi 

一髪 . m 四一 

いつも . 人 

井出 . mil 九八 

いでや . n 七三 

出羽(いでは) . m 一四四 

いと … D 一 | Q 三 • n 一三七 • W 一三八 .IV 
i 

糸-二七•丄ハ七•里一九五•旦一一二九 

厭ふ . n 五 •！ 一六七 

伊東玄順亭 . mil # 

糸桜 . I 三一一 i 六七 

いと V … n 一|四五 . nl 一一七一 . M 一八七. 

里一一九八 


営み兼ぬ . ml 一七 Q 

営む .. 一一六一 . nl 一一一一 

暇(いとま)得顔なり …… ffl 

三 S 

t とも . n 三七 

糸遊 . 瓜三 

稲(いな)雀 . W 九四 

稲妻… nlRills . IS.V 

二九 • VI 三二 

稲葉の山 . 1一八四 

稲葉山 . n 一一 八一. n 一一 九九 

稲光り . W 一四二 

意に満たず . ffli 

去(い)ぬ . m 四一七 

犬-•一三•丄一一五八 . ns . V 11 

寝(い)ぬ . nl 六三 

犬桜 . I 三一一 

稲刈る . nlo 八 

稲扱(こ)き . W 二九 

稲摺りかく . n 九一 

猪(ゐのし X ) . 1 一 - t 7 五 

猪の床 . V 一九二 

命 . I 六二•丨三三 • I gl • n 

雲1•里三八 

命なり . .八一 

祈り出だす . W 一四五 

棘(いばら) . I 一九八 

鼾 . m 一四三 

伊吹 . m 一一四八一三 Q 


伊吹山 . ml 一四八 

今 . D 一一九六 il 一一 e . i ハ八 i 

四二七 - V 三一 Q 

今更なり . ns 

坐(いま)す…瓜三一四•里一一七八 


いまだ 


丨四三一. n 一一一四| 


今や . W 九六 

いみじ . 瓜一三七•里一七 Q 

芋 . 10六•里一一一一七 

芋洗ふ . .一一 S 

芋植ぅ . n 一八一 

芋種 . I 六二 

疱瘡(いも)の神……11 

芋の葉 . n 九二 

医門 . W 一一四一一 

厭(いや) . I 五五 

賤(いや)し… m 四ールニ六. 

VK 三 

伊陽 . Nil 

甍(いらか) . n 五 

伊良古 . n 三九 

伊良古崎 . n ニー〒 n 一三四 


入らす 


1四 


入り . W 三二九 

入相(いりあひ)の鐘…旦一五 

入りか k る . m 二三 

入り来(きた)る……1四三六 

入り日 . W 一九二 

居る . n 四八 i 一一一一九. V 八八 
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煎(い)る . W 八一 

入(い)る… I 三 Q 五•丄一一 Q 九 i 
一一一一九 i 四三九 i 一癸 il l .m 

四一二九 i 一四六 ilA.m 

一嘉•里一一〇六 . mill 四五ル八一一.^; 
一三0 . E 1 四子^:一 一八七. V 五一 .V 

六八. V 一九二 

色… n 五四一一一？ W 九八三四七 • 
VI 五一.11八八 

色(地名) . ml 一四二 

いろ^^ . 1一七六立一一 I 九 

色黒し . m 六八 

色付け . .一三四 

種(いろ)の浜 . m 二四二 

色葉 . I 六三 

囲炉裏 . n 三六六 

岩……1一一1七 A 二九. IV 一 0三ル 

二六四 

祝ふ . nil 一一九 

岩尾 . .三一五 

日く .mle.wHl 

鰯 . .三五 

石(いは)清水 . m 五九 

岩 躑躅 (いはつつじ)… I 三八 

岩戸 . 11一九〒旦一四七 

岩檜葉 . I 一 五九 

岩屋 . n 四四 

言はむ方無し . m 九九 

院 . n 一一四七. V 一一一一一八 


隠閑 . nl 一三 

隠士 . I 三0九•里一六0 

院の帝(みかど) . D 三七 

ぅ(助動詞)-三六 TnB 六. 

n 一一七九七九 . VI 1 

得(う)…… 丄一 10九 .n 一一 1三 .D 

三五四•里一一八五 • V 1 IIQ 八 


植う 




六八丄八九丄ーー〇四. 


一八一•县 J 11 I 1 I.V 一五一一 
上(うへ)… n 五 . n 七五 . n 一七 T 
nl 一七五 illl 四一 . igi 四一? 

^:二六ルニ五一&二六四ルーー七〇. 

IV 雲一 

植袅置く . I 三一五 

上野 . D 四一一- rv 一一四 

魚(うを) . m 一七；一六五 .V 

ニニ六 

鵜を使ふ . nlK 七 

魚(うを)の店(たな )… W 

一三0 

穿つ . .一六一一三七 

浮ぶ . n 二七五 

うかりひょん . I 三六 

浮かる . 15 

浮巣 . n 六九 

憂き人 . IV 二五八 

浮法師 . 11九三 

浮御堂 . W 八三 

浮世…… I 二四八 .1 一一一一一三 . D 五 .D 


|吾 .1 一三ニルー七一1ルー七六 

受く . m 一三七 

稟(う)く . n 三三 

鶯(うぐひす) . I 二 S ハ 

三一九 .IV 一七四 .V 五- r vl 一五八 

動く . m 四一 . m 四六一九〒^; 

一〇六 

兎の皮 . 里八九 

羽山(うさん) . m 一三七 

牛 . I 七六 io 

憂し . m=l 一- rw 四三 

潮(うしほ)の花 . m 五 

牛を引く . I 三 Q 九 

失ふ…… n 一 五六 il 一九八ルーー六四 

牛の年 . .三 P 一 

宇治の焙炉(ほいろ)… W 一三 

牛部屋 . W 七四 

烏鵠 . W 二六四 

後(うしろ)… 10 一 五 • nl 一三一 • 

V 二五八 

後姿(うしろ) . n 三1六 

後向き. . 1四一五 

後向く . .四一五 

臼 . I 七九. IV 三二五 

薄浅黄 . Vila 

薄柿 . 孤一八五 

薄霞 . 丄一一 A 

卯月 . ni ハ •！ 四六 

薄曇り . 1一一一九 


薄し . IVI 九二 

埋(うづ)み火…… n 蓋八 

ニニ七 

埋(うづ)む…… n 八一•瓜二五八 

薄紫 . VII 四七 

薄紅葉 . 11三四 

鶉(うづら)…… mg 三九六 

雨星 . IV 一一六四 

烏巣 . VS ハ 

歌 . 11 一 Q 八 ill 二八 i 二平 n 

三四一 A 七一ールニ六ルニ六四 .V 

二四 

謡ひ . n 三四 

歌ふ…… is.is .vl s 

疑ふ . m 五 

宇多の帝(みかど)…… n 三四1 

歌袋 . I 二七 

歌詠む . I 一 I 九七 

中(うち) . 丄 g . n 一七 

一五三 

内(うち)…里 sAg 三 .m 

畢！二 

打ち返る . D 一吴 

打ち崩す . VI 七八 

うち転(ころ)ぶ…… W 一四七 

.Irara 

雨中天 . .三 

打ち寄る . IV 一三四 

団扇(うちは) . I 四一五 
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偃縁円宴縁袭 
鼠起覚を 
開 


里一一七八&一七〒 IV 一九五 

n 一一一三八 
m 一三七 

: n 四四 

丄三 Q 


矣しさら^しと . 11七二 

詠草 . n 一一三 

敷慮 . 且ーー六〇 

酔(袅)ふ…… I 一五八 . m 三五四 
画 (表が) く…里一九三•里一一七二. 

里早 V 一一九 

描く . I 〒里 一一 

駅 . 夏一 

絵賛 . VII 三五 

枝 ……I 二 0 .1 一 S .I11 一一五. IV 

一九. V 七四 

枝ぶり . Ms 

越後路 . ml ーハ四 

越人 . i 一一九立ーー六四 

謁す . W 六七 

江戸……1七五 i 八五 i 八八 i 

1 .V 四一 

絵に写す . V 九 Q 

擾(え)の実 . V 二四 Q 

海老 . 里一一九？八一 

夷(えびす) . I 八 

夷講(えびすこぅ)… E 二 0. 

1一 

味一一; . 


打つ… I 七三 . 11 一一五 i 三ニー i 
一一一九•里一一一一五 .IV 五一. VI 一四 

美し . .五九•里一一 0 一 •里一一八一 

写し留(と ゞ )む…… m 四二七 

移す…… 1 一五 . 1 一七三 . m 五九 

三一 

写す . V 九 Q 

現(うつと… DI 三四•里一五八. 
V 二九 

. 111 M 

映る . 三六 

器(うつはもの) . ml 三七 

台(うてな) . n 八三 

独活(うど) . VII 四七 

うに . n 一九八 

うねり . IV 二六八 

卯の花…… I 四一一一一 i 六七. V 三六 
姥(うば) . n 三二七二九 

姥桜 . 

0 ^ . 

+ . 


. 丄ハ 

. D 二八七 

. : . 里-一一一七 

馬 •：... I 一一五 0 i 一一八五•丄一八八 i 


三四七 i 一一一九. 
10 八 i 六 

馬^ . 

馬に鞍 . 

馬に乗る…： 

馬迎へ . 

生れ逢ふ…： 


二五六 i 五四. 


•i 
丄四三 
• n 三九 

is 

立畐 


海 . 丄一一四五•丄一一六三 • n 二六八 .n 

三 0 六九九 i 一四六 i 一 五五 A 

一七^且八 0 •里三九 i 一 1 三五 
三 Ai 四三七ル三四五 

海の底 . 里一三五 

倦(う)む……丄ーー〇九ルニ七五 
梅…丄一五 i 七六•丄一二五 i = 一七四. 

1 三七六 . 1 一一一八五 . 1 四一三 . n 四八. 

B 五 ?n 一一一七 i 一 一一 1 九 • n 一 五一. 
n 一八九 il 九七&七ルー六& 

一？！一三九 
梅が香… E 1 五. V 三. V 一四 .V 
一一 A . vg 八 

梅の雨 . .三四 

梅の木 . 且七ヤ汉三八 

梅の花… 1 七八 . 1 一一五四 . D 四 一 i 

一六七 iiiiil 九八& 

二 is 

浦… n ー ー 0 由五.里§.旦 1 一九八. 

墨五 

裏 . wig 

裏表 . 10 

浦島 . I 二六 

浦伝ひす . n 二五六 

占(うら)なふ . 瓜ニニ四 

恨み . I 二九九 

裏見の滝 . fflg 

うらやまし . W 一七二 

うらやむ . V 三九 


瓜-五九 i 七七 . ml 六9见九 

is ルニ六一. V 八六 .V 八八 .V 

二四三 

売り歩(あり)く…… m 三二七 

売り勝つ . W 二三七 

瓜の皮 . V 八八 

瓜の花 . n 八- rmll 一六六 

瓜畠 . n 一一八四 

売る-九九 • 1 三六- r I 三七六 • n 

五五 . n 三六七•里一一五四三10 
三 zr-rv 一一六 0 

閏五月廿二日 . V 七 - fc: 

ぅるほす . 丄三0.^;一四七 

ぅるはしさ . m 九九 

愁ひ . Ig 九 . n 一一八四 

憂ふ . . 一一四八 

嬉し . n 一三一 

浮はつき立つ . V 二九六 

雲竹 . 1一七二 

雲天 . .三 Q 

云$ . .一五四 

雲門 . I 一 1八一 

画(袅) . 一0九 

絵-一一五0 i 一一八一 A 二 A ? 

W 一 •墨 

江 . m 一 五三 

詠 . n 七一 

酔(表)ひ . n 三九 

栄花 . n 五 
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幾なり . 11三八 

淵明 .1 S 九. VII 一九 

緒 . n 一六 ? m 九七 

笈(おひ) . B 八七•瓜四三〇 

老い…丄一六•丄一九九 i 四三九 i 
五五•里®八. IV 一 1八五. V 五 I 

生ひ替る . 1二九九 

生ひ茂る . n 七七九九 

於いて…丄七〒 nl 一一一 oi 一一八六 
追ひもどす . V 二 A 

老い行く . W ニー九 

翁 . n 三三 i 一 111 一 1 八 iM-rv 

二九九 

生^> . I 二 I 五 

追ふ . nj 五六 

負(お)ふ…11一一七一 i 一一一一〒 m 

三四 

扇 . .八五 • Is 一一八 • nll . B 

三 T 10 五 i 一四六 

奥州 . mlol 一 

応ず . n 一一八四 

楝(あふち) . V 四七 

近江の人 . m 三四九 

近江屋玉志亭 . 

往来 . .ニー11 

覆ひ . .七九 

大井川……义五〒 V 五四. V 五八 

犬いなり . 15 .1 一 

大垣 . i 五六 


一扇 . 人五 

大坂 . nl 一四 九 

多し . ml 三七二六四 

祖父(おほぢ) . W 二四 

大竹藪 . W 四八 

大津…11七四•里一 Q 八四一 I 五 .e 

四四 Q 

大津絵 . W 1 

大橋 . IV 雲一 

. 1411 

近江蚊屋 . 110三 

岡 . nl 九八 i 一〇九 

をかし… n 三四一•瓜一九八一三九 

をかしげなり . .三一五 

岡田氏 . 一四九 

男鹿嶋 . 丄一六六 

拝む… I 四一三 i 一一六四 i 三六九 
四九 A 五九•里一六七 

荻 . 丄 Q 七 

起きあがる . D 一 Q 一一 . n 一 五六 

置火撻 . m 四一七 

翁(おきな)：丄一九九 i 一四四. 
里©六•里一一七八. V 一一九九 

荻の声 . II 五 

荻の二葉 . II 八九 

荻の穂 . W 1 Q 九 


奥……11三0 ilB 九 illl 一九 i 
三ニー iK 九 . m 七一一三五 i 
三一七•里一一五六 


起く……丄一六八&二八. V 一八三 

置く . 里-一九-一 .V 八 - rVIS 

奥の院 . 里四七 

小倉 . V 一一三八 

後(おく)る . 11九 

送る… I 一五一 .1 一八九 .n 七三 .n 

八三 . nil 三ハ . null 七一五 .m 

一一六 0 •里一 0 六 . Elloo.vsTv 

七二 . vs 四 

贈る . V 三一一 

桶 . m 四三一 

桶の輪 . n 七九 

桶屋 . m 三八五 

起す . W 一七 

御子良子 ( おこらご )… n 一八七 

起る . IV 一四五 

長(をさ) . I 三 Q 九 

をさ^-^ . nil 一六 

幼き者 . nl 一九八 

稚(をさな)し . W 蓋 

幼な名 . VI 一九九 

収まる . e 二六七 

押し合ふ . m 二六七 

惜しむ… n 5 一 •里一一四九 . Is . 

V10 二 

和尚 . nai 六四 

押し分く . VI 三 

遅桜 . m 八九 

遅し . 一 .VI 一六 


恐ろし . n 一五六 . m 三四一 

小田 . V 六八 

落ち入る . 瓜一1 

落ち来(く) . m 五七 

おちくぼ . S 

落葉…… IV 三一 .5=5 一 .V 一一 一 01一 

落つ… I 10四•丨一三四 • n 三九 • D 
I 五六•里 I •里一一九四 • V 五四 • V 

二五五 

追つ付く . n 一 S 

音(おと)……111一四•丄三四 .1 

三一五•丄一一三四•丄一一六七 .1 三八三 .n 
九 • n 一九七 .1 二六 i 三五八 i 
四 Tm 七八 • m 一一三五 • m 四四 〒IV 

喜. VI 一一1 一八 .V 一一 0 Q.V 二六六 .V 

三〇二 

弟 . ns 

頤(おとがひ) . I 四三 I 

乙州(おとくに)：ル七ル八八 
男(をとこ)…1011•丄1三九 .n 

四七•里一一八五 

男ぶり . V 一六三 

落す . n 一九三 •！ 一一九 • V 五八 

訪(おとづ)る . IVI 五八 

おとづれ . n 二七九 A 一八七 

劣る . n 三六 

衰ひ . W 三二 

驚かす . ES 

驚く . V 一三四 
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女木沢(をなぎざは)… IV 一一 Q 八 

同じ-一一一五九 ill 九三五九 

一一〇〇•里一三五 & 八八. IV 一四一一. V 
二0 

鬼筋(あざみ) . I 九 

尾根 . W 一 五三 

己(おの) . W 七一 1 . IV 蓋 Q 

. 11111四 

各 AZ (おの^-^)… I 四三六 .n 
一一一一九 i 九九ル I 九五 

己(おの)が音(ね)の少将 
. mlllc < 

男(をのこ)… n 四八 i 一五六ル 

一三八 

小野炭 . .一七六 

姨捨(をばすて)山… n 三一一七. 

D 三四一 

尾花 . II 一0 一 . IV 1 五八 

帯 . I 一一八五 

尾細し . I 三一 I 

おぼつかな…… .. IV 六六 

覚ゆ… I 一七三•丄雲一 • 1 四一五 • n 
六 Qi 三七•里8ふ三一 
朧月 . I 二四主八一一 

朧なり . .三九一一. IV 一九八 

女良花(をみなへし)… I 六五. 
i 一一三 

御影講(おめいこ)…… W ニー七 
御命講 . n 三四八 


思ひ…… I 四一0 i 一 1011 . W 一四七 

思ひ出づ……1蓋二 .11 一一 四 i 

三一一七&二九三 

思ひ出だす . ma 六 

思ひ出で . .六 

思ひこなす . m 三三三 

思ひ籠む . m 六八 

思ひ知る . n 五 

思ひ出す . I 四 一? ng 一 

思ひ立つ . D 一一 七四 

思ひも掛けず . nK 五 

思ひ催す . m 八一 

思ひ寄す . 11 ハ i 九九 

憶ふ . 丄一四二 

思ふ-九一一 i 一一六三 . n 三三八 

四六•里一九六. V 三六 

思ふ事なし . V 二 九五 

俤(おもかげ)…… I 二九九 i 

四一五 i 一一一七 i 二七 

重し . .二四四 

面白し…丄1七六 i 一四一 . nlK 七. 
V 一 八三 

表 . 11一八一•里一 I 9 W 一六七 

面(おもて) . ED 八 

面(おもて)見す…… WI 六七 
赴く…… n 四•里一一四八四 Ql . s = 

二五五 

親 . W 二四 

老ゆ . .三一五 . n 四八. N 1三 


おょそ . m 九九 

及び腰 . V 三六 

及ぶ . W 三一 

阿蘭陀(おらんだ)……1一四三 
居(を)り . W 11 D 0 

折//… I 四三四 il 五六ルーーー 7 V 

一三八 .1 一九五 

折りくぶ . D 三一一 

折しも . n 二 R 

折に触る . n 三四一 

折り残す . ns 

折節 . D 一一® . IV 一一六四 

折り結ぶ .1 S ハ 

折る—一四五. n 一九一 • Da 八 .IV 
二2ルニ八〇 

折れる . .六五 

おろ-^ . m 一三七 

威(おろし) . m 四四四 

下(おろ)す . W 1 I 七五 

おはす . I 三一五 

終り . nls 

尾張 . n 三六四 

尾張の国 . V 六八 

御像(かたち) . n 八三 

女 •：•： 丄五八•丄三五•丄一九七 .1 

三九八•旦5 

御目 . nl 一三五 

御物遠 . 1憂 


か行 


蚊 . V 一一五一 

香(か) . 丄一九九 i^Tn 


一九八.里ハー. m 三七 Alg.m 
三三一一五ルニ九九ルーー10六 .V 
一亍 V 一四 .VB 八 .vi-v 
一六三 .V 一六五 ilAi 一〇八 

彼(か)… I 二六 i 翼 i 四八. 
里一五六ル？1一九 

会 . n 一〇九 i 一四五 i 一四八 i 

一七七 iKli 一六九 igA 


三九-一 

懐 . IV 一一三 Q 

貝 . 里一一一一八•旦 1 BI 一•瓜二四三 

甲斐 . I 四三一 

甲斐あり . 一三二 

開基 . ml 三七 

蚕 . via 

骸骨 . V 二九 

かいつぶり . m 四三七 

飼屋(かひや) . E 二五 

更(か)ふ . D 一一三一 

買ふ…11三 Q . I 三四九 . n 蓋 .n 

三五四 i 四一? V 一七一 

返し . na 

耕(かへ)す . 丄-一七六 

返す . m 一三七 
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却つて . .一一七五 

帰り花 . I 四 9 IV 一三四 

帰る… I 一四五 .11 七八 . D 二四 
一五八 . Eg . V 二一一一 

返る . 丄-二三 

帰るさ . .三一一 

顔…丄四•丄六 i 二四 i 三三 i 

一九四 • 1000. D 四八 • n 八七 • n 

二四五 il I .I 一四 一 illli 

三八一 一一 一八五四三五一四〒 IV 
二六一. V 一一九. VI 四九. VI 五一 

薰らす . m 三八 

f .viol 

薫る . 且六一一. IV 六ヤ V 一一 |一一八 

か i .. V 一 Q 四 

加賀 . mgQ.mgK 

掲(かとげ添ふ…… IV 二六 四 

案山子(か V し) . W 三四六 

加賀の国 . m 一八五 

鏡 . 丄七 ii ル 1 S 

斯(か)かり . n 三三 

か X る… I ハ八 • W 三 I 一五 • V 四五 • V 

二九三 

架(か X )る… W 三二三 . nil 一四 

懸る . n 一 Ii 一一五九ルー三五 

牡蠣(かき) . n 五五 

垣 . i 八五•汉二七五 

柿 . W 二四 

搔き起す . W 一七 


書き付く . W 一四七.^;一一九三 

書付 . 里10九 

書き伝ふ . 里一一一一九 

杜若(かきつばた )— Mi 

四一 oill 四九 ill 六四 

書き留(と ゞ )む…… n 三七 

垣根 . n 五七 

柿の木 . V 一三四 

垣穂 . n 四八 

佳興 . ffl-g 

角 . 丄1 

掛く … n ニーーー .n 一八五 .n 一一一四 - rm 

一五七ルー 0 T E 一 0 一一.^;一一七 1. V 

二九 

欠(か)く . n 三01 

懸く . .七五•汉二四九 

斯(か)く……丄 S ルー五八 

書く… I 六三 .1 四一一八 . n 三一一五 .m 
一〒 m 四一 • mg.mlll 七 

雲.!三八 

搔く-六三 • 1 5. 里一一四 T V 

六八 

鶴亀 . W 11 九三 

客愁の思ひ . W 一四七 

隠す . VB 六 

隠る… n 七七 .n 一三九 .n 一一 七一 •£= 

三六四. ma 八 . m 四三七二八九 .V 
三四 .vil 

隠れ家(が)… n 四八 il 一一一七 


二五四 

蔭(かげ)…11一一九八 i 三四 i 
一三三 . n 一一八四 . Dili 三 .VII 四 .V 

二七九 

影…丄四•丄一一五•丄ハー•里一一六七. 
V - 一五六 

佳景 . m 四一 

筧(かけひ)の水…… ml 三七 

架けか k る . IV 三二三 

景清 . VI 一一一三 

花月 . W 一 A 

桟(かけはし)… nii 三 一一 四 
欠尿(かけばり) . I ニニ 

影法師 . n 一 一一一一 . IVI 一 1一七 

影待ち . W 1 一九九. VI 一九五 

駔け廻(めぐ)る…… V 三11 
陽炎(かげろふ)… n 一六九 i 
一七一•里.里一11一九 

駕籠 . D 一 五六 

画工 . 丨二八一 

駕籠借る . 里一九八 

かこち顔なり . .一九四 

笠……1八一 •一 三0 .1 三一九 .1 
三五一 i 蓋一一 ill 一六 一 i 一一1六七 i 
111六八 i 一 10六•里一0九•里一一一九 A 

四1一七ふ一九ふ|1一一亍 E§.v 

二八七 

傘(かさ) . II 七11六一 

かざし . I 一七 Q •丨一八八 


笠しぐれ . .三四五 

^0 . 

笠寺 . D 四四 . n 二五 

重ねて . W 一五八 

飾り . nl 

かざり繩 . I 四八 

飾る . m 八七三五九 

画賛… IV ご lllfj . IV — g . vlIM.v 

二七五 

梶(かぢ) . IV 二六四 

鍛冶 . n 一四一 

鰍(かじか) . Ms 

恐(かしこ)し . n 三七 

賢し . 丄七三ルー三八 

樫の木 . 丄一一八八 

鍛冶屋 . 15 

加州 . m 一 A 

頭(かしら)…… nl 七一 Q 九 

柏 . 丄一六一 

貸す . 11三一 

数 . 1震ルー五五&二六七 

賀す . n a 一一. IV 一一四一一 

被(かづ)き伏す…… n 三六八 
数ならず . V 三六 

霞 . I 九三 i 三八 0. D 一一四五 

葛城山 . n 一一四五 

風-二•丨一五•丄一五•丄一九.丨 

八五 i IQ 五 i 二0 i 二三 i 
一六三 i 一一四〒丄一七八 .11 天 i 
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三三 Q . I 四三八 • n 一九 i 九五 i 

二五 illlo 五 i 一一一一六 i 量111 i 
四六 All 一一七八七 il 九一 . m 

二〇六 i 二三•瓜一一七〒里一一八五& 

10五ルー〇六 • eko . ei.v 

五四 isi 三六 io 一一 

風色 . VI 五二 

風薰る…… I 寧 IV 六七 • VII 三八 

風の音(おと) . m 七八 

風の音づれ . mK 七 

風の香 . m 三七 

風の薰り . V 1 Q 1 

周のくち . I 五五 

風のしむ . .一一七11 

風の筋 . W 四五 

風吹く . I 三二 

歌仙 . m 一一八六四四五 

数ふ . 四 

潟 . .四0九 

肩 . I 七三二 

方(かた) .— •七一一 . n 九五 .n 

二五一一. m 四 一 . m 九九 is 六 

三七一；三四 VI 三一| 

傍(かた)へ . I 三一五 

片方(かたく) . nil 一一五 

担(かた)ぐ . WI 六 

片心 . m 一四 

難し . 151 i 三一五 

堅田 . 里 §. IV ニー 


堅田の浦 . m 三九八 

形…1一宝0四' r 里一一七一. B 四一一七 

像(かたち) . n 八三 

容姿(かたち) . nil 一八 

かたつぶり . nil 五八 

. 

刀指す . .一五八 

片なり . .六一 

片荷 . V 七七 

かたびら . ns 

帷子(かたびら)時 … Vi 
帷子雪 . 1110 

形見 . .四一九 

傾く . I 二 IQ . W 六五 

語り出づ . D 三四1 

語り伝ふ . SI 七 

語る… n 四四 . nil 一七 . nil 一一一一 .n 
二四九 . mllfIV 三0八 

傍ら . VI 一四 

勝ち . 111蓋 

徒歩(かち) . D 一五六 

火中 . .六三 

花頂山 . n 五 

且つ . 丄ーー0九 

勝つ . 瓜二 0 〇. IV 一 I 

飢(かつ)ぅ . .四三九 

鰹 . I 二五九ふ一八八 

锻売り . m 三五四 

桂男 . I 四二 


葛城の郡 . 丄1|七六 

且つは . D 三四一 

門(かど) . n 一八一 

かど^^し . nl 一一1一七 

首途(かどで) . m 四九 

門松 . .九二 

叶(かな)ふ . m 八一 

悲し…且一八七•里一一一六•里一七六ル 

一一八0. VI 五七 

悲しげなり . n 九五一八七 

悲しさ . D 一八三 

悲しむ . I 一 五五 

蟹 . ns 

香に匂ふ . D 一九八 

兼ぬ . .三四三 

鐘… n 四平 nil 九九•瓜一|五.旦1. 

里一 I 三 

鐘つく . ml 一四 

予(かね)て . m 三七 

鹿の子 . 11 

蚊の声 . W 七四 

力びたん . 1一一一一 

株 . m 四 I . W 一九五 

兜(かぶと) . m 二8 

力ふる . VI 一七三 

擘：1ハール f V 一一八. V 一一九 

壁の上 . n 三四一 

釜 . 丄1一八 

力まふ . I 三八八 


構ふ . V 二九 

鎌倉 . 11五一 . IV 1 八八 

竈 . n 三六〇 

守(かみ) . m 二蓋 

上(かみ) . n 三六 . IV 1 I 九八 

神-七八 i 八九 i 二四五•里三五. 

m 四四五&一孝！六一| 

髪…丄一六•丄1六0. IV 六三. VI 一四六 
嚙み得 . 11七九 

髪を切る . 

神垣 . n 一八五 

紙衣(かみぎぬ) . n 一九一 

紙衣(かみこ) . 1曼二 .n 

一四五•里| 

神路山 . n 一九四 

神無月(かみなづき)… W 三四 

神無月廿日 . W 三 一〇 

紙幟 . m 八七 

髪生ゆ . n 七一 

かむ . n 一九七 

瓶(かめ) . n ニニ 

鴨 . 111一六11. IV 蓋九 

我も折れる . .六五 

鷗(かもめ) . na 

蚊屋 . I 一 0三七三 

通ふ . I 九五 

通はす . V 一〇八 

殼(から) . 110四. V 二五四 

唐歌 . n 三四一 
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傘(からかさ) . V 一ーニ 

辛(から)き目 . m 四六 

唐草 . 里8 

唐衣 . —七三 

辛崎の松 . .三九二 

乾娃(からざけ)—一七九 

四二 Q 

辛(から)し . D 三三三 

烏……丄琴丄 S •星106 

四二九 

唐破風(からはふ)…… IV 一九二 

絡(から)む . n 三11111 

伽藍 . V 一 |七0 

雁(かり) . SQI . IV 一六三 

狩り . 旦一八八•里一一三八 

刈り跡 . n 三一五 

刈りかく . n 九 Q 

仮りに . nl 一一一. H 曼六 

仮寝す . V 七一一 

刈り残し . m 四四七 

雁の別れ . I 美 

刈る . nlQ 八•且-三 

枯る . I 一三 • I 五一•丨|八| • I 

二 ai 三四九 i 五 i 一 1七 • nl 一六六 
借る… n 一一四一•里一九八一四七.^; 

三 S ハ 

狩る…… I 四二五 i 三九•里一六〇 


軽し……. 
彼(かれ). 


i 三一九 

•EDO 


枯朶(かれえだ) . .一六五 

枯尾花 . W 一五八 

枯木 . is 

枯芝 . D 一六九 

枯野 . V 三一一 

枯葉 . 丄 S 

軽(かろ)し . D 一三 

M . 1四五 

革 . 丄二九 ii 

川 . 丄一臺 i 一一八六 ill 八七 i 

八一 All 三 i—l-fciAI;^: 

一五二 • wg 八 • V 五四 • V 五八 • V 

二四五 

皮 . 且八九. V 八八 

獺(かはぅそ)の祭…1一一七 

川風 . m 三八五 

川上(かみ)…… n 三六ルニ九八 

川しも . W 一 1九八 

蛙(かはづ) . n 九 

川中 . I 一一八五 

川柳 . VI 一八四 

川原(かはら) . m 三八五 

瓦葺(ふ)く物 . £1六 

替る . I 三七六 

変る……里一八〒 VI 五一. VI 七一 

寒 . 瓜四ーー〇 

感 . I 二 g . I 三五 

肝 . n 一一五九 

W.D11I1I 


雁 . 里？ IV 三一 o . v _ 

閑を得(ぅ) . I S 九 

閑を偸(ぬす)む……111〇九 

寒菊 . £5三二 0. IVI 一 I 一一 五 

閑居 . nil 八一一 

閑古鳥 . Ml 一六三 

元歳 . n 一一六九 

元日 . .二六一一. D 一六三一 

寒拾 . n 三五四 

閑人 . nl 一一 四一 

歓生亭 . m 一九八 

元旦 . m 三一四 .IV 一一三五 

寒の雨 . ハ三 

寒の入り . 墨九 

観音 . n 五 . m 三一一 

干瓢 . V 八四 

灌仏 . niil 六六 

緩歩 . 四 

管鮑の交はり . n 三五四 

寒夜 . n ニニ 

忌 . 八七 

木 . f ニー i 三八八 i 一七五 i 

I 七七 • n soi 七四 • M 八九 i 

1一一一七•里10六•里一葵•里一1六七 A 

四0三.£1八九四 . Iv s 八 .V 
一三四 

消ゆ . 10七•里一一三 

消え行く . nl 一五三 

其角 . W 一 A 


木 > .W 七二 

奇曲 .m 九九 

菊 …… Igii • 丄 si 
1 ハ • n 一 〇一 一 • ns 一 • n 一一 | 一一一八 i 

三四八 • 里一 CD 四 • 旦畐 • W 九一 • W 
二三 • W 8 九 • 一九七ル三一一 Q.W 
一一一二五 . IV 三 S 一 . VH ハ 七 .V 一一 011 .V 
一三七 i 一一 K.V 霊 il 六四 
聞く …I 二0四 ilI • 丄一六一 i 

一一七八 il 一八一 i 三一五 il 一一三 i 
四四 • ng 八 • ns. n 一 一一 一四 • n 
一一五四 i 二九六 i 蓋〇 • 里一一七 i 
一1三 0 .B 二三五•里一四 一 is 一一 A 

四一一0ルニ〒 EI.VTV 

三四 .V 三六 • VI 一五一一 

菊園 .wg 六 

菊花 . Vi 

菊花の膾 ( なます )…… W ニー 

菊唐草 . Ms 

木草 . I 三一五 

菊月廿一日 . V 一七八 

菊の香 ( か )… 九九 • 也一一〇六 . 
V 一六0 .VI 六1 T 一六五 

菊の酒 . IV 八八 

菊の酢和 ( あ ) へ …… IV ニー 

菊の露 .Vi 

菊の花 … 瓜二五一 .^; 二九 .Nil 九一一 

機嫌 .W 三四1 

聞え .m 一三七 
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聞ゆ…里?里一一七三四 . V 五一 

象瀉(きさかた) . m 一四九 

后ざね . I 五九 

階(きざはし) . m 一三七 

喜三郎 . 且一八二 

刻み成す . m 九九 

刻む . ml 三七 

衣更着(きさらぎ)…… nl 九四 

箕山 . 丄ーー〇九 

岸 . 1一 I 六 is 

雉子 . 1一一一七 .1 一四一 

雉子の声 . 旦一畐•里一四一 

着す . EI . W 三三 

築く . I 三七 

木曾… I 四一一五 . n 三一七 . n 蓋一 . n 

11101 ill 一六六ラ E 一五八 

木曾路 . D 1 一七四一五五 

木曾塚 . m 四〇八•旦一一 S 

北 . DK 九一七二 

来(きた)る…101一一六 .ill . 
iai 一一一四一•义八 

義竹 . .九七 

吉日(きちにち) . W 11 四二 

義仲寺 . m 三七八 

喫す . I 一七九 . W 1 一111七 

木琢(きつ k き) . 旦一一七 

* 九九ルーー四一. VB 四 

. n 一四四 

. n 三九 


着なす . m 三八五 

肌肉 . I 一七九 

衣(きぬ)-三九 Qi |九一 • m 


狐…… 
起倒子 
奇特… 


三五九 

砧(きぬた)……里 S . V 11 六九 

砧打つ . 丄ーー三 

昨日(きのふ)…… I 二七 i 

華 n 凳 

季の言葉 . n 一 五六 

奇物 . 1三七 

奇峯 . S 一 

君-一八八 . n 三一一 . n 七七 .nllQI • 

M 11七?旦一一七一一 • W 0 一 . IV 1 一四九. 

ES 

君崎 . .一七一一 

君が春 . .三一 

客 . W 七六. N 1三七 

消ゆ…… I 一九一 il 一九九 .11 五八 

癸酉(きいぅ) . W 1 一七五 

旧交 . V 六八 

旧跡 . n 一一六四 

旧草 . m 四〇八 • V 二三 

旧友 . nl 一一一一九.况一五八 

旧里 . m 四二 

居 . 11七三 

御意を得 . V 三〇八 

京…丄 oi 七五 i ニーー.里一一六三 • 

W 一四一 

興……11ハ•旦六 Q . n 一一五0 


三二七- 

響 . n 一四| 

今日(けふ)… I 九六 • nisi 
三 0 五 • n 一ーーーーー八 • n 一一 5 •里〇九 • m 

一一一七 0. E 一一四 • E 1 .ES 

御宇 . I 三四 

狂逸 . .四一五 

杏花 . il 七六 

狂歌 . I 三五一一 

狂客 . n 三四一 

行基菩薩 . ffls 

ぎやぅし . IV 五六 

狂吟 . nl 一一三八 


狂句 


i 三五-一 


興醒む . n 一 五六 

京太郎 . W 三五 

今日の今宵 . .八九 

今日の月-一一一. I 六11 .1 ニー. 

丄四九•叉0 

行法(ぎやぅぼふ)…… m 一三七 

居を占む . nl 一一〒 nl 一八一一 

漁火 . m 二0七 

玉志亭 . mlKQ 

曲水亭 . V 九四 

曲翠亭 . V 一 g 

清し……111五五 il 四1一•里一三0 

御製 . nl 一一0 

清滝 . V 八一一. V 九一. V 三八 

去年…… V 六八 .V 今 HQ 一 .V 


二三 

挙白…. 
去来…. 
去来子 
許六… 


. m 八九 

A 九六. V 八六 
…… i 
……墨五 


巨霊 . m 一三七 

桐 . W 10 六 

霧 . 丄七一一 ilK-rvlllK 

きりす…里 lg •旦一一八八 • M 
四 ¥IVIQ 一 . VI 九 1 .VII 九〇 

霧雨(きりさめ) . W 三三 

霧しぐれ . I 一一七ーハ 

切り尽す . n 三四八 

桐の木 . m 四0三 

覊旅 . W 三四 

切る… H 一六 Q •里一七〇 • Ms 四一一 • W 
三六六 

断る . n 七九 

伐(き)る . .ニー 

着る… I 四九 .1 二三 .1 一 五八 .1 
一一一六八 . n 七平旦一四11•里一一|四 
三八五&七三ふ一四五 

切れ . ml 一 S 

吟…… I 一七一. I 一一八五 iM 八 
一一九五•里1九八. V 三一一 

銀河 . W 一一六四 

吟行 . n 一 |七九 

吟ず . W 1 H ハ 四 

金泥坊底 . ns 
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金屛(きんびやぅ)…… IV 1 一一 Q 三 

琴風 . 七 

句 . 


i 一一九 .1 一一八一 .1 蓋二 i 

四三八立雲 .fig 

一一六七•义五五八 

15101 

来(く)… 11 i 四九 i 八七 
九九 is 五•丄二九 i 一四三 
三0九•丄一一四三 •一 四0四 .n 四八 
九五 ill 九五 i 五七 ill 一一七 

三 0 八 . S 四一四 & 二 T W 一八 0 . IV 
_丄一五七 

愚(ぐ) . I 六四. IV 三一|九 

杭 . E 1 六四 

食ひ当(あ)つ . 一ーニ 

喰ひ荒す . m 四一七 

水鶏(くひな)… m 七九. V 二 Q 

水鶏鳴く . V 七一| 

食ひ物 . n 三二 

食ふ-一一三九•丄一八五 •sraTm 

1 f 一七九 il 九一 

空手 . .一七三 

空也 . m 四一一 Q 

九月九日 . W 八八 

九月三日 . W 二八三 

釘 . W 一 QI 

草 . 丄一一一八•丄一九九•丄一二五 • I 

一一三五-四◦四 • n 八 TD 八三 • n 

三一九 •! ハー . m 九七 i 一 011 


一一 一一10 •里一一一一九•里雪.里一一五九 .m 
三六 0 i 四 一〇 . IV 三. IV 一九? V 

二四六 

臭し . 丄四九 i 一九八 

草の庵(いほ)… n 九五 i 一 Q 八. 
1110 

草の庵(いほり) . n 三四一 

草の種 . nl 一七 

草の戸… I 四三六 . nl 一四 .n |〇七. 

B 七•里 fBg ◊叉八 

草の戸ぼそ . ns 

草の実 . 里 S 

草の道 . VI 一七 

草の餅 . WK 0 

草枕-一八六 i 凳 i 四二 A 

一六七 i 一四八 

草枕す . 瓜三九八 

草餅 . 丄一五六 

串 . W 一一九九 

九条 . W 一 0九 

鯨 . W 七一 

楠(くす) . nl 一五九 

葛 . 丄一九九 

崩す . V 一七八 

葛の葉 . ハ七 

薬 . I 三一五 . D 一四四 

薬のむ . D 一四四 

崩る . m 一一 一 1 一 . V 九四 

崩れ . I 九五 


砕く . m 九九 

草臥(くたび)る . i 一四一 

口……丄一 i 一一九 i 五五 i 二六五 

口ぅつし . 丨一五 

口をぅるほす . W 一四七 

口を閉づ . W 一 

口切(くちきり) . W 三六 

口に有り . .六四 

唇 . W 二九三 

沓 . I 三 I 九 ills 

朽木(くつき)盆 . Is 

沓の底 . 10六 

愚なり . .一九八 

国……丄一 10 九 i 三一五 ii-rn 

三四 il 一四五 i 一一八六 ill 九六 A 
一一 f 且八五•里一五八•里|七四 A 
三三九&一四五 .V 五一一 •! ハ八 

s /\ . 里三九 

九日(くにち) . m 二五二 

国の守(かみ) . 里1 

国の花 . mH ハ三 

くぶ：： . n 三二 

窪し . 里一六九 

熊坂 . mK 五 

九万九千 . . 一0 

汲み干す . n 一五一一 

汲み寄す . V 九二 

汲む . W 1 四七 

酌(く)む…… is-r IV lls 


雲… I 五六 • lgi ニニ•丄一八 I • 

I 四三四 • n 五 • n 四三 • n 二三 • n 

三四七八五一五三一四 〒V 
八一 il 九一一11九六 

购(くも) . 1一六三 

雲井 . I 八七 

雲に鳥 . V 一九五 

雲の峰…巫三 〒V 一 Q 一. VIQ 五 

曇り . 星一一九 .V 一三九 

曇る . nl 一四 i 七 

悔(くや)し . m 三七 

鞍 . .一四三 . D 一五六 

蔵 . n 一 五一 

唆(くら)ふ…丄七九 .10 二. 

I 四三九 i 六五 il 六〇 

くらがり . VI 六五 

くらがり峰 . VI 六五 

暗し…丄九八 i 一一九一. W 七四 -V 

三六 

暮らす . n 四八. V 一七 

鞍壺 . W 三一七 

比べみる . n 一一七四 

栗 . I 一六一 •nMTmg 

栗のいが . WIQ 五. V 一四六 

呉(く)る . IV 七六. IV 八八 

暮る…丄一九二•丄一 !• I 一一一六八 • I 

四三九 i 一三?里一七六四一 ? W 
八八ル九六&一四七 is 

苦し . 瓜一八 Q 
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苦しむ . IV 1 五八 

暮(くれ)……丄〇 ill 一一八 i 

一六四 i H ハ五 i 一1•丄 li 
四三九 • n 三六 • n 九五 i 一六 Qi 

三六九•里ニーー•里一四 • m 二五 • B 
三七二. IV 一一三〒 E 1 I 三六 . E 一三八 .IV 
三四八. VI 八五 

暮れ暮る . 11三111 

黒き衣(ころも) . 一四四 

黒し . 丄一四八 i 六八&一一四 CD 

黒谷 . n 五 

黒羽 . m 四一 

黒む . m 四一一 

黒森 . 丄1六七 

加ふ . n 三01 •里一一七一一 

桑名 . 丄 Ml - rn 一 五六 

桑の杖 . IVXQ 

桑の畠(はた) . V 六一 

椹(くはのみ) . 11一五七 

ぎ . Irara 

群集(くんじゆ}. . 110 

毛 . I 五三二四四 

夏(げ) . ml -一二 

景-1一八|.^四一.1四六.3九九. 

m ニーー九 

鶏頭 . n 三四八 is 

気比(けひ)の海……旦三九 

気比の明神 . ml 一三 Q 

外宮(げくう)： i 一 S •里一六七 


家子(けご) . .三七六 

毛衣(ごろも) . W 三三九 

戯言(けごん) . ml 三七 

今朝(けさ)-1五平丄1六七. 

nl 四八 i 凳ル11九 

今朝の秋 . 11四八 

今朝の春 . .三二 . n 三八 

芥子(けし)： i 四一九&二八九. 

vs 

気色(けしき) . 

二三九ルニ六四. V ーハ四 

景色…… DI 五六.旦一 5 .UII 

消し炭 . 111二四 

けしの花 . D 一一六三 

消す . m 二 Q 九 

蹴爪 . m 三四一 

桁(けた) . W 九11 

月下 . 11六. VB 四 

けなりがらす . Villen 

実(げ)にや . 111® 

煙(けぶり)……111八八 .1 一七〇 

毛むつかし . I 五三 

煙 . m 三 

けらし(助動詞)—二五九 i 

三 Q 九 i 一一 1六 i 三四' rm 四六 

間 . VI 九 

言を絶つ . .二八一 

元起和尚 . ng 

兼好 . n 三五四 


乾坤無住 . DS 六 

源氏の間(ま) . S 

玄順 . m 一五七 

蜆子(けんす) . W 一一四 Q 

現ず . 瓜四二七 

元禄元歳 . n 一一六九 

元禄癸酉(きいぅ)…… IV 1 I 

元禄五年 . W 三四 

元禄三 . m 三一四 

元禄三年 . 里一一一11.1◦八 

元禄七 . VTV 四 I 


. V ハ八 

. I 三 

. 旦一 

•ffl 


元禄七年 
元禄辛未 
元禄二： 

元禄二年 

天六 

元禄六 . W 二六四 

此(こ)… I 一五•丄一一二 i 七六 

iill 六一 i a 九 ill 一一五 
三四五 il 一一五一 i 蓋二 i 三六一 
一一三 • n 四四 • n 八九 • n | 一 |七 
一八一-. n 一宝八 ill 五九 ill 七四 

11111一 •I® T i I i 四六 

五七 i 七四 • m 九九 • m 一三七 

1一三五•里 a 六•里一一〇八•旦一ーー〇 
雪一一•里三九•里一一八〇ル三八 
二六ル三一&一四ールー五八 

I 七八&一九五 . IVi.IV 一一九八 

10 . vi.vll 九 . VK 五 


一九五 il 

子 . I 一九•丨ニーー. I 一一 S 一 T 1 

一一七八 • ns . nA-rnllllrai 
¥ IV 二四ルーー11八 .Vi 

ご . n 三二 

五 . D 三一〇 

鯉 . .一一憂 

恋… I 九五 • m 三ルニ九 • W 1八二 • V 

二七七 

五位 . VII 一一一一 

小家 . VI 一七九 

恋し . 1三七 . m . 里一三七 

小石川 . .二九 

濃い鼠 . W 三四七 

乞ふ . I 四三九 . ffl -一六 ^ Iv 一四七 

公 . VII 

功 . m 四一 

孝 . 丄 S 

行 . W 七一七八 

講 . 以三10.^;三三 

香(かぅ) . m 一三七 

恋ふ . I 三九. I 四一一一一 

鸛(こふ) . n 五九. V 一一八二 

後架 . 11一 Q 二 

興行… n 一 五 Qi 一 五一 illlo.m 

三九ニルー八七 • W 1 IQ 八 

耕月亭 . W 一四二 

敲戸 . m 四 Q 八 

合子(がふし) . 110六 
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号す . n 三六四 

耕雪子 . W 一三四 

. V0 

香焼(た)く . .二五五 

^.0 .mill 

香(かぅ)ばし . W ニー 

江府 . 星 8 

好風 . m 九九 

蝙蝠(かぅもり) . W 1 七六 

黄門 . n 二三 

高野 . 1三七 

剛勇 . 11一 S 

行路難し . 11七三 

声…丄了丨一五 .1 三五 i 三八. 

I 蓋八•丄一 !• n 七九 • n 一 三四. 
D 一三七 il 一九九 il 一一一五 i 四 T 
m 五一 - rm 二五二九九一. 

里一四七•里一畐•里一面一•里一一六四. 
W 七四二五一. VII 四. VI 三 〒V 

一五七. VII 五九 il 六 oil 八三 

御詠草 . n 二三 

声を呑む . m 四六 

声澄む . m 一一 八三 

小海老 . 11一九八 

郡(こほり)——一一実 i 一三 - r 

m 四一 

氷 . 丄三0.1三八三 • D 三 〒 D 

二〒 i ル量一 

氷る…丄11五 .n 三 j 一 1 .IV 三四九 


一三九 

小貝 . 里一三八•里一四〒里一四三 

木隠る . V 三四 

五月 . V 六八 

金(こがね) . .一七三 

金(こがね)を断つ…… n 三二 
木枯(こがらし)…11九五 .1 

三五一. m 四三五&一三四 • wra'rw 
一四一一一 il 

五器 . 里一一〇六. IV 一七八. VI 一四 

故郷 . 丄 Iis 

古吟 . .一七一一 

扱(こ)く . W 二九 

虚空蔵 . 里一四七 

苔 . m 二五八 

苔清水 . n -1 -一五 

此処(こと…丄1九九 . n 一一五八 • 

II 一七 

心地 . n 一四四 

心地す . D 一 五六 

九日 . n 一 五 Qi 一六六•叉八 

九度(こ X のたび)…… W 二八 
九年(こ k のとせ)…… I 一七三 
心 . I 三 i 一 l i a 九 i 

三二八 i 一三九 • n 一六七 • m 一四 i 
四六•里ハ八 i 三七 ^ m 四一七 .IV 
四一；一七八ルー八五ルー三九& 

一一五五二六四 . EM . vl 一四 .V 
九八 • VI 一八五 


心有り . I 三一五 

心を澄ます . W 三四 

心を尽す . m 九九 

志 . I 三四五 .n 三五四 

心澄む . mil 一七 

、七ばせ . n 一 

心み . .三一一三 

心は知らず . W 一六五 

古今 . m 九九 

小盃 . ml 一三八 

孤04 . m 二四八 

腰 . V 三六 

輿 . ffl-s 

居士 . n 三 S 

越路 . n 三六， H | 三八 

木下 (こした) . nil 一一 五 

木下(こした)闇…… n 二五四 

五七の日 . n 六七 

古実 . W 1 一 D 八 

越の白根 . ml 六三 

越の中山 . 里三八 

腰の綿」 . W 九一 

腰ふさげ . .五八 

五尺 . 里 f 一九〇 

五十ーヶ条 . n 三六一一 

五十口 . mils 

湖上(こしやぅ)…里一一〇六. IV 
ニー 

五升 . IKI 1. W 三七 


古将監(こしやぅげん)…^: 

三0八 

扈従(こしょぅ)す…^:一一四九 

古人 . .三一五 

故人 . V 一一三一 

越す . n 五九 i 一四八 i 八一 

八九 i 一一六七 

湖水 . n 一一七五 ill 一四九 

梢 . If n 八六 

古跡 . n 七七 

御遷宮 . m 二六七 

湖仙亭 . V 二〇 

小僧 . m 四 a 

小袖 . n 二九六 il 六九 

挙(こぞ)りて . m 一三七 

小鯛 . m 一七四 

御代参 . IV 二四九 

答ふ . W 一 五八 

木立(こだち)… I 五八 . S 1 七. 
111五六ル三一 

火撻(こたつ )… msl 一一- rmBl-tr 
木魂(こたま)…丄三三 • W 五一 

東風(こち) . .一 1六 

此方(こち) . . 一 I 七 

胡蝶 . 111六八•里一四五 

此方(こちら) . m 三七二 

小晦日 . 丨一 

呉天 . .二四四 

呉天の雪 . .三〇 
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こと . 丄ーー三九 • nlltza •祝一一九一一一 

琴 . VIII 一四 

言(こと) . 里一一七二 

事…… I 六八•丄一一一五•丄一一五一. 丨 
三五九 i 一〇七 i 三七 iBli 
一一五八 i 一一九八 illlQ 一 il 一一 11七 i 

一一一一一一八 • is.n #〒 mgT*m 

四六 i 八 T 瓜一三七 i 一六0 i 

一一8•里一八八 •里 九六•里 a 六ル 
三 S . VK 1 一一 .V 一 §• V 一一九五 

事収まる . m 二六七 

ことさら . V 四五 

今年 . nil 一六四 

言伝(ことづ)つ . I 一三七 

異なる . V 二九 

言葉 . n 一 五六 

琴箱 . IV 云七 

寿(ことぶ)く . W 一九五 

子供 . m 一一八六 •！ 一八九 

子ども等 . W 二六一一 

小葱(こなぎ) . 化一七〇 

こなた . .四 

小庭 . V 三七 

粉糠 (こぬか) . W 三一一五 

五年 . WI 一一四 

此のあたり . nil 九三 

兄(このかみ) . W 二一 

子のごとくす . I 六八 

此の頃 . m 八一 


此の度 . ml 三七 

木の葉 . 贝四四〇-:^一四四 

木の葉搔く . 11七三 

木葉川 . .三三五 

木の葉散る . I 三一九 

此の程 . na 五 

木の間 . m 四一六 

木の実 . 旦一五 Q 

好む . n 三〒 il 六四 . VK 三 

好もし . W 二六 

木(こ)の下(もと)：.里-一二一一 

ds . 里一三， 

d 春 . I 一七 

御廟 . .三二五 

媚ぶ . V 二 四五 

木(こ)深し . m 三三七 

古法眼(こほふげん)… W 三四八 
小坊主 . W 三一七 

こぼす…… n 二七&二六八&三四二 

こぼる . n 三六 

五本松 . 也一九八 

駒 . I 四二力 

小町 . 瓜一一 Ko . w 一 I 六四 

小松(植物) . m 一九五 

小松(地名)•…：瓜一九 100 

小松川 . wg 八 

駒迎へ . .七二 

こまやかなり . E 四一 

小蓑 . 瓜二七六 


米 . ン：丄八三 ilQ 八&七六 

米買ひ . D 三五四 

米つき . .一一三一 

米つく . VS 

菰(こも) . 旦一一一四 

籠り居る . n 三六六 .115 

籠リ人 . 且一〇七 

こもる . n 三六七 

籠る… nl 三九 . nM 一.里?瓜 
一一九三ルー三 o . IVa 三. IV 三三 

d ®:. 丄一〇 

肥やす . W 0 

小山伏 . W 一六 

越ゆ…丄ーー七- rn ニー Qi 六八•瓜 

七 〒 E 一 S . V 四五 

御油 . I 八三 

今宵…1八九•丄1•丄一一五九 •一 

四三六 i 三四一 .10 八 .IV 1 一六四 .V 
一四一 

今宵の月 . 丄〇八. IV 七六 

古来 . .一七三 

行李(こり) . V 七七 

五里 . n 三九 

此(これ) . n 四八ふ一八五 

是(これ) - 一五?丄110九 i 

五 • n 三 一一. n 三四 Tn 三五四 • n 
三六四•旦一四八 is 六•里一一七二 i 
三九 ? IV 一三八ルー九五一一六四 

二七九 


古例 . Ms 

頃 .n 一 Q 八 i 一一四一 i i ハ i 

一一七九 i 二九八 A 八一 ia 六 .m 
三八五&二九&1&一五八& 
二七九. V 四一 

比(ころ)-二九一一•丄一九九 .1 

111五九 ils.E 一一11三 

五老 . n 三五四 

転(ころ)ぶ… I 四七.！四七 

衣(ころも)-四九 .1 七三 .1 

四三〒 n 寧里四一. W 一一四四ル 

三三九 

衣更へ . n 一一三一 

恐がる . VI 一 Q 四 

こんにやく . W 二三七 

莧篛のさしみ . VII 5 

崑崙 . 丄一八一 

さ行 

座 . iA T v sll 

才 . IV 一三八 

西行…丄一九一一 il 一九ヤ11畜& 

一三五 • VII 


西行上人 
西行谷； 
西行法師 
柴胡…： 
柴胡の糸 


W 一一六 
I 一一九七 

I 三0 
i 
星一一九 
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i 一七九. IV 三二七 

. 丄_ 

i 二 • n 三四一 


西方(さいはぅ)浄 L 

才用 . 

幸ひ . 

さへづる . 


. I 四二八 

二五六 •！ 五六 
. V 八一 

. n 一一五八 

…：：丄三ーー 


境(さかひ)の庭…… W ニー六 

坂木 . DI 一一三一 

逆様(さかさま) . 1一九 .n 

霊 

盃……-七15 i 四一一一六 i 

一九11一八 

酒田 . 瓜一五七 

肴 . V 一三八 

嵯峨の竹 . VS 

酒盛 . n 三 B 

盛(さか)り…1四四.丨一九一一. 

D 五 i 一九七 . D 一三六 i 一一四五 i 

三一一〒1一一- fci.v 一 I 

盛りなり . 111五 . D 四八 


盛る花 . V 三〇一 

左官 . 汉三九 

先 . n 一一五一 il 一 •里二一一 

一七四 

咲きこぼる . D ニー六 

先立つ . 1 一 B 

鷺の橋 . m 四四一 

咲乱す . V 二三 Q 

割(さ)く . .三九八 

咲く…丄ハ•丄ーニ•丄1五四 . n 二. 

n 五七 i 七五 il 一一七 A 二七 i 

一一五一. m 0一一一一 . IV 一一六一一ふ一一九一一 .V 

一一八八 .110 五 

裂く . m 三七 

提(さ)ぐ……丄七八. V 一一八七 

桜-六 i 三0•丄一一一.1六七 .1 

六八•丨一四五•丄 - I 一九 is 一 i 
一一 00 illQ 一 i 0 六 i 三六 i 
三九 il 三三 i 八九 i 一 五三 i 

三ニーー il 一一一一一九 & 一一?£一六ル 
一七〒1八0.!八五 .V 一四九. V 

11三0. VI 一四八 .VII 七 9 V 一 一八一一 

桜麻 . m 三一一五 

桜狩り： is 一一五 i 三九•里一一三八 

桜散る . V 一一八三 

探る…… n 三五四ルーーー ¥ w 二六四 

探る梅 . n 一 五一 

鮭(さけ) . 丄七九 0 一一〇 

酒……丄一 S 八•丄一老•丄一一- t 3 六 i 


三0 • il 三八 • AS •災八 • W 
ニー i 一一七 

酒臭し . .一四九 

酒くむ . n ニニ三 

酒のみ . n 三三 

酒飲む… D 1 六三 i 三七一 i 一 T 
里一一八五 

酒の酔(袅)ひ . n 三九 

篠(さ ゞ ) . 一四九 

支(さとふ……1 一一 八一 . m 四一 

笹栗 . n 三四一 

さ V 波 . I 一 0 三 .V 一 QI 

篠(さ ゞ )の露 . I 六九 

さ ゞ れ蟹 . ns 

指し出づ . n 一七 

さし 入る . IV 八三 

座敷 . m 四 TV 三七 

さし籠る . n 三六七 

さし 棹 . .四11八 

指図 . V 六五 

刺身 . V 一一五 Q 

指し渡す . m 四四一 

さす . W 一一九八 

差す . I 一 五八 .1 一八八 

$' J す . I 四二八 

指(さ)す……丄 S ル1100 

挿(さ)す . 瓜一七四ルー九 

さすが . 瓜一八- fc : •旦一一八五 

さすがに . I 三一五 . n 三二七 


さす船 . VI 一六 

さぞ . I 一三五 

誘ふ . mi 

嘸(さぞ)な . 丄六 Q 

定む . V 二五 

定め難し . W 一五八 

定め無し . m 一一三二 

佐太夫 . WK 五 

五月(さつき)… n 一一六八八七. 

ffls - vs-VS 

五月雨(さつきあめ)… n 七 - T 

JV ハ五 

五月の雨 . II 五九 

里(さと)…丄ーー Q 九 .1 三一五 .1 

四 一五 • ng. ns. n 九〒 n 

一一五 .n ニー七 .ngTB 一一四 
三三九一 . VI 三四 

佐渡 . m 一七0 

座頭 . V 一一四四 

里の子 . ns 

里人 . n 三七 

覚(さと)る . I 一一四八 

悟る . Ms 

早苗 . 1ハ八七八 • V 一一九五 

早苗とる . m 八三 

さながらなり . ng 一 

実(さね) . I 五九 

実盛 . m 二8 

さばく . I 二六 
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さびし…丄一六ーー - rnl 三0 . nil 一一六. 
里-一七二 

寂しがる . 里六三 

淋しさ . H 1 I 0 Q . IV 1 O 一 

寂ぶ .ig 

候(さぶら)ふ .n 四 八 

様(さま) . 丄1二八 .1 三 I 五 

さま :. n 一一 Q.m 九九 .V 一 |四 
三味線 . I 三三四 

五月雨(さみだれ)…1111平 I 

四五 • 丨〇一1 i 1九六 • n 六九 • n 

七九 i 二七| 八一 i 一 Q 五 i 

三〒 JV ハ TV 五八. V 六一 
覚(さ)む… n 一一八 . n ニニ i 
二五•里二六 

醒む . n 一 五六 

寒さ . n 三一.^;三八. VIA 

寒し…丄一一八•丄11七六 i 三 Qi 
二八 i 一一一六八•里10八•里一九四 A 
四一七 . will 一0ふ1|九一一 一 . El 四七 .V 

三一一 

佐屋 . n 一 五六. V 七一一 

佐屋泊り . V 七二 

坐右 . 一九三 

佐夜の中山 . I 二七| 

佐夜中山 . .八一 

更級(さらしな)の郡(こほ 

り) . n 三三一 

更級の里 . n 三四一 


更に…… I 三 oill 一一九. VII 六四 

さらば . n 一四七 

皿鉢 . V ニニ 

然(さ)り . n 一四四 

猿…… I 一一七八•里 1. E 1 .V 

二六九 

去る . D 三六一| 

猿の面 . ES 

猿引き . VII 六九 

されかぅベ . I 三五 

されども . m 一三七 

さればこそ . null 五 

沢 . W 三四 

騒ぐ . IV 5 I.V 二四 

障(さは)る . W 三 S 

触る . V 七 

賛… m 三蓋ルーー四〇)六四 • 

vi-rvlI.vlra^vls 

山院 . V -111 一八 

三翁 . D 三三 

山家集 . W 二六三四二 

三月廿日 . nil 

三月二日 . 11一二一一 

三吟 . EI 八五 

三句 . W 八五 

参宮 . n 一七五 

三山順礼 . m 一三七 

暫時 . 丄一 ，I 

山姿亭 . va 九 


三尺の山 . m 四四 Q 

三 州 . VS ハ 

三十九 . 11一三七 

三十年 . I 九二 

残暑 . ml 八七ル七四ルー1 

三笑 . 11 

賛す . m 三七一. V 一一九九 

三反 . m 二五四 

山中 . W 二 

山店子 . ns 

三年 . 旦5.瓜四0八 

杉風子 . D 七三 

残夢 . 11一八八 

山野 .. 畐一 

三里 . m 九九 

参籠す . 瓜一四四 . IV 1 

子…丄五一 i 三八五 • n 六 Qi 七三. 

D 一四四 iB 一 i 雲 .11? 
里一五 0. IV 三- TIV 一三四九五 • 

VII 五〇 

氏 . n 二三. V S 五 

詩 . I 二八一 

字 . I 九三 . n 蓋四. IV 三一四 

辞 . W 三一 

椎の木 . 11五六 

椎(しひ)の花 . W 二五五 

自詠 . .四一五. n - t ; 一 

塩 . 丄三七 

四王天 . n 五 


潮江車庸亭 . VI 七八 

潮頭(しほがしら)…… W 118 

沙風 . m 一三七 

塩鯨 . W 七一 

汐越(しほこし) . ml 五五 

潮路 . .九六 

塩鯛 . IV 1 三〇 

潮干 . V 二九 

しをらし . m 一九五 

枝折 . 11五一一一 •！ 一 西 

萎れ伏す . 11九 

鹿 . .五三 .VI 五七 

志賀 . 里一 D 八 

自画 . I 四一五 

四角な . VI ハ 

自画自讚 . VI 一ーニ 

四月 . 10二五 

鹿の革 . I 三九•丨一六 Q 

鹿の角 . nlll 一一九. V 一一一一一一 

し力も . n 三六 

叱る . n 一 五六 

止観 . 瓜-三七 

嶋(しぎ) . n 三一五 

色紙 . W 六一 

敷寝 . 丄一三 

しきりに . 1三七 - Bill 一七ル 

一四七. V 五四 

此筋 . V 11 

四吟 . wa 三 
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時雨(しぐ)る…… I 蓋一 .1 

三五八•里一九四6四一ールー五三ル 

三四三 

時雨(しぐれ)… 1 一八•丨二子 
丄一九 ill 七六 illIi 蓋 T 
里一七六•里一八八•里一九八ル三六. 

W 一四七. N 1五一. W 三四 . Willi 四. 

VI 孝 v § 五 

霽(しぐれ)……丄七八•肛10九 
茂り . 又 Q ル g ルーー四九 

茂る . n 七七九九 

四皓 .. 三五四 

支考 . IVI 11 K 

四五本 . 1三0四 

自讚 . VI 一一二 

四宗 . nil 一三四 

四十雀(しじふから TIV 二八五 
四条の川原(かはら)涼み… 

里一一八五 

詩人 . 111八 T 1三七六 

賤(しづ) . .九四六 

四睡 . m 一四三 

閑かさ . m 二九 

静かさ . 1三 

雫(しづく)…… n 八一 ill 三五 

雫せょ . 1111九0 

雫もょ X . .六九 

賤の子 .. 九一 

静まる . VI 一三二 


沈む . m 一一三五 

紙燭 . 1110 一 . n 一 R 

時俗 . m 一三三 

子孫 . m 三一一一九 

下(した)…… Is . nl 一一 ? m 

二五 . m 一 S •旦一一八八ルー Q 三 

歯朶 . I 一八六 .1 三七| 

慕ふ . 瓜一三七•里一六〇 

した面(おもて) . WS 八 

親し . =*三五 Q . n 三五四 

下涼み . I 八一 i 八七 

下涼みす . nl 一八四 

滴(した V )り . m 一三七 

下てる姫 . .一四 

下這ふ . .一れ九 

下むせび . mB 七 

した艳(したもみぢ)… I 六四 

下闇 .. 一一五四 

垂(しだ)る . V 二九 

七月七日 . W 一九五 

七月廿日 . D 11 IIQ 

七賢 . n 三五四 

七十五年 . .三三 

七叟(しちそぅ) . W 一九五 

七堂伽藍 . VI 一七 Q 

七人 . 九五 

七兵衛 . VI 三三 

市中……11七三 illlo 九 ill 一六四 
七里 . I 三四三 


七郎兵衛 . I 四三六 

十景 . mllo 七 

日月 . .二八一 

しつらふ . I 一一 一一五 

之道 . W 11 六 

慈童 . I 三七六 

自得 .. 六五 

しどけなし . V 四七 

しどろに . V 一 五二 

しどろもどろ . n 三九 

撓(しな)へ . V 七 

信濃 . nil 一三一 

信濃路 . m 四四七 

死に返る . .三一三 

死ぬ…… I 蓋一 i 四一一1九•里一一六四 

しの字 .一 九三 

篠原 . m 五七 

傯(しの)ぶ…丄一11一五 A 四三 -r 

奚 

葱(しのぶ)……丄一一四九&九二 

しのぶ草 . I 三-一五 

しのぶ摺 . m 八三 

柴 . n 三〒 will 四五. V 七六 

芝 .. 一六九. V 四七 

暫し…丄ーー九 . nil 一一九 • nss 一一 .V 

二九三 

柴の庵(いほ) . W 二六 

柴の戸 . 11七一一.^;二六 

暫く . .三四五. IV 二六 • W 一四七 


暫時(しばらく) . m 三二 

しぶ笠 . .三 Q 

蘂(しべ) . .四ニニ 

四方 . m 三四五 

. 丄一八一 

. 丄八 I 


士峯 . 

しぼむ . 

凋(しぼ) . I 一 1三八 

島-二六六 illll 五 ilI . M 九九 

終(しま)ふ . V 二四八 

島田 . V 五四 

泌(し)み入る . m 二九 

清水… nA.nl 五一 一 • nlj 一 ? D 

天一一 i 五九 

入(し)みわたる …… Ms 
占(し)む . i 二 .1 一八二 

染(し)む . n 喜一一 

しむ身 . .二七二 

七五三(しめ) . n 三六九 

示す . V 二九 

下(しも) . W 一一九八 

霜 . I 二三.11五一 .1 三八 *1 

三0七.！.且一七.！三五.〇 
一四四 il 一一五? m 01111. IV 九一 .IV 
10六. IV 二三 . H ? IV 三九 .IV 
眞 • VI 三九 

霜枯れ . I 一一一一 

下河原 . D 五 

霜路 . £1二四 

霜月朔日(ついたち)…旦一八六 
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四門 . nil 一三四 

ぢや(助動詞) . 11九三 

尺 . 瓜三七 

寂然 . DI 

. 

四友 . .一五一 

住(ぢゆぅ) . m 二吴 

秋鴉主人 . m 四一 

十一日 . n 一 Q 九 

秋海棠 . VI 一八八 

十月 . W 三一 

十月十一日 . n 一 Q 九 

十月三日 . W ニー四 

十五日 . n 一八五 

十五夜 . W 七 六 

十三日 . I 蓋. V 一七一 

十三夜 . n 三四- 

十七日 . n 一九四 

終日 . £=三一一七 

愁人 . .三七六 

十蔵 . DI 一一六四 

十二月九日 . n 一五 Q 

十二月廿日 . W ニーー四 

秋風子 . .三八五 

十四日 . 111三七 

十六夜 . 

十六里 . V 一四一 

守栄院 . Is 五 

主翁 . n 三三八 


酒狂 . .一 五八 

執行(しゆぎやう)…… m 一三七 

宿 . 瓜五七七 

宿す . W 二九二一一 

殊勝なり . W 三一 

主人 . m 四一 

出山 . ns 

寿貞 . V 三六 

修覆(しゅふく) . n 一四二 

寿母 . W 一九五 

主馬 . VS 五. V 二九 

春庵亭 . H 一六七 

春興 . m 三一一七 

順礼 . 瓜一三七 

升 . 1一八三三七 

庄 . 瓜曼九 

鎖(じやう) . W 八三 

城(じやう) . ml 三六 

情(じやう)： .n 一一五九. IV 三 

一五八 

条 . Ms 

鎖 (じやう) おろす…塁一七五 

城下 . D 一九八 

正月 . .一七 

正月四日 . W 一 

貞享五 . n 三 一〇 

将軍 . 瓜二七 Q 

将監(しやうげん)…… Ea 八 
上戸 (じ やうご)… n ニニ 


一四一一 

丈山 . W 六七 

丈山老人 . n 三四一 

障子 . W 一三六 

上巳 . .九1一三六 

尚舎 . nKQ 

城主 . W 二 四九 

少将 . ma 八 

少将の尼 . 里一一〇八 

生前 . V 二九 

浄土 . m 七四 

上人(しやぅにん)… el | 三 0. 

W 二六 

少年 . W 一三八 

丈夫 . .一七九ルーーーーー七 

昌碧 . n 一四五 

浄法寺図書 . m 四一 

逍遥す . W 一三八 

丈六 . D 一七一 

女媧 . m 一三七 

初会 . m 三 九一一 

書懐 . ES 

職 . I 三0九 

初秋 . m 一六四ル七三 

如舟 . V 五四 

初春 . 11一一七六&二 

書す . .四一五 

恕水子 . 里一五 Q 

如竹 . V 五四 


初冬……11 si 一一七六ルー五五 

所望 . 五五 

初夜 . m 四四四 

白糸 . .二七 

白魚…丄九一•丄一一一一一九 • m 一 五 • W 

二 四0 

白髪 . V 三四 

白髪抜く . m 三八八 

白河 . m 六八 

白河の関 . 瓜 Iza 六•瓜七一一 

白菊 . 丄一 S.V 一一 0一一 

白芥子(げし)… I 四一九. V 三〇五 

知らず . I 四四 

白露 . W 一一六八 

知らぬ翁 . V 一一九九 

白根 . 瓜一六三 

虱 . .四一一一一 . H 一 Q 八 

しら X . W 憂 

白良(しら . n 三四一 

尻 . .一四五 

尻声 . V 一五七 

支梁亭 . W ニー六 

汁 - 二 I 七•旦一1111一. IV 七 .V 五四. 

V 二七八 .Vi 

知る . I 四八 i 九七 .1 一 0八 • I 

一九五 i 二四八•丄一一一五 .1 四三八 i 
五 i 一一一七 i 一六七 i 一七五 i 
一一一一 一 Q . m 四〇八 .IVI 五一一 . wls.IV 
一一八五•里 R . vi . v 一四四 
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印(しるし) • 

しるべ . 

子路 . 

城跡 . 

代搔く . 


ルー四七 
- Itza 

-:n 二八 

• D 1 一八一一 
-: v 六八 


白し-二01 . 丄一四八•丄一一一一一九•丨 

三六三 i 三八五 .DIK •里ニニ 
三八ルー三六ルー三八 

白炭 . .二六 

白つ i じ . W 二八 

仕業 . m 四六 

師走…… 1 三五九 illsil 一八 i 

一五 0 A 四一四 A 四三七 

臘月(しはす) . E 三九 

師走の市 . 1 一一0 

皺手 . VII 六六 

心 . n 一一五九 

…V 三九 

i 二四八 

•Di 

-ニニ 

… n 三九 

.瓜一一8 

立一一三 
丄 Cl 九 

惠0 

三八 
i 一一八一 

■ K 0 


W . 

申 . 

仁愛 . 

辛気 . 

人日 . 

神社 . 

心匠 . 

尋常なり . 

寝食 . 

新城(しんしろ). 

神人 . 

壬申(じんしん). 


神前 . n 八九 

迅速 . 瓜一一一六四 

新宅… na 三 A 四一? vllll-rv 

六五 

新年 . I 一八三 

辛未(しんび)…！0九&三一 

甚ベが羽織 . .四九 

新両国の橋 . W 三二四 

新藁 . V 一五五 

す(サ変動詞)-六八 i 一三七 

I 二六八 .1 一一八一 •丄 一一一五•丄一一三一 
丄ーー 0五 i 三七一一一.丄一一七六 i 五五 
n 八九 i 一六三 i 三 一 i 三 四 一 
nl 四 . ilI.m 四 六 •£ 二 

H 二七•里一五六•里一七?里一一四八 
!八五ルー九五ルーー九九 
V 二 Tg 八 

酢 . JV 二. V 一三八 

巣-三七0 . n 四 . n 五九 •! ハ九. IV 

三 0. 五 • vs . vll 五九 • V 
SI 

酢和(あ)へ . W ニー 

西瓜 . VII 八八 

水学 . 丄三一 

推す . IV 一七八 

水仙 . n 一一六&一三六 

水仙花 . W 一三八 

翠桃 . m 三四 

水楼 . >=*1|六八立§一 


酔和す… 
吸ふ…… 
芻堯雉兎 
酢売り… 


. is 

. W 三 

. Ii 

. i 

末…… nl 一四五 .n 一 1六八.！五五•况 
二0八ルーー九八 

据衰なす . .三一五 

須賀川 . m 八一 

姿 . .七九 i 一一一八八 ilsi 

三一一七. V 一一九九 

菅沼亭 . W 一四一 

鋤(すき) . 1三0九 

杉…丄一九二 • n 四. b 四一六 • V 一一三八 

杉形 . 人0 

杉間 . W 一四三 

産業(すぎはひ) . 

頭巾 . n 三五四 • VI 一九九 

好く . 瓜一一 S 

過ぐ-一一七•丄莽 • nlM.m 

一八五•里1•里 | Q 六•里一一八五 A 

四四七•叉ぐ！ Q 九. 

過(すぐ)す . W 二六四 

直ぐなり . V 七四 

すげなし . IV 1 一八 

少し . V 二5 

凄し……丄九九 i 一一1六八•星七四 
健(すこ)やかなり… n 三三八 

すさび . W 五三 

冷(すさま)じ…1ハ七 •=! 三1一七 


酸(す)し . .三四 

筋 . W 四五 

図書 . m 四一 

煤 . 10六 

数珠(ず V )…… I 四一五. VI 一六六 
薄(す X き)… nlQ 七 i 一九五. 

m 四四七 

薄(す k き)の穂…… V 二九 
す ゞ ぐ . .三二三 

涼し… n 八一一. nl 一九三五五 
一七四 i 一九？ V 七七. V 八六 .V 
三〇二 

涼しさ… m 二 Tmla . v ハ 五. 
V 七 0 .V 九 CD 

煤掃き . m 四一六一一三 Q 


煤払ひ . n 一五四 

涼み . 又 ー ー 八七 i 七七5 


一一七六 i 一5•且五七 iK ? 

一九一. W 一一七一. vlg.v ニーー 

す k む . V 一一九 Q 

勧(す-^)む . m 一三七 

薦(すとむ . i 一一一一八 

涼む . .一一三一•丄一七一 A 1 五三 

雀… IgQ . i ハ五 • n lal - T-w 九四. 

里 a 

雀子 . V 一一五九 

硯 . 里六九 

硯箱 . 七 


数(す)千年. 


丄-一九 
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裾廻(すそわ)の田井(た 

ゐ) . IV 三一五 

頭陀 . 1 D 六 

すだく . I 一九一 

すだれ .. m 三 

捨つ…丄5•丄一八一•丄一®五 .1 

四一一八 AS ハ•里一一0六 

捨て難し . IV 1 五五 

捨子 . .ニーー. I 二七八 

既に . m 三七11三一 

素手引く .. . I 一五 

砂 . n 三九•里 一 a .IV lllll 

砂子 . m 一 A 

すべて . m 四六 

須磨… n 二五. DI ハ i 一一五八 i 

一？ nl 琴 1100 

住居(すまひ) . W 一四一 

澄ます . W 三四 

須磨寺 . n 一一五四 

須磨の秋 . I 一四七 

須磨の浦 . M0 

隅 . 10七 iK 七 

炭 . I 二六 iiil 一二四 

棲処(すみか)… 瓜 S 八•暴|五六 

住み替る . m 七 

墨染の袖 . —四一五 

住みつく . m 四一七 

住吉の市 . V 一七一 

すみれ草 . I 四0四. IV 二四六 


住み侘ぶ • 


i 一七三 i 九五 


住む： i 四一 . 111 Q 八 .1 一一一七六 .1 

四三六 i 七七 i 四.!一六 

澄む……1 一111 .1 四一一•里一一七•瓜 
一？ vg 四 

住めば都 . 11三 

相撲 . m 二一一一四 

相撲取り . VI 一五一一 

相撲とり草の花 . V 二三 

摺る . I 三一五 . n 九一 

駿河路 . V 五一一 

するがの国 . V 五一一 

寸 . n 一六九 

寸碧 . m 四一 

性 . nMil 一一六四 

生 . is.All 

聖 . 11一四八 

青雲 . m 一三七 

西施 . m 一四九 

清少納言 . 里 I 

盛信亭 . 一七 

歳暮 . .九0•丄三三 • n 三六 

三一〇 

関…… I 蓋0四六 i 七一一. V 四五 

関(地名) . mil 五六 

石心 . n 一 j 五九 

節季候(せきぞろ)… m 四一四 • 

墨 Q 

是橘 . W 二四二 


関守 . 瓜七九 

関屋 . m 六八 

世間 . I 一三二 

世間口 . .五五 

膳所(ぜ 》) ……里？瓜三一七 

せ^る . 1一七六 

瀬田 . 1一一七四 9 IV 八六 

瀬田の橋 . nlm 

瀬田の蛍 . n 一一七三 .nl 一七四 

説 . i 八 

せっく . E 一四一 

節句 . VI 六五 

雪芝亭 . V 七四 

殺生石 . m 若 . m 六一一 

雪堂 . n 一七七 

雪夜 . 且一一七一 

背戸 . 10 一.^;一一九七 

銭(ぜに) . .二四八 

瀬踏み . .四五 

迫る . 汉二八九 

蟬 . 丄 Q 四 

蟬衣 . DS 

蝉のから . . 一0四 

蟬の声… n 一一九九.瓜二九•里一一六四 

芹 . 13 

芹の飯 . 1 ハ Q 

芹焼 . I 一 五五三一五 

せはし . V 一八三 

仙 . 丄一八一 


禅 . 星九0 

仙化 . W 三四七 

千金 . .一三 Q 

遷宮 . m 一一六七 

線香 . ns 

善光寺 . n 三一一七三三四 

千川 Wh . W 一三0 

船頭 . W 六六 

千年 . .三九 

仙風 . n 一 Q 六 

餞別 . W 一七八 

餞別会 . n 一 Q 九 

餞別す . m 八九 

千変す . .一一八一 

其(そ)-二九 .1 五九•丄一八一. 

I 三0九 il 一一一五 i 三九八 i 四一五. 
11ハ i 六 Qi 一四八 i 一一五六. 
n 天〇 • n 一一九八 i 一一一三八 i 一一一五 S 3 
m 四一 A 五一. m 一三七•里一〇六 .E 

二四〇•里一七 G.n 四一? IV 二 0 . IV 
二九ルー三八ルー1八三ル三〇八ふ 

憂二 .Vi 

擬(そ)ふ . DI 七七 

僧 . .一七八 • I 三一三 • I 一一一八三•丨 

四一五 . n 四二三二六 

草 . 四六 

添ふ . ED 八ルーー六四 

像… D 一八五 ill 五九 . m 一一一七一. IV ハ七 
草庵-ニー Qi 四三 i 一0 〒 D 































































































409 語句索引 


一八一 il 一八0 i 一九0•里一一〇四 
1一一七二六&|八0ふーー九三； 

二五 

造営 . 里一九六 

造化 . m 四一 

蒼海 . 丄四九 

宗鑑 . n 一一 a 

宗祇 . I 三 0. M 一一五六 

荘子 . IV 四一 

僧正 . n 五 

雑水(ざふすゐ) . 一一蓋 

蒼天 . .二八一 

宗波 . D 四 

草扉 . 五八 

桑門 . 羞卞星七二 

草履 . II 四五 

候(さふらふ) . m 五七 

素翁 . 1一一四一 

S ,. 里美 

息(そく) . D 一七七 

即事 . 丨|一九七ニー六 

即時 . 三四 

粟飯 . D 三六四 

底 . 1 f ED 六 

底た k く . W 三三八 

坐(そ V ろ) . I 一九三 

即興 …… nl . 里一五0.1一一四ル 

三一0 

袖……11一二六 i 四一五. IV 三 S 六ル 


三 EI 七 

蘇鉄 . Is 

素堂 . W 一一 D 六 

素堂子 . 九五 

素堂亭 . n 一一一三八 .wllg 

備ふ . S 1 一七 O . IM 九 

園 . 11五三 .11 一10九 

そのかみ . m 三三九 

そのま\…… D 三〇八.旦一四八 

二六 

薷麦 . V 一四〒 V 三〇九 

蒲麦畠 . W 一九八 

染まる . 110 六 

染(そ)む-ニーー八•丄一五九 

三四 

背(そむ)き果つ……1四一五 

そむく . VI 一八五 

空(そら) . n 一七 i 一一 四 i 

一一三 • n 一六三 i 三 0 ?^;三一一. V 
一九 .V 五八 

曾良 . n 三11 

剃る . W 二四二 

揃ふ . I 五111. VI 一四 

た 行 

た(助動詞)： i 九九ル三三六 .V 

二七三 


誰(た) 


i 三〒11一二八 • I 


一一四二 • I 三七一 

田… na 六四六 •! ハーー.旦一五〒 
I 二 •! ハ八. VI 三九 

鯛 . m 一七四 • wp - rw 一三〇 

田井(ゐ) . W 三一五 

台 . V 111 九 

題 . IV 一九五•正®一一 

第一 . m 九九 

題を置く . V 一 S 

題を探る . nl 一一 五四 

大工 . W 三三 Q 

大根(だいこ)引き… IV 三一七 
大根…… n 三一零 E 一二七. V 一一六四 

代参 . 四九 

対す . m 四一 iso 八. V 六八 

題す . f 〇九 

岱水亭 . W 二九九. VII 九五 

大通庵 . n 一一 Is 

大仏 . 里一九六 

大仏殿 . ml 一九六 

大明神 . m 五九 

大裏雛 . .三四 

堪(た)ふ . IVI 五八 

田植歌 . m 七一一 

田植樽 . V 七六 

嬌(たを)柳 . .二四六 

手折る . mR 四 

倒る . ns 

鷹 . nj 一一一- rnl 三四 


互ひに . V 一五一 

田かへす . .三七六 

高久(たかく)の宿(しゅ 

く) . m 五七 

高し…10九 .n 一七一 . n 一一1 .n 

三0 

高砂子 . m 一八〇 

高瀬 . 里〇七 

高舘(たかだち) . m 一 Q 二 

鷹の目 . W 九六 

高水 . E 一六四 

簟(たかむしろ) . VS 

滝 . n 三一一一•里一一 ? m 八一 

焼(た)き立つ . W 1 QI 一一 

滝に籠る . m 三二 

滝の音 . n 三六 

焼火(たきび)す…… IV 一四七 
薫物(たきもの)す…丄一九九 

焼(た)く-二五五 ill 一一 一 i 

三-一 

宅 . nl 5 .m 四一一五 •! ハ五 • V 

ii 一九 

抱(だ)く . 丄一九一一 

類(たぐひ)…… nil 八六•汉一八五 

巧み . m 九九 

エ(たくみ) . m 一三七 

匠(たくみ) . V 六五 

エ(たく)みを尽す… m 四一. 

m 一三七 
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茸(たけ) . El 六七 

竹…丄九 • I 九七•丄 0 四•丄 10 九. 

V ーハ四 .V 九 Qill 一九 .vil 

長(たけ) . n 蓋 Q 

嶽(たけ) . 里一一 0 

竹植ぅる日 . W 一三二 

茸狩(たけが)り……11八八 

武隈の松 . m 八九 

竹内……丄ーー0九•丄一実 i 三七八 

竹の子 . Ivral 一一五三. V 五| 

竹の子 藪 . V 五一 

竹 藪 . W 四八 

たかぅな . I 六九 

峭壺 . n 一一五六 

田毎の月 . n 一一 七四 

田毎の日 . ffl _ 

出す . 1 D 0 .IVI 一六 I 

助け . n 三一一 

携ふ . i 一四一史八 

尋ぬ . . 四 五 • I 二九一- r n 四 八 • n 

一三四•旦一一四 i 五七 . m 一一一五 i 

一 S •瓜 a 八 •祝 一一六 

訪(たづ)ぬ . I 一 CD 五 

田面(たづら)… nA&i 
た V . 丄ーー ◦九 • n 四 • n 一一九五 • n 

三一一七 i 三三四 . m 四六一一六四 .IV 
一一 f 二九 

叩く… n 三〒 n 三四 一•里一一 8 •瓜 
四四一一. IV 八0 . IV 三四. IV 三 8 .IV 


^一一三八 

只是 . ml 一四八 

多田の神社 . ffl-s 

畳(た k ) む . W 七三 

漂ふ . m 一三七 

館(たち) . m 四一 

舘(たち) . nK 五 

太刀 . ffls 

立ち去る . 1ハ三 

橘 . W 五九 

立ち寄る . .二九九 


絶つ 


丄一八一 


断つ . ini 

点(た)つ . W ニー 

立つ ：••： I 四八 .1 七三 .1 一八三•丨 
一一七二 i 三一九 i 一七 i 一六六 i 

一一0五 • ns 五•里 . msTm 

11 九六 is 0 . Ivl 五五 .E 一一一九 .V 

5一 

竜が岡 . vg 九 

尊(たつと)さ . 1一九0 

辰の年 . n 一一八六 

蓼(たで) . I 一 I •瓜四〇八 

奉る… nl?n j ハ四 • m 五九 • m 一三七 

縦横 . m 三七 

喻(たと)ふ . nl 一九八 

たどる . .蓋二 

店(たな) . W 一三0ルーー九七 

田中 . n 三一五 


棚釣る…： •. W 三三0 

七夕(たなばた)…… I 三 .m 

一七 0 .旦ーー六七. Vi 

谷 . I 一一九七 . m 三八 

田螺(たにし) . .一三六 

田螺の蓋(ふた) . W 三三 

種…1六一一 ig 七 if 里11一一〒 
星三三 

種芋 . m 三一一七 

楽し . m 四一 

頼む . 瓜二四八 .11 美. V 一一四 

頼もし… n 二八 il 一一一 0•里一 Q 

たばふ . I 云 

たばしる . m 四四三 

束(たば)ぬ . WM 五 

度(たび)……瓜一一?^;一一 B •叹 

二八 

旅… n 四 .n 一 五六 .n 一一四九 i 一一七〒 
110五•巫三一一1 . m 四 I 七四七. 
E 1 五八. V 六八. V 三一一 

旅がらす . I 三七四 

旅立ち . 11 一七一一 

旅立つ . n ? ns 五 

たび^* . nl 一八二 

旅寝…111一三 一 • n 一 五 Qi 三四 • D 
三四 ' r 里一一九 S . IV 一四五.！五五 
一§ 

旅寝がちなり . 五八 

旅寝す…丄六八 • 10三八 . n 一 五四. 


且六四•里一一一 0 A 四二 CD 
旅の愁 . .三 CD 九 

旅の思ひ . nil 

旅の宿 . .四 

旅の宿り . m 四一七 

旅人 . n |〇九 . IV 一一五五 

多病 . W 一 五八 

魂(たま) . Ii ハ A 一三七 

玉霰 . 1一八六 

玉江の芦 . m 一三二 

魂(たましひ) . 瓜四-一七 

玉すだれ . m 三 

玉真桑 . .一九九 

魂祭… na 八•星八五 i 一七0 .V 
三六 

賜はる . na 

民 . 1一六0 

手(た)向く … n 一 Q 六 il 三七 

為—二八一 •! ハ Qi 一一八一. H 8 

矯(た)め付く . n 一四五 

袂 . m 一三〒 W 一四七 

たょり . n 三四七 

便り … n 一一一六四 • nl ^ mlI.v 
一 

便りあり . B 七四 

0 . .三九八 

盥 . 丄一〇四 

足る . n 五一一. ml 一一七 

樽 . IV 三 .V 七六 
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誰(たれ)…… nil 一八 i 三三 i 
三三八•星四. VI 四一 

誰人 . 11一四 

足らふ . D 一 1 六一一 

たはぶれ . .四 一一 一 | ハ 

戯(たはぶ)れ…… ni-v 

二九 

戯(たはぶ)る . ml 六0 

撓(たわ)む： i 三一五 ill 六. 
V 六四 

戯(たはむ)れ . n 三五四 

反 . 旦一五四 

探丸子 . nal 

4午 . 丨一8•丨三五 

歎ず . I 二四一一 

たんだ . I 一一 _一 

坦堂和尚 . n 六四 

談話す . IV 三二七 

地……丄寧丄一八一 •! ハ四 i 
一一一七 i 四 TW 三 TIV 1 三八 .IV 

一九八 

小さし . VI 一五一 

地を抜く . II 一八一 

誓ひ . m 五九 

近し . 丄一九 . n 三一. m 四六 .m 

三七•里一五一.1 jQ 八•旦ーニ四 • s 

三七 Q . sS . W 一孝里孝 V 

九八 

力 . m 一三七 • V 四一 


契り . n 三五四 

契る . is 

竹斎 . .三五一一 

竹樹 . W 三一 

竹葉軒 . n 三一 Q 

智月 . H 三0八 

児(ちご) . V 一一 Q 四 

児桜 . .六八 

児達(ちごたち) . m 三七八 

ちさ . V 五四 

千> (ち ゞ ) . m 九九 

智識 . 星九 Q 

馳走 . vlg . vl 一五一 

父 . n 一七七 . E 一四七 

父母 . n 一三七 

秩父殿 . VII 五二 

雉兎 . I 三0九 

千年 . 111九一- rM 四一一七 

千鳥…丄ーー三七 • n 二五 • M 四四四 .IV 

三 Q 

因(ちな)み置く…… W 一五八 

因(ちな)む . n 三五四 

千子(ちね) . n 二九六 

粽(ちまき) . I 一 S 

粽結(ゆ)ふ . IVS 

千本 (ちもと) . W 一九五 

茶…丄七三 is ルニーーー. V 五一一 

^0 .Is 

茶を煮る . n 三二 


茶摘み . V 三四 

茶の木畠 ( ばたけ )…… W 九四 
茶の煙 ( けぶり ) . I 二八八 

茶の子 . II 委 

茶を点 ( た)つ . が一 ^ 

仲夏 . ..V 四一 

仲秋の月 .n 三四 | 

仲春 . M 

蝶 …… 丄一五1一六八 i 二六九 i 
一1九九 i 四 I 九 • 里一四五 • 里一一一一0 . IV 

BTIV=TVI_.V 1111 ?V 

二九六 

長安 . 11七三 

長虹 .n 三一〇 

長嘯 . 瓜三 S 

. nu 0 

聴雪 .. 一四八 

長途 . . 三五一一 

長途の愁ひ .n 一一八四 

趙南 . 墨一 

蝶の翅 ( つばさ ) . I 二九九 

蝶の羽 ( は ) . 一四 

眺望 . . 四 Q 九 is 六 

長老 .nlo 七 

千代の春 . I 七五 

散らす .IsM.ms 六 

塵 … 里 !• W 一一 Q.V 八一一 - rVB 一 . 
VI 一二四 

千里 ( ちり ) . V 一一 - t ; 八 


散り込む . V 三八 

散る…丄11一九 ill 一六 . n 一一一一三 • m 

一一三八 i 四四七. VI 一四 Q . V 二八三 

散る花 . V 一三四 

散る紅葉 . W 三四 

散る柳 . m 三五 

珍 . ！|一 

ちんば引く . .一五一 

津 . 110 

追善 . ns 八.£1四七 

追善会 . ns 

朔日(ついたち)…里一八六 A 

四一四 

序(ついで) . ml 三七 

追悼 . 1三七一三七 

終に…… i 五六 i 蓋1>11九 
杖 . 丄-二九 ixQillsi 

七四 . IVls.Im 

杖を曳く . Ms 

杖つき坂 . D 一五六 

塚 . ml 九〒里一 S . S 四〇八 .IV 

二四六 

仕ふ . I 三一五 

使ふ . D 二八七 

把(つか)む… I 一九八ルー0九. 
V 四 一 

遣はす… n 九五 il 三九 il 四四. 

n 二九六ルニ六 is 
月-四 .1 一三•丄一四 .1 四 〒I 
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六一一 i 八一一一 i 八八 ilo 八 i 

一ニ ー lgi 一^ i 0 七 

一一三七 i 二四一 i 一 I 八八 i 一七 
三六 i 八六 i 二五六 i 二六—* 

一一七四 i aT nl 一一一? n 三四一 
一三 0. B 一一一一七•且四11¥一七六 
ニーー四•瓜ニー I 五•里三六•里三八 
一三九•里一三?里一一一西•里 I 

11三七•旦一四一一•里一四八.巫一五四 
二七0 il 一九五 • W 五一 • W 七六 • W 

八〇•叉一一.义六ル九一ール11六. 

W 二八&一八ニルー九八ルニ〇一亍 
汉ーー三九. IV 一 1 八一一. IV 一一八七•祝 a 八. 

V 八？一四一 i 一五六 

月を見る . n 九 Tm 一 1三〇 

月影 . n 三三四 

撞 (つ)き 鐘 . nil 九九 

月代(しろ) . 旦ーー九二 

月白し . nl 一八 

... m 四一 

月澄む . VS 四 

月と花 . V 二七五 

月無し . 丄一九一一 

月の顔 . I 一四 .1=1111 

月の鏡 . .一七 

0 ^ 0 ? . 

月の雲 . W 八五 

月の沢 . W 三四 

月の友 . n 三二七 .IV 二九八 


月の形(なり) . VI 七五 

月の山 . 里三-一 

月花 . n 三三一.^;三一一九 

月待ち . 六 

月待つ . 4 

月見……又九 i 四三四 i 八七•瓜 
1111三 .V 一七 TV 一 I 

月見す . ml 三〒 m 三八一 

月見る . nl 一六二 

月雪 . m 四六 

月夜…丄ハールーー六 . IV 四八 .VI 六七 

月侘斎 . 15 八 

築(つ)く . 丄一五 

着く . n 一 五六 

撞(つ)く . 1一四 i 三三 

付く… n 五一 . n 一四五 illQ 六 i 
三六六&一三〒 V 七六. V 一四四 

搗(つ)く……11一1一〒 V 11 S 

告ぐ . Dj 八一一. m 一三七 

机 . E 一八七 

筑紫 . 瓜三0六 

尽(つく)す-一一八一 .1 三一五. 

11 一 . II-rm 四一九九•瓜 

一三七 

f ぐし . D 六二 

つくばふ . I 三一 

月夜(つくょ) . mill 八五 

作り . e 三三七 

造り営む . 11一六一 


作りなす . W 三六 

作る . n 七七•旦一一 • m 一三七 • M 

二八九 .10 

つくろふ . I 三五九 

つくろはず . W 六七 

晦日 . 丄 

鼓 . V 二九 

蔦 . I 三0四 All 五八ルー〇六 

伝(つた)ふ… ni . nl 一五六 • 
n 三三 . mKO •里一三九 . e 四11七. 

VS 

蔦葛(かづら) . n 三一一三 

蔦の葉 . 里一八二 

槌(つち) . 1八 

槌打つ . I 七三 

土屋四友子 . .一五一 

鐵躅(つ X じ)：.丄一 Kil 一一九八. 

包み兼ぬ . 里1 

包む . W 三三九 

土産(つと) . n 三一 

集ふ . V 八八 

勤(つと)む…丄ーー Q 九 . n 三六四 • 

墨九 

勤め . 瓜四二 Q 

綱 . W 三四三 

角鹿(つぬが) . 里 I 

常 . 巫六四 

角(つの)： i 二111九 i 一一五八 .V 


椿(つばき)… n 三七 .11 一九. 
W 三八ルー三四 . vll 八五 

翅(つばさ) . .一一九九 

燕 . nl 九三 

礫(つぶて) . .二九 

壺 . n 一一五六九八 

蒼 . nl s 

つぼむ . .一一四一 

妻 . .九五 .1 1九三 .1 三一二 .n 

一八九 i 三六八•旦一七〇&ーー九 

妻恋 . .九五 

妻恋ふ . .三九 

摘む-一三八 i I 九五 • H 0 七 • V 

五 i -一四 

爪 . 1一四一 

露 . 丄ハ九 i 一九四•丄一九九 • n 

一五〒 n 二五九 .10 一 •星三七 i 
一一 Q 九•里一六九. IV 一三五&一一四九ル 
二六七ふ二六八ル三四一 .VI 一三 .V 
八六. V 一一三 i 一一一一九. V 二孝 V 

g 四 

露けし . n 三三 

露とく-^ . .三一一三 

辛(つら)し . I 五一 

連なる . W 一九五 

連(つら)ぬ . 瓜一三七 

釣鐘 . 里憂 

釣る . I 三四一一. IV 一一一一 a 
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鶴-三八五 i 一一 iBi 九 Qi 

五1一. IV 一 I 四四 

敦賀(つるが) . m ニーー1一一 

敦賀の湊(みなと)……里一 a 


鶴の足 


•一九六 


鶴の林 . n 五 

鶴脛(つるはぎ) . m 一五五 

つれ .- HIlQ.ng 

つれなし . 瓜一八七 

兵(つはもの) . 10二 

手…丄|五 •！ 一九〒 IV 六 一一 ールー八? 
V 一四六 


二九 .V 


で(助詞)…： 

手合はす . 

亭 . 丄室九 i 二一一一 i 一五〇 


四二 
二六六 


一九| ifi 八四一ニー五 
三七五七 il ? ml 六七 

一九八•里一五〒旦一八六•里一一九一 .IV 
一二.！ 01 • W 一四二 • W 

一一一六一一10ルニ九九. V 七四 
九？ V 九二 . V 九四 • V 一 Q 一 

i.v 二 〒 vl - tj 八 ii 

三◦九 

底 . 1ハ〇 

庭興 . W ニー六 

庭訓の往来 . .三二 

亭主ぶり . VIS 

庭前 . I 三-五 

貞徳翁 . V 二九九 


剃髪 . W 二四二 

手を打つ . Ml 

手柄 . n 三一九 

手際 . V 一一七八 

手毎 . m 一九 Q 

弟子子(でしご) . 瓜三八五 

手づから . 1三0.1三|五 

出そむ . V 一 五五 

出立(でたち) . W 二三〇 

鉄肝 . nil 五九 

出所 . W 三四八 

手習 . v -§ 

手習ふ . I 一笑 

手に提(さ)ぐ……丄七八 .V 

11八七 

手に取る . 丄 a 七 .n 一 S 

手拭 . n 三一一 

手鼻かむ . n 一九七 

手もと . m 八三 

寺… n 四四 . n 八七 . n 一 1五四•里一|五. 

里一四 ^ w 0 Q . IV 八0 .V 一一七五 

寺嶋氏 . n 二三 

寺に詣づ . n 四八 

出る . V 一四 .VIS 

出羽(では) . m 一五七 

出羽守 . n 一四一 

Hs . 11ーー0.1二「\1 

田家-五 Tn 九 Q •里?^; 11九 • 

W 二九 .V 一 00 


天気 . IV 三三 

天工 . i 一1三 A 九九 

天災 . m 一三七 

天に満つ . W 二六四 

天皇 . 丄 mini 六〇 

天鲆 . I 七五 

天宥法印 . m 一三七 

戸……11七三 iiiB 三六 i 
一一四 . nlo 七七•里一一七•里一四八. 
H 四〇八•义八ルニ六 

訪(と)ひ来(く) . I 三0九 

訪(と)ふ…丄ーー七 . n 一一七 .D 
三一. n - tj 七 • 1一八一.旦三〒瓜 

一一五六•里寧旦一一六0 
問ふ-一一六九 i 翼 ilAi 

七九 - i 一 

同 . . n 一三五 . n 一四五 

堂… n 五 i 0 七 . IQ 五•里|一七八. 

义三 

道円居士 . D 蓋 Q 

唐辛子 … n 一1ーーーーー ー. Bg 八 • W ー ー〇五. 

Vi 

冬瓜(とぅぐわん) . V 一五一 

当皈(たぅき) . W 二四六 

唐きび . 110七 

同行二人 . D 1 S ハ五七 

峠 . 〇三0.〉|六五 

桐奚 . W 1 IQ 八 

東湖 . 里一六0 


桃後 . IV 一三八 

東行 . W 一七八 

東西 . n 一一 1一一七 

洞栽(とぅさい)子…瓜一三 Q 

藤三郎 . 丄四六 

嗒山(たふざん)： .e ニル三8 

唐紙 . I 二0 

当寺 . W 三一 

桃青 . I 一四一 

桃先 . H 一一八 

同船す . D 1 五六 

道中 . V 五一 

尊(たふと)……里一六•瓜 S 一一七 
尊(たふと)がる…… W ニー四 

尊さ . m 二六七 . m 四二七 

尊し . m 四|一七 

東南 . m 四一 

多武峯 . n 三 Q 

豆腐 . .一三四 

東武 . D 一一七九 

豆腐串 . W 一一九九 

東武行 . W 七 

道明寺 . I 三七 

冬夜 . I 三五 

東野 . n 三五四 

桐葉 . .三四五 

桃妖 . 10六 

納涼(だふりやぅ)… n 一1八二. 

Hi.vlol 
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桃隣 . V 三- 1 

同和 . 丄一一九 Q 

十日 . m 一四四 

十日の菊 . n 三三八 

遠し…11一八.1一一八八 • 1=1一 五 • m 
一三七•里 100 

通り町 . 11三0 

と力り士尸 . I 二 

尖(とが)る . W 一四三 

時-八九 i g 八 is 九 i 三一一. 

nil 一六四 . mlza 六•里一七八 .1.11 一九二. 

m 四二七 . IV 1 三五三. IV 一八 〒IV 
二五五. V 四五 . vlI . v 一一六三 

磨ぎ出す . 110八 

磨ぎ直す . n 一四二 

徳 . 1111七六 • M 一一一一七•里10八 

毒海長老 . nlo 七 

独酌 . .四三六 

uo </\ . I 三二三 

髑髏 . : . V 二九 

床(とこ) . 丄01 一. V 一九一| 

杜国 . n 一三四 

. 丄一 I 五九 

. i 一七九 

. m 四一七 


tt 国亭 . 

床の山 . 

どこやら . 

処(ところ)…丄ーー〇九•丄一一一五. 
n 一七 i 一一一一一〒1孝 ml 九五. 
里 8. IV 九四ルー八五. V 二九 
所……丄一八 . n 一四七 il 九 f 


五七•里三 Q . M 一三三 • 旦一七四 • W 
一一九八 • W 三四五. IV 三四八 • V 八八 • V 
二九 ill 一七 

ところてん . V 九|一 

処// ( ところ<^)…… n 一五六 

野老 (ところ) 掘り … ns 
外様 (とざま) . I 四四 

生-丨一 • 1八•丄一一七 一 • I 四三九 • n 

一六一一. nIK 六 illl 一一七•—一五ふ 
八八•見九五.墨一一一一 

年を越ゆ . .三七一 

年を迎ふ . 瓜一一一一 四 

年老ゆ . n 四八 

年暮る . I 三六八 

年頃 . m 一九一一 .IV 一五八 

年// (としどし)…… W 二 
二曼 

年取り物 . W 三四五 

年の市 . n 三五 

年の暮… I 九 Qi 一一一一八 i 一一一六 i 

一六0 ill 一六九 • El 三一一 . El 三六& 
三三八 . IV 11 面八 

年経(ふ) . I 三二五 

年寄る . W 三四. V 一九五 

年忘れ… m 四二五 A 四四五ルー六五 

年忘れす . W 三四一 

閉づ . I 四三一一 

土石 . W 三一 

橡 (とち) . na 二 


途中 . 丄一九七 

途中吟 . ml 一九八 

土手 . n 三三七 

十年(ととせ) . I 二七五 

整ふ . 墨九 

留まる… I 三 Q 九•丄一璧 • n 一一七四. 

里七 

留(と V )む… I 二七 il 四八. 
S 一一七. IV 一三八 .V 五四 

隣 . n 四 • VB 八 • V 三 S 

隣の家 . n 三四一 

殿 . VII 五一| 

戸の口 . .二二六五 

殿作り . 里1一三七 

飛ばす . D 三三五 

鳥羽(とば)の田面(たづ 

ら) . 六三 

飛び込む . n 九 

飛ぶ…1 ハ 八•里1喜. VI 三六 .V 

雲 

乏し……11孝 I 一七九 i 三一〇 
扉(とぼそ)…… n 九五. V 二 Q 
篷(とま) . n 一七 

泊り . I 曼二 .nsl • V 七一一 

止(とま)る… I 一六五 . m 三一一 Q 

泊る . n 一一五六 •wg 

富む . .三七六.^|八0 

供 . V 一一〇四 

友…… I 吴 i 一一六八 ii 一一 i 


三二七 • n 三五四 • n 一一一六四. n I 一一六七 • m 

四四五 .IV 七六；一一七九ルーー九一一. W 

二九八 

共映り . WI 三六 

兎もかくも . 五八 

輩(ともがら) . V 七二 

燈火(ともしび) . W 一四七 

友雀 . ns 

友達 . n 九五 

伴ふ . . 一一 〇九 

朝長 . m 二五八 

共に…1四二•里一七二•里-一七五•瓜 

si-l 

共にす . W 三 S 

土用干 . .九六立一九六 

鳥 . 丄三七 i 一七 i I 一六三 • W 

一六五ル5 . VI-V 
一三四 is . VI 一九六 

華表(とりゐ) . .二九一一 

取り出づ . W 一四七 


島さし 


-四二八 


とりちがへ . . 一 Q 七 

取り付き兼ぬ . m 四一〇 

取り付く . W 三四三 

取り尽す . 1四一一一一一 

取りつくろふ . .一ーー竞 

鳥の声 . m 四一 

取る . .八•丨一九一•丄一 01.I 

S 七 i 三一五 i 三八一一一 ils.m 
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八三 • VI 一五二 

泥 . n 一九一一一. V 一 1九. V 八六 

とろ k 汁 . W 七 

頓阿 . n 蓋四 

蜻蜒(とんばぅ) . m 四一 Q 

どんみりと . V 四七 

な行 

菜…… I 九九 i 一一一六七ル七. IV ニーーー七 
名……丄一臺 .1 三八 oi 四一一一六 i 

一〇九 一九五 A 

11. 汉二六ふ一一一一八ルーー八五 .V 

二九九 

内宮(ないくぅ) . 旦一六七 

苗 . m 四六 • V 一 |九五 

なほ . nil 一三八 i 三5 

尚(なほ) . n 三三. V 一一五七 

猶(なほ)…丄五五 i 四一五 i 
一七七 . nlM . nl 一一0 一 . n 一一一六 Q.B 

五七一八七 . El 一七四四一七 

一ニル三 0. E 1 六四 

直す . n 一四 一一 

名を付く . m 二0六 

名を包む . mills 

名を名乗る . W 一四七 

直る . n 三四一 

中(なか)： i 四0 一 i 四三1 i 

四 一 • n 五一 • D 一 Q 八 • Dll 三五 • m 


三八五五九 • V 八八 • V 一三六 • V 
二三 ^ vi ハ 

仲悪(あ)し . 丄一一五九 

長尾 . .三一五 

-……丄一六0 

. n 五三 

……星八五 

.…… ES 

…… W 一五五 
…… n 三四一 

. n 二三 

…… n 三四一 
•……1九 
. m 四六 

……瓜三一一一四 

. n 二四 

ニー五六 il 一 
……111一四七 


長髪 . 

永き日 . 

長し . 

流す . 

. 

長月十三夜 . 

半天(なかぞら)： 

なかく . 

中^/に . 

中にも . 

中の拍子 . 

中(なか)の八日 
半(なかば )…… n 
ながむ . 


詠(なが)む. 

中村 . 

眺め . 

中山 . 

長良川 . 

長良の川.…： 

なかれ . 

鳴き交す . 

亡き人 . 


i 八八 i 一四七 

. 星七四 

. 墨 

. m 一三八 

一八七 
一八六 

雲 

一五九 
一九六 


鳴く-七六 il 六三 i ニー八 i 

五一 • n 六八 • n 二五 • nil 五| • m 
一七 • m 五一一•里一一三四 • ms 一一一 .M 
四一三 • will ? wg . W 九六 & 

|八七ふ一九? V 五 TV 七一 .V 

一五七 

慰む…丄ーー〇九 ill 一一五 i 四一一九 i 

六 oiK 四 .5= 一四七&|一六四 

慰め兼ぬ…… D 三一一七 

一八七 


嘆き： 


上一七 


投頭巾 . n 三五四 

名古屋 . n 一四五 

名残： i 四一三 .m 一一 Q 八 •£= 九一. IV 

S 〇 

余波(なごり) . m ニー七 

名残惜しむ . n 一六三 

情有り . W 一四七 

情深し . n ニー四 

無し-八九•丄一七 i 一七三 i 

一八一 i 二五七•丄一九二•丄一一五一 i 
三八?1ハ七 i 二•里一七九九. 

星六 OAllillilI . 


里一一八 一. IV 五六九八 
八三 .VI 三〒 V 一八五 
一一六四 .V 一一九五 .VI 一九七 

菜汁 . 


泣く…丄一三八 • n 一六 Qr n 三一一七 • m 為す…丄一 - tr •丄一一 Q 九 


一九二 


四三六 ill 一三八 .1 一六一.星三七 


EIS .V 

V 一一 0 一一 .V 

v _ 

…： Vi 

I 四一五•丨 


那須 . M 0 

撫づ . .三一五 

名づく . W 一三八 

齊(な、、つな)… D 一一一九 i 四七 i 
五七. V 五 

那須の郡(こほり)…… m 四一 

那須の篠原 . m 五七 

茄子 ( なすび )… I 五一 .1 四四. 
旦九 Q 

なすび汁 . V 五四 

茄子種 . m 三三一 

な . そ… n 六五 i 一九一1.>-三六 

那谷(なた)の観音… m 三二 
夏 . n 七三 ill 六 . n 一一六一 - rn 

二七五 . n 一一九五 i 四六九九 

二七六ルーー七〒 V 八六 .101 

なつかし . I 四一五六八 .B 

i - rIV ニー六 

なつかしげな P . n 一一四五 

夏草…瓜六一一.1§ .. 里一一五九 

三六0 

夏木立…… I 五八•里?里重ハ 

夏衣 . 111 

夏座敷 . m 四一 

夏近し . .二九 

納豆 (なっと)切る： A 四四二 
夏野 . .二五0 •! 一九八 •！ 一四 

夏の 月 -八一一- rnI ハ五 TV 

八三 
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夏の夜 . V 九四 

夏羽織 . VI 一八七 

夏山 . m 四九 

撫子… n 七五 ill 五九四111一 .IV 

二0九 

など . 五 

などは . VII 九 

七重 . V 1 IS 

七株(な k かぶ) . 九五 

七種(な ゞ くさ) . W 一九五 

七小町 . mills 

七十(な X そぢ)余り七歳 

(な X とし) . W 一九五 

七ッ . W 二八 

七歳(な k とし) . 九五 

七年(な X とせ)…里§ ハ .IV 

-五八 

何(なに)…丄1六七 i 三一一五 i 

一七五•里 IBilo 八 i 一七九 

何某(なにがし) . n 三11 i 

二八〒 n 二八四 . Dll 10 一 . mbi 一 .e 
一五三 i _ ル三&一11|八ル 

二四九 .i 

何事 . n 一 Q 七 .nlllQ 一 

何(なに)と . 11六三 

何ともなや . I 二七 

何(なに)に . 旦ーニ Q 

何仏 . W 1 

何やら . 1四0四 


難 波……丄 8 •里=ハ Q.V1 六七 
難 波津…丄 1 九九•里一一 Q 六一一 11 
七日……1.且四四&一九五ル 

二六四•墨一I 

菜の花 . I一九四 

名乗る . 111六五. N 1四七 

菜畠 . .四8 

なまぐさし . W 1 一七 Q 

海鼠(なまこ) . W 三四九 

膾(なます) . 里一一一三ーニ 

艙(なます) . nil 八六 

生(なま)禅 . II九 Q 

生(なま)仏 . 里-§ 

波……11•丄二五 . mini 七 

二 Q 七 i 三四五 .V 八一一. V 10 TV 
二1八 

無み . .一一一一六 

浪 . 丄四九 

涙 . 1111八 iliilIi 

一一 si 四ニーー iliil 一| 五八 A 
f 二 I 四 

波の上 . . 一一 七五 

波の花 . I四0 .ml 五三 

波の間(ま) . ml 一四三 

菜虫 . 1 

菜飯 . 11三八 

嘗める . V 二三九 

南無(なも)仏 . ns 

奈良… n 一畐 • n 11•里一一|一一九 • V 


一六0 • vs . vi.vllll 一 -TV 

一 S 

習ふ . 丄七六 

倣(なら)ふ-二 IQ . D 11 I 五四. 

W 一九五 . Nil 五八ル三四二 

奈良茶歌 . 1110八 

並ぶ . nil 一六ぐ旦ーー七八•里一一八五 

形(なり)： iA . IVl 九. V 三九. 

V 七四 . VI 五. vi.vfl 
成りにけり . I 九 Q 

成る . I 三一一 • I 三四 • I 四二 • I 

一九六 • I 三一五•丄一一七0 • n 一一一一 . n 
一四 一 • nxQi 三四 一 • m 一三七 • B 

一一四五•旦一七〇 . IV 011一 . IV 1 五八 • V 

一三八 

鳴る . VI 一四 

鳴滝 . 1三八五 

鳴海 . Die 六 

鳴海潟 . 1四0九 

なれや . .三八0 

11 . I 四八 

何で . VI 九五 

何(なん)と… I 一六三 •一 三五一 

南都 . 里一九六 

荷 . V 七七 

似合はし . 里11三八 

匂ひ…丄一 IQ 五•丄一一七六 • n 一七五 • B 
一 10四&1ルー1||ぐ〉五二 .V 

i ハ 


匂ふ-三七八 il 九八.里|五六 

三二 9 IV 1 三 

塢(にほ)の浮巣 . n 六九 

鳩の波 . 里®五 

苦(にが)し…丄1110 . IV 1 一一 I 一七 

二月 . E 一四二 

二月十七日 . nl 九四 

賑ふ .. 三六 Q 

二句 . W 六七 

肉 . 丄七九 

憎し . m 四二九 

憎む . I 一八九 

荷鞍 .. 一 五六 

逃げ処 . W 九四 

西 . D 一九七八一一四八 

二字 .. 三五四 

錦の切れ . 瓜一8 

西の木 . m 七四 

二首 . IV 二六 0 

廿一日 . V 一七八 

廿九日 . II 

二十七夜 . nip 

廿二日 . V 七七 

二十八日 . n 一四五 

廿八日 . m 二四七 

二升樽 . W 三 

二星 . W 二六四 

日光御代参 . IV 二四九 

荷(にな)ふ . .變 
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二人(ににん)…110六 i 五七 
二年……星四四•里 S •里一八六 
二分 . 1一四1 

煮ゆ . D 三五八 

入麪(にぅめん) . 

二里 . 炅一 


似る： il ? 丄一 1 Q 九•丄一11五！ 

三二八 • I 三五一一 • D 三八 • n 一 Q 六 i 

ニー四 ia 一 •且六四 . m 三六0 .IV 

一四七企臺企一8.1四九 

煮る . nl 一一〒 n 六0•里一 S 

庭…… s - ris & i.w 

三. W 三六三ハ . IVI 一一 Q 六 .V 

三七. VI 五一. V 11. V 1 I 七五 

庭* . n 三六 Q 

庭はき . 一五九 

庭掃く . 里一一五一五九 

人形天皇 . I 三四 

仁徳天皇 . n 三六 Q 

寝(ぬ)… II 六 .1 八九 i 二三. 

丨一六八.丄ーニ三 i 二六八 ill 八八. 

丄ーー三一 • 1四三八 • n 七五 • n 八七 .n 

一一八 • n 一 五 Q i |五四 • n ニー四 i 

二七九 . Dili 四 一 . D 三七一ニハ四 .B 

一七六 . S 一三0•旦一1九四 ASg.IV 

|琴！零 WI 天.！ & 

二六四ル三8ル1一一四六 . vlll 九 .V 

七一 .V 二？1 八一一一 
糠(ぬか) . IV 三-1五 


ぬかご . VII 五五 

糠味噌 壺 . W 九八 

ぬかり . n 一六三 

ぬかり道 . m 九三 

抜く . 111 八一三八八 

脱ぐ . nil 三一 

拭ふ . 11 

温(ぬく)し . W 三三九 

主(ぬし) . 11一望 i 一一九八 

盗人 . IV S 六 

盗む . Ia 九 ill 一八五 

布 .. 七三 

沼津 . W 一 五五 

ぬめり妻 . .一九三 

濡らす袂 . m 一三四 

濡る… DI 九 - rml 孝 ml 九八ル 

I 四七 

音(ね)… I 七六 iii 九五. 
10八 . m 四一三. IV 一八七. VI 一四 

根 . Isis 

寝入り兼ぬ . S 

願^>の身 . I 六七 

猫 . .九五 .11 四八 .1 二六四 

寝言 . 11111一八•里一一七一一 

猫の恋 . IVI 八一一. VII 七七 

猫の妻 . I 九五ルーー九 

猫山 . I 二六四 

寝覚め… nil 八 i ニーー i 二五. 

里 二六 


鼠 . W 一八五 . IV 1 一一四七 .VII 

寝処(ねどころ) . 五 

子の日 . .三七三 

涅槃(ねはん)像…… n 一八五 

根深 . I 一 五三 

葱(ねぶか) . W 三八 

念仏 (ねぶつ)… 里一五八. V 三〇一 

ねぶの木 . 11六七 

ねぶの花 . ml 四九 

眠(ねぶ)る…丄§•丄一九九 • 

nil 六九 

舐(ねぶ)る . 111六四 

ねまる . m ニー 

睨(ね)む . D 一五六 

眠たし . IV 五六 

ねむる . .二四六 

閨(ねや) . IV 一八二 

野 . I 一三 is 七 il 一五 Qi 

二九八•旦一一四 .m 五四 .IV 一五八 .IV 

18 .V 八八 il 三 

能す . V 二九 

能無し . W 五六 

農夫 . . 三四 

暖簾(のぅれん) . n 一八九 

軒 . m 七四 . IV 三憂 .vlg 

野菊 . IV 二 〇九 

軒の鰯 . I 三五 

軒端 . nl 五一 

軒端の荻 . 110七 


残し . m 四四七 

残す . ll ^ igie.B 

ii 四七 

残り多し . IV 一一六四 

残る . n 一一七三 

残る菊 . n 三三八 

のさばる . nl 一一六 

野晒(のざらし) . 111七二 

載(の)す . W 二六 

乗す . .八五 .mils 

望む…瓜 一一.里-一四九 .vl s .v 
0 

宣ふ . m 三九 ◦ 

後(のち)…… I 一七 . ml 三七由 
一一一0六•里 e 八 A 四一一〒 V 二三 .V 

ニニ七. VII 六四 

後の月 . n 三四一 

のつと . V 一四 

咽(のど) . 丄三 Q 

野中 . IV 五九 .V 一一三六 

の\しる . m 三八五 

伸ばす . V 二七 

幟(のぼり) . m 八七 

登る… nsi 二六八 ills.v 

一六 五 

野松 . V 七四 

蚤 . I 七九 .10 八 

吞み明く . W 三 

のみ居る . m 二 
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飲む-四三六 . n 一 六三 . i 三一一 .n 

三七一 . n 四六•旦1一八五.！一三 

服(の)む . n 一四四 

野山 . n 一六六 

野良 . vg 九 

海苔(のり) . n 五五 . IV 1 一一一一 

法(のり) . 111 三- T - IV 二四 Q 

海苔(のり)汁 . V 二七八 

乗りて . n 一 五六 

法の月 . m 一三七 

乗物 . .一三一 

乗る…… 111 九三一七 
野分…… n 三孝里一一七五. V ニーー七 
野分(のわき)す……丄一〇四 

は行 

羽(は) . IV 一一 四 

歯 . 瓜 I 六〒 IV 三一一 

葉……丄 RiH ハ八•丄寧1 

一一九九 • 1一六 i 九1一 ilsi 
一八一 i 一一蓋 i 二九五 i 二六 i 
一一〇六 .1 一八一.里 S.M 四四 "PIV 

三ールー琴！？况ーー0ーー.¥ 

五四 • V 一四四 • V 一一五 B . V 一一八五 • V 

S 一 

這ひ出づ . m 二五 

梅雨 . n 七九 

梅花 . 丄ーー七八 


俳諧 . I 二六九•瓜二五六 

誹諧歌仙 . ml 一八六 

俳諧師 . V 三|〇 

俳諧之連歌…… n 三一9里一一一三 

誹諧之連歌 . D 11 六九 

俳言 . n 三1 一| 

灰せ i り . I 一七六 

這ひ上る . ns 

梅林 . .三八五 

這ひ渡る . nl 一五八 

這ふ . .一九九 

栄(は)え . n 三四一 

蠅 . 里五八 

跪(はえ) . 巫一七 Q 

生え抜く . E 一一 

坡翁 . 丄二〇 

羽音 . VI 一四 Q 

羽織…1四九 il 五八•里一一八五ル 

六七 is 

墓 . 瓜一一五八•里 18 •巫5一 

はかなし . !一五六 •！ 三七 

袴 . n 六1 - TW 一一四九三三 

墓参り . V 三四 

墓原 . m 二七四 

萩……1一六一七六一九五 

一九八•里一三八&一九五 •£= 一一六八 .V 
一五〒 vg 九 

脛(はぎ) . m 一五五 

萩の塵 . m 二 四三 


萩の露…：. . V 5 四 

萩原 . ns 

掃く… m 三五 i 四一六一五九ル 

三三 Q 

履(は)く . .三六八 

佩(は)く . I 五八 

白鴉 . i 一四| 

歯ぐき . ES 

白雪 . W 1 三八 

羽黒 . ml 三七•星四四 

白浪 . W 二六四 

羽黒山 . 瓜一三0.1一三七 

箱 . 丄一六&一<ヤ巫1九七 

葉越し . n 五九三六七 

箱根 . D 一四八 

箱根の関 . V 四五 

藐姑射の山 . I 二八一 

挟む . W 六三 

橋…… nl 一七一.里一一1 一一.瓜四四ール 

一一一一一三&三一一四 

恥 . 丄一六0 

橋杭 . 塁一六四 

橋桁(げた) . W 九二 

初め…里一一一一 is ハ A 七ニル- T 
wi-rv 一一一一 .V 二五 

始め終り . DB 三 

初めつ方 . W 三四 

はじめて-一一四八 il 一四 i 三四一 

芭蕉……丄八九 i 一一 0四 i 一 


五11 iI 

馬上(しやぅ)… II 一八五 .n 三三 
芭蕉庵 . I 二六一 i I ハ 

芭蕉葉 . 墨一一 

柱 . i 一五 11 .瓜七 〒 IV S 一一 

走らす . W 一 五五 

柱立て . m 二九六 

走り歩(あり)く . ml 一八六 

蓮(はす)池 . 110八 

蓮の香 . V 一 Q 八 

端(はた) . W 三二五 

畑(はた) . ns 

畠(はた) . V 六一 

裸 . 丄七 Qi 一九四 

畠(はたけ)： i 三三 cigQ . 
n 九一一 i 一一八四. IV 九四.！九八 • V 

一蓋 

畑(はたけ)打つ…… ml 一ーニ五 

畑村 . nil 一一七 

肌寒 . ms 八 

鉢 . V ニニ 

蜂 . .四ニニ 

八月廿八日 . ml 一四七 

蓮(はちす) . n 一 Q 六 

鉢た k き . 旦一一 R . mlzas.m 

四四一一 

鉢の木 . WB 八 

蜂の巣 . vg 

八幡宮 . m 五九 
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初秋(はつあき) 

七三 

初午(はつぅま) . W 二四二 

二十日(はつか) . D 一一 • n 

一一0手 nllllo & ls.IVllllo 

初鰹 . W 一八八 

八九間 . V 一九 

八景 . 瓜一三九 

初氷 . IV 三一五 

初桜 . n 一一 8 . VI 0 九 • VI S 

八子 . n 三五四 

初時雨(はつしぐれ )…… n 
10九•里一七六企一|四ル三|四 

初霜 . W 九一 

初瀬 . 1119 ng 七 

初茸 . W 二六七 

M 便り . VI 

八珍 . 二 

初茄子 . m 一四四 

¢9立日 . .七六 

初の字 . E 一一四 

初花 . .ニー三 

初春 . nH ハ六 

初真桑 . n 一六0 VV 七七 

初雪 . nl 一四 ill 六•里一八九 i 

二九六 . m 四三 Q . EI 二三 

果て . 丄ーー三| • nlll 一七 • 况四三 

果ての朔日 . m 四一四 

鳩の声 . m 二四七 


0六. IV 花… I 九 i 一一七 i 一一九 i g i 


五五•丄ハ七 i 七八 i 九七 i 三三 
1一四三 is ハ i 一老•丄五八 
1一八八 • I 一九111 • I 一九四•丄一四八 
丄一五四•丄一五七 ill 九九 • I 三八八 
1三九一一 i 四一三 i 二七 • ng-rn 
五九 •!? n 六七 i 八 一 i 一四一一 

DH^isilwis 

n 一九一 i 一九八 • nlsis 五 

n 三 一 . n 三三 . n 三四 . n 一一一一 Q 
nl 一 01 ilM.nlii 一一九八 

n 三一亍 n 三一九五 . m 二 
七四 i 一一七. msi 一四九 i 

一五三•星六1171六七•里一四八 i 
一一五干里一五六•里一一 lf 里一一四五 
三六六. IV 一一六. IV 四六 •£= 七〒 
W 一一九&一 f 七八. 

五ルー I.W 一 1九〒 W 三一1九. 
VII 六. V 三六. V 二三. V 一 蓋 .V 
一四二 .V 一三四 . V 1 I.V 一一五0 .V 
一 1 七二 • V 一一七五 • V 1 K 五 • V 一一九一 • V 

If 110 TVS 五 

鼻 . vjQ 八 

花あやめ . nil 六六 

花生け . W 二一 

花入れ . W ニニ四 

花を見る . W 二九三 

花垣の庄 . m 三三九 

鼻かむ . D 一九七 


花曇り . V 四七 

花ごろも . .四九 

花盛り . .四四 . n 五•且一一一六 

花咲く . n 一. n 五七 

話 . 里一七0 •里 a 八 .IV 三一一七 .V 

一七八 

花橘 . V 五一一 

花野 . .ニニ 

花の後(あと) . 里一五六 

花の色 . n 五 

花の香 . m 三三 

花の顔 . 11六丄一四 

花の風 . I 二九 

花の雲… n 五 . n 四11 . IVI 一四四 .V 

二九六 

花の盛り . n 一一 四五•星一一七 

花の塵 . S 

花の春 . 1六三 •！ 四 

花の蜜 . V 三一一 

花の山 . V 一七 

花の雪 . .九七 

花の別れ . D 六四 

花見-一 o . na 丁 m 一一 一四八 • V 

二四 . vi 一一 

花見顔なり . .四 S 

花見心 . V 一一 四 

花見る . .三 oil 一二八 

花むくげ . I 一 S 

餞(はなむけ)す . IV 七 


花守 ( も)り . 瓜三三九 

花やかさ .m 九九 

離る .n 三四一 

羽 ( はね ) . . 四一九 

母 . I 三一五 .n 六七 • n 一三七 

憚 ( は V か ) り多し … m 一三七 

破風 ( はふ ) .W 一九二 

侍り … 丄ーー | 九 i 蓋一 .I 四一一 1 六 .n 

1 一四 i 四四 i 四八 i 九五 i 一〇七 • 
n 二三 i 三七 il 五六 i 三四 • 
11 一六 i 二五六 i 一一八一一 i 一一八七 • 
n 二九六三七 i 四一 .m 四六 

五七 • 瓜八一 .3|| 一 | 七 .1 ーー蓋.瓜 
1 ハ • 里一六 - fcr • 里 S • 里 a 六 i 
g 八•里一一一一一九 A 四一一 Q.n 四一一五 .IV 

三 -rlv 三四 .IV 一一一一八 & 一 0 七ル 

一四七 .IV1 五八 .V 一一四 .V0 TV 

音 i a 八 

浜 ……I 四 0 や里畐 . 旦一四 0 .瓜 

二四二 

蛤 ( はまぐり )… 里一 S.E1 
喰 ( は)み残す . ns 

早 . 1 六一 .V 一七五 

早咲き .n 三七 

早し .mil 五一 .VI 五五 

速し .n 八六 .m ニー 1 一 

林 .n 五 

_( はや)す .n 三四 | 

生ゆ . 丄一〇七 .n 七 . n 八九 .n 
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一三七 i 一 五六 

原 . A 四 . m 五七 . e 一一七四 

&ふ . n 一 五四 

ばらつく . V 一七五 

原中 . n 五| 

腸 . .三五 

尿(ばり) . I 二1| 

尿(ばり)す . 且 Q 八 

針立つ . W 三一一九 

Sr.Is 

張り抜き . 11四八 

春 …I 一 • I 一七 • I 七五 • I 三 I • I 
三11 il 四 I •丄五四 il 一1七六 .1 

三八〇 • n 三八 i 一 六三 i 一六六 i 
一一1110 • m 五 • M 一七 • ml 一1 一四 • m 

三四九ルー七〇ルー八五ルニ三九； 

I 

晴る . n 一一六八 

張る . I 三 O . VI 一四五 

春秋 . 11七三四六 

春を惜しむ…… ••. m 三四九 

春を待つ . m 四二五 

春風 . 111九 

遥(はる)けし . ml 一九六 

春雨… n 二1?1一 1一一〒 V 一 1七 .V 

三 0. VI 一八四 

春立つ……1四八 is 一一 . n 一六六 

春の雨 . n 四四 .IV 一七 

春の草 . IV 三 


春の暮 . 旦一三•且四•里五 

春の夜 . n 一一〇ヤ1一四八 

腫(は)れ . ffli 

晴れ . m 一 五三 

晴れ打てす . I 二四 

腫物 . V 七 

箒(は k き) . W 11 五九 

盤斎 . .四一五 

半日(はんじつ) . m 四四五 

万歳(ばんぜい) . Dill 三 

番太良 . 丄 QH 

范蠡(はんれい) . i 

火…… nil 一五八 .1 一 Q 七&七一1ル 

一四七 il 

日 . 丄三二•丄1•丄一 l.n 

五三 • n 六七 • n 二五 • D 一 111 一 . n 
二00 is 五 i 一三 Qil 一三四 i 

一一八0 • n s 五 • nllgi 一 i 

111ラ巫四六 •£< 七四二七 
一三〒 W 一九二ふ三四 . wa 八 .V 
一四. V 一七. VII 九三 

びいと . V 一五七 

燧(ひぅち)が城(じやぅ) 
. 里-一六 

比® (ひえ)…… I 九三 ill 六八 

稗 . n 三10 

日枝おろし . m 四四四 

冷え初む . W 九一 

氷魚(ひを) . 里 a 四 


火桶 . 

火を焚(た) 

日影 . 

. 

身 .. 

東西 . 

東山 . 


. 县ーー 

. n 三-一 

*11? VI 室ハ 
i 七八•見一 

. n 一九 

…•… W 二六 


日数 . I ハ八.！孝巫1六七 

光 . mil 六 

光り . W 一四二 

光堂 . m 一 Q 五 

蟾(ひき) . 且一五 

弓き揚ぐ . 里1 

引き裂く . 瓜一二七 

引き上(のぼ)す…… n 一五六 

弓きまとふ . VI 一六一一 

引き向く . m 五四 

飛脚めく . n 一 五六 

引く . 丄一五 .1 九三 .1 一五一•丨 

一七一一•丄一一 Q 九. IV 三 8. IV 三一七 • V 

二六九 

日暮る . 


. .二九〒 IV 八八 

髭 . 丄一四一一 i 一美•里一八九 

美景 . I 天一 . m 四一 

日毎(ごと) . m 二八四 

日頃-三0九 • n 一一一一六 • nils •瓜 

四二九 

膝 . m 三九一| 

膝を容る . ng 三 

瓢(ひさご) . n 一一 11 i 三四| 


弓敷物 . 丄六〇 

毘沙門堂 . n 五 

尾州 . V 六五 

聖小僧 (ひじりこぞぅ)… m 

四-一〇 

彼蒼 . .七八 

秘蔵 . .七八 

ひそかに . 丄六了里七〇 

額髪 . W 六三 

浸(ひた)す .IV1 一六四 

飛驛の匠(たくみ)…… V 六五 

干鳕 . I 一一一九八 

左 . I 二三五 

必とす . .三七六 

人…1八 .11 九 • Ia.I 一七一一 .I 
一七六•丄一七八•丄一一〇九 • 丄ーー五一一 • 1 

三五九 i 三六一——三七六 .1 四一五 i 
四三四 • 1四三六 • 10三九 • n 三一一 • n 

四四 . n 0 八 . n - t : 七 .n 一 Q 八 .n 
1 Q 九 i 三- fc ; i = 九 i 一四八 • n 
一五一 i 一 五六立一四九 i 二五九 i 
一一六八 ill 九六 ill 九八 iili 
三五八 • i 一六四 • n 二 i 三四 • m 
七四 i 九九 i 一三七 i 一九 〒 e 

I 九八 •！§ •里一二四•里-一一七 A 

一一一 S 九•旦一冨•里一一六〇 •里-§•瓜 

四一七四一? m 四二七ルー七 ^Iv 

三四 .1 V 1 一五五 . Nil 五八. IV 二六四 
二七五三 CD 9 V 五四 • V 七1一 • V 
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一八三 .VI 八五 .vg 八 .V 二四〒 V 
一一九七 io 八 

緋唐紙 . I 二0 

一重 . n 三六 

一尾根 . 五三 

一|段 . 1九三 

一方(ひとかた) . m 五九 

一際 . i 一四一 

人毎 . 


. I 六四 

一里(さと) . mil 一三九 

等し . m 一三七 

一時雨 . .二九 

一つ . n 一九 i 一一一一 i | 三一 .n 

二三一.1一四九. n 11 • n 三三四 i 

四六ルー？里四九 

一つ葉 . ni 

一つ家(や) . m 一七六 

一露 . 四一一 

一とせ . V 五 

人の顔 . 30 

人の果て . W 四三 

一葉……11六八 i 二九九 i 二九五 
人//： ie . n 三四一•里一九四 • B 
三0四 i 四◦八一五八 .V 一 |四 . V 
四 TV 六八. V 八八 

-0/\ . W 五四 

一節 . nil 三九 

人見出雲守 . 110八 

一緑 . ng 六 


一周 ( めぐり ) .D 11 I 5 

一もと .n 一八七 

一夜 ( ひとょ )… 11一一三 i 一七 • 

D 八四 

一人 . m 二 

独り . I 一七九 .na 八三二七 

独り尼 .W 一 I 八 

一人旅 . Dll * 

雛 . I 三四6七 

日永嶽 . 瓜 - 三0 

檜木笠 … 11一一一九 i 一一一六七 il 一〇六 

日の光 .m 一一六 

日の道 .W 六五 

ひばり … n 五一 .n 五一一 . n—IQ.m 
三三四ル五四 

日 // ( ひ ゞ ).n ニー九.^;一五八 

響く …… n 一一九九ハーー•里一八三 

隙 ( ひま ) . I 一三六 il 一六四 

氷室 ( ひむろ ) .m 三五 

姫 . 丄四 

姫瓜 . . 五九 

百景 . I 一一八 -rm 四六 

百里 . I 八七 

冷し物 . V 九四 

ひや^-と . V 二八 

廟 . . 三一一五 

病雁 .m 三九四 

拍子 . 旦11三四 .V 一 Q 一 

瓢簟斎 . . 一五七 


瓢竹庵 . nloll 

病中 . V 三一一 

屛風 . ml 一九三 

日和 (ひょり) .m 一一一一一一一 

ひょろ^^と . n 三ニー 

比良 . m 四四一 

開く-二八 ' rn 三一一一八•旦一四八ル 

三九 

平田 . W 三一 

ひら^^と . V 一 Q 五 

干る . V 二九 

昼 . D 一六一一.一七五 

昼顔…丄一一一一°丄一一一一一 • nlI.w 

ーー六ーー 

鼓子花(ひるがほ)…… 11 六九 

昼寝 . V 三九. V 二八 

昼寝す . n 二七九 

昼間 . 11 六九 

ひれ . 丄 1 六六 

拾ふ…里一四一. B1S •里一六九 .V 

二五五 

ひろぐ . VI 四六 


琵琶 . 10九 

琵琶行 . . 

貧 . 111二五 . n 三五四 

貧交 . n 

貧山 . . 

貧す . 丨 

鬢の霜 . ^ 


一三一一五 
三三四 

-S 

I 一 1 

二八 
一四八 
1一九 


経(ふ)……丄一一°丄一1 A 

11四五ル？ V 一一三九 

武 . V 二三 

風雲 . W 二六四 

富家(ふぅか) . I 1七九 

風雅… D 一七七 • il ニニ . n 三四 一 .n 
壽 i 四一四&一三八 

富貴 . m 三五九 

風流 . m 七一一. IV 一五五 

風流亭 . m 三五 

笛 . n 雲 - V 二九 

深川… I 一七三•丄一一五 . n 蓋四 .n 
三七一 is ルーー七九 il 九八ル 
三一 0 .V 二-一一 

深河大橋 . W 三一一三 

深し… I 四一三 . n 一八九 . n 三四 • D 
三一一七•里一一一一一七 ilo 八 

更かす . nl 2 

吹上(ふきあげ) . n 三四一 

吹き入る . m 三四五 

吹き落す . V 五八 

吹き折る . W 一一六四 

吹き返す . V 一一八四 

吹き出す . 11一九 

吹き尖(とが)る…… W 一四三 
吹き飛ばす . n 三蓋 

更(ふ)く . I 四三六 

吹く-三〒丄一四二 i 一一五四 • n 

一九五•里 1 I . IVIQ 五. V 一三六 
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葺(ふ)く . WI 1 一六 

鮏(ふく) . 111三五 

福井 . i 

吹浦(ふくぅら) . ml 五七 

穌(ふく)釣り . I 三四三 

ふくと汁 . I 二七 

腹病病み . IV 兗 

ふくべ . n 一一七六 

袋 . I 一一七 •is.vll 

更け行く . m 四四四 

不幸 . n 一三四 

ふさぐ . I 五八 

節(ふし) . n 11. IV 四三 


富士…… IAisi 二五 i 
一一七六&一蓋 .vs 

藤代御坂(ふぢしろみさか) 


. M0 

藤の花 . nl 一四一 

藤の実 . mil 五六 

伏見の桃 . 丄一一九 Q 

不肖 .. 旦ーー 六0 

不性(ぶしやぅ)さ . 七 

伏す . 丄九 i 一一一六八 i 三九四 

風情 . m 九九 

扶桑 . m 九九 

蓋(ふた) . E 一ーニ I 

tL . 丄一六五 

舞台 . V 二九 

二 木 . m 八九 


再び……丄一六一 Allf Vi 
二つ… I 四 0 T 里一六0. IV 一一一六 .IV 

八六 

二葉 . .一八九•里1 

二俣 . V 一 1三| 

二見 . 瓜五•里 S •里一六九 

二見の七五三(しめ)… nil 一六九 
二夜(ふたょ)の月… n 三四一 

二人 . n 二八 ij 一一六四一三八 

仏 . 1一九0 

二日…… n 一 六三一六四.11一三 

仏智 . m 一三七 

筆 . 丄1八ー ー ーー九九 il 

筆を捨つ . m 四六 

筆を走らす . W 一 五五 

筆のはじめ . W 一 

不図(ふと) . I 三五二 

蒲団 . nil 一六八. VII 六一一 

船足 . .四◦九 

舟人 . ns ハ 

舟… nl 七 ill 八七 ii . v 一一六 

船をさす . W 一一九八 

船の舳綱(へづな)…… W 三四三 

不分叟 . ml 三七 

不卜 . 丄ーー七八七 

踏まふ . V 二八 

書(ふみ) . n 三七 

文 . .六一一一 i 一一七九 

文月 . mlg.v 一一三 


文月七日 . W 二六四 

踏み付く . VII 七七 

踏む . .四五 .11 五一 

麓… nl - rnl 一四五 .n 一一八〒 IV 一 COI 五. 
VI 三九 

冬 . 11八一.111一一五 • n 三三 .n 

一一 1 六六 i 一一一一一一 

冬籠り … n 一 |ーー九 • ni - r 里1九一一. 
wle . IVall-rwMl 

冬住居(ずまひ) . W 一四一 

冬菜売り . n 三六七 

冬庭 . 里九五 

冬の雨 . n 一四一 

冬牡丹 . .三三七 

芙蓉 . 旦1八四&ニー三 

降り出づ . 墨. IV 一四七 

降り埋(ぅづ)む . m 八一 

振り売り . W 三 一0 

降り残す . n 一一一〈八•至 S 

振り延へて . DS 

振り向く . m 三七一一 

振り分く . D 1 I 五八 

振る . 丄一六六 

古(ふ)る…… IV 三一 .VI 三四 

降る-一一一四 .11 一九 .1 一四五 .1 

一一九九 i 二四 • n 二五 i 蓋 ?n 
三六四 .301 一七 . IV 5 一 一一四 .V 
一九 

触(ふ)る…… n 三0 - TW 一九五 


古井 . n 一 |八11 

古池 . n 九 

古柏 . 丄一六一 

古川 . V 一一四五 

古き世 . 瓜0 三一 

古合子 . ma 六 

古さ . W 三〇一一一 

故郷(ふるさと) . D 一六〇 

古し… 11 八一一. 里 一三七.七 .V 

一六0 

古巣 . 11 一|七 四 .n 四 

古畑 . ns 

古道 . m 六八 

古物店(だな) . W 一一九七 

無礼 . I 一六 

不破の関 . I 三三 Q 

文庫 . I 三二 

文人 . 11一八一 . n 三四一 

糞す . W 一七四 

分別(ふんべつ)… EI 三八 .V 

一七一 

文鱗生 . n 八三 

塀 . mils 

閉関 . 一七九 

閉関す . W 一一 七五 

平家 . nil 一六四 

摒の屋根 . 一四 

へぐ . W 六一 

舳綱(へづな) . W 三四三 
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へその緒 . DH ハ〇 

下手 . m 三 

隔つ . .五六 

へつひ . I 九五 

別座敷 . V 三- tr 

別墅… nlolils . nlra.v 

八六 

別当 . mil 一一七 

紅粉(べに)の花…… m 二七 

へばり付く . VI 四四 

蛇 . 星四一•里 I 一六〇 

蛇の衣(きぬ) . 里一一五九 

部屋 . W 七四 

遍昭 . W 二六四 

遍昭僧正 . n 五 

穂 . W 一 0九 .VEITV 一一九 

焙炉(ほいろ) . WI 1 一一 

坊 . W 二六二六 

法印 . Hi 

茅屋 . V 二三五 

奉加 . W ニニ 

坊が妻 . .三ニー 

法眼(ほふげん) . W 畐八 

法師…11九三 i 三0•里一一七一一 .1 

三 S 

望日 . W 二8 

茅舎 . 丄 一 S .110 

坊舎 . 星三七 

方丈 . I 二八一 


保生(ほぅしやぅ)佐太夫… 

異五 

坊主 . W 三一七 

方寸 . 里 S 

法蔵寺 . n 三一五 

忘年 . ES 

褒美 . n 三七 

亡母 . .三七 

葬る . n 一 Q 七 

芳名 . D-8 

宝物 . Ms 

蓬萊 . 丄一八一. V 一 

鳳来寺 . W 一四一一. W 一四五 

蓬萊の嶋 . II 一二五 

鬼灯(ほほづき) . V 二五四 

類腫(ほ-' はれ) . 1一五 

外(ほか)…… D 七七. V 二六四 .V 
1 

圃角 . 

木因亭 . 

木沅医師 . 

業言亭 . 

墨子 . 

北斗 . 

,^ y \/\ . 

誇る . 

ほころぶ . 

菩薩 . 


星 


S ハ 

五四 
二 
一三 

五五 
一八三 

5 

一一四一 

I 

. ffls 

丄ハ七 i 三九•丄 a , m 


三六七一六四 

欲し . 

ほしげなり. 

星崎 . 

星の秋 . 


. V 二七五 

. 里一七六 

. n 二五 

. W 一九五 

暮秋 . 111 S 一一.111一一九 

戊辰 . 11六九 •1 IQ 

干す . .九六 ilsill 九六 

細川春庵亭 . ml 六七 

細し . I 三〒 V 二三 

臍峠 . D 三 CD 

菩提山 . D 一八三 

穂寥 . m 四〇八 

觉 . I 一九八 illilIi 

二七 0 •里言一- rIV 七二 

蛍見 . W 六六 

牡丹 . I 三三七 i 四一三 

牡丹の花 . VI 一111 

発句…丄四一 igno . mi.v 

一四九 

北国日和(びょり) . ml 一三一一 

北鲲… . ns 

布袋 . V 一一 七五 

程 . I 八七 • I 三三 • I 一七二 • I 

三一九 .1 三四五 .n 一 五六 ils-rn 
二〇五 i ニー四 • n 二五八 • n 二八四 i 

五七 • 里ーー.义ール藍ル 

一孝 IVI 五八 iI 
仏(ほとけ) . n 八 一一.^; 一 


仏達 . Vi 

施す . m 一三七 

ほと k ぎす… I 三九•丄一五四 .1 

二六五 iI 七 is 一 1八 •! ハ八 i 

一一五一一 . m 一一一0 五四.旦一 1 六三 

四？ s 八 •£ 九?111〇 

ほと k ぎ朱(しゆ)…… I 三八 

郭公(ほと k ぎす)…11一 Q 一 • 

I 二五五 . nl 一五一 A 五七五九. IV 

S 一 

時鳥(ほと ゞ ぎす)… I 九九 .1 
一一五九 • ms 六 • XI 四 

杜宇(ほと k ぎす)- ▽ 二六© 

杜鵑(ほと X ぎす)：：八七 

程> . 1;三 

ほとり…一一七三 •ISTW 二九. 

vim 

穂に出づ . .二吴 

ほのかなり- ls - rnjQ〒v 

一三 

ほの三日月 . 瓜一三 Q 

保美(ほび) . D 三七 

賞(ほ)む . V 一一三八 

褒む . n 三七 

穂麦 . .四一一 

穗屋の薄(す ゞ き)…… m 四四七 

掘る . n 一八一一. n 一九八 

ほろくと . D 三六 

^ . 1七〇 
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本間氏… 
本間主馬 


•VS 

• V 二九 


ま 行 

間(ま)：.丄一一九•里 I •瓜四1六. 
W 四0. IV 四六ル1四三ルー六一. V 

二四七 

参る . V 三四 

舞 ふ . nl 九三 

前 . ES . V 11 五八 

前# . V 一一四六 

前の五月 . V 六八 

魔界 . m 三九 Q 

罷り在り . nil 四 

罷(まか)る… I 一五一 .n 一四五. 
里1六0•里一九六•里一一0六 .V 一 |四 

蒔絵 . n 霊 

まぎらはし . V1IB 

薪(まき)割る . 111二四 

幕打つ . V 二四 

秣(まくさ) . 里一一四 

真葛 . 丄一九九 

間口 . I 一三 G 

枕 . 丄〇五 i 一八六 i 蓋八 .1 

四一一 i 一四四 . m 一六七•旦一一四八 i 

一一一八八•里一一九 <. v 二九 

枕もと . mo 八 

真桑 . 丄九九.星3.ヅ七七 


真桑瓜……. 

馬子 . 

実(まこと). 

_ . 


. 里- 1 a 

. nl 五六 

U 三二.里®八 

. 丄ーー〇九 

実(まこと)有り……11一一一五 

まこと顔なり . n 八七 

まことに…… ml 三七. IV 三 .V 

二九 

正成(まさしげ) . n 一一 五九 

正無(まさな) . n 一五六 

方(まさ)に . II 一四八 

正秀亭 . m 三九二 

勝(まさ)る . n 五 

増る . 里一一七八一 

混る . I 二0 •里 I .旦一1九八 

交はり . 10九 i 三五四 

交はり金(こがね)を断つ… 

n 三-一 

交はる . m 三八五 

舛(ます) . VI 七一 

増す . n 一 五六 

先づ… I 九七 i 一八九 i 一一一七六 i 

j 三九 i 一八 Qi |一三九 i 一一六11 li 
二七四 • D 一一 八二 • nil 一 | j 四 .nl 一一 11七 i 
四六 • m 五七 •! ハ八•皿- t ; 八•里雲. 

EI 六 

ますほの小貝 . 里一一11八 

貧し . 11 - II 五 

また… n 一一八六四一•旦ーニ八 .m 


三七二 

又 . I 六二•丄一九九 • n 三三八 • n 

量一由 0 一一七. IV 一九五. IV 一一七九 .V 

一0一 

まだ…丄ハー i 二一一. n 一六六 i 
一九四 i 一一一三 lill 一四 TIV 四 
11 六七 .V 五四 .VI 四 一 . VII 四六 

町医 effi . IP 一一 

松…… II 八 .1 一七二 i 三1111 i 

三九一1 • n 八九 . nK 四 • m 四一 
八九九九 . ml 九五 ill 一三七ふ 

|孝！九八ルー§ . 上四^ 

11三八 .V 11 

待つ…… I 三九 i 九九 i 一四六 i 
九二 • n 三四七 • ils . Bsl.m 
四二五四四二. IV 一六 . IV IS 子 IV 

一一九九 •! ハ四 • V 1 I 

松尾桃青 . .一四一 

松蔭 . VI 一四 

&かざり . n 一 

松風 . nl 一五 • vl s . VII 一0一一 

松島 . 1110七 . el 四九九 

松茸 . VII 七三. VI 四四 

松葉 . V 三八 

祭 . 旦八五•里一一一七•里 1 S .V 

三六 

政(まつりごと) . n 三六二 

窓 . V 二吴 

まとふ . V 二六一一 


またぅどな . VI 一七七 

貧(まど)し . I 三 Q 九 

窓形(なり) . VI 一 I 九 

窓の穴 . EI 六一 

窓の前 . IV 三一一〇 

惑はす . wa 

招き . n 一一八四 

招き果つ . n 一 Q 七 

招く-二 Ql ill 八11 i 三 IzaTIV 

ニー 

まのあたり . I 一一八一•里18 

まふくだ .. 六11 

幻 . m 四 一一七 

まチ： n 三七 • n 一三五 • is.m 
六八 ills 八•里一一 0 六 .IV 二六 .IV 

一四七.！五八 

儘(まと .. 三 Q 八 

ま見ゆ . 18 

豆の粉飯(めし) . m 三三八 

豆名月 . I 五一 

守る . . 四 八 

眉はき . M 一一七 

丸子 (まりこ) の宿…… W 七 

丸頭巾 . V 二九九 

稀な . I 八八 

万句 . W 1 I 六 

万歳(まんざい) . W 1 I 

万葉 . W 一九五 

実(み) . 里 5 •里 奏 .V 
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二四 VII 四三. VI 一五四 
身…… I 三六 i 一七三 ill 六一 i 
一一七二•丄一〇九•丄一一五一一 A 一 三七 .V 
三六. V 一一六-一 

三井寺 . WA 

見送り . D 三一六 

見送る . Ms 

身を養ふ . n 一一八四 

水嵩(みかさ)増る…… m 八一 

三日月-一101 illl 一 0九八 

帝(みかど)…… n 三七立一一四一 

三日の月… n 一七 igTwl 一八三 

三上(みかみ) . m 四四一 

三河の国 . W 一四五 

蜜柑 . W 二四三〇 

右 . mlA 

勅(みことのり) . D 三四一 


短し 


*一 九六 


短夜 . ni 

御修覆 . D 一四二 

見す . n 一一一二 .n 二〇六八九 .IV 

一六七 i 一七八 

水 . I 四0.1三七•丨一八一.丨 

一三 Q.I 一一一七六 • n s i A i 
一 Q 子 n 一 五一一 il l .n 二八一一 i 
五九 -n 三五 .mil 一一七. IV 一一六四 .V 

九二 

水出づ . V 五四 

湖 . V 1 Q 二 


自ら—一五七 • Is 九 •里 一一七一一 • W 
ニー 

水取り . .三八三 

水の上(ぅへ) . i 

水の音 . n 九 • ms-rvsl 

才 Q 影 . I 三五 

三十日(みそか)…111九一一 

一蓋 ill 

御祓 . V 一一 一一六 

みそさ V い . 11一一 七 八 

乱す . V 一一三 Q 

御館(みたち) . m 四一 

見立て . na 一 

三人(みたり) . .四三六 

道 . 丄一九二 • 1蓋一 • D 三九 i 

11 一0 •! ハ八•見三 . Jv ^ vl 一七. 
V 二手 V 一八五 

道送りす . V 七一一 

道芝 . V 四七 

道すがら . m 四一一 

みちのく… m 五七 •! ハ八•旦一一四八 

道の辺 . 11一八五 

道の程 . W 一四五 

三つ . I 四三六 

満つ…… i 一四一•里一八 0 .ES 

蜜 . VI 一一一一 

三日 . D 三◦一 • n 三六四 • WTW 

三四ル云三 

三月 . E 8 


三月越し . m 八九 

見付く . n 一 三 一 A 七四 

密なり . 一一 

御寺 . n 四四 

御堂(みだぅ)：ル八一一.汉三一 

見所 . 1 三 0.VI 三七 

緑 . 丄五九 is ハ •£ 一 

緑なり . m 四六 

見恍 (と)る . .三六 

皆-一一八一 .1 一七 i 六五 i 二|六. 

n 一一九一一一 • n 一一一五0 i 三六九•里一六七. 

1 W 九ル三一一四. V 三四 
水無月…… I 一一三五 •! ハ九•祝七一 

湊(みなと)……111一〇•里 I 

南 . m 一一一七 

南谷 . m 一一一八 

見馴河 . —四五 

身にしむ . n 三三三 

身に入わたる . 血二四七 

見ぬ恋 . . ： m 三 

見ぬ世の人 . VI 10 八 

峰 . D 1 一 IQi 三四一 i 一三一一 • V 

八一 • VIQI.VS 

峰々 . n 二四五 

美濃 . nl 一八七 

蓑……里1七六四二七ルー三 〒V 

二八四 

美濃路 . nl 一七九 

美濃の国…… n 一一八六 ill 九六 i 


二五八 

三布(みの)蒲団…… V 一一六|| 

蓑虫 . DS 

美濃屋 . nl 四八 

実生えす . n 八九 

見*(はや)す . n 三四一 

身まかる . n 一 Q 七 • n 二九六 • m 

一九二. V 三六 

耳 . I 三四.110五 .111 

土産 . I 八五 • n 三三一一 

都……11一一 1.1 三一五•丄1 

三一四•里一一八五四 Q 一一四二0 
一五五 

都鳥 . 11三七 


み山. 


i 五八 


深山(みやま) . n 五 

宮守 . I 三三五 

見遣る . n 五 

見ゆ . I 九 i 三六 ilii 

一一一一一七 A 一 八七 •里 一一六 四 . V 一星 
妙 . m 九九 

明照寺 . W 三 T 1 V 三四 

明神 . 屋九 •里 一 a 

明年 . n 三三八 

名利 . 11七三 

見る… 110.11 七•丄一一 Q • I 四九. 

I 六一 i 六五 i 八九 i ニー .1 
一四七 i 一五五 il 三八 ilgi 
一 g i i ハ•丄一一一九 igO.I 
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四三四 • n 亍 n 一一四 • n 五七 • n 五九. 
D 六九 i 八七 i ^ i=〒n 
一四五 i 一四七 i 一 五一 i 一 五四 i 
二 Q 一 i 一一四五 ill 六一 . nlii 
一 | 七四 i 二八七 • n |一一五 Q.igi 
三六四•旦一一七 A 四六五七 A 八 ' r 

e 二七 • s 一一一三•且二三 • m 1=1? 
里=:七•里一一四八 .1 一八 一. IV 四 0. 

W 六六ルー B ルー？！？ 

El.IV 二九一一 1.V 一一 〒V 一 1 六 .V 

I 七一 ilol 一 iIi 一四四 .V 
三 S 

見渡す . II 四七 

民部 . n 一七七 

六日 . mH ハ四 

向ひ合ふ . n 三二七 

迎ふ-七二 i 三二四•里一七六 i 

三一四 

向ふ . 11一八一四一•里一一 A 

昔…丄ーー五一 一 . n 五 . n 三七 .ngl • 
nl 兰七•旦一五六•里一七? will 八. 

W 1 三八. V 三 il 
昔傯ぶ . m 八一一.^;四六 

昔めく . Ms 

麦 ……I 一〇一 . 1 四一一 i 四二九 .n 

一三七6四六•■四六 

麦赤らむ . W 五四 

麦の穂 . V 四一 

麦飯(めし) . W 二九 


むく . VI 一四 Q 

向く… I 三七 i 四一五五四 
三七二 

剝(む)く…旦九〇•里ハ11 .V 

八四 - V 八八 

木槿(むくげ)…丄 gill 八五 
葦(むぐら ). .i 01 一一- rn 二七 • n 

七七 il 八11 sil 三五 

婿 . 丄-一七一 

武蔵野…丄一〇ヤ！天 .EDO 

武蔵守泰時 . DI 一 1六二 

無残 . 里100 

虫…丄六ー ー ー六八 i 九五•里四五 

虫の吟 . 里一九五 

無住 . n 一 10六 

墓所(むしょ) . ffls 

無常迅速 . m 三六四 

結びつく . m 三 

結び目 . m 三八五 

掬(むす)ぶ…… m 五九 . ml 六|| 

結ぶ . I 一八六. I 一一七 . m 九七 

咽(むせ)ぶ . 里 Q 七 

六十年(むそぢ) . m 三七11 

鞭 . S 

夢中 . 里一一七二 

六つ . nil 一六六 . ml 三一一一 

乞つ力し . I 五三 

正月(むつき) . 111五四 

六年(むとせ) . W 一五八 


•+ T * .. 

群尾花…… 

^ . 

むらしぐれ 
室(むろ)… 


. n 一三七 

. I 二0一 

. IV 四 0. V 1 一四七 

. I ニニ 

. m 三五 

室(むろ)の八島 . 旦ーー 

目… I 九 • n 11. n 一一- fcj 一一. il 一四一. 

m 一七 i 四六 AK 七&九六ル 
一一四 0. V 10 八 

名月 . I 五一 i 蓋九 il 四 i 

三四 一•里三 Q •巫1三〒旦ーー七八 i 

三八 0. W 八？^;八六&一§; 

一一七一一 .Vi 

明月 . n 三六一. V 一三九 

名所 . 瓜六八. V 八八 

冥途 . 丄六四 

芽独活(めぅど) . VII 四七 

女をと鹿 . .五三 

目を張る . V 二四五 

廻(めぐ)らす… m 九九 . m 一三七 
廻(めぐ)る…… n 一四. V 三二 

巡る . ffls - V - S0 

飯(めし)…11111八 i 二四八 i 
六？ 里 一一三八&二九 .V 一 〇四 

めじか . 1=六 

食(めし)くふ . 1111一1九 

目正月 . I 一七 

珍らかなり . .三一五 

珍し . 瓜一四四 


めでたし.： 
目にか X る. 
目に立つ… 
三 I に 

目の星 . 


i 九. IV 二九 
. V 四五 

……. VSI 

…：： ni 

. I 六七 


面 . wls.vjK 

麫 . 墨一一 

面 AZ さばき . 111六 

藻 . I 一九一 

申し遣はす…… n 二 f 二九六 
申す—三五一 一 iB 一一 K A 八九 A 
三四一•里一 I ルー三八. V 四 T V 

一一九七 icl 

詣(まぅ)づ…丄一九一. n 四八 • 
m 一九二•里一ーニ • 旦一三〇ル四〇. 
IV 一四五 .EI 八一一. V 一七一 

もがな……11?丄一九•丄一1 

最上(もがみ) . m 二七 

最上川… m 三一一三七一四六 

捥(も)ぐ . I 四一九 

木食僧 . I 四一五 

若(も)し . .一一八一 

文字 . m 七四 

餅 . I I 八六 ilii 一奏 i 

三四九 il ルー七四 . wlA.v 
二九一 

用ゐる . m 七四 

餅の音 . 祝三11111 


餅花 


丄八八 
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餅雪 . 丄一七 

持つ… I 四一五 i 八六•里一一一一 0.1 V 

一三八 .Vi 

以て . n 三六一一 

以てす . 11一七二 

もつる . .三二 

もて…… i 一四一 i 三五四ルー九五 

もてあそぶ . n 三四一 

もてなし . n 三四一 .55 一四七 

もてなす . n 一一一四一六 Q.IV 

ニー .Vi 

もと . 丄一 T ノー 

下(もと) . 旦ーーー三一 0七 

許(もと) . I 一九 . nl 一四九 .n 

I 一七九 i 一一九六. V 学 VI 一七八 

本(もと) . W 一九五 

もど 力し がる . . K 

本口 . 丄二 

もどす . VI 一 A 

求む . m 三五六一四七 

求馬 . ni ハ 

戻り . V 六八. V 七六 

もの . nl 一七九七九 • V 二九 

者 . 11七三 . n 一一九八 i 三三 

八九 A 一六0&一九五 .MM 

物-一六 oil 三 i 三〒1ハ五. 

nl ^ i ^ TnlsilMl . 

nil 一五四 i 一一一一七•里一一一一一九 .5=11 一六. 

!一六. W 一？里8ル量. 


V 九四 

物言ふ . 以元三 

ものぅし . m 一八七 

ものを . E 1 S . I 一八一一一 

物書く . m ニー七 

物語 . 11七•里一三五 

物語す . 瓜三0六 

物食ふ . m 三八五 

^^9 .fflra - 

物好き . 里 S 

物足らふ . D 一一六11 

物遠 . .三三 

物にも付かず . n 五- 

物の名 . OXO 

物の音 . V 一一四 

もの\ふ . W 一一一一一 - tr 

もの深し . ni 八九 

もの古る . W 三一 

物欲し . VI 

紅葉(もみぢ) …1 六 0 illo . 

丨一三四 i 三一九•里一八二三四. 

V 雲 

籾(もみ)摺る . .三一五 

揉む . .蓋二 

桃 . I 三九 Qis 九•况一一一一八 .IV 

一 t_ 

百歳(も k とせ) . W 三一 

桃の木 . 里一 Q 六 

桃の花 . VI 一九一 


萌(も)ゆ . mMl 

催す . n 一一〇一 • m 八一 

もらふ . I 四三九 . njQ 八 

守(も)る： i 三三五七九 .m 
三三九 

漏り . VS 

漏る . ngi 八 

唐土 (もろこし) . .一一六九 

脆し . 1二0.卩二九八 

門(もん)…… I _ IV 八0. IV 
一〇九 & 一一 00. IV 一一七五 

門人 . n 七三&一 五八.！八〇 

門徒 . m 一三七 

ゃ 行 

屋 . ig . II 九八ふ二八 

家(や) . 瓜一七六 

八重桜 . 11一一一九. V 一一七〇 

八重の汐風 . 皿一三七 

やをら . I 四三ナ 

屋形 . W 二六四 

頓(やが)て… n 一一八七•星七 Q . 

里霞 

焼場 . m 三七〇 

焼畠 . n 九一| 

焼く . 11五五•也一一一五 

薬欄 . m 一六七 

野菜 . W ニー 


矢先 . n 一一五一 

やさし . n 三〒 V 一一三五 

屋敷 . 四 

屋敷がた . 1セーー 

養ふ . nl 一八四 

瘦す . n 一 Q 三 

野水 . i 二六. V 六五 

安し . n 一 S 

泰時 . 1ーー六二 

休 t ]*. 丨四◦九 

休める . I 四三四 

やす^-^と . W 八五 

休らふ……111一一九 i 三0. V 四七 

瘦せ . n 三0 Tm 四一一 Q 

痩せ細る . n 三六六 

矢立 . W 一四七 

下官(やっかれ) . ml 三七 

やっこ . I 一一一一八 

窶(やつ)る . W 二九 


宿(やど)… I 四 .1 三一五 •!? 
n 一三五 • n 一 五 ? Dslli 一一 一一? 
瓜七九 i ニー•里一九四•瓜三九一一. 
H.W 一四五 .V 二 ^ v 二五 T 
V 一 室ハ .110 0 .V 三〇六 


宿借る . 且一四 - rw 一四七 

宿す . n 八四 

宿の春 . I 一四一 

宿札 . .二六五 


宿り…丄ーー I 三四九 .1 四一一九 • B 
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四一七 

宿り木 

宿りす 


i 


宿る-■五一 .1 1五七 . DII 一四 .n 

四二五 

柳…丄一七 ill 二五 i 二四六 •! ハ11 . 
H 一一一五 . BI 七四•里一一五. IV 一八四. 

V 七 • V 一九 • V 一三 • V 三六 • V 

二四五. VI 一五八 i 一八四 

柳蔭 . V 二七九 

柳髪 . I 一一六 

柳行李 . V 七七 

柳原 . VI 一六 

屋根 . E 一四 is 

野馬 . IV 三0三 

藪…丄一 S ル？么八. V 三七. 

V 五一 .V 二五八 

藪の中 . n 四一 

破る . I 二 Q •里 f 里110六 

破レ家 . VII 蓋 

山… I 四四 • I 五八•彳七九 .1 八八 • I 
一四六 i 一一 silKli 一一11五 i 
三八〇 • n 五 i 一六六 isl 一 • n 

一九四 ill 一一六 ilsi 一 |七九 i 
一一八一. il 八四 ill 九九 i 三一一七 i 
三四一 i 四一 A 四九 i 一三 Q.m 

一三二 .mllfm 画 i 一五七 A 

一一一一六•里一二八•里一四八 A 一一九三 i 
四四0 •£= 四五ルニ六 .V 一七 


病起る . W 一四五 

山家……丄ーー七1 . mi . VII 八一一 

山蔭 . nl 一八四 

山賤(やまがつ) . I 四三一 

山崎宗鑑 . nil 六四 

山桜 . 丄ーー0 i 一四五 . E 一六& 

一七-1 

山里 . I 三一子1四一五. IV 一一 

山路 . .四 g . vls . vl 四一一 

山路の菊 . II 五 Q 

山城 . ml 一九八 

LU 田 . 111九七 

大和の国 . 丄一|0九 • I 三 j 五 • D 

三四 i 二四五 

山中……1011〒里一八九•里111七 
山中(地名)……里一0四.10六 

山中十景 . 瓜二〇七 

山の頂 . m 四一 

山の犬 . DS 

山吹… I 一九四 . n 二|六一九ル 

ニニ 

山伏 . W 一六 

山辺 S . .四四 

山> . n 一 五六 

闇 . n 18 . n 二五 i | 一五四 .IV 

八ール i.v ニー . Vi 
闇の夜(ょ)……丄九九 .10 
病み伏す . 里一一九四 

止(や)む… m 八一 i 一五三6 


一八七ルー八二 

病む . W 六九. VI ニニ 

野明亭 . V 九 Q • V 九二 

や k 一吴 iH ハ九 i 四六 .m 

一八七. IV 二三九 

夜遊 . IV 二0五 

弥生(やょひ) . D 一一四五 

鎚戸(やりど) . I 二 

破(や)る . m 五二 

湯… B 五九•旦一〇四•里10八 . WI 四七 

結(ゆ)ふ . 

夕 . I 三〇九 

夕顔- - 三六•丄一 Qll . nl 一七六ル 

二六- r V 八四 

夕方 . e 一 五三 

遊吟す . VIQI 

夕暮 .. 九五 

夕時雨(しぐれ) . ml 一八八 

遊女 . ml 七六 

夕月夜 . nls.mllls 

夕涼み… n 七七•且五七•旦一一八五. 

W 一九二 .Vi 

游刀亭 . viol 

夕晴れ . m 一 五三 

夕べ…… I 二四一•里一ーニー•里一一六六 

故 . 11七三 

床(ゆか) . m 三八五 

ゆかし-四0四 • n 一八七 • ns 七 

ゆかり . ml 八五 


雪…丄八•丄一 Q •丄一七 .Is 

九七 i 二五 illil 七九 
三0 i 一 11110 i 二三五•丄一四四 
二六七 • I 二九九 i 三三七 • I 三四七 
三五九 i 三六 li 二四 i 二六 
11三 ill 一六 i 二三 i 二五. 

三九 i 10一 .10 八 . ill 五四 
1一一六四.>=>三七一.瓜四六.1ニー八.瓜 

一 is 八•里八九 • i 九六•里一一〇八•瓜 

四二九 .10 一一一 0四四 I 一一 .^1 

一四子^一蓋ルー五八&一一五九ル 

三11三. V 六四 

雪散る . m 四四七 

雪の竹 . I 一九 

雪の花 .. 一四一一 

雪の隙(ひま) . I 一 1六四 

雪降る . nil 四 . e 四1一七 

雪間 . V 一一四七 

雪丸げ .. 三一一 

雪見 . nl 四五 il 四七 

行き戻り . V 六八 

遊行 . ffl-B 

遊行上人 . m 二三〇 

行(ゆ)く . .一 .1七0 

ニーー ili 四二九 i 四七 
六九 • n 三九 • nl 一五三 • n 一一八七 

八一 i 一九八•里-119里1一七. IV 
一六ルーー〇八ル三四一 - T - v 二〇 

一三一. V 一八五 








































































429 語句索引 


行く秋…里一六0&三? E 一八九. 

vii 一六一一 

行く春 . n 二11?旦七•里11四九 

温泉(ゆぜん)大明神… m 五九 

ゆたかなり . .三七六 

湯殿 . m 一三四 

湯尾(ゆのを) . 里二五 

柚(ゆ)の花 . W 四六 

夢 . .二五 i 一八六 ill 九九 i 

一三四 il 奏 AIQ 一 1•里1七 〒V 
二三 

夢現(ぅつ X ) . V 二九 

夢心 . W 四一 

夢なれや . . 一 R 

世 ...... I 三 0 .1 一 I 四八•丄一 1 .1 

三七八 i 五 i 一三 . n 六 Q . n 一五四 • 

n 1!. n 憂一 . n |一一四 T * 里一一 Q 六. 

m 四一一一ールー七〒^;一七六. V ハ八. 
VS . V 1 一 | Q 八 .V 三一〇 
代 . n 八九 i - tr :. vl 六三 

夜(ょ) . .一九九 .Ills. I 

一一一五 • I 三三 • I 三三四 • n 三一一 • n 
八四 • n 二八 i 一四八 • n 8 七 • n 
11六九 i 一一 I 四 Tn 雲 i 一一一六八 A 

一六四 il 臺ル琴^;一一 S ル 

三三六. V 九四. VI ? V 一七八 .V 

二四八 

予 . .1七九•旦一一七〒 IV 三8 

夜(よ)明く . n 二五 


宵 . I 八九•丄 Q 八 • I 11 .I 

三五九 iI ハ ill ® 一 •里10八 i 
三九一. IV 七六&二六四 .V 一四一 

宵月夜 . .六一. VI 六七 

宵涼み . V ニニ 

宵寝 . W 三 R . V 一八三 

宵の年 . n 一六三 

宵の闇 . W 八一 

酔(よ)ふ… n 七五 i 三九ル 
六六 i 宍一 

慵 . D 五五 

八日 . n 二四 

容顔 . n 七一 

容顔無礼 . 11六 

様な . W 三七 

やぅなり . D 二六 一 i 二九九 i 

三四一 i 四' ri 七0 

漸// ( やぅ^^)… D 一五六 .m 

Is 

夜着 . 11一四四七三一四五 

欲 . D 三六二 

能くす . I 二八一 

横 . f 四 

横折る . nl 一一一一七 

よごす . I ニニ六 

横たふ . H 一七〇&一一五一 

夜毎(ごと) . Ms 

汚(よご)る…… H 1 四七. V 八六 
夜寒 . m 三九四 . WIQ 三 


由(よし) . n 四八 i 三七 A 

一一一七 A 八- T 瓜一三七立一六 

良し .n 一一 111 • n 五七 • n 七三 • n 

一三七 • n 一 五 Qi 一 IQQi 一一 一 Q 一一 .V 

一一八三 

義朝 . I 三二八 

義仲 . 里三六 

吉野…丄一一一九•丄 1111 一 .nB 六 •n 

三六 i 一三六 ii - rv 一四一 

吉野山 . .一四六 

四畳半 . V 九八 

寄す . njs . w 一一四九 • V 九二 

夜すがら . 里 - K 五 i 一二九 

世捨て酒 . 丄一五七 

四隅 . 一八七 

余瀬 . m 三四 

余所(よそ) . D- 一四 i 四八 

装(よそ)ふ . n 六二 

よそ心 . VI 一八五 

四つ . m 一六〇 

四日 . D 一四八ルー 

四つ五器 . VII 四 

世に . W 二六 

世の中…10一五 ilQ 八 . IV 1 五八 

世の人 . ffls 

呼続(よびつぎ) . n 二五 

呼ぶ . =>一0九 

夜(よ)更かす . D 一六三 

嘉(よみ)す . IVI 三八 


詠む…丄一九七 i 三六•里 fW 

二六 

^ . I 五一 

娌が君 . 1一八八 

四方(よも)… D 一一一九 i 一一四五 i 

九九 

蓬(よもぎ) . V 一一七 

夜もすがら . n 一四 

よ ゞ . I 六九 

寄り . V 九八 

寄り添ふ . n 三五一一 

依る… n 一一一七 • M 一三七•里一四八 • W 

一孝 E 一六0 

寄る . 111六六. IV 一三四 

夜(よる).：1一六一•丄一 Q 二 .1 
一一一五八 • n 一一三 • n 七九 • n ニー.一 • n 

三七一. V 一五七. VI 八三 

倚(よ)る . ns 

夜の床 . I 一 01一一 

よるべ . I I 六八 

よろこび . n 二四 

悦ぶ . 1 三 0 九 . nil 一 S 

よろぽふ . IV 三 R 

夜半(よは) . W 三四六 

齢(よはひ) . IV 一九五 

世はさかさま . 11九 
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ら行 

洛 . 1 一七〒 W1Q 九 

落梧 .nil 八四 ill 九八 

落柿舎 . V 七七 

落馬 .nl 吴 

羅生門 .W1Q 九 

乱吟 . V 七七 

^013 . 

嵐雪 . 11 .WKQ 

蘭の香 . I 一 I 九九 

蘭のにほひ . 1 三 0 五 

欄木起倒子 .n 一四四 

里 … n 三九 A 八 | A 九九 .V 一四一 
李下 ……II 八九 ilooi 三六八 
立秋 . . 一 0 五 

立春 . 丄 

離別 .W11 一四三 

李由 .n 一一七九 

竜宮 .••. . 九六 

李由子 .W 三一 

竜頭 ( りゆぅづ ) . 里三五 

竜燈 . . 一 Q 一一 

竜尚舎 .n 一 A 

竜門 .n 三 0 ill 一 

粒粒 . m 四六 

料 .B 七三 ills •里童九 

両国 . IV 三一一四 


竜山の宴 . n 三三八 

両神 . m 五九 

両の手 . W 一八 Q 

良品亭 . 11 八六 

料理の間(ま) . W 四六 

旅懐 . V 一九五 

旅舘 . 1 五五 

旅行…… null 六四一六 0 三〇 
旅愁 . m 一八七 

旅宿 . n 三一| 

旅亭…… 11 一寧 1 一 0 六&三四 

旅店 . ml . e 二五六 

隣庵 . n 四 

類す . n 三五四 

留守 . n 四八 . nl 一六一 

留主(るす)の間(ま )… W 

一六一一 

礼いふ . D0 五 

霊岸嶋 . I 四三六 

例の病 . W 一四五 

連歌：…. xls-iaisl 

連歌の会 . m 二七〇 

蓮台野 . V 八八 

蓮池 . nil 一三八 

炉 . W 一四七 

楼 . i 宍八 ii 一 

老後 . I 六 

老人 . n 三四. m 三八五 

老杜……丄ーー oi 二四一一 i 三五四 


老尼 . 星0八 

老母 . .三一五 

老慵 . ns 

六月 . V 八一 

六月五日 . D 一一六九 

六月十日 . m 一四四 

六里 . n 三九 

廬生 . 丨一一五 

露川 . V 七二 

露沾公 . V 一一七二 

路草亭 . n 一九一 

路通 . 里®八 

櫓の声 . I 三五 

炉開き . 二九 

ゎ 行 

我(わ) . 丄一一一一八•丄一四八 • I 

一一六八 is 五•丄一一九〒 I 四一一一六 i 

四一一一八 • n 一三 • nl 一四 • ns.n 

一0七 • n 一 〇九 i 三六四 i 一一 i 

六八 .llT ml 九 1. IV 一一七九 

一一九 f 三一四 il 五一 il 五六 

輪 .n? 1 g 

W . .三九 Q 

和歌(地名) . D 一一 三 Q 

若夷(えびす) . I 八 

若草 . VII 四六 

若衆 . .一ーニ五 


分つ . V 二九 

若菜 . IV 七一一三七 

和歌の浦 . nils 

若葉 … nKQixjilIi 
二六 i 臺 

若生え . 1110七 

別る . nl 一三九. V 一一三一 

別れ . I 五六 isilsi 

一1•星五. V 四| 

分れ初む . V 一一三一 

別れ端(ば) . V 一一八七 

別れ行く . mils 

分く . nl 一五八 

分け出づ . 111 

分け入る . 丄ーー0九 • 11一1一九 • m 

一 A 

業(わざ) . m 四六 

鷲の深山 . n 五 

走(わし)る . .一一八一 

和す . 11一三九 . D 二三 

ゎづか . .八一 

わづ かに . W 一ーセ三 

煩ふ . V 六一. V 一一九一 

亡心る… I 一一七一 . n 四 一 . n 蓋四 
四二五四四五ルー六五ル g 九ル 

二五九 . E 1 四一 

忘れ難し . n 一一一四' rW 一五八 

忘れ草 . 丄三八 i 八一 

忘れ音(ね) . m 四一三 


































































































早稲(わせ) . n 一一一一五 . IA 

腸(わた) . 一七0 

綿 . W 九一 

私 . m 四一 

渡す . m 四四一 

綿畠 . V 一蓋 

綿弓 . 丄一 D 九 

渡り鳥 . V 一一九三 

渡る . n 一一五八•里三一一一 

侘び . S 


侘笠 . I 二10 

侘しげなり . W 一四七 

わびしさ . n 一 五六 

侍び尽す . 1憂二 

簾 . I 一一二三 

侘人 . 丄一一五二 

使ぶ…丄七三 .1 二 Q 八 . n 九五 .E 
一一五•见 Ai 一一七一四一七 

藁 . V 一五五 

笑ふ . 1一一九 i 一一一一一八 .wig 


藁沓 . .三一九 

草鞋(わらぢ)… I 三六八ルー蓋 

草鞋の緒 . m 九七 

童部(わらべ) . 111 三七 

藁屋 . W 1 K 

童(わらは)…… I 四八•丄七0 

草鞋(わらんぢ) . .三四五 

わりなし . n 一 Q 三 

割る . I 一三四•瓜三六0 

破(わ)る . D ニーー 


わる臭し . n 一九八 

我(われ) . I 七八•丄1三九 i 

二五 Qill 一三•丄 11 五一 i 蓋一一•丨 

四一? nl 一三 . n 七三 . ml 九亍 m 
一一六三•里一一六 "? 里一一七〒 m 四一?^: 
四 一 i 六 

椀 . VI 一七八 
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